
令和７年 11 年 28 日開催部会 

アフィドピロペン

今般の残留基準の検討については、関連企業から「国外で使用される農薬等に係る残留

基準の設定及び改正に関する指針について」に基づく残留基準の設定要請がなされたこと

から、農薬・動物用医薬品部会（以下「本部会」という。）において審議を行い、以下の報

告を取りまとめるものである。 

なお、本報告では、今般提出された作物残留試験成績に基づき、前回審議からの変更点

をとりまとめる。また、今般の基準値設定依頼に当たって、毒性や代謝に関する新たな知

見の提出がなく、既存の食品健康影響評価の結果に影響はないと考えられることから、本

部会での審議後に内閣総理大臣から食品安全委員会に対して食品健康影響評価の要請を行

うこととしている。 

１．概要 

（１）品目名：アフィドピロペン[ Afidopyropen (ISO) ]

（２）分 類（用途）：農薬（殺虫剤）

（３）化学名、CAS番号、構造式及び物性：変更なし（添付資料1参照）

なお、CAS名については、下記に更新した。

Cyclopropanecarboxylic acid,[(3S,4R,4aR,6S,6aS,12R,12aS,12bS)-

3-[(cyclopropylcarbonyl)oxy]-1,3,4,4a,5,6,6a,12,12a,12b-decahydro-6,12- 

dihydroxy-4,6a,12b-trimethyl-11-oxo-9-(3-pyridinyl)-2H,11H-naphtho[2,1-

b]pyrano[3,4-e]pyran-4-yl]methyl ester（CAS：No. 915972-17-7）

２．適用の範囲及び使用方法 

本剤の国内における適用の範囲及び使用方法は別紙1-1、海外における適用の範囲及び

使用方法は別紙1-2及び1-3のとおり。なお、今般の基準値設定依頼にかかる新たな適用の

範囲及び使用方法は網掛けとしている。 

３．代謝試験 

変更なし（添付資料1参照） 

４．作物残留試験 

今回追加のあった分析法については以下のとおり。

（１）分析の概要

【国内】 

① 分析対象物質

・アフィドピロペン

・代謝物H



 
 

② 分析法の概要 

ⅰ）アフィドピロペン及び代謝物H 

試料からアセトニトリル・水(4：1)混液で抽出し、トリメチルアミノプロピルシ

リル化シリカゲル（SAX）/エチレンジアミン-N-プロピルシリル化シリカゲル（PSA）

積層カラムを用いて精製した後、液体クロマトグラフ・タンデム型質量分析計（LC-

MS/MS）で定量する。なお、代謝物Hの分析値は、換算係数1.00を用いてアフィドピ

ロペン濃度に換算した値として示した。 

 

     定量限界：アフィドピロペン  0.005 mg/kg 

                  代謝物 H            0.005 mg/kg（アフィドピロペン換算濃度） 

 

【海外】 

① 分析対象物質 

・アフィドピロペン 

 

② 分析法の概要 

ⅰ）アフィドピロペン 

試料（荒茶）を水で膨潤させ1%酢酸含有アセトニトリル溶液で抽出し、塩析後、

アセトニトリル層をPSA、無水硫酸マグネシウム、オクタデシルシリル化シリカゲ

ル（C18）を用いて精製した後、LC-MS/MSで定量する。 

試料（浸出液）については、荒茶（6 g）に熱湯（300 mL）を加え静置後、

ろ過し、1%酢酸含有アセトニトリル溶液を添加し、塩析後、アセトニトリル層を

PSA、無水硫酸マグネシウム、C18及びグラファイトカーボンを用いて精製した後、

LC-MS/MSで定量する。なお、抽出液量当たりの濃度（µg/mL）として算出されている

ため、換算係数50を用いて茶葉当たりの濃度（mg/kg）として換算する。 

 

定量限界：0.05 mg/kg（荒茶） 

                  0.002 µg/mL（浸出液：茶葉当たり 0.1 mg/kg） 

 

（２）作物残留試験結果  

国内作物残留試験成績については、はくさい、キャベツ、ブロッコリー等の試験成績

を追加した。試験成績の概要を別紙2-1に示す。 

海外作物残留試験成績については、茶の試験成績を追加した。試験成績の概要を別紙

2-3に示す。  

 

５．畜産物における推定残留濃度 

本剤については、飼料として給与した作物を通じ家畜の筋肉等への移行が想定されるこ

とから、飼料中の残留農薬濃度及び動物飼養試験の結果を用い、以下のとおり畜産物中の



 
 

推定残留濃度を算出した。 

 

（１）分析の概要 

   変更なし（添付資料1参照） 

 

（２）家畜残留試験（動物飼養試験） 

  ① 乳牛を用いた残留試験 

    変更なし（添付資料1参照） 

     JMPR（2022年）は、新たに乳牛の最大飼料由来負荷を18.2 ppm、平均的飼料由来負 

荷を9.0 ppmと評価している。 

 

② 産卵鶏を用いた残留試験 

    変更なし（添付資料1参照） 

JMPR(2022年)は、新たに産卵鶏の最大飼料由来負荷を1.2 ppm、平均的飼料由来負 

荷を0.54 ppmと評価している。 

 

（３）推定残留濃度の算出 

牛及び鶏について、最大及び平均的飼料由来負荷及び家畜残留試験結果から、畜産物

中の推定残留濃度を算出した。なお、牛の肝臓及び腎臓については、JMPRの評価では代

謝物BAを平均的な推定残留濃度の算出に含めていないため、乳牛及び産卵鶏を用いた家

畜残留試験の結果（添付資料1の表1及び2）から代謝物BAを含む推定残留濃度を算出し、

添付資料1の表3-1及び3-2を更新した。 

 

表3-1．畜産物中の推定残留濃度：牛（mg/kg） 

 筋肉 脂肪 肝臓 腎臓 乳 

牛 
<0.012 

 (0.206) 

<0.012 

(<0.079) 

0.238 

(0.717) 

<0.012 

(0.802) 

0.001 

(0.025) 

上段：最大残留濃度   下段括弧内：平均的な残留濃度＊ 

*平均的な残留濃度は、アフィドピロペン、代謝物B、代謝物Q（肝臓のみ）、代謝物AZ及び代謝物

BA（肝臓及び腎臓のみ）を含む。 

 

表3-2．畜産物中の推定残留濃度：鶏（mg/kg） 

 筋肉 脂肪 肝臓 卵 

鶏 
0.011 

(<0.135) 

0.025 

(0.136) 

0.056 

(0.160) 

0.026 

(0.136) 

上段：最大残留濃度   下段括弧内：平均的な残留濃度＊ 
*平均的な残留濃度は、アフィドピロペン、代謝物B、代謝物Q（肝臓のみ）及び代謝物AZを含む。 

 

 



 
 

６．許容一日摂取量（ADI）及び急性参照用量（ARfD）の評価 

先の審議の際に、食品安全基本法（平成15年法律第48号）第24条第1項第1号の規定に基

づき、食品安全委員会あて意見を求めたアフィドピロペンに係る食品健康影響評価におい

て、アフィドピロペンのADIを0.08 mg/kg体重/日、ARfDを0.18 mg/kg体重と設定すると評

価している。 

 

７．諸外国における状況 

  変更なし（添付資料1参照） 

なお、国際基準は、2023年にソルガム、いちご及び畜産物の基準値が更新されている。 

 

８．残留規制 

（１）残留の規制対象：変更なし 

   アフィドピロペンとする。 

 

   植物代謝試験において、可食部において親化合物の残留が認められた。また、多くの

作物残留試験においても親化合物の残留が認められたことから、農産物の残留の規制対

象は、アフィドピロペンのみとする。 

   家畜代謝試験においても、畜産動物の可食部で親化合物の残留が認められた。また、

家畜残留試験においても牛の肝臓及び乳、鶏の筋肉、脂肪、肝臓及び卵において親化合

物の残留が認められたことから、畜産物の残留の規制対象は、アフィドピロペンのみと

する。 

なお、JMPRは残留の規制対象をアフィドピロペンのみとしている。 

 

（２）基準値案 

   別紙3のとおりである。 

 

９．暴露評価 

（１）暴露評価対象：変更なし 

農産物にあってはアフィドピロペン及び代謝物Hとし、畜産物にあってはアフィドピ

ロペン、代謝物B、代謝物Q（肝臓のみ）、代謝物AZ及び代謝物BAとする。 

 

植物代謝試験の結果、可食部で10%TRR以上認められた代謝物は、代謝物H及び代謝物

ABであった。作物残留試験で、多くの作物で代謝物Hの残留が認められることから、農産

物の暴露評価対象はアフィドピロペン及び代謝物Hとする。なお、代謝物ABは植物アル

カロイドとして植物中に普遍的に認められる化合物であることから、暴露評価対象には

含めないこととする。 

家畜代謝試験の結果、可食部で10%TRR以上認められた代謝物は、代謝物B、代謝物D、

代謝物F、代謝物Q、代謝物AZ及び代謝物BAであった。家畜残留試験で代謝物D及び代謝物



 
 

Fは認められなかったが、代謝物Bは牛の肝臓、代謝物Qは鶏の肝臓で認められ、代謝物AZ

は牛の筋肉においてアフィドピロペンより高い残留値が認められた。代謝物BAは代謝物

AZの前駆体であり、代謝試験の結果から生体内カルニチンが存在しない臓器で存在する

と考えられる。以上のことから、畜産物の暴露評価対象には代謝物B、代謝物Q（肝臓の

み）、代謝物AZ及び代謝物BAを含めることとする。 

JMPRの評価においても暴露評価対象物質を、農産物にあってはアフィドピロペン及び

代謝物H、畜産物にあっては肝臓のみアフィドピロペン、代謝物B、代謝物Q、代謝物AZ及

び代謝物BA、それ以外の臓器、乳及び卵ではアフィドピロペン、代謝物B、代謝物AZ及び

代謝物BAとしている。 

 

なお、食品安全委員会は、食品健康影響評価において、農産物中の暴露評価対象物

質をアフィドピロペン（親化合物のみ）、畜産物中の暴露評価対象物質をアフィドピロ

ペン及び代謝物AZとしている。 

 

（２）暴露評価結果 

  ① 長期暴露評価 

1日当たり摂取する農薬の量のADIに対する比は、以下のとおり。詳細な暴露評価は

別紙4参照。 

 

 EDI／ADI(%)注) 

国民全体（1 歳以上） 3.6 

幼小児（1～6歳） 5.5 

妊婦 3.4 

高齢者（65 歳以上） 4.2 

注）各食品の平均摂取量は、平成17～19年度の食品摂取頻度・摂取量調査の特別集計

業務報告書による。 

EDI試算法：作物残留試験成績の中央値（STMR）等×各食品の平均摂取量 

 
  ② 短期（1日経口）暴露評価 

各食品の短期推定摂取量(ESTI)を算出したところ、国民全体（1歳以上）及び幼小

児（1～6歳）のそれぞれにおける摂取量は急性参照用量(ARfD)を超えていない注）。詳

細な暴露評価は別紙5-1及び5-2参照。 

 

注）基準値案、作物残留試験における最高残留濃度（HR）又は中央値（STMR）を用い、平成17

～19年度の食品摂取頻度・摂取量調査及び平成22年度の厚生労働科学研究の結果に基づき

ESTIを算出した。 

  



（別紙1-1）

作物名 剤型 使用方法 希釈倍数 使用時期
散布液量

使用回数
アフィドピロペン
を含む農薬の総使

用回数

小麦 4.9% DC 散布 2000～4000倍 収穫前日まで 60～150 L/10 a 2回以内 2回以内

2000～4000倍 収穫前日まで 100～300 L/10 a 2回以内

500倍 収穫前日まで 25 L/10 a 2回以内

てんさい 4.9% DC 散布 2000～4000倍 収穫前日まで 100～300 L/10 a 2回以内 2回以内

はくさい 4.9% DC 散布 2000～4000倍 収穫前日まで 100～300 L/10 a 2回以内 2回以内

キャベツ 4.9% DC 散布 2000～4000倍 収穫前日まで 100～300 L/10 a 2回以内 2回以内

ブロッコリー 4.9% DC 散布 2000～4000倍 収穫前日まで 100～300 L/10 a 2回以内 2回以内

レタス 4.9% DC 散布 2000～4000倍 収穫前日まで 100～300 L/10 a 2回以内 2回以内

非結球レタス 4.9% DC 散布 2000～4000倍 収穫7日前まで 100～300 L/10 a 2回以内 2回以内

かぼちゃ 4.9% DC 散布 2000～4000倍 収穫前日まで 100～300 L/10 a 2回以内 2回以内

DC：水和剤

アフィドピロペンの適用の範囲及び使用方法（国内）

2025年9月18日時点版

ばれいしょ 4.9% DC 散布 2回以内



（別紙1-2）

作物名+B4:B4:G13 剤型 使用方法
1回当たりの

使用量
使用時期 総使用量 総使用回数(年間）

1.5 fl oz/acre
(11 g ai/ha)

収穫当日まで

5.0～7.0 fl oz/acre
(36～51 g ai/ha)

収穫当日まで

1.5 fl oz/acre
(11 g ai/ha)

収穫当日まで

5.0～7.0 fl oz/acre
(36～51 g ai/ha)

収穫当日まで

1.5 fl oz/acre
(11 g ai/ha)

収穫当日まで

5.0～7.0 fl oz/acre
(36～51 g ai/ha)

収穫当日まで

1.5 fl oz/acre
(11 g ai/ha)

収穫当日まで

5.0～7.0 fl oz/acre
(36～51 g ai/ha)

収穫当日まで

核果類
(Stone fruit, group

12-12)
9.78% WP 散布

1.5 fl oz/acre
(11 g ai/ha)

収穫7日前まで
3 fl oz/acre

(22 g ai/ha)以内
2回以内

ai：active ingredient （有効成分）

WP：水和剤

fl oz：液量オンス（米液量オンス　1 fl oz = 0.0000295735 m3）

acre：エーカー（1 acre = 約4,047 m2）

9.78% WP：0.83 Ib/gallon　(Ib：ポンド（1 lb=0.4535927 kg）、gallon：ガロン(1 gallon=0.003785412 m3))

3回以内
(連続使用は2回以内）

うり科野菜類
(Cucurbit vegetable,

group 9)
9.78% WP 散布

14 fl oz/acre
(102 g ai/ha)以内

2回以内

葉柄葉菜類
(Leaf petiole

vegetable, subgroup
22B)

9.78% WP 散布
14 fl oz/acre

(102 g ai/ha)以内

3回以内
（連続使用は2回以内）

アフィドピロペンの適用の範囲及び使用方法（米国）

結球あぶらな科葉菜類
(Brassica, head and
stem, group 5-16)

9.78% WP 散布
14 fl oz/acre

(102 g ai/ha)以内
3回以内

(連続使用は2回以内）

果菜類
(Fruiting vegetable,

group 8-10)
9.78% WP 散布

14 fl oz/acre
(102 g ai/ha)以内



（別紙1-3）

作物名 剤型 使用方法
1回当たりの

使用量
希釈倍数 使用時期 総使用回数

茶
50 g/L DC
配合剤

散布
0.63 L/ha

(31.5 g ai/ha)
2400倍 摘採7日前まで 2回以内

アフィドピロペンの適用の範囲及び使用方法（台湾）

DC：水和剤

配合剤：アバメクチン 25 g/L

今回基準値設定依頼のあった適用の範囲及び使用方法を網掛けで示した。

ai：active ingredient（有効成分）



剤型 使用量・使用方法 回数 経過日数

圃場A：0.018 圃場A：0.013/<0.005/*47.2 (*2回,3日)

圃場B：0.012 圃場B：0.007/<0.005/*50.6 (*2回,3日)

圃場C：0.027 圃場C：0.022/<0.005/*57.5 (*2回,7日)

圃場D：0.035 圃場D：0.030/<0.005/*23.3 (*2回,3日)

圃場E：0.029 圃場E：0.024/<0.005/52.7

圃場F：0.071 圃場F：*0.066/<0.005/57.8 (*2回,7日)

圃場A：<0.01 圃場A：<0.005/<0.005/*91.7 (*2回,3日)

圃場C：<0.01 圃場C：<0.005/<0.005/36.6

圃場D：<0.01 圃場D：<0.005/<0.005/52.7

圃場E：<0.01 圃場E：<0.005/<0.005/*60.2 (*2回,7日)

圃場F：<0.01 圃場F：<0.005/<0.005/*71.1 (*2回,7日)

圃場A：0.012 圃場A：0.007/<0.005/*45.8 (*2回,7日)

圃場B：<0.01 圃場B：<0.005/<0.005/*39.7 (*2回,7日)

圃場C：0.013 圃場C：0.008/<0.005/*34.2 (*2回,7日)

1, 3, 7, 15 圃場A：0.072 圃場A：0.062/0.010/- 

圃場B：0.012 圃場B：0.007/<0.005/-

圃場C：0.032 圃場C：0.026/0.006/-

圃場D：0.017 圃場D：0.152/0.018/-

圃場E：0.099 圃場E：0.075/0.024/-

圃場F：0.171 圃場F: 0.140/*0.040/- (*2回,3日)

圃場A：0.047 圃場A：0.033/0.014/- 

圃場B：<0.01 圃場B：<0.005/<0.005/-

圃場C：0.019 圃場C：0.014/<0.005/-

圃場D：0.016 圃場D：0.010/0.006/-

圃場E：0.058 圃場E：0.040/0.018/-

圃場F：0.160 圃場F: 0.126/0.034/-

1, 3, 7, 10 圃場A：0.043 圃場A：0.038/<0.005/- 

1, 3, 7, 14 圃場B：0.116 圃場B：0.084/0.032/-

1, 3, 7, 12 圃場C：0.164 圃場C：0.154/0.010/-

圃場A：0.050 圃場A：0.042/*0.017/- (*2回,7日)

圃場B：0.387 圃場B：0.179/0.208/-

圃場C：0.438 圃場C：0.293/0.145/-

圃場D：0.130 圃場D：0.076/0.057/- (*2回,3日)

圃場E：0.326 圃場E：0.171/0.170/- (*2回,3日)

圃場F：0.476 圃場F: 0.256/0.220/-

圃場A：0.666 圃場A：0.222/0/444/- 

圃場B：0.158 圃場B：0.063/0.095/-

圃場C：1.391 圃場C：0.751/0.640/-

圃場D：1.131 圃場D：0.444/0.687/- 

圃場A：0.010 圃場A：0.005/<0.005/- 

圃場B：0.026 圃場B：0.021/*0.006/- (*2回,14日)

圃場C：0.011 圃場C：0.006/<0.005/-

　DC：水和剤
　-：分析せず

  表中、最大使用条件下の作物残留試験条件に、アンダーラインを付しているが、経時的に測定されたデータがある場合において、収穫までの期間が最短の場合にのみ最大
残留濃度が得られるとは限らないため、最大使用条件以外で最大残留濃度が得られた場合は、その使用回数及び経過日数について（　）内に記載した。

　代謝物H及び代謝物ABの残留濃度はアフィドピロペン濃度に換算した値で示した。

  基準値の設定根拠及び暴露評価にも使用されているものに◎で示した。
注1）アフィドピロペン及び代謝物Hの合計濃度（アフィドピロペンに換算した値）を示した。

注2）当該農薬の登録又は申請された適用の範囲内で最も多量に用い、かつ最終使用から収穫までの期間を最短とした場合の作物残留試験（いわゆる最大使用条件下の作物
残留試験）を複数の圃場で実施し、それぞれの試験から得られた残留濃度の最大値を示した。

　今回新たに提出された作物残留試験成績を網掛けで示した。

1, 3, 7, 14

きゃべつ
(茎葉)

4 4.9% DC
2000倍散布

213～300 L/10 a
2 1, 3, 7, 14

かぼちゃ 3 4.9% DC
2000倍散布

251～288 L/10 a
2

1, 3, 7, 14

◎
非結球レタス

(茎葉)

6
結球レタス

(茎葉)

6

ブロッコリー
(花蕾)

3

（別紙2-1）
アフィドピロペンの作物残留試験一覧表（国内）

農作物
試験

圃場数

試験条件 各化合物の残留濃度の合計

（mg/kg）注1）
各化合物の残留濃度（mg/kg）注2）

【ｱﾌｨﾄﾞﾋﾟﾛﾍﾟﾝ/代謝物H/代謝物AB】

設定
の根
拠等

4.9% DC
2000倍散布

209～300 L/10 a
2

2000倍散布
181～200 L/10 a

4.9% DC

4.9% DC
2000倍散布

233～281 L/10 a
2

2

4.9% DC
2000倍散布

220～280 L/10 a
2

6

1, 3, 7

はくさい
(茎葉)

6 4.9% DC
2000倍散布

233～296 L/10 a
2

1, 3, 7, 14

2000倍散布
180～200 L/10 a

てんさい
(根部)

3 4.9% DC

2

1, 3, 7, 14

小麦
(玄麦)

6 4.9% DC
2000倍散布

131～150 L/10 a
2

ばれいしょ
(塊茎)

◎

圃場B：<0.01 圃場B：<0.005/<0.005/*32.8 (*2回,7日)

1, 3, 7

1, 3, 7

◎



剤型 使用量・使用方法 回数 経過日数

圃場A：0.096 (#) 圃場A：0.049/0.047 (#)

圃場B：0.060 (#) 圃場B：0.034/0.026 (#)

圃場C：0.303 (#) 圃場C：0.276/*0.059 (*4回,3日) (#)

圃場D：0.086 (#) 圃場D：0.039/0.047 (#)

圃場E：0.020 (#) 圃場E：0.010/<0.01 (#)

圃場F：0.089 (#) 圃場F：0.043/0.046 (#)

圃場G：0.026 (#) 圃場G：*0.016/0.014 (*4回,3日) (#)

圃場H：0.052 (#) 圃場H：0.041/*0.013 (*4回,3日) (#)

圃場I：0.386 (#) 圃場I：0.267/0.119 (#)

0, 3, 5, 7, 14 圃場J：0.160 (#) 圃場J：0.136/0.024 (#)

0, 3, 5, 7, 14 圃場A：0.244 (#) 圃場A：0.128/0.116 (#)

圃場B：0.570 (#) 圃場B：0.522/*0.051 (*4回,3日) (#)

圃場C：1.081 (#) 圃場C：1.026/*0.112 (*4回,3日) (#)

圃場D：0.971 (#) 圃場D：0.915/0.056 (#)

圃場E：1.883 (#) 圃場E：1.635/0.248 (#)

圃場F：0.065 (#) 圃場F：0.027/0.038 (#)

圃場G：0.308 (#) 圃場G：0.283/*0.046 (*4回,3日) (#)

圃場H：0.219 (#) 圃場H：0.132/0.087 (#)

0, 3, 7, 15 圃場I：0.539 (#) 圃場I：0.418/0.121 (#)

圃場A：0.025 (#) 圃場A：0.019/0.006 (#)

圃場B：0.022 (#) 圃場B：0.012/<0.01 (#)

圃場C：<0.02 (#) 圃場C：<0.01/<0.01 (#)

圃場D：0.021 (#) 圃場D：0.011/<0.01 (#)

圃場E：0.048 (#) 圃場E：0.038/<0.01 (#)

圃場F：0.108 (#) 圃場F：0.097/0.011 (#)

圃場G：0.056 (#) 圃場G：0.046/<0.01 (#)

圃場H：0.025 (#) 圃場H：0.015/<0.01 (#)

圃場I：0.028 (#) 圃場I：0.014/0.014 (#)

圃場J：0.030 (#) 圃場J：0.020/<0.01 (#)

圃場K：0.022 (#) 圃場K：0.012/<0.01 (#)

圃場L：0.024 (#) 圃場L：0.014/<0.01 (#)

圃場M：0.078 (#) 圃場M：0.068/<0.01 (#)

圃場N：0.050 (#) 圃場N：0.040/<0.01 (#)

圃場O：0.029 (#) 圃場O：0.019/<0.01 (#)

0, 3, 6 圃場P：0.034 (#) 圃場P：0.024/<0.01 (#)

0, 3, 5, 7, 10 圃場Q：<0.02 (#) 圃場Q：<0.01/<0.01 (#)

圃場A：0.175 (#) 圃場A：0.112/0.063 (#)

圃場B：0.183 (#) 圃場B：0.154/0.029 (#)

圃場C：0.574 (#) 圃場C：0.406/0.168 (#)

圃場D：0.112 (#) 圃場D：0.081/0.031 (#)

圃場E：0.142 (#) 圃場E：0.110/0.032 (#)

圃場F：0.173 (#) 圃場F：0.149/0.024 (#)

圃場G：0.421 (#) 圃場G：0.318/0.103 (#)

圃場H：0.059 (#) 圃場H：0.053/*0.011 (*4回,3日) (#)

0, 1, 3, 5, 7 圃場I：0.089 (#) 圃場I：0.076/0.013 (#)

圃場A：0.021 圃場A：0.011/<0.01 

圃場B：0.031 圃場B：0.021/<0.01

圃場C：<0.02 圃場C：<0.01/<0.01

圃場D：<0.02 圃場D：<0.01/<0.01

圃場E：<0.02 圃場E：<0.01/<0.01

圃場F：<0.02 圃場F：<0.01/<0.01

圃場G：0.02 圃場G：0.01/<0.01

0, 3 , 7, 14, 21 圃場H：<0.02 圃場H：<0.01/<0.01

　WP：水和剤

(#)：適用の範囲内で試験が行われていない作物残留試験成績

（別紙2-2）
アフィドピロペンの作物残留試験一覧表（米国）

農作物
試験

圃場数

試験条件 各化合物の残留濃度の合計

（mg/kg）注1）
各化合物の残留濃度（mg/kg）注2）

【ｱﾌｨﾄﾞﾋﾟﾛﾍﾟﾝ/代謝物H】

設定
の根
拠等

10% WP

9.8～10.6 g ai/ha
＋48.5～52.6 g ai/ha

（総使用量
117～125 g ai/ha）

茎葉処理

2+2注3)
0, 3, 7, 14

セルリー
（茎葉）

9 10% WP

0, 3, 7

きゅうり
（果実）

9 10% WP

9.74～10.75 g ai/ha
＋47.71～50.85 g

ai/ha
（総使用量

118.15～121.64 g
ai/ha）
茎葉処理

2+2注3)
0, 3, 7

9.59～10.30 g ai/ha
＋48.60～52.30 g

ai/ha
（総使用量

117.30～122.62 g
ai/ha）
茎葉処理

2+2注3) 0, 3, 7, 14

  表中、最大使用条件下の作物残留試験条件に、アンダーラインを付しているが、経時的に測定されたデータがある場合において、収穫までの期間が最短の場合にのみ最大残留濃
度が得られるとは限らないため、最大使用条件以外で最大残留濃度が得られた場合は、その使用回数及び経過日数について（　）内に記載した。

　代謝物Hの残留濃度はアフィドピロペン濃度に換算した値で示した。

  基準値の設定根拠及び暴露評価にも使用されているものに◎で示した。

注1）アフィドピロペン及び代謝物Hの合計濃度（アフィドピロペンに換算した値）を示した。

注2）当該農薬の登録又は申請された適用の範囲内で最も多量に用い、かつ最終使用から収穫までの期間を最短とした場合の作物残留試験（いわゆる最大使用条件下の作物残留試
験）を複数の圃場で実施し、それぞれの試験から得られた残留濃度の最大値を示した。

トマト
（果実）

17 10% WP

9.51～18.94 g ai/ha
＋47.60～52.40 g

ai/ha
（総使用量

116.08～132.64  g
ai/ha）
茎葉処理

2+2注3)

チェリー
（果実）

8 10% WP

希釈薬液
9～10 g ai/ha
（総使用量

19～21 g ai/ha）
散布

（希釈薬液）

2
7, 14

キャベツ
（外葉あり結球）

10

注3）使用回数1回目及び2回目は低用量、3回目及び4回目は高用量の処理を行った。

◎

◎

◎

◎

◎



剤型 希釈倍数・使用量・使用方法 回数 経過日数

1800倍
42.3～45.7  g ai/ha

0,3 ,7,14,21 圃場A：- 圃場A:0.49/-(#) ○

900倍
82.7～90.5  g ai/ha

0,3 ,7,14,21 圃場A：- 圃場A:0.82/-(#)

1800倍
41.7～45.7  g ai/ha

0,3 ,7,14,21 圃場B：- 圃場B:0.59/-(#) ○

900倍
85.6～92.6  g ai/ha

0,3 ,7,14,21 圃場B：- 圃場B:0.96/-(#)

1
1800倍

41.2～45.7  g ai/ha
2 0,3,7,14,21 圃場C：- 圃場C:0.81/-(#) ○

1800倍
42.3～45.7  g ai/ha

0,3 ,7,14,21 圃場A:0.114 (#) 圃場A:0.100/0.014 (#)注3)注4） △

900倍
82.7～90.5  g ai/ha

0,3 ,7,14,21 圃場A:0.171 (#) 圃場A:0.150/0.021 (#)注3)注4）

1800倍
41.7～45.7  g ai/ha

0,3, 7,14,21 圃場B:0.171 (#) 圃場B:0.150/0.021 (#)注3)注4） △

900倍
85.6～92.6  g ai/ha

0,3 ,7,14,21 圃場B:0.171 (#) 圃場B:0.150/0.021 (#)注3)注4）

1
1800倍

41.2～45.7 g ai/ha
2 0,3, 7,14,21 圃場C:0.342 (#) 圃場C:0.300/0.042 (#)注3)注4） △

　基準値の設定の根拠に○、暴露評価に使用されているものに△で示した。

試験条件 各化合物の残留濃
度の合計

（mg/kg）注1）

注3）Guo et al, Food Chemistry 404 (2023) 134413の論文に記載されている浸出液におけるアフィドピロペンと代謝物Hの濃度（実測値）の比率
から換算係数0.14として浸出液のアフィドピロペンに対する代謝物Hの濃度を算出した。

注4）浸出液の残留量は浸出液当たりの残留濃度（μg/mL)で記載されたものであることから、換算係数50を用いて茶葉重量当たりの残留濃度
（mg/kg)に換算した。

茶
（浸出液）

1

50 g/L DC
配合剤

2

1 2

(＃)印で示した作物残留試験成績は、登録又は申請された適用の範囲内で行われていないことを示す。また、適用範囲内ではない試験条件を斜体
で示した。

　今回、新たに提出された作物残留試験成績を網掛けで示した。

注2）当該農薬の登録又は申請された適用の範囲内で最も多量に用い、かつ最終使用から収穫までの期間を最短とした場合の作物残留試験（いわゆ
る最大使用条件下の作物残留試験）を複数の圃場で実施し、それぞれの試験から得られた残留濃度の最大値を示した。

　代謝物Hの残留濃度はアフィドピロペン濃度に換算した値で示した。

（別紙2-3）

　-：分析せず

　DC：水和剤

注1）アフィドピロペン及び代謝物Hの合計濃度（アフィドピロペンに換算した値）を示した。

設定の
根拠等

茶
（荒茶）

1

50 g/L DC
配合剤

2

1 2

アフィドピロペンの作物残留試験一覧表（台湾）

各化合物の残留濃度（mg/kg）

【アフィドピロペン/代謝物H】注2）農作物
試験

圃場数



農薬名 アフィドピロペン
（別紙3）

食品名
基準値

案
ppm

基準値
現行
ppm

登録
有無

国際
基準
ppm

作物残留試験成績等
ppm

小麦 0.1 0.2 ○ 0.007～0.066(n=6)

その他の穀類 0.2 0.2 0.2
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A大豆 0.01 0.01 0.01
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Aばれいしょ 0.01 0.01 ○ 0.01
さといも類（やつがしらを含む。） 0.01 0.01 0.01
かんしょ 0.01 0.01 0.01
やまいも（長いもをいう。） 0.01 0.01 0.01
こんにゃくいも 0.01 0.01 0.01
その他のいも類 0.01 0.01 0.01
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Aてんさい 0.02 0.02 ○ <0.005, 0.007, 0.008
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Aだいこん類（ラディッシュを含む。）の葉 5 5 5
かぶ類の葉 5 5 5
クレソン 5 5 5
はくさい 5 5 ○ 5
キャベツ 0.5 0.5 ○ 0.5
芽キャベツ 0.5 0.5 0.50 米国 【0.010～0.276(#)(n=10)(米国

キャベツ外葉あり)】
ケール 5 5 5
こまつな 5 5 5
きょうな 5 5 5
チンゲンサイ 5 5 5
カリフラワー 0.5 0.5 0.4 0.50 米国 【芽キャベツ参照】
ブロッコリー 0.5 0.5 ○ 0.4 0.50 米国 【芽キャベツ参照】
その他のあぶらな科野菜 5 5 5
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Aチコリ 2 2 2
エンダイブ 2 2 2
しゅんぎく 2 2 2
レタス（サラダ菜及びちしゃを含む。） 2 2 ○ 2 0.063～0.751(n=4)(非結球レタ

ス)
その他のきく科野菜 3 3 3
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Aその他のゆり科野菜 2 2 2
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Aパセリ 5 5 5
セロリ 3 3 3
みつば 2 2 2
その他のせり科野菜 3 3 3.0 米国 【0.027～1.635(#)(n=9)(米国セ

ロリ)】

zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Aトマト 0.2 0.2 0.15
ピーマン 0.2 0.2 0.1 0.2 米国 【<0.01～0.097(#)(n=17)(米国ト

マト)】

なす 0.2 0.2 0.15 0.2 米国 【ピーマン参照】
その他のなす科野菜 2 0.2 2
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Aきゅうり（ガーキンを含む。） 0.7 0.7 0.7
かぼちゃ（スカッシュを含む。） 0.7 0.7 ○ 0.07 0.70 米国 【0.053～0.406(#)(n=9)(米国

きゅうり)】
しろうり 0.7 0.7 0.05 0.70 米国 【かぼちゃ（スカッシュを含む。）

参照】

すいか（果皮を含む。） 0.7 0.7 0.05 0.70 米国 【かぼちゃ（スカッシュを含む。）
参照】

メロン類果実（果皮を含む。） 0.7 0.7 0.05 0.70 米国 【かぼちゃ（スカッシュを含む。）
参照】

まくわうり（果皮を含む。） 0.7 0.7 0.05 0.70 米国 【かぼちゃ（スカッシュを含む。）
参照】

その他のうり科野菜 0.7 0.7 0.05 0.70 米国 【かぼちゃ（スカッシュを含む。）
参照】

zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A

参考基準値

国/地域
基準値

ppm



農薬名 アフィドピロペン
（別紙3）

食品名
基準値

案
ppm

基準値
現行
ppm

登録
有無

国際
基準
ppm

作物残留試験成績等
ppm

参考基準値

国/地域
基準値

ppm

ほうれんそう 2 2 2
オクラ 0.2 0.2 0.1 0.2 米国 【ピーマン参照】
しょうが 0.01 0.01 0.01
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Aその他の野菜 3 3 3
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Aみかん（外果皮を含む。） 0.2 0.2 0.15
なつみかんの果実全体 0.2 0.2 0.15
レモン 0.2 0.2 0.15
オレンジ（ネーブルオレンジを含む。） 0.2 0.2 0.15
グレープフルーツ 0.2 0.2 0.15
ライム 0.2 0.2 0.15
その他のかんきつ類果実 0.2 0.2 0.15
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Aりんご 0.03 0.03 0.03
日本なし 0.03 0.03 0.03
西洋なし 0.03 0.03 0.03
マルメロ 0.03 0.03 0.03
びわ（果梗を除き、果皮及び種子を含む。） 0.03 0.03 0.03
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Aもも（果皮及び種子を含む。） 0.03 0.03 0.015 0.03 米国 【<0.01～0.021(n=8)(米国チェ

リー)】
ネクタリン 0.03 0.03 0.015 0.03 米国 【もも（果皮及び種子を含む。）

参照】
あんず（アプリコットを含む。） 0.03 0.03 0.015 0.03 米国 【もも（果皮及び種子を含む。）

参照】
すもも（プルーンを含む。） 0.03 0.03 0.01 0.03 米国 【もも（果皮及び種子を含む。）

参照】
うめ 0.02 0.02 0.015
おうとう（チェリーを含む。） 0.03 0.03 0.03
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Aいちご 0.2 0.2 0.15
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Aその他の果実 0.2 0.2 0.15
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A綿実 0.08 0.08 0.08
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Aぎんなん 0.01 0.01 0.01
くり 0.01 0.01 0.01
ペカン 0.01 0.01 0.01
アーモンド 0.01 0.01 0.01
くるみ 0.01 0.01 0.01
その他のナッツ類 0.01 0.01 0.01
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A茶 2 IT 2.0 台湾 【0.49, 0.59, 0.81(#)(台湾荒

茶)】

zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Aその他のスパイス 0.2 0.2 0.15
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Aその他のハーブ 5 5 5
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A牛の筋肉 0.01 0.01 0.01
豚の筋肉 0.01 0.01 0.01
その他の陸棲哺乳類に属する動物の筋肉 0.01 0.01 0.01
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A牛の脂肪 0.01 0.01 0.01
豚の脂肪 0.01 0.01 0.01
その他の陸棲哺乳類に属する動物の脂肪 0.01 0.01 0.01
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A牛の肝臓 0.3 0.2 0.3

豚の肝臓 0.3 0.2 0.3

その他の陸棲哺乳類に属する動物の肝臓 0.3 0.2 0.3

zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A牛の腎臓 0.3 0.2 0.3

豚の腎臓 0.3 0.2 0.3

その他の陸棲哺乳類に属する動物の腎臓 0.3 0.2 0.3

zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A牛の食用部分 0.3 0.2 0.3

豚の食用部分 0.3 0.2 0.3

その他の陸棲哺乳類に属する動物の食用部分 0.3 0.2 0.3



農薬名 アフィドピロペン
（別紙3）

食品名
基準値

案
ppm

基準値
現行
ppm

登録
有無

国際
基準
ppm

作物残留試験成績等
ppm

参考基準値

国/地域
基準値

ppm

zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A乳 0.001 0.001 0.001
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A鶏の筋肉 0.01 0.01 0.01
その他の家きんの筋肉 0.01 0.01 0.01
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A鶏の脂肪 0.01 0.01 0.01
その他の家きんの脂肪 0.01 0.01 0.01
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A鶏の肝臓 0.02 0.01 0.02

その他の家きんの肝臓 0.02 0.01 0.02

zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A鶏の腎臓 0.02 0.01 0.02

その他の家きんの腎臓 0.02 0.01 0.02

zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A鶏の食用部分 0.02 0.01 0.02

その他の家きんの食用部分 0.02 0.01 0.02

zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A鶏の卵 0.03 0.01 0.03

その他の家きんの卵 0.03 0.01 0.03

zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Aはちみつ 0.05 ※1

zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Aトマト（乾燥させたもの） 0.7 ※2
とうがらし（乾燥させたもの） 1 ※2
オレンジ油 0.7 ※2

りんご（果皮を除き、乾燥させたもの） 0.02 0.02
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A

○：既に、国内において登録等がされているもの

太枠：本基準（暫定基準以外の基準）を見直した基準値

(#)：適用の範囲内で試験が行われていない作物残留試験成績

IT：海外で設定されている基準値を参照するようインポートトレランス申請されたもの

斜線：食品区分を別途新設すること等に伴い、削除した食品区分、もしくは加工食品につき基準値を設定しないもの

※2）加工食品である「トマト（乾燥させたもの）」、「とうがらし（乾燥させたもの）」及び「オレンジ油」について、国際基準が設定されているが、加
工係数を用いて原材料中の濃度に換算した値が当該原材料の基準値案を超えないことから、基準値を設定しないこととする。なお、本物質に
ついて、JMPRは、トマト（乾燥させたもの）、とうがらし（乾燥させたもの）及びオレンジ油の加工係数をそれぞれ、4.3、10及び4.6と算出して
いる。

※1)「食品中の農薬の残留基準設定の基本原則について」（令和6年6月25日農薬・動物用医薬品部会）の別添3「はちみつ中の農薬等の基
準値設定の方法について」に基づき設定。



（別紙4）

食品名
基準値案
(ppm)

国民全体
(1歳以上)

EDI

幼小児
(1～6歳)

EDI

妊婦
EDI

高齢者
(65歳以上）

EDI

小麦 0.1 0.028 1.7 1.2 1.9 1.4
その他の穀類 0.2 0.037 0.0 0.0 0.0 0.0zzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
大豆 0.01 0.02 0.8 0.4 0.6 0.9zzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
ばれいしょ 0.01 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
さといも類（やつがしらを含む。） 0.01 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
かんしょ 0.01 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
やまいも（長いもをいう。） 0.01 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
こんにゃくいも 0.01 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
その他のいも類 0.01 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0zzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
てんさい 0.02 0.012 0.4 0.3 0.5 0.4zzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
だいこん類（ラディッシュを含む。）の葉 5 2.5 4.3 1.5 7.8 7.0
かぶ類の葉 5 2.5 0.8 0.3 0.3 1.5
クレソン 5 2.5 0.3 0.3 0.3 0.3
はくさい 5 2.5 44.3 12.8 41.5 54.0
キャベツ 0.5 0.02 0.5 0.2 0.4 0.5
芽キャベツ 0.5 0.088 0.0 0.0 0.0 0.0
ケール 5 2.5 0.5 0.3 0.3 0.5
こまつな 5 2.5 12.5 4.5 16.0 16.0
きょうな 5 2.5 5.5 1.0 3.5 6.8
チンゲンサイ 5 2.5 4.5 1.8 4.5 4.8
カリフラワー 0.5 0.088 0.0 0.0 0.0 0.0
ブロッコリー 0.5 0.088 0.5 0.3 0.5 0.5
その他のあぶらな科野菜 5 2.5 8.5 1.5 2.0 12.0zzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
チコリ 2 0.88 0.1 0.1 0.1 0.1
エンダイブ 2 0.88 0.1 0.1 0.1 0.1
しゅんぎく 2 0.88 1.3 0.3 2.3 2.2
レタス（サラダ菜及びちしゃを含む。） 2 0.899 8.6 4.0 10.2 8.3
その他のきく科野菜 3 0.54 0.8 0.1 0.3 1.4zzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
その他のゆり科野菜 2 0.88 0.5 0.1 0.2 1.1zzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
パセリ 5 2.5 0.3 0.3 0.3 0.5
セロリ 3 0.54 0.6 0.3 0.2 0.6
みつば 2 0.88 0.4 0.1 0.1 0.4
その他のせり科野菜 3 0.54 0.1 0.1 0.2 0.2zzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
トマト 0.2 0.03 1.0 0.6 1.0 1.1
ピーマン 0.2 0.028 0.1 0.1 0.2 0.1
なす 0.2 0.028 0.3 0.1 0.3 0.5
その他のなす科野菜 2 0.88 1.0 0.1 1.1 1.1zzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
きゅうり（ガーキンを含む。） 0.7 0.17 3.5 1.6 2.4 4.4
かぼちゃ（スカッシュを含む。） 0.7 0.173 1.6 0.6 1.4 2.2
しろうり 0.7 0.173 0.1 0.0 0.0 0.2
すいか（果皮を含む。） 0.7 0.173 1.3 1.0 2.5 2.0
メロン類果実（果皮を含む。） 0.7 0.173 0.6 0.5 0.8 0.7
まくわうり（果皮を含む。） 0.7 0.173 0.0 0.0 0.0 0.1
その他のうり科野菜 0.7 0.173 0.5 0.2 0.1 0.6zzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
ほうれんそう 2 0.88 11.3 5.2 12.5 15.3
オクラ 0.2 0.028 0.0 0.0 0.0 0.0
しょうが 0.01 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0zzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
その他の野菜 3 0.54 7.2 3.4 5.5 7.6zzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
みかん（外果皮を含む。） 0.2 0.054 1.0 0.9 0.0 1.4
なつみかんの果実全体 0.2 0.054 0.1 0.0 0.3 0.1
レモン 0.2 0.054 0.0 0.0 0.0 0.0
オレンジ（ネーブルオレンジを含む。） 0.2 0.054 0.4 0.8 0.7 0.2
グレープフルーツ 0.2 0.054 0.2 0.1 0.5 0.2
ライム 0.2 0.054 0.0 0.0 0.0 0.0
その他のかんきつ類果実 0.2 0.054 0.3 0.1 0.1 0.5zzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
りんご 0.03 0.021 0.5 0.6 0.4 0.7
日本なし 0.03 0.021 0.1 0.1 0.2 0.2
西洋なし 0.03 0.021 0.0 0.0 0.0 0.0

アフィドピロペンの推定摂取量 （単位：µg／人／日）
暴露評価に
用いた数値
（ppm)
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食品名
基準値案
(ppm)

国民全体
(1歳以上)

EDI

幼小児
(1～6歳)

EDI

妊婦
EDI

高齢者
(65歳以上）

EDI

アフィドピロペンの推定摂取量 （単位：µg／人／日）
暴露評価に
用いた数値
（ppm)

マルメロ 0.03 0.021 0.0 0.0 0.0 0.0
びわ（果梗を除き、果皮及び種子を含む。） 0.03 0.021 0.0 0.0 0.0 0.0zzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
もも（果皮及び種子を含む。） 0.03 0.02 0.1 0.1 0.1 0.1
ネクタリン 0.03 0.02 0.0 0.0 0.0 0.0
あんず（アプリコットを含む。） 0.03 0.02 0.0 0.0 0.0 0.0
すもも（プルーンを含む。） 0.03 0.02 0.0 0.0 0.0 0.0
うめ 0.02 0.02 0.0 0.0 0.0 0.0
おうとう（チェリーを含む。） 0.03 0.02 0.0 0.0 0.0 0.0zzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
いちご 0.2 0.054 0.3 0.4 0.3 0.3zzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
その他の果実 0.2 0.03 0.0 0.0 0.0 0.1zzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
綿実 0.08 0.02 0.0 0.0 0.0 0.0zzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
ぎんなん 0.01 0.02 0.0 0.0 0.0 0.0
くり 0.01 0.02 0.0 0.0 0.0 0.0
ペカン 0.01 0.02 0.0 0.0 0.0 0.0
アーモンド 0.01 0.02 0.0 0.0 0.0 0.0
くるみ 0.01 0.02 0.0 0.0 0.0 0.0
その他のナッツ類 0.01 0.02 0.0 0.0 0.0 0.0zzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
茶 2 0.171 1.1 0.2 0.6 1.6zzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
その他のスパイス 0.2 0.0535 0.0 0.0 0.0 0.0zzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
その他のハーブ 5 2.5 2.3 0.8 0.3 3.5zzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A

陸棲哺乳類の肉類 0.01 10.4 7.8 11.6 7.4

陸棲哺乳類の食用部分（肉類除く） 0.3 0.802 1.1 0.6 3.8 0.7zzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
陸棲哺乳類の乳類 0.001 0.025 6.6 8.3 9.1 5.4zzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
家きんの肉類 0.02 0.16 3.4 2.4 3.6 2.6zzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
家きんの卵類 0.03 0.136 5.7 4.5 6.6 5.2
はちみつ 0.05 ● 0.05 0.0 0.0 0.1 0.1

計 160.0 72.8 159.9 187.6
ADI比（％） 3.6 5.5 3.4 4.2

EDI：推定一日摂取量（Estimated Daily Intake)

「陸棲哺乳類の肉類」については、EDI試算では、畜産物中の平均的な残留農薬濃度を用い、摂取量の筋肉及び脂肪の
比率をそれぞれ80％、20％として試算した。
●：個別の作物残留試験がないことから、暴露評価を行うにあたり基準値（案）の数値を用いた。

EDI試算法：作物残留試験成績の中央値（STMR)等×各食品の平均摂取量

茶については、浸出液（茶葉当たりの残留濃度）における作物残留試験結果を用いてEDI試算をした。

農産物の暴露評価に用いた数値には、暴露評価対象であるアフィドピロペン及び代謝物Hの濃度をアフィドピロペンに
換算した濃度の合計を用いた。畜産物の暴露評価に用いた数値には、陸棲哺乳類はアフィドピロペン、代謝物B、代謝
物Q（肝臓のみ）、代謝物AZ及び代謝物BA（肝臓及び腎臓のみ）、家きんはアフィドピロペン、代謝物B、代謝物Q（肝
臓のみ）及び代謝物AZの濃度をアフィドピロペンに換算した濃度の合計を用いた。

筋肉　0.206
脂肪　0.079

国際基準を参照したものについては、JMPRの評価に用いられた残留試験データを用いてEDI試算をした。ただし、畜産
物の暴露評価に用いた数値は、JMPRの飼料由来負荷より計算した平均的推定残留濃度を用いて試算した。



食品名
（基準値設定対象）

食品名
（ESTI推定対象）

基準値案
(ppm)

ESTI
(μg/kg体重)

ESTI/ARfD
(%)

小麦 小麦 0.1 ○ 0.028 0.0 0

大豆 大豆 0.01 ○ 0.02 0.0 0

ばれいしょ ばれいしょ 0.01 ○ 0 0.0 0

さといも類（やつがしらを含む。） さといも 0.01 ○ 0 0.0 0

かんしょ かんしょ 0.01 ○ 0 0.0 0

やまいも（長いもをいう。） やまいも 0.01 ○ 0 0.0 0

だいこん類（ラディッシュを含む。）の葉 だいこんの葉 5 ○ 4.8 39.7 20

かぶ類の葉 かぶの葉 5 ○ 4.8 12.8 7

はくさい はくさい 5 ○ 4.8 62.2 30

キャベツ キャベツ 0.5 ○ 0.1 1.0 1

ケール ケール 5 ○ 4.8 38.5 20

こまつな こまつな 5 ○ 4.8 20.3 10

きょうな きょうな 5 ○ 4.8 16.0 9

チンゲンサイ チンゲンサイ 5 ○ 4.8 35.6 20

カリフラワー カリフラワー 0.5 ○ 0.386 2.9 2

ブロッコリー ブロッコリー 0.5 ○ 0.386 2.3 1

たかな 5 ○ 4.8 37.7 20

菜花 5 ○ 4.8 13.2 7

しゅんぎく しゅんぎく 2 ○ 2.6 8.5 5

レタス（サラダ菜及びちしゃを含む。） レタス類 2 ○ 1.391 7.8 4

にんにくの芽 2 ○ 2.6 4.6 3

らっきょう 2 ○ 2.6 2.8 2

パセリ（生） 5 ○ 4.8 0.8 0

パセリ（乾燥） 5 ○ 2.5 2.2 1

セロリ セロリ 3 ○ 2.2 12.1 7

みつば みつば 2 ○ 2.6 2.1 1

その他のせり科野菜 せり 3 ○ 1.883 3.1 2

トマト トマト 0.2 ○ 0.12 1.3 1

ピーマン ピーマン 0.2 ○ 0.108 0.3 0

なす なす 0.2 ○ 0.108 0.7 0

とうがらし（生） 2 ○ 2.6 4.2 2

ししとう 2 ○ 2.6 2.7 2

きゅうり（ガーキンを含む。） きゅうり 0.7 ○ 0.6 3.8 2

かぼちゃ 0.7 ○ 0.574 5.6 3

ズッキーニ 0.7 ○ 0.574 4.2 2

しろうり しろうり 0.7 ○ 0.574 4.8 3

すいか（果皮を含む。） すいか 0.7 ○ 0.574 18.9 10

メロン類果実（果皮を含む。） メロン 0.7 ○ 0.574 9.8 5

とうがん 0.7 ○ 0.574 9.8 5

にがうり 0.7 ○ 0.574 4.6 3

ほうれんそう ほうれんそう 2 ○ 2.6 12.6 7

オクラ オクラ 0.2 ○ 0.108 0.2 0

しょうが しょうが 0.01 ○ 0 0.0 0

ずいき 3 ○ 2.2 22.3 10

もやし 3 ○ 2.2 5.0 3

れんこん 3 ○ 2.2 13.7 8

そら豆（生） 3 ○ 2.2 6.5 4

みかん（外果皮を含む。） みかん 0.2 ○ 0.086 0.8 0

なつみかんの果実全体 なつみかん 0.2 ○ 0.086 1.1 1

レモン レモン 0.2 ○ 0.086 0.2 0

オレンジ 0.2 ○ 0.086 0.8 0

オレンジ果汁 0.2 ○ 0.0535 0.5 0

グレープフルーツ グレープフルーツ 0.2 ○ 0.086 1.5 1

その他の野菜

オレンジ（ネーブルオレンジを含む。）

（別紙5-1）

アフィドピロペンの推定摂取量（短期）：国民全体(1歳以上)

評価に用いた
数値
(ppm)

その他のあぶらな科野菜

その他のゆり科野菜

パセリ

その他のなす科野菜

かぼちゃ（スカッシュを含む。）

その他のうり科野菜



食品名
（基準値設定対象）

食品名
（ESTI推定対象）

基準値案
(ppm)

ESTI
(μg/kg体重)

ESTI/ARfD
(%)

（別紙5-1）

アフィドピロペンの推定摂取量（短期）：国民全体(1歳以上)

評価に用いた
数値
(ppm)

きんかん 0.2 ○ 0.086 0.2 0

ぽんかん 0.2 ○ 0.086 0.9 1

ゆず 0.2 ○ 0.086 0.1 0

すだち 0.2 ○ 0.086 0.1 0

りんご 0.03 ○ 0.029 0.4 0

りんご果汁 0.03 ○ 0.021 0.2 0

日本なし 日本なし 0.03 ○ 0.029 0.4 0

西洋なし 西洋なし 0.03 ○ 0.029 0.4 0

びわ（果梗を除き、果皮及び種子を含む。） びわ 0.03 ○ 0.029 0.2 0

もも（果皮及び種子を含む。） もも 0.03 ○ 0.031 0.4 0

すもも（プルーンを含む。） プルーン 0.03 ○ 0.031 0.2 0

うめ うめ 0.02 ○ 0.022 0.0 0

おうとう（チェリーを含む。） おうとう 0.03 ○ 0.031 0.1 0

いちご いちご 0.2 ○ 0.0778 0.3 0

その他の果実 いちじく 0.2 ○ 0.12 0.9 1

ぎんなん ぎんなん 0.01 ○ 0.02 0.0 0

くり くり 0.01 ○ 0.02 0.0 0

アーモンド アーモンド 0.01 ○ 0.02 0.0 0

くるみ くるみ 0.01 ○ 0.02 0.0 0

茶 緑茶類 2 ○ 0.171 0.1 0

はちみつ はちみつ 0.05 0.05 0.0 0

茶については、浸出液（茶葉当たりの残留濃度）における作物残留試験結果を用いて試算をした。

○：作物残留試験における最高残留濃度（HR）又は中央値（STMR）を用いて短期摂取量を推計した。

その他のかんきつ類果実

りんご

○を付していない食品については、基準値案の値又は暴露評価対象物質の残留濃度から推定される基準値に相当する値を使用した。

ESTI：短期推定摂取量（Estimated Short-Term Intake）

ESTI/ARfD(%)の値は、有効数字1桁（値が100を超える場合は有効数字2桁）とし四捨五入して算出した。

国際基準を参照したものについては、JMPRの評価に用いられた残留試験データを用いてESTI試算をした。

暴露評価に用いた数値には、暴露評価対象であるアフィドピロペン及び代謝物Hの濃度をアフィドピロペンに換算した濃度の合計を用いた。



食品名
（基準値設定対象）

食品名
（ESTI推定対象）

基準値案
(ppm)

ESTI
(μg/kg体重)

ESTI/ARfD
(%)

小麦 小麦 0.1 ○ 0.028 0.1 0

大豆 大豆 0.01 ○ 0.02 0.0 0

ばれいしょ ばれいしょ 0.01 ○ 0 0.0 0

さといも類（やつがしらを含む。） さといも 0.01 ○ 0 0.0 0

かんしょ かんしょ 0.01 ○ 0 0.0 0

やまいも（長いもをいう。） やまいも 0.01 ○ 0 0.0 0

はくさい はくさい 5 ○ 4.8 75.2 40

キャベツ キャベツ 0.5 ○ 0.1 1.6 1

こまつな こまつな 5 ○ 4.8 42.6 20

ブロッコリー ブロッコリー 0.5 ○ 0.386 5.6 3

レタス（サラダ菜及びちしゃを含む。） レタス類 2 ○ 1.391 13.7 8

パセリ パセリ（生） 5 ○ 4.8 0.8 0

トマト トマト 0.2 ○ 0.12 3.3 2

ピーマン ピーマン 0.2 ○ 0.108 0.7 0

なす なす 0.2 ○ 0.108 1.7 1

きゅうり（ガーキンを含む。） きゅうり 0.7 ○ 0.6 8.8 5

かぼちゃ 0.7 ○ 0.574 9.2 5

すいか（果皮を含む。） すいか 0.7 ○ 0.574 49.7 30

メロン類果実（果皮を含む。） メロン 0.7 ○ 0.574 16.8 9

ほうれんそう ほうれんそう 2 ○ 2.6 29.2 20

オクラ オクラ 0.2 ○ 0.108 0.5 0

しょうが しょうが 0.01 ○ 0 0.0 0

もやし 3 ○ 2.2 9.2 5

れんこん 3 ○ 2.2 22.6 10

みかん（外果皮を含む。） みかん 0.2 ○ 0.086 2.4 1

オレンジ 0.2 ○ 0.086 2.3 1

オレンジ果汁 0.2 ○ 0.0535 1.0 1

りんご 0.03 ○ 0.029 0.9 1

りんご果汁 0.03 ○ 0.021 0.7 0

日本なし 日本なし 0.03 ○ 0.029 0.8 0

もも（果皮及び種子を含む。） もも 0.03 ○ 0.031 1.3 1

うめ うめ 0.02 ○ 0.022 0.1 0

いちご いちご 0.2 ○ 0.0778 0.8 0

茶 緑茶類 2 ○ 0.171 0.2 0

はちみつ はちみつ 0.05 0.05 0.1 0

茶については、浸出液（茶葉当たりの残留濃度）における作物残留試験結果を用いて試算をした。

アフィドピロペンの推定摂取量（短期）：幼小児(1～6歳)

評価に用いた
数値
(ppm)

かぼちゃ（スカッシュを含む。）

その他の野菜

オレンジ（ネーブルオレンジを含む。）

りんご

ESTI：短期推定摂取量（Estimated Short-Term Intake）

ESTI/ARfD(%)の値は、有効数字1桁（値が100を超える場合は有効数字2桁）とし四捨五入して算出した。

（別紙5-2）

○：作物残留試験における最高残留濃度（HR）又は中央値（STMR）を用いて短期摂取量を推計した。

国際基準を参照したものについては、JMPRの評価に用いられた残留試験データを用いてESTI試算をした。

暴露評価に用いた数値には、暴露評価対象であるアフィドピロペン及び代謝物Hの濃度をアフィドピロペンに換算した濃度の合計を用いた。
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答申（案） 

アフィドピロペン

食品名 残留基準値

ppm
zzz #N/A#N/A小麦 0.1

その他の穀類注1） 0.2

#N/A#N/A大豆 0.01

#N/A#N/Aばれいしょ 0.01

さといも類（やつがしらを含む。） 0.01

かんしょ 0.01

やまいも（長いもをいう。） 0.01

こんにゃくいも 0.01

その他のいも類注2） 0.01

#N/A#N/Aてんさい 0.02

#N/A#N/Aだいこん類（ラディッシュを含む。）の葉 5

かぶ類の葉 5

クレソン 5

はくさい 5

キャベツ 0.5

芽キャベツ 0.5

ケール 5

こまつな 5

きょうな 5

チンゲンサイ 5

カリフラワー 0.5

ブロッコリー 0.5

その他のあぶらな科野菜注3） 5

#N/A#N/Aチコリ 2

エンダイブ 2

しゅんぎく 2

レタス（サラダ菜及びちしゃを含む。） 2

その他のきく科野菜注4） 3

#N/A#N/Aその他のゆり科野菜注5） 2

#N/A#N/A

アフィドピロペンについては、以下のとおり食品中の農薬の残留基準を設定することが適当
である。

今回残留基準を設定する「アフィドピロペン」の規制対象は、アフィドピロペンとする。



食品名 残留基準値

ppm
zzz #N/Aパセリ 5

セロリ 3

みつば 2

その他のせり科野菜注6） 3

#N/A#N/Aトマト 0.2

ピーマン 0.2

なす 0.2

その他のなす科野菜注7） 2

#N/A#N/Aきゅうり（ガーキンを含む。） 0.7

かぼちゃ（スカッシュを含む。） 0.7

しろうり 0.7

すいか（果皮を含む。） 0.7

メロン類果実（果皮を含む。） 0.7

まくわうり（果皮を含む。） 0.7

その他のうり科野菜注8） 0.7

#N/A#N/Aほうれんそう 2

オクラ 0.2

しょうが 0.01

#N/A#N/Aその他の野菜注9） 3

#N/A#N/Aみかん（外果皮を含む。） 0.2

なつみかんの果実全体 0.2

レモン 0.2

オレンジ（ネーブルオレンジを含む。） 0.2

グレープフルーツ 0.2

ライム 0.2

その他のかんきつ類果実注10） 0.2

#N/A#N/Aりんご 0.03

日本なし 0.03

西洋なし 0.03

マルメロ 0.03

びわ（果梗を除き、果皮及び種子を含む。） 0.03

#N/A#N/Aもも（果皮及び種子を含む。） 0.03

ネクタリン 0.03

あんず（アプリコットを含む。） 0.03

すもも（プルーンを含む。） 0.03

うめ 0.02

おうとう（チェリーを含む。） 0.03

#N/A#N/A



食品名 残留基準値

ppm
zzz #N/Aいちご 0.2

#N/A#N/Aその他の果実注11） 0.2

#N/A#N/A綿実 0.08

#N/A#N/Aぎんなん 0.01

くり 0.01

ペカン 0.01

アーモンド 0.01

くるみ 0.01

その他のナッツ類注12） 0.01

#N/A#N/A茶 2
zzz #N/Azzz #N/Aその他のスパイス注13） 0.2
zzz #N/Azzz #N/Aその他のハーブ注14） 5
zzz #N/Azzz #N/A牛の筋肉 0.01

豚の筋肉 0.01

その他の陸棲哺乳類に属する動物注15）の筋肉 0.01

#N/A#N/A牛の脂肪 0.01

豚の脂肪 0.01

その他の陸棲哺乳類に属する動物の脂肪 0.01
zzz #N/Azzz #N/A牛の肝臓 0.3

豚の肝臓 0.3

その他の陸棲哺乳類に属する動物の肝臓 0.3

#N/A#N/A牛の腎臓 0.3

豚の腎臓 0.3

その他の陸棲哺乳類に属する動物の腎臓 0.3

#N/A#N/A牛の食用部分注16） 0.3

豚の食用部分 0.3

その他の陸棲哺乳類に属する動物の食用部分 0.3
zzz #N/Azzz #N/A乳 0.001
zzz #N/Azzz #N/A鶏の筋肉 0.01

その他の家きん注17）の筋肉 0.01

#N/A#N/A鶏の脂肪 0.01

その他の家きんの脂肪 0.01

#N/A#N/A鶏の肝臓 0.02

その他の家きんの肝臓 0.02

#N/A#N/A



食品名 残留基準値

ppm
zzz #N/A鶏の腎臓 0.02

その他の家きんの腎臓 0.02

#N/A#N/A鶏の食用部分 0.02

その他の家きんの食用部分 0.02
zzz #N/Azzz #N/A鶏の卵 0.03

その他の家きんの卵 0.03
zzz #N/Azzz #N/Aはちみつ 0.05
zzz #N/Azzz #N/Aりんご（果皮を除き、乾燥させたもの） 0.02

#N/A #N/A



注2）「その他のいも類」とは、いも類のうち、ばれいしょ、さといも類（やつがしらを含
む。）、かんしょ、やまいも（長いもをいう。）及びこんにゃくいも以外のものをいう。

注1）「その他の穀類」とは、穀類のうち、米（玄米をいう。）、小麦、大麦、ライ麦、とう
もろこし及びそば以外のものをいう。

注3）「その他のあぶらな科野菜」とは、あぶらな科野菜のうち、だいこん類（ラディッシュ
を含む。）の根、だいこん類（ラディッシュを含む。）の葉、かぶ類の根、かぶ類の葉、西
洋わさび、クレソン、はくさい、キャベツ、芽キャベツ、ケール、こまつな、きょうな、チ
ンゲンサイ、カリフラワー、ブロッコリー及びハーブ以外のものをいう。
注4）「その他のきく科野菜」とは、きく科野菜のうち、ごぼう、サルシフィー、アーティ
チョーク、チコリ、エンダイブ、しゅんぎく、レタス（サラダ菜及びちしゃを含む。）及び
ハーブ以外のものをいう。
注5）「その他のゆり科野菜」とは、ゆり科野菜のうち、たまねぎ、ねぎ（リーキを含
む。）、にんにく、にら、アスパラガス、わけぎ及びハーブ以外のものをいう。

注6）「その他のせり科野菜」とは、せり科野菜のうち、にんじん、パースニップ、パセリ、
セロリ、みつば、スパイス及びハーブ以外のものをいう。

注7）「その他のなす科野菜」とは、なす科野菜のうち、トマト、ピーマン及びなす以外のも
のをいう。

注8）「その他のうり科野菜」とは、うり科野菜のうち、きゅうり（ガーキンを含む。）、か
ぼちゃ（スカッシュを含む。）、しろうり、すいか、メロン類果実及びまくわうり以外のも
のをいう。
注9）「その他の野菜」とは、野菜のうち、いも類、てんさい、さとうきび、あぶらな科野
菜、きく科野菜、ゆり科野菜、せり科野菜、なす科野菜、うり科野菜、ほうれんそう、たけ
のこ、オクラ、しょうが、未成熟えんどう、未成熟いんげん、えだまめ、きのこ類、スパイ
ス及びハーブ以外のものをいう。
注10）「その他のかんきつ類果実」とは、かんきつ類果実のうち、みかん、なつみかん、な
つみかんの外果皮、なつみかんの果実全体、レモン、オレンジ（ネーブルオレンジを含
む。）、グレープフルーツ、ライム及びスパイス以外のものをいう。

注11）「その他の果実」とは、果実のうち、かんきつ類果実、りんご、日本なし、西洋な
し、マルメロ、びわ、もも、ネクタリン、あんず（アプリコットを含む。）、すもも（プ
ルーンを含む。）、うめ、おうとう（チェリーを含む。）、ベリー類果実、ぶどう、かき、
バナナ、キウィー、パパイヤ、アボカド、パイナップル、グアバ、マンゴー、パッションフ
ルーツ、なつめやし及びスパイス以外のものをいう。
注12）「その他のナッツ類」とは、ナッツ類のうち、ぎんなん、くり、ペカン、アーモンド
及びくるみ以外のものをいう。
注13）「その他のスパイス」とは、スパイスのうち、西洋わさび、わさびの根茎、にんに
く、とうがらし、パプリカ、しょうが、レモンの果皮、オレンジ（ネーブルオレンジを含
む。）の果皮、ゆずの果皮及びごまの種子以外のものをいう。
注14）「その他のハーブ」とは、ハーブのうち、クレソン、にら、パセリの茎、パセリの
葉、セロリの茎及びセロリの葉以外のものをいう。

注15）「その他の陸棲哺乳類に属する動物」とは、陸棲哺乳類に属する動物のうち、牛及び
豚以外のものをいう。

注16）「食用部分」とは、食用に供される部分のうち、筋肉、脂肪、肝臓及び腎臓以外の部
分をいう。

注17）「その他の家きん」とは、家きんのうち、鶏以外のものをいう。



令和４年３月 10 日開催部会 

アフィドピロペン

 今般の残留基準の検討については、農薬取締法に基づく新規の農薬登録申請に伴う基準

値設定依頼及び畜産物への基準値設定依頼が農林水産省からなされたこと、並びに関連企

業から「国外で使用される農薬等に係る残留基準の設定及び改正に関する指針について」

に基づく残留基準の設定要請がなされたことに伴い、食品安全委員会において食品健康影

響評価がなされたことを踏まえ、農薬・動物用医薬品部会において審議を行い、以下の報

告を取りまとめるものである。 

１．概要 

（１）品目名：アフィドピロペン[ Afidopyropen (ISO) ]

（２）分 類：農薬

（３）用 途：殺虫剤

ピロペン系の殺虫剤である。害虫の弦音器官のTRPV（一過性受容体電位バニロイド） 

チャネルの開閉を攪乱して、摂食行動を抑制することにより殺虫効果を示すと考えら

れている。

（４）化学名及びCAS番号

[(3S,4R,4aR,6S,6aS,12R,12aS,12bS)-3-[(Cyclopropanecarbonyl)oxy]-6,12-

dihydroxy-4,6a,12b-trimethyl-11-oxo-9-(pyridin-3-yl)- 

1,3,4,4a,5,6,6a,12,12a,12b-decahydro-2H,11H-benzo[f]pyrano[4,3-b]chromen- 

4-yl]methyl cyclopropanecarboxylate（IUPAC）

Cyclopropanecarboxylic acid,[(3S,4aR,6S,6aS,12R,12aS,12b)- 

3-[(cyclopropylcarbonyl)oxy]-1,3,4,4a,5,6,6a,12,12a,12b-decahydro-6,12- 

dihydroxy-4,6a,12b-trimethyl-11-oxo-9-(3-pyridinyl)-2H,11H- 

naphtho[2,1-b]pyrano[3,4-e]pyran-4-yl]methyl ester（CAS：No. 915972-17-7） 

（５）構造式及び物性

 添付資料１



 
 

 

   分 子 式  C33H39NO9 

   分 子 量  593.66 
   水溶解度  2.5 × 10-2 g/L (20℃) 

分配係数  log10Pow ＝ 3.45 (25℃, pH 7.34～7.74) 

 

２．適用の範囲及び使用方法 

本剤の適用の範囲及び使用方法は以下のとおり。 

 

（１）国内での使用方法 

今回、農薬取締法（昭和23年法律第82号）に基づく新規の農薬登録申請がなされてお

り、作物名となっているものは、今回の申請にかかる作物を示している。 

 

①  4.9%アフィドピロペン水和剤 

作物名 適用 希釈倍数 使用液量 使用時期 
本剤の 
使用 
回数 

使用方法 

ｱﾌｨﾄﾞﾋﾟﾛﾍﾟﾝ 
を含む 
農薬の 

総使用回数 

小麦 

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 2000～4000倍 

60～150 

L/10 a 
収穫前日 
まで 

2回 
以内 

散布 2回以内 ばれいしょ 
100～300 

L/10 a てんさい 

 

（２）海外での使用方法 

いちご、ソルガムに係る残留基準の設定について今回インポートトレランス申請がな

されており、作物名となっているものは、今回の申請にかかる作物を示している。 

 
① 9.78%アフィドピロペン水和剤（米国） 

作物名 適用 
1回当たりの 

使用量 

作期 

当たりの 

総使用量 

年間 

使用量 

使用 

時期 

使用 

方法 

うり科野菜類 

ﾜﾀｱﾌﾞﾗﾑｼ 
1.5 fl oz/acre 

(10.9 g ai/ha) 
14 fl 

oz/acre 

(101.8 

g ai/ha)

以内 

28 fl 

oz/acre 

(203.6 

 g ai/ha) 

以内 

収穫 

当日 

まで 

散布 
ｵﾝｼﾂｺﾅｼﾞﾗﾐ 

ｼﾙﾊﾞｰﾘｰﾌｺﾅｼﾞﾗﾐ 

ﾜﾀｺﾅｼﾞﾗﾐ 

5.0～7.0 

fl oz/acre 

(36.3～50.9  

g ai/ha) 

 
 
 
 
 



 
 

 

①  9.78%アフィドピロペン水和剤（米国）（つづき） 

作物名 適用 
1回当たりの 

使用量 

作期 

当たりの 

総使用量 

年間 

使用量 

使用 

時期 

使用 

方法 

果菜類 

ﾓﾓｱｶｱﾌﾞﾗﾑｼ 

ﾁｭｰﾘｯﾌﾟﾋｹﾞﾅｶﾞｱﾌﾞﾗﾑｼ 

1.5 fl oz/acre 

(10.9 g ai/ha) 

14 fl 

oz/acre 

(101.8  

g ai/ha) 

以内 

42 fl 

oz/acre 

(305.4  

g ai/ha) 

以内 

収穫 

当日 

まで 

散布 

ｵﾝｼﾂｺﾅｼﾞﾗﾐ 

ﾀﾊﾞｺｺﾅｼﾞﾗﾐ 

ﾜﾀｺﾅｼﾞﾗﾐ 

5.0～7.0 

fl oz/acre 

(36.3～50.9  

g ai/ha) 

葉柄葉菜類 

ﾀﾞｲｺﾝｱﾌﾞﾗﾑｼ 

ﾆｾﾀﾞｲｺﾝｱﾌﾞﾗﾑｼ 

ﾓﾓｱｶｱﾌﾞﾗﾑｼ 

1.5 fl oz/acre 

(10.9 g ai/ha) 

ｼﾙﾊﾞｰﾘｰﾌｺﾅｼﾞﾗﾐ 

ﾜﾀｺﾅｼﾞﾗﾐ 

5.0～7.0 

fl oz/acre 

(36.3～50.9  

g ai/ha) 

葉菜類 

ｼﾞｬｶﾞｲﾓﾋｹﾞﾅｶﾞｱﾌﾞﾗﾑｼ 

ﾓﾓｱｶｱﾌﾞﾗﾑｼ 

ﾚﾀｽﾋｹﾞﾅｶﾞｱﾌﾞﾗﾑｼ 

ﾁｭｰﾘｯﾌﾟﾋｹﾞﾅｶﾞｱﾌﾞﾗﾑｼ 

1.5 fl oz/acre 

(10.9 g ai/ha) 

ｵﾝｼﾂｺﾅｼﾞﾗﾐ 

ｼﾙﾊﾞｰﾘｰﾌｺﾅｼﾞﾗﾐ 

ﾜﾀｺﾅｼﾞﾗﾐ 

5.0～7.0 

fl oz/acre 

(36.3～50.9  

 g ai/ha) 

核果類 

ﾓﾓｺﾌｷｱﾌﾞﾗﾑｼ 

Black cherry aphid 

Rusty plum aphid 

1.5 fl oz/acre 

(10.9 g ai/ha) 

3 fl oz/acre 

(21.8 g ai/ha) 

以内 

収穫 

7日

前 

まで 

いちご 

 ｲﾁｺﾞｹﾅｶﾞｱﾌﾞﾗﾑｼ  
1.4 fl oz/acre 

(10.2 g ai/ha) 
14 fl 

oz/acre 

(100.9  

g ai/ha) 

以内 

42 fl 

oz/acre 

(305.4  

g ai/ha) 

以内 

収穫

当日

まで Potato/tomato psyllid 

ｵﾝｼﾂｺﾅｼﾞﾗﾐ  

7.0 fl oz/acre 

(50.9 g ai/ha) 

ai: active ingredient（有効成分） 

fl oz: 液量オンス（米液量オンス 1 fl oz = 0.0000295735 m3） 

acre: エーカー（1 acre = 約4,047 m2） 

 

 

 

 

 

 



 
 

 

② 4.89%アフィドピロペン水和剤（米国） 

作物名 適用 
1回当たりの 

使用量 

作期 

当たりの 

総使用量 

年間 

使用量 

使用 

時期 

使用 

方法 

ソルガム 

ﾄｳﾓﾛｺｼｱﾌﾞﾗﾑｼ 

White sugarcane aphid 

Yellow sugarcane aphid 

3.0～6.0  

fl oz/acre 

(11.0～22.0  

g ai/ha) 

12 fl oz/acre 

(44 g ai/ha) 

以内 

収穫

14日

前 

まで 

散布 

 
３．代謝試験 

（１）植物代謝試験 

   植物代謝試験が、キャベツ、トマト及びだいずで実施されており、可食部で10%TRR 

注）

以上認められた代謝物は、代謝物H及び代謝物AB（だいず）であった。 

注）%TRR：総放射性残留物（TRR：Total Radioactive Residues）濃度に対する比率（%） 

 

（２）家畜代謝試験 

家畜代謝試験が、泌乳山羊及び産卵鶏で実施されており、可食部で10%TRR以上認めら

れた代謝物は、代謝物B（泌乳山羊の筋肉、肝臓、腎臓及び乳）、代謝物D（泌乳山羊の

筋肉、肝臓及び腎臓）、代謝物F（泌乳山羊の乳）、代謝物Q（産卵鶏の肝臓）、代謝物AZ

（泌乳山羊の筋肉及び乳並びに産卵鶏の筋肉）及び代謝物BA（泌乳山羊の肝臓及び腎臓）

であった。 

 

【代謝物略称一覧】 

略称 化学名 

B (3S,4R,4aR,6S,6aS,12R,12aS,12bS)-3,6,12-トリヒドロキシ-4-ヒドロキシメチル- 

4,6a,12b-トリメチル-9-(ピリジン-3-イル)-l,2,3,4,4a,5,6,6a,12a,12b-デカヒドロ

-11H,12H-ベンゾ[f]ピラノ[4,3-b]-クロメン-11-オン 

D (3S,4R,4aR,6S,6aS,12R,12aS,12bS)-6,12-ジヒドロキシ-4-ヒドロキシメチル-4,6a,12b- 

トリメチル-11-オキソ-9-(ピリジン-3-イル)-l,2,3,4,4a,5,6,6a,12a,12b-デカヒドロ

-11H,12H-ベンゾ[f]ピラノ[4,3-b]-クロメン-3-イル-シクロプロパンカルボキシレート 

F [(3S,4R,4aR,6S,6aS,12R,12aS,12bS)-3,12-ジヒドロキシ-4,6a,12b-トリメチル-6,11- 

ジオキソ-9-(ピリジン-3-イル)-l,3,4,4a,5,6,6a,12,12a,12b-デカヒドロ-2H,11H- 

ベンゾ[f]ピラノ[4,3-b]-クロメン-4-イル]メチル シクロプロパンカルボキシレート 

H [(3S,6S,6aS,10R,10bS,13S,16S,16aS,20R,20bS)-3,13-ビス[(シクロプロピルカルボニ

ル)オキシ]-6,10,16,20-テトラヒドロキシ-4,6a,10b,14,16a,20b-ヘキサメチル-9,19-ジ

オキソ-7c,17c-ジ(ピリジン-3-イル)-1,3,4,4a,5,6,6a,7b,10a,10b,11,12,13,14,14a, 

15,16,16a,17b,17c,19,20,20a,20b-テトラコサヒドロ-2H,7cH,9H,10H-ナフト[2,1-b] 

ナフタ[1’’’’,2’’’’:5’’’,6’’’]ピラノ[2’’’,3’’’:4’’,5’’]ピラノ[3’’,2’’:3’,4’]シクロブタ

[1’,2’:5,6]ピラノ[3,4-e]ピラン-4,14-ジイル]ビス-(メチレン)ジシクロプロパンカルボ

キシレート 
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【代謝物略称一覧】（つづき） 

略称 化学名 

Q [(3S,4R,4aR,6S,6aS,12R,12aS,12bS)-3-(シクロプロパン-カルボニルオキシ-6,12-ジヒ

ドロキシ-4,6a,12b-トリメチル-11-オキソ-9-(1-オキシドピリジン-3-イル)- 

l,2,3,4,4a,5,6,6a,12a,12b-デカヒドロ-11H,12H-ベンゾ[f]ピラノ[4,3-b]クロメン-4-

イル]メチル シクロプロパンカルボキシレート 

AB 1-メチルピリジン-1-イウム-3-カルボキシレート 

AZ (2R)-3-カルボキシ-2-[(シクロプロピルカルボニル)オキシ]-N,N,N-トリメチルプロパン

-1-アミニウム 

BA シクロプロパンカルボン酸 

 

       

 

 

 

 

 

                

   代謝物B            代謝物D  

                            

 

              

 

 

 

 

 

                      

代謝物F                代謝物H  

              

                          

                         

 

                                          

 

代謝物Q       代謝物AB          代謝物AZ          代謝物BA 



 
 

 

注）残留試験の分析対象及び暴露評価対象となっている代謝物について構造式を明記した。 

 

４．作物残留試験 

（１）分析の概要 

 【国内】 

① 分析対象物質 

・アフィドピロペン 

・代謝物H 

・代謝物AB（分析用標準品には塩酸塩を使用） 

 

② 分析法の概要 

試料からメタノール及び水で抽出し、アフィドピロペン及び代謝物Hは、C18カラム

及びグラファイトカーボン/PSA積層カラムを用いて精製する。アフィドピロペン、代

謝物H及び代謝物ABそれぞれを液体クロマトグラフ・タンデム型質量分析計

（LC-MS/MS）で定量する。なお、代謝物H及び代謝物ABの分析値は、それぞれ換算係

数1.00及び3.42を用いてアフィドピロペン濃度に換算した値として示した。 

 

定量限界：アフィドピロペン  0.005 mg/kg  

   代謝物H       0.005 mg/kg （アフィドピロペン換算濃度） 

   代謝物AB       5.20  mg/kg （アフィドピロペン換算濃度）  

 

【海外】 

① 分析対象物質 

・アフィドピロペン 

・代謝物H 

 

②  分析法の概要 

試料に水を加えてアセトニトリルで抽出し、硫酸マグネシウム、塩化ナトリウム、

クエン酸二ナトリウム1.5水和物及びクエン酸三ナトリウム二水和物を加えて振とう

後、遠心分離する。上澄液に硫酸マグネシウム及びPSAを加えて精製した後、LC-MS/MS

で定量する。なお、代謝物Hの分析値は、換算係数1.00を用いてアフィドピロペン濃度

に換算した値として示した。 

 

定量限界：アフィドピロペン  0.002 mg/kg～0.010 mg/kg 

  代謝物H       0.010 mg/kg （アフィドピロペン換算濃度） 

 

（２）作物残留試験結果 

国内で実施された作物残留試験の結果の概要については別紙1-1、海外で実施された

作物残留試験の結果の概要については別紙1-2を参照。 



 
 

 

５. 畜産物における推定残留濃度 

本剤については、飼料として給与した作物を通じ家畜の筋肉等への移行が想定される

ことから、飼料の最大給与割合等から算出した飼料中の残留農薬濃度と動物飼養試験の

結果を用い、以下のとおり畜産物中の推定残留濃度を算出した。 

 

（１）分析の概要 

① 分析対象物質 

・アフィドピロペン 

・代謝物B 

・代謝物D 

・代謝物F 

・代謝物Q  

・代謝物AZ（分析用標準品には塩酸塩を使用） 

 

② 分析法の概要 

  ・筋肉、肝臓、腎臓及び鶏卵 

ⅰ）アフィドピロペン、代謝物B、代謝物D及び代謝物Q 

  試料からメタノールで抽出し、弱陰イオン交換スチレンジビニルベンゼン共重

合体カラムを用いて精製した後、LC-MS/MSで定量する。なお、代謝物B、代謝物D

及び代謝物Qの分析値は、それぞれ換算係数1.30、1.13及び0.974を用いて、アフ

ィドピロペン濃度に換算した値として示した。 

 

 定量限界：アフィドピロペン  0.010 mg/kg 

          代謝物B            0.013 mg/kg （アフィドピロペン換算濃度） 

      代謝物D            0.011 mg/kg （アフィドピロペン換算濃度） 

      代謝物Q            0.010 mg/kg （アフィドピロペン換算濃度） 

 

ⅱ）代謝物AZ 

  試料からメタノールで抽出し、SCXカラムを用いて精製した後、LC-MS/MSで定量

する。なお、代謝物AZの分析値は換算係数2.23を用いて、アフィドピロペン濃度

に換算した値として示した。 

 

 定量限界：代謝物AZ          0.112 mg/kg （アフィドピロペン換算濃度） 

 

  ・脂肪 

 ⅰ）アフィドピロペン及び代謝物D 

     試料からジクロロメタンで抽出する。溶媒を留去後、シクロヘキサンに溶解し、

次いでアセトニトリル及び水を順次加える。陰イオン交換スチレンジビニルベンゼ



 
 

 

ン共重合体カラムを用いて精製した後、LC-MS/MSで定量する。なお、代謝物Dの分

析値は換算係数1.13を用いてアフィドピロペン濃度に換算した値として示した。 

 

 定量限界：アフィドピロペン  0.010 mg/kg 

      代謝物D            0.011 mg/kg （アフィドピロペン換算濃度） 

       

ⅱ）代謝物B及び代謝物AZ 

     試料から水で抽出する。代謝物Bは弱陰イオン交換スチレンジビニルベンゼン共

重合体カラムを用いて、代謝物AZはSCXカラムを用いてそれぞれ精製した後、

LC-MS/MSで定量する。なお、代謝物B及び代謝AZの分析値は、それぞれ換算係数1.30

及び2.23を用いて、アフィドピロペン濃度に換算した値として示した。 

 

  定量限界：代謝物B   0.013 mg/kg （アフィドピロペン換算濃度） 

代謝物AZ  0.112 mg/kg （アフィドピロペン換算濃度） 

 

  ・乳 

ⅰ）アフィドピロペン、代謝物B、代謝物F及び代謝物AZ 

    試料からメタノールで抽出し、代謝物AZはSCXカラム、それ以外は弱陰イオン交

換スチレンジビニルベンゼン共重合体カラムを用いて精製した後、LC-MS/MSで定

量する。なお、代謝物B、代謝物F及び代謝物AZの分析値は、それぞれ換算係数1.30、

1.13及び2.23を用いて、アフィドピロペン濃度に換算した値として示した。 

 

 定量限界：アフィドピロペン  0.0010 mg/kg 

          代謝物B            0.0013 mg/kg （アフィドピロペン換算濃度） 

      代謝物F            0.0011 mg/kg （アフィドピロペン換算濃度） 

      代謝物AZ           0.0112 mg/kg （アフィドピロペン換算濃度） 

 

（２）家畜残留試験（動物飼養試験） 
① 乳牛を用いた残留試験 

乳牛（ホルスタイン種、体重465～609 kg、3又は6頭/群）に対して、飼料中濃度

として1.54、4.61及び15.34 ppmに相当する量のアフィドピロペンを含むゼラチンカ

プセルを29日間にわたり強制経口投与し、筋肉、脂肪、肝臓及び腎臓に含まれるア

フィドピロペン、代謝物B、代謝物D及び代謝物AZの濃度をLC-MS/MSで測定した。乳

については、投与開始1日後、以降4、7、10、13、16、19、22、25及び28日後の午前

及び午後に採乳し、当日午後乳と翌日午前乳を混合して試料とし、アフィドピロペ

ン、代謝物B、代謝物F及び代謝物AZの濃度をLC-MS/MSで測定した。結果は表1を参照。 
 
 
 



 
 

 

表1. 乳牛の試料中の残留濃度（mg/kg） 

 1.54 ppm投与群 4.61 ppm投与群 15.34 ppm投与群 

筋肉 

アフィドピロペン 
<0.010 （最大） 

   <0.010 （平均） 

<0.010 （最大） 

  <0.010 （平均） 

<0.010 （最大） 

<0.010 （平均） 

代謝物B 
<0.013 （最大） 

   <0.013 （平均） 

<0.013 （最大） 

  <0.013 （平均） 

<0.013 （最大） 

 <0.013 （平均） 

代謝物D 
<0.011 （最大） 

   <0.011 （平均） 

<0.011 （最大） 

  <0.011 （平均） 

<0.011 （最大） 

 <0.011 （平均） 

代謝物AZ 
<0.112 （最大） 

   <0.112 （平均） 

0.149 （最大） 

   0.124 （平均） 

  0.268 （最大） 

0.268 （平均） 

アフィドピロペン

＋代謝物B 

＋代謝物AZ 

<0.135 （最大） 

  <0.135 （平均） 

0.172 （最大） 

0.147 （平均） 

  0.291 （最大） 

0.291 （平均） 

脂肪 

アフィドピロペン 
<0.010 （最大） 

   <0.010 （平均） 

<0.010 （最大） 

  <0.010 （平均） 

<0.010 （最大） 

<0.010 （平均） 

代謝物B 
<0.013 （最大） 

   <0.013 （平均） 

<0.013 （最大） 

  <0.013 （平均） 

<0.013 （最大） 

 <0.013 （平均） 

代謝物D 
<0.011 （最大） 

   <0.011 （平均） 

<0.011 （最大） 

  <0.011 （平均） 

<0.011 （最大） 

 <0.011 （平均） 

代謝物AZ 
<0.112 （最大） 

   <0.112 （平均） 

<0.112 （最大） 

  <0.112 （平均） 

<0.112 （最大） 

 <0.112 （平均） 

アフィドピロペン

＋代謝物B 

＋代謝物AZ 

<0.135 （最大） 

  <0.135 （平均） 

<0.135 （最大） 

<0.135 （平均） 

<0.135 （最大） 

 <0.135 （平均） 

肝臓 

アフィドピロペン 
0.019 （最大） 

0.017 （平均） 

0.056 （最大） 

0.046 （平均） 

0.200 （最大） 

0.190 （平均） 

代謝物B 
<0.013 （最大） 

   <0.013 （平均） 

<0.013 （最大） 

  <0.013 （平均） 

0.033 （最大） 

0.026 （平均） 

代謝物D 
<0.011 （最大） 

   <0.011 （平均） 

<0.011 （最大） 

  <0.011 （平均） 

<0.011 （最大） 

 <0.011 （平均） 

代謝物AZ 
<0.112 （最大） 

   <0.112 （平均） 

<0.112 （最大） 

  <0.112 （平均） 

<0.112 （最大） 

 <0.112 （平均） 

アフィドピロペン

＋代謝物B 

＋代謝物Q* 

＋代謝物AZ 

＋代謝物BA** 

0.607 （最大） 

0.605 （平均） 

0.652 （最大） 

0.640 （平均） 

0.846 （最大） 

0.827 （平均） 

 
 
 
 
 
 
 



 
 

 

表1. 乳牛の試料中の残留濃度（mg/kg）（つづき） 

 1.54 ppm投与群 4.61 ppm投与群 15.34 ppm投与群 

腎臓 

アフィドピロペン 
<0.010 （最大） 

   <0.010 （平均） 

<0.010 （最大） 

  <0.010 （平均） 

<0.010 （最大） 

<0.010 （平均） 

代謝物B 
<0.013 （最大） 

   <0.013 （平均） 

<0.013 （最大） 

  <0.013 （平均） 

<0.013 （最大） 

 <0.013 （平均） 

代謝物D 
<0.011 （最大） 

   <0.011 （平均） 

<0.011 （最大） 

  <0.011 （平均） 

<0.011 （最大） 

 <0.011 （平均） 

代謝物AZ 
<0.112 （最大） 

   <0.112 （平均） 

<0.112 （最大） 

  <0.112 （平均） 

<0.112 （最大） 

<0.112 （平均） 

アフィドピロペン

＋代謝物B 

＋代謝物AZ 

＋代謝物BA** 

1.367 （最大） 

1.367 （平均） 

1.367 （最大） 

1.367 （平均） 

1.367 （最大） 

1.367 （平均） 

乳注） 

アフィドピロペン - <0.0010 （平均） 0.0011（平均） 

代謝物B - <0.0013 （平均） <0.0013 （平均） 

代謝物F - <0.0011 （平均） <0.0011 （平均） 

代謝物AZ <0.0112 （平均） 0.0145 （平均） 0.0335 （平均） 

アフィドピロペン

＋代謝物B 

＋代謝物AZ 

- 0.0168 （平均） 0.0359（平均） 

-：分析せず 

定量限界：乳 アフィドピロペン：0.0010 mg/kg 代謝物B：0.0013 mg/kg 代謝物F：0.0011 mg/kg 

代謝物AZ：0.0112 mg/kg 

乳以外 アフィドピロペン：0.010 mg/kg 代謝物B：0.013 mg/kg  

代謝物D：0.011 mg/kg 代謝物AZ：0.112 mg/kg 

注）投与期間中に採取した乳中の濃度を1頭ずつ別々に算出し、その平均値を求めた。 

*：残留試験において代謝物Qは測定されていないので、補正係数0.21（代謝試験でのアフィドピ

ロペン及び代謝物QのTRR、それぞれ18及び3.7%、に基づく）をアフィドピロペンの濃度に乗じて

算出した濃度を、代謝物Q濃度として総残留濃度に加えた。 

**：残留試験において代謝物BAは測定されていないので、肝臓で補正係数4.1（代謝試験での代謝

物AZ及び代謝物BAのTRR、それぞれ6.9及び28%、に基づく）、腎臓で補正係数11（代謝試験での代

謝物AZ及び代謝物BAのTRR、それぞれ5.8及び64%、に基づく）を代謝物AZ濃度に乗じて算出した濃

度を、代謝物BA濃度として総残留濃度に加えた。代謝試験において乳も含めた他の臓器では、代

謝物BAは不検出又はTRRが低値を示したので総残留濃度には算入していない。 

 

上記の結果に関連して、JMPRは乳牛及び肉牛の最大飼料由来負荷注1）を12.9 ppm、平

均的飼料由来負荷注2）を6.7 ppmと評価している（アフィドピロペン及び代謝物Hを合わ

せた飼料由来負荷）。 



 
 

 

注1）最大飼料由来負荷（Maximum dietary burden）：飼料として用いられる全ての飼料品目に農

薬が残留基準まで残留していると仮定した場合に、飼料の摂取によって畜産動物が暴露され

うる最大濃度。飼料中濃度として表示される。 

注2）平均的飼料由来負荷（Mean dietary burden）：飼料として用いられる全ての飼料品目に農薬

が平均的に残留していると仮定した場合に（作物残留試験から得られた残留濃度の中央値を

試算に用いる）、飼料の摂取によって畜産動物が暴露されうる最大濃度。飼料中濃度として表

示される。 

 

② 産卵鶏を用いた残留試験 

産卵鶏（イサ・ブラウン種、体重1.57～2.48 kg、12羽/群）に対して、飼料中濃

度として0.20、0.62及び2.0 ppmに相当する量のアフィドピロペンを含むゼラチン

カプセルを29日間にわたり強制経口投与し、筋肉、脂肪及び肝臓に含まれるアフィ

ドピロペン、代謝物B、代謝物D、代謝物Q（肝臓のみ）及び代謝物AZの濃度をLC-MS/MS

で測定した。鶏卵については、投与前日、投与1日後、以降4、7、10、13、16、19、

22、25及び28日後に採取した卵に含まれるアフィドピロペン、代謝物B、代謝物D及

び代謝物AZの濃度をLC-MS/MSで測定した。結果は表2を参照。 

 

表2. 産卵鶏の試料中の残留濃度（mg/kg） 

 0.20 ppm投与群 0.62 ppm投与群 2.0 ppm投与群 

筋肉 

アフィドピロペン 
<0.010 （最大） 

 <0.010 （平均） 

<0.010 （最大） 

  <0.010 （平均） 

0.012 （最大） 

  0.011 （平均） 

代謝物B 
<0.013 （最大） 

 <0.013 （平均） 

<0.013 （最大） 

  <0.013 （平均） 

<0.013 （最大） 

  <0.013 （平均） 

代謝物D 
<0.011 （最大） 

 <0.011 （平均） 

<0.011 （最大） 

  <0.011 （平均） 

<0.011 （最大） 

  <0.011 （平均） 

代謝物AZ 
<0.112 （最大） 

 <0.112 （平均） 

<0.112 （最大） 

  <0.112 （平均） 

<0.112 （最大） 

 <0.112 （平均） 

アフィドピロペン

＋代謝物B 

＋代謝物AZ 

<0.135 （最大） 

 <0.135 （平均） 

<0.135 （最大） 

<0.135 （平均） 

0.137 （最大） 

  0.136 （平均） 

脂肪 

アフィドピロペン 
<0.010 （最大） 

 <0.010 （平均） 

0.012 （最大） 

   0.011 （平均） 

0.042 （最大） 

 0.036 （平均） 

代謝物B 
<0.013 （最大） 

 <0.013 （平均） 

<0.013 （最大） 

  <0.013 （平均） 

<0.013 （最大） 

  <0.013 （平均） 

代謝物D 
<0.011 （最大） 

 <0.011 （平均） 

<0.011 （最大） 

  <0.011 （平均） 

<0.011 （最大） 

  <0.011 （平均） 

代謝物AZ 
<0.112 （最大） 

  <0.112 （平均） 

<0.112 （最大） 

  <0.112 （平均） 

<0.112 （最大） 

 <0.112 （平均） 

アフィドピロペン

＋代謝物B 

＋代謝物AZ 

<0.135 （最大） 

<0.135 （平均） 

0.137 （最大） 

0.136 （平均） 

0.167 （最大） 

0.161 （平均） 

 



 
 

 

表2. 産卵鶏の試料中の残留濃度（mg/kg）（つづき） 

 0.20 ppm投与群 0.62 ppm投与群 2.0 ppm投与群 

肝臓 

アフィドピロペン 
0.011  （最大） 

   0.010  （平均） 

0.027  （最大） 

   0.025  （平均） 

0.095  （最大） 

  0.085  （平均） 

代謝物B 
<0.013 （最大） 

  <0.013 （平均） 

<0.013 （最大） 

  <0.013 （平均） 

<0.013 （最大） 

 <0.013 （平均） 

代謝物D 
<0.011 （最大） 

  <0.011 （平均） 

<0.011 （最大） 

  <0.011 （平均） 

<0.011 （最大） 

 <0.011 （平均） 

代謝物Q 
<0.010 （最大） 

  <0.010 （平均） 

0.019 （最大） 

   0.014  （平均） 

0.058 （最大） 

 0.035 （平均） 

代謝物AZ 
<0.112  （最大） 

  <0.112  （平均） 

<0.112 （最大） 

  <0.112 （平均） 

<0.112 （最大） 

 <0.112 （平均） 

アフィドピロペン

＋代謝物B 

＋代謝物Q 

＋代謝物AZ 

0.146  （最大） 

0.145  （平均） 

0.171 （最大） 

0.164 （平均） 

0.278 （最大） 

0.245 （平均） 

卵 

アフィドピロペン 
<0.010  （最大） 

<0.010  （平均） 

0.018 （最大） 

0.011 （平均） 

0.036 （最大） 

0.025 （平均） 

代謝物B 
<0.013 （最大） 

  <0.013 （平均） 

<0.013 （最大） 

  <0.013 （平均） 

<0.013 （最大） 

 <0.013 （平均） 

代謝物D 
<0.011 （最大） 

  <0.011  （平均） 

<0.011 （最大） 

  <0.011 （平均） 

<0.011 （最大） 

 <0.011  （平均） 

代謝物AZ 
<0.112  （最大） 

  <0.112  （平均） 

<0.112 （最大） 

  <0.112 （平均） 

<0.112  （最大） 

 <0.112  （平均） 

アフィドピロペン

＋代謝物B 

＋代謝物AZ 

<0.135  （最大） 

<0.135  （平均） 

0.143 （最大） 

0.136 （平均） 

0.161 （最大） 

0.150 （平均） 

定量限界：アフィドピロペン：0.010 mg/kg 代謝物B：0.013 mg/kg 代謝物D：0.011 mg/kg  

代謝物AZ：0.112 mg/kg 代謝物Q：0.010 mg/kg 

 
上記の結果に関連して、JMPRは家きんの最大飼料由来負荷を0.15 ppm、平均的飼料

由来負荷を0.034 ppmと評価している（アフィドピロペン及び代謝物Hを合わせた飼料

由来負荷）。 

 

（３）推定残留濃度 
JMPR評価で、牛及び鶏について、最大飼料由来負荷又は平均的飼料由来負荷と家畜

残留試験結果から算出された畜産物中の推定残留濃度を表3-1及び3-2に示した。なお、

牛の肝臓及び腎臓については、JMPRの評価では代謝物BAを平均的な推定残留濃度の算

出に含めていないので、表1の結果を基に算出し直した。 

 

 

 



 
 

 

表3-1．畜産物中のアフィドピロペンの推定残留濃度：牛（mg/kg） 

 筋肉 脂肪 肝臓 腎臓 乳 

乳牛 
<0.01 

 (0.18) 

<0.01 

(<0.13) 

0.17 

(0.68) 

<0.01 

 (1.37) 

0.0010 

(0.020) 

肉牛 
<0.01 

 (0.18) 

<0.01 

(<0.13) 

0.17 

(0.68) 

<0.01 

 (1.37) 

 

上段：最大残留濃度   下段括弧内：平均的な残留濃度* 

*アフィドピロペン、代謝物B、代謝物Q（肝臓のみ）、代謝物AZ及び代謝物BA（肝臓及び腎臓のみ）

を含む。 

 

表3-2．畜産物中のアフィドピロペンの推定残留濃度：鶏（mg/kg） 

 筋肉 脂肪 肝臓 卵 

産卵鶏 
0.0075 

(0.022) 

0.0075 

(0.022) 
0.0083 

(0.024) 
0.0075 

(0.022) 

肉用鶏 
0.0075 

(0.022) 

0.0075 

(0.022) 

0.0083 

(0.024) 
 

上段：最大残留濃度   下段括弧内：平均的な残留濃度* 
*アフィドピロペン、代謝物B、代謝物Q（肝臓のみ）及び代謝物AZを含む。 

 
６．ADI及びARfDの評価 

食品安全基本法（平成15年法律第48号）第24条第1項第1号の規定に基づき、食品安全

委員会あて意見を求めたアフィドピロペンに係る食品健康影響評価において、以下のと

おり評価されている。 

 

（１）ADI 

無毒性量：8 mg/kg 体重/day 

（動物種）   イヌ 

（投与方法）  カプセル経口 

（試験の種類）慢性毒性試験 

（期間）     1年間 

安全係数：100  

ADI：0.08 mg/kg 体重/day 

 

ラットを用いた2年間発がん性試験において子宮腺癌の発生頻度増加が認められた

が、腫瘍の発生機序は遺伝毒性メカニズムによるものとは考え難く、評価に当たり閾

値を設定することは可能であると考えられた。 

 

 



 
 

 

（２）ARfD 

無毒性量：18.2 mg/kg 体重/day 

（動物種）   ラット   

（投与方法）  混餌 

（試験の種類）血中プロラクチン濃度測定試験 

（投与期間） 28日間 

安全係数：100 

ARfD：0.18 mg/kg 体重 

 

７．諸外国における状況 

JMPRにおける毒性評価が行われ、2019年にADI及びARfDが設定されている。国際基準は

おうとう、かんきつ類等に設定されている。 

米国、カナダ、EU、豪州及びニュージーランドについて調査した結果、米国において

大豆、トマト等に、カナダにおいて大豆、ばれいしょ等に、豪州においてばれいしょ、

トマト等に基準値が設定されている。 

 

８．基準値案 

（１）残留の規制対象 

アフィドピロペンとする。 

 

植物代謝試験において、作物の可食部で10%TRR以上認められた代謝物は、代謝物H及

び代謝物ABであった。農産物の多くの作物残留試験で代謝物Hの分析が行われているが、

一部の作物を除き代謝物Hの残留濃度はアフィドピロペンより低かった。また、代謝物

ABは植物アルカロイドとして植物中に普遍的に認められる化合物である。以上のこと

から、農産物の残留の規制対象に代謝物H及び代謝物ABは含めず、アフィドピロペンの

みとする。 

家畜代謝試験の結果、畜産動物の可食部で10%TRR以上認められた代謝物は、代謝物B、

代謝物D、代謝物F、代謝物Q、代謝物AZ及び代謝物BAであった。だが、家畜残留試験で

代謝物D及び代謝物Fは認められず、代謝物Bが認められたのは牛の肝臓のみ、代謝物Q

が認められたのは鶏の肝臓のみであった。また、代謝物AZ及び代謝物BAにはアフィドピ

ロペンの分析法が適用できず、同時測定による検査は不可能である。以上のことから、

畜産物の残留の規制対象にはこれらの代謝物は含めず、アフィドピロペンのみとする。 

JMPRも残留の規制対象をアフィドピロペンのみとしている。 

 

（２）基準値案 

別紙2のとおりである。 

 

（３）暴露評価対象 

農産物にあってはアフィドピロペン及び代謝物Hとし、畜産物にあってはアフィドピ



 
 

 

ロペン、代謝物B、代謝物Q（肝臓のみ）、代謝物AZ及び代謝物BAとする。 

 

植物代謝試験の結果、可食部で10%TRR以上認められた代謝物は、代謝物H及び代謝物

ABであった。作物残留試験で、一部の作物において代謝物Hの残留濃度はアフィドピロ

ペンより高かった。また、代謝物ABは植物アルカロイドとして植物中に普遍的に認めら

れる化合物であり、特に毒性は知られていない。以上のことから、農産物の暴露評価対

象はアフィドピロペン及び代謝物Hとする。 

家畜代謝試験の結果、可食部で10%TRR以上認められた代謝物は、代謝物B、代謝物D、

代謝物F、代謝物Q、代謝物AZ及び代謝物BAであった。家畜残留試験で代謝物D及び代謝

物Fは認められなかったが、代謝物Bは牛の肝臓、代謝物Qは鶏の肝臓で認められ、代謝

物AZは牛の筋肉においてアフィドピロペンより高い残留値が認められた。代謝物BAは代

謝物AZの前駆体であり、代謝試験の結果から生体内カルニチンが存在しない臓器で存在

すると考えられる。以上のことから、畜産物の暴露評価対象には代謝物B、代謝物Q（肝

臓のみ）、代謝物AZ及び代謝物BAを含めることとする。 

JMPRの評価においても暴露評価対象物質を、農産物にあってはアフィドピロペン及

び代謝物H、畜産物にあっては肝臓のみアフィドピロペン、代謝物B、代謝物Q、代謝物

AZ及び代謝物BA、それ以外の臓器、乳及び卵ではアフィドピロペン、代謝物B、代謝物

AZ及び代謝物BAとしている。 

 

なお、食品安全委員会は、食品健康影響評価において、農産物中の暴露評価対象物

質をアフィドピロペン（親化合物のみ）、畜産物中の暴露評価対象物質をアフィドピロ

ペン及び代謝物AZとしている。 

 

（４）暴露評価 

① 長期暴露評価 

1日当たり摂取する農薬等の量のADIに対する比は、以下のとおりである。詳細な

暴露評価は別紙3参照。 

 

 TMDI／ADI(%)注） 

国民全体（1歳以上） 7.9 

幼小児（1～6歳） 10.8 

妊婦 6.9 

高齢者（65歳以上）   9.4 

注）各食品の平均摂取量は、平成17～19年度の食品摂取頻度・摂取量調査の特別集計

業務報告書による。 

TMDI試算法：作物残留試験成績の平均値×各食品の平均摂取量 

 

 



 
 

 

＜参考＞ 

暴露評価（EDI試算）はアフィドピロペンに加え、農産物では暴露評価対象の代謝

物H、畜産物では暴露評価対象の代謝物B、代謝物Q、代謝物AZ及び代謝物BAも含めて

実施した。 

 

 EDI／ADI(%)注） 

国民全体（1歳以上） 3.4 

幼小児（1～6歳） 5.0 

妊婦 3.2  

高齢者（65歳以上）   4.0 

注）各食品の平均摂取量は、平成17～19年度の食品摂取頻度・摂取量調査の特別集計

業務報告書による。 

EDI試算法：作物残留試験成績の平均値×各食品の平均摂取量 

 

② 短期暴露評価 

各食品の短期推定摂取量（ESTI）を算出したところ、国民全体（1歳以上）及び

幼小児（1～6歳）のそれぞれにおける摂取量は急性参照用量（ARfD）を超えていな

い注）。詳細な暴露評価は別紙4-1及び4-2参照。暴露評価対象がアフィドピロペン及

び代謝物Hであることから、代謝物Hも含めて暴露評価を実施した。 

注）基準値案、作物残留試験における最高残留濃度（HR）又は中央値（STMR）を用い、平成

17～19年度の食品摂取頻度・摂取量調査及び平成22年度の厚生労働科学研究の結果に基づ

きESTIを算出した。 

  



（別紙1-1）

剤型 使用量・使用方法 回数 経過日数

圃場D：<0.01 圃場D：<0.005/<0.005/52.7

圃場E：<0.01 圃場E：<0.005/<0.005/*60.2 (*2回,7日)

圃場F：<0.01 圃場F：<0.005/<0.005/*71.1 (*2回,7日)

圃場A：0.018 圃場A：0.013/<0.005/*47.2 (*2回,3日)

圃場B：0.012 圃場B：0.007/<0.005/*50.6 (*2回,3日)

圃場C：0.027 圃場C：0.022/<0.005/*57.5 (*2回,7日)

圃場D：0.035 圃場D：0.030/<0.005/*23.3 (*2回,3日)

圃場E：0.029 圃場E：0.024/<0.005/52.7

圃場A：0.012 圃場A：0.007/<0.005/*45.8 (*2回,7日)

圃場B：<0.01 圃場B：<0.005/<0.005/*39.7 (*2回,7日)

注2）当該農薬の登録又は申請された適用の範囲内で最も多量に用い、かつ最終使用から収穫までの期間を最短とした場合の作物残留試験（いわゆる最大使用条件下の作物残留試験）を複数
の圃場で実施し、それぞれの試験から得られた残留濃度の最大値を示した。
　代謝物H及び代謝物ABの残留濃度はアフィドピロペン濃度に換算した値で示した。

注1）アフィドピロペン及び代謝物Hの合計濃度（アフィドピロペンに換算した値）を示した。

  表中、最大使用条件下の作物残留試験条件に、アンダーラインを付しているが、経時的に測定されたデータがある場合において、収穫までの期間が最短の場合にのみ最大残留濃度が得ら
れるとは限らないため、最大使用条件以外で最大残留濃度が得られた場合は、その使用回数及び経過日数について（　）内に記載した。

ばれいしょ
(露地)
(塊茎)

2000倍散布
200 L/10 a

2000倍散布
190 L/10 a

4.9%水和剤 2000倍散布
188 L/10 a

2000倍散布
181 L/10 a

圃場F：*0.066/<0.005/57.8 (*2回,7日)
2000倍散布
131 L/10 a

1, 3, 72

1, 3, 7

圃場F：0.071

2

　今回、新たに提出された作物残留試験成績に網を付けて示している。

小麦
(露地)
(玄麦)

2000倍散布
150 L/10 a

2000倍散布
133 L/10 a

圃場C：0.008/<0.005/*34.2 (*2回,7日)

1, 3, 72
てんさい
(露地)
(根部)

圃場C：0.013

2000倍散布
200 L/10 a

2000倍散布
180 L/10 a

アフィドピロペンの作物残留試験一覧表（国内）

農作物
試験

圃場数

試験条件 各化合物の残留濃度（mg/kg）
注2)

【ｱﾌｨﾄﾞﾋﾟﾛﾍﾟﾝ/代謝物H/代謝物AB】

各化合物の残留濃度の合計

（mg/kg）
注1）

6

6

3

圃場A：<0.005/<0.005/*91.7 (*2回,3日)

圃場B：<0.005/<0.005/*32.8 (*2回,7日)

4.9%水和剤

4.9%水和剤

圃場C：<0.005/<0.005/36.6

圃場A：<0.01

圃場B：<0.01

圃場C：<0.01



（別紙1-2）

剤型 使用量・使用方法 回数 経過日数

12 圃場A：0.012 圃場A：<0.01/<0.002

13 圃場B：0.045 圃場B：0.043/<0.002

圃場C：0.115 圃場C：0.104/0.011

圃場D：0.036 圃場D：0.034/<0.002

圃場E：0.012 圃場E：<0.01/<0.002

圃場F：0.043 圃場F：0.041/<0.002

圃場G：0.012 圃場G：<0.01/<0.002

圃場H：0.026 圃場H：0.016/<0.01

圃場I：0.077 圃場I：0.067/<0.01

圃場J：0.029 圃場J：0.019/<0.01

15 圃場K：0.081 圃場K：0.071/<0.01

0 , 9 , 14, 16, 20圃場L：0.013 圃場L：0.011/<0.002

圃場A：0.096 圃場A：0.049/0.047

圃場B：0.060 圃場B：0.034/0.026

圃場C：0.303 圃場C：0.276/*0.059 (*4回,3日)

圃場D：0.086 圃場D：0.039/0.047

圃場E：0.020 圃場E：0.010/<0.01

圃場F：0.089 圃場F：0.043/0.046

圃場G：0.026 圃場G：*0.016/0.014 (*4回,3日)

圃場H：0.052 圃場H：0.041/*0.013 (*4回,3日)

圃場I：0.386 圃場I：0.267/0.119

0, 3, 5, 7, 14 圃場J：0.160 圃場J：0.136/0.024

0, 3, 5, 7, 14 圃場A：0.244 圃場A：0.128/0.116

圃場B：0.570 圃場B：0.522/*0.051 (*4回,3日)

圃場C：1.081 圃場C：1.026/*0.112 (*4回,3日)

圃場D：0.971 圃場D：0.915/0.056

圃場E：1.883 圃場E：1.635/0.248

圃場F：0.065 圃場F：0.027/0.038

圃場G：0.308 圃場G：0.283/*0.046 (*4回,3日)

圃場H：0.219 圃場H：0.132/0.087

0, 3, 7, 15 圃場I：0.539 圃場I：0.418/0.121

圃場A：0.025 圃場A：0.019/0.006

圃場B：0.022 圃場B：0.012/<0.01

圃場C：<0.02 圃場C：<0.01/<0.01

圃場D：0.021 圃場D：0.011/<0.01

圃場E：0.048 圃場E：0.038/<0.01

圃場F：0.108 圃場F：0.097/0.011

圃場G：0.056 圃場G：0.046/<0.01

圃場H：0.025 圃場H：0.015/<0.01

圃場I：0.028 (#) 圃場I：0.014/0.014 (#)

圃場J：0.030 圃場J：0.020/<0.01

圃場K：0.022 圃場K：0.012/<0.01

圃場L：0.024 圃場L：0.014/<0.01

圃場M：0.078 圃場M：0.068/<0.01

圃場N：0.050 圃場N：0.040/<0.01

圃場O：0.029 圃場O：0.019/<0.01

0, 3, 6 圃場P：0.034 圃場P：0.024/<0.01

0, 3, 5, 7, 10 圃場Q：<0.02 圃場Q：<0.01/<0.01

圃場A：0.175 圃場A：0.112/0.063

圃場B：0.183 圃場B：0.154/0.029

圃場C：0.574 圃場C：0.406/0.168

圃場D：0.112 圃場D：0.081/0.031

圃場E：0.142 圃場E：0.110/0.032

圃場F：0.173 圃場F：0.149/0.024

圃場G：0.421 圃場G：0.318/0.103

圃場H：0.059 圃場H：0.053/*0.011 (*4回,3日)

0, 1, 3, 5, 7 圃場I：0.089 圃場I：0.076/0.013

圃場A：0.021 圃場A：0.011/<0.01

圃場B：0.031 圃場B：0.021/<0.01

圃場C：<0.02 圃場C：<0.01/<0.01

圃場D：<0.02 圃場D：<0.01/<0.01

圃場E：<0.02 圃場E：<0.01/<0.01

圃場F：<0.02 圃場F：<0.01/<0.01

圃場G：0.02 圃場G：0.01/<0.01

0, 3 , 7, 14, 21 圃場H：<0.02 圃場H：<0.01/<0.01

8 10%水和剤

希釈薬液
9～10 g ai/ha
（総使用量

19～21 g ai/ha）
散布

（希釈薬液）

2
7, 14

0, 3, 7

トマト
（果実）

17 10%水和剤

9.51～18.94 g ai/ha
＋47.60～52.40 g ai/ha

（総使用量
116.08～132.64  g ai/ha）

茎葉処理

2+2
注3)

0, 3, 7

きゅうり
（果実）

9 10%水和剤

9.74～10.75 g ai/ha
＋47.71～50.85 g ai/ha

（総使用量
118.15～121.64 g ai/ha）

茎葉処理

2+2
注3)

10%水和剤

9.8～10.6 g ai/ha
＋48.5～52.6 g ai/ha

（総使用量
117～125 g ai/ha）

茎葉処理

2+2
注3)

0, 3, 7, 14

セロリ
（茎葉）

9 10%水和剤

9.59～10.30 g ai/ha
＋48.60～52.30 g ai/ha

（総使用量
117.30～122.62 g ai/ha）

茎葉処理

2+2
注3)

アフィドピロペンの作物残留試験一覧表（米国）

農作物
試験
圃場数

試験条件 各化合物の残留濃度（mg/kg）
注2)

【ｱﾌｨﾄﾞﾋﾟﾛﾍﾟﾝ/代謝物H】

各化合物の残留濃度の合計

（mg/kg）
注1）

2 14
ソルガム
（穀粒）

12 5%水和剤

19.84～20.85 g ai/ha
＋19.62～21.01 g ai/ha

（総使用量
39.68～41.03 g ai/ha）

散布

チェリー
（果実）

0, 3, 7, 14

キャベツ
（外葉あり結球）

10



（別紙1-2）

剤型 使用量・使用方法 回数 経過日数

アフィドピロペンの作物残留試験一覧表（米国）

農作物
試験
圃場数

試験条件 各化合物の残留濃度（mg/kg）
注2)

【ｱﾌｨﾄﾞﾋﾟﾛﾍﾟﾝ/代謝物H】

各化合物の残留濃度の合計

（mg/kg）
注1）

圃場A：0.0539 圃場A：0.0439/<0.01

圃場B：0.0457 圃場B：0.0357/<0.01

圃場C：0.0701 圃場C：0.0601/<0.01

圃場D：0.0427 圃場D：0.0327/<0.01

0, 1, 3, 7, 14 圃場E：0.0575 圃場E：0.0475/<0.01

注3）使用回数1回目及び2回目は低用量、3回目及び4回目は高用量の処理を行った。

　今回、新たに提出された作物残留試験成績に網を付けて示している。

注1）アフィドピロペン及び代謝物Hの合計濃度（アフィドピロペンに換算した値）を示した。

注2）当該農薬の登録又は申請された適用の範囲内で最も多量に用い、かつ最終使用から収穫までの期間を最短とした場合の作物残留試験（いわゆる最大使用条件下の作物
残留試験）を複数の圃場で実施し、それぞれの試験から得られた残留濃度の最大値を示した。
　代謝物Hの残留濃度はアフィドピロペン濃度に換算した値で示した。

  表中、最大使用条件下の作物残留試験条件に、アンダーラインを付しているが、経時的に測定されたデータがある場合において、収穫までの期間が最短の場合にのみ最
大残留濃度が得られるとは限らないため、最大使用条件以外で最大残留濃度が得られた場合は、その使用回数及び経過日数について（　）内に記載した。

　(#)印で示した作物残留試験成績は、登録又は申請された適用の範囲内で行われていないことを示す。また、適用範囲内ではない試験条件を斜体で示した。

0いちご
（果実）

5 10%水和剤

9.99～16.96 g ai/ha
＋48.67～51.41 g ai/ha

（総使用量
119～130 g ai/ha）

散布

2+2
注3)



農薬名 アフィドピロペン
（別紙２）

食品名
基準値
案
ppm

基準値
現行
ppm

登録
有無

国際
基準
ppm

作物残留試験成績等
ppm

zzz
小麦 0.2 申 0.0070～0.066(n=6)

その他の穀類 0.2 IT 0.15 米国 【米国ソルガム(<0.01～
0.104(n=12))】

zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A大豆 0.01 0.01 0.01
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Aばれいしょ 0.01 0.01 0.01
さといも類（やつがしらを含む。） 0.01 0.01 0.01
かんしょ 0.01 0.01 0.01
やまいも（長いもをいう。） 0.01 0.01 0.01

こんにゃくいも 0.01 0.01

その他のいも類 0.01 0.01 0.01
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Aてんさい 0.02 申 <0.005,0.007,0.008

zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Aだいこん類（ラディッシュを含む。）の葉 5 5 5
かぶ類の葉 5 5 5
クレソン 5 5 5

はくさい 5 0.5 5

キャベツ 0.5 0.5 0.5
芽キャベツ 0.5 0.5 0.50 米国 【米国キャベツ外葉あり(0.010～

0.276(n=10))】

ケール 5 5 5

こまつな 5 5

きょうな 5 5 5
チンゲンサイ 5 5 5
カリフラワー 0.5 0.5 0.4 0.50 米国 【米国キャベツ外葉あり参照】

ブロッコリー 0.5 0.5 0.4 0.50 米国 【米国キャベツ外葉あり参照】

その他のあぶらな科野菜 5 5 5
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Aチコリ 2 2

エンダイブ 2 2 2
しゅんぎく 2 2 2
レタス（サラダ菜及びちしゃを含む。） 2 2 2

その他のきく科野菜 3 3 2 3.0 米国 【米国セロリ(0.027～1.635(n=9))】

zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Aその他のゆり科野菜 2 2

zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Aパセリ 5 2 5

セロリ 3 3 3

みつば 2 2

その他のせり科野菜 3 3 3.0 米国 【米国セロリ参照】

zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Aトマト 0.2 0.2 0.15

ピーマン 0.2 0.2 0.1 0.2 米国 【米国トマト<0.01～0.097(n=17)】

なす 0.2 0.2 0.15 0.2 米国 【米国トマト参照】

その他のなす科野菜 0.2 0.2 0.1 0.2 米国 【米国トマト参照】

zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Aきゅうり（ガーキンを含む。） 0.7 0.7 0.7
かぼちゃ（スカッシュを含む。） 0.7 0.7 0.07 0.70 米国 【米国きゅうり(0.053～0.406(n=9))】

しろうり 0.7 0.7 0.05 0.70 米国 【米国きゅうり参照】

すいか（果皮を含む。） 0.7 0.7 0.05 0.70 米国 【米国きゅうり参照】

メロン類果実（果皮を含む。） 0.7 0.7 0.05 0.70 米国 【米国きゅうり参照】

まくわうり（果皮を含む。） 0.7 0.7 0.05 0.70 米国 【米国きゅうり参照】

その他のうり科野菜 0.7 0.7 0.05 0.70 米国 【米国きゅうり参照】

zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Aほうれんそう 2 2 2
オクラ 0.2 0.2 0.1 0.2 米国 【米国トマト参照】

しょうが 0.01 0.01 0.01
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Aその他の野菜 3 3 3

zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Aみかん（外果皮を含む。） 0.2 0.2 0.15
なつみかんの果実全体 0.2 0.2 0.15
レモン 0.2 0.2 0.15

国/地域
基準値
ppm

参考基準値



農薬名 アフィドピロペン
（別紙２）

食品名
基準値
案
ppm

基準値
現行
ppm

登録
有無

国際
基準
ppm

作物残留試験成績等
ppm

国/地域
基準値
ppm

参考基準値

オレンジ（ネーブルオレンジを含む。） 0.2 0.2 0.15
グレープフルーツ 0.2 0.2 0.15
ライム 0.2 0.2 0.15
その他のかんきつ類果実 0.2 0.2 0.15
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Aりんご 0.03 0.02 0.03

日本なし 0.03 0.02 0.03

西洋なし 0.03 0.02 0.03

マルメロ 0.03 0.02 0.03

びわ（果梗を除き、果皮及び種子を含む。） 0.03 0.02 0.03

zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Aもも（果皮及び種子を含む。） 0.03 0.03 0.015 0.03 米国 【米国チェリー希釈薬液(<0.01～
0.021(n=8))】

ネクタリン 0.03 0.03 0.015 0.03 米国 【米国チェリー希釈薬液参照】

あんず（アプリコットを含む。） 0.03 0.03 0.015 0.03 米国 【米国チェリー希釈薬液参照】

すもも（プルーンを含む。） 0.03 0.03 0.01 0.03 米国 【米国チェリー希釈薬液参照】

うめ 0.02 0.015

おうとう（チェリーを含む。） 0.03 0.03 0.03
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Aいちご 0.2 IT 0.15 米国 【0.0327～0.0601(n=5)(米国)】

zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Aその他の果実 0.2 0.2 0.01 0.2 米国 【米国トマト参照】

zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A綿実 0.08 0.08 0.08
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Aぎんなん 0.01 0.01

くり 0.01 0.01 0.01
ペカン 0.01 0.01 0.01
アーモンド 0.01 0.01 0.01
くるみ 0.01 0.01 0.01
その他のナッツ類 0.01 0.01 0.01
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Aその他のスパイス（根又は根茎に限る。） 0.01

その他のスパイス 0.2 0.15

zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Aその他のハーブ 5 5 5

zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A牛の筋肉 0.01 申・IT 0.01

豚の筋肉 0.01 申 0.01

その他の陸棲哺乳類に属する動物の筋肉 0.01 申・IT 0.01

zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A牛の脂肪 0.01 申・IT 0.01

豚の脂肪 0.01 申 0.01

その他の陸棲哺乳類に属する動物の脂肪 0.01 #N/A 申・IT 0.01 #N/A #N/A

zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A#REF!牛の肝臓 0.2 申・IT 0.2

豚の肝臓 0.2 申 0.2

その他の陸棲哺乳類に属する動物の肝臓 0.2 申・IT 0.2

zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A牛の腎臓 0.2 申・IT 0.2

豚の腎臓 0.2 申 0.2

その他の陸棲哺乳類に属する動物の腎臓 0.2 申・IT 0.2

zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A牛の食用部分 0.2 申・IT 0.2

豚の食用部分 0.2 申 0.2

その他の陸棲哺乳類に属する動物の食用部分 0.2 申・IT 0.2

zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A乳 0.001 申・IT 0.001

zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A鶏の筋肉 0.01 申 0.01

その他の家きんの筋肉 0.01 申 0.01

zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A鶏の脂肪 0.01 申 0.01

その他の家きんの脂肪 0.01 申 0.01

zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A



農薬名 アフィドピロペン
（別紙２）

食品名
基準値
案
ppm

基準値
現行
ppm

登録
有無

国際
基準
ppm

作物残留試験成績等
ppm

国/地域
基準値
ppm

参考基準値

鶏の肝臓 0.01 申 0.01

その他の家きんの肝臓 0.01 申 0.01

zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A鶏の腎臓 0.01 申 0.01

その他の家きんの腎臓 0.01 申 0.01
zzzzzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A鶏の食用部分 0.01 申 0.01

その他の家きんの食用部分 0.01 申 0.01

zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A鶏の卵 0.01 申 0.01

その他の家きんの卵 0.01 申 0.01

zzz #REF! #REF! #REF! #REF! #REF! #REF! #REF!zzz #REF! #REF! #REF! #REF! #REF! #REF! #REF!zzz #REF! #REF! #REF! #REF! #REF! #REF! #REF!
とうがらし（乾燥させたもの） #REF! 1 #REF! #REF! ※
zzz #REF! #REF! #REF! #REF! #REF! #REF! #REF!zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A

※）加工食品である「とうがらし(乾燥させたもの)」について、国際基準が設定されているが、加工係数を用いて原材料中の濃度に換算した値
が当該原材料の基準値案を超えないことから、基準値を設定しないこととする。基準値が設定されていない加工食品については、原材料の
基準値に基づき加工係数を考慮して適否を判断することとしている。なお、本物質について、JMPRはとうがらし(乾燥させたもの）の加工係数
を10と算出している。

本基準（暫定基準以外の基準）を見直す基準値案については、太枠線で囲んで示した。

「登録有無」の欄に「申」の記載があるものは、国内で農薬の登録申請等の基準値設定依頼がなされたものであることを示している。

「登録有無」の欄に「IT」の記載があるものは、ｲﾝﾎﾟｰﾄﾄﾚﾗﾝｽ申請に基づく基準値設定依頼がなされたものであることを示している。



（別紙３）

食品名
基準値案
(ppm)

国民全体
(1歳以上)

TMDI

国民全体
(1歳以上)

EDI

幼小児
(1～6歳)

TMDI

幼小児
(1～6歳)

EDI

妊婦
TMDI

妊婦
EDI

高齢者
(65歳以上）

TMDI

高齢者
(65歳以上）

EDI

小麦 0.2 0.032 12.0 1.9 8.9 1.4 13.8 2.2 10.0 1.6
その他の穀類 0.2 0.042 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.1 0.0zzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
大豆 0.01 0.02 0.4 0.8 0.2 0.4 0.3 0.6 0.5 0.9zzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
ばれいしょ 0.01 0 0.4 0.0 0.3 0.0 0.4 0.0 0.4 0.0
さといも類（やつがしらを含む。） 0.01 0 0.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.1 0.0
かんしょ 0.01 0 0.1 0.0 0.1 0.0 0.1 0.0 0.1 0.0
やまいも（長いもをいう。） 0.01 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
こんにゃくいも 0.01 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
その他のいも類 0.01 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0zzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
てんさい 0.02 0.012 0.7 0.4 0.6 0.3 0.8 0.5 0.7 0.4zzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
だいこん類（ラディッシュを含む。）の葉 5 2.5 8.5 4.3 3.0 1.5 15.5 7.8 14.0 7.0
かぶ類の葉 5 2.5 1.5 0.8 0.5 0.3 0.5 0.3 3.0 1.5
クレソン 5 2.5 0.5 0.3 0.5 0.3 0.5 0.3 0.5 0.3
はくさい 5 2.5 88.5 44.3 25.5 12.8 83.0 41.5 108.0 54.0
キャベツ 0.5 0.02 12.1 0.5 5.8 0.2 9.5 0.4 11.9 0.5
芽キャベツ 0.5 0.128 0.1 0.0 0.1 0.0 0.1 0.0 0.1 0.0
ケール 5 2.5 1.0 0.5 0.5 0.3 0.5 0.3 1.0 0.5
こまつな 5 2.5 25.0 12.5 9.0 4.5 32.0 16.0 32.0 16.0
きょうな 5 2.5 11.0 5.5 2.0 1.0 7.0 3.5 13.5 6.8
チンゲンサイ 5 2.5 9.0 4.5 3.5 1.8 9.0 4.5 9.5 4.8
カリフラワー 0.5 0.128 0.3 0.1 0.1 0.0 0.1 0.0 0.3 0.1
ブロッコリー 0.5 0.128 2.6 0.7 1.7 0.4 2.8 0.7 2.9 0.7
その他のあぶらな科野菜 5 2.5 17.0 8.5 3.0 1.5 4.0 2.0 24.0 12.0zzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
チコリ 2 0.88 0.2 0.1 0.2 0.1 0.2 0.1 0.2 0.1
エンダイブ 2 0.88 0.2 0.1 0.2 0.1 0.2 0.1 0.2 0.1
しゅんぎく 2 0.88 3.0 1.3 0.6 0.3 5.2 2.3 5.0 2.2
レタス（サラダ菜及びちしゃを含む。） 2 0.88 19.2 8.4 8.8 3.9 22.8 10.0 18.4 8.1
その他のきく科野菜 3 0.653 4.5 1.0 0.3 0.1 1.8 0.4 7.8 1.7zzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
その他のゆり科野菜 2 0.88 1.2 0.5 0.2 0.1 0.4 0.2 2.4 1.1zzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
パセリ 5 2.5 0.5 0.3 0.5 0.3 0.5 0.3 1.0 0.5
セロリ 3 0.54 3.6 0.6 1.8 0.3 0.9 0.2 3.6 0.6
みつば 2 0.88 0.8 0.4 0.2 0.1 0.2 0.1 1.0 0.4
その他のせり科野菜 3 0.653 0.6 0.1 0.3 0.1 0.9 0.2 0.9 0.2zzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
トマト 0.2 0.03 6.4 1.0 3.8 0.6 6.4 1.0 7.3 1.1
ピーマン 0.2 0.038 1.0 0.2 0.4 0.1 1.5 0.3 1.0 0.2
なす 0.2 0.038 2.4 0.5 0.4 0.1 2.0 0.4 3.4 0.6
その他のなす科野菜 0.2 0.038 0.2 0.0 0.0 0.0 0.2 0.0 0.2 0.0zzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
きゅうり（ガーキンを含む。） 0.7 0.17 14.5 3.5 6.7 1.6 9.9 2.4 17.9 4.4
かぼちゃ（スカッシュを含む。） 0.7 0.214 6.5 2.0 2.6 0.8 5.5 1.7 9.1 2.8
しろうり 0.7 0.214 0.4 0.1 0.1 0.0 0.1 0.0 0.6 0.2
すいか（果皮を含む。） 0.7 0.214 5.3 1.6 3.9 1.2 10.1 3.1 7.9 2.4
メロン類果実（果皮を含む。） 0.7 0.214 2.5 0.7 1.9 0.6 3.1 0.9 2.9 0.9
まくわうり（果皮を含む。） 0.7 0.214 0.1 0.0 0.1 0.0 0.1 0.0 0.4 0.1
その他のうり科野菜 0.7 0.214 1.9 0.6 0.8 0.3 0.4 0.1 2.4 0.7zzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
ほうれんそう 2 0.88 25.6 11.3 11.8 5.2 28.4 12.5 34.8 15.3
オクラ 0.2 0.038 0.3 0.1 0.2 0.0 0.3 0.1 0.3 0.1
しょうが 0.01 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0zzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
その他の野菜 3 0.54 40.2 7.2 18.9 3.4 30.3 5.5 42.3 7.6zzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
みかん（外果皮を含む。） 0.2 0.054 3.6 1.0 3.3 0.9 0.1 0.0 5.2 1.4
なつみかんの果実全体 0.2 0.054 0.3 0.1 0.1 0.0 1.0 0.3 0.4 0.1
レモン 0.2 0.054 0.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.1 0.0
オレンジ（ネーブルオレンジを含む。） 0.2 0.054 1.4 0.4 2.9 0.8 2.5 0.7 0.8 0.2
グレープフルーツ 0.2 0.054 0.8 0.2 0.5 0.1 1.8 0.5 0.7 0.2
ライム 0.2 0.054 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
その他のかんきつ類果実 0.2 0.054 1.2 0.3 0.5 0.1 0.5 0.1 1.9 0.5zzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
りんご 0.03 0.021 0.7 0.5 0.9 0.6 0.6 0.4 1.0 0.7
日本なし 0.03 0.021 0.2 0.1 0.1 0.1 0.3 0.2 0.2 0.2
西洋なし 0.03 0.021 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
マルメロ 0.03 0.021 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
びわ（果梗を除き、果皮及び種子を含む。） 0.03 0.021 0.0 0.0 0.0 0.0 0.1 0.0 0.0 0.0zzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
もも（果皮及び種子を含む。） 0.03 0.022 0.1 0.1 0.1 0.1 0.2 0.1 0.1 0.1
ネクタリン 0.03 0.022 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
あんず（アプリコットを含む。） 0.03 0.022 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
すもも（プルーンを含む。） 0.03 0.022 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
うめ 0.02 0.02 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
おうとう（チェリーを含む。） 0.03 0.02 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0zzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
いちご 0.2 0.054 1.1 0.3 1.6 0.4 1.0 0.3 1.2 0.3zzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
その他の果実 0.2 0.038 0.2 0.0 0.1 0.0 0.2 0.0 0.3 0.1zzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
綿実 0.08 0.02 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0zzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
ぎんなん 0.01 0.02 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
くり 0.01 0.02 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
ペカン 0.01 0.02 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
アーモンド 0.01 0.02 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
くるみ 0.01 0.02 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
その他のナッツ類 0.01 0.02 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0zzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
その他のスパイス 0.2 0.054 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0zzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
その他のハーブ 5 2.5 4.5 2.3 1.5 0.8 0.5 0.3 7.0 3.5zzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A

陸棲哺乳類の肉類 0.01 0.6 9.8 0.4 7.3 0.6 10.9 0.4 7.0

アフィドピロペンの推定摂取量 （単位：µg／人／day）
暴露評価に
用いた数値

（ppm)

筋肉　0.18
脂肪　0.13
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食品名
基準値案
(ppm)

国民全体
(1歳以上)

TMDI

国民全体
(1歳以上)

EDI

幼小児
(1～6歳)

TMDI

幼小児
(1～6歳)

EDI

妊婦
TMDI

妊婦
EDI

高齢者
(65歳以上）

TMDI

高齢者
(65歳以上）

EDI

アフィドピロペンの推定摂取量 （単位：µg／人／day）
暴露評価に
用いた数値

（ppm)

陸棲哺乳類の食用部分（肉類除く） 0.2 1.37 0.3 1.9 0.2 1.1 1.0 6.6 0.2 1.2zzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
陸棲哺乳類の乳類 0.001 0.02 0.3 5.3 0.3 6.6 0.4 7.3 0.2 4.3zzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
家きんの肉類 0.01 0.024 0.2 0.5 0.2 0.4 0.2 0.5 0.2 0.4zzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
家きんの卵類 0.01 0.022 0.4 0.9 0.3 0.7 0.5 1.1 0.4 0.8zzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A

計 347.7 150.8 143.1 65.9 322.8 151.6 424.1 179.6
ADI比（％） 7.9 3.4 10.8 5.0 6.9 3.2 9.4 4.0

TMDI：理論最大1日摂取量（Theoretical Maximum Daily Intake)

「陸棲哺乳類の肉類」については、TMDI試算では、牛・豚・その他の陸棲哺乳類に属する動物の筋肉、脂肪の摂取量にその範囲の基準値案で最も高い値を乗じた。また、
EDI試算では、畜産物中の平均的な残留農薬濃度を用い、摂取量の筋肉及び脂肪の比率をそれぞれ80％、20％として試算した。ただし、畜産物の暴露評価に用いた数値に
は、暴露評価対象であるアフィドピロペン、代謝物B、代謝物Q、代謝物AZ及び代謝物BAの濃度をアフィドピロペンに換算した濃度の合計を用いた。

EDI試算法：作物残留試験成績の平均値×各食品の平均摂取量

TMDI試算法：基準値案×各食品の平均摂取量
EDI：推定1日摂取量（Estimated Daily Intake)

農産物の暴露評価に用いた数値には、暴露評価対象であるアフィドピロペン及び代謝物Hの濃度をアフィドピロペンに換算した濃度の合計を用いた。
国際基準を参照したものについては、JMPRの評価に用いられた残留試験データを用いてEDI試算をした。
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食品名
（基準値設定対象）

食品名
（ESTI推定対象）

基準値案
(ppm)

ESTI
(μg/kg 体重/day)

ESTI/ARfD
(%)

小麦 小麦 0.2 ○ 0.028 0.0 0

大豆 大豆 0.01 ○ 0 0.0 0
ばれいしょ ばれいしょ 0.01 ○ 0 0.0 0
さといも類（やつがしらを含む。） さといも 0.01 ○ 0 0.0 0
かんしょ かんしょ 0.01 ○ 0 0.0 0
やまいも（長いもをいう。） やまいも 0.01 ○ 0 0.0 0

だいこん類（ラディッシュを含む。）の葉 だいこんの葉 5 ○ 4.8 39.7 20

かぶ類の葉 かぶの葉 5 ○ 4.8 12.8 7
はくさい はくさい 5 ○ 4.8 62.2 30
キャベツ キャベツ 0.5 ○ 0.1 1.0 1
ケール ケール 5 ○ 4.8 38.5 20

こまつな こまつな 5 ○ 4.8 20.3 10

きょうな きょうな 5 ○ 4.8 16.0 9

チンゲンサイ チンゲンサイ 5 ○ 4.8 35.6 20

カリフラワー カリフラワー 0.5 ○ 0.386 2.9 2
ブロッコリー ブロッコリー 0.5 ○ 0.386 2.3 1

たかな 5 ○ 4.8 37.7 20

菜花 5 ○ 4.8 13.2 7

しゅんぎく しゅんぎく 2 ○ 2.6 8.5 5
レタス（サラダ菜及びちしゃを含む。） レタス類 2 ○ 2.6 14.7 8

にんにくの芽 2 ○ 2.6 4.6 3

らっきょう 2 ○ 2.6 2.8 2

パセリ（生） 5 ○ 4.8 0.8 0

パセリ（乾燥） 5 ○ 4.8 4.3 2

セロリ セロリ 3 ○ 2.2 12.1 7

みつば みつば 2 ○ 2.6 2.1 1

その他のせり科野菜 せり 3 ○ 1.883 3.1 2
トマト トマト 0.2 ○ 0.12 1.3 1
ピーマン ピーマン 0.2 ○ 0.108 0.3 0
なす なす 0.2 ○ 0.108 0.7 0

とうがらし（生） 0.2 ○ 0.108 0.2 0
ししとう 0.2 ○ 0.108 0.1 0

きゅうり（ガーキンを含む。） きゅうり 0.7 ○ 0.6 3.8 2
かぼちゃ 0.7 ○ 0.574 5.6 3
ズッキーニ 0.7 ○ 0.574 4.2 2

しろうり しろうり 0.7 ○ 0.574 4.8 3
すいか（果皮を含む。） すいか 0.7 ○ 0.574 18.9 10
メロン類果実（果皮を含む。） メロン 0.7 ○ 0.574 9.8 5

とうがん 0.7 ○ 0.574 9.8 5

にがうり 0.7 ○ 0.574 4.6 3

ほうれんそう ほうれんそう 2 ○ 2.6 12.6 7
オクラ オクラ 0.2 ○ 0.108 0.2 0
しょうが しょうが 0.01 ○ 0 0.0 0

ずいき 3 ○ 2.2 22.3 10

もやし 3 ○ 2.2 5.0 3

れんこん 3 ○ 2.2 13.7 8

そら豆（生） 3 ○ 2.2 6.5 4
みかん（外果皮を含む。） みかん 0.2 ○ 0.086 0.8 0
なつみかんの果実全体 なつみかん 0.2 ○ 0.086 1.1 1
レモン レモン 0.2 ○ 0.086 0.2 0

オレンジ 0.2 ○ 0.086 0.8 0
オレンジ果汁 0.2 ○ 0.086 0.9 1

グレープフルーツ グレープフルーツ 0.2 ○ 0.086 1.5 1
きんかん 0.2 ○ 0.086 0.2 0
ぽんかん 0.2 ○ 0.086 0.9 1
ゆず 0.2 ○ 0.086 0.1 0
すだち 0.2 ○ 0.086 0.1 0
りんご 0.03 ○ 0.029 0.4 0
りんご果汁 0.03 ○ 0.029 0.3 0

日本なし 日本なし 0.03 ○ 0.029 0.4 0
西洋なし 西洋なし 0.03 ○ 0.029 0.4 0
びわ（果梗を除き、果皮及び種子を含む。） びわ 0.03 ○ 0.029 0.2 0
もも（果皮及び種子を含む。） もも 0.03 ○ 0.031 0.4 0
すもも（プルーンを含む。） プルーン 0.03 ○ 0.031 0.2 0
うめ うめ 0.02 ○ 0.022 0.0 0

アフィドピロペンの推定摂取量（短期）：国民全体(1歳以上)

評価に用いた
数値
(ppm)

その他のあぶらな科野菜

その他のうり科野菜

その他のゆり科野菜

パセリ

その他のなす科野菜

かぼちゃ（スカッシュを含む。）

その他の野菜

オレンジ（ネーブルオレンジを含む。）

その他のかんきつ類果実

りんご
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食品名
（基準値設定対象）

食品名
（ESTI推定対象）

基準値案
(ppm)

ESTI
(μg/kg 体重/day)

ESTI/ARfD
(%)

アフィドピロペンの推定摂取量（短期）：国民全体(1歳以上)

評価に用いた
数値
(ppm)

おうとう（チェリーを含む。） おうとう 0.03 ○ 0.031 0.1 0
いちご いちご 0.2 ○ 0.0701 0.3 0
その他の果実 いちじく 0.2 ○ 0.108 0.8 0

ぎんなん ぎんなん 0.01 ○ 0.02 0.0 0

くり くり 0.01 ○ 0.02 0.0 0

アーモンド アーモンド 0.01 ○ 0.02 0.0 0

くるみ くるみ 0.01 ○ 0.02 0.0 0

国際基準を参照したものについては、JMPRの評価に用いられた残留試験データを用いてESTI試算をした。

ESTI：短期推定摂取量（Estimated Short-Term Intake）

ESTI/ARfD(%)の値は、有効数字1桁（値が100を超える場合は有効数字2桁）とし四捨五入して算出した。

暴露評価に用いた数値には、暴露評価対象であるアフィドピロペン及び代謝物Hの濃度をアフィドピロペンに換算した濃度の合計を用いた。

○：作物残留試験における最高残留濃度（HR）又は中央値（STMR）を用いて短期摂取量を推計した。
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食品名
（基準値設定対象）

食品名
（ESTI推定対象）

基準値案
(ppm)

ESTI
(μg/kg 体重

/day)

ESTI/ARfD
(%)

小麦 小麦 0.2 ○ 0.028 0.1 0
大豆 大豆 0.01 ○ 0 0.0 0
ばれいしょ ばれいしょ 0.01 ○ 0 0.0 0
さといも類（やつがしらを含む。） さといも 0.01 ○ 0 0.0 0
かんしょ かんしょ 0.01 ○ 0 0.0 0
やまいも（長いもをいう。） やまいも 0.01 ○ 0 0.0 0
はくさい はくさい 5 ○ 4.8 75.2 40
キャベツ キャベツ 0.5 ○ 0.1 1.6 1
こまつな こまつな 5 ○ 4.8 42.6 20
ブロッコリー ブロッコリー 0.5 ○ 0.386 5.6 3

レタス類 2 ○ 2.6 25.5 10
パセリ パセリ（生） 5 ○ 4.8 0.8 0
トマト トマト 0.2 ○ 0.12 3.3 2
ピーマン ピーマン 0.2 ○ 0.108 0.7 0
なす なす 0.2 ○ 0.108 1.7 1
きゅうり（ガーキンを含む。） きゅうり 0.7 ○ 0.6 8.8 5

かぼちゃ 0.7 ○ 0.574 9.2 5
すいか（果皮を含む。） すいか 0.7 ○ 0.574 49.7 30
メロン類果実（果皮を含む。） メロン 0.7 ○ 0.574 16.8 9
ほうれんそう ほうれんそう 2 ○ 2.6 29.2 20
オクラ オクラ 0.2 ○ 0.108 0.5 0
しょうが しょうが 0.01 ○ 0 0.0 0

もやし 3 ○ 2.2 9.2 5
れんこん 3 ○ 2.2 22.6 10

みかん（外果皮を含む。） みかん 0.2 ○ 0.086 2.4 1
オレンジ 0.2 ○ 0.086 2.3 1
オレンジ果汁 0.2 ○ 0.086 1.5 1
りんご 0.03 ○ 0.029 0.9 1
りんご果汁 0.03 ○ 0.029 1.0 1

日本なし 日本なし 0.03 ○ 0.029 0.8 0
もも（果皮及び種子を含む。） もも 0.03 ○ 0.031 1.3 1
うめ うめ 0.02 ○ 0.022 0.1 0
いちご いちご 0.2 ○ 0.0701 0.8 0

暴露評価に用いた数値には、暴露評価対象であるアフィドピロペン及び代謝物Hの濃度をアフィドピロペンに換算した濃度の合計を用いた。

ESTI：短期推定摂取量（Estimated Short-Term Intake）

ESTI/ARfD(%)の値は、有効数字1桁（値が100を超える場合は有効数字2桁）とし四捨五入して算出した。

○：作物残留試験における最高残留濃度（HR）又は中央値（STMR）を用いて短期摂取量を推計した。

国際基準を参照したものについては、JMPRの評価に用いられた残留試験データを用いてESTI試算をした。

アフィドピロペンの推定摂取量（短期）：幼小児(1～6歳)

評価に用いた
数値
(ppm)

レタス（サラダ菜及びちしゃを含む。）

かぼちゃ（スカッシュを含む。）

その他の野菜

オレンジ（ネーブルオレンジを含む。）

りんご
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厚生労働大臣から食品安全委員会委員長あてに残留基準設定に

係る食品健康影響評価について要請 

食品安全委員会委員長から厚生労働大臣あてに食品健康影響評

価について通知 

薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会農薬・動物用医薬品部会 

残留農薬基準告示 

 

令和 ３年 ４月２０日 

 

令和 ３年 ５月１１日 

令和 ３年 ６月３０日 

 

令和 ３年１０月 ５日 

 

令和 ４年 ３月 ７日 

令和 ４年 ３月１０日 

農林水産省から厚生労働省へ農薬登録申請に係る連絡及び基準

値設定依頼（新規：小麦等）並びに畜産物への基準値設定依頼 

インポートトレランス申請（いちご、畜産物等） 

厚生労働大臣から食品安全委員会委員長あてに残留基準設定に

係る食品健康影響評価について要請 

食品安全委員会委員長から厚生労働大臣あてに食品健康影響評

価について通知 

薬事・食品衛生審議会へ諮問 

薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会農薬・動物用医薬品部会 

 



 
 

 

● 薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会農薬・動物用医薬品部会 

[委員] 

○穐山  浩   学校法人星薬科大学薬学部薬品分析化学研究室教授 

 石井  里枝  埼玉県衛生研究所副所長（兼）食品微生物検査室長 

  井之上 浩一    学校法人立命館立命館大学薬学部薬学科臨床分析化学研究室教授 

 大山  和俊  一般財団法人残留農薬研究所化学部長 

  折戸  謙介    学校法人麻布獣医学園理事（兼）麻布大学獣医学部生理学教授 

  加藤   くみ子  学校法人北里研究所北里大学薬学部分析化学教室教授 

  魏   民      公立大学法人大阪大阪市立大学大学院医学研究科 

                  環境リスク評価学准教授 

  佐藤   洋    国立大学法人岩手大学農学部共同獣医学科比較薬理毒性学研究室教授 

 佐野  元彦  国立大学法人東京海洋大学学術研究院海洋生物資源学部門教授 

  須恵   雅之  学校法人東京農業大学応用生物科学部農芸化学科 

                  生物有機化学研究室准教授 

 瀧本  秀美  国立研究開発法人医薬基盤・健康・栄養研究所 

         国立健康・栄養研究所栄養疫学・食育研究部長 

  中島   美紀  国立大学法人金沢大学ナノ生命科学研究所 

                  薬物代謝安全性学研究室教授 

 永山  敏廣    学校法人明治薬科大学薬学部特任教授 

 根本  了   国立医薬品食品衛生研究所食品部第一室長 

 野田   隆志  一般社団法人日本植物防疫協会信頼性保証室付技術顧問 

 二村  睦子  日本生活協同組合連合会常務理事 

（○：部会長） 



答申（案） 

アフィドピロペン

食品名 残留基準値

ppm

zzz #N/A小麦 0.2

その他の穀類
注1） 0.2

#N/A#N/A大豆 0.01
#N/A#N/Aばれいしょ 0.01

さといも類（やつがしらを含む。） 0.01
かんしょ 0.01
やまいも（長いもをいう。） 0.01
こんにゃくいも 0.01

その他のいも類
注2） 0.01

#N/A#N/Aてんさい 0.02
#N/A#N/Aだいこん類（ラディッシュを含む。）の葉 5

かぶ類の葉 5
クレソン 5
はくさい 5
キャベツ 0.5
芽キャベツ 0.5
ケール 5
こまつな 5
きょうな 5
チンゲンサイ 5
カリフラワー 0.5
ブロッコリー 0.5

その他のあぶらな科野菜
注3） 5

#N/A#N/Aチコリ 2
エンダイブ 2
しゅんぎく 2
レタス（サラダ菜及びちしゃを含む。） 2

その他のきく科野菜
注4） 3

#N/A#N/Aその他のゆり科野菜
注5） 2

#N/A#N/Aパセリ 5
セロリ 3
みつば 2

その他のせり科野菜
注6） 3

#N/A#N/Aトマト 0.2
ピーマン 0.2
なす 0.2

その他のなす科野菜
注7） 0.2

#N/A#N/Aきゅうり（ガーキンを含む。） 0.7



食品名 残留基準値

ppm

かぼちゃ（スカッシュを含む。） 0.7
しろうり 0.7
すいか（果皮を含む。） 0.7
メロン類果実（果皮を含む。） 0.7
まくわうり（果皮を含む。） 0.7

その他のうり科野菜
注8） 0.7

#N/A#N/Aほうれんそう 2
オクラ 0.2
しょうが 0.01

#N/A#N/Aその他の野菜
注9） 3

#N/A#N/Aみかん（外果皮を含む。） 0.2
なつみかんの果実全体 0.2
レモン 0.2
オレンジ（ネーブルオレンジを含む。） 0.2
グレープフルーツ 0.2
ライム 0.2

その他のかんきつ類果実
注10） 0.2

#N/A#N/Aりんご 0.03
日本なし 0.03
西洋なし 0.03
マルメロ 0.03
びわ（果梗を除き、果皮及び種子を含む。） 0.03

#N/A#N/Aもも（果皮及び種子を含む。） 0.03
ネクタリン 0.03
あんず（アプリコットを含む。） 0.03
すもも（プルーンを含む。） 0.03
うめ 0.02
おうとう（チェリーを含む。） 0.03

#N/A#N/Aいちご 0.2
#N/A#N/Aその他の果実

注11） 0.2
#N/A#N/A綿実 0.08
#N/A#N/Aぎんなん 0.01

くり 0.01
ペカン 0.01
アーモンド 0.01
くるみ 0.01

その他のナッツ類
注12） 0.01

#N/A#N/Aその他のスパイス
注13） 0.2

zzz #N/Azzz #N/Aその他のハーブ
注14） 5

zzz #N/Azzz #N/A牛の筋肉 0.01
豚の筋肉 0.01

その他の陸棲哺乳類に属する動物
注15）

の筋肉 0.01
#N/A



食品名 残留基準値

ppm

#N/A牛の脂肪 0.01
豚の脂肪 0.01
その他の陸棲哺乳類に属する動物の脂肪 0.01
zzz #N/Azzz #N/A牛の肝臓 0.2
豚の肝臓 0.2
その他の陸棲哺乳類に属する動物の肝臓 0.2

#N/A#N/A牛の腎臓 0.2
豚の腎臓 0.2
その他の陸棲哺乳類に属する動物の腎臓 0.2

#N/A#N/A牛の食用部分
注16） 0.2

豚の食用部分 0.2
その他の陸棲哺乳類に属する動物の食用部分 0.2
zzz #N/Azzz #N/A乳 0.001
zzz #N/Azzz #N/A鶏の筋肉 0.01

その他の家きん
注17）

の筋肉 0.01
#N/A#N/A鶏の脂肪 0.01

その他の家きんの脂肪 0.01
#N/A#N/A鶏の肝臓 0.01

その他の家きんの肝臓 0.01
#N/A#N/A鶏の腎臓 0.01

その他の家きんの腎臓 0.01
#N/A#N/A鶏の食用部分 0.01

その他の家きんの食用部分 0.01
zzz #N/Azzz #N/A鶏の卵 0.01
その他の家きんの卵 0.01
zzz #N/Azzz #N/A#N/A #N/A



注2）「その他のいも類」とは、いも類のうち、ばれいしょ、さといも類（やつがしらを含む。）、か
んしょ、やまいも（長いもをいう。）及びこんにゃくいも以外のものをいう。

注1）「その他の穀類」とは、穀類のうち、米（玄米をいう。）、小麦、大麦、ライ麦、とうもろこし
及びそば以外のものをいう。

注3）「その他のあぶらな科野菜」とは、あぶらな科野菜のうち、だいこん類（ラディッシュを含
む。）の根、だいこん類（ラディッシュを含む。）の葉、かぶ類の根、かぶ類の葉、西洋わさび、ク
レソン、はくさい、キャベツ、芽キャベツ、ケール、こまつな、きょうな、チンゲンサイ、カリフラ
ワー、ブロッコリー及びハーブ以外のものをいう。
注4）「その他のきく科野菜」とは、きく科野菜のうち、ごぼう、サルシフィー、アーティチョーク、
チコリ、エンダイブ、しゅんぎく、レタス（サラダ菜及びちしゃを含む。）及びハーブ以外のものを
いう。
注5）「その他のゆり科野菜」とは、ゆり科野菜のうち、たまねぎ、ねぎ（リーキを含む。）、にんに
く、にら、アスパラガス、わけぎ及びハーブ以外のものをいう。
注6）「その他のせり科野菜」とは、せり科野菜のうち、にんじん、パースニップ、パセリ、セロリ、
みつば、スパイス及びハーブ以外のものをいう。
注7）「その他のなす科野菜」とは、なす科野菜のうち、トマト、ピーマン及びなす以外のものをい
う。
注8）「その他のうり科野菜」とは、うり科野菜のうち、きゅうり（ガーキンを含む。）、かぼちゃ
（スカッシュを含む。）、しろうり、すいか、メロン類果実及びまくわうり以外のものをいう。
注9）「その他の野菜」とは、野菜のうち、いも類、てんさい、さとうきび、あぶらな科野菜、きく科
野菜、ゆり科野菜、せり科野菜、なす科野菜、うり科野菜、ほうれんそう、たけのこ、オクラ、しょ
うが、未成熟えんどう、未成熟いんげん、えだまめ、きのこ類、スパイス及びハーブ以外のものをい
う。
注10）「その他のかんきつ類果実」とは、かんきつ類果実のうち、みかん、なつみかん、なつみかん
の外果皮、なつみかんの果実全体、レモン、オレンジ（ネーブルオレンジを含む。）、グレープフ
ルーツ、ライム及びスパイス以外のものをいう。
注11）「その他の果実」とは、果実のうち、かんきつ類果実、りんご、日本なし、西洋なし、マルメ
ロ、びわ、もも、ネクタリン、あんず（アプリコットを含む。）、すもも（プルーンを含む。）、う
め、おうとう（チェリーを含む。）、ベリー類果実、ぶどう、かき、バナナ、キウィー、パパイヤ、
アボカド、パイナップル、グアバ、マンゴー、パッションフルーツ、なつめやし及びスパイス以外の
ものをいう。

注12）「その他のナッツ類」とは、ナッツ類のうち、ぎんなん、くり、ペカン、アーモンド及びくる
み以外のものをいう。
注13）「その他のスパイス」とは、スパイスのうち、西洋わさび、わさびの根茎、にんにく、とうが
らし、パプリカ、しょうが、レモンの果皮、オレンジ（ネーブルオレンジを含む。）の果皮、ゆずの
果皮及びごまの種子以外のものをいう。
注14）「その他のハーブ」とは、ハーブのうち、クレソン、にら、パセリの茎、パセリの葉、セロリ
の茎及びセロリの葉以外のものをいう。
注15）「その他の陸棲哺乳類に属する動物」とは、陸棲哺乳類に属する動物のうち、牛及び豚以外の
ものをいう。
注16）「食用部分」とは、食用に供される部分のうち、筋肉、脂肪、肝臓及び腎臓以外の部分をい
う。
注17）「その他の家きん」とは、家きんのうち、鶏以外のものをいう。



令和７年 11 月 28 日開催部会 

グルホシネート 
 
今般の残留基準の検討については、農薬取締法（昭和23年法律第82号）に基づく農薬登録

申請（新規製剤の登録申請）及び適用拡大申請に伴う基準値設定依頼が農林水産省からなさ

れたこと並びに関連企業から「国外で使用される農薬等に係る残留基準の設定及び改正に関

する指針について」に基づく残留基準の設定要請がなされたことに伴い、食品安全委員会に

おいて内閣総理大臣からの依頼に伴う食品健康影響評価がなされたことを踏まえ、農薬・動

物用医薬品部会において審議を行い、以下の報告を取りまとめるものである。 

 
１．概要 

（１）品目名：グルホシネート[ Glufosinate (ISO) ]  

       グルホシネートアンモニウム塩[ Glufosinate-ammonium (ISO) ] 

       グルホシネートPナトリウム塩[ Glufosinate-P sodium salt (ISO) ] 

 
   グルホシネートには光学異性体（R体及びS体）が存在し、S体が活性を有する。グル

ホシネート（ラセミ体）がグルホシネートアンモニウム塩として、グルホシネートP（S

体を選択的に含有）がグルホシネートPナトリウム塩として、それぞれ製剤化されてい

る。 

 
（２）分 類：農薬 

 
（３）用 途：除草剤 

   アミノ酸系除草剤である。グルタミン合成酵素阻害によりアンモニアが蓄積し、植物

の生理機能を阻害して殺草活性を示すと考えられている。 

 

（４）化学名及びCAS番号 

   グルホシネート 
   [(3RS)-3-Amino-3-carboxypropyl]methylphosphinic acid（IUPAC） 

 
   Butanoic acid, 2-amino-4-(hydroxymethylphosphinyl)- 

（CAS：No. 51276-47-2） 
 
   グルホシネートP 

   [(3S)-3-Amino-3-carboxypropyl]methylphosphinic acid（IUPAC） 

 
   Butanoic acid, 2-amino-4-(hydroxymethylphosphinyl)-, (2S)- 

   （CAS：No. 35597-44-5） 
 



 

   グルホシネートアンモニウム塩 

   Ammonium [(3RS)-3-amino-3-carboxypropyl]methylphosphinate (IUPAC） 

 

     Butanoic acid, 2-amino-4-(hydroxymethylphosphinyl)-, ammonium salt  

   （CAS：No. 77182-82-2） 

 

   グルホシネートPナトリウム塩 

   Sodium [(3S)-3-amino-3-carboxypropyl]methylphosphinate（IUPAC） 

 

   Butanoic acid, (2S)-2-amino-4-(hydroxymethylphosphinyl)-, sodium salt  

   （CAS：No. 70033-13-5） 

 

（５）構造式及び物性 

 

 

 

 

 

 

グルホシネート 

 

（ラセミ体 R体：S体 ＝ 1：1） 

（図はS体を示す） 

 

               分 子 式   C5H12NO4P 

               分 子 量   181.13 

 

 

 

 

 

 

 

グルホシネートP 

 

（S体：99.9%以上） 

 

               分 子 式   C5H12NO4P 

               分 子 量   181.13  



 

 

 

 

 

 
 

グルホシネートアンモニウム塩 

 

（ラセミ体 R体：S体 ＝ 1：1） 

（図はS体を示す） 
 

分 子 式   C5H15N2O4P 

分 子 量   198.16  

水溶解度   ＞5.0 × 102 g/L（20℃） 

分配係数      log10Pow ＝ -4.20（20℃, pH 5.2） 

 

 

 

  

 

 

 

グルホシネートPナトリウム塩 

 

（S体：99.9%以上） 

 

分 子 式   C5H11NO4PNa 

分 子 量   203.11 

水溶解度   ＞5.0 × 102 g/L（20℃） 

分配係数      log10Pow ＝ -2.73（25℃） 

 

２．適用の範囲及び使用方法 

本剤の国内における適用の範囲及び使用方法は別紙1-1及び1-2、海外における適用の範

囲及び使用方法は別紙1-3のとおり。 

 

３．代謝試験 
（１）植物代謝試験 

  ① グルホシネートアンモニウム塩 

    植物代謝試験が、非遺伝子組換え作物において、水稲、とうもろこし、だいず、キ

ャベツ、レタス、トマト及びりんごで、また、遺伝子組換え作物において、とうもろ



 

こし、だいず、てんさい及びなたねで実施された。非遺伝子組換え作物ではキャベツ

及びトマトにおいて可食部で親化合物の残留が認められ、10%TRR 

注）以上認められた代

謝物は代謝物B（水稲、とうもろこし、キャベツ、トマト、レタス及びりんご）であ

った。遺伝子組換え作物では、すべての作物の可食部で親化合物の残留が認められ、

10%TRR 以上認められた代謝物は代謝物B（とうもろこし、だいず及びなたね）及び代

謝物Z（だいず、てんさい（根及び茎葉部）及びなたね）であった。 

 

    注）%TRR：総放射性残留物（TRR：Total Radioactive Residues）濃度に対する比率（%） 

 

  ② グルホシネートPナトリウム塩 

    植物代謝試験が、水稲、キャベツ及びトマトで実施されており、キャベツ（茎葉処

理）において可食部で親化合物の残留が認められ、可食部で10%TRR以上認められた代

謝物は、すべての作物の可食部で代謝物Bであった。 

 

（２）家畜代謝試験 

  ① グルホシネートアンモニウム塩 

    家畜代謝試験が、泌乳山羊及び産卵鶏で実施されており、乳又は卵で親化合物の残

留が認められている。10%TRR以上認められた代謝物は、代謝物B（泌乳山羊の肝臓及

び腎臓並びに産卵鶏の肝臓）であった。なお、代謝物Zを用いた家畜代謝試験が、泌

乳山羊及び産卵鶏で実施されており、10%TRR以上認められたのはグルホシネート(泌

乳山羊の肝臓、腎臓及び乳並びに産卵鶏の肝臓及び卵白)、代謝物B（泌乳山羊の肝臓、

腎臓及び乳並びに産卵鶏の肝臓）及び代謝物Z（泌乳山羊の肝臓及び腎臓並びに産卵

鶏の肝臓及び卵黄）であった。 

 

【代謝物略称一覧】 

略称 
JMPR評価書の 

略称 
化学名 

B MPP 
3-[ヒドロキシ(メチル)ホスフィノイル]プロピオン酸 

（3-メチルホスフィニコプロピオン酸） 

Z NAG 
2-アセトアミド-4-[ヒドロキシ(メチル)ホスフィノイル]酪酸 

（N-アセチル-グルホシネート） 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 代謝物B                          代謝物Z 

 

 注）残留試験の分析対象、残留の規制対象及び暴露評価対象となっている代謝物について構造式を明

記した。 
 
４．作物残留試験 

（１）分析の概要 

【国内】 

  ① 分析対象物質 

   ・グルホシネート（代謝物Zを含む。）注） 

   ・グルホシネート 

   ・グルホシネートP（代謝物Zを含む。）注） 

   ・代謝物B 

 

    注）代謝物Zが残留する場合にグルホシネートとして測定される。 

 

  ② 分析法の概要 

   ⅰ）グルホシネート（代謝物Zを含む。）及び代謝物B 

     試料から水、水及びクロロホルム次いで水、飽和酢酸鉛溶液を加えて水、または

水を加えて膨潤後、水及びメタノール・水（1：1）混液で抽出する。または、試料

から水及びジクロロメタンで抽出し、飽和酢酸鉛溶液を加えて処理した後に水で抽

出する。若しくは水で抽出しアセトンを加えて静置後ろ別する。必要に応じてトリ

メチルプロピルシリル化シリカゲル（SAX）カラム、オクタデシルシリル化シリカ

ゲル（C18）カラム、強塩基性陰イオン交換樹脂カラム、スルホン酸塩修飾ジビニル

ベンゼン-N-ビニルピロリドン共重合体カラム、べンゼンスルホニルプロピルシリ

ル化シリカゲル(SCX)カラム又はSCX・SAX連結カラムを用いて精製した後、酢酸及

びオルト酢酸トリメチルを加えて加熱し、誘導体化（アミノ基をアセチル化、水酸

基及びカルボキシ基をメチル化）する。シリカゲルカラム又はアミノプロピルシリ

ル化シリカゲル（NH2）・連結カラムを用いて精製した後、液体クロマトグラフ・タ

ンデム型質量分析計（LC-MS/MS）又は炎光光度型検出器（リン用干渉フィルター）

付きガスクロマトグラフ（GC-FPD(P)）で定量する。 



 

     または、試料から水及びジクロロメタンで抽出する。水層を必要に応じてカーボ

ングラファイトカラムで精製し、SAXカラム又は強塩基性陰イオン交換樹脂カラム

で精製した後、酢酸及びオルト酢酸トリメチルを加えて加熱し、誘導体化（アミノ

基をアセチル化、水酸基及びカルボキシ基をメチル化）する。NH2・シリカゲル連結

カラム、C18カラム、シリカゲルカラム又はポリアミドカラム及びシリカゲルカラム

を用いて精製した後、LC-MS/MS又はGC-FPD(P)で定量する。 

     または、試料から透析膜を用いて水で抽出する。必要に応じてC18カラムで精製し、

強塩基性陰イオン交換樹脂カラムを用いてグルホシネート及び代謝物Bを分離精製

した後、各画分に酢酸及びオルト酢酸トリメチルを加えて加熱し、誘導体化する。

シリカゲルカラム又はポリアミドカラム及びシリカゲルカラムを用いて精製した

後、GC-FPD(P)で定量する。 

     または、試料から水及びクロロホルム、次いで水で抽出し、必要に応じて水層に

アセトンを加えて静置後ろ別する。SAXカラム又はSCX・SAX連結カラムを用いて精

製した後、酢酸及びオルト酢酸トリメチルを加えて加熱し、誘導体化する。エチレ

ンジアミン-N-プロピルシリル化シリカゲル（PSA）・シリカゲル連結カラム又はPSA・

SCX連結カラム及びシリカゲルカラムを用いて精製した後、GC-FPD(P)で定量する。 

     あるいは、試料から水で抽出し、必要に応じて飽和酢酸鉛溶液を加えて静置後ろ

別し、ジクロロメタンで洗浄する。強塩基性陰イオン交換樹脂カラムを用いて精製

した後、酢酸及びオルト酢酸トリメチルを加えて加熱し、誘導体化する。シリカゲ

ルカラムを用いて精製した後、GC-FPD(P)で定量する。 

     なお、代謝物Bの分析値は、換算係数1.191を用いてグルホシネート濃度に換算し

た値として示した。 

 

     定量限界：グルホシネート（代謝物Zを含む。） 0.004～0.091 mg/kg 

          代謝物B     0.004～0.119 mg/kg 

（グルホシネート換算濃度） 

 

   ⅱ）グルホシネート及び代謝物B 

     試料から水又はメタノール・水（9:1）混液で抽出し、SAXカラム又はグラファイ

トカーボンカラムを用いて精製した後、LC-MS/MSで定量する。 

     なお、代謝物Bの分析値は、換算係数1.191を用いてグルホシネート濃度に換算し

た値として示した。 

 

     定量限界：グルホシネート  0.009 mg/kg 

          代謝物B   0.006 mg/kg（グルホシネート換算濃度） 

 

   ⅲ）グルホシネートP（代謝物Zを含む。）及び代謝物B 

     試料から水、飽和酢酸鉛溶液を加えて水で抽出する。強塩基性陰イオン交換樹脂



 

カラムでグルホシネートPと代謝物Bに分画した後、酢酸及びオルト酢酸トリメチル

を加えて加熱し、誘導体化する。シリカゲルカラム、NH2・シリカゲル連結カラム又

はグラファイトカーボンカラム及びシリカゲルカラムを用いて精製した後、GC-

FPD(P)で定量する。 

     または、試料から水で抽出し、強塩基性陰イオン交換樹脂カラム、C18カラム、SAX

カラム、SCXカラム及びSAXカラム、スルホン酸塩修飾ジビニルベンゼン-N-ビニル

ピロリドン共重合体カラム又はジルコニアコート化シリカゲルカラムを用いて精

製した後、酢酸及びオルト酢酸トリメチルを加えて加熱し、誘導体化する。NH2・シ

リカゲル連結カラム、PSA・シリカゲル連結カラム、シリカゲルカラム又はPSAカラ

ム及びシリカゲルカラムを用いて精製した後、GC-FPD(P)又はLC-MS/MSで定量する。 

     または試料から水で抽出し、アセトン又はメタノールを加えてタンパク質を除去

する。SAXカラムで精製した後、酢酸及びオルト酢酸トリメチルを加えて加熱し、

誘導体化する。SCXカラム及びシリカゲルカラムを用いて精製した後、GC-FPD(P)で

定量する。 

     あるいは、試料から水又は1.3%トリクロロ酢酸溶液及びクロロホルムで抽出し、

水層をSAXカラム又はSCXカラムを用いて精製した後、酢酸及びオルト酢酸トリメチ

ルを加えて加熱し、誘導体化する。PSA・シリカゲル連結カラム又はPSA・SCX連結

カラムを用いて精製した後、GC-FPD(P)で定量する。 

     なお、代謝物Bの分析値は、換算係数1.191を用いてグルホシネート濃度に換算し

た値として示した。 

 

     定量限界：グルホシネートP（代謝物Zを含む。） 0.005～0.02 mg/kg 

          代謝物B     0.006～0.024 mg/kg 

（グルホシネート換算濃度） 

 

【海外】 

  ① 分析対象物質 

   ・グルホシネート 

   ・代謝物B 

   ・代謝物Z 

 

② 分析法の概要 

ⅰ）グルホシネート、代謝物Z及び代謝物B 

試料から水・イソプロパノール（4：1）混液で抽出し、遠心分離により残渣を除

去し、SAXカラムで精製し、LC-MS/MSで定量する。 

または、試料から水で抽出し遠心分離により残渣を除去した上澄液に4.5 

mmol/Lとなるよう水酸化ナトリウム溶液を加え、水・メタノール（9:1）混液で希

釈し、SAXカラムを用いて精製し、LC-MS/MSで定量する。 



 

なお、代謝物B及び代謝物Zの分析値は、それぞれ換算係数1.191及び0.812を用い

てグルホシネート濃度に換算した値として示した。 

 

     定量限界：グルホシネート  0.009～0.01 mg/kg 

          代謝物B   0.012 mg/kg（グルホシネート換算濃度） 

          代謝物Z   0.008 mg/kg（グルホシネート換算濃度） 

 

（２）作物残留試験結果 

   国内作物残留試験については、小麦、たまねぎ等（グルホシネートアンモニウム塩）、

小麦、大麦等（グルホシネートPナトリウム塩）の試験成績を追加した。試験成績の概

要を別紙2-1及び2-2に示す。 

   海外作物残留試験については、綿実及びホップの試験成績を追加した。試験成績の概

要を別紙2-3に示す。 

 

５．畜産物における推定残留濃度 

  本剤については、飼料として給与した作物を通じ家畜の筋肉等への移行が想定されるこ

とから、飼料中の残留農薬濃度及び動物飼養試験の結果を用い、以下のとおり畜産物中の

推定残留濃度を算出した。 

 

（１）分析の概要 

  ① 分析対象物質 

   ・グルホシネート（代謝物Zを含む。）注） 

   ・代謝物B 

 
    注）代謝物Zが残留する場合にグルホシネートとして測定される。 
 
  ② 分析法の概要 

ⅰ）グルホシネート（代謝物Zを含む。）及び代謝物B 

試料から水又は透析膜を用いて水で抽出する。陰イオン交換樹脂カラムを用い

て精製、またはアセトン若しくはエタノールを加えて沈殿処理する。酢酸及びオ

ルト酢酸トリメチルにより誘導体化し、シリカゲルカラムを用いて精製した後、

GC-FPD(P)で定量する。 

なお、代謝物Bの分析値は、換算係数1.191を用いてグルホシネート濃度に換算

した値として示した。 

 

    定量限界：グルホシネート（代謝物Zを含む。） 0.02～0.10 mg/kg 

         代謝物B    0.02～0.10 mg/kg 

（グルホシネート換算濃度） 



 

 

（２）家畜残留試験（動物飼養試験） 

  ① 乳牛を用いた残留試験 

    乳牛（ホルスタイン種、3～5.3歳齢、体重472～723 kg（平均体重約600 kg）、3又

は4頭/群（3.9 ppm投与群のみ3頭/群））に対して、グルホシネートアンモニウム塩及

び代謝物Bを、それぞれ3.0及び1.0、9.0及び3.0並びに30.0及び10.0 ppm（それぞれ

グルホシネートとして3.9、11.8及び39.3 ppm相当）含む飼料を28日間にわたり摂食

させ、筋肉、脂肪、肝臓及び腎臓に含まれるグルホシネート（代謝物Zを含む。）及

び代謝物Bの濃度をGC-FPD(P)で測定した。乳については、投与開始日から1、2、3、

4、5、6、9、13、16、20、23及び27日後に1日2回採取した乳に含まれるグルホシネー

ト（代謝物Zを含む。）及び代謝物Bの濃度をGC-FPD(P)で測定した。結果は表1を参照。 

 

表1. 乳牛の試料中の残留濃度（mg/kg） 

 3.9 ppm投与群  11.8 ppm投与群注1）  39.3 ppm投与群注1） 

筋肉 

グルホシネート* 
<0.05（最大） 

<0.05（平均） 

<0.05（最大） 

<0.05（平均） 

<0.05（最大） 

<0.05（平均） 

代謝物B 
<0.05（最大） 

<0.05（平均） 

<0.05（最大） 

<0.05（平均） 

<0.05（最大） 

<0.05（平均） 

合計 
<0.10（最大） 

<0.10（平均） 

<0.10（最大） 

<0.10（平均） 

<0.10（最大） 

<0.10（平均） 

脂肪 

グルホシネート* 
 0.06（最大） 

 0.05（平均） 

<0.05（最大） 

<0.05（平均） 

<0.05（最大） 

<0.05（平均） 

代謝物B 
<0.05（最大） 

<0.05（平均） 

 0.08（最大） 

 0.06（平均） 

 0.16（最大） 

 0.09（平均） 

合計 
 0.11（最大） 

 0.10（平均） 

 0.13（最大） 

 0.11（平均） 

 0.21（最大） 

 0.14（平均） 

肝臓 

グルホシネート* 
 0.13（最大） 

 0.11（平均） 

<0.10（最大） 

<0.10（平均） 

<0.10（最大） 

<0.10（平均） 

代謝物B 
 1.50（最大） 

 1.14（平均） 

 4.20（最大） 

 4.00（平均） 

10.70（最大） 

 8.93（平均） 

合計 
 1.63（最大） 

 1.25（平均） 

 4.30（最大） 

 4.10（平均） 

10.80（最大） 

 9.03（平均） 

腎臓 

グルホシネート* 
<0.10（最大） 

<0.10（平均） 

<0.10（最大） 

<0.10（平均） 

 0.13（最大） 

 0.11（平均） 

代謝物B 
 0.41（最大） 

 0.38（平均） 

 2.00（最大） 

 1.42（平均） 

 7.40（最大） 

 5.33（平均） 

合計 
 0.51（最大） 

 0.48（平均） 

 2.10（最大） 

 1.52（平均） 

 7.53（最大） 

 5.44（平均） 

 
  



 

表1. 乳牛の試料中の残留濃度（mg/kg）（つづき） 

 3.9 ppm投与群  11.8 ppm投与群注1）  39.3 ppm投与群注1） 

  乳注2） 

グルホシネート* <0.02（平均） <0.02（平均）注3） <0.02（平均）注4） 

代謝物B <0.02（平均） <0.02（平均） <0.02（平均）注4） 

合計 <0.04（平均） <0.04（平均） <0.04（平均） 

  定量限界：筋肉及び脂肪0.05 mg/kg、肝臓及び腎臓0.10 mg/kg、乳0.02 mg/kg 

  * 代謝物Zを含む。 

  注1）11.8及び39.3 ppm投与群の試料について、筋肉、脂肪、肝臓及び腎臓は3頭から採取し、乳は4

頭から採取した。 

  注2）投与期間中に採取した乳中の濃度を1頭ずつ算出し、その平均値を求めた。 

  注3）投与開始1日後の1頭のみ定量された（0.03 mg/kg）。 

  注4）投与開始9日後の1頭のみ定量された（0.02 mg/kg）。 

 

    上記の結果に関連して、JMPRは、肉牛及び乳牛の最大飼料由来負荷注1）をそれぞれ

4.7及び4.4 ppm、平均的飼料由来負荷 

注
 

2）をそれぞれ2.4及び2.3 ppmと評価してい

る。 

       また、米国では、肉牛及び乳牛の最大理論的飼料由来負荷注3）をそれぞれ15.38及

び15.22 ppm、More Balanced Diets注4)をそれぞれ1.32及び2.53 ppmと評価してい

る。 

    なお、国内における飼料作物への使用を仮定し、最大飼料由来負荷を算出したと

ころ、肉牛において0.75 ppm、乳牛において0.57 ppmと推定された。また、平均的

飼料由来負荷は、肉牛において0.71 ppm、乳牛において0.49 ppmと推定された。 

 

    注1）最大飼料由来負荷（Maximum dietary burden）：飼料の原料に農薬が最大まで残留してい
ると仮定した場合に、飼料の摂取によって畜産動物が暴露されうる最大濃度。飼料中濃度
として表示される。 

    注2）平均的飼料由来負荷（Mean dietary burden）：飼料の原料に農薬が平均的に残留してい
ると仮定した場合に（作物残留試験から得られた残留濃度の中央値を試算に用いる）、飼料
の摂取によって畜産動物が暴露されうる平均濃度。飼料中濃度として表示される。 

    注3）最大理論的飼料由来負荷（Maximum theoretical dietary burden）：飼料の原料に農薬が
残留基準まで残留していると仮定した場合に、飼料の摂取によって畜産動物が暴露されう
る最大濃度。飼料中濃度として表示される。 

注4）More Balanced Diets：Guidance Document on Residues in Livestock, 04-SEP-2013 
(OECD ENV/JM/MONO(2013)に基づくDietary Burden Calculator PMRA v.2.8で算出される飼
料由来負荷 

 

  ② 産卵鶏を用いた残留試験 

    産卵鶏（Shaver Starcross種、約33週齢、平均体重約1.7 kg、15羽/群）に対して、

グルホシネートアンモニウム塩及び代謝物Bを、それぞれ3.5及び1.0、10.5及び3.0並

びに35.0及び10.0 ppm（それぞれグルホシネートとして4.4、13.2及び43.9 ppm相当）

含む飼料を28日間にわたり摂食させ、筋肉、脂肪、肝臓及び腎臓に含まれるグルホシ

ネート（代謝物Zを含む。）及び代謝物Bの濃度をGC-FPD(P)で測定した。卵について

は、毎日採取して、グルホシネート（代謝物Zを含む。）及び代謝物Bの濃度をGC-FPD(P)

で測定した。結果は表2を参照。 



 

表2. 産卵鶏の試料中の残留濃度（mg/kg）注） 

 4.4 ppm投与群 13.2 ppm投与群 43.9 ppm投与群 

筋肉 

グルホシネート* <0.05（平均） <0.05（平均） <0.05（平均） 

代謝物B <0.05（平均） <0.05（平均） <0.05（平均） 

合計 <0.10（平均） <0.10（平均） <0.10（平均） 

脂肪 

グルホシネート* <0.05（平均） <0.05（平均） <0.05（平均） 

代謝物B <0.05（平均） <0.05（平均） <0.05（平均） 

合計 <0.10（平均） <0.10（平均） <0.10（平均） 

肝臓 

グルホシネート* <0.10（平均） <0.10（平均） <0.10（平均） 

代謝物B <0.10（平均） <0.10（平均） <0.10（平均） 

合計 <0.20（平均） <0.20（平均） <0.20（平均） 

腎臓 

グルホシネート* <0.05（平均）  0.07（平均）  0.23（平均） 

代謝物B  0.69（平均）  2.00（平均）  7.80（平均） 

合計  0.74（平均）  2.07（平均）  8.03（平均） 

卵 

グルホシネート* <0.05（平均） <0.05（平均）  0.06（平均） 

代謝物B <0.05（平均） <0.05（平均） <0.05（平均） 

合計 <0.10（平均） <0.10（平均）  0.11（平均） 

  定量限界：筋肉、脂肪、腎臓及び卵0.05 mg/kg、肝臓0.10 mg/kg 

  * 代謝物Zを含む。 

  注）筋肉、脂肪、肝臓及び腎臓については10羽から、卵については15羽から試料を採取し、それぞれ

投与群ごとに混合して分析試料とした。 

 

    上記の結果に関連して、JMPRは、肉用鶏及び産卵鶏の最大飼料由来負荷をいずれも

1.4 ppm、平均的飼料由来負荷をそれぞれ1.2及び0.9 ppmと評価している。JMPRは、

飼料作物を通じて家きんに残留する可能性はないと評価している。また、米国では、

家きんの最大理論的飼料由来負荷を3.33 ppm、More Balanced Dietsを0.08 ppmと評

価している。 

    なお、国内における飼料作物への使用を仮定し、最大飼料由来負荷及び平均的飼料

由来負荷を算出したところ、肉用鶏において0.25 ppm、産卵鶏において0.33 ppmと推

定された。 

 

（３）推定残留濃度 

   牛及び鶏について、飼料由来負荷及び家畜残留試験結果から、畜産物中の推定残留濃

度を算出した。推定残留濃度はグルホシネート（代謝物Zを含む。）及び代謝物Bをグル

ホシネートに換算した濃度の合計濃度で示した。結果は表3-1及び3-2を参照。 

  



 

表3-1. 畜産物中の推定残留濃度：牛注）（mg/kg） 

 筋肉 脂肪 肝臓 腎臓 乳 

牛 
<0.10 

（<0.065） 

0.14 

（0.067） 

5.15 

（0.81） 

2.81 

（0.31） 

<0.04 

（<0.026） 

上段：最大残留濃度   下段括弧内：平均的な残留濃度 
注）：最大残留濃度及び平均的な残留濃度は、米国の最大理論的飼料由来負荷及びMore Balanced 

Dietsを用いて算出した。 
 

表3-2. 畜産物中の推定残留濃度：鶏注）（mg/kg） 

 筋肉 脂肪 肝臓 腎臓 卵 

鶏 
<0.076 

（<0.027） 

<0.076 

（<0.027） 

<0.15 

（<0.055） 

0.56 

 （0.20） 

<0.076 

（<0.020） 

上段：最大残留濃度   下段括弧内：平均的な残留濃度 
注）：最大残留濃度及び平均的な残留濃度は、米国の最大理論的飼料由来負荷及びJMPRの平均的飼

料由来負荷を用いて算出した。 

 

６．許容一日摂取量（ADI）及び急性参照用量（ARfD）の評価 

  食品安全基本法（平成15年法律第48号）第24条第1項第1号の規定に基づき、食品安全委

員会あて意見を求めたグルホシネートに係る食品健康影響評価において、以下のとおり評

価されている。 

 

（１）ADI 

  ① グルホシネート 

 ADI：0.019 mg/kg体重/日（グルホシネートアンモニウム塩として） 

 （ADI設定根拠資料）慢性毒性/発がん性併合試験 

 （動物種） ラット 

 （期間）   2年6か月間 

 （投与方法）混餌 

（無毒性量）1.9 mg/kg体重/日 

（安全係数）100 

 

なお、食品安全委員会は、発がん性は認められなかったと評価している。 

 

  ② グルホシネートP 

 ADI：0.0091 mg/kg体重/日（グルホシネートPとして） 

 （ADI設定根拠資料）繁殖試験 

 （動物種） ラット 

 （期間）   2世代 

 （投与方法）混餌 

 （無毒性量）0.91 mg/kg体重/日 



 

 （安全係数）100  

 

（２）ARfD 

  ① グルホシネート 

 ARfD：0.05 mg/kg体重（グルホシネートアンモニウム塩として） 

 （ARfD設定根拠資料）発生毒性試験 

 （動物種） ウサギ 

 （期間）  妊娠6～28日 

 （投与方法）強制経口 

 （無毒性量）5 mg/kg体重/日 

 （安全係数）100 

 

  ② グルホシネートP 
 ARfD：0.01 mg/kg体重（グルホシネートPとして） 

 （ARfD設定根拠資料）発生毒性試験 

 （動物種） ウサギ 

 （期間）  妊娠6～27日 

 （投与方法）強制経口 

  （無毒性量）1 mg/kg体重/日 

  （安全係数）100 

 

（３）ADI及びARfDの設定 

   食品安全委員会は、グルホシネート及びグルホシネートPについて総合評価を行い、

S体を選択的に含有し、毒性も強く現れるグルホシネートPに基づく評価を適用するのが

適当であると判断し、グルホシネートPで設定したADI及びARfDをグルホシネートのADI

として0.0091 mg/kg体重/日、ARfDとして0.01 mg/kg体重と設定した。 

 

７．諸外国における状況 

  JMPRにおける毒性評価が行われ、2012年にADI及びARfDが設定されている。国際基準は

大豆、いちご等に設定されている。 

  米国、カナダ、EU、豪州及びニュージーランドについて調査した結果、米国においてて

んさい、綿実等に、カナダにおいて小麦、りんご等に、EUにおいてばれいしょ、キウィー

等に、豪州においてかんきつ類、なたね等に基準値が設定されている。 

 

８．残留規制 

（１）残留の規制対象 

   グルホシネート（代謝物Zを含む。）及び代謝物Bとする。 

 

   植物代謝試験及び作物残留試験の結果から、農産物における主要な残留物は、グルホ



 

シネート、代謝物B及び代謝物Z（主に遺伝子組換え作物）、畜産物における主要な残留

物は、グルホシネート及び代謝物Bであるものの、代謝物Zを含む遺伝子組換え作物の飼

料が給餌されることも想定されること、基準値設定となる多くの試験成績でグルホシネ

ートと代謝物Zが区別して測定されていないことから、農産物及び畜産物における残留

の規制対象をグルホシネート（代謝物Zを含む。）及び代謝物Bとする。 

   なお、JMPRの評価では、グルホシネート、代謝物B及び代謝物Zを残留の規制対象とし

ている。 

 

（２）基準値案 

   別紙3のとおりである。 

 

９．暴露評価 

（１）暴露評価対象  

   グルホシネート（代謝物Zを含む。）及び代謝物Bとする。 

 

植物代謝試験において代謝物B及び代謝物Zが、家畜代謝試験において代謝物Bが可食

部で10%TRR 以上認められており、植物代謝試験及び家畜代謝試験、作物残留試験及び家

畜残留試験の結果から、農産物における主要な残留物は、グルホシネート、代謝物B及び

代謝物Z（主に遺伝子組換え作物）、畜産物における主要な残留物は、グルホシネート及

び代謝物Bであるものの、代謝物Zを含む遺伝子組換え作物の飼料が給餌されることも想

定されること、基準値設定となる多くの試験成績でグルホシネートと代謝物Zが区別し

て測定されていないことから、農産物及び畜産物における暴露評価対象をグルホシネー

ト（代謝物Zを含む。）及び代謝物Bとする。 

なお、JMPRの評価では、グルホシネート、代謝物B及び代謝物Zを暴露評価対象として

いる。 

 

   なお、食品安全委員会は、食品健康影響評価において、農産物及び畜産物中の暴露評

価対象物質をグルホシネート並びに代謝物B及び代謝物Zとしている。 

 

（２）暴露評価結果 

  ① 長期暴露評価 

    1日当たり摂取する農薬の量のADIに対する比は、以下のとおりである。詳細な暴露

評価は別紙4参照。 

  



 

            EDI／ADI(%)注） 

国民全体（1歳以上） 13.7 

幼小児（1～6歳） 33.5 

妊婦 13.5 

高齢者（65歳以上）   14.0 

注）各食品の平均摂取量は、平成17～19年度の食品摂取頻度・摂取量調査の特別集計業

務報告書による。 

EDI試算法：作物残留試験成績の中央値（STMR）等×各食品の平均摂取量 

 

  ② 短期（1日経口）暴露評価 

    各食品の短期推定摂取量（ESTI）を算出したところ、国民全体（1歳以上）及び幼

小児（1～6歳）のそれぞれにおける摂取量は急性参照用量（ARfD）を超えていない注）。

詳細な暴露評価は別紙5-1及び5-2参照。 

 

    注）基準値案、作物残留試験における最高残留濃度（HR）又は中央値（STMR）を用い、平成17

～19年度の食品摂取頻度・摂取量調査及び平成22年度の厚生労働科学研究の結果に基づき

ESTIを算出した。 
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作物名 剤型 使用方法 使用量 使用時期 適用場所 散布液量 使用回数
グルホシネートを含
む農薬の総使用回数

水田作物 18.5% SL 雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a 耕起15日前まで(雑草生育期) － 100～150 L/10 a 1回 1回

雑草茎葉散布 500～1000 mL/10 a 収穫7日前まで(雑草生育期) 水田畦畔

通常散布100～150
L/10 a

少量散布30～40
L/10 a

3回以内

雑草茎葉散布 500～1000 mL/10 a 収穫7日前まで(雑草生育期:草丈30 cm以下) 水田畦畔 100～150 L/10 a 2回以内

雑草茎葉散布 500～1000 mL/10 a 収穫7日前まで(雑草生育期) － 100～150 L/10 a 2回以内 2回以内

水田作物
(水田刈跡)

18.5% SL 雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a 雑草生育期 水田刈跡 100～150 L/10 a 1回 1回

雑草茎葉散布 500～1000 mL/10 a 雑草生育期 休耕田 100～150 L/10 a 3回以内

雑草茎葉散布 500～1000 mL/10 a 雑草生育期(草丈50 cm以下) 休耕田 100～150 L/10 a 3回以内

雑草茎葉散布 300～750 mL/10 a 耕起前・は種前(雑草生育期) － 100～150 L/10 a 1回

雑草茎葉散布 300～750 mL/10 a は種前(雑草生育期) － 100～150 L/10 a 1回

雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a は種後出芽前(雑草生育期) － 100～150 L/10 a 1回

雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a 収穫7日前まで(雑草生育期)
圃場の周縁

部
100～150 L/10 a 3回以内

雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a 耕起前・は種前・は種後出芽前(雑草生育期) － 100～150 L/10 a 1回

雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a は種前(雑草生育期) － 100～150 L/10 a 1回

雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a は種後出芽前(雑草生育期) － 100～150 L/10 a 1回

雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a 収穫7日前まで(雑草生育期)
圃場の周縁

部
100～150 L/10 a 3回以内

とうもろこし 18.5% SL 雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a
収穫7日前まで(雑草生育期:は種前又は畦間

処理)
－ 100～150 L/10 a 3回以内 3回以内

雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a 耕起前・は種前・は種後出芽前(雑草生育期) － 100～150 L/10 a 3回以内

雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a は種前(雑草生育期) － 100～150 L/10 a 3回以内

雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a は種後出芽前(雑草生育期) － 100～150 L/10 a 3回以内

雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a 収穫前日まで(雑草生育期)
圃場の周縁

部
100～150 L/10 a 3回以内

雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a
耕起前・は種前・は種後出芽前・定植5日前

まで(雑草生育期)
－ 100～150 L/10 a 3回以内

雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a は種前(雑草生育期) － 100～150 L/10 a 3回以内

雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a は種後出芽前(雑草生育期) － 100～150 L/10 a 3回以内

雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a 定植5日前まで(雑草生育期) － 100～150 L/10 a 3回以内

雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a 収穫28日前まで(畦間処理:雑草生育期) － 100～150 L/10 a 3回以内

雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a
収穫28日前まで(株間処理:本葉5葉期以降雑

草生育期)
－ 100～150 L/10 a 3回以内

雑草茎葉散布 100 mL/㎡ は種前(雑草生育期) － － 3回以内

雑草茎葉散布 100 mL/㎡ は種後出芽前(雑草生育期) － － 3回以内

雑草茎葉散布 100 mL/㎡ 定植5日前まで(雑草生育期) － － 3回以内

雑草茎葉散布 100 mL/㎡ 収穫28日前まで(畦間処理:雑草生育期) － － 3回以内

雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a
耕起前・は種前・定植5日前まで(雑草生育

期)
－ 100～150 L/10 a 3回以内

雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a は種前(雑草生育期) － 100～150 L/10 a 3回以内

雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a 定植5日前まで(雑草生育期) － 100～150 L/10 a 3回以内

雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a 収穫28日前まで(畦間処理:雑草生育期) － 100～150 L/10 a 3回以内

雑草茎葉散布 100 mL/㎡ は種前(雑草生育期) － － 3回以内

雑草茎葉散布 100 mL/㎡ 定植5日前まで(雑草生育期) － － 3回以内

雑草茎葉散布 100 mL/㎡ 収穫28日前まで(畦間処理:雑草生育期) － － 3回以内

雑草茎葉散布 100～200 mL/10 a 雑草生育期耕起前・植付前・植付後萌芽直前 － 100～150 L/10 a 1回

雑草茎葉散布 100～200 mL/10 a 雑草生育期植付前又は植付後萌芽直前 － 100～150 L/10 a 1回

雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a 収穫21日前まで(畦間処理:雑草生育期) － 100～150 L/10 a 2回以内

0.10% AL 雑草茎葉散布 100 mL/㎡ 収穫21日前まで(畦間処理:雑草生育期) － － 2回以内
3回以内(萌芽前は1
回以内、萌芽後は2

回以内)

ばれいしょ

18.5% SL

そば 18.5% SL 3回以内

0.10% AL

だいず

18.5% SL

0.10% AL

大麦 18.5% SL
4回以内(は種後は3

回以内)

豆類(種実、ただ
し、だいずを除く)

18.5% SL

小麦 18.5% SL
4回以内(は種後は3

回以内)

グルホシネートアンモニウム塩の適用の範囲及び使用方法（国内）
2025年9月18日時点版

水田作物
(水田畦畔)

18.5% SL
3回以内

水田作物、畑作物
(休耕田)

18.5% SL 3回以内

3回以内(萌芽前は1
回以内、萌芽後は2

回以内)

3回以内

3回以内

3回以内

3回以内
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作物名 剤型 使用方法 使用量 使用時期 適用場所 散布液量 使用回数
グルホシネートを含
む農薬の総使用回数

グルホシネートアンモニウム塩の適用の範囲及び使用方法（国内）
2025年9月18日時点版

雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a
収穫30日前まで(雑草生育期耕起前・植付前

又は畦間処理)
－ 100～150 L/10 a 3回以内

雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a
収穫30日前まで(雑草生育期植付前又は畦間

処理)
－ 100～150 L/10 a 3回以内

0.10% AL 雑草茎葉散布 100 mL/㎡
収穫30日前まで(雑草生育期植付前又は畦間

処理)
－ － 3回以内 3回以内

雑草茎葉散布 200～500 mL/10 a
収穫14日前まで(雑草生育期耕起前・挿苗前

又は畦間処理)
－ 100～150 L/10 a 2回以内

雑草茎葉散布 200～500 mL/10 a
収穫14日前まで(雑草生育期挿苗前又は畦間

処理)
－ 100～150 L/10 a 2回以内

0.10% AL 雑草茎葉散布 100 mL/㎡
収穫14日前まで(雑草生育期挿苗前又は畦間

処理)
－ － 2回以内 2回以内

雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a
収穫30日前まで(雑草生育期耕起前・植付前

又は畦間処理)
－ 100～150 L/10 a 3回以内

雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a
収穫30日前まで(雑草生育期植付前又は畦間

処理)
－ 100～150 L/10 a 3回以内

0.10% AL 雑草茎葉散布 100 mL/㎡
収穫30日前まで(雑草生育期植付前又は畦間

処理)
－ － 3回以内 3回以内

雑草茎葉散布 200～300 mL/10 a 雑草生育期耕起前・植付前・植付後萌芽前 － 100～150 L/10 a 3回以内

雑草茎葉散布 200～300 mL/10 a 雑草生育期植付前又は植付後萌芽前 － 100～150 L/10 a 3回以内

雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a 収穫30日前まで(雑草生育期畦間処理) － 100～150 L/10 a 3回以内

0.10% AL 雑草茎葉散布 100 mL/㎡ 収穫30日前まで(雑草生育期畦間処理) － － 3回以内 3回以内

雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a 植付前(雑草生育期) － 100～150 L/10 a 1回

雑草茎葉散布 500～2000 mL/10 a 植付前(雑草生育期) － 100～150 L/10 a 1回

雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a 収穫14日前まで(雑草生育期:畦間処理) － 100～150 L/10 a 3回以内

雑草茎葉散布 500～2000 mL/10 a 収穫14日前まで(雑草生育期:畦間処理) － 100～150 L/10 a 3回以内

雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a
収穫45日前まで(雑草生育期耕起前・は種前

又は畦間処理)
－ 100～150 L/10 a 2回以内

雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a
収穫45日前まで(雑草生育期は種前又は畦間

処理)
－ 100～150 L/10 a 2回以内

0.10% AL 雑草茎葉散布 100 mL/㎡
収穫45日前まで(雑草生育期は種前又は畦間

処理)
－ － 2回以内 2回以内

雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a
収穫7日前まで(雑草生育期耕起前・は種前又

は畦間処理)
－ 100～150 L/10 a 2回以内

雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a
収穫7日前まで(雑草生育期は種前又は畦間処

理)
－ 100～150 L/10 a 2回以内

雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a は種前(雑草生育期) － 100～150 L/10 a 2回以内

雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a 定植前(雑草生育期) － 100～150 L/10 a 2回以内

雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a 収穫21日前まで(畦間処理:雑草生育期) － 100～150 L/10 a 2回以内

雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a
収穫21日前まで(雑草生育期耕起前・は種

前・定植前又は畦間処理)
－ 100～150 L/10 a 2回以内

雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a
収穫45日前まで(雑草生育期耕起前・定植前

又は畦間処理)
－ 100～150 L/10 a 2回以内

雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a
収穫45日前まで(雑草生育期定植前又は畦間

処理)
－ 100～150 L/10 a 2回以内

0.10% AL 雑草茎葉散布 100 mL/㎡
収穫45日前まで(雑草生育期定植前又は畦間

処理)
－ － 2回以内 2回以内

雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a
収穫45日前まで(雑草生育期耕起前・定植前

又は畦間処理)
－ 100～150 L/10 a 2回以内

雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a
収穫45日前まで(雑草生育期定植前又は畦間

処理)
－ 100～150 L/10 a 2回以内

0.10% AL 雑草茎葉散布 100 mL/㎡
収穫45日前まで(雑草生育期定植前又は畦間

処理)
－ － 2回以内 2回以内

雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a
収穫前日まで(雑草生育期耕起前・定植前又

は畦間処理)
－ 100～150 L/10 a 2回以内

雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a
収穫前日まで(雑草生育期定植前又は畦間処

理)
－ 100～150 L/10 a 2回以内

0.10% AL 雑草茎葉散布 100 mL/㎡
収穫前日まで(雑草生育期定植前又は畦間処

理)
－ － 2回以内 2回以内

雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a
収穫7日前まで(雑草生育期耕起前・は種前又

は畦間処理)
－ 100～150 L/10 a 2回以内

雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a
収穫7日前まで(雑草生育期は種前又は畦間処

理)
－ 100～150 L/10 a 2回以内

なばな 18.5% SL 雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a
収穫21日前まで(雑草生育期は種前又は畦間

処理)
－ 100～150 L/10 a 2回以内 2回以内

なばな類 18.5% SL 雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a
収穫21日前まで(雑草生育期耕起前・は種

前・定植前又は畦間処理)
－ 100～150 L/10 a 2回以内 2回以内

雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a
収穫前日まで(雑草生育期耕起前・は種前又

は畦間処理)
－ 100～150 L/10 a 2回以内

雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a
収穫前日まで(雑草生育期は種前又は畦間処

理)
－ 100～150 L/10 a 2回以内

0.10% AL 雑草茎葉散布 100 mL/㎡
収穫前日まで(雑草生育期は種前又は畦間処

理)
－ － 2回以内 2回以内

ごぼう
18.5% SL

こんにゃく
18.5% SL

さとうきび 18.5% SL
4回以内(植付後は3

回以内)

キャベツ
18.5% SL

ブロッコリー
18.5% SL

かぶ 18.5% SL 2回以内

はくさい
18.5% SL 2回以内

2回以内

2回以内

かんしょ
18.5% SL

やまのいも
18.5% SL

さといも
18.5% SL

だいこん
18.5% SL

はつかだいこん 18.5% SL

たかな 18.5% SL

2回以内

3回以内

2回以内

2回以内

3回以内

3回以内

2回以内

2回以内
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作物名 剤型 使用方法 使用量 使用時期 適用場所 散布液量 使用回数
グルホシネートを含
む農薬の総使用回数

グルホシネートアンモニウム塩の適用の範囲及び使用方法（国内）
2025年9月18日時点版

雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a
収穫30日前まで(雑草生育期耕起前・定植前

又は畦間処理)
－ 100～150 L/10 a 2回以内

雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a
収穫30日前まで(雑草生育期定植前又は畦間

処理)
－ 100～150 L/10 a 2回以内

0.10% AL 雑草茎葉散布 100 mL/㎡
収穫30日前まで(雑草生育期定植前又は畦間

処理)
－ － 2回以内 2回以内

雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a
収穫30日前まで(雑草生育期耕起前・定植前

又は畦間処理)
－ 100～150 L/10 a 2回以内

雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a
収穫30日前まで(雑草生育期定植前又は畦間

処理)
－ 100～150 L/10 a 2回以内

0.10% AL 雑草茎葉散布 100 mL/㎡
収穫30日前まで(雑草生育期定植前又は畦間

処理)
－ － 2回以内 2回以内

雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a
収穫120日前まで(雑草生育期耕起前・定植前

又は畦間処理)
－ 100～150 L/10 a 2回以内

雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a
収穫120日前まで(雑草生育期定植前又は畦間

処理)
－ 100～150 L/10 a 2回以内

雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a
収穫75日前まで(雑草生育期耕起前・定植前

又は畦間処理)
－ 100～150 L/10 a 2回以内

雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a
収穫75日前まで(雑草生育期定植前又は畦間

処理)
－ 100～150 L/10 a 2回以内

雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a
収穫30日前まで(雑草生育期耕起前・は種前

又は畦間処理)
－ 100～150 L/10 a 3回以内

雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a
収穫30日前まで(雑草生育期は種前又は畦間

処理)
－ 100～150 L/10 a 3回以内

雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a は種前(雑草生育期) － 100～150 L/10 a 2回以内

雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a 定植前(雑草生育期) － 100～150 L/10 a 2回以内

雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a 収穫14日前まで(畦間処理:雑草生育期) － 100～150 L/10 a 2回以内

雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a
収穫14日前まで(雑草生育期耕起前・は種

前・定植前又は畦間処理)
－ 100～150 L/10 a 2回以内

雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a
収穫前日まで(雑草生育期耕起前・定植前又

は畦間処理)
－ 100～150 L/10 a 2回以内

雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a
収穫前日まで(雑草生育期定植前又は畦間処

理)
－ 100～150 L/10 a 2回以内

0.10% AL 雑草茎葉散布 100 mL/㎡
収穫前日まで(雑草生育期定植前又は畦間処

理)
－ － 2回以内 2回以内

雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a
収穫前日まで(雑草生育期耕起前・定植前又

は畦間処理)
－ 100～150 L/10 a 2回以内

雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a
収穫前日まで(雑草生育期定植前又は畦間処

理)
－ 100～150 L/10 a 2回以内

0.10% AL 雑草茎葉散布 100 mL/㎡
収穫前日まで(雑草生育期定植前又は畦間処

理)
－ － 2回以内 2回以内

雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a
収穫前日まで(雑草生育期耕起前・植付前又

は畦間処理)
－ 100～150 L/10 a 2回以内

雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a
収穫前日まで(雑草生育期植付前又は畦間処

理)
－ 100～150 L/10 a 2回以内

雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a は種前(雑草生育期) － 100～150 L/10 a 3回以内

雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a 定植前(雑草生育期) － 100～150 L/10 a 3回以内

雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a 収穫前日まで(畦間処理:雑草生育期) － 100～150 L/10 a 3回以内

雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a
収穫前日まで(雑草生育期耕起前・は種前・

定植前又は畦間処理)
－ 100～150 L/10 a 3回以内

雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a
収穫前日まで(雑草生育期萌芽前又は畦間処

理)
－ 100～150 L/10 a 2回以内

雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a 収穫打切り後(雑草生育期) － 100～150 L/10 a 2回以内

0.10% AL 雑草茎葉散布 100 mL/㎡
収穫前日まで(雑草生育期萌芽前又は畦間処

理)
－ － 2回以内 2回以内

鱗茎類
（にらを除く）

18.5% SL 雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a
収穫前日まで(雑草生育期:は種・定植前又は

畦間処理)
－ 100～150 L/10 a 2回以内 2回以内

ぎぼうし 18.5% SL 雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a
収穫60日前まで(雑草生育期:耕起前・は種前

又は畦間処理)
－ 100～150 L/10 a 3回以内 3回以内

雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a
収穫前日まで(雑草生育期耕起前・は種前又

は畦間処理)
－ 100～150 L/10 a 3回以内

雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a
収穫前日まで(雑草生育期は種前又は畦間処

理)
－ 100～150 L/10 a 3回以内

0.10% AL 雑草茎葉散布 100 mL/㎡
収穫前日まで(雑草生育期は種前又は畦間処

理)
－ － 3回以内 3回以内

雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a
収穫3日前まで(雑草生育期耕起前・定植前又

は畦間処理)
－ 100～150 L/10 a 2回以内

雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a
収穫3日前まで(雑草生育期定植前又は畦間処

理)
－ 100～150 L/10 a 2回以内

セルリー 18.5% SL 雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a
収穫7日前まで(雑草生育期定植前又は畦間処

理)
－ 100～150 L/10 a 3回以内 3回以内

みつば 18.5% SL 雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a
収穫7日前まで(雑草生育期は種前又は畦間処

理)
－ 100～150 L/10 a 3回以内 3回以内

せり科葉菜類
(パセリを除く)

18.5% SL 雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a
収穫7日前まで(雑草生育期:定植前又は畦間

処理)
－ 100～150 L/10 a 3回以内 3回以内

とうき(葉) 18.5% SL 雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a
収穫7日前まで(雑草生育期定植前又は畦間処

理)
－ 100～150 L/10 a 3回以内 3回以内

にら 18.5% SL 3回以内

たまねぎ
18.5% SL

ねぎ
18.5% SL

パセリ 18.5% SL 2回以内

2回以内

2回以内

アスパラガス
18.5% SL

にんじん
18.5% SL 3回以内

もりあざみ 18.5% SL 3回以内

食用ぎく 18.5% SL 2回以内

ふき 18.5% SL 2回以内

ふき(ふきのとう) 18.5% SL 2回以内

2回以内
レタス

18.5% SL

非結球レタス
18.5% SL

にんにく 18.5% SL

2回以内

2回以内

2回以内
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雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a
収穫前日まで(雑草生育期耕起前・定植前又

は畦間処理)
－ 100～150 L/10 a 3回以内

雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a
収穫前日まで(雑草生育期定植前又は畦間処

理)
－ 100～150 L/10 a 3回以内

0.10% AL 雑草茎葉散布 100 mL/㎡
収穫前日まで(雑草生育期定植前又は畦間処

理)
－ － 3回以内 3回以内

雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a
収穫前日まで(雑草生育期耕起前・定植前又

は畦間処理)
－ 100～150 L/10 a 3回以内

雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a
収穫前日まで(雑草生育期定植前又は畦間処

理)
－ 100～150 L/10 a 3回以内

0.10% AL 雑草茎葉散布 100 mL/㎡
収穫前日まで(雑草生育期定植前又は畦間処

理)
－ － 3回以内 3回以内

雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a
収穫前日まで(雑草生育期耕起前・定植前又

は畦間処理)
－ 100～150 L/10 a 3回以内

雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a
収穫前日まで(雑草生育期定植前又は畦間処

理)
－ 100～150 L/10 a 3回以内

0.10% AL 雑草茎葉散布 100 mL/㎡
収穫前日まで(雑草生育期定植前又は畦間処

理)
－ － 3回以内 3回以内

雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a
収穫前日まで(雑草生育期耕起前・定植前又

は畦間処理)
－ 100～150 L/10 a 3回以内

雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a
収穫前日まで(雑草生育期定植前又は畦間処

理)
－ 100～150 L/10 a 3回以内

0.10% AL 雑草茎葉散布 100 mL/㎡
収穫前日まで(雑草生育期定植前又は畦間処

理)
－ － 3回以内 3回以内

雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a
収穫前日まで(雑草生育期耕起前・定植前又

は畦間処理)
－ 100～150 L/10 a 3回以内

雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a
収穫前日まで(雑草生育期定植前又は畦間処

理)
－ 100～150 L/10 a 3回以内

0.10% AL 雑草茎葉散布 100 mL/㎡
収穫前日まで(雑草生育期定植前又は畦間処

理)
－ － 3回以内 3回以内

18.5% SL 雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a
収穫前日まで(雑草生育期定植前又は畦間処

理)
－ 100～150 L/10 a 3回以内 3回以内

0.10% AL 雑草茎葉散布 100 mL/㎡
収穫前日まで(雑草生育期定植前又は畦間処

理)
－ － 3回以内 3回以内

雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a
収穫30日前まで(雑草生育期耕起前・定植前

又は畦間処理)
－ 100～150 L/10 a 2回以内

雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a
収穫30日前まで(雑草生育期定植前又は畦間

処理)
－ 100～150 L/10 a 2回以内

0.10% AL 雑草茎葉散布 100 mL/㎡
収穫30日前まで(雑草生育期定植前又は畦間

処理)
－ － 2回以内 2回以内

18.5% SL 雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a
収穫前日まで(雑草生育期定植前又は畦間処

理)
－ 100～150 L/10 a 2回以内 3回以内

0.10% AL 雑草茎葉散布 100 mL/㎡
収穫前日まで(雑草生育期定植前又は畦間処

理)
－ － 2回以内 3回以内

しろうり 18.5% SL 雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a
収穫21日前まで(雑草生育期定植前又は畦間

処理)
－ 100～150 L/10 a 1回 3回以内

雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a
収穫前日まで(雑草生育期耕起前・定植前又

は畦間処理)
－ 100～150 L/10 a 2回以内

雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a
収穫前日まで(雑草生育期定植前又は畦間処

理)
－ 100～150 L/10 a 2回以内

0.10% AL 雑草茎葉散布 100 mL/㎡
収穫前日まで(雑草生育期定植前又は畦間処

理)
－ － 2回以内 2回以内

雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a
収穫30日前まで(雑草生育期耕起前・定植前

又は畦間処理)
－ 100～150 L/10 a 2回以内

雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a
収穫30日前まで(雑草生育期定植前又は畦間

処理)
－ 100～150 L/10 a 2回以内

0.10% AL 雑草茎葉散布 100 mL/㎡
収穫30日前まで(雑草生育期定植前又は畦間

処理)
－ － 2回以内 2回以内

うり類(未成熟) 18.5% SL 雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a
収穫前日まで(雑草生育期耕起前・は種前・

定植前又は畦間処理)
－ 100～150 L/10 a 3回以内 3回以内

にがうり 18.5% SL 雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a
収穫前日まで(雑草生育期定植前又は畦間処

理)
－ 100～150 L/10 a 2回以内 3回以内

雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a
収穫7日前まで(雑草生育期耕起前・は種前又

は畦間処理)
－ 100～150 L/10 a 2回以内

雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a
収穫7日前まで(雑草生育期は種前又は畦間処

理)
－ 100～150 L/10 a 2回以内

0.10% AL 雑草茎葉散布 100 mL/㎡
収穫7日前まで(雑草生育期は種前又は畦間処

理)
－ － 2回以内 2回以内

雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a 収穫30日前まで(雑草生育期) － 100～150 L/10 a 2回以内

雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a 収穫30日前まで(雑草生育期:草丈30 cm以下) － 100～150 L/10 a 2回以内

0.10% AL 雑草茎葉散布 100 mL/㎡ 収穫30日前まで(雑草生育期:草丈30 cm以下) － － 2回以内 2回以内

雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a
収穫前日まで(雑草生育期耕起前・は種前又

は畦間処理)
－ 100～150 L/10 a 3回以内

雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a
収穫前日まで(雑草生育期は種前又は畦間処

理)
－ 100～150 L/10 a 3回以内

雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a
収穫前日まで(雑草生育期耕起前・植付前又

は畦間処理)
－ 100～150 L/10 a 3回以内

雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a
収穫前日まで(雑草生育期植付前又は畦間処

理)
－ 100～150 L/10 a 3回以内

雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a
収穫14日前まで(雑草生育期耕起前・植付前

又は畦間処理)
－ 100～150 L/10 a 2回以内

雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a
収穫14日前まで(雑草生育期植付前又は畦間

処理)
－ 100～150 L/10 a 2回以内

18.5% SL 2回以内

しょうが 18.5% SL 3回以内

葉しょうが 18.5% SL 2回以内

オクラ 18.5% SL 3回以内

メロン
18.5% SL 2回以内

ほうれんそう

なす
18.5% SL 3回以内

ズッキーニ

すいか
18.5% SL 2回以内

とうがらし類
18.5% SL 3回以内

たけのこ
18.5% SL 2回以内

きゅうり

かぼちゃ
18.5% SL 2回以内

3回以内

ミニトマト
18.5% SL 3回以内

ピーマン
18.5% SL 3回以内

18.5% SL
トマト
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作物名 剤型 使用方法 使用量 使用時期 適用場所 散布液量 使用回数
グルホシネートを含
む農薬の総使用回数

グルホシネートアンモニウム塩の適用の範囲及び使用方法（国内）
2025年9月18日時点版

雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a は種前(雑草生育期) － 100～150 L/10 a 3回以内

雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a 定植前(雑草生育期) － 100～150 L/10 a 3回以内

雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a 収穫前日まで(畦間処理:雑草生育期) － 100～150 L/10 a 3回以内

雑草茎葉散布 100 mL/㎡ は種前(雑草生育期) － － 3回以内

雑草茎葉散布 100 mL/㎡ 定植前(雑草生育期) － － 3回以内

雑草茎葉散布 100 mL/㎡ 収穫前日まで(畦間処理:雑草生育期) － － 3回以内

雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a は種前(雑草生育期) － 100～150 L/10 a 3回以内

雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a 定植前(雑草生育期) － 100～150 L/10 a 3回以内

雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a 収穫前日まで(畦間処理:雑草生育期) － 100～150 L/10 a 3回以内

雑草茎葉散布 100 mL/㎡ は種前(雑草生育期) － － 3回以内

雑草茎葉散布 100 mL/㎡ 定植前(雑草生育期) － － 3回以内

雑草茎葉散布 100 mL/㎡ 収穫前日まで(畦間処理:雑草生育期) － － 3回以内

雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a
耕起前・は種前・は種後出芽前・定植5日前

まで(雑草生育期)
－ 100～150 L/10 a 3回以内

雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a は種前(雑草生育期) － 100～150 L/10 a 3回以内

雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a は種後出芽前(雑草生育期) － 100～150 L/10 a 3回以内

雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a 定植5日前まで(雑草生育期) － 100～150 L/10 a 3回以内

雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a 収穫14日前まで(畦間処理:雑草生育期) － 100～150 L/10 a 3回以内

雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a 収穫前日まで(畦間処理:雑草生育期) － 100～150 L/10 a 3回以内

雑草茎葉散布 100 mL/㎡ は種前(雑草生育期) － － 3回以内

雑草茎葉散布 100 mL/㎡ は種後出芽前(雑草生育期) － － 3回以内

雑草茎葉散布 100 mL/㎡ 定植5日前まで(雑草生育期) － － 3回以内

雑草茎葉散布 100 mL/㎡ 収穫14日前まで(畦間処理:雑草生育期) － － 3回以内

豆類(未成熟､ただ
し､えだまめを除く)

18.5% SL 雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a
収穫前日まで(雑草生育期耕起前･は種前･定

植前又は畦間処理)
－ 100～150 L/10 a 3回以内 3回以内

雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a は種前(雑草生育期) － 100～150 L/10 a 3回以内

雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a 定植前(雑草生育期) － 100～150 L/10 a 3回以内

雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a 収穫前日まで(畦間処理:雑草生育期) － 100～150 L/10 a 3回以内

雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a は種前(雑草生育期) － 100～150 L/10 a 3回以内

雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a 定植前(雑草生育期) － 100～150 L/10 a 3回以内

雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a 収穫前日まで(畦間処理:雑草生育期) － 100～150 L/10 a 3回以内

雑草茎葉散布 100 mL/㎡ は種前(雑草生育期) － － 3回以内

雑草茎葉散布 100 mL/㎡ 定植前(雑草生育期) － － 3回以内

雑草茎葉散布 100 mL/㎡ 収穫前日まで(畦間処理:雑草生育期) － － 3回以内

雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a
収穫45日前まで(雑草生育期・耕起前・植付

前又は畦間処理)
－ 100～150 L/10 a 3回以内

雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a
収穫45日前まで(雑草生育期:植付前又は畦間

処理)
－ 100～150 L/10 a 3回以内

さといも
（葉柄）

18.5% SL 雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a
収穫7日前まで(雑草生育期耕起前･植付前又

は畦間処理)
－ 100～150 L/10 a 3回以内 3回以内

雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a
収穫21日前まで(雑草生育期耕起前・定植前

又は畦間処理)
－ 100～150 L/10 a 3回以内

雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a
収穫21日前まで(雑草生育期定植前又は畦間

処理)
－ 100～150 L/10 a 3回以内

モロヘイヤ 18.5% SL 雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a
収穫3日前まで(雑草生育期耕起前・は種前・

定植前又は畦間処理)
－ 100～150 L/10 a 2回以内 2回以内

ヤングコーン 18.5% SL 雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a
収穫前日まで(雑草生育期:は種前又は畦間処

理)
－ 100～150 L/10 a 3回以内 3回以内

わらび 18.5% SL 雑草茎葉散布 500～1000 mL/10 a 収穫14日前まで(雑草生育期 萌芽前) － 100～150 L/10 a 1回 1回

食用桑(葉) 18.5% SL 雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a
収穫45日前まで(雑草生育期春期萌芽前及び

夏切り後萌芽前)
－ 100～150 L/10 a 3回以内 3回以内

みかん
20.0% WP
配合剤1

雑草茎葉散布 250～300 g/10 a
春期萌芽前雑草生育期(草丈20 cm以下)(収穫

21日前まで)
－ 100～150 L/10 a 2回以内 3回以内

3回以内

3回以内

ほうきぎ 18.5% SL 3回以内

えだまめ

18.5% SL

0.10% AL

未成熟そらまめ

たらのき 18.5% SL

さやえんどう

18.5% SL 3回以内

0.10% AL 3回以内

さやいんげん

18.5% SL 3回以内

0.10% AL 3回以内

18.5% SL 3回以内

3回以内

実えんどう

18.5% SL

0.10% AL

3回以内

3回以内
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雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a 収穫21日前まで(雑草生育期) －
通常散布100～150
L/10 a 少量散布
30～40 L/10 a

3回以内

雑草茎葉散布 500～1000 mL/10 a 収穫21日前まで(雑草生育期) －
通常散布100～150
L/10 a 少量散布
30～40 L/10 a

3回以内

雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a 収穫21日前まで(雑草生育期:草丈30 cm以下) － 100～150 L/10 a 3回以内

雑草茎葉散布 500～1000 mL/10 a 収穫21日前まで(雑草生育期:草丈30 cm以下) － 100～150 L/10 a 3回以内

0.10% AL 雑草茎葉散布 100 mL/㎡ 収穫21日前まで(雑草生育期:草丈30 cm以下) － － 3回以内 3回以内

雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a 収穫21日前まで(雑草生育期) －
通常散布100～150
L/10 a 少量散布
30～40 L/10 a

3回以内

雑草茎葉散布 500～1000 mL/10 a 収穫21日前まで(雑草生育期) －
通常散布100～150
L/10 a 少量散布
30～40 L/10 a

3回以内

雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a 収穫21日前まで(雑草生育期) － 100～150 L/10 a 3回以内

雑草茎葉散布 500～1000 mL/10 a 収穫21日前まで(雑草生育期) － 100～150 L/10 a 3回以内

雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a 収穫21日前まで(雑草生育期:草丈30 cm以下) － 100～150 L/10 a 3回以内

雑草茎葉散布 500～1000 mL/10 a 収穫21日前まで(雑草生育期:草丈30 cm以下) － 100～150 L/10 a 3回以内

0.10% AL 雑草茎葉散布 100 mL/㎡ 収穫21日前まで(雑草生育期:草丈30 cm以下) － － 3回以内 3回以内

雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a 収穫前日まで(雑草生育期) － 100～150 L/10 a 3回以内

雑草茎葉散布 500～1000 mL/10 a 収穫前日まで(雑草生育期) － 100～150 L/10 a 3回以内

雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a 収穫前日まで(雑草生育期:草丈30 cm以下) － 100～150 L/10 a 3回以内

雑草茎葉散布 500～1000 mL/10 a 収穫前日まで(雑草生育期:草丈30 cm以下) － 100～150 L/10 a 3回以内

0.10% AL 雑草茎葉散布 100 mL/㎡ 収穫前日まで(雑草生育期:草丈30 cm以下) － － 3回以内 3回以内

雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a 収穫21日前まで(雑草生育期) － 100～150 L/10 a 3回以内

雑草茎葉散布 500～750 mL/10 a 収穫21日前まで(雑草生育期) － 100～150 L/10 a 3回以内

雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a 収穫21日前まで(雑草生育期:草丈30 cm以下) － 100～150 L/10 a 3回以内

雑草茎葉散布 500～750 mL/10 a 収穫21日前まで(雑草生育期:草丈30 cm以下) － 100～150 L/10 a 3回以内

0.10% AL 雑草茎葉散布 100 mL/㎡ 収穫21日前まで(雑草生育期:草丈30 cm以下) － － 3回以内 3回以内

雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a 収穫前日まで(雑草生育期) － 100～150 L/10 a 3回以内

雑草茎葉散布 500～1000 mL/10 a 収穫前日まで(雑草生育期) － 100～150 L/10 a 3回以内

雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a 収穫前日まで(雑草生育期:草丈30 cm以下) － 100～150 L/10 a 3回以内

雑草茎葉散布 500～1000 mL/10 a 収穫前日まで(雑草生育期:草丈30 cm以下) － 100～150 L/10 a 3回以内

0.10% AL 雑草茎葉散布 100 mL/㎡ 収穫前日まで(雑草生育期:草丈30 cm以下) － － 3回以内 3回以内

雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a 収穫前日まで(雑草生育期) － 100～150 L/10 a 3回以内

雑草茎葉散布 500～1000 mL/10 a 収穫前日まで(雑草生育期) － 100～150 L/10 a 3回以内

雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a 収穫前日まで(雑草生育期:草丈30 cm以下) － 100～150 L/10 a 3回以内

雑草茎葉散布 500～1000 mL/10 a 収穫前日まで(雑草生育期:草丈30 cm以下) － 100～150 L/10 a 3回以内

0.10% AL 雑草茎葉散布 100 mL/㎡ 収穫前日まで(雑草生育期:草丈30 cm以下) － － 3回以内 3回以内

雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a 収穫前日まで(雑草生育期) － 100～150 L/10 a 3回以内

雑草茎葉散布 500～1000 mL/10 a 収穫前日まで(雑草生育期) － 100～150 L/10 a 3回以内

雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a 収穫前日まで(雑草生育期:草丈30 cm以下) － 100～150 L/10 a 3回以内

雑草茎葉散布 500～1000 mL/10 a 収穫前日まで(雑草生育期:草丈30 cm以下) － 100～150 L/10 a 3回以内

0.10% AL 雑草茎葉散布 100 mL/㎡ 収穫前日まで(雑草生育期:草丈30 cm以下) － － 3回以内 3回以内

雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a 収穫前日まで(雑草生育期) － 100～150 L/10 a 3回以内

雑草茎葉散布 500～1000 mL/10 a 収穫前日まで(雑草生育期) － 100～150 L/10 a 3回以内

雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a 収穫前日まで(雑草生育期:草丈30 cm以下) － 100～150 L/10 a 3回以内

雑草茎葉散布 500～1000 mL/10 a 収穫前日まで(雑草生育期:草丈30 cm以下) － 100～150 L/10 a 3回以内

0.10% AL 雑草茎葉散布 100 mL/㎡ 収穫前日まで(雑草生育期:草丈30 cm以下) － － 3回以内 3回以内

小粒核果類
18.5% SL 3回以内

もも
18.5% SL

ネクタリン
18.5% SL

3回以内

3回以内

3回以内

なし
18.5% SL

おうとう
18.5% SL

びわ
18.5% SL

かんきつ
18.5% SL

りんご
18.5% SL

3回以内

3回以内

3回以内

3回以内
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作物名 剤型 使用方法 使用量 使用時期 適用場所 散布液量 使用回数
グルホシネートを含
む農薬の総使用回数

グルホシネートアンモニウム塩の適用の範囲及び使用方法（国内）
2025年9月18日時点版

雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a
収穫前日まで(雑草生育期耕起前・定植前又

は畦間処理)
－ 100～150 L/10 a 3回以内

雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a
収穫前日まで(雑草生育期定植前又は畦間処

理)
－ 100～150 L/10 a 3回以内

0.10% AL 雑草茎葉散布 100 mL/㎡
収穫前日まで(雑草生育期定植前又は畦間処

理)
－ － 3回以内 3回以内

雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a 収穫前日まで(雑草生育期) － 100～150 L/10 a 3回以内

雑草茎葉散布 500～1000 mL/10 a 収穫前日まで(雑草生育期) － 100～150 L/10 a 3回以内

雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a 収穫前日まで(雑草生育期:草丈30 cm以下) － 100～150 L/10 a 3回以内

雑草茎葉散布 500～1000 mL/10 a 収穫前日まで(雑草生育期:草丈30 cm以下) － 100～150 L/10 a 3回以内

0.10% AL 雑草茎葉散布 100 mL/㎡ 収穫前日まで(雑草生育期:草丈30 cm以下) － － 3回以内 3回以内

食用桑(果実) 18.5% SL 雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a
収穫45日前まで(雑草生育期春期萌芽前及び

夏切り後萌芽前)
－ 100～150 L/10 a 3回以内 3回以内

雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a 収穫前日まで(雑草生育期) －
通常散布100～150
L/10 a 少量散布
30～40 L/10 a

3回以内

雑草茎葉散布 500～1000 mL/10 a 収穫前日まで(雑草生育期) －
通常散布100～150
L/10 a 少量散布
30～40 L/10 a

3回以内

雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a 収穫前日まで(雑草生育期) － 100～150 L/10 a 3回以内

雑草茎葉散布 500～1000 mL/10 a 収穫前日まで(雑草生育期) － 100～150 L/10 a 3回以内

雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a 収穫前日まで(雑草生育期:草丈30 cm以下) － 100～150 L/10 a 3回以内

雑草茎葉散布 500～1000 mL/10 a 収穫前日まで(雑草生育期:草丈30 cm以下) － 100～150 L/10 a 3回以内

0.10% AL 雑草茎葉散布 100 mL/㎡ 収穫前日まで(雑草生育期:草丈30 cm以下) － － 3回以内 3回以内

20.0% WP
配合剤1

雑草茎葉散布 250～400 g/10 a
春期雑草生育期(草丈20 cm以下)(収穫30日前

まで)
－ 100～150 L/10 a 2回以内 3回以内

雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a 収穫前日まで(雑草生育期) － 100～150 L/10 a 3回以内

雑草茎葉散布 500～1000 mL/10 a 収穫前日まで(雑草生育期) － 100～150 L/10 a 3回以内

雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a 収穫前日まで(雑草生育期:草丈30 cm以下) － 100～150 L/10 a 3回以内

雑草茎葉散布 500～1000 mL/10 a 収穫前日まで(雑草生育期:草丈30 cm以下) － 100～150 L/10 a 3回以内

0.10% AL 雑草茎葉散布 100 mL/㎡ 収穫前日まで(雑草生育期:草丈30 cm以下) － － 3回以内 3回以内

雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a 収穫21日前まで(雑草生育期) － 100～150 L/10 a 3回以内

雑草茎葉散布 500～750 mL/10 a 収穫21日前まで(雑草生育期) － 100～150 L/10 a 3回以内

雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a 収穫21日前まで(雑草生育期:草丈30 cm以下) － 100～150 L/10 a 3回以内

雑草茎葉散布 500～750 mL/10 a 収穫21日前まで(雑草生育期:草丈30 cm以下) － 100～150 L/10 a 3回以内

0.10% AL 雑草茎葉散布 100 mL/㎡ 収穫21日前まで(雑草生育期:草丈30 cm以下) － － 3回以内 3回以内

雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a 収穫前日まで(雑草生育期) － 100～150 L/10 a 3回以内

雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a 収穫前日まで(雑草生育期:草丈30 cm以下) － 100～150 L/10 a 3回以内

0.10% AL 雑草茎葉散布 100 mL/㎡ 収穫前日まで(雑草生育期:草丈30 cm以下) － － 3回以内 3回以内

ひまわり
（種子）

18.5% SL 雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a
収穫30日前まで(雑草生育期:は種前又は畦間

処理)
－ 100～150 L/10 a 3回以内 3回以内

雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a
収穫30日前まで(雑草生育期耕起前・は種前

又は畦間処理)
－ 100～150 L/10 a 1回

雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a
収穫30日前まで(雑草生育期:は種前又は畦間

処理)
－ 100～150 L/10 a 1回

雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a 収穫14日前まで(雑草生育期) － 100～150 L/10 a 3回以内

雑草茎葉散布 500～1000 mL/10 a 収穫14日前まで(雑草生育期) － 100～150 L/10 a 3回以内

雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a 収穫14日前まで(雑草生育期:草丈30 cm以下) － 100～150 L/10 a 3回以内

雑草茎葉散布 500～1000 mL/10 a 収穫14日前まで(雑草生育期:草丈30 cm以下) － 100～150 L/10 a 3回以内

雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a 収穫30日前まで(雑草生育期) － 100～150 L/10 a 3回以内

雑草茎葉散布 500～750 mL/10 a 収穫30日前まで(雑草生育期) － 100～150 L/10 a 3回以内

雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a 収穫30日前まで(雑草生育期:草丈30 cm以下) － 100～150 L/10 a 3回以内

雑草茎葉散布 500～750 mL/10 a 収穫30日前まで(雑草生育期:草丈30 cm以下) － 100～150 L/10 a 3回以内

0.10% AL 雑草茎葉散布 100 mL/㎡ 収穫30日前まで(雑草生育期:草丈30 cm以下) － － 3回以内 3回以内

いちょう(種子) 18.5% SL 3回以内

くり
18.5% SL 3回以内

いちじく
18.5% SL

なたね 18.5% SL 1回

かき
18.5% SL

キウイフルーツ
18.5% SL

3回以内

ブルーベリー

ぶどう

18.5% SL

いちご
18.5% SL

3回以内

18.5% SL

3回以内

3回以内

3回以内

3回以内
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作物名 剤型 使用方法 使用量 使用時期 適用場所 散布液量 使用回数
グルホシネートを含
む農薬の総使用回数

グルホシネートアンモニウム塩の適用の範囲及び使用方法（国内）
2025年9月18日時点版

18.5% SL 雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a 摘採7日前まで(雑草生育期畦間処理) － 100～150 L/10 a 2回以内 2回以内

0.10% AL 雑草茎葉散布 100 mL/㎡ 摘採7日前まで(雑草生育期畦間処理) － － 2回以内 2回以内

ホップ 18.5% SL 雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a 収穫前日まで(雑草生育期:畦間処理) － 100～150 L/10 a 3回以内 3回以内

雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a 収穫7日前まで(雑草生育期) － 100～150 L/10 a 2回以内

雑草茎葉散布 500～750 mL/10 a 収穫7日前まで(雑草生育期) － 100～150 L/10 a 2回以内

雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a 収穫7日前まで(雑草生育期:草丈30 cm以下) － 100～150 L/10 a 2回以内

雑草茎葉散布 500～750 mL/10 a 収穫7日前まで(雑草生育期:草丈30 cm以下) － 100～150 L/10 a 2回以内

しそ 18.5% SL 雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a
収穫7日前まで(雑草生育期耕起前・は種前・

定植前又は畦間処理)
－ 100～150 L/10 a 2回以内 2回以内

雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a
収穫14日前まで(雑草生育期耕起前・は種

前・定植前又は畦間処理)
－ 100～150 L/10 a 2回以内

雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a
収穫14日前まで(雑草生育期定植前又は畦間

処理)
－ 100～150 L/10 a 2回以内

みょうが(花穂) 18.5% SL 雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a
収穫7日前まで(雑草生育期萌芽前又は畦間処

理)
－ 100～150 L/10 a 2回以内 2回以内

みょうが(茎葉) 18.5% SL 雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a
みょうが(花穂)の収穫7日前まで、 ただし、
花穂を収穫しない場合にあっては開花期終了

まで(雑草生育期萌芽前又は畦間処理)
－ 100～150 L/10 a 2回以内 2回以内

SL: 液剤

WP：顆粒水和剤
配合剤1：1.3% フラザスルフロン
－：規定されていない項目
今回基準値設定依頼のあった適用の範囲および使用方法を網掛けで示した。

AL：液剤(希釈せず使用）

茶

さんしょう(果実) 18.5% SL 2回以内

しそ(花穂) 18.5% SL 2回以内
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作物名 剤型 使用方法 使用量 使用時期 散布液量 使用回数
グルホシネートを含む

農薬の総使用回数

水田作物 11.5% SL 雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a
耕起前

(雑草生育期)
100～150
L/10 a

1回 1回

水田作物
(水田畦畔)

11.5% SL 雑草茎葉散布 500～1000 mL/10 a
収穫7日前まで
(雑草生育期)

100～150
L/10 a

3回以内 3回以内

水田作物
(水田刈跡)

11.5% SL 雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a 雑草生育期
100～150
L/10 a

1回 1回

雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a
耕起又はは種前
(雑草生育期)

100～150
L/10 a

1回

雑草茎葉散布
（圃場内の周

縁部）
300～500 mL/10 a

収穫7日前まで
(雑草生育期)

100～150
L/10 a

3回以内

雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a
耕起又はは種前
(雑草生育期)

100～150
L/10 a

1回

雑草茎葉散布
（圃場内の周

縁部）
300～500 mL/10 a

収穫7日前まで
(雑草生育期)

100～150
L/10 a

3回以内

そば 11.5% SL 雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a
は種前

(雑草生育期)
100～150
L/10 a

3回以内 3回以内

豆類(種実) 11.5% SL 雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a
収穫28日前まで
(雑草生育期

 は種・定植前又は畦間処理)

100～150
L/10 a

3回以内 3回以内

雑草茎葉散布 100～200 mL/10 a
雑草生育期
萌芽前処理

100～150
L/10 a

1回

雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a
収穫21日前まで

(雑草生育期 畦間処理)
100～150
L/10 a

2回以内

茎葉散布 100～200 mL/10 a
茎葉黄変期

ただし、収穫3日前まで
100 L/10 a 2回以内

さといも 11.5% SL 雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a
収穫30日前まで

(雑草生育期 植付前又は畦間処理)
100～150
L/10 a

3回以内 3回以内

かんしょ 11.5% SL 雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a
収穫30日前まで

(雑草生育期 挿苗前又は畦間処理)
100～150
L/10 a

2回以内 2回以内

やまのいも 11.5% SL 雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a
収穫30日前まで

(雑草生育期 萌芽前又は畦間処理)
100～150
L/10 a

3回以内 3回以内

雑草茎葉散布 300～1000 mL/10 a
耕起又は植付7日前まで

(雑草生育期)
100 L/10 a 1回

雑草茎葉散布 300～1000 mL/10 a
収穫14日前まで

(雑草生育期 畦間処理)
100 L/10 a 3回以内

雑草茎葉散布
(圃場内の周

縁部)
300～1000 mL/10 a

収穫14日前まで
(雑草生育期)

100 L/10 a 3回以内

だいこん 11.5% SL 雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a
収穫45日前まで

(雑草生育期 畦間処理)
100～150
L/10 a

2回以内 2回以内

はつかだいこん 11.5% SL 雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a
収穫7日前まで

(雑草生育期は種前又は畦間処理)
100～150
L/10 a

2回以内 2回以内

はくさい 11.5% SL 雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a
収穫45日前まで

(雑草生育期は種・定植前又は畦間処理)
100～150
L/10 a

2回以内 2回以内

キャベツ 11.5% SL 雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a
収穫45日前まで

(雑草生育期 定植前又は畦間処理)
100～150
L/10 a

2回以内 2回以内

ブロッコリー 11.5% SL 雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a
収穫前日まで

(雑草生育期 定植前又は畦間処理)
100～150
L/10 a

2回以内 2回以内

たかな 11.5% SL 雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a
収穫7日前まで

(雑草生育期 は種・定植前又は畦間処理)
100～150
L/10 a

2回以内 2回以内

ごぼう 11.5% SL 雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a
収穫前日まで

(雑草生育期 は種前又は畦間処理)
100～150
L/10 a

2回以内 2回以内

レタス 11.5% SL 雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a
収穫30日前まで

(雑草生育期 定植前又は畦間処理)
100～150
L/10 a

2回以内 2回以内

非結球レタス 11.5% SL 雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a
収穫30日前まで

(雑草生育期 定植前又は畦間処理)
100～150
L/10 a

2回以内 2回以内

たまねぎ 11.5% SL 雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a
収穫7日前まで

(雑草生育期 定植前又は畦間処理)
100～150
L/10 a

2回以内 2回以内

ねぎ 11.5% SL 雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a
収穫前日まで

(雑草生育期 定植前又は畦間処理)
100～150
L/10 a

2回以内 2回以内

にんにく 11.5% SL 雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a
収穫前日まで

(雑草生育期 萌芽前又は畦間処理)
100～150
L/10 a

2回以内 2回以内

にら 11.5% SL 雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a
収穫前日まで

(雑草生育期 畦間処理)
100～150
L/10 a

2回以内 3回以内

雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a
萌芽前

(雑草生育期)
100～150
L/10 a

2回以内

雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a
収穫前日まで

(雑草生育期 畦間処理)
100～150
L/10 a

2回以内

雑草茎葉散布 500 mL/10 a
収穫打切り後
(雑草生育期)

100～150
L/10 a

2回以内

にんじん 11.5% SL 雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a
収穫7日前まで

(雑草生育期 は種前又は畦間処理)
100～150
L/10 a

3回以内 3回以内

トマト 11.5% SL 雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a
収穫前日まで

(雑草生育期 定植前又は畦間処理)
100～150
L/10 a

3回以内 3回以内

ミニトマト 11.5% SL 雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a
収穫前日まで

(雑草生育期 定植前又は畦間処理)
100～150
L/10 a

3回以内 3回以内

ピーマン 11.5% SL 雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a
収穫前日まで

(雑草生育期 定植前又は畦間処理)
100～150
L/10 a

3回以内 3回以内

なす 11.5% SL 雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a
収穫前日まで

(雑草生育期 定植前又は畦間処理)
100～150
L/10 a

3回以内 3回以内

アスパラガス 11.5% SL 2回以内

ばれいしょ 11.5% SL
3回以内

(萌芽前は1回以内、萌
芽後は2回以内)

さとうきび 11.5% SL
4回以内

(植付後は3回以内)

大麦 11.5% SL
4回以内

(は種後は3回以内)

グルホシネートPナトリウム塩の適用の範囲及び使用方法（国内）
2025年9月18日時点版

小麦 11.5% SL
4回以内

(は種後は3回以内)
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作物名 剤型 使用方法 使用量 使用時期 散布液量 使用回数
グルホシネートを含む

農薬の総使用回数

グルホシネートPナトリウム塩の適用の範囲及び使用方法（国内）
2025年9月18日時点版

とうがらし類 11.5% SL 雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a
収穫前日まで

(雑草生育期 定植前又は畦間処理)
100～150
L/10 a

3回以内 3回以内

きゅうり 11.5% SL 雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a
収穫前日まで

(雑草生育期 定植前又は畦間処理)
100～150
L/10 a

3回以内 3回以内

かぼちゃ 11.5% SL 雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a
収穫30日前まで

(雑草生育期 は種・定植前又は畦間処理)
100～150
L/10 a

2回以内 2回以内

ズッキーニ 11.5% SL 雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a
収穫前日まで

(雑草生育期 定植前又は畦間処理)
100～150
L/10 a

2回以内 3回以内

すいか 11.5% SL 雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a
収穫前日まで

(雑草生育期 定植前又は畦間処理)
100～150
L/10 a

2回以内 2回以内

メロン 11.5% SL 雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a
収穫30日前まで

(雑草生育期 定植前又は畦間処理)
100～150
L/10 a

2回以内 2回以内

雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a
定植前

(雑草生育期)
100～150
L/10 a

3回以内

雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a
収穫前日まで

(雑草生育期 畦間処理)
100～150
L/10 a

2回以内

にがうり 11.5% SL 雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a
収穫前日まで

(雑草生育期 定植前又は畦間処理)
100～150
L/10 a

2回以内 3回以内

ほうれんそう 11.5% SL 雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a
収穫7日前まで

(雑草生育期 は種前又は畦間処理)
100～150
L/10 a

2回以内 2回以内

しょうが 11.5% SL 雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a
収穫前日まで

(雑草生育期 植付前又は畦間処理)
100～150
L/10 a

3回以内 3回以内

葉しょうが 11.5% SL 雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a
収穫14日前まで

(雑草生育期 植付前又は畦間処理)
100～150
L/10 a

2回以内 2回以内

雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a
収穫14日前まで

(雑草生育期 は種・定植前又は畦間処理)
100～150
L/10 a

3回以内 3回以内

雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a
収穫14日前まで

(雑草生育期 株間処理(本葉5葉期以降))
100～150
L/10 a

3回以内 3回以内

ぎぼうし 11.5% SL 雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a
収穫90日前まで

(雑草生育期 畦間処理)
100～150
L/10 a

3回以内 3回以内

豆類(未成熟、
ただし、えだまめを除く)

11.5% SL 雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a
収穫前日まで

(雑草生育期 は種・定植前又は畦間処理)
100～150
L/10 a

3回以内 3回以内

かのこそう 11.5% SL 雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a
収穫14日前まで

(雑草生育期 定植前又は畦間処理)
100～150
L/10 a

2回以内 2回以内

さといも(葉柄) 11.5% SL 雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a
収穫7日前まで

(雑草生育期 植付前又は畦間処理)
100～150
L/10 a

3回以内 3回以内

雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a
収穫21日前まで
(雑草生育期)

100～150
L/10 a

3回以内

雑草茎葉散布 500～1000 mL/10 a
収穫21日前まで
(雑草生育期)

100～150
L/10 a

3回以内

雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a
収穫21日前まで
(雑草生育期)

100～150
L/10 a

3回以内

雑草茎葉散布 500～1000 mL/10 a
収穫21日前まで
(雑草生育期)

100～150
L/10 a

3回以内

雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a
収穫21日前まで
(雑草生育期)

100～150
L/10 a

3回以内

雑草茎葉散布 500～1000 mL/10 a
収穫21日前まで
(雑草生育期)

100～150
L/10 a

3回以内

甘草 11.5% SL 雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a
収穫14日前まで

(雑草生育期 定植前又は畦間処理)
100～150
L/10 a

9回以内
(1年間に
3回以内)

9回以内
(1年間に3回以内)

いちご 11.5% SL 雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a
収穫前日まで

(雑草生育期 定植前又は畦間処理)
100～150
L/10 a

3回以内 3回以内

雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a
収穫21日前まで
(雑草生育期)

100～150
L/10 a

3回以内

雑草茎葉散布 500～1000 mL/10 a 収穫21日前まで(雑草生育期)
100～150
L/10 a

3回以内

雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a
収穫45日前まで

(雑草生育期 春期萌芽前及び夏切り後萌芽前)
100～150
L/10 a

3回以内

雑草茎葉散布 500～1000 mL/10 a
収穫45日前まで

(雑草生育期 春期萌芽前及び夏切り後萌芽前)
100～150
L/10 a

3回以内

雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a
収穫前日まで
(雑草生育期)

100～150
L/10 a

3回以内

雑草茎葉散布 500～1000 mL/10 a
収穫前日まで
(雑草生育期)

100～150
L/10 a

3回以内

雑草茎葉散布 500 mL/10 a
は種又は定植9日前まで

(雑草生育期)
100 L/10 a 1回

雑草茎葉散布 500 mL/10 a
収穫21日前まで

(雑草生育期 畦間処理)
100 L/10 a 2回以内

雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a
収穫14日前まで
(雑草生育期)

100～150
L/10 a

3回以内

雑草茎葉散布 500～1000 mL/10 a
収穫14日前まで
(雑草生育期)

100～150
L/10 a

3回以内

雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a
収穫30日前まで
(雑草生育期)

100～150
L/10 a

3回以内

雑草茎葉散布 500～1000 mL/10 a
収穫30日前まで
(雑草生育期)

100～150
L/10 a

3回以内

茶 11.5% SL 雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a
摘採7日前まで

(雑草生育期 畦間処理)
100～150
L/10 a

2回以内 2回以内

茶(幼木) 11.5% SL 雑草茎葉散布 300 mL/10 a 雑草生育期 畦間・株間処理 100 L/10 a 2回以内 2回以内

いちょう(種子) 11.5% SL 3回以内

くり 11.5% SL 3回以内

果樹類
(かんきつ、りんご、びわ、
いちょう(種子)、くり、キ
ウイフルーツ、食用桑(果

実)、さんしょう(果実)を除
く)

11.5% SL 3回以内

ごま 11.5% SL
3回以内

(は種又は定植後は2回
以内)

キウイフルーツ 11.5% SL 3回以内

食用桑(果実) 11.5% SL 3回以内

りんご 11.5% SL 3回以内

びわ 11.5% SL 3回以内

かんきつ 11.5% SL 3回以内

えだまめ 11.5% SL

とうがん 11.5% SL 3回以内
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グルホシネートを含む
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グルホシネートPナトリウム塩の適用の範囲及び使用方法（国内）
2025年9月18日時点版

ホップ 11.5% SL 雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a
収穫3日前まで

(雑草生育期 畦間処理)
100～150
L/10 a

3回以内 3回以内

雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a
収穫7日前まで
(雑草生育期)

100～150
L/10 a

2回以内

雑草茎葉散布 500～1000 mL/10 a
収穫7日前まで
(雑草生育期)

100～150
L/10 a

2回以内

しそ 11.5% SL 雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a
収穫14日前まで

(雑草生育期 畦間処理)
100～150
L/10 a

2回以内 2回以内

みょうが(花穂) 11.5% SL 雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a
収穫14日前まで

(雑草生育期 萌芽前又は畦間処理)
100～150
L/10 a

2回以内 2回以内

みょうが(茎葉) 11.5% SL 雑草茎葉散布 300～500 mL/10 a
みょうが(花穂)の収穫14日前まで

ただし、花穂を収穫しない場合にあっては開花
期終了まで(雑草生育期 萌芽前又は畦間処理)

100～150
L/10 a

2回以内 2回以内

  SL:液剤

さんしょう(果実) 11.5% SL 2回以内
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作物名 剤型 使用方法 使用時期 1回当たり使用量 回数 年間の総使用量

散布 播種前～発芽前
29～43 fl ozs/acre

(0.53～0.79 lb ai /acre)
(594～885 g ai /ha)

2回以内

茎葉散布
（グルホシネート耐性
遺伝子組換え綿）

畦間雑草散布
（非グルホシネート耐
性遺伝子組換え綿）

収穫70日前まで
(初期開花前）

29～43 fl ozs/acre
(0.53～0.79 lb ai /acre)
(594～885 g ai /acre)

3回以内

ホップ 24.5% SL 雑草茎葉散布 収穫10日前まで
32～55 fl ozs/acre

(0.59～1.00 lb ai /acre)
(661～1121g ai /acre)

3回以内
165 fl ozs/acre

(3.00 lbs ai/acre)
(3362 g ai/ha)

SL：液剤
fl oz：液量オンス（米液量オンス　1 fl oz = 0.0000295735 m

3
）

acre：エーカー（1 acre = 約4,047 m
2
）

lb：ポンド（1 lb = 0.45359237 kg）
ai：active ingredient（有効成分）
今回基準値設定依頼のあった適用の範囲及び使用方法を網掛けで示した。

グルホシネートアンモニウム塩の適用の範囲及び使用方法（米国）

綿
(Subgroup

20C)
24.5% SL

87 fl ozs/acre
(1.59 lbs ai/acre)
(1782 g ai /acre)



剤型 使用量・使用方法 回数 経過日数

121 圃場A:0.048 圃場A:<0.009/0.039

142 圃場B:0.042 圃場B:<0.009/0.033

50 圃場A:<0.021 圃場A:<0.009/<0.012

84 圃場B:<0.021 圃場B:<0.009/<0.012

2 18.5% SL
1000 mL/10 a
雑草茎葉散布

(水田畦畔移植後散布)
2 6 圃場A:<0.021(#) 圃場A:<0.009/<0.012 (#)

6 ,14,20 圃場A:<0.021(2回,6日)(#) 圃場A:*<0.009/*<0.012(*2回,6日) (#)

7,13,21 圃場B:<0.021 圃場B:<0.009/<0.012

圃場A:<0.021 圃場A:<0.009/<0.012

圃場B:<0.021 圃場B:<0.009/<0.012

圃場C:<0.021 圃場C:<0.009/<0.012

297 圃場A:0.027 圃場A:<0.009/0.018

185 圃場B:<0.021 圃場B:<0.009/<0.012

7,14,21 圃場A:0.026(4回,14日)(#) 圃場A:<0.009/*0.016(*4回,14日) (#)

5 ,9,18 圃場B:0.032(4回,9日)(#) 圃場B:*<0.009/*0.023(*4回,9日) (#)

7,14,21 圃場A:<0.021(#) 圃場A:<0.009/<0.012 (#)

7,13,21 圃場B:<0.021(#) 圃場B:<0.009/<0.012 (#)

圃場C:<0.021(#) 圃場C:<0.009/<0.012 (#)

圃場D:<0.021(#) 圃場D:<0.009/<0.012 (#)

圃場E:<0.021(#) 圃場E:<0.009/<0.012 (#)

圃場F:<0.021(#) 圃場F:<0.009/<0.012 (#)

7,14,22 圃場A:<0.140(#) 圃場A:<0.069/<0.071 (§)(#)

7,10,21 圃場B:<0.140(#) 圃場B:<0.069/<0.071 (§)(#)

圃場A:<0.021 圃場A:<0.009/<0.012

圃場B:<0.021 圃場B:<0.009/<0.012

圃場C:<0.021 圃場C:<0.009/<0.012

圃場A:<0.081 圃場A:<0.046/<0.036

圃場B:<0.081 圃場B:<0.046/<0.036

139 圃場A:<0.021(#) 圃場A:<0.009/<0.012 (#)

126 圃場B:<0.021(#) 圃場B:<0.009/<0.012 (#)

89 圃場A:<0.021(#) 圃場A:<0.009/<0.012 (#)

70 圃場B:<0.021(#) 圃場B:<0.009/<0.012 (#)

27,34,41 圃場A:0.029(3回,41日) 圃場A:<0.014/*0.015(*3回,41日)

27,35,43 圃場B:0.057(3回,27日) 圃場B:*0.039/**0.024(*3回,27日、**3回,35日)

28,35,42 圃場A:0.175(3回,35日) 圃場A:*0.117/0.066(*3回,35日)

27,34,40 圃場B:0.602(3回,27日) 圃場B:*0.516/*0.086(*3回,27日)

28,35,41 圃場A:<0.042 圃場A:<0.018/<0.024

28,35,42 圃場B:<0.042 圃場B:<0.018/<0.024

7 ,14 ,20 圃場A:<0.015(3回,20日)(#) 圃場A:<0.009/<0.006(*3回,20日) (#)

8 ,14 ,20 圃場B:<0.015(3回,20日)(#) 圃場B:<0.009/<0.006(*3回,20日) (#)

250  mL/10 a
雑草茎葉散布

(萌芽直前全面土壌処理)
82 圃場A:<0.021(#) 圃場A:<0.009/<0.012 (#)

500  mL/10 a
雑草茎葉散布

(萌芽直前全面土壌処理)
88 圃場B:<0.021(#) 圃場B:<0.009/<0.012 (#)

21,27,35 圃場A:<0.021 圃場A:<0.009/<0.012

21,28,35 圃場B:<0.021 圃場B:<0.009/<0.012

圃場A:<0.021 圃場A:<0.009/<0.012

圃場B:<0.021 圃場B:<0.009/<0.012

圃場C:<0.021 圃場C:<0.009/<0.012

圃場D:<0.021 圃場D:<0.009/<0.012

圃場E:<0.021 圃場E:<0.009/<0.012

圃場F:<0.021 圃場F:<0.009/<0.012

500 mL/10 a
雑草茎葉散布

(植付前全面土壌混和+畦間処理)
1+2 31 圃場A:<0.021 圃場A:<0.009/<0.012

500 mL/10 a
雑草茎葉散布

(植付前全面土壌処理+畦間処理)
1+3 30 圃場B:<0.021(#) 圃場B:<0.009/<0.012 (#)

83 圃場A:<0.021 圃場A:<0.009/<0.012

88 圃場B:<0.021 圃場B:<0.009/<0.012

21,29,35 圃場A:<0.009(2回,21日) 圃場A:<0.005/<0.005(2回,21日)

21,28,35 圃場B:<0.009(2回,21日) 圃場B:<0.005/<0.005(2回,21日)

14,21,27 圃場A:<0.018 圃場A:<0.009/<0.009

14,21,28 圃場B:<0.018 圃場B:<0.009/<0.009

13,19,28 圃場A:<0.021(2回,13日) 圃場A:<0.009/<0.012(*2回,13日)

14,21,28 圃場B:0.030(2回,21日) 圃場B:*0.018/<0.012(*2回,21日)

14,21,28 圃場C:<0.021 圃場C:<0.009/<0.012

13,21,30 圃場D:<0.021(2回,13日) 圃場D:*<0.009/*<0.012(*2回,13日)

14,20,28 圃場E:<0.021 圃場E:<0.009/<0.012

14,21,28 圃場F:<0.021 圃場F:<0.009/<0.012

18.5% SL
500 mL/10 a
雑草茎葉散布
(畦間処理)

2

6 18.5% SL
500 mL/10 a
雑草茎葉散布
(畦間処理)

2

かんしょ
（塊根）

2 18.5% SL
500 mL/10 a
雑草茎葉散布

(植付前全面処理+畦間処理)
1+1

2 18.5% SL
300 mL/10 a
雑草茎葉散布
(畦間処理)

2

2

200+500 mL/10 a
雑草茎葉散布

(植付後萌芽直前全面土壌処理
+畦間処理)

1+2

21,28,35

21

さといも
（球茎）

2 18.5% SL

ばれいしょ
（塊茎）

2 18.5% SL 1

2 18.5% SL

200+500 mL/10 a
雑草茎葉散布

(萌芽直前全面土壌処理
+畦間処理)

1+2

6 18.5% SL

3

だいず
（種実）

2 18.5% SL
750  mL/10 a
雑草茎葉散布

(播種前土壌散布)
1

2 18.5% SL
750  mL/10 a
雑草茎葉散布

(播種前土壌散布+畦間処理)
1+1

2

いんげんまめ
（乾燥子実）

2 18.5% SL
500 mL/10 a
雑草茎葉散布
(畦間処理)

3

らっかせい
（子実）

2 18.5% SL
500 mL/10 a
雑草茎葉散布
(畦間処理)

3

500 mL/10 a
雑草茎葉散布
（畦間処理）

そば
（種子）

2 18.5% SL
500 mL/10 a
雑草茎葉散布
(畦間処理)

3 1,3,7

未成熟とうもろこし
(外皮、ひげ及び芯

を除いた種子)
3 18.5% SL

500 mL/10 a
雑草茎葉散布
(畦間処理)

3 7,14,21

1+3

小麦
（玄麦）

2 18.5% SL
750 mL/10 a
雑草茎葉散布

（耕起前・は種前全面処理）
1

2 18.5% SL
750 mL/10 a+750  mL/10 a

雑草茎葉散布
(出芽前全面処理+周辺部分処理)

1+3

6

稲
（玄米）

3 18.5% SL
1000 mL/10 a
雑草茎葉散布

(水田畦畔移植後散布)

2 18.5% SL
1000 mL/10 a
雑草茎葉散布

(水田畦畔移植前+移植後散布)
1+2

大麦
（種子）

2 18.5% SL

（別紙2-1）

農作物
試験

圃場数

試験条件 各化合物の残留濃度の

合計（mg/kg）注1）
各化合物の残留濃度（mg/kg）注2）

【グルホシネート（代謝物Zを含む。）/代謝物B】

設定
の根
拠等

グルホシネートアンモニウム塩の作物残留試験一覧表（国内）

2 18.5% SL
1000 mL/10 a
雑草茎葉散布

(水田刈跡耕起前全面散布)
1 ◎

3 7,14,21

2 18.5% SL
1000 mL/10 a
雑草茎葉散布

(水田畦畔移植後散布)
2

18.5% SL
750 mL/10 a+750  mL/10 a

雑草茎葉散布
(出芽前全面処理+周辺部分処理)

1+3

7

18.5% SL
500 mL/10 a
雑草茎葉散布
（畦間処理）

3

2 18.5% SL

750  mL/10 a
雑草茎葉散布

(出芽前全面処理+周辺部分処理)

◎

◎

◎

◎

◎

◎



剤型 使用量・使用方法 回数 経過日数

（別紙2-1）

農作物
試験

圃場数

試験条件 各化合物の残留濃度の

合計（mg/kg）注1）
各化合物の残留濃度（mg/kg）注2）

【グルホシネート（代謝物Zを含む。）/代謝物B】

設定
の根
拠等

グルホシネートアンモニウム塩の作物残留試験一覧表（国内）

36 圃場A:0.027 圃場A:<0.009/0.018

28 圃場B:<0.021(#) 圃場B:<0.009/<0.012 (#)

26 圃場A:0.027(#) 圃場A:<0.009/0.018 (#)

29 圃場B:<0.021 圃場B:<0.009/<0.012

圃場A:<0.021 圃場A:<0.009/<0.012

圃場B:<0.021 圃場B:<0.009/<0.012

圃場C:<0.021 圃場C:<0.009/<0.012

42 圃場A:<0.021(#) 圃場A:<0.009/0.012 (#)

40 圃場B:<0.021(#) 圃場B:<0.009/<0.012 (#)

38 ,45,52 圃場A:<0.021 圃場A:<0.009/<0.012

38 ,45,52 圃場B:<0.021 圃場B:<0.009/<0.012

圃場C:<0.021 圃場C:<0.009/<0.012

圃場D:<0.021 圃場D:<0.009/<0.012

圃場E:<0.021 圃場E:<0.009/<0.012

圃場F:<0.021 圃場F:<0.009/<0.012

42 圃場A:<0.021(#) 圃場A:<0.009/0.012 (#)

40 圃場B:<0.021(#) 圃場B:<0.009/<0.012 (#)

38 ,45,52 圃場A:<0.021 圃場A:<0.009/<0.012

38 ,45,52 圃場B:<0.021 圃場B:<0.009/<0.012

圃場C:<0.021 圃場C:<0.009/<0.012

圃場D:<0.021 圃場D:<0.009/<0.012

圃場E:<0.021 圃場E:<0.009/<0.012

圃場F:<0.021 圃場F:<0.009/<0.012

3 ,7,17 圃場A:<0.017 圃場A:<0.009/<0.008

7,14,21 圃場B:0.054 圃場B:0.046/<0.008

3 ,7,17 圃場A:<0.017 圃場A:<0.009/<0.008

7,14,21 圃場B:0.059 圃場B:0.050/<0.008

圃場A:<0.015 圃場A:<0.009/<0.006

圃場B:<0.015 圃場B:<0.009/<0.006

圃場A:<0.015 圃場A:<0.009/<0.006

圃場B:<0.015 圃場B:<0.009/<0.006

41 圃場A:<0.021(#) 圃場A:<0.009/<0.012 (#)

40 圃場B:<0.021(#) 圃場B:<0.009/<0.012 (#)

38 ,45,51 圃場A:<0.021 圃場A:<0.009/<0.012

38 ,43,52 圃場B:<0.021(2回,43日) 圃場B:*<0.009/*<0.012(*2回,43日)

圃場C:<0.021 圃場C:<0.009/<0.012

圃場D:<0.021 圃場D:<0.009/<0.012

44 圃場E:<0.021 圃場E:<0.009/<0.012

45 圃場F:<0.021 圃場F:<0.009/<0.012

37 圃場A:<0.021(#) 圃場A:<0.009/<0.012 (#)

42 圃場B:<0.021(#) 圃場B:<0.009/<0.012 (#)

38 ,45,52 圃場A:<0.021 圃場A:<0.009/<0.012

38 ,45,51 圃場B:<0.021 圃場B:<0.009/<0.012

圃場C:<0.021 圃場C:<0.009/<0.012

圃場D:<0.021 圃場D:<0.009/<0.012

圃場E:<0.021 圃場E:<0.009/<0.012

44 圃場F:<0.021 圃場F:<0.009/<0.012

1,3,7 圃場A:0.020 圃場A:0.009/<0.010 (§)

1 圃場B:<0.020 圃場B:<0.009/<0.010 (§)

圃場A:<0.021 圃場A:<0.009/<0.012

圃場B:<0.021 圃場B:<0.009/<0.012

圃場C:<0.021 圃場C:<0.009/<0.012

圃場A:<0.042 圃場A:<0.018/<0.024

圃場B:<0.042 圃場B:<0.018/<0.024

14 ,21,28 圃場A:<0.042 圃場A:<0.018/<0.024

21,28,35 圃場B:<0.042 圃場B:<0.018/<0.024

圃場A:<0.032 圃場A:<0.014/<0.018 (§)

圃場B:<0.032 圃場B:<0.014/<0.018 (§)

33 圃場A:<0.021 圃場A:<0.009/<0.012

14 圃場B:<0.021(#) 圃場B:<0.009/<0.012 (#)

圃場A:<0.021 圃場A:<0.009/<0.012

圃場B:<0.021 圃場B:<0.009/<0.012

30 圃場C:<0.021 圃場C:<0.009/<0.012

29 圃場D:<0.021 圃場D:<0.009/<0.012

30 圃場E:<0.021 圃場E:<0.009/<0.012

29 圃場F:<0.021 圃場F:<0.009/<0.012

106 ,113 ,120圃場A:<0.021 圃場A:<0.009/<0.012

117,124,133 圃場B:0.045(2回,124日) 圃場B:*<0.009/**0.036(*2回,117日、**2回,124日)

43 ,50 ,57 圃場A:<0.021(2回,57日)(#) 圃場A:*<0.009/*<0.012(*2回,57日) (#)

75,82,89 圃場B:<0.021 圃場B:<0.009/<0.012

ふき
（ふきのとう）

2 18.5% SL
500 mL/10 a
雑草茎葉散布

(萌芽前ほ場全面処理)
2

なばな
（茎葉）

2 18.5% SL
500 mL/10 a
雑草茎葉散布
(畦間処理)

2

ごぼう
（根部）

2 18.5% SL
500 mL/10 a
雑草茎葉散布
(畦間処理)

2

23 ,30,37

ふき
（茎葉）

2 18.5% SL
500 mL/10 a
雑草茎葉散布

(萌芽前ほ場全面処理)
2

1,3,7

結球レタス
（茎葉）

2 18.5% SL
500 mL/10 a
雑草茎葉散布
(畦間処理)

2

6 18.5% SL
500 mL/10 a
雑草茎葉散布
(畦間処理)

2

1,3,7

たかな（かつおな）
（茎葉）

2 18.5% SL
500 mL/10 a
雑草茎葉散布
（畝間処理）

2 7,14,21

45

ブロッコリー
（花蕾）

2 18.5% SL
500 mL/10 a
雑草茎葉散布
（畝間処理）

2

3 18.5% SL
500 mL/10 a
雑草茎葉散布
（畝間処理）

2

45

キャベツ
（葉球）

2 18.5% SL
500 mL/10 a

定植前・雑草茎葉散布
(定植前処理+畦間処理)

1+1

6 18.5% SL
500 mL/10 a
雑草茎葉散布
(畦間処理)

2

はくさい
（茎葉）

2 18.5% SL
500 mL/10 a
雑草茎葉散布

(播種定植前+畦間処理)
1+1

6 18.5% SL
500 mL/10 a
雑草茎葉散布
(畦間処理)

2

21,28,35

かぶ
（葉部）

2 18.5% SL
500 mL/10 a
雑草茎葉散布
(畝間処理)

2 21,28,35

はつかだいこん
（葉部）

2 18.5% SL
500 mL/10 a
雑草茎葉散布
(畦間処理)

2

かぶ
（根部）

2 18.5% SL
500 mL/10 a
雑草茎葉散布
(畝間処理)

2

45

はつかだいこん
（根部）

2 18.5% SL
500 mL/10 a
雑草茎葉散布
(畦間処理)

2

45

だいこん
（葉部）

2 18.5% SL
500 mL/10 a
雑草茎葉散布

(播種前全面処理+畦間処理)
2

6 18.5% SL
500 mL/10 a
雑草茎葉散布
(畦間処理)

2

だいこん
（根部）

2 18.5% SL
500 mL/10 a
雑草茎葉散布

(播種前全面処理+畦間処理)
2

6 18.5% SL
500 mL/10 a
雑草茎葉散布
(畦間処理)

2

さとうきび
（茎）

3 18.5% SL
2000 mL/10 a
雑草茎葉散布

(植付前全面処理+畦間処理)
1+3 14,21,29

やまのいも
（塊根）

2 18.5% SL
500 mL/10 a
雑草茎葉散布

(植付前全面処理+畦間処理)
1+2

こんにゃくいも
（球茎）

2 18.5% SL
500 mL/10 a
雑草茎葉散布
(畦間処理)

3

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎



剤型 使用量・使用方法 回数 経過日数

（別紙2-1）

農作物
試験

圃場数

試験条件 各化合物の残留濃度の

合計（mg/kg）注1）
各化合物の残留濃度（mg/kg）注2）

【グルホシネート（代謝物Zを含む。）/代謝物B】

設定
の根
拠等

グルホシネートアンモニウム塩の作物残留試験一覧表（国内）

圃場A:<0.105 圃場A:<0.046/<0.060

圃場B:<0.105 圃場B:<0.046/<0.060

圃場A:<0.042 圃場A:<0.018/<0.024

圃場B:<0.042 圃場B:<0.018/<0.024

85 圃場A:<0.021 圃場A:<0.009/<0.012

84 圃場B:<0.021 圃場B:<0.009/<0.012

圃場A:0.044 圃場A:0.037/<0.007 (§)

圃場B:<0.016 圃場B:<0.009/<0.007 (§)

圃場A:<0.015 圃場A:<0.009/<0.006

圃場B:<0.015 圃場B:<0.009/<0.006

圃場C:<0.015 圃場C:<0.009/<0.006

圃場D:<0.015 圃場D:<0.009/<0.006

圃場E:<0.021 圃場E:<0.009/<0.012

1,2,5 圃場F:<0.021 圃場F:<0.009/<0.012

圃場G:<0.021 圃場G:<0.009/<0.012

圃場H:<0.021 圃場H:<0.009/<0.012

圃場I:<0.021 圃場I:<0.009/<0.012

圃場J:<0.021 圃場J:<0.009/<0.012

55 圃場A:0.021 圃場A:<0.009/0.012

59 圃場B:<0.021 圃場B:<0.009/<0.012

1 18.5% SL
500 mL/10 a
雑草茎葉散布
(畦間処理)

2 1,3,7 圃場A:<0.016 圃場A:<0.009/<0.007 (§)

圃場A:<0.015 圃場A:<0.009/<0.006

圃場B:<0.015 圃場B:<0.009/<0.006

圃場C:<0.015 圃場C:<0.009/<0.006

圃場D:<0.015 圃場D:<0.009/<0.006

圃場E:<0.021 圃場E:<0.009/<0.012

圃場F:<0.021 圃場F:<0.009/<0.012

圃場G:<0.021 圃場G:<0.009/<0.012

圃場H:<0.021 圃場H:<0.009/<0.012

1,3,8 圃場I:<0.021 圃場I:<0.009/<0.012

1 18.5% SL
500 mL/10 a
雑草茎葉散布
(畦間処理)

2 1,3,7 圃場A:<0.016 圃場A:<0.009/<0.007 (§)

1 18.5% SL
500 mL/10 a
雑草茎葉散布
(畦間処理)

2 1,3,7 圃場B:<0.021 圃場B:<0.009/<0.012

圃場A:<0.089 圃場A:<0.046/<0.043

圃場B:<0.089 圃場B:<0.046/<0.043

圃場A:<0.018 圃場A:<0.009/<0.009 (§)

圃場B:<0.018 圃場B:<0.009/<0.009 (§)

45 圃場A:<0.021(#) 圃場A:<0.009/<0.012 (#)

20 圃場B:<0.021(#) 圃場B:<0.009/<0.012 (#)

31 圃場A:<0.021(#) 圃場A:<0.009/<0.012 (#)

20 圃場B:<0.021(#) 圃場B:<0.009/<0.012 (#)

圃場A:<0.036 圃場A:<0.018/<0.018

圃場B:<0.036 圃場B:<0.018/<0.018

59,75,90 圃場A:<0.011(3回,59日) 圃場A:*<0.005/*<0.006(*3回,59日)

60,75,90 圃場B:<0.011 圃場B:<0.005/<0.006

32 圃場A:<0.021 圃場A:<0.009/<0.012

30 圃場B:<0.021 圃場B:<0.009/<0.012

圃場A:<0.016 圃場A:<0.009/<0.007 (§)

圃場B:<0.016 圃場B:<0.009/<0.007 (§)

圃場A:<0.21 圃場A:<0.091/<0.12

圃場B:<0.21 圃場B:<0.091/<0.12

圃場A:0.023 圃場A:0.014/<0.009 (§)

圃場B:<0.018 圃場B:<0.009/<0.009 (§)

1 18.5% SL
500 mL/10 a
雑草茎葉散布
(畝間散布)

3 7,14,21 圃場C:<0.021 圃場C:0.009/<0.012

圃場A:<0.016注3) 圃場A:<0.009注3)/<0.006

圃場B:0.027注3) 圃場B:0.019注3)/0.009

1 18.5% SL
500 mL/10 a
雑草茎葉散布
(畝間散布)

3 7,14,21 圃場C:0.050 圃場C:0.044/<0.006

圃場A:<0.021 圃場A:<0.009/<0.012

圃場B:<0.021 圃場B:<0.009/<0.012

圃場A:<0.021(#) 圃場A:<0.009/<0.012 (#)

圃場B:<0.021(#) 圃場B:<0.009/<0.012 (#)

圃場A:<0.021 圃場A:<0.009/<0.012

圃場B:<0.021 圃場B:<0.009/<0.012

7,14,21

◎

1

1

◎

◎

◎

1

1,3,7

3,7,14

1

1,3,7

10 18.5% SL
500 mL/10 a
雑草茎葉散布
(畦間処理)

2

9 18.5% SL
500 mL/10 a
雑草茎葉散布
(畦間処理)

2

ぎぼうし
（うるい）

500 mL/10 a
雑草茎葉散布
(畦間処理)

32 18.5% SL

2 18.5% SL
500 mL/10 a
雑草茎葉散布
(畝間散布)

3 7,14,21

とうき
（葉部）

2 18.5% SL
500 mL/10 a
雑草茎葉散布
(畝間処理)

3 7,14,21

トマト
（果実）

2 18.5% SL
500 mL/10 a
雑草茎葉散布

(定植前+雑草茎葉散布)
1 +3 1

2 18.5% SL
500 mL/10 a
雑草茎葉散布
(畦間処理)

3 1

みつば
（茎葉）

2

2 18.5% SL
500 mL/10 a
雑草茎葉散布
(畦間処理)

セルリー
（茎葉）

2 18.5% SL
500 mL/10 a
雑草茎葉散布
(畝間散布)

3

にら
（茎葉）

2 18.5% SL
500 mL/10 a
雑草茎葉散布
(畝間処理)

3

3

パセリ
（茎葉）

2 18.5% SL
500 mL/10 a
雑草茎葉散布
(畝間散布)

2

2

にんじん
（根部）

2 18.5% SL
500 mL/10 a
雑草茎葉散布

(播種前全面処理+畦間処理)
1+1

2 18.5% SL
500 mL/10 a
雑草茎葉散布
(畦間処理)

アスパラガス
（若茎）

2

18.5% SL
750  mL/10 a
雑草茎葉散布

(萌芽前全面散布)

1

2

1,3,7

葉ねぎ
（茎葉）

にんにく
（鱗茎）

2 18.5% SL
500 mL/10 a
雑草茎葉散布
(畦間処理)

2

1,3,7

1

ねぎ
（茎葉）

2 18.5% SL
500 mL/10 a
雑草茎葉散布

(定植前全面散布+畦間処理)
1+1

たまねぎ
（鱗茎）

2 18.5% SL
500 mL/10 a
雑草茎葉散布

(定植前全面散布+畦間処理)
1+1

2 18.5% SL
500 mL/10 a
雑草茎葉散布
(畦間処理)

2

14

もりあざみ
（根部）

2 18.5% SL
500 mL/10 a
雑草茎葉散布
(畝間処理)

3 30,37,44

食用ぎく
（花全体）

2 18.5% SL
500 mL/10 a
雑草茎葉散布
(畝間処理)

2

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎



剤型 使用量・使用方法 回数 経過日数

（別紙2-1）

農作物
試験

圃場数

試験条件 各化合物の残留濃度の

合計（mg/kg）注1）
各化合物の残留濃度（mg/kg）注2）

【グルホシネート（代謝物Zを含む。）/代謝物B】

設定
の根
拠等

グルホシネートアンモニウム塩の作物残留試験一覧表（国内）

圃場A:<0.021 圃場A:<0.009/<0.012

圃場B:<0.021 圃場B:<0.009/<0.012

圃場C:<0.021 圃場C:<0.009/<0.012

圃場D:<0.021 圃場D:<0.009/<0.012

圃場A:<0.021 圃場A:<0.009/<0.012

圃場B:<0.021 圃場B:<0.009/<0.012

圃場A:<0.021 圃場A:<0.009/<0.012

圃場B:<0.021 圃場B:<0.009/<0.012

圃場C:<0.021 圃場C:<0.009/<0.012

圃場D:<0.021 圃場D:<0.009/<0.012

圃場A:<0.021 圃場A:<0.009/<0.012

圃場B:<0.021 圃場B:<0.009/<0.012

圃場A:<0.021 圃場A:<0.009/<0.012

圃場B:<0.021 圃場B:<0.009/<0.012

圃場C:<0.021 圃場C:<0.009/<0.012

圃場D:<0.021 圃場D:<0.009/<0.012

圃場E:<0.021 圃場E:<0.009/<0.012

圃場F:<0.021 圃場F:<0.009/<0.012

圃場A:<0.021 圃場A:<0.009/<0.012

圃場B:<0.021 圃場B:<0.009/<0.012

圃場A:<0.021 圃場A:<0.009/<0.012

圃場B:0.021 圃場B:<0.009/0.012

圃場C:<0.021 圃場C:<0.009/<0.012

圃場D:0.021 圃場D:0.009/<0.012

圃場E:<0.021 圃場E:<0.009/<0.012

圃場F:<0.021 圃場F:<0.009/<0.012

圃場G:<0.021 圃場G:<0.009/<0.012

圃場H:<0.021 圃場H:<0.009/<0.012

圃場I:<0.021 圃場I:<0.009/<0.012

圃場J:<0.021 圃場J:<0.009/<0.012

19 圃場A:<0.021(#) 圃場A:<0.009/<0.012 (#)

31 圃場B:0.021(#) 圃場B:<0.009/0.012 (#)

圃場A:<0.011 圃場A:<0.005/<0.006

3 圃場B:<0.011 圃場B:<0.005/<0.006

1,3,6 圃場C:<0.011 圃場C:<0.005/<0.006

圃場A:<0.063 圃場A:<0.027/<0.036

圃場B:<0.063 圃場B:<0.027/<0.036

48 圃場A:<0.024 圃場A:<0.009/<0.015 (§)

62 圃場B:<0.024 圃場B:<0.009/<0.015 (§)

1,3 圃場A:0.017(2回,3日) 圃場A:<0.009/*0.008(*2回,3日) (§)

1,3,7 圃場B:<0.016 圃場B:<0.009/<0.007 (§)

30 圃場A:<0.021 圃場A:<0.009/<0.012

26 圃場B:0.060 圃場B:<0.009/0.051

圃場A:0.021 圃場A:0.009/<0.012

圃場B:<0.021 圃場B:<0.009/<0.012

62 圃場A:<0.015注3) 圃場A:<0.009注3)/<0.007(§)

84 圃場B:<0.015注3) 圃場B:<0.009注3)/<0.007(§)

圃場A:<0.015注3) 圃場A:<0.009注3)/<0.007(§)

圃場B:<0.015注3) 圃場B:<0.009注3)/<0.007(§)

圃場A:<0.021 圃場A:<0.009/<0.012

圃場B:<0.021 圃場B:<0.009/<0.012

圃場C:<0.021 圃場C:<0.009/<0.012

圃場D:<0.021 圃場D:<0.009/<0.012

圃場E:<0.021 圃場E:<0.009/<0.012

圃場F:<0.021 圃場F:<0.009/<0.012

30,45,59 圃場A:<0.042 圃場A:<0.018/<0.024

30,32,43 圃場B:<0.042 圃場B:<0.018/<0.024

3 圃場A:0.015 圃場A:<0.009/0.006

4 圃場B:*0.016(4回,3日)(#) 圃場B:<0.009/*0.007(*4回,3日) (#)

1,4,7 圃場A:<0.020 圃場A:<0.009/<0.010 (§)

1,3,7 圃場B:0.078(3回,3日) 圃場B:*0.057/*0.021(*3回,3日)

圃場A:0.042 圃場A:<0.004/0.038

圃場B:<0.033 圃場B:<0.004/<0.029

圃場A:<0.021 圃場A:<0.009/<0.012

圃場B:<0.021 圃場B:<0.009/<0.012

圃場A:<0.011 圃場A:<0.005/<0.006

圃場B:<0.011 圃場B:<0.005/<0.006

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

1,3,7

1,3,7

1

3

1,3,7

18.5% SL 3

3

さやえんどう
（さや）

2 18.5% SL
500 mL/10 a
雑草茎葉散布
(畦間処理)

3 1

2 18.5% SL
500 mL/10 a
雑草茎葉散布
(畦間処理)

3

たけのこ
（幼茎）

2 18.5% SL
500 mL/10 a
雑草茎葉散布

（萌芽前ほ場全面処理）
2

オクラ
（果実）

2 18.5% SL
500 mL/10 a
雑草茎葉散布
（畝間処理）

葉しょうが
（塊茎）

2 18.5% SL

500 mL/10 a
雑草茎葉散布

(萌芽直前～萌芽初期ほ場全面処理
+畦間処理)

1+1 14,21,28

1,3,7

しょうが
（塊茎）

2 18.5% SL
500 mL/10 a
雑草茎葉散布
(畦間処理)

3

6 18.5% SL
500 mL/10 a
雑草茎葉散布
(畦間処理)

2

7,14,21

7

1,3,7

ほうれんそう
（茎葉）

18.5% SL

500 mL/10 a
雑草茎葉散布

(播種前全面処理)
1

500 mL/10 a
雑草茎葉散布
(畦間処理)

2 7,14,21

2

すいか
（果肉）

2 18.5% SL
500 mL/10 a
雑草茎葉散布
(畦間処理)

2

2 18.5% SL
500 mL/10 a
雑草茎葉散布
(畦間処理)

2

メロン
（果肉）

2 18.5% SL
500 mL/10 a
雑草茎葉散布

(定植前全面処理+畦間処理)
1+1

にがうり
（果実）

2 18.5% SL
500 mL/10 a
雑草茎葉散布
(畦間処理)

2

きゅうり
（果実）

2 18.5% SL
500 mL/10 a
雑草茎葉散布

(定植前全面散布+雑草茎葉散布)
1+2 1

10
500 mL/10 a
雑草茎葉散布
(畦間処理)

1

しろうり
（果実）

2 18.5% SL
500 mL/10 a
雑草茎葉散布
(畦間処理)

1 21,28,35

かぼちゃ
（果実）

2 18.5% SL
500 mL/10 a
雑草茎葉散布

(定植前全面散布+雑草茎葉散布)
1 +2

ズッキーニ
（果実）

3 18.5% SL
500 mL/10 a
雑草茎葉散布
(畦間処理)

なす
（果実）

2 18.5% SL
500 mL/10 a
雑草茎葉散布

(定植前+雑草茎葉散布)
1+2 1

6

ピーマン
（果実）

2 18.5% SL
500 mL/10 a
雑草茎葉散布

(定植前+雑草茎葉散布)
1+2 1

4 18.5% SL
500 mL/10 a
雑草茎葉散布
(畦間処理)

18.5% SL
500 mL/10 a
雑草茎葉散布
(畦間処理)

3

1,3,7

1

ミニトマト
（果実）

4 18.5% SL
500 mL/10 a
雑草茎葉散布
(畦間処理)

1,3,7

1

1,3,7



剤型 使用量・使用方法 回数 経過日数

（別紙2-1）

農作物
試験

圃場数

試験条件 各化合物の残留濃度の

合計（mg/kg）注1）
各化合物の残留濃度（mg/kg）注2）

【グルホシネート（代謝物Zを含む。）/代謝物B】

設定
の根
拠等

グルホシネートアンモニウム塩の作物残留試験一覧表（国内）

圃場A:<0.008 圃場A:<0.005/<0.003 (§)

圃場B:<0.008 圃場B:<0.005/<0.003 (§)

圃場A:<0.008 圃場A:<0.005/<0.004

圃場B:<0.011 圃場B:<0.005/<0.006

圃場C:<0.011 圃場C:<0.005/<0.006

圃場D:<0.011 圃場D:<0.005/<0.006

104 圃場A:0.021(#) 圃場A:<0.009/0.012 (#)

94 圃場B:<0.021(#) 圃場B:<0.009/<0.012 (#)

54 圃場A:0.030(#) 圃場A:<0.009/0.021(#)

38 圃場B:<0.021(#) 圃場B:<0.009/<0.012(#)

7 ,13,20 圃場A:0.018(3回,13日) 圃場A:<0.009/*0.009(*3回,13日)

10 ,18,26 圃場B:<0.021(3回,26日) 圃場B:<0.009/**0.012(*3回,18日、**3回,26日)

圃場A:<0.011 圃場A:<0.005/<0.006

圃場B:<0.011 圃場B:<0.005/<0.006

圃場C:0.016(3回,3日) 圃場C:*0.009/0.007(*3回,3日)

圃場A:<0.021 圃場A:<0.009/<0.012

圃場B:0.033 圃場B:<0.009/0.024

圃場C:<0.021 圃場C:<0.009/<0.012

圃場A:0.013 圃場A:<0.005/0.008

圃場B:0.012 圃場B:<0.005/0.007

圃場C:<0.011 圃場C:<0.005/<0.006

圃場A:0.011 圃場A:0.008/<0.004

圃場B:<0.008 圃場B:<0.005/<0.004

37 ,44,51 圃場A:<0.021(3回,44日) 圃場A:*<0.009/*<0.012(*3回,44日)

41 ,45,52 圃場B:<0.021 圃場B:<0.009/<0.012

圃場A:<0.084(#) 圃場A:<0.037/<0.048 (#)

圃場B:<0.084(#) 圃場B:<0.037/<0.048 (#)

21,28,35 圃場A:<0.021 圃場A:<0.009/<0.012

20,28,35 圃場B:<0.021(3回,20日) 圃場B:*<0.009/*<0.012(*3回,20日)

圃場A:<0.011 圃場A:<0.005/<0.006

圃場B:<0.011 圃場B:<0.005/<0.006

圃場A:0.066 圃場A:<0.018/0.048

圃場B:0.042(2回,7日) 圃場B:<0.018/*0.024(*2回,7日)

圃場A:<0.021 圃場A:<0.009/<0.012

圃場B:<0.021 圃場B:<0.009/<0.012

圃場A:0.033 圃場A:<0.009/0.024

圃場B:0.045 圃場B:<0.009/0.036

72 圃場A:<0.021 圃場A:<0.009/<0.012

67 圃場B:<0.021 圃場B:<0.009/<0.012

17 ,27 圃場A:<0.021(3回,17日)(#) 圃場A:*<0.009/*<0.012(*3回,17日) (#)

20,30 圃場B:<0.021(3回,20日) 圃場B:*<0.009/*<0.012(*3回,20日)

圃場A:<0.021 圃場A:<0.009/<0.012

圃場B:<0.021 圃場B:<0.009/<0.012

圃場C:<0.021 圃場C:<0.009/<0.012

圃場D:<0.021 圃場D:<0.009/<0.012

圃場E:<0.021 圃場E:<0.009/<0.012

圃場F:<0.021 圃場F:<0.009/<0.012

圃場A:<0.021(#) 圃場A:<0.009/<0.012 (#)

圃場B:<0.021(#) 圃場B:<0.009/<0.012 (#)

72 圃場A:<0.021 圃場A:<0.009/<0.012

67 圃場B:<0.021 圃場B:<0.009/<0.012

17 ,27 圃場A:<0.021(3回,17日)(#) 圃場A:*<0.009/*<0.012(*3回,17日) (#)

20,30 圃場B:<0.021(3回,20日) 圃場B:*<0.009/*<0.012(*3回,20日)

圃場A:<0.021 圃場A:<0.009/<0.012

圃場B:<0.021 圃場B:<0.009/<0.012

圃場C:<0.021 圃場C:<0.009/<0.012

圃場D:<0.021 圃場D:<0.009/<0.012

圃場E:<0.021 圃場E:<0.009/<0.012

圃場F:<0.021 圃場F:<0.009/<0.012

圃場A:<0.021(#) 圃場A:<0.009/<0.012 (#)

圃場B:<0.021(#) 圃場B:<0.009/<0.012 (#)

1,3,7

◎

21

21

7,14,21

18.5% SL
1000 mL/10 a
雑草茎葉散布

（樹冠下処理）
2

1 ,3,7

14,21,28

3 1,3,7

1000 mL/10 a
雑草茎葉散布

（樹冠下処理）

3

2

3

36

37 ,45,52

1,3,7

14,21,28

1,3,7

18.5% SL

18.5% SL 3

14 ,21,28

21

21

14 ,21,28

1

温州みかん
（果皮）

2 18.5% SL
1000 mL/10 a
雑草茎葉散布

（樹冠下処理）
2

2 18.5% SL
1000 mL/10 a
雑草茎葉散布

（樹冠下処理）
3

2
20.0% WP
(配合剤1)

500  g/10 a
雑草茎葉散布

（樹冠下処理）
2

6
1000 mL/10 a
雑草茎葉散布

（樹冠下処理）

6

わらび
（若芽）

2 18.5% SL
1000 mL/10 a
雑草茎葉散布

(萌芽前全面処理)
1

ヤングコーン
（雌穂(幼果)）

2 18.5% SL
500 mL/10 a
雑草茎葉散布
(畦間処理)

温州みかん
（果肉）

2

2 18.5% SL
1000 mL/10 a
雑草茎葉散布

（樹冠下処理）

3

2
20.0% WP
(配合剤1)

500  g/10 a
雑草茎葉散布

（樹冠下処理）
2

食用桑
（果実）

2 18.5% SL
500 mL/10 a
雑草茎葉散布

(春期萌芽前全面処理）
3

食用桑
（葉）

2 18.5% SL
500 mL/10 a
雑草茎葉散布

(夏切後萌芽前全面処理）
3

モロヘイヤ
（茎葉）

2 18.5% SL
500 mL/10 a
雑草茎葉散布
(畦間処理)

たらのき
（新芽）

2 18.5% SL
500 mL/10 a
雑草茎葉散布
(畦間処理)

3

ほうきぎ
（胞果）

2 18.5% SL
500 mL/10 a
雑草茎葉散布

（定植後処理）
3

さといも
（葉柄）

2 18.5% SL
500 mL/10 a
雑草茎葉散布
(畦間処理)

3

未成熟そらまめ 3 18.5% SL
500 mL/10 a
雑草茎葉散布
(畦間処理)

3

えだまめ
（さや）

18.5% SL
750  mL/10 a
雑草茎葉散布

(播種前全面土壌散布)
1

18.5% SL
750  mL/10 a
雑草茎葉散布

(播種前全面土壌散布+畦間処理)

2 18.5% SL
500 mL/10 a
雑草茎葉散布
(畦間処理)

3

1+1

2 18.5% SL
500 mL/10 a
雑草茎葉散布
(畦間処理)

3

3 18.5% SL
500 mL/10 a
雑草茎葉散布
(畦間処理)

3

2

さやいんげん

4 18.5% SL
500 mL/10 a
雑草茎葉散布
(畦間処理)

2 18.5% SL
500 mL/10 a
雑草茎葉散布
(畦間処理)

3

3

◎



剤型 使用量・使用方法 回数 経過日数

（別紙2-1）

農作物
試験

圃場数

試験条件 各化合物の残留濃度の

合計（mg/kg）注1）
各化合物の残留濃度（mg/kg）注2）

【グルホシネート（代謝物Zを含む。）/代謝物B】

設定
の根
拠等

グルホシネートアンモニウム塩の作物残留試験一覧表（国内）

72 圃場A:<0.021 圃場A:<0.009/<0.012注4)

67 圃場B:<0.021 圃場B:<0.009/<0.012注4)

17 ,27 圃場A:<0.021(3回,17日)(#) 圃場A:*<0.009/*<0.012(*3回,17日)注5)(#)

20,30 圃場B:<0.021(3回,20日) 圃場B:*<0.009/*<0.012(*3回,20日)注5)

圃場A:<0.021 圃場A:<0.009/<0.012注5)

圃場B:<0.021 圃場B:<0.009/<0.012注5)

圃場C:<0.021 圃場C:<0.009/<0.012注5)

圃場D:<0.021 圃場D:<0.009/<0.012注5)

圃場E:<0.021 圃場E:<0.009/<0.012注5)

圃場F:<0.021 圃場F:<0.009/<0.012注5)

圃場A:<0.021 圃場A:<0.009/<0.012(#)注5)

圃場B:<0.021 圃場B:<0.009/<0.012(#)注5)

サマーフレッシュ
（果実）

1
20.0% WP
(配合剤

1)

770 g/10 a
雑草茎葉散布

（樹冠下処理）
2 21 圃場A:<0.021(#) 圃場A:<0.009/<0.012 (#)

河内晩柑
（果実）

1
20.0% WP
(配合剤

1)

770 g/10 a
雑草茎葉散布

（樹冠下処理）
2 21 圃場A:<0.021(#) 圃場A:<0.009/<0.012 (#)

レモン
（果実）

1
20.0% WP
(配合剤

1)

770 g/10 a
雑草茎葉散布

（樹冠下処理）
2 20 圃場A:<0.021(#) 圃場A:<0.009/<0.012 (#)

14 ,21,28 圃場A:<0.021 圃場A:<0.009/<0.012

21 圃場A:0.027 圃場A:<0.009/0.018

ゆず
（果実）

2 18.5% SL
1000 mL/10 a
雑草茎葉散布

（樹冠下処理）
3 14 ,21,28 圃場A:<0.021 圃場A:<0.009/<0.012

すだち
（果実）

1
20.0% WP
(配合剤

1)

770 g/10 a
雑草茎葉散布

（樹冠下処理）
2 21 圃場A:<0.021(#) 圃場A:<0.009/<0.012 (#)

22 圃場A:<0.021 圃場A:<0.009/<0.012

30 圃場B:<0.021 圃場B:<0.009/<0.012

20 圃場A:<0.021 圃場A:<0.009/<0.012

21 圃場B:<0.021 圃場B:<0.009/<0.012

圃場A:<0.021 圃場A:<0.009/<0.012

圃場B:<0.021 圃場B:<0.009/<0.012

圃場C:<0.021 圃場C:<0.009/<0.012

圃場D:<0.021 圃場D:<0.009/<0.012

圃場E:<0.021 圃場E:<0.009/<0.012

圃場F:<0.021 圃場F:<0.009/<0.012

19 圃場A:<0.021 圃場A:<0.009/<0.012

16 圃場B:<0.021 圃場B:<0.009/<0.012

圃場A:<0.015 圃場A:<0.009/<0.006

圃場B:<0.015 圃場B:<0.009/<0.006

圃場A:<0.021 圃場A:<0.009/<0.012

圃場B:<0.021 圃場B:<0.009/<0.012

圃場C:<0.021 圃場C:<0.009/<0.012

圃場D:<0.021 圃場D:<0.009/<0.012

圃場E:<0.021 圃場E:<0.009/<0.012

圃場F:<0.021 圃場F:<0.009/<0.012

21 圃場A:<0.021(#) 圃場A:<0.009/<0.012 (#)

25 圃場B:<0.021(#) 圃場B:<0.009/<0.012 (#)

20 圃場A:0.042 圃場A:<0.009/0.033

19 圃場B:<0.021 圃場B:<0.009/<0.012

圃場A:<0.026 圃場A:<0.014/<0.012 (§)

圃場B:<0.026 圃場B:<0.014/<0.012 (§)

圃場A:<0.021 圃場A:<0.009/<0.012

圃場B:<0.021 圃場B:<0.009/<0.012

1 圃場C:<0.021 圃場C:<0.009/<0.012

20 圃場A:0.042 圃場A:<0.009/0.033

19 圃場B:<0.021 圃場B:<0.009/<0.012

圃場A:<0.026 圃場A:<0.014/<0.012 (§)

圃場B:<0.026 圃場B:<0.014/<0.012 (§)

圃場A:<0.021 圃場A:<0.009/<0.012

圃場B:<0.021 圃場B:<0.009/<0.012

1 圃場C:<0.021 圃場C:<0.009/<0.012

20 圃場A:0.038 圃場A:<0.009/0.030注6)

19 圃場B<:0.020 圃場B:<0.008/<0.012注6)

圃場A:<0.014 圃場A:<0.008/<0.006注6)

圃場B<:0.014 圃場B:<0.008/<0.006注6)

圃場A:<0.020 圃場A:<0.009/<0.011注7)

圃場B:<0.020 圃場B:<0.009/<0.011注7)

1 圃場C:<0.020 圃場C:<0.009/<0.011注7)

1,3 圃場A:0.011 圃場A:<0.005/0.006

1 圃場B:<0.011 圃場B:<0.005/<0.006

3

6
1000 mL/10 a
雑草茎葉散布

（樹冠下処理）

2
20.0% WP
(配合剤1)

500  g/10 a
雑草茎葉散布

（樹冠下処理）
2

18.5% SL 3

21

もも
（果実）

2 18.5% SL
750,1000 mL/10 a

雑草茎葉散布
（樹冠下処理）

3

2 18.5% SL
1000 mL/10 a
雑草茎葉散布

（樹冠下処理）
3 1

3 18.5% SL
1000 mL/10 a
雑草茎葉散布

（樹冠下処理）
3

1,3,7

温州みかん
（果実）

2 18.5% SL
1000 mL/10 a
雑草茎葉散布

（樹冠下処理）
2

2 18.5% SL

ネクタリン
（果実）

2 18.5% SL
1000 mL/10 a
雑草茎葉散布

（樹冠下処理）
3

1

3 18.5% SL
1000 mL/10 a
雑草茎葉散布

（樹冠下処理）
3

1,3,7

もも
（果肉）

2 18.5% SL
750,1000 mL/10 a

雑草茎葉散布
（樹冠下処理）

3

2 18.5% SL
1000 mL/10 a
雑草茎葉散布

（樹冠下処理）
3

1

もも
（種子を除去し果皮

を含む）
3 18.5% SL

1000 mL/10 a
雑草茎葉散布

（樹冠下処理）
3

1,3,7

もも
（果皮）

2 18.5% SL
750,1000 mL/10 a

雑草茎葉散布
（樹冠下処理）

3

2 18.5% SL
1000 mL/10 a
雑草茎葉散布

（樹冠下処理）
3

1

びわ
（果実）

2 18.5% SL
1000  mL/10 a
雑草茎葉散布

（樹冠下処理）
3

2 18.5% SL
1000 mL/10 a
雑草茎葉散布

（樹冠下処理）
3 1,3,7

6 18.5% SL
1000 mL/10 a
雑草茎葉散布

（樹冠下処理）
3

1,3,7

なし
（果実）

2 18.5% SL
1000 mL/10 a
雑草茎葉散布

（樹冠下処理）
3

かぼす
（果実）

2 18.5% SL
1000 mL/10 a
雑草茎葉散布

（樹冠下処理）
3

18.5% SL
1000 mL/10 a
雑草茎葉散布

（樹冠下処理）
3

14 ,21,28

21

りんご
（果実）

2 18.5% SL
1000 mL/10 a
雑草茎葉散布

（樹冠下処理）
2

2 18.5% SL
1000 mL/10 a
雑草茎葉散布

（樹冠下処理）
3

6

1000 mL/10 a
雑草茎葉散布

（樹冠下処理）

14 ,21,28

21



剤型 使用量・使用方法 回数 経過日数

（別紙2-1）

農作物
試験

圃場数

試験条件 各化合物の残留濃度の

合計（mg/kg）注1）
各化合物の残留濃度（mg/kg）注2）

【グルホシネート（代謝物Zを含む。）/代謝物B】

設定
の根
拠等

グルホシネートアンモニウム塩の作物残留試験一覧表（国内）

圃場A:0.014 圃場A:<0.005/0.009

圃場B:<0.011 圃場B:<0.005/<0.006

19 圃場A:<0.024 圃場A:<0.009/<0.015 (§)

22 圃場B:<0.024 圃場B:<0.009/<0.015 (§)

圃場A:<0.009 圃場A:<0.005/<0.004 (§)

圃場B:0.045(3回,3日) 圃場B:<0.005/*0.041(*3回,3日)

22 圃場A:<0.021 圃場A:<0.009/<0.012

19 圃場B:0.072 圃場B:<0.009/0.063

圃場A:<0.015 圃場A:<0.009/<0.006

圃場B:0.015 圃場B:<0.009/<0.006

178 圃場A:<0.021 圃場A:<0.009/<0.012

163 圃場B:<0.021 圃場B:<0.009/<0.012

圃場A:<0.017 圃場A:<0.009/<0.008

圃場B:0.093(3回,3日) 圃場B:*0.085/**0.011(*3回,3日、**3回,7日)

圃場A:0.019(3回,3日) 圃場A:<0.009/*0.009(*3回,3日)

圃場B:0.021 圃場B:<0.009/0.012

17 圃場A:<0.021 圃場A:<0.009/<0.012

20 圃場B:<0.021 圃場B:<0.009/<0.012

圃場A:<0.015 圃場A:<0.009/<0.006

圃場B:<0.015 圃場B:<0.009/<0.006

圃場A:<0.021 圃場A:<0.009/<0.012

圃場B:<0.021 圃場B:<0.009/<0.012

1 圃場C:<0.021 圃場C:<0.009/<0.012

21 圃場A:<0.021(#) 圃場A:<0.009/<0.012 (#)

31 圃場B:<0.021(#) 圃場B:<0.009/<0.012 (#)

20 圃場A:<0.015 圃場A:<0.009/<0.006

53 圃場B:<0.015 圃場B:<0.009/<0.006

1 18.5% SL
750 mL/10 a
雑草茎葉散布

（樹冠下処理）
3 20 圃場A:<0.021 圃場A:<0.009/<0.012

4 1,3,5 圃場A:<0.021(#) 圃場A:<0.009/<0.012 (#)

3 1,3,7 圃場B:<0.015 圃場B:<0.009/<0.006

圃場A:<0.021 圃場A:<0.009/<0.012

圃場B:<0.021 圃場B:<0.009/<0.012

圃場C:<0.021 圃場C:<0.009/<0.012

圃場D:<0.021 圃場D:<0.009/<0.012

圃場E:<0.021 圃場E:<0.009/<0.012

圃場F:<0.021 圃場F:<0.009/<0.012

19 圃場A:<0.021 圃場A:<0.009/<0.012

21 圃場B:0.027 圃場B:<0.009/0.018

19 圃場A:<0.021 圃場A:<0.009/0.012

21 圃場B:0.033 圃場B:<0.009/0.024

19 圃場A:0.016 圃場A:<0.009/0.007注5)

21 圃場B:0.017 圃場B:<0.009/0.008注5)

圃場A:<0.021 圃場A:<0.009/<0.012

圃場B:0.033 圃場B:<0.009/0.024

圃場A:<0.011 圃場A:<0.005/<0.006

圃場B:*0.013(3回,45日) 圃場B:<0.005/*0.008(*3回,45日)

32,47,62 圃場A:<0.093(1回,32日) 圃場A:<0.009/<0.083(*1回,32日)

32,49,64 圃場B:<0.093(1回,32日) 圃場B:<0.009/<0.083(*1回,32日)

11 圃場A:<0.017(#) 圃場A:<0.009/<0.008 (#)

14 圃場B:<0.017 圃場B:<0.009/<0.008

19 圃場A:<0.021(#) 圃場A:<0.009/<0.012 (#)

31 圃場B:<0.021(#) 圃場B:<0.009/<0.012 (#)

6 圃場A:0.069(#) 圃場A:0.057/<0.012 (#)

7 圃場B:<0.021(#) 圃場B:<0.009/<0.012 (#)

6 圃場A:0.069(#) 圃場A:0.057/<0.012 (#)

7 圃場B:<0.021(#) 圃場B:<0.009/<0.012 (#)

1,4,8 圃場A:0.021 圃場A:0.009/<0.012

1,3,7 圃場B:<0.021 圃場B:<0.009/<0.012

7,14,21,35 圃場A:0.159(2回,21日) 圃場A:<0.009/*0.149(*2回,21日)

7,14,21 圃場B:0.028(2回,21日) 圃場B:<0.009/*0.018(*2回,21日)

圃場A:<0.105 圃場A:<0.046/<0.060

圃場B:<0.105 圃場B:<0.046/<0.060

圃場A:0.019 圃場A:0.013/<0.006

圃場B:<0.011 圃場B:<0.005/<0.006

キウイフルーツ
（果肉）

2

すもも
（果実）

2 18.5% SL
1000 mL/10 a
雑草茎葉散布

（樹冠下処理）
3

茶
（浸出液）

2 18.5% SL
750  mL/10 a
雑草茎葉散布
(畦間処理)

2

ホップ
（乾花）

2 18.5% SL
500 mL/10 a
雑草茎葉散布
(畦間処理)

3

14

しそ
（葉）

2 18.5% SL
500 mL/10 a
雑草茎葉散布
(畦間処理)

2 7,14,21

さんしょう
（果実）

2 18.5% SL
750 mL/10 a
雑草茎葉散布

（樹冠下処理）
2

しそ
（花穂）

2 18.5% SL
500 mL/10 a
雑草茎葉散布
(畦間処理)

2

なたね
（種子）

2 18.5% SL
500 mL/10 a
雑草茎葉散布
(畦間処理)

1

いちょう
（種子）

2 18.5% SL
1000 mL/10 a
雑草茎葉散布

（樹冠下処理）
3

くり
（果実）

2 18.5% SL
1000  mL/10 a
雑草茎葉散布

（樹冠下処理）
3

茶
（荒茶）

2 18.5% SL
750  mL/10 a
雑草茎葉散布
(畦間処理)

2

1

ひまわり
（種子）

2 18.5% SL
500 mL/10 a
雑草茎葉散布
(畦間処理)

3 30,45,60

キウイフルーツ
（果実）

2 18.5% SL
750 mL/10 a
雑草茎葉散布

（樹冠下処理）
3

いちじく
（可食部）

2 18.5% SL
500 mL/10 a
雑草茎葉散布

(土壌全面散布)
3

1

20.0% WP
(+配合剤

1)

500  g/10 a
雑草茎葉散布

（春季樹冠下処理）
2

かき
（果実）

2 18.5% SL
750 mL/10 a
雑草茎葉散布

（樹冠下処理）
3

2 18.5% SL
1000 mL/10 a
雑草茎葉散布

（樹冠下処理）

18.5% SL
750 mL/10 a
雑草茎葉散布

（樹冠下処理）
3

キウイフルーツ
（果皮）

2 18.5% SL
750 mL/10 a
雑草茎葉散布

（樹冠下処理）
3

6 18.5% SL
1000 mL/10 a
雑草茎葉散布

（樹冠下処理）
3

1,3,7

3 18.5% SL
1000 mL/10 a
雑草茎葉散布

（樹冠下処理）
3

1,3,7

ぶどう
（果実）

2 18.5% SL
750 mL/10 a
雑草茎葉散布

（樹冠下処理）
3

2 18.5% SL
1000 mL/10 a
雑草茎葉散布

（樹冠下処理）
3

2

1,3,7

1,3,7

ブルーベリー
（果実）

2 18.5% SL
1000 mL/10 a
雑草茎葉散布

(雑草生育期処理)
3 1,3,7

1

いちご
（果実）

2 18.5% SL

500 mL/10 a
雑草茎葉散布

(親株床畦間処理
+子株床定食前全面土壌処理)

1+1

2 18.5% SL
500 mL/10 a
雑草茎葉散布
(畦間処理)

3

おうとう
（果実）

2 18.5% SL
1000 mL/10 a
雑草茎葉散布

（樹冠下処理）
3

2 18.5% SL
1000 mL/10 a
雑草茎葉散布

（樹冠下処理）
3

1,3,7

うめ
（果実）

2 18.5% SL
1000 mL/10 a
雑草茎葉散布

（樹冠下処理）
3

2 18.5% SL
1000 mL/10 a
雑草茎葉散布

（樹冠下処理）
3 1,3,7

〇

△

◎

◎

◎

◎

◎



剤型 使用量・使用方法 回数 経過日数

（別紙2-1）

農作物
試験

圃場数

試験条件 各化合物の残留濃度の

合計（mg/kg）注1）
各化合物の残留濃度（mg/kg）注2）

【グルホシネート（代謝物Zを含む。）/代謝物B】

設定
の根
拠等

グルホシネートアンモニウム塩の作物残留試験一覧表（国内）

圃場A:<0.011 圃場A:<0.005/<0.006

圃場B:0.020(2回,14日) 圃場B:0.006/*0.014(*2回,14日)

　($)同一圃場から採取された１つのサンプルを2つの分析機関に分けて測定されており、結果を平均値として示したため、実際の定量限界とは異なる。

  基準値の設定の根拠に○、暴露評価に使用されているものに△、基準値の設定根拠及び暴露評価にも使用されているものに◎で示した。

注6）果肉と果皮の重量比は測定されているが、これらに対する種子の重量比が不明のため、過去の作物残留試験等のデータから、果肉と果皮の和92%及び種子8%の重量比とし
て果実全体の残留濃度を算出した。
注7）果肉、果皮及び種子の重量比から果実全体の残留濃度を算出した。

　今回、新たに提出された作物残留試験成績を網掛けで示した。

みょうが
（花穂）

2 18.5% SL
500 mL/10 a
雑草茎葉散布

(萌芽前全面土壌散布+畦間処理)
1+1 7,14,21

注5）果肉及び果皮の重量比から果実全体の残留濃度を算出した。

注1）グルホシネート（代謝物Zを含む。）及び代謝物Bの合計濃度（グルホシネートに換算した値）を示した。

　代謝物Bの残留濃度は、グルホシネート濃度に換算した値で示した。

  　SL：液剤

  　WP：顆粒水和剤（配合剤1：1.3% フラザスルフロン)

　(#)印で示した作物残留試験成績は、登録又は申請された適用の範囲内で行われていないことを示す。また、適用範囲内ではない試験条件を斜体で示した。

注2）当該農薬の登録又は申請された適用の範囲内で最も多量に用い、かつ最終使用から収穫までの期間を最短とした場合の作物残留試験（いわゆる最大使用条件下の作物残
留試験）を複数の圃場で実施し、それぞれの試験から得られた残留濃度の最大値を示した。

  表中、最大使用条件下の作物残留試験条件に、アンダーラインを付しているが、経時的に測定されたデータがある場合において、収穫までの期間が最短の場合にのみ最大残
留濃度が得られるとは限らないため、最大使用条件以外で最大残留濃度が得られた場合は、その使用回数及び経過日数について（　）内に記載した。
注3）一方の分析機関における分析試料調製において誘導体化反応されずにLC-MS/MSで測定され代謝物Zを含まないグルホシネート残留濃度として分析されたものの、キャベツ
及びレタスの植物代謝試験において代謝物B以外の抽出残渣を含めた代謝物残留濃度は10%TRR以下であることから、代謝物Zを含むグルホシネート残留濃度として示した。
注4）果肉及び果皮の重量割合が不明のため、過去の作物残留試験等のデータから、それぞれの割合を果肉80%及び果皮20%として果実全体の残留濃度を算出した。



剤型 使用量・使用方法 回数 経過日数

1 ,7 圃場A:<0.011(4回,7日)(#) 圃場A:<0.005/<0.006(*4回,7日) (#)

1 圃場B:<0.011(#) 圃場B:<0.005/<0.006 (#)

7,14,21 圃場A:<0.021 圃場A:<0.009/<0.012

7,13,21 圃場B:<0.021 圃場B:<0.009/<0.012

圃場C:<0.021 圃場C:<0.009/<0.012

圃場D:<0.021 圃場D:<0.009/<0.012

圃場E:<0.021 圃場E:<0.009/<0.012

圃場F:<0.021 圃場F:<0.009/<0.012

圃場A:<0.021 圃場A:<0.009/<0.012

圃場B:<0.021 圃場B:<0.009/<0.012

圃場C:<0.021 圃場C:<0.009/<0.012

圃場A:0.011(4回,14日)(#) 圃場A:*<0.005/*0.006(*4回,14日) (#)

圃場B:<0.011(4回,14日)(#) 圃場B:*<0.005/*<0.006(*4回,14日) (#)

5 ,11 圃場A:<0.011(4回,11日)(#) 圃場A:*<0.005/*<0.006(*4回,11日) (#)

7 ,14 圃場B:<0.011(4回,14日)(#) 圃場B:*<0.005/*<0.006(*4回,14日) (#)

4 ,10 圃場A:<0.011(4回,10日)(#) 圃場A:*<0.005/*<0.006(*4回,10日) (#)

7 ,14 圃場B:<0.011(4回,14日)(#) 圃場B:*<0.005/*<0.006(*4回,14日) (#)

28,35,42 圃場A:<0.021(#) 圃場A:<0.009/<0.012 (#)

27,35,42 圃場B:<0.021(#) 圃場B:<0.009/<0.012 (#)

3,6,14 圃場A:0.011(#) 圃場A:0.006/<0.006 (#)

3,7,14 圃場B:0.012(#) 圃場B:0.006/<0.006 (#)

500 mL/10 a
雑草茎葉散布
(畦間処理)

4 1 ,7 圃場A:<0.011(4回,7日)(#) 圃場A:*<0.005/*<0.006(*4回,7日) (#)

500 mL/10 a
雑草茎葉散布

(植付前全面処理+畦間処理)
1+2 7 ,14 圃場B:<0.011(4回,14日)(#) 圃場B:*<0.005/*<0.006(*4回,14日) (#)

圃場A:<0.011 圃場A:<0.005/<0.006

圃場B:<0.011 圃場B:<0.005/<0.006

圃場A:<0.011(#) 圃場A:<0.005/<0.006 (#)

圃場B:<0.011(#) 圃場B:<0.005/<0.006 (#)

30,44 圃場A:<0.011(#) 圃場A:<0.005/<0.006 (#)

30,45 圃場B:0.011(#) 圃場B:0.006/0.006 (#)

14,20,28 圃場A:<0.021 圃場A:<0.009/<0.012

圃場B:<0.021 圃場B:<0.009/<0.012

圃場C:<0.021 圃場C:<0.009/<0.012

30 ,45 圃場A:<0.011(#) 圃場A:<0.005/<0.006 (#)

28 ,42 圃場B:<0.011(#) 圃場B:<0.005/<0.006 (#)

30 ,45,60 圃場A:<0.021(#) 圃場A:<0.009/<0.012 (#)

30 ,45,59 圃場B:<0.021(#) 圃場B:<0.009/<0.012 (#)

30 ,45 圃場A:<0.011(#) 圃場A:<0.005/<0.006 (#)

28 ,42 圃場B:<0.011(#) 圃場B:<0.005/<0.006 (#)

30 ,45,60 圃場A:<0.021(#) 圃場A:<0.009/<0.012 (#)

30 ,45,59 圃場B:<0.021(#) 圃場B:<0.009/<0.012 (#)

7,14 圃場A:<0.021(#) 圃場A:<0.009/<0.012 (#)

7,13 圃場B:<0.021(#) 圃場B:<0.009/<0.012 (#)

7,14 圃場A:*0.058(3回,14日)(#) 圃場A:*0.046/<0.012(*3回,14日) (#)

7,13 圃場B:<0.021(#) 圃場B:<0.009/<0.012 (#)

圃場A:<0.021(#) 圃場A:<0.009/<0.012 (#)

圃場B:<0.021(#) 圃場B:<0.009/<0.012 (#)

圃場A:<0.011(3回,7日)(#) 圃場A:*<0.005/*<0.006(*3回,7日) (#)

圃場B:<0.011(3回,7日)(#) 圃場B:*<0.005/*<0.006(*3回,7日) (#)

1,7,14 圃場A:<0.011(#) 圃場A:<0.005/<0.006 (#)

1,7,13 圃場B:<0.011(#) 圃場B:<0.005/<0.006 (#)

圃場A:<0.021 圃場A:<0.009/<0.012

圃場B:0.033(2回,14日) 圃場B:<0.009/*0.024(*2回,14日)

圃場A:<0.011(#) 圃場A:<0.005/<0.006 (#)

圃場B:<0.011(#) 圃場B:<0.005/<0.006 (#)

3 ,7 圃場A:<0.011(4回,7日)(#) 圃場A:*<0.005/*<0.006(*4回,7日) (#)

7 ,14 圃場B:<0.011(4回,14日)(#) 圃場B:*<0.005/*<0.006(*4回,14日) (#)

1+ 2 7,14 圃場A:<0.011(#) 圃場A:<0.005/<0.006 (#)

1+3 1 ,8 圃場B:<0.011(4回,8日)(#) 圃場B:*<0.005/*<0.006(*4回,8日) (#)

圃場A:<0.011(#) 圃場A:<0.005/<0.006 (#)

圃場B:<0.011(#) 圃場B:<0.005/<0.006 (#)

圃場A:<0.021(#) 圃場A:<0.009/<0.012 (#)

圃場B:<0.021(#) 圃場B:<0.009/<0.012 (#)

1,7,14 圃場A:<0.011(#) 圃場A:<0.005/<0.006 (#)

1,7,14 圃場B:0.014(#) 圃場B:0.008/<0.006 (#)

1,7,14 圃場C:<0.021(#) 圃場C:<0.009/<0.012 (#)

にら
（茎葉）

3 11.5% SL
500 mL/10 a
雑草茎葉散布

(植付前全面処理+畦間処理)
1+2

にんにく
（鱗茎）

2 11.5% SL
500 mL/10 a
雑草茎葉散布

(萌芽前全面処理+畦間処理)
1+2 1,7,14

ねぎ
（茎葉）

2 11.5% SL
500 mL/10 a
雑草茎葉散布

(植付前全面処理+畦間処理)
1+2 1,7,14

レタス
（茎葉）

2 11.5% SL
500 mL/10 a
雑草茎葉散布

(定植前全面処理+畦間処理)
1+3

たまねぎ
（鱗茎）

2 11.5% SL
500 mL/10 a
雑草茎葉散布

(植付前全面処理+畦間処理)

7,14,21

ごぼう
（根部）

2 11.5% SL
500 mL/10 a
雑草茎葉散布

(播種前全面処理+畦間処理)
1+2 1,14

ブロッコリー
（花蕾）

2 11.5% SL
500 mL/10 a
雑草茎葉散布

(定植前全面処理+畦間処理)
1+2

たかな
（茎葉）

2 11.5% SL
500 mL/10 a
雑草茎葉散布
(畦間処理)

2

キャベツ
（葉球)

2 11.5% SL
750  mL/10 a
雑草茎葉散布

(定植前全面処理+畦間処理)
1+2 1 ,7

30 ,45,60

はつかだいこん
（葉部）

2 11.5% SL
500 mL/10 a
雑草茎葉散布

(播種前全面処理+畦間処理)
1+2

はくさい
（葉球)

2 11.5% SL
500 mL/10 a
雑草茎葉散布

(定植前全面処理+畦間処理)
1+2

はつかだいこん
（根部）

2 11.5% SL
500 mL/10 a
雑草茎葉散布

(播種前全面処理+畦間処理)
1+2

2 11.5% SL
500 mL/10 a
雑草茎葉散布

(播種前全面処理+畦間処理)
1+2

だいこん
（葉部）

2 11.5% SL
500 mL/10 a
雑草茎葉散布

(播種前全面処理+畦間処理)
1+2

500 mL/10 a
雑草茎葉散布

(播種前全面処理+畦間処理)
1+3

ばれいしょ
（塊茎）

2 11.5% SL

500+200+500+200  mL/10 a
雑草茎葉散布

(植付前全面処理+発芽前全面処理+
畦間処理+枯凋収穫期全面処理)

1+1+1
+2

だいず
（乾燥子実）

2 11.5% SL
500 mL/10 a
雑草茎葉散布

(播種前全面処理+畦間処理)
1+3

らっかせい
（種実）

2 11.5% SL
500 mL/10 a
雑草茎葉散布

(播種前全面処理+畦間処理)
1+3

いんげんまめ
（乾燥子実）

2 11.5% SL

水稲
（玄米）

2 11.5% SL
1000  mL/10 a
雑草茎葉散布

(耕起前全面処理+畦畔処理)
1+3

小麦
（種実）

6 11.5% SL
500 mL/10 a
雑草茎葉散布

(播種前全面処理+圃場周縁部処理)
1+3

7

そば
（脱穀種子）

2 11.5% SL
500 mL/10 a
雑草茎葉散布

(播種前全面処理+畦間処理)
1+3 7 ,14

大麦
（種実）

3 11.5% SL
500 mL/10 a
雑草茎葉散布

(播種前全面処理+圃場周縁部処理)
1+3 7,14,21

（別紙2-2）

農作物
試験

圃場数

試験条件

各化合物の残留濃度の合計

（mg/kg）注1）

     各化合物の残留濃度（mg/kg）注2）

【グルホシネートP（代謝物Zを含む。）/代謝物
B】

設定
の根
拠等

グルホシネートPナトリウム塩の作物残留試験一覧表（国内）

◎

さといも
（塊根）

2 11.5% SL

さといも
（葉柄）

2 11.5% SL
500 mL/10 a
雑草茎葉散布

(植付前全面処理+畦間処理)
1+2 7,14

かんしょ
（塊根）

2 11.5% SL
500 mL/10 a
雑草茎葉散布

(挿苗前全面処理+畝間処理)
1+3 30,45

やまのいも
（塊根）

2

11.5% SL

11.5% SL
500 mL/10 a
雑草茎葉散布

(植付前全面処理+畦間処理)
1+ 3

さとうきび
（茎）

3 11.5% SL
1000 mL/10 a
雑草茎葉散布

(植付前全面処理+畦間処理)
1+3

14,21,28

だいこん
（根部）

2 11.5% SL
500 mL/10 a
雑草茎葉散布

(播種前全面処理+畦間処理)
1+2

2
500 mL/10 a
雑草茎葉散布

(播種前全面処理+畦間処理)
1+2



剤型 使用量・使用方法 回数 経過日数

（別紙2-2）

農作物
試験

圃場数

試験条件

各化合物の残留濃度の合計

（mg/kg）注1）

     各化合物の残留濃度（mg/kg）注2）

【グルホシネートP（代謝物Zを含む。）/代謝物
B】

設定
の根
拠等

グルホシネートPナトリウム塩の作物残留試験一覧表（国内）

圃場A:<0.011(#) 圃場A:<0.005/<0.006 (#)

圃場B:<0.011(#) 圃場B:<0.005/<0.006 (#)

90 圃場A:<0.011 圃場A:<0.005/<0.006

84 圃場B:<0.011 圃場B:<0.005/<0.006

圃場A:<0.011(#) 圃場A:<0.005/<0.006 (#)

圃場B:<0.011(#) 圃場B:<0.005/<0.006 (#)

圃場A:<0.011 圃場A:<0.005/<0.006

圃場B:<0.011 圃場B:<0.005/<0.006

圃場A:<0.011 圃場A:<0.005/<0.006

圃場B:<0.011 圃場B:<0.005/<0.006

1,7 圃場A:<0.011(#) 圃場A:<0.005/<0.006 (#)

1,8 圃場B:<0.011(#) 圃場B:<0.005/<0.006 (#)

1,8 圃場A:<0.011 圃場A:<0.005/<0.006

1,7 圃場B:<0.011 圃場B:<0.005/<0.006

圃場A:<0.011(#) 圃場A:<0.005/<0.006 (#)

圃場B:<0.011(#) 圃場B:<0.005/<0.006 (#)

30,36,43 圃場A:<0.021(#) 圃場A:<0.009/<0.012 (#)

29,37,42 圃場B:<0.021(3回,29日)(#) 圃場B:*<0.009/*<0.012(*3回,29日) (#)

30,37,44 圃場C:<0.021(#) 圃場C:<0.009/<0.012 (#)

1,8,15 圃場A:0.033(3回,8日)(#) 圃場A:*0.009/*0.024(*3回,8日) (#)

1,8,14 圃場B:0.021(3回,8日)(#) 圃場B:<0.009/*0.012(*3回,8日) (#)

1+2,1+3 圃場A:<0.011(4回,1日)(#) 圃場A:*<0.005/*<0.006(*4回,1日) (#)

1+2 圃場B:<0.011(3回,1日)(#) 圃場B:*<0.005/*<0.006(*3回,1日) (#)

圃場A:<0.011(3回,7日)(#) 圃場A:*<0.005/*<0.006(*3回,7日) (#)

圃場B:<0.011(3回,7日)(#) 圃場B:*<0.005/*<0.006(*3回,7日) (#)

圃場A:<0.011 圃場A:<0.005/<0.006

圃場B:<0.011 圃場B:<0.005/<0.006

圃場A:<0.021(#) 圃場A:<0.009/<0.012 (#)

圃場B:<0.021(#) 圃場B:<0.009/<0.012 (#)

1 ,7 圃場A:<0.011(#) 圃場A:<0.005/<0.006 (#)

1 ,6 圃場B:<0.011(4回,6日)(#) 圃場B:*<0.005/*<0.006(*4回,6日) (#)

圃場A:<0.021(#) 圃場A:<0.009/<0.012 (#)

圃場B:<0.021(#) 圃場B:<0.009/<0.012 (#)

圃場C:<0.021(#) 圃場C:<0.009/<0.012 (#)

圃場A:<0.021(#) 圃場A:<0.009/<0.012 (#)

圃場B:<0.021(#) 圃場B:<0.009/<0.012 (#)

圃場A:<0.011(#) 圃場A:<0.005/<0.006 (#)

圃場B:<0.011(#) 圃場B:<0.005/<0.006 (#)

圃場A:<0.011(#) 圃場A:<0.005/<0.006 (#)

圃場B:<0.011(#) 圃場B:<0.005/<0.006 (#)

圃場A:<0.011(4回,7日)(#) 圃場A:*<0.005/*<0.006(*4回,7日) (#)

圃場B:<0.011(4回,7日)(#) 圃場B:*<0.005/*<0.006(*4回,7日) (#)

圃場A:0.048 圃場A:0.018/0.030

圃場B:0.021(3回,21日) 圃場B:<0.009/*0.012(*3回,21日)

圃場C:0.021(3回,21日) 圃場C:*0.009/<0.012(*3回,21日)

14,28,41 圃場A:<0.021 圃場A:<0.009/<0.012

圃場B:0.048 圃場B:0.037/<0.012

圃場C:<0.021 圃場C:<0.009/<0.012

圃場A:<0.011(3回,7日)(#) 圃場A:*<0.005/*<0.006(*3回,7日) (#)

圃場B:<0.011(3回,7日)(#) 圃場B:*<0.005/*<0.006(*3回,7日) (#)

圃場A:<0.022(3回,7日)(#) 圃場A:*<0.010/*<0.012(*3回,7日) (#)

圃場B:<0.022(3回,7日)(#) 圃場B:*<0.010/*<0.012(*3回,7日) (#)

圃場A:<0.014(3回,7日)(#) 圃場A:*<0.006/*<0.008(3回,7日)注3)(#)

圃場B:<0.014(3回,7日)(#) 圃場B:*<0.006/*<0.008(3回,7日)注3)(#)

いよかん
（果肉）

1 11.5% SL
2000 mL/10 a
雑草茎葉散布

（樹冠下処理）
3 1,7 圃場A:<0.011(3回,7日)(#) 圃場A:*<0.005/*<0.006(*3回,7日) (#)

いよかん
（果皮）

1 11.5% SL
2000 mL/10 a
雑草茎葉散布

（樹冠下処理）
3 1,7 圃場A:<0.022(3回,7日)(#) 圃場A:*<0.010/*<0.012(*3回,7日) (#)

いよかん
（果実）

1 11.5% SL
2000 mL/10 a
雑草茎葉散布

（樹冠下処理）
3 1,7 圃場A:<0.015(3回,7日)(#) 圃場A:*<0.007/*<0.008(*3回,7日) (#)

きよみ
（果肉）

1 11.5% SL
2000 mL/10 a
雑草茎葉散布

（樹冠下処理）
3 1,7 圃場A:<0.011(3回,7日)(#) 圃場A:*<0.005/*<0.006(*3回,7日) (#)

きよみ
（果皮）

1 11.5% SL
2000 mL/10 a
雑草茎葉散布

（樹冠下処理）
3 1,7 圃場A:<0.022(3回,7日)(#) 圃場A:*<0.010/*<0.012(*3回,7日) (#)

きよみ
（果実）

1 11.5% SL
2000 mL/10 a
雑草茎葉散布

（樹冠下処理）
3 1,7 圃場A:<0.014(3回,7日)(#) 圃場A:*<0.006/*<0.008(*3回,7日) (#)

ゆず
（果実）

1 11.5% SL
2000 mL/10 a
雑草茎葉散布

（樹冠下処理）
3 1,7 圃場A:<0.011(3回,7日)(#) 圃場A:*<0.005/*<0.006(*3回,7日) (#)

すだち
（果実）

1 11.5% SL
2000 mL/10 a
雑草茎葉散布

（樹冠下処理）
3 1,7 圃場A:<0.011(3回,7日)(#) 圃場A:*<0.005/*<0.006(*3回,7日) (#)

圃場A:<0.011(3回,7日)(#) 圃場A:<0.005/<0.006(*3回,7日) (#)

圃場B:<0.011(3回,7日)(#) 圃場B:<0.005/<0.006(*3回,7日) (#)

圃場A:<0.011 圃場A:<0.005/<0.006注4)

圃場B:<0.011 圃場B:<0.005/<0.006注4)

圃場A:<0.011 圃場A:<0.005/<0.006注4)

圃場B:<0.011 圃場B:<0.005/<0.006注4)

圃場A:<0.011(3回,7日)(#) 圃場A:*<0.005/*<0.006(*3回,7日) (#)

圃場B:<0.011(3回,7日)(#) 圃場B:*<0.005/*<0.006(*3回,7日) (#)

◎

◎

びわ
（果肉）

2 11.5% SL
1000 mL/10 a
雑草茎葉散布

（樹冠下処理）
3 1,7

西洋なし
（果実）

2 11.5% SL
1000 mL/10 a
雑草茎葉散布

（樹冠下処理）
3 1,7

3 1 ,7
りんご

（果実）
2 11.5% SL

1000 mL/10 a
雑草茎葉散布

（樹冠下処理）

温州みかん
（果実）

2 11.5% SL
2000 mL/10 a
雑草茎葉散布

（樹冠下処理）
3 1,7

温州みかん
（果皮）

2 11.5% SL
2000 mL/10 a
雑草茎葉散布

（樹冠下処理）
3 1,7

温州みかん
（果肉）

2 11.5% SL
2000 mL/10 a
雑草茎葉散布

（樹冠下処理）
3 1,7

14,21,28

かのこそう
（根）

3 11.5% SL
500 mL/10 a
雑草茎葉散布
(畦間処理)

2
14,28,42

えだまめ
（さや）

2 11.5% SL
500 mL/10 a
雑草茎葉散布

(播種前全面処理+畦間処理)
1+3 1 ,7

3 11.5% SL
500 mL/10 a
雑草茎葉散布

(畦間・株間処理)
3

1,7

未成熟いんげん
（さや）

2 11.5% SL
500 mL/10 a
雑草茎葉散布

(播種前全面処理+畦間処理)
1+3 1,7

ほうれんそう
（茎葉）

2 11.5% SL
500 mL/10 a
雑草茎葉散布

(播種前全面処理+畦間処理)
1+3

未成熟えんどう
（さや）

2 11.5% SL
500 mL/10 a
雑草茎葉散布

(播種前全面処理+畦間処理)
1+3

葉しょうが
（葉部）

2 11.5% SL
500 mL/10 a
雑草茎葉散布

(植付前全面処理+畦間処理)
1+2 14,21,28

しょうが
（根茎）

3 11.5% SL
500 mL/10 a
雑草茎葉散布

(植付前全面処理+畦間処理)
1+3 1,8,15

にがうり
（果実）

2 11.5% SL
500 mL/10 a
雑草茎葉散布

(定植前全面処理+畦間処理)
1+2 1,3,7

1,7

とうがん
（果実）

2 11.5% SL
500 mL/10 a
雑草茎葉散布

(定植前全面処理+畦間処理)
1+2 1,7

すいか
（果肉）

2 11.5% SL
500 mL/10 a
雑草茎葉散布

(定植前全面処理+畦間処理)
1,7,14

メロン
（果肉）

2 11.5%液剤
500 mL/10 a
雑草茎葉散布
(畦間処理)

3

かぼちゃ
（果実）

3 11.5% SL
500 mL/10 a
雑草茎葉散布

(定植前全面処理+畦間処理)
1+2

ズッキーニ
（果実）

2 11.5% SL
500 mL/10 a
雑草茎葉散布

(植付前全面処理+畦間処理)
1+2

きゅうり
（果実）

2 11.5% SL
500 mL/10 a
雑草茎葉散布

(定植前全面処理+畦間処理)
1+3 1,7,14

ピーマン
（果実）

2 11.5% SL
500 mL/10 a
雑草茎葉散布

(定植前全面処理+畦間処理)
1+3

なす
（果実）

2 11.5% SL
500 mL/10 a
雑草茎葉散布

(定植前全面処理+畦間処理)
1+2

ミニトマト
（果実）

2 11.5% SL
500 mL/10 a
雑草茎葉散布

(定植前全面処理+畦間処理)
1+2 1,7

トマト
（果実）

2 11.5% SL
500 mL/10 a
雑草茎葉散布

(定植前全面処理+畦間処理)
1+2 1,7

にんじん
（根部）

2 11.5% SL
500 mL/10 a
雑草茎葉散布

(播種前全面処理+畦間処理)
1+3 7,14

1,7

ぎぼうし
（可食部）

2 11.5% SL
500 mL/10 a
雑草茎葉散布

株養成（露地）+促成（施設）
3

アスパラガス
（若茎）

2 11.5% SL
500 mL/10 a
雑草茎葉散布

(萌芽初期全面処理+畦間処理)
1+2

日本なし
（果実）

2 11.5% SL
1000 mL/10 a
雑草茎葉散布

（樹冠下処理）
3 1,7



剤型 使用量・使用方法 回数 経過日数

（別紙2-2）

農作物
試験

圃場数

試験条件

各化合物の残留濃度の合計

（mg/kg）注1）

     各化合物の残留濃度（mg/kg）注2）

【グルホシネートP（代謝物Zを含む。）/代謝物
B】

設定
の根
拠等

グルホシネートPナトリウム塩の作物残留試験一覧表（国内）

1,5 圃場A:<0.011 圃場A:<0.005/<0.006注4)

1,7 圃場B:<0.011 圃場B:<0.005/<0.006注4)

圃場A:<0.011 圃場A:<0.005/<0.006注4)

圃場B:<0.011 圃場B:<0.005/<0.006注4)

圃場A:0.031(#) 圃場A:<0.005/0.026 (#)

圃場B:<0.011(#) 圃場B:<0.005/<0.006 (#)

500 mL/10 a
雑草茎葉散布
(畦間処理)

3 1,7,14 圃場C:<0.011 圃場C:<0.005/<0.006

圃場A:<0.011 圃場A:<0.005/<0.006注4)

圃場B:<0.011 圃場B:<0.005/<0.006注4)

圃場A:<0.011(3回,7日)(#) 圃場A:*<0.005/*<0.006(*3回,7日) (#)

圃場B:<0.011(3回,7日)(#) 圃場B:*<0.005/*<0.006(*3回,7日) (#)

圃場A:<0.011 圃場A:<0.005/<0.006注4)

圃場B:<0.011 圃場B:<0.005/<0.006注4)

23,30,37 圃場A:<0.021 圃場A:<0.009/<0.012

22,29,35 圃場B:<0.021 圃場B:<0.009/<0.012

圃場A:<0.028 圃場A:<0.012/<0.015(§)

圃場B:<0.028 圃場B:<0.012/<0.015(§)

2 ,8 圃場A:<0.044(3回,2日)(#) 圃場A:*<0.020/*<0.024(*3回,2日) (#)

1 ,7 圃場B:<0.044(3回,1日)(#) 圃場B:*<0.020/*<0.024(*3回,1日) (#)

圃場A:<0.020 圃場A:<0.010/<0.010

圃場B:<0.020 圃場B:<0.010/<0.010

圃場C:<0.020 圃場C:<0.010/<0.010

圃場A:<0.020 圃場A:<0.010/<0.010

圃場B:<0.020 圃場B:<0.010/<0.010

圃場C:0.020(3回,42日) 圃場C:*0.010/<0.010(*3回,42日)

圃場A:<0.020 圃場A:<0.010/<0.010

圃場B:<0.020 圃場B:<0.010/<0.010

圃場C:<0.020 圃場C:<0.010/<0.010

圃場A:0.023(3回,28日) 圃場A:<0.010/*0.013(*3回,28日)

圃場B:<0.020 圃場B:<0.010/<0.010

4 圃場C:0.020(3回,28日) 圃場C:*0.010/<0.010(*3回,28日)

14,26 圃場A:<0.011 圃場A:<0.005/<0.006

14,28 圃場B:<0.011 圃場B:<0.005/<0.006

圃場A:<0.011 圃場A:<0.005/<0.006

圃場B:<0.011 圃場B:<0.005/<0.006

　($)同一圃場から採取された１つのサンプルを2つの分析機関に分けて測定されており、結果を平均値として示したため、実際の定量限界とは異なる。

  基準値の設定根拠及び暴露評価に使用されているものに◎で示した。

1,7

3
いちご

（果実）
11.5% SL

500 mL/10 a
雑草茎葉散布

(植付前全面処理+畦間処理)
1+3 1,7

おうとう
（果実）

2 11.5% SL
1000 mL/10 a
雑草茎葉散布

（樹冠下処理）
3 1,7

注1）グルホシネートP（代謝物Zを含む。）及び代謝物Bの合計濃度（グルホシネートに換算した値）を示した。

  　SL：液剤

　(#)印で示した作物残留試験成績は、登録又は申請された適用の範囲内で行われていないことを示す。また、適用範囲内ではない試験条件を斜体で示した。

3
14,28,42

みょうが
（花穂）

2 11.5% SL
500 mL/10 a
雑草茎葉散布

(植付後萌芽前全面処理+畦間処理)
1+1

　今回、新たに提出された作物残留試験成績を網掛けで示した。

7,14

ホップ 2 11.5% SL
500 mL/10 a
雑草茎葉散布
(畦間処理)

3

ごま
（種子）

2 11.5% SL
500 mL/10 a
雑草茎葉散布

(播種前全面処理+畦間処理)
1+2

茶
（荒茶）

2 11.5% SL
500 mL/10 a
雑草茎葉散布
(畦間処理)

2

甘草
（根）

3 11.5% SL
500 mL/10 a
雑草茎葉散布

(2年生・畦間処理)
3 14,28,42

3 11.5% SL

500 mL/10 a
雑草茎葉散布

(3年生・畦間処理)
(2年生処理と圃場A及びCは同日散

布。圃場Bは 1日違い散布)

3 14,28,42

しそ
（可食部）

2 11.5% SL
500 mL/10 a
雑草茎葉散布

2 14,28

11.5% SL

500 mL/10 a
雑草茎葉散布

(3年生・畦間処理)
(2年生処理と圃場A及びCは同日散

布。圃場Bは 1日違い散布)

甘草
（ほふく茎）

3 11.5% SL
500 mL/10 a
雑草茎葉散布

(2年生・畦間処理)
3 14,28,42

3

いちじく
（果実）

2 11.5% SL
1000 mL/10 a
雑草茎葉散布

（樹冠下処理）
3 1,7

キウィー
（果肉）

2 11.5% SL
1000 mL/10 a
雑草茎葉散布

（樹冠下処理）
3 1,7

ぶどう
（果実）

2 11.5% SL
1000 mL/10 a
雑草茎葉散布

（樹冠下処理）
3

うめ
（果実）

2 11.5% SL
1000 mL/10 a
雑草茎葉散布

（樹冠下処理）
3

注4）グルホシネートPナトリウム塩の果樹類(かんきつ、りんご、びわ、いちょう(種子)、くり、キウイフルーツ、食用桑(果実)、さんしょう(果実)を除く)の適用に対し、日本なし、西洋
なし、うめ、おうとう、ぶどう、いちじくにおいて残留濃度がいずれも定量限界未満であることをブラックベリー及びクランベリーの設定根拠とした。

注3）果肉及び果皮の重量比から果実全体の残留濃度を算出した。

  表中、最大使用条件下の作物残留試験条件に、アンダーラインを付しているが、経時的に測定されたデータがある場合において、収穫までの期間が最短の場合にのみ最大残留濃度が得ら
れるとは限らないため、最大使用条件以外で最大残留濃度が得られた場合は、その使用回数及び経過日数について（　）内に記載した。

　代謝物Bの残留濃度は、グルホシネート（遊離酸）濃度に換算した値で示した。

注2）当該農薬の登録又は申請された適用の範囲内で最も多量に用い、かつ最終使用から収穫までの期間を最短とした場合の作物残留試験（いわゆる最大使用条件下の作物残留試験）を複数
の圃場で実施し、それぞれの試験から得られた残留濃度の最大値を示した。

◎



剤型 使用量・使用方法 回数 経過日数

総散布量 1700 g ai/ha(1回)
         1766 g ai/ha(2回)

90 圃場A:2.196(1回,90日) 圃場A:0.024/2.080/0.092 (1回,90日) ◎

総散布量 1820 g ai/ha(1回)
         1803 g ai/ha(2回)

91 圃場B:2.78(2回,91日) 圃場B:0.036/2.70/0.049 (2回,91日) ◎

総散布量 1770 g ai/ha(1回)
         1795 g ai/ha(2回)

95 圃場C:1.914(1回,95日) 圃場C:0.044/1.825/0.045 (1回,95日) ◎

総散布量 1790 g ai/ha(1回)
         1778 g ai/ha(2回)

97 圃場D:3.30(2回,97日) 圃場D:0.020/3.09/0.188 (2回,97日) ◎

総散布量 1810 g ai/ha(1回)
         1807 g ai/ha(2回)

99,105,111,117,131 圃場E:4.13(1回,111日)
圃場E:*0.067/*3.82/**0.416 (*1回,111日、**1
回,99日)

◎

総散布量 1800 g ai/ha(1回)
         1795 g ai/ha(2回)

104,113,118,131,135 圃場F:4.32(1回,118日)
圃場F:*0.069/**4.16/**0.114 (*1回,131日．
**1回,118日)

◎

総散布量 1770 g ai/ha(1回)
         1766 g ai/ha(2回)

70,77,84,90,96 圃場G:8.14(2回,77日)
圃場G:*0.151/**7.33/***0.722 (*2回,96日、
**2回,77日、**2回,70日)

◎

総散布量 1760 g ai/ha(1回)
         1776 g ai/ha(2回)

106 圃場G:4.66(2回,106日) 圃場G:0.066/4.30/0.286 (2回,106日)

総散布量 1810 g ai/ha(1回)
         1789 g ai/ha(2回)

98 圃場H:4.49(2回,98日) 圃場H:0.050/4.16/0.282 (2回,98日) ◎

総散布量 1890 g ai/ha(1回)
         1805 g ai/ha(2回)

84 圃場I:1.718(2回,84日) 圃場I:0.033/1.505/0.180 (2回,84日) ◎

総散布量 1720 g ai/ha(1回)
         1770 g ai/ha(2回)

79,86,93,100,107 圃場J:6.33(2回,79日)
圃場J:*0.077/**5.98/**0.308 (*2回,107日、
**2回,79日)

◎

総散布量 1800 g ai/ha(1回)
         1801 g ai/ha(2回)

100 圃場K:1.317(1回,100日) 圃場K:0.013/1.155/0.148 (1回,100日) ◎

総散布量 3408 g ai/ha
（畝間処理)

9 圃場A:0.064 圃場A:0.033/<0.01/0.021 ◎

総散布量 3397 g ai/ha
（畝間処理)

10 圃場B:0.029 圃場B:<0.009/<0.01/0.010 ◎

総散布量 3488 g ai/ha
（畝間処理)

11 圃場C:0.225 圃場C:0.045/<0.01/0.170 ◎

総散布量 3199 g ai/ha
（畝間処理)

10 圃場D:0.426 圃場D:0.064/<0.01/0.353 ◎

総散布量 3385 g ai/ha
（畝間処理)

10 圃場E:0.233 圃場E:0.150/<0.01/0.074

総散布量3362 g ai/ha
（畝間処理)

11 圃場E:0.284 圃場E:0.235/<0.01/0.039 ◎

総散布量 3430 g ai/ha
（畝間処理)

10 圃場F:0.351 圃場F:0.048/<0.01/0.293 ◎

  SL：液剤

  基準値の設定根拠及び暴露評価に使用されているものに◎で示した。

（別紙2-3）

農作物
試験

圃場数

試験条件 各化合物の残留濃度の合計

（mg/kg）注1）
     各化合物の残留濃度（mg/kg）注2）

【グルホシネート/代謝物Z/代謝物B】

設定
の根
拠等

グルホシネートアンモニウム塩の作物残留試験一覧表（米国）

　今回、新たに提出された作物残留試験成績を網掛けで示した。

綿実 12 24.5% SL 1,2

ホップ
（乾花）

6 24.5% SL 3

注1）グルホシネート、代謝物Z及び代謝物Bの合計濃度（グルホシネートに換算した値）を示した。

  綿実の圃場G及びホップの圃場Eについては一か月以内に同一地域で2試験が行われていることから残留濃度の高い方を採用した。

注2）当該農薬の登録又は申請された適用の範囲内で最も多量に用い、かつ最終使用から収穫までの期間を最短とした場合の作物残留試験（いわゆる最大使用条件下の作物残留試験）を複
数の圃場で実施し、それぞれの試験から得られた残留濃度の最大値を示した。

　代謝物Z及び代謝物Bの残留濃度は、グルホシネート濃度に換算した値で示した。

  表中、最大使用条件下の作物残留試験条件に、アンダーラインを付しているが、経時的に測定されたデータがある場合において、収穫までの期間が最短の場合にのみ最大残留濃度が得ら
れるとは限らないため、最大使用条件以外で最大残留濃度が得られた場合は、その使用回数及び経過日数について（　）内に記載した。



農薬名 グルホシネート
（別紙3）

食品名
基準値

案
ppm

基準値
現行
ppm

グルホシ
ネート

グルホシ
ネートP

国際
基準
ppm

作物残留試験成績等
ppm

zzz
米（玄米をいう。） 0.2 0.3 ○ ○ 0.042,0.048(\)(G)

zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A小麦 0.04 0.2 ○・申 〇 <0.021～0.032(#)(n=8)(G)

大麦 0.5 0.5 ○ 〇 <0.140,<0.140(#)(\)(G)
とうもろこし 0.1 0.1 ○ 0.1
そば 0.3 0.3 ○ 〇 <0.081,0.081(\)（Ｇ）
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A大豆 2 2 ○ ○ 2

小豆類 0.2 0.3 ○ ○ 0.05 <0.042,<0.042(\)(いんげんま
め)(G)

えんどう 0.2 0.3 ○ ○ (小豆類参照)

そら豆 0.2 0.3 ○ ○ (小豆類参照)

らっかせい 0.1 0.1 ○ ○ <0.021,<0.021(#)(\)(P)

その他の豆類 0.2 0.3 ○ ○ 0.05 (小豆類参照)

zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Aばれいしょ 0.1 0.1 ○・申 ○ 0.1

さといも類（やつがしらを含む。） 0.1 0.3 ○ ○ <0.021,<0.021(#)(\)(G)

かんしょ 0.04 0.1 ○・申 ○ <0.018～0.030(n=8)(\)(G)

やまいも（長いもをいう。） 0.2 0.2 ○ ○ <0.021,0.027(#)(\)(G)
こんにゃくいも 0.2 0.2 ○ <0.021,0.027(#)(\)(G)
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Aてんさい 2 2 1.5
さとうきび 0.03 0.03 〇 ○ <0.021(n=3)(G)
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Aだいこん類（ラディッシュを含む。）の根 0.3 0.3 ○・申 ○ <0.017,0.054(\)(はつかだいこん

(根部))(G)
だいこん類（ラディッシュを含む。）の葉 0.3 0.3 ○・申 ○ <0.017,0.059(\)(はつかだいこん

(葉部))(G)
かぶ類の根 0.1 0.1 ○ <0.015,<0.015(\)(G)
かぶ類の葉 0.1 0.1 ○ <0.015,<0.015(\)(G)

クレソン 0.3

はくさい 0.03 0.1 ○・申 ○ <0.021(n=6)(G)

キャベツ 0.03 0.1 ○・申 ○ <0.021(n=6)(G)

ブロッコリー 0.03 0.1 ○・申 ○ <0.020～<0.021(n=5)(G)

その他のあぶらな科野菜 0.2 0.2 ○ ○ <0.042,<0.042(\)(たかな)(G)
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Aごぼう 0.2 0.2 ○ ○ <0.032,<0.032(\)(G)
レタス（サラダ菜及びちしゃを含む。） 0.4 0.4 ○・申 ○ 0.4
その他のきく科野菜 0.5 0.5 ○ <0.105,<0.105(\)(食用ぎく)(Ｇ)
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Aたまねぎ 0.1 0.2 ○・申 ○ 0.05 <0.015～0.044(n=12)(たまね

ぎ)(Ｇ)、<0.015～<0.021(n=10)(ね
ぎ)(Ｇ)、<0.016,<0.021(葉ね

ぎ)(Ｇ)、<0.089,<0.089(にんに
く)(G)

ねぎ（リーキを含む。） 0.1 0.1 ○・申 ○ (たまねぎ参照)

にんにく 0.1 0.3 ○・申 ○ (たまねぎ参照)

にら 0.1 0.1 ○ ○ <0.018,<0.018(\)(G)
アスパラガス 0.4 0.4 ○ ○ 0.4

わけぎ 0.1 ○・申 (たまねぎ参照)

その他のゆり科野菜 0.1 0.05 ○・申 (たまねぎ参照)

zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Aにんじん 0.1 0.1 ○ ○ 0.05 <0.016,<0.016(\)(G)
パセリ 0.7 0.7 ○ <0.21,<0.21(\)(G)

セロリ 0.04 0.2 ○ <0.018,<0.021,0.023(G)

みつば 0.1 0.2 ○ <0.016,0.027,0.050(G)

その他のせり科野菜 0.1 0.3 ○ <0.021,<0.021(\)(とうきの葉)(G)

zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Aトマト 0.03 0.1 ○・申 ○ <0.021(n=2)(トマト)、
<0.021(n=4)(ミニトマト)(G)

ピーマン 0.03 0.1 ○・申 ○ <0.021(n=4)(G)
なす 0.03 0.1 ○・申 ○ <0.021(n=6)(G)
その他のなす科野菜 0.1 0.1 ○ ○ 0.1
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A

登録有無 参考基準値

国/地域
基準値

ppm



農薬名 グルホシネート
（別紙3）

食品名
基準値

案
ppm

基準値
現行
ppm

グルホシ
ネート

グルホシ
ネートP

国際
基準
ppm

作物残留試験成績等
ppm

登録有無 参考基準値

国/地域
基準値

ppm

きゅうり（ガーキンを含む。） 0.03 0.1 ○・申 ○ <0.021～0.021(n=10)(G)

かぼちゃ（スカッシュを含む。） 0.2 0.2 ○ ○ 0.021,0.033(#)(\)(ズッキーニ)(P)

しろうり 0.3 0.3 ○ <0.063,<0.063(\)(G)
すいか 0.1 0.1 ○ ○ <0.016,0.017(\)(果肉)(G)
メロン類果実 0.3 0.3 ○ ○ <0.021,0.060(\)(果肉)(G)
その他のうり科野菜 0.1 0.1 ○ ○ <0.021,0.021(\)(にがうり)(G)
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Aほうれんそう 0.03 0.1 ○・申 ○ <0.015～<0.021(n=8)(G)

たけのこ 0.2 0.2 ○ <0.042,<0.042(\)(G)
オクラ 0.1 0.1 ○ <0.015,0.016(#)(\)(G)
しょうが 0.3 0.3 ○ ○ <0.020,0.078(\)(G)

未成熟えんどう 0.03 0.1 ○・申 ○ <0.011～<0.021(n=4)(さやえんど
う)（Ｇ）、<0.008～<0.011(n=6)(さ

やいんげん)（Ｇ）
未成熟いんげん 0.05 0.05 ○・申 ○ 0.05

えだまめ 0.1 0.2 ○・申 ○ 0.021,0.021,0.048(P)

zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Aその他の野菜 0.3 0.3 ○ ○ 0.042,0.066(\)(モロヘイヤ)(G)
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Aみかん（外果皮を含む。） 0.05 0.2 ○・申 〇 0.05
なつみかんの果実全体 0.05 0.2 ○・申 ○ 0.05
レモン 0.05 0.2 ○・申 ○ 0.05
オレンジ（ネーブルオレンジを含む。） 0.05 0.2 ○・申 ○ 0.05
グレープフルーツ 0.05 0.2 ○・申 ○ 0.05
ライム 0.05 0.2 ○・申 ○ 0.05
その他のかんきつ類果実 0.05 0.2 ○・申 ○ 0.05
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Aりんご 0.1 0.1 ○・申 ○ 0.1
日本なし 0.1 0.1 ○・申 ○ 0.1
西洋なし 0.1 0.1 ○・申 ○ 0.1
マルメロ 0.1 0.1 0.1
びわ（果梗を除き、果皮及び種子を含む。） 0.1 0.1 ○ 〇 0.1
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Aもも（果皮及び種子を含む。） 0.2 0.2 ○・申 〇 0.15
ネクタリン 0.2 0.2 ○ ○ 0.15
あんず（アプリコットを含む。） 0.2 0.2 ○ ○ 0.15
すもも（プルーンを含む。） 0.2 0.2 ○ ○ 0.15
うめ 0.2 0.2 ○ ○ 0.15
おうとう（チェリーを含む。） 0.3 0.3 ○ ○ 0.15 <0.021,0.072(\)(G)
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Aいちご 0.3 0.3 ○ ○ 0.3 <0.017,0.093(\)(G)
ラズベリー 0.1 0.1 ○ 0.1
ブラックベリー 0.01 0.01 ○ ※1
ブルーベリー 0.1 0.1 ○ ○ 0.1
クランベリー 0.01 0.01 ○ ※1
ハックルベリー 0.1 0.1 ○ 0.1
その他のベリー類果実 1 1 ○ ○ 1
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Aぶどう 0.2 0.2 ○・申 ○ 0.15
かき 0.1 0.1 ○・申 ○ 0.1
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Aバナナ 0.2 0.2 ○ 0.2
キウィー（果皮を含む。） 0.6 0.6 ○ ○ 0.6
パパイヤ 0.1 0.1 ○ 0.1
アボカド 0.1 0.1 ○ 0.1
パイナップル 0.1 0.1 ○ 0.1
グアバ 0.1 0.1 ○ 0.1
マンゴー 0.1 0.1 ○ 0.1
パッションフルーツ 0.1 0.1 ○ 0.1
なつめやし 0.1 0.1 ○ 0.1
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Aその他の果実 0.2 0.2 ○ ○ 0.15
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Aひまわりの種子 0.05 申 <0.011,0.013(\)(G)

ごまの種子 0.1 0.1 ○ <0.021,<0.021(\)(P)

綿実 15 5 IT 5 15 米国 【1.317～8.14(n=11)(米国)】(G)

なたね 2 2 ○ 1.5
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A



農薬名 グルホシネート
（別紙3）

食品名
基準値

案
ppm

基準値
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ppm

グルホシ
ネート

グルホシ
ネートP

国際
基準
ppm

作物残留試験成績等
ppm

登録有無 参考基準値

国/地域
基準値

ppm

ぎんなん 0.1 0.1 ○ ○ 0.1
くり 0.1 0.1 ○ ○ 0.1
ペカン 0.1 0.1 ○ 0.1
アーモンド 0.1 0.1 ○ 0.1
くるみ 0.1 0.1 ○ 0.1
その他のナッツ類 0.1 0.1 ○ 0.1
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A茶 0.3 0.3 ○ ○ <0.021,0.069(#)(\)(G)
コーヒー豆 0.1 0.1 0.1

ホップ 0.9 0.2 〇・IT 〇 0.9 米国 【0.029～0.426(n=6)(米国)】(G)

zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Aその他のスパイス 0.5 0.5 ○・申 ○ 0.05 0.028,0.159(\)(さんしょう)(G)
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Aその他のハーブ 0.5 0.5 ○ ○ 0.05 <0.105,<0.105(\)(しそ(花穂))(G)
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A牛の筋肉 0.2 0.2 0.05 0.15 米国 【推：<0.10】
豚の筋肉 0.2 0.2 0.05 0.15 米国 【牛の筋肉参照】
その他の陸棲哺乳類に属する動物の筋肉 0.2 0.2 0.05 【牛の筋肉参照】
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A牛の脂肪 0.4 0.4 0.05 0.40 米国 【推：0.14】
豚の脂肪 0.4 0.4 0.05 0.40 米国 【牛の脂肪参照】
その他の陸棲哺乳類に属する動物の脂肪 0.4 0.4 0.05 【牛の脂肪参照】
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A牛の肝臓 6 6 3 6.0 米国 【推：5.15】
豚の肝臓 6 6 3 6.0 米国 【牛の肝臓参照】
その他の陸棲哺乳類に属する動物の肝臓 6 6 3 【牛の肝臓参照】
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A牛の腎臓 6 6 3 6.0 米国 【牛の肝臓参照】
豚の腎臓 6 6 3 6.0 米国 【牛の肝臓参照】
その他の陸棲哺乳類に属する動物の腎臓 6 6 3 【牛の肝臓参照】
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A牛の食用部分 6 6 3 6.0 米国 【牛の肝臓参照】
豚の食用部分 6 6 3 6.0 米国 【牛の肝臓参照】

その他の陸棲哺乳類に属する動物の食用部分 6 6 3 【牛の肝臓参照】
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A乳 0.2 0.2 0.02 0.15 米国 【推：<0.04】
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A鶏の筋肉 0.2 0.2 0.05 0.15 米国 【推：<0.076】
その他の家きんの筋肉 0.2 0.2 0.05 0.15 米国 【鶏の筋肉参照】
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A鶏の脂肪 0.2 0.2 0.05 0.15 米国 【推：<0.076】
その他の家きんの脂肪 0.2 0.2 0.05 0.15 米国 【鶏の脂肪参照】
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A鶏の肝臓 0.6 0.6 0.1 0.60 米国 【鶏の腎臓参照】
その他の家きんの肝臓 0.6 0.6 0.1 0.60 米国 【鶏の腎臓参照】
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A鶏の腎臓 0.6 0.6 0.1 0.60 米国 【推：0.56】
その他の家きんの腎臓 0.6 0.6 0.1 0.60 米国 【鶏の腎臓参照】
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A鶏の食用部分 0.6 0.6 0.1 0.60 米国 【鶏の腎臓参照】
その他の家きんの食用部分 0.6 0.6 0.1 0.60 米国 【鶏の腎臓参照】
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A鶏の卵 0.2 0.2 0.05 0.15 米国 【推：<0.076】
その他の家きんの卵 0.2 0.2 0.05 0.15 米国 【鶏の卵参照】
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
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はちみつ 0.05 ※2
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Aすもも（乾燥させたもの） 0.3 ※3
なたね油（注1を除く。） 0.05 ※3
てんさい糖蜜 8 ※3
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A

○：既に、国内において登録等がされているもの
     登録有無の欄のグルホシネートはグルホシネートアンモニウム塩に、グルホシネートPはグルホシネートPナトリウム塩に登録があることを示す。

斜線：食品区分を別途新設すること等に伴い、削除した食品区分、もしくは加工食品につき基準値を設定しないもの

太枠：本基準（暫定基準以外の基準）を見直した基準値

(\)：基準値設定の根拠とした作物残留試験成績（最大値）

※1）「食品中の農薬の残留基準設定の基本原則について」（令和6年6月25日食品衛生基準審議会農薬・動物用医薬品部会）の別添5「残留性が極め
て低い農薬の基準値設定の考え方について」に基づき設定。

注1）食用植物油脂の日本農林規格に規定する精製なたね油，なたねサラダ油及びこれらと同等以上の規格を有すると認められる食用油

(G)グルホシネートアンモニウム塩を用いた作物残留試験成績
(P)グルホシネートPナトリウム塩を用いた作物残留試験成績

(#)：適用の範囲内で試験が行われていない作物残留試験成績

推：推定される残留濃度

基準値案、基準値現行、参考基準値及び作物残留試験成績はグルホシネート、代謝物B及び代謝物Zの和（グルホシネートに換算）としての濃度でそ
れぞれ示している。

申：農薬の登録申請等に伴い基準値設定依頼がなされたもの

IT：海外で設定されている基準値を参照するようインポートトレランス申請されたもの

※3）加工食品である「すもも（乾燥させたもの）」、「なたね油」及び「てんさい糖蜜」について、国際基準が設定されているが、加工係数を用いて原材料
中の濃度に換算した値が当該原材料の基準値案を超えないことから、基準値を設定しないこととする。基準値が設定されていない加工食品について
は、原材料の基準値に基づき加工係数を考慮して適否を判断することとしている。なお、本物質について、JMPRはすもも（乾燥させたもの）、なたね油
及びてんさい糖蜜の加工係数を1.79、<0.48及び5.63と算出している。

※2）「食品中の農薬の残留基準設定の基本原則について」（令和6年6月25日食品衛生基準審議会農薬・動物用医薬品部会）の別添3「はちみつ中の
農薬等の基準設定の方法について」に基づき設定。
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食品名
基準値案
(ppm)

国民全体
(1歳以上)

EDI

幼小児
(1～6歳)

EDI

妊婦
EDI

高齢者
(65歳以上)

EDI

米（玄米をいう。） 0.2 0.045 7.4 3.9 4.7 8.1zzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
小麦 0.04 0.021 1.3 0.9 1.4 1.0
大麦 0.5 0.14 0.7 0.6 1.2 0.6
とうもろこし 0.1 0.05 0.2 0.3 0.3 0.2
そば 0.3 0.081 0.1 0.0 0.1 0.1zzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
大豆 2 0.32 12.5 6.5 10.0 14.8
小豆類 0.2 0.042 0.1 0.0 0.0 0.2
えんどう 0.2 0.042 0.0 0.0 0.0 0.0
そら豆 0.2 0.042 0.0 0.0 0.0 0.0
らっかせい 0.1 0.021 0.0 0.0 0.0 0.0
その他の豆類 0.2 0.042 0.0 0.0 0.0 0.0zzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
ばれいしょ 0.1 0.05 1.9 1.7 2.1 1.8
さといも類（やつがしらを含む。） 0.1 0.021 0.1 0.0 0.0 0.2
かんしょ 0.04 0.021 0.1 0.1 0.3 0.2
やまいも（長いもをいう。） 0.2 0.024 0.1 0.0 0.0 0.1
こんにゃくいも 0.2 0.024 0.0 0.0 0.0 0.0zzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
てんさい 2 0.28 9.1 7.8 11.5 9.3
さとうきび 0.03 0.021 2.1 1.8 2.6 2.1zzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
だいこん類（ラディッシュを含む。）の根 0.3 0.036 1.2 0.4 0.7 1.6
だいこん類（ラディッシュを含む。）の葉 0.3 0.038 0.1 0.0 0.1 0.1
かぶ類の根 0.1 0.015 0.0 0.0 0.0 0.1
かぶ類の葉 0.1 0.015 0.0 0.0 0.0 0.0
はくさい 0.03 0.021 0.4 0.1 0.3 0.5
キャベツ 0.03 0.021 0.5 0.2 0.4 0.5
ブロッコリー 0.03 0.021 0.1 0.1 0.1 0.1
その他のあぶらな科野菜 0.2 0.042 0.1 0.0 0.0 0.2zzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
ごぼう 0.2 0.032 0.1 0.1 0.1 0.1
レタス（サラダ菜及びちしゃを含む。） 0.4 0.05 0.5 0.2 0.6 0.5
その他のきく科野菜 0.5 0.105 0.2 0.0 0.1 0.3zzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
たまねぎ 0.1 0.021 0.7 0.5 0.7 0.6
ねぎ（リーキを含む。） 0.1 0.021 0.2 0.1 0.1 0.2
にんにく 0.1 0.021 0.0 0.0 0.1 0.0
にら 0.1 0.018 0.0 0.0 0.0 0.0
アスパラガス 0.4 0.05 0.1 0.0 0.1 0.1
わけぎ 0.1 0.021 0.0 0.0 0.0 0.0
その他のゆり科野菜 0.1 0.021 0.0 0.0 0.0 0.0zzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
にんじん 0.1 0.016 0.3 0.2 0.4 0.3
パセリ 0.7 0.211 0.0 0.0 0.0 0.0
セロリ 0.04 0.021 0.0 0.0 0.0 0.0
みつば 0.1 0.027 0.0 0.0 0.0 0.0
その他のせり科野菜 0.1 0.021 0.0 0.0 0.0 0.0zzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
トマト 0.03 0.021 0.7 0.4 0.7 0.8
ピーマン 0.03 0.021 0.1 0.0 0.2 0.1
なす 0.03 0.021 0.3 0.0 0.2 0.4
その他のなす科野菜 0.1 0.05 0.1 0.0 0.1 0.1zzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
きゅうり（ガーキンを含む。） 0.03 0.021 0.4 0.2 0.3 0.5
かぼちゃ（スカッシュを含む。） 0.2 0.027 0.3 0.1 0.2 0.4
しろうり 0.3 0.063 0.0 0.0 0.0 0.1
すいか 0.1 0.017 0.1 0.1 0.2 0.2
メロン類果実 0.3 0.04 0.1 0.1 0.2 0.2
その他のうり科野菜 0.1 0.021 0.1 0.0 0.0 0.1zzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
ほうれんそう 0.03 0.021 0.3 0.1 0.3 0.4
たけのこ 0.2 0.042 0.2 0.1 0.0 0.2
オクラ 0.1 0.0155 0.0 0.0 0.0 0.0
しょうが 0.3 0.049 0.1 0.0 0.1 0.1
未成熟えんどう 0.03 0.011 0.0 0.0 0.0 0.0
未成熟いんげん 0.05 0.05 0.1 0.1 0.0 0.2
えだまめ 0.1 0.021 0.0 0.0 0.0 0.1zzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
その他の野菜 0.3 0.054 0.7 0.3 0.5 0.8zzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A

グルホシネートの推定摂取量 （単位：µg／人／日）
暴露評価に用

いた数値
（ppm)
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食品名
基準値案
(ppm)

国民全体
(1歳以上)

EDI

幼小児
(1～6歳)

EDI

妊婦
EDI

高齢者
(65歳以上)

EDI

グルホシネートの推定摂取量 （単位：µg／人／日）
暴露評価に用

いた数値
（ppm)

みかん（外果皮を含む。） 0.05 0.05 0.9 0.8 0.0 1.3
なつみかんの果実全体 0.05 0.05 0.1 0.0 0.2 0.1
レモン 0.05 0.05 0.0 0.0 0.0 0.0
オレンジ（ネーブルオレンジを含む。） 0.05 0.05 0.4 0.7 0.6 0.2
グレープフルーツ 0.05 0.05 0.2 0.1 0.4 0.2
ライム 0.05 0.05 0.0 0.0 0.0 0.0
その他のかんきつ類果実 0.05 0.05 0.3 0.1 0.1 0.5zzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
りんご 0.1 0.05 1.2 1.5 0.9 1.6
日本なし 0.1 0.05 0.3 0.2 0.5 0.4
西洋なし 0.1 0.05 0.0 0.0 0.0 0.0
マルメロ 0.1 0.05 0.0 0.0 0.0 0.0
びわ（果梗を除き、果皮及び種子を含む。） 0.1 0.05 0.0 0.0 0.1 0.0zzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
もも（果皮及び種子を含む。） 0.2 0.05 0.2 0.2 0.3 0.2
ネクタリン 0.2 0.05 0.0 0.0 0.0 0.0
あんず（アプリコットを含む。） 0.2 0.05 0.0 0.0 0.0 0.0
すもも（プルーンを含む。） 0.2 0.05 0.1 0.0 0.0 0.1
うめ 0.2 0.05 0.1 0.0 0.0 0.1
おうとう（チェリーを含む。） 0.3 0.046 0.0 0.0 0.0 0.0zzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
いちご 0.3 0.055 0.3 0.4 0.3 0.3
ラズベリー 0.1 0.03 0.0 0.0 0.0 0.0
ブラックベリー 0.01 0.01 0.0 0.0 0.0 0.0
ブルーベリー 0.1 0.05 0.1 0.0 0.0 0.1
クランベリー 0.01 0.01 0.0 0.0 0.0 0.0
ハックルベリー 0.1 0.05 0.0 0.0 0.0 0.0
その他のベリー類果実 1 0.02 0.0 0.0 0.0 0.0zzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
ぶどう 0.2 0.02 0.2 0.2 0.4 0.2
かき 0.1 0.05 0.5 0.1 0.2 0.9zzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
バナナ 0.2 0.05 0.7 0.8 0.8 0.9
キウィー（果皮を含む。） 0.6 0.05 0.1 0.1 0.1 0.1
パパイヤ 0.1 0.05 0.0 0.0 0.0 0.0
アボカド 0.1 0.05 0.0 0.0 0.0 0.0
パイナップル 0.1 0.05 0.1 0.1 0.1 0.1
グアバ 0.1 0.05 0.0 0.0 0.0 0.0
マンゴー 0.1 0.05 0.0 0.0 0.0 0.0
パッションフルーツ 0.1 0.05 0.0 0.0 0.0 0.0
なつめやし 0.1 0.05 0.0 0.0 0.0 0.0zzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
その他の果実 0.2 0.05 0.1 0.0 0.0 0.1zzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
ひまわりの種子 0.05 0.012 0.0 0.0 0.0 0.0
ごまの種子 0.1 0.021 0.0 0.0 0.0 0.0
綿実 15 3.30 0.3 0.3 0.3 0.3
なたね 2 0.225 1.3 0.8 1.2 1.0zzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
ぎんなん 0.1 0.05 0.0 0.0 0.0 0.0
くり 0.1 0.05 0.0 0.0 0.0 0.0
ペカン 0.1 0.05 0.0 0.0 0.0 0.0
アーモンド 0.1 0.05 0.0 0.0 0.0 0.0
くるみ 0.1 0.05 0.0 0.0 0.0 0.0
その他のナッツ類 0.1 0.05 0.0 0.0 0.0 0.0zzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
茶 0.3 0.045 0.3 0.0 0.2 0.4
コーヒー豆 0.1 0.04 0.1 0.0 0.0 0.1
ホップ 0.9 0.255 0.0 0.0 0.0 0.0zzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
その他のスパイス 0.5 0.093 0.0 0.0 0.0 0.0zzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
その他のハーブ 0.5 0.105 0.1 0.0 0.0 0.1zzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
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食品名
基準値案
(ppm)

国民全体
(1歳以上)

EDI

幼小児
(1～6歳)

EDI

妊婦
EDI

高齢者
(65歳以上)

EDI

グルホシネートの推定摂取量 （単位：µg／人／日）
暴露評価に用

いた数値
（ppm)

陸棲哺乳類の肉類 0.4 3.8 2.8 4.2 2.7

陸棲哺乳類の食用部分（肉類除く） 6 0.81 1.1 0.6 3.9 0.7zzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
陸棲哺乳類の乳類 0.2 0.026 6.9 8.6 9.5 5.6zzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
家きんの肉類 0.6 0.2 4.3 3.1 4.5 3.2zzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
家きんの卵類 0.2 0.02 0.8 0.7 1.0 0.8zzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ## 0 #N/A #N/A #N/A #N/A
はちみつ 0.05 ● 0.05 0.0 0.0 0.1 0.1zzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A

計 68.9 50.2 71.8 71.3
ADI比（％） 13.7 33.5 13.5 14.0

筋肉　0.065
脂肪　0.067

●：個別の作物残留試験がないことから、暴露評価を行うにあたり基準値（案）の数値を用いた。

「陸棲哺乳類の肉類」については、EDI試算では、畜産物中の平均的な残留農薬濃度を用い、摂取量の筋肉及び脂肪の
比率をそれぞれ80％、20％として試算した。

EDI試算法：作物残留試験成績の中央値（STMR)等×各食品の平均摂取量

茶については、浸出液（茶葉当たりの残留濃度）における作物残留試験結果を用いてEDI試算をした。

EDI：推定一日摂取量（Estimated Daily Intake)



食品名
（基準値設定対象）

食品名
（ESTI推定対象）

基準値案
(ppm)

ESTI
(μg/kg体重)

ESTI/ARfD
(%)

米（玄米をいう。） 米 0.2 ○ 0.045 0.3 3

小麦 小麦 0.04 ○ 0.021 0.0 0

大麦 0.5 ○ 0.14 0.1 1

麦茶 0.5 ○ 0.14 0.1 1

とうもろこし スイートコーン 0.1 ○ 0.05 0.6 6

そば そば 0.3 ○ 0.081 0.1 1

大豆 大豆 2 ○ 0.32 0.3 3

小豆類 いんげん 0.2 0.2 0.3 3

らっかせい らっかせい 0.1 ○ 0.021 0.0 0

ばれいしょ ばれいしょ 0.1 ○ 0.05 0.5 5

さといも類（やつがしらを含む。） さといも 0.1 0.1 0.5 5

かんしょ かんしょ 0.04 ○ 0.03 0.4 4

やまいも（長いもをいう。） やまいも 0.2 0.2 1.6 20

だいこん類（ラディッシュを含む。）の根 だいこんの根 0.3 0.3 3.5 40

だいこん類（ラディッシュを含む。）の葉 だいこんの葉 0.3 0.3 2.5 30

かぶ類の根 かぶの根 0.1 0.1 0.7 7

かぶ類の葉 かぶの葉 0.1 0.1 0.3 3

はくさい はくさい 0.03 ○ 0.021 0.3 3

キャベツ キャベツ 0.03 ○ 0.021 0.2 2

ブロッコリー ブロッコリー 0.03 ○ 0.021 0.1 1

たかな 0.2 0.2 1.6 20

菜花 0.2 0.2 0.6 6

ごぼう ごぼう 0.2 0.2 1.0 10

レタス類 0.4 ○ 0.29 1.6 20

たまねぎ たまねぎ 0.1 ○ 0.089 0.7 7

ねぎ（リーキを含む。） ねぎ 0.1 ○ 0.089 0.3 3

にんにく にんにく 0.1 ○ 0.089 0.1 1

にら にら 0.1 0.1 0.1 1

アスパラガス アスパラガス 0.4 ○ 0.27 0.6 6

わけぎ わけぎ 0.1 ○ 0.089 0.2 2

にんにくの芽 0.1 ○ 0.089 0.2 2

らっきょう 0.1 ○ 0.089 0.1 1

にんじん 0.1 0.1 0.4 4

にんじんジュース 0.1 ○ 0.016 0.1 1

パセリ（生） 0.7 0.7 0.1 1

パセリ（乾燥） 0.7 ○ 0.21 0.2 2

セロリ セロリ 0.04 0.04 0.2 2

みつば みつば 0.1 0.1 0.1 1

その他のせり科野菜 せり 0.1 0.1 0.2 2

トマト トマト 0.03 ○ 0.021 0.2 2

ピーマン ピーマン 0.03 ○ 0.021 0.1 1

なす なす 0.03 ○ 0.021 0.1 1

とうがらし（生） 0.1 ○ 0.05 0.1 1

ししとう 0.1 ○ 0.05 0.1 1

きゅうり（ガーキンを含む。） きゅうり 0.03 ○ 0.021 0.1 1

かぼちゃ 0.2 0.2 2.0 20

ズッキーニ 0.2 0.2 1.4 10

しろうり しろうり 0.3 0.3 2.5 30

すいか すいか 0.1 0.1 3.3 30

メロン類果実 メロン 0.3 0.3 5.1 50

とうがん 0.1 0.1 1.7 20

にがうり 0.1 0.1 0.8 8

ほうれんそう ほうれんそう 0.03 ○ 0.021 0.1 1

たけのこ たけのこ 0.2 0.2 1.6 20

しょうが しょうが 0.3 0.3 0.3 3

未成熟えんどう（さや） 0.03 ○ 0.021 0.0 0

未成熟えんどう（豆） 0.03 ○ 0.021 0.0 0

未成熟いんげん 未成熟いんげん 0.05 ○ 0.05 0.1 1

かぼちゃ（スカッシュを含む。）

（別紙5-1）

未成熟えんどう

グルホシネートの推定摂取量（短期）：国民全体(1歳以上)

評価に用いた
数値
(ppm)

大麦

その他のあぶらな科野菜

レタス（サラダ菜及びちしゃを含む。）

その他のゆり科野菜

にんじん

パセリ

その他のうり科野菜

その他のなす科野菜



食品名
（基準値設定対象）

食品名
（ESTI推定対象）

基準値案
(ppm)

ESTI
(μg/kg体重)

ESTI/ARfD
(%)

（別紙5-1）

グルホシネートの推定摂取量（短期）：国民全体(1歳以上)

評価に用いた
数値
(ppm)

えだまめ えだまめ 0.1 0.1 0.3 3
えのきたけ 0 0 0.0 0
ずいき 0.3 0.3 3.0 30

もやし 0.3 0.3 0.7 7

れんこん 0.3 0.3 1.9 20

そら豆（生） 0.3 0.3 0.9 9

みかん（外果皮を含む。） みかん 0.05 ○ 0.05 0.5 5

なつみかんの果実全体 なつみかん 0.05 ○ 0.05 0.6 6

レモン レモン 0.05 ○ 0.05 0.1 1

オレンジ 0.05 ○ 0.05 0.5 5

オレンジ果汁 0.05 ○ 0.05 0.5 5

グレープフルーツ グレープフルーツ 0.05 ○ 0.05 0.9 9

きんかん 0.05 ○ 0.05 0.1 1

ぽんかん 0.05 ○ 0.05 0.5 5

ゆず 0.05 ○ 0.05 0.1 1

すだち 0.05 ○ 0.05 0.1 1

りんご 0.1 ○ 0.08 1.1 10

りんご果汁 0.1 ○ 0.05 0.5 5

日本なし 日本なし 0.1 ○ 0.08 1.2 10

西洋なし 西洋なし 0.1 ○ 0.08 1.1 10

びわ（果梗を除き、果皮及び種子を含む。） びわ 0.1 ○ 0.08 0.6 6

もも（果皮及び種子を含む。） もも 0.2 ○ 0.08 1.1 10

すもも（プルーンを含む。） プルーン 0.2 ○ 0.08 0.5 5

うめ うめ 0.2 ○ 0.08 0.1 1

おうとう（チェリーを含む。） おうとう 0.3 0.3 0.7 7

いちご いちご 0.3 0.3 1.1 10

ブルーベリー ブルーベリー 0.1 ○ 0.06 0.1 1

ぶどう ぶどう 0.2 ○ 0.12 1.6 20

かき かき 0.1 ○ 0.08 1.1 10

バナナ バナナ 0.2 ○ 0.13 1.5 20

キウィー（果皮を含む。） キウィー 0.6 ○ 0.37 2.1 20

アボカド アボカド 0.1 ○ 0.05 0.4 4

パイナップル パイナップル 0.1 ○ 0.05 0.7 7

マンゴー マンゴー 0.1 ○ 0.05 0.7 7

その他の果実 いちじく 0.2 ○ 0.08 0.6 6

ごまの種子 ごまの種子 0.1 ○ 0.021 0.0 0

ぎんなん ぎんなん 0.1 ○ 0.05 0.0 0

くり くり 0.1 ○ 0.05 0.1 1

アーモンド アーモンド 0.1 ○ 0.05 0.0 0

くるみ くるみ 0.1 ○ 0.05 0.0 0

茶 緑茶類 0.3 ○ 0.045 0.0 0

ホップ ホップ 0.9 ○ 0.255 0.0 0

はちみつ はちみつ 0.05 0.05 0.0 0

国際基準を参照したものについては、JMPRの評価に用いられた残留試験データを用いてESTI試算をした。

茶については、浸出液（茶葉当たりの残留濃度）における作物残留試験結果を用いて試算をした。

○：作物残留試験における最高残留濃度（HR）又は中央値（STMR）を用いて短期摂取量を推計した。

その他の野菜

オレンジ（ネーブルオレンジを含む。）

その他のかんきつ類果実

りんご

○を付していない食品については、基準値案の値又は暴露評価対象物質の残留濃度から推定される基準値に相当する値を使用した。

ESTI：短期推定摂取量（Estimated Short-Term Intake）

ESTI/ARfD(%)の値は、有効数字1桁（値が100を超える場合は有効数字2桁）とし四捨五入して算出した。



食品名
（基準値設定対象）

食品名
（ESTI推定対象）

基準値案
(ppm)

ESTI
(μg/kg体重)

ESTI/ARfD
(%)

米(玄米をいう。） 米 0.2 ○ 0.045 0.5 5

小麦 小麦 0.04 ○ 0.021 0.1 1

大麦 0.5 ○ 0.14 0.1 1

麦茶 0.5 ○ 0.14 0.2 2

とうもろこし スイートコーン 0.1 ○ 0.05 1.2 10

大豆 大豆 2 ○ 0.32 0.4 4

らっかせい らっかせい 0.1 ○ 0.021 0.0 0

ばれいしょ ばれいしょ 0.1 ○ 0.05 1.1 10

さといも類（やつがしらを含む。） さといも 0.1 0.1 1.3 10

かんしょ かんしょ 0.04 ○ 0.03 0.8 8

やまいも（長いもをいう。） やまいも 0.2 0.2 2.7 30

だいこん類（ラディッシュを含む。）の根 だいこんの根 0.3 0.3 6.6 70

はくさい はくさい 0.03 ○ 0.021 0.3 3

キャベツ キャベツ 0.03 ○ 0.021 0.3 3

ブロッコリー ブロッコリー 0.03 ○ 0.021 0.3 3

ごぼう ごぼう 0.2 0.2 1.3 10

レタス類 0.4 ○ 0.29 2.8 30

非結球レタス類 0.4 ○ 0.29 4.0 40

レタス 0.4 ○ 0.29 2.6 30

たまねぎ たまねぎ 0.1 ○ 0.089 1.6 20

ねぎ（リーキを含む。） ねぎ 0.1 ○ 0.089 0.6 6

にんにく にんにく 0.1 ○ 0.089 0.1 1

にら にら 0.1 0.1 0.2 2

にんじん にんじん 0.1 0.1 1.0 10

パセリ パセリ（生） 0.7 0.7 0.1 1

トマト トマト 0.03 ○ 0.021 0.6 6

ピーマン ピーマン 0.03 ○ 0.021 0.1 1

なす なす 0.03 ○ 0.021 0.3 3

きゅうり（ガーキンを含む。） きゅうり 0.03 ○ 0.021 0.3 3

かぼちゃ 0.2 0.2 3.2 30

すいか すいか 0.1 0.1 8.7 90

メロン類果実 メロン 0.3 0.3 8.8 90

ほうれんそう ほうれんそう 0.03 ○ 0.021 0.2 2

たけのこ たけのこ 0.2 0.2 1.7 20

しょうが しょうが 0.3 0.3 0.4 4

未成熟えんどう（さや） 0.03 ○ 0.021 0.0 0

未成熟えんどう（豆） 0.03 ○ 0.021 0.0 0

未成熟いんげん 未成熟いんげん 0.05 ○ 0.05 0.2 2

えだまめ えだまめ 0.1 0.1 0.3 3

もやし 0.3 0.3 1.3 10

れんこん 0.3 0.3 3.1 30

みかん（外果皮を含む。） みかん 0.05 ○ 0.05 1.4 10

オレンジ 0.05 ○ 0.05 1.3 10

オレンジ果汁 0.05 ○ 0.05 0.9 9

りんご 0.1 ○ 0.08 2.6 30

りんご果汁 0.1 ○ 0.05 1.7 20

日本なし 日本なし 0.1 ○ 0.08 2.3 20

もも（果皮及び種子を含む。） もも 0.2 ○ 0.08 3.4 30

うめ うめ 0.2 ○ 0.08 0.3 3

いちご いちご 0.3 0.3 3.2 30

ぶどう ぶどう 0.2 ○ 0.12 3.7 40

かき かき 0.1 ○ 0.08 1.7 20

バナナ バナナ 0.2 ○ 0.13 5.0 50

パイナップル パイナップル 0.1 ○ 0.05 1.6 20

ごまの種子 ごまの種子 0.1 ○ 0.021 0.0 0

グルホシネートの推定摂取量（短期）：幼小児(1～6歳)

評価に用いた
数値
(ppm)

大麦

レタス（サラダ菜及びちしゃを含む。）

かぼちゃ（スカッシュを含む。）

未成熟えんどう

その他の野菜

オレンジ（ネーブルオレンジを含む。）

りんご

（別紙5-2）



食品名
（基準値設定対象）

食品名
（ESTI推定対象）

基準値案
(ppm)

ESTI
(μg/kg体重)

ESTI/ARfD
(%)

グルホシネートの推定摂取量（短期）：幼小児(1～6歳)

評価に用いた
数値
(ppm)

（別紙5-2）

茶 緑茶類 0.3 ○ 0.045 0.0 0

はちみつ はちみつ 0.05 0.05 0.1 1

茶については、浸出液（茶葉当たりの残留濃度）における作物残留試験結果を用いて試算をした。

ESTI：短期推定摂取量（Estimated Short-Term Intake）

ESTI/ARfD(%)の値は、有効数字1桁（値が100を超える場合は有効数字2桁）とし四捨五入して算出した。

○：作物残留試験における最高残留濃度（HR）又は中央値（STMR）を用いて短期摂取量を推計した。

○を付していない食品については、基準値案の値又は暴露評価対象物質の残留濃度から推定される基準値に相当する値を使用した。

国際基準を参照したものについては、JMPRの評価に用いられた残留試験データを用いてESTI試算をした。
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準値設定依頼（新規：かんきつ類、トマト等（グルホシネート

P）） 

厚生労働大臣から食品安全委員会委員長あてに残留基準設定

に係る食品健康影響評価について要請 

農林水産省から厚生労働省へ農薬登録申請に係る連絡及び基

準値設定依頼（適用拡大：そば、ごぼう等（グルホシネート）） 

食品安全委員会委員長から厚生労働大臣あてに食品健康影響

評価について通知 
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準値設定依頼（適用拡大：みつば及びたけのこ（グルホシネー

ト）、ホップ（グルホシネートP）） 

厚生労働大臣から食品安全委員会委員長あてに残留基準設定

に係る食品健康影響評価について要請 

食品安全委員会委員長から厚生労働大臣あてに食品健康影響

評価について通知 
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準値設定依頼（適用拡大：ぎぼうし（グルホシネートP）） 

厚生労働大臣から食品安全委員会委員長あてに残留基準設定

に係る食品健康影響評価について要請 

食品安全委員会委員長から厚生労働大臣あてに食品健康影響

評価について通知 

薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会農薬・動物用医薬品部会 
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準値設定依頼（適用拡大：さとうきび（グルホシネートP）） 

厚生労働大臣から食品安全委員会委員長あてに残留基準設定

に係る食品健康影響評価について要請 

食品安全委員会委員長から厚生労働大臣あてに食品健康影響

評価について通知 

薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会農薬・動物用医薬品部会 

 

農林水産省から厚生労働省へ農薬登録申請に係る連絡及び基

準値設定依頼（適用拡大：ごま（グルホシネートP）） 

厚生労働大臣から食品安全委員会委員長あてに残留基準設定

に係る食品健康影響評価について要請 

食品安全委員会委員長から厚生労働大臣あてに食品健康影響

評価について通知 

薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会農薬・動物用医薬品部会 

残留基準告示 

 

インポートトレランス申請（綿実及びホップ（グルホシネー

ト）） 

農林水産省から厚生労働省へ農薬登録申請に係る連絡及び基

準値設定依頼（適用拡大：小麦、ばれいしょ等（グルホシネー

ト）） 

農林水産省から消費者庁へ農薬登録申請に係る連絡及び基準

値設定依頼（適用拡大：鱗茎類（にらを除く）及びひまわり（種

子））（グルホシネート）） 

内閣総理大臣から食品安全委員会委員長あてに残留基準設定

に係る食品健康影響評価について要請 

食品安全委員会委員長から内閣総理大臣あてに食品健康影響

評価について通知 

食品衛生基準審議会へ諮問 

食品衛生基準審議会農薬・動物用医薬品部会 

 

 



● 食品衛生基準審議会農薬・動物用医薬品部会 

[委員] 

 大山  和俊  一般財団法人残留農薬研究所業務執行理事・化学部長 

○折戸  謙介    学校法人麻布獣医学園理事（兼）麻布大学獣医学部教授 

  加藤   くみ子  北里大学薬学部教授 

  近藤  麻子    日本生活協同組合連合会組織推進本部本部長 

  須恵   雅之  東京農業大学応用生物科学部教授 

 瀧本  秀美  国立研究開発法人医薬基盤・健康・栄養研究所理事 
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  野田   隆志  一般社団法人日本植物防疫協会技術顧問 

（◎：部会長、○：部会長代理） 



答申（案） 

グルホシネート

食品名 残留基準値

ppm
zzz #N/A米（玄米をいう。） 0.2

#N/A#N/A小麦 0.04

大麦 0.5

とうもろこし 0.1

そば 0.3

#N/A#N/A大豆 2

小豆類注1） 0.2

えんどう 0.2

そら豆 0.2

らっかせい 0.1

その他の豆類注2） 0.2

#N/A#N/Aばれいしょ 0.1

さといも類（やつがしらを含む。） 0.1

かんしょ 0.04

やまいも（長いもをいう。） 0.2

こんにゃくいも 0.2

#N/A#N/Aてんさい 2

さとうきび 0.03

#N/A#N/Aだいこん類（ラディッシュを含む。）の根 0.3

だいこん類（ラディッシュを含む。）の葉 0.3

かぶ類の根 0.1

かぶ類の葉 0.1

はくさい 0.03

キャベツ 0.03

ブロッコリー 0.03

その他のあぶらな科野菜注3） 0.2

#N/A#N/A

今回残留基準を設定する「グルホシネート」の規制対象は、グルホシネート（代謝物Z【N-ア
セチル-グルホシネート】を含む。）及び代謝物B【3-メチルホスフィニコプロピオン酸】と
する。ただし、代謝物Bは、グルホシネートの濃度に換算するものとする。

グルホシネートについては、以下のとおり食品中の農薬の残留基準を設定することが適当で
ある。



食品名 残留基準値

ppm
zzz #N/Aごぼう 0.2

レタス（サラダ菜及びちしゃを含む。） 0.4

その他のきく科野菜注4） 0.5

#N/A#N/Aたまねぎ 0.1

ねぎ（リーキを含む。） 0.1

にんにく 0.1

にら 0.1

アスパラガス 0.4

わけぎ 0.1

その他のゆり科野菜注5） 0.1

#N/A#N/Aにんじん 0.1

パセリ 0.7

セロリ 0.04

みつば 0.1

その他のせり科野菜注6） 0.1

#N/A#N/Aトマト 0.03

ピーマン 0.03

なす 0.03

その他のなす科野菜注7） 0.1

#N/A#N/Aきゅうり（ガーキンを含む。） 0.03

かぼちゃ（スカッシュを含む。） 0.2

しろうり 0.3

すいか 0.1

メロン類果実 0.3

その他のうり科野菜注8） 0.1

#N/A#N/Aほうれんそう 0.03

たけのこ 0.2

オクラ 0.1

しょうが 0.3

未成熟えんどう 0.03

未成熟いんげん 0.05

えだまめ 0.1

#N/A#N/Aその他の野菜注9） 0.3

#N/A#N/A



食品名 残留基準値

ppm
zzz #N/Aみかん（外果皮を含む。） 0.05

なつみかんの果実全体 0.05

レモン 0.05

オレンジ（ネーブルオレンジを含む。） 0.05

グレープフルーツ 0.05

ライム 0.05

その他のかんきつ類果実注10） 0.05

#N/A#N/Aりんご 0.1

日本なし 0.1

西洋なし 0.1

マルメロ 0.1

びわ（果梗を除き、果皮及び種子を含む。） 0.1
#N/A#N/Aもも（果皮及び種子を含む。） 0.2

ネクタリン 0.2

あんず（アプリコットを含む。） 0.2

すもも（プルーンを含む。） 0.2

うめ 0.2

おうとう（チェリーを含む。） 0.3
#N/A#N/Aいちご 0.3

ラズベリー 0.1

ブラックベリー 0.01

ブルーベリー 0.1

クランベリー 0.01

ハックルベリー 0.1

その他のベリー類果実注11） 1
#N/A#N/Aぶどう 0.2

かき 0.1
#N/A#N/Aバナナ 0.2

キウィー（果皮を含む。） 0.6

パパイヤ 0.1

アボカド 0.1

パイナップル 0.1

グアバ 0.1

マンゴー 0.1

パッションフルーツ 0.1

なつめやし 0.1
#N/A#N/Aその他の果実注12） 0.2
#N/A#N/A



食品名 残留基準値

ppm
zzz #N/Aひまわりの種子 0.05

ごまの種子 0.1

綿実 15

なたね 2
#N/A#N/Aぎんなん 0.1

くり 0.1

ペカン 0.1

アーモンド 0.1

くるみ 0.1

その他のナッツ類注13） 0.1
#N/A#N/A茶 0.3

コーヒー豆 0.1

ホップ 0.9
zzz #N/Azzz #N/Aその他のスパイス注14） 0.5
zzz #N/Azzz #N/Aその他のハーブ注15） 0.5
zzz #N/Azzz #N/A牛の筋肉 0.2

豚の筋肉 0.2

その他の陸棲哺乳類に属する動物注16）の筋肉 0.2
#N/A#N/A牛の脂肪 0.4

豚の脂肪 0.4

その他の陸棲哺乳類に属する動物の脂肪 0.4
zzz #N/Azzz #N/A牛の肝臓 6

豚の肝臓 6

その他の陸棲哺乳類に属する動物の肝臓 6

#N/A#N/A牛の腎臓 6

豚の腎臓 6

その他の陸棲哺乳類に属する動物の腎臓 6

#N/A#N/A牛の食用部分注17） 6

豚の食用部分 6

その他の陸棲哺乳類に属する動物の食用部分 6
zzz #N/Azzz #N/A乳 0.2
zzz #N/Azzz #N/A鶏の筋肉 0.2

その他の家きん注18）の筋肉 0.2

#N/A#N/A鶏の脂肪 0.2

その他の家きんの脂肪 0.2

#N/A#N/A鶏の肝臓 0.6

その他の家きんの肝臓 0.6

#N/A#N/A



食品名 残留基準値

ppm
zzz #N/A鶏の腎臓 0.6

その他の家きんの腎臓 0.6

#N/A#N/A鶏の食用部分 0.6

その他の家きんの食用部分 0.6
zzz #N/Azzz #N/A鶏の卵 0.2

その他の家きんの卵 0.2
zzz #N/Azzz #N/Aはちみつ 0.05

#N/A #N/A



注13）「その他のナッツ類」とは、ナッツ類のうち、ぎんなん、くり、ペカン、アーモンド
及びくるみ以外のものをいう。

注14）「その他のスパイス」とは、スパイスのうち、西洋わさび、わさびの根茎、にんに
く、とうがらし、パプリカ、しょうが、レモンの果皮、オレンジ（ネーブルオレンジを含
む。）の果皮、ゆずの果皮及びごまの種子以外のものをいう。

注15）「その他のハーブ」とは、ハーブのうち、クレソン、にら、パセリの茎、パセリの
葉、セロリの茎及びセロリの葉以外のものをいう。

注16）「その他の陸棲哺乳類に属する動物」とは、陸棲哺乳類に属する動物のうち、牛及び
豚以外のものをいう。

注3）「その他のあぶらな科野菜」とは、あぶらな科野菜のうち、だいこん類（ラディッシュ
を含む。）の根、だいこん類（ラディッシュを含む。）の葉、かぶ類の根、かぶ類の葉、西
洋わさび、クレソン、はくさい、キャベツ、芽キャベツ、ケール、こまつな、きょうな、チ
ンゲンサイ、カリフラワー、ブロッコリー及びハーブ以外のものをいう。

注4）「その他のきく科野菜」とは、きく科野菜のうち、ごぼう、サルシフィー、アーティ
チョーク、チコリ、エンダイブ、しゅんぎく、レタス（サラダ菜及びちしゃを含む。）及び
ハーブ以外のものをいう。

注5）「その他のゆり科野菜」とは、ゆり科野菜のうち、たまねぎ、ねぎ（リーキを含
む。）、にんにく、にら、アスパラガス、わけぎ及びハーブ以外のものをいう。

注6）「その他のせり科野菜」とは、せり科野菜のうち、にんじん、パースニップ、パセリ、
セロリ、みつば、スパイス及びハーブ以外のものをいう。

注7）「その他のなす科野菜」とは、なす科野菜のうち、トマト、ピーマン及びなす以外のも
のをいう。

注8）「その他のうり科野菜」とは、うり科野菜のうち、きゅうり（ガーキンを含む。）、か
ぼちゃ（スカッシュを含む。）、しろうり、すいか、メロン類果実及びまくわうり以外のも
のをいう。

注9）「その他の野菜」とは、野菜のうち、いも類、てんさい、さとうきび、あぶらな科野
菜、きく科野菜、ゆり科野菜、せり科野菜、なす科野菜、うり科野菜、ほうれんそう、たけ
のこ、オクラ、しょうが、未成熟えんどう、未成熟いんげん、えだまめ、きのこ類、スパイ
ス及びハーブ以外のものをいう。

注10）「その他のかんきつ類果実」とは、かんきつ類果実のうち、みかん、なつみかん、な
つみかんの外果皮、なつみかんの果実全体、レモン、オレンジ（ネーブルオレンジを含
む。）、グレープフルーツ、ライム及びスパイス以外のものをいう。

注11）「その他のベリー類果実」とは、ベリー類果実のうち、いちご、ラズベリー、ブラッ
クベリー、ブルーベリー、クランベリー及びハックルベリー以外のものをいう。

注12）「その他の果実」とは、果実のうち、かんきつ類果実、りんご、日本なし、西洋な
し、マルメロ、びわ、もも、ネクタリン、あんず（アプリコットを含む。）、すもも（プ
ルーンを含む。）、うめ、おうとう（チェリーを含む。）、ベリー類果実、ぶどう、かき、
バナナ、キウィー、パパイヤ、アボカド、パイナップル、グアバ、マンゴー、パッションフ
ルーツ、なつめやし及びスパイス以外のものをいう。

注1）「小豆類」には、いんげん、ささげ、サルタニ豆、サルタピア豆、バター豆、ペギア
豆、ホワイト豆、ライマ豆及びレンズ豆を含む。

注2）「その他の豆類」とは、豆類のうち、大豆、小豆類、えんどう、そら豆、らっかせい及
びスパイス以外のものをいう。



注17）「食用部分」とは、食用に供される部分のうち、筋肉、脂肪、肝臓及び腎臓以外の部
分をいう。

注18）「その他の家きん」とは、家きんのうち、鶏以外のものをいう。



 令和７年 11 月 28 日開催部会 

クロラントラニリプロール 

 
今般の残留基準の検討については、農薬取締法（昭和23年法律第82号）に基づく適用拡

大申請に伴う基準値設定依頼が農林水産省からなされたことから、農薬・動物用医薬品部

会（以下「本部会」という。）において審議を行い、以下の報告を取りまとめるものであ

る。 

なお、本報告では、今般提出された作物残留試験成績に基づき、前回審議からの変更点

をとりまとめる。また、今般の基準値設定依頼に当たって、毒性や代謝に関する新たな知

見の提出がなく、既存の食品健康影響評価の結果に影響はないと考えられることから、本

部会での審議後に内閣総理大臣から食品安全委員会に対して食品健康影響評価の要請を行

うこととしている。 

 

１．概要 

（１）品目名：クロラントラニリプロール[ Chlorantraniliprole (ISO) ] 

（２）分 類（用途）：農薬（殺虫剤） 

（３）化学名、CAS番号、構造式及び物性：変更なし（添付資料1参照） 

 

２．適用の範囲及び使用方法 

本剤の国内における適用の範囲及び使用方法は別紙1-1、海外における適用の範囲及び

使用方法は別紙1-2～1-4のとおり。なお、今般の基準値設定依頼にかかる新たな適用の範

囲及び使用方法は網掛けとしている。 

 

３．代謝試験 

（１）植物代謝試験 

植物代謝試験が、水稲、りんご、レタス、トマト及び綿で実施されており、可食部で

の主要残留物は親化合物で、10%TRR注）以上認められた代謝物はなかった。 

 
注）%TRR：総放射性残留物（TRR：Total Radioactive Residues）濃度に対する比率（%） 

 

（２）家畜代謝試験 

家畜代謝試験が、泌乳山羊及び産卵鶏で実施されており、産卵鶏の筋肉以外の組織並

びに乳及び卵で親化合物の残留が認められている。可食部で10%TRR以上認められた代謝

物は、代謝物C（産卵鶏の卵黄）、代謝物D（泌乳山羊の乳）、代謝物E（産卵鶏の卵黄）、

代謝物G（泌乳山羊の乳）及び代謝物N（産卵鶏の卵白）であった。 

 

【代謝物略称一覧】 

略称 
JMPR評価書

の略称 
化学名 

C IN-H2H20 

3-ブロモ-N-[4-クロロ-2-[[(ヒドロキシメチル)アミノ]カルボニ

ル]-6-メチルフェニル]-1-(3-クロロ-2-ピリジニル)-1H-ピラゾール

-5-カルボキサミド 

 

 



【代謝物略称一覧】（つづき） 

略称 
JMPR評価書

の略称 
化学名 

D IN-HXH44 

3-ブロモ-N-[4-クロロ-2-(ヒドロキシメチル)-6-[(メチルアミノ)カ

ルボニル]フェニル]-1-(3-クロロ-2-ピリジニル)-1H-ピラゾール-5-

カルボキサミド 

E IN-K7H29 
2-[3-ブロモ-1-(3-クロロ-2-ピリジニル)-1H-ピラゾール-5-イル]-

6-クロロ-8-(ヒドロキシメチル)-4(3H)-キナゾリノン 

G IN-K9T00 

3-ブロモ-N-[4-クロロ-2-(ヒドロキシメチル)-6-[((ヒドロキシメチ

ル)アミノ)カルボニル]フェニル]-1-(3-クロロ-2-ピリジニル)-1H-

ピラゾール-5-カルボキサミド 

M IN-F9N04 
N-[2-(アミノカルボニル)-4-クロロ-6-メチルフェニル]-3-ブロモ-

1-(3-クロロ-2-ピリジニル)-1H-ピラゾール-5-カルボキサミド 

N IN-GAZ70 
2-[3-ブロモ-1-(3-クロロ-2-ピリジニル)-1H-ピラゾール-5-イル]-

6-クロロ-8-メチル-4(3H)-キナゾリノン 

O IN-EQW78 
2-[3-ブロモ-1-(3-クロロ-2-ピリジニル)-1H-ピラゾール-5-イル]-

6-クロロ-3,8-ジメチル-4(3H)-キナゾリノン 

          

４．作物残留試験 

  今回追加のあった分析法については以下のとおり。 

（１）分析の概要 

【国内】 

①  分析対象物質 

・クロラントラニリプロール 

 

②  分析法の概要 

試料からアセトニトリル・水（4：1）混液で抽出し、酢酸エチルに転溶後、液

体クロマトグラフ・タンデム型質量分析計(LC-MS/MS)で定量する。 

または、試料を水で膨潤後、アセトニトリル・水(4：1)混液で抽出し、トリメ

チルアミノプロピルシリル化シリカゲル（SAX）カラム及びスチレンジビニルベン

ゼン共重合体カラムを用いて精製した後、LC-MS/MSで定量する｡ 

または、試料からアセトニトリルで抽出し、ろ過・濃縮後、0.5 mol/L リン酸

緩衝液（pH 7.0）に転溶する。オクタデシルシリル化シリカゲル（C18）カラム及

びグラファイトカーボン/アミノプロピルシリル化シリカゲル（NH2）積層カラム

を用いて精製した後、LC-MS/MSで定量する｡ 

または、試料を水で膨潤後、アセトニトリルで抽出し、酢酸エチルに転溶する。

グラファイトカーボン/SAX/エチレンジアミン-N-プロピルシリル化シリカゲル

（PSA）積層カラムを用いて精製した後、液体クロマトグラフ・質量分析計（LC-

MS）で定量する｡  

または、必要に応じて試料を水で膨潤後、アセトニトリルで抽出し、塩化ナト

リウム及びリン酸緩衝液による塩析並びにn-ヘキサン洗浄を行う。グラファイト

カーボン/SAX/PSA積層カラム及び必要に応じてグラファイトカーボン/NH2/シリ

カゲル積層カラムを用いて精製した後、LC-MS/MSで定量する｡ 

または、試料からアセトニトリルで抽出し、多孔性ケイソウ土カラム、グラフ

ァイトカーボン/NH2積層カラム及びフロリジルカラムを用いて精製した後、LC-



MS/MSで定量する｡ 

または、試料からアセトニトリルで抽出し、塩化ナトリウム及びリン酸緩衝液

を加えて塩析する。グラファイトカーボン/SAX/PSA積層カラムを用いて精製した

後、LC-MS/MSで定量する｡  

または、試料からアセトンで抽出し、C18カラム、スチレンジビニルベンゼン共

重合体カラム及びフロリジルカラムを用いて精製した後、紫外分光光度型検出器

付き高速液体クロマトグラフ(HPLC-UV)で定量する。 

または、試料からアセトニトリルで抽出し、LC-MSで定量する｡ 

または、試料からアセトニトリルで抽出し、グラファイトカーボン/PSA積層カ

ラム又はグラファイトカーボン/NH2積層カラムを用いて精製した後、LC-MS/MSで

定量する｡  

あるいは、試料に水を加えアセトニトリルで抽出し、多孔性ケイソウ土カラム、

グラファイトカーボン/NH2積層カラム及びフロリジルカラムを用いて精製した後、

HPLC-UVで定量する。 

 

定量限界 0.01～0.05 mg/kg 

 

 【海外】 

変更なし（添付資料1参照） 

 

（２）作物残留試験結果 

国内作物残留試験については、レタス等の試験成績を追加した。試験成績の概要を別

紙2-1に示す。 

海外作物残留試験成績の概要については、別紙2-2～2-4を参照。 

 

５．魚介類における推定残留濃度 

変更なし（添付資料1参照） 

 

６．畜産物における推定残留濃度 

  変更なし（添付資料1参照） 
 

７．許容一日摂取量（ADI）及び急性参照用量（ARfD）の評価 

先の審議の際に、食品安全基本法（平成15年法律第48号）第24条第1項第1号の規定に基

づき、食品安全委員会あて意見を求めたクロラントラニリプロールに係る食品健康影響評

価において、クロラントラニリプロールのADIを1.5 mg/kg体重/日、ARfDは設定の必要な

しと評価されている。 

 

８．諸外国における状況 

  変更なし（添付資料1参照） 

  なお、国際基準は、2021年及び2023年にアボカド、茶等に基準値が設定されている。 

   

９．残留規制 

（１）残留の規制対象：変更なし 

クロラントラニリプロールとする。 



農産物については、植物代謝試験において可食部での主な残留物は親化合物であり、

10%TRR以上認められる代謝物はなかった。 

畜産物については、家畜代謝試験において筋肉以外のすべての組織並びに乳及び卵で

親化合物の残留が認められた。いくつかの代謝物が10%TRR以上認められたが、分析の指

標としては親化合物のみで十分であると考えられる。 

これらのことから、規制対象はクロラントラニリプロールのみとする。 

 

(２）基準値案 

別紙3のとおりである。 

 

１０．暴露評価 

（１）暴露評価対象：変更なし 

   クロラントラニリプロールとする。 

 

農産物については、植物代謝試験において可食部での主な残留物は親化合物であり、

10%TRR以上認められる代謝物はなかった。 

畜産物については、家畜代謝試験において筋肉以外のすべての組織並びに乳及び卵で

親化合物の残留が認められた。卵全体で代謝物N、乳で代謝物D及び代謝物Gが10%TRR以

上認められた。卵黄で代謝物C及び代謝物Eが10%TRR以上認められたが、卵全体では

10%TRR未満であった。家畜残留試験においては、乳牛では高投与量以外では親化合物が

主要な残留物だが、産卵鶏では親化合物より代謝物の残留量が多い組織もみられた。し

かしながら、JMPR評価書によれば、いずれの代謝物も毒性面での懸念はなく、親化合物

も代謝物も生体内から急速に消失し、毒性も低いと考えられる。 

以上のことに加え、JMPRの評価において、農産物及び畜産物の暴露評価対象はクロラ

ントラニリプロールのみであることを踏まえ、暴露評価対象はクロラントラニリプロー

ルのみとする。 

 

なお、食品安全委員会は、食品健康影響評価において、農産物、畜産物及び魚介類中

の暴露評価対象物質をクロラントラニリプロール(親化合物のみ)としている。 

 

（２）暴露評価結果 

  ① 長期暴露評価 

    1日当たり摂取する農薬の量のADIに対する比は、以下のとおりである。詳細な暴露

評価は別紙4参照。 

 

 EDI／ADI(%)注) 

国民全体（1歳以上） 1.5 

幼小児（1～6歳） 2.6 

妊婦 1.4 

高齢者（65歳以上） 1.7 

注）各食品の平均摂取量は、平成17～19年度の食品摂取頻度・摂取量調査の特別集計

業務報告書による。 

EDI試算法：作物残留試験成績の中央値（STMR）等×各食品の平均摂取量 



（別紙1-1）

作物名 剤型 使用方法
希釈倍数

又は
使用量

使用時期 散布液量 使用回数
クロラントラニリプ

ロールを含む
農薬の総使用回数

1.5% WP
配合剤1

ペースト肥料に混
合し側条施肥田植
機で施用する。

500 g/10 a 移植時 － 1回

0.75% GR
配合剤2

側条施用 1 kg/10 a 移植時 － 1回

0.75% GR
配合剤3

側条施用 1 kg/10 a 移植時 － 1回

0.75% GR
配合剤4

側条施用 1 kg/10 a 移植時 － 1回

0.75% GR
配合剤5

側条施用 1 kg/10 a 移植時 － 1回

0.75% GR
配合剤6

側条施用 1 kg/10 a 移植時 － 1回

0.75% GR
配合剤7

側条施用 1 kg/10 a 移植時 － 1回

0.75% GR
配合剤8

側条施用 1 kg/10 a 移植時 － 1回

0.75% GR
配合剤9

側条施用 1 kg/10 a 移植時 － 1回

0.75% GR
配合剤10

側条施用 1 kg/10 a 移植時 － 1回

0.75% GR
配合剤11

側条施用 1 kg/10 a 移植時 － 1回

0.75% GR
配合剤12

側条施用 1 kg/10 a 移植時 － 1回

0.75% GR
配合剤13

側条施用 1 kg/10 a 移植時 － 1回

0.75% GR
配合剤14

側条施用 1 kg/10 a 移植時 － 1回

50.0% SC
種子吹き付け処理

又は塗沫処理
乾燥種もみ1 kg当たり

原液4～7 mL
は種前浸種前 － 1回

1.0% GR
育苗箱の上から均
一に散布する。

育苗箱(30×60×3 cm、
使用土壌約5 L)
1箱当たり50 g

移植当日 － 1回

育苗箱の床土に均
一に混和する。

育苗箱(30×60×3 cm、
使用土壌約5 L)
1箱当たり50 g

は種前 － 1回

は種時覆土前～
移植当日

移植当日

は種時覆土前～
移植当日

移植当日

は種時

は種時～出芽時
ただし、移植
15日前まで

は種時

は種時～出芽時
ただし、移植
15日前まで

クロラントラニリプロールの適用の範囲及び使用方法（国内）

2025年9月18日時点版

稲 1回

稲(箱育苗) 1回

0.75% GR

育苗箱の上から均
一に散布する。

高密度には種する場合
は1 kg/10 a(育苗箱(30
×60×3 cm、使用土壌
約5 L)1 箱当たり50～

100 g) － 1回

育苗箱(30×60×3 cm、
使用土壌約5 L)
1箱当たり50 g

25.0% WP
配合剤15

土壌灌注

1000倍

育苗箱(30×60×3
cm、使用土壌約5

L)1箱当たり
希釈液1 L

1回

500倍

育苗箱(30×60×3
cm、使用土壌約5

L)1箱当たり
希釈液500 mL
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作物名 剤型 使用方法
希釈倍数

又は
使用量

使用時期 散布液量 使用回数
クロラントラニリプ

ロールを含む
農薬の総使用回数

クロラントラニリプロールの適用の範囲及び使用方法（国内）

2025年9月18日時点版

は種時覆土前～
移植当日

移植3日前～
移植当日

は種時覆土前～
移植当日

移植3日前～
移植当日

高密度には種する場合
は1 kg/10 a(育苗箱(30
×60×3 cm、使用土壌

約5 L)1箱
当たり50～100 g)

緑化期～移植当日

は種時覆土前

は種時覆土前～
移植当日

は種時覆土前

は種時覆土前～
移植当日

育苗箱の床土又は
覆土に均一に混和

する。

育苗箱(30×60×3 cm、
使用土壌約5 L)
1箱当たり50 g

は種前 － 1回

は種時覆土前

は種時覆土前～
移植当日

は種時覆土前

は種時覆土前～
移植当日

高密度には種する場合
は1 kg/10 a(育苗箱(30
×60×3 cm、使用土壌

約5 L)1箱
当たり50～100 g)

育苗箱(30×60×3 cm、
使用土壌約5 L)
1箱当たり50 g

高密度には種する場合
は1 kg/10 a(育苗箱(30
×60×3 cm、使用土壌

約5 L)1箱
当たり50～100 g)

育苗箱(30×60×3 cm、
使用土壌約5 L)
1箱当たり50 g

稲(箱育苗)

0.75% GR
配合剤2

育苗箱の上から均
一に散布する。

高密度には種する場合
は1 kg/10 a(育苗箱(30
×60×3 cm、使用土壌

約5 L)1箱
当たり50～100 g)

－ 1回

高密度には種する場合
は1 kg/10 a(育苗箱(30
×60×3 cm、使用土壌

約5 L)1箱
当たり50～100 g)

－ 1回

育苗箱(30×60×3 cm、
使用土壌約5 L)
1箱当たり50 g

0.75% GR
配合剤5

育苗箱の上から均
一に散布する。

高密度には種する場合
は1 kg/10 a(育苗箱(30
×60×3 cm、使用土壌

約5 L)1箱
当たり50～100 g)

－ 1回

育苗箱(30×60×3 cm、
使用土壌約5 L)
1箱当たり50 g

1回

育苗箱(30×60×3 cm、
使用土壌約5 L)
1箱当たり50 g

0.75% GR
配合剤3

育苗箱の苗の上か
ら均一に散布

する。

移植3日前～
移植当日

－ 1回

育苗箱(30×60×3 cm、
使用土壌約5 L)
1箱当たり50 g

0.75% GR
配合剤4

育苗箱の上から均
一に散布する。

0.75% GR
配合剤6

育苗箱の上から均
一に散布する。

移植3日前～
移植当日 － 1回

0.75% GR
配合剤7

育苗箱の上から均
一に散布する。

移植3日前～
移植当日 － 1回



（別紙1-1）

作物名 剤型 使用方法
希釈倍数

又は
使用量

使用時期 散布液量 使用回数
クロラントラニリプ

ロールを含む
農薬の総使用回数

クロラントラニリプロールの適用の範囲及び使用方法（国内）

2025年9月18日時点版

移植3日前～
移植当日

緑化期～移植当日

移植3日前～
移植当日

緑化期～移植当日

移植3日前～
移植当日

緑化期～移植当日

移植3日前～
移植当日

緑化期～移植当日

高密度には種する場合
は1 kg/10 a(育苗箱(30
×60×3 cm、使用土壌

約5 L)1箱
当たり50～100 g)

育苗箱(30×60×3 cm、
使用土壌約5 L)
1箱当たり50 g

高密度には種する場合
は1 kg/10 a(育苗箱(30
×60×3 cm、使用土壌

約5 L)1箱
当たり50～100 g)

育苗箱(30×60×3 cm、
使用土壌約5 L)
1箱当たり50 g

は種時(覆土前)～
移植当日

は種時(覆土前)

移植3日前～
移植当日

移植当日

緑化期～移植当日

は種時(覆土前)～
移植当日

は種時覆土前

移植3日前～
移植当日

移植当日

緑化期～移植当日

0.75% GR
配合剤9

本剤の所定量を育
苗箱の上から均一

に散布する。

高密度には種する場合
は1 kg/10 a(育苗箱(30
×60×3 cm、使用土壌

約5 L)1箱
当たり50～100 g)

－ 1回

育苗箱(30×60×3 cm、
使用土壌約5 L)1箱当た

り50 g

0.75% GR
配合剤10

本剤の所定量を育
苗箱の床土に均一

に混和する。

稲(箱育苗)

0.75% GR
配合剤8

本剤の所定量を育
苗箱の上から均一

に散布する。

高密度には種する場合
は1 kg/10 a(育苗箱(30
×60×3 cm、使用土壌

約5 L)1箱
当たり50～100 g)

－ 1回

は種前 － 1回

本剤の所定量を育
苗箱の床土又は覆
土に均一に混和す

る。

は種前 － 1回

本剤の所定量を育
苗箱の上から均一

に散布する。

高密度には種する場合
は1 kg/10 a(育苗箱(30
×60×3 cm、使用土壌

約5 L)1箱
当たり50～100 g)

－ 1回

育苗箱(30×60×3 cm、
使用土壌約5 L)
1箱当たり50 g

1回

育苗箱(30×60×3 cm、
使用土壌約5 L)
1箱当たり50 g



（別紙1-1）

作物名 剤型 使用方法
希釈倍数

又は
使用量

使用時期 散布液量 使用回数
クロラントラニリプ

ロールを含む
農薬の総使用回数

クロラントラニリプロールの適用の範囲及び使用方法（国内）

2025年9月18日時点版

移植3日前～
移植当日

移植当日

移植3日前～
移植当日

移植当日

緑化期～移植当日

高密度には種する場合
は1 kg/10 a(育苗箱(30
×60×3 cm、使用土壌

約5 L)1箱
当たり50～100 g)

育苗箱(30×60×3 cm、
使用土壌約5 L)
1箱当たり50 g

高密度には種する場合
は1 kg/10 a(育苗箱(30
×60×3 cm、使用土壌

約5 L)1箱
当たり50～100 g)

緑化期～移植当日

高密度には種する場合
は1 kg/10 a(育苗箱(30
×60×3 cm、使用土壌

約5 L)1箱
当たり50～100 g)

育苗箱(30×60×3 cm、
使用土壌約5 L)
1箱当たり50 g

高密度には種する場合
は1 kg/10 a(育苗箱(30
×60×3 cm、使用土壌

約5 L)1箱
当たり50～100 g)

移植3日前～
移植当日

は種時覆土前～
移植当日

移植3日前～
移植当日

高密度には種する場合
は1 kg/10 a(育苗箱(30
×60×3 cm、使用土壌

約5 L)1箱
当たり50～100 g)

育苗箱(30×60×3 cm、
使用土壌約5 L)
1箱当たり50 g

1回

育苗箱(30×60×3 cm、
使用土壌約5 L)
1箱当たり50 g

0.75% GR
配合剤12

育苗箱の上から均
一に散布する。

移植3日前～
移植当日

－ 1回

0.75% GR
配合剤13

育苗箱の上から均
一に散布する。

移植3日前～
移植当日

0.75% GR
配合剤11

育苗箱の上から均
一に散布する。

高密度には種する場合
は1 kg/10 a(育苗箱(30
×60×3 cm、使用土壌

約5 L)1箱
当たり50～100 g)

－ 1回

－ 1回

育苗箱(30×60×3 cm、
使用土壌約5 L)
1箱当たり50 g

0.75% GR
配合剤14

移植7日前～
移植当日

育苗箱の上から均
一に散布する。

移植3日前～
移植当日

－ 1回

0.75% GR
配合剤16

育苗箱の上から均
一に散布する。

－ 1回

育苗箱(30×60×3 cm、
使用土壌約5 L)
1箱当たり50 g

稲(箱育苗)

0.75% GR
配合剤17

育苗箱の上から均
一に散布する。

－ 1回
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作物名 剤型 使用方法
希釈倍数

又は
使用量

使用時期 散布液量 使用回数
クロラントラニリプ

ロールを含む
農薬の総使用回数

クロラントラニリプロールの適用の範囲及び使用方法（国内）

2025年9月18日時点版

は種時覆土前～
移植当日

移植当日

は種時覆土前～
移植当日

移植当日

高密度には種する場合
は1 kg/10 a(育苗箱(30
×60×3 cm、使用土壌

約5 L)1箱
当たり50～100 g)

育苗箱(30×60×3 cm、
使用土壌約5 L)1箱当た

り50 g

高密度には種する場合
は1 kg/10 a(育苗箱(30
×60×3 cm、使用土壌

約5 L)1箱
当たり50～100 g)

育苗箱(30×60×3 cm、
使用土壌約5 L)
1箱当たり50 g

高密度には種する場合
は1 kg/10 a(育苗箱(30
×60×3 cm、使用土壌

約5 L)1箱
当たり50～100 g)

育苗箱(30×60×3 cm、
使用土壌約5 L)
1箱当たり50 g

は種時覆土前

は種時覆土前～
移植当日

は種時覆土前

は種時覆土前～
移植当日

高密度には種する場合
は1 kg/10 a(育苗箱(30
×60×3 cm、使用土壌

約5 L)1箱
当たり50～100 g)

育苗箱(30×60×3 cm、
使用土壌約5 L)
1箱当たり50 g

は種時覆土後～
移植当日

移植当日

緑化期～移植当日

は種時覆土後～
移植当日

は種時覆土後～
緑化始期

移植当日

緑化期～移植当日

稲(箱育苗)

0.75% GR
配合剤18

育苗箱の上から均
一に散布する。

高密度には種する場合
は1 kg/10 a(育苗箱(30
×60×3 cm、使用土壌

約5 L)1箱
当たり50～100 g)

－

0.75% GR
配合剤19

育苗箱の上から均
一に散布する。

移植3日前～
移植当日

－ 1回

0.75% GR
配合剤20

育苗箱の床土に均
一に混和する。

は種前 － 1回

育苗箱の床土又は
覆土に均一に混和

する。
は種前 － 1回

1回

育苗箱の上から均
一に散布する。

高密度には種する場合
は1 kg/10 a(育苗箱(30
×60×3 cm、使用土壌

約5 L)1箱
当たり50～100 g) － 1回

育苗箱(30×60×3 cm、
使用土壌約5 L)
1箱当たり50 g

0.75% GR
配合剤21

育苗箱の上から均
一に散布する。

移植3日前～
移植当日

－ 1回

0.75% GR
配合剤22

本剤の所定量を育
苗箱の上から均一

に散布する。

高密度には種する場合
は1 kg/10 a(育苗箱(30
×60×3 cm、使用土壌

約5 L)1箱
当たり50～100 g)

－ 1回

育苗箱(30×60×3 cm、
使用土壌約5 L)
1箱当たり50 g

1回

育苗箱(30×60×3 cm、
使用土壌約5 L)
1箱当たり50 g
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作物名 剤型 使用方法
希釈倍数

又は
使用量

使用時期 散布液量 使用回数
クロラントラニリプ

ロールを含む
農薬の総使用回数

クロラントラニリプロールの適用の範囲及び使用方法（国内）

2025年9月18日時点版

育苗箱の床土又は
覆土に均一に混和

する。

育苗箱(30×60×3 cm、
使用土壌約5 L)
1箱当たり50 g

は種前 － 1回

は種時覆土前

は種時覆土前～
移植当日

移植当日

育苗箱の床土又は
覆土に均一に混和

する。

育苗箱(30×60×3 cm、
使用土壌約5 L)
1箱当たり50 g

は種前 － 1回

移植3日前～
移植当日

移植当日

は種時覆土前～
移植当日

移植当日

育苗培土に均一に
混和する。

育苗箱(30×60×3 cm、
使用土壌約5 L)
1箱当たり50 g

は種前 － 1回

育苗箱の床土に均
一に混和する。

育苗箱(30×60×3 cm、
使用土壌約5 L)
1箱当たり50 g

は種前 － 1回

高密度には種する場合
は1 kg/10 a(育苗箱(30
×60×3 cm、使用土壌

約5 L)1箱
当たり50～100 g)

育苗箱(30×60×3 cm、
使用土壌約5 L)
1箱当たり50 g

0.75% GR
配合剤26

育苗箱の上から均
一に散布する。

育苗箱(30×60×3 cm、
使用土壌約5 L)
1箱当たり50 g

移植3日前～当日 － 1回

高密度には種する場合
は1 kg/10 a(育苗箱(30
×60×3 cm、使用土壌

約5 L)1箱
当たり50～100 g)

移植3日前～移植

は種時覆土前～
移植当日

移植3日前～
移植当日

高密度には種する場合
は1 kg/10 a(育苗箱(30
×60×3 cm、使用土壌

約5 L)1箱
当たり50～100 g)

緑化期～移植当日

1回

育苗箱の上から均
一に散布する。

育苗箱(30×60×3 cm、
使用土壌約5 L)
1箱当たり50 g

－ 1回

0.75% GR
配合剤24

育苗箱の上から均
一に散布する。

高密度には種する場合
は1 kg/10 a(育苗箱(30
×60×3 cm、使用土壌

約5 L)1箱
当たり50～100 g)

－ 1回

育苗箱(30×60×3 cm、
使用土壌約5 L)
1箱当たり50 g

0.75% GR
配合剤25

育苗箱の床土に均
一に散布する。

は種時覆土前 － 1回

稲(箱育苗)

0.75% GR
配合剤23

0.75% GR
配合剤27

育苗箱の上から均
一に散布する。

－ 1回

育苗箱(30×60×3 cm、
使用土壌約5 L)
1箱当たり50 g

0.75% GR
配合剤28

育苗箱の苗の上か
ら均一に散布

する。

移植3日前～
移植当日

－ 1回

育苗箱(30×60×3 cm、
使用土壌約5 L)
1箱当たり50 g
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作物名 剤型 使用方法
希釈倍数

又は
使用量

使用時期 散布液量 使用回数
クロラントラニリプ

ロールを含む
農薬の総使用回数

クロラントラニリプロールの適用の範囲及び使用方法（国内）

2025年9月18日時点版

移植3日前～
移植当日

移植当日

緑化期～移植当日

育苗箱の床土に均
一に混和する。

育苗箱(30×60×3 cm、
使用土壌約5 L)
1箱当たり50 g

は種前 － 1回

育苗箱の上から均
一に散布する。

育苗箱(30×60×3 cm、
使用土壌約5 L)
1箱当たり50 g

は種時覆土前～
移植当日

－ 1回

高密度には種する場合
は1 kg/10 a(育苗箱(30
×60×3 cm、使用土壌

約5 L)1箱
当たり50～100 g)

移植当日

育苗箱(30×60×3 cm、
使用土壌約5 L)
1箱当たり50 g

移植3日前～
移植当日

高密度には種する場合
は1 kg/10 a(育苗箱(30
×60×3 cm、使用土壌

約5 L)1箱
当たり50～100 g)

育苗箱(30×60×3 cm、
使用土壌約5 L)
1箱当たり50 g

は種時覆土前～
移植当日

移植3日前～
移植当日

は種時覆土前～
移植当日

移植3日前～
移植当日

高密度には種する場合
は1 kg/10 a(育苗箱(30
×60×3 cm、使用土壌

約5 L)1箱
当たり50～100 g)

移植当日

育苗箱(30×60×3 cm、
使用土壌約5 L)
1箱当たり50 g

移植3日前～
移植当日

0.75% GR
配合剤11

は種同時施薬機を
用いて土中施用

する。
1 kg/10 a は種時 － 1回

0.75% GR
配合剤12

は種同時施薬機を
用いて土中施用

する。
1 kg/10 a は種時 － 1回

直播水稲 50.0% SC
種子吹き付け処理

又は塗沫処理
乾燥種もみ1 kg

当たり原液4～7 mL
は種前 － 1回 1回

50.0% SC 塗沫処理
乾燥種子1000粒

当たり原液1.5～2.5 mL
は種前 － 1回

散布 2000倍 収穫前日まで 100～300 L/10 a 3回以内

20倍 1～2 L/10 a

16倍 1.6 L/10 a

稲(箱育苗)

0.75% GR
配合剤29

本剤の所定量を育
苗箱の上から均一

に散布する。

育苗箱(30×60×3 cm、
使用土壌約5 L)
1箱当たり50 g

－

－

0.75% GR
配合剤33

育苗箱の上から均
一に散布する。

－

1回

育苗箱の上から均
一に散布する。

高密度には種する場合
は1 kg/10 a(育苗箱(30
×60×3 cm、使用土壌

約5 L)1箱
当たり50～100 g)

－ 1回

育苗箱(30×60×3 cm、
使用土壌約5 L)
1箱当たり50 g

1回

1回

0.75% GR
配合剤30

0.75% GR
配合剤31

育苗箱の上から均
一に散布する。

－ 1回

0.75% GR
配合剤32

育苗箱の床土又は
覆土に均一に混和

する。
は種前

1回

湛水直播水稲 1回

とうもろこし
4回以内(は種前の塗
沫処理は1回以内、
は種後は3回以内)

5.0% SC
無人航空機に

よる散布
収穫前日まで 3回以内
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作物名 剤型 使用方法
希釈倍数

又は
使用量

使用時期 散布液量 使用回数
クロラントラニリプ

ロールを含む
農薬の総使用回数

クロラントラニリプロールの適用の範囲及び使用方法（国内）

2025年9月18日時点版

散布 4000倍 収穫7日前まで 100～300 L/10 a 2回以内

無人航空機
による散布

16～32倍 収穫7日前まで 0.8 L/10 a 2回以内

あずき 5.0% SC 散布 4000倍 収穫7日前まで 100～300 L/10 a 2回以内 2回以内

豆類(種実、ただ
し、だいず、あず
き、らっかせいを

除く)

5.0% SC 散布 4000倍 収穫7日前まで 100～300 L/10 a 2回以内 2回以内

散布 2000倍 収穫前日まで 100～300 L/10 a 3回以内

無人航空機
による散布

20倍 収穫前日まで 1～2 L/10 a 3回以内

散布 2000～4000倍 収穫前日まで 100～300 L/10 a 3回以内

無人航空機
による散布

16倍 収穫前日まで 0.8～1.6 L/10 a 3回以内

5.0% WP
配合剤34

散布 2000倍 収穫7日前まで 100～300 L/10 a 3回以内

散布 2000倍 収穫前日まで 100～300 L/10 a 3回以内

無人航空機
による散布

20倍 収穫前日まで 1～2 L/10 a 3回以内

てんさい 5.0% SC 散布 4000～5000倍 収穫前日まで 100～300 L/10 a 2回以内 2回以内

散布 5000倍 収穫30日前まで 100～300 L/10 a 3回以内

無人航空機
による散布

50倍 収穫30日前まで 2.4 L/10 a 3回以内

6 kg/10 a

4～6 kg/10 a

6 kg/10 a

4～6 kg/10 a

4.0% WP
配合剤35

散布 2000倍 収穫30日前まで 100～300 L/10 a 3回以内

はつかだいこん 5.0% SC 散布 2000倍 収穫前日まで 100～300 L/10 a 1回 1回

散布 2000倍 収穫前日まで 100～300 L/10 a 3回以内

無人航空機
による散布

20倍 収穫前日まで 1～2 L/10 a 3回以内

5.0% WP
配合剤34

散布 2000倍 収穫7日前まで 100～300 L/10 a 3回以内

かぶ 5.0% SC 散布 2000倍 収穫前日まで 100～300 L/10 a 3回以内 3回以内

クレソン
(土耕栽培)

5.0% SC 散布 2000倍 収穫3日前まで 100～300 L/10 a 3回以内 3回以内

かんしょ

5.0% SC

3回以内

やまのいも 5.0% SC 3回以内

だいず 5.0% SC 2回以内

さといも 5.0% SC 3回以内

－ 1回

だいこん

5.0% SC

3回以内

さとうきび

10.0% SC

4回以内(粒剤は1回
以内、水和剤は

3回以内)
0.50% GR

株元散布
生育期 ただし最終

培土まで
－ 1回

植溝土壌混和 植付時
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作物名 剤型 使用方法
希釈倍数

又は
使用量

使用時期 散布液量 使用回数
クロラントラニリプ

ロールを含む
農薬の総使用回数

クロラントラニリプロールの適用の範囲及び使用方法（国内）

2025年9月18日時点版

散布 2000倍 収穫前日まで 100～300 L/10 a 3回以内

無人航空機
による散布

20倍 収穫前日まで 1～2 L/10 a 3回以内

灌注 100倍
育苗期後半～

定植当日

セル成型育苗トレイ
1箱又はペーパー

ポット1冊(約30×60
cm、使用土壌約1.5

～4 L)
当たり0.5 L

1回

株元散布 1 g/株
育苗期後半～

定植時
－ 1回

本剤の所定量をセ
ル成型育苗トレイ
又はペーパーポッ
トの上から均一に

散布する。

セル成型育苗トレイ1箱
又はペーパーポット1冊
(約30×60 cm、使用土
壌約1.5～4 L)当たり50

g

育苗期後半～
定植当日

－ 1回

散布 4000倍 収穫3日前まで 100～300 L/10 a 3回以内

灌注 200倍
育苗期後半～

定植当日

セル成型育苗トレイ
1箱又はペーパー

ポット1冊(約30×60
cm、使用土壌約1.5

～4 L)
当たり0.5 L

1回

5.0% WP
配合剤34

散布 2000倍 収穫7日前まで 100～300 L/10 a 3回以内

4.0% WP
配合剤35

灌注 100倍 定植前日～定植時

セル成型育苗トレイ
1箱又はペーパー
ポット1冊(30×60
cm、使用土壌約1.5

～4 L)
当たり0.5 L

1回

散布 2000倍 収穫前日まで 100～300 L/10 a 2回以内

灌注 100倍
育苗期後半～

定植当日

セル成型育苗トレイ
1箱又はペーパー

ポット1冊(約30×60
cm、使用土壌約1.5

～4 L)
当たり0.5 L

1回

はくさい

5.0% SC

4回以内(定植時まで
の処理は1回以内、
定植後の処理は

3回以内)

0.50% GR

8.7% SC
配合剤36

非結球はくさい 5.0% SC
3回以内(灌注は1回

以内、散布は
2回以内)
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作物名 剤型 使用方法
希釈倍数

又は
使用量

使用時期 散布液量 使用回数
クロラントラニリプ

ロールを含む
農薬の総使用回数

クロラントラニリプロールの適用の範囲及び使用方法（国内）

2025年9月18日時点版

散布 2000倍 収穫前日まで 100～300 L/10 a 3回以内

無人航空機
による散布

20倍 収穫前日まで 1～2 L/10 a 3回以内

500倍
苗地床1 ㎡
当たり2 L

100倍

セル成型育苗トレイ
1箱又はペーパー

ポット1冊(約30×60
cm、使用土壌約1.5

～4 L)
当たり0.5 L

株元散布 1 g/株
育苗期後半～

定植時
－ 1回

本剤の所定量をセ
ル成型育苗トレイ
又はペーパーポッ
トの上から均一に

散布する。

セル成型育苗トレイ1箱
又はペーパーポット1冊
(約30×60 cm、使用土
壌約1.5～4 L)当たり

50 g

育苗期後半～
定植当日

－ 1回

散布 4000倍 収穫3日前まで 100～300 L/10 a 3回以内

1000倍
は種時～育苗期

後半
苗地床1 ㎡
当たり2 L

200倍
育苗期後半～

定植当日
セル成型育苗トレイ
1箱又はペーパー

5.0% WP
配合剤34

散布 2000倍 収穫7日前まで 100～300 L/10 a 3回以内

4.0% WP
配合剤35

灌注 100倍 定植前日～定植時

セル成型育苗トレイ
1箱又はペーパー
ポット1冊(30×60
cm、使用土壌約1.5

～4 L)
当たり0.5 L

1回

散布 2000倍 収穫前日まで 100～300 L/10 a 3回以内

灌注 100倍
育苗期後半～

定植当日

セル成型育苗トレイ
1箱又はペーパー

ポット1冊(約30×60
cm、使用土壌約1.5

～4 L)
当たり0.5 L

1回

キャベツ

5.0% SC

4回以内(定植時まで
の処理は1回以内、
定植後の処理は3回

以内)

灌注
育苗期後半～

定植当日
1回

0.50% GR

8.7% SC
配合剤36

灌注 1回

カリフラワー 5.0% SC
4回以内(灌注は1回

以内、散布は
3回以内)
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作物名 剤型 使用方法
希釈倍数

又は
使用量

使用時期 散布液量 使用回数
クロラントラニリプ

ロールを含む
農薬の総使用回数

クロラントラニリプロールの適用の範囲及び使用方法（国内）

2025年9月18日時点版

散布 2000倍 収穫前日まで 100～300 L/10 a 3回以内

無人航空機
による散布

20倍 収穫前日まで 1～2 L/10 a 3回以内

灌注 100倍
育苗期後半～

定植当日
セル成型育苗トレイ
1箱又はペーパー

1回

株元散布 1 g/株
育苗期後半～

定植時
－ 1回

本剤の所定量をセ
ル成型育苗トレイ
又はペーパーポッ
トの上から均一に

散布する。

セル成型育苗トレイ1箱
又はペーパーポット1冊
(約30×60 cm、使用土

壌約1.5～4 L)
当たり50 g

育苗期後半～
定植当日

－ 1回

散布 4000倍 収穫前日まで 100～300 L/10 a 3回以内

灌注 200倍
育苗期後半～

定植当日

セル成型育苗トレイ
1箱又はペーパー

ポット1冊(約30×60
cm、使用土壌約1.5

～4 L)
当たり0.5 L

1回

5.0% WP
配合剤34

散布 2000倍 収穫7日前まで 100～300 L/10 a 3回以内

4.0% WP
配合剤35

灌注 100倍 定植前日～定植時

セル成型育苗トレイ
1箱又はペーパー
ポット1冊(30×60
cm、使用土壌約1.5

～4 L)
当たり0.5 L

1回

散布 2000倍 収穫前日まで 100～300 L/10 a 3回以内

灌注 100倍
育苗期後半～

定植当日

セル成型育苗トレイ
1箱又はペーパー

ポット1冊(約30×60
cm、使用土壌約1.5

～4 L)
当たり0.5 L

1回

散布 2000倍 収穫前日まで 100～300 L/10 a 2回以内

灌注 100倍
育苗期後半～

定植当日

セル成型育苗トレイ
1箱又はペーパー

ポット1冊(約30×60
cm、使用土壌約1.5

～4 L)
当たり0.5 L

1回

ブロッコリー

5.0% SC

4回以内(定植時まで
の処理は1回以内、
定植後の処理は

3回以内)

0.50% GR

8.7% SC
配合剤36

茎ブロッコリー 5.0% SC
4回以内(灌注は1回

以内、散布は
3回以内)

タアサイ 5.0% SC
3回以内(灌注は1回

以内、散布は
2回以内)
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作物名 剤型 使用方法
希釈倍数

又は
使用量

使用時期 散布液量 使用回数
クロラントラニリプ

ロールを含む
農薬の総使用回数

クロラントラニリプロールの適用の範囲及び使用方法（国内）

2025年9月18日時点版

散布 2000倍 収穫前日まで 100～300 L/10 a 3回以内

灌注 100倍
育苗期後半～

定植当日

セル成型育苗トレイ
1箱又はペーパー

ポット1冊(約30×60
cm、使用土壌約1.5

～4 L)
当たり0.5 L

1回

8.7% SC
配合剤36

灌注 200倍
育苗期後半～

定植当日

セル成型育苗トレイ
1箱又はペーパー

ポット1冊(約30×60
cm、使用土壌約1.5

～4 L)
当たり0.5 L

1回

非結球あぶらな科
葉菜類(タアサ

イ、非結球はくさ
い、なばな類

を除く)

5.0% SC 散布 2000倍 収穫前日まで 100～300 L/10 a 2回以内 2回以内

2000倍

1000～2000倍

無人航空機
による散布

20倍 収穫前日まで 1～2 L/10 a 3回以内

灌注 100倍
育苗期後半～

定植当日

セル成型育苗トレイ
1箱又はペーパー

ポット1冊(約30×60
cm、使用土壌約1.5

～4 L)
当たり0.5 L

1回

株元散布 1 g/株
育苗期後半～

定植時
－ 1回

本剤の所定量をセ
ル成型育苗トレイ
又はペーパーポッ
トの上から均一に

散布する。

セル成型育苗トレイ1箱
又はペーパーポット1冊
(約30×60 cm、使用土

壌約1.5～4 L)
当たり50 g

育苗期後半～
定植当日

－ 1回

散布 4000倍 収穫7日前まで 100～300 L/10 a 2回以内

灌注 200倍
育苗期後半～

定植当日

セル成型育苗トレイ
1箱又はペーパー

ポット1冊(約30×60
cm、使用土壌約1.5

～4 L)
当たり0.5 L

1回

5.0% WP
配合剤34

散布 2000倍 収穫3日前まで 100～300 L/10 a 3回以内

4.0% WP
配合剤35

灌注 100倍 定植前日～定植時

セル成型育苗トレイ
1箱又はペーパー
ポット1冊(30×60
cm、使用土壌約1.5

～4 L)
当たり0.5 L

1回

5.0% SC

散布 収穫前日まで 100～300 L/10 a 3回以内

レタス類

なばな類

5.0% SC

4回以内(灌注は1回
以内、散布は

3回以内)

4回以内(定植時まで
の処理は1回以内、
定植後の処理は

3回以内)

4回以内(定植時まで
の処理は1回以内、
定植後の処理は

3回以内)

0.50% GR

8.7% SC
配合剤36

レタス
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作物名 剤型 使用方法
希釈倍数

又は
使用量

使用時期 散布液量 使用回数
クロラントラニリプ

ロールを含む
農薬の総使用回数

クロラントラニリプロールの適用の範囲及び使用方法（国内）

2025年9月18日時点版

8.7% SC
配合剤36

灌注 200倍
育苗期後半～

定植当日

セル成型育苗トレイ
1箱又はペーパー

ポット1冊(約30×60
cm、使用土壌約1.5

～4 L)
当たり0.5 L

1回

5.0% WP
配合剤34

散布 2000倍 収穫3日前まで 100～300 L/10 a 2回以内

4.0% WP
配合剤35

灌注 100倍 定植前日～定植時

セル成型育苗トレイ
1箱又はペーパー
ポット1冊(30×60
cm、使用土壌約1.5

～4 L)
当たり0.5 L

1回

ふき 5.0% SC 散布 2000倍 収穫3日前まで 100～300 L/10 a 3回以内 3回以内

ふき(ふきのとう) 5.0% SC 散布 2000倍 収穫120日前まで 100～300 L/10 a 2回以内 2回以内

散布 2000倍 収穫3日前まで 100～300 L/10 a 3回以内

無人航空機
による散布

20倍 収穫3日前まで 1～2 L/10 a 3回以内

灌注 100倍
育苗期後半～

定植当日

セル成型育苗トレイ
1箱又はペーパー

ポット1冊(約30×60
cm、使用土壌約1.5

～4 L)
当たり0.5 L

1回

8.7% SC
配合剤36

灌注 200倍
育苗期後半～

定植当日

セル成型育苗トレイ
1箱又はペーパー

ポット1冊(約30×60
cm、使用土壌約1.5

～4 L)
当たり0.5 L

1回

5.0% WP
配合剤34

散布 2000倍 収穫7日前まで 100～300 L/10 a 3回以内

4.0% WP
配合剤35

灌注 100倍 定植前日～定植時

セル成型育苗トレイ
1箱又はペーパー
ポット1冊(30×60
cm、使用土壌約1.5

～4 L)
当たり0.5 L

1回

アスパラガス 5.0% SC 散布 2000倍 収穫前日まで 100～300 L/10 a 3回以内 3回以内

らっきょう 5.0% SC 散布 2000倍 収穫3日前まで 100～300 L/10 a 3回以内 3回以内

散布 2000倍 収穫前日まで 100～300 L/10 a 2回以内

無人航空機
による散布

20倍 収穫前日まで 1～2 L/10 a 2回以内

5.0% SC 散布 2000倍 収穫7日前まで 100～300 L/10 a 1回

8.7% SC
配合剤36

灌注 200倍
育苗期後半～

定植当日

セル成型育苗トレイ
1箱又はペーパー

ポット1冊(約30×60
cm、使用土壌約1.5

～4 L)
当たり0.5 L

1回

せり科葉菜類
(パセリを除く)

5.0% SC 散布 2000倍

収穫7日前まで ただ
し、みつばの伏せ込
み栽培は伏せ込み前

まで

100～300 L/10 a 1回 1回

4回以内(定植時まで
の処理は1回以内、
定植後の処理は

3回以内)

ねぎ

5.0% SC

4回以内(灌注は1回
以内、定植後の
処理は3回以内)

にんじん 5.0% SC 2回以内

非結球レタス

パセリ

2回以内(灌注は1回
以内、散布は

1回以内)



（別紙1-1）

作物名 剤型 使用方法
希釈倍数

又は
使用量

使用時期 散布液量 使用回数
クロラントラニリプ

ロールを含む
農薬の総使用回数

クロラントラニリプロールの適用の範囲及び使用方法（国内）

2025年9月18日時点版

2000倍

1000～2000倍

200倍 1株当たり50 mL

100倍 1株当たり25 mL

0.50% GR 株元散布 1 g/株
育苗期後半～

定植時
－ 1回

散布 2000倍 収穫前日まで 100～300 L/10 a 3回以内

200倍 1株当たり50 mL

100倍 1株当たり25 mL

散布 1000～2000倍 収穫前日まで 100～300 L/10 a 2回以内

灌注 100倍
育苗期後半～

定植当日
1株当たり25 mL 1回

2000倍

1000～2000倍

200倍 1株当たり50 mL

100倍 1株当たり25 mL

0.50% GR 株元散布 1 g/株
育苗期後半～

定植時
－ 1回

5.0% WP
配合剤34

散布 2000倍 収穫前日まで 100～300 L/10 a 2回以内

散布 1000～2000倍 収穫前日まで 100～300 L/10 a 3回以内

灌注 100倍
育苗期後半～

定植当日
1株当たり25 mL 1回

2000倍

1000～2000倍

200倍 1株当たり50 mL

100～200倍 1株当たり25 mL

0.50% GR 株元散布 1 g/株
育苗期後半～

定植時
－ 1回

5.0% WP
配合剤34

散布 2000倍 収穫前日まで 100～300 L/10 a 2回以内

ズッキーニ 5.0% SC 散布 1000倍 収穫前日まで 100～300 L/10 a 3回以内 3回以内

すいか 5.0% SC 散布 2000倍 収穫前日まで 100～300 L/10 a 3回以内 3回以内

5.0% SC 散布 2000倍 収穫前日まで 100～300 L/10 a 3回以内

5.0% WP
配合剤34

散布 2000倍 収穫前日まで 100～300 L/10 a 2回以内

とうがん 5.0% SC 散布 2000倍 収穫前日まで 100～300 L/10 a 3回以内 3回以内

にがうり 5.0% SC 散布 2000倍 収穫前日まで 100～300 L/10 a 3回以内 3回以内

ほうれんそう 5.0% SC 散布 2000倍 収穫前日まで 100～300 L/10 a 3回以内 3回以内

育苗期後半～
定植当日

1回

ミニトマト 5.0% SC
4回以内(灌注は1回

以内、散布は
3回以内)灌注

育苗期後半～
定植当日

1回

トマト

5.0% SC

散布 収穫前日まで 100～300 L/10 a 3回以内

4回以内(定植時まで
の処理は1回以内、

散布は
3回以内)

灌注

灌注
育苗期後半～

定植当日
1回

とうがらし類 5.0% SC
4回以内(灌注は1回

以内、散布は
3回以内)

ピーマン 5.0% SC
3回以内(灌注は1回

以内、散布は
2回以内)

なす

5.0% SC

散布 収穫前日まで 100～300 L/10 a 2回以内

3回以内(定植時まで
の処理は1回以内、

散布は
2回以内)

4回以内(定植時まで
の処理は1回以内、

散布は
3回以内)

灌注
育苗期後半～

定植当日
1回

メロン 3回以内

きゅうり

5.0% SC

散布 収穫前日まで 100～300 L/10 a 3回以内
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作物名 剤型 使用方法
希釈倍数

又は
使用量

使用時期 散布液量 使用回数
クロラントラニリプ

ロールを含む
農薬の総使用回数

クロラントラニリプロールの適用の範囲及び使用方法（国内）

2025年9月18日時点版

散布 2000倍 収穫前日まで 100～300 L/10 a 3回以内

無人航空機
による散布

20倍 収穫前日まで 1～2 L/10 a 3回以内

散布 2000倍 収穫前日まで 100～300 L/10 a 3回以内

無人航空機
による散布

20倍 収穫前日まで 1～2 L/10 a 3回以内

さやえんどう 5.0% SC 散布 2000倍 収穫前日まで 100～300 L/10 a 3回以内 3回以内

さやいんげん 5.0% SC 散布 2000倍 収穫前日まで 100～300 L/10 a 3回以内 3回以内

実えんどう 5.0% SC 散布 2000倍 収穫前日まで 100～300 L/10 a 3回以内 3回以内

散布 4000倍 収穫3日前まで 100～300 L/10 a 3回以内

無人航空機
による散布

16～32倍 収穫3日前まで 0.8 L/10 a 3回以内

アマランサス(茎
葉)

5.0% SC 散布 2000倍 収穫前日まで 100～300 L/10 a 3回以内 3回以内

えごま(葉) 5.0% SC 散布 2000倍 収穫3日前まで 100～300 L/10 a 3回以内 3回以内

エンサイ 5.0% SC 散布 2000倍 収穫前日まで 100～300 L/10 a 2回以内 2回以内

つるむらさき 5.0% SC 散布 2000倍 収穫前日まで 100～300 L/10 a 3回以内 3回以内

モロヘイヤ 5.0% SC 散布 2000倍 収穫前日まで 100～300 L/10 a 2回以内 2回以内

未成熟ささげ 5.0% SC 散布 2000倍 収穫前日まで 100～300 L/10 a 3回以内 3回以内

未成熟そらまめ 5.0% SC 散布 1000～2000倍 収穫前日まで 100～300 L/10 a 3回以内 3回以内

りんご 10.0% SC 散布 2500～5000倍 収穫前日まで 200～700 L/10 a 3回以内 3回以内

10.0% SC 散布 2500～5000倍 収穫前日まで 200～700 L/10 a 3回以内

4.0% WP
配合剤35

散布 2000倍 収穫前日まで 200～700 L/10 a 3回以内

10.0% SC 散布 5000倍 収穫前日まで 200～700 L/10 a 2回以内

4.0% WP
配合剤35

散布 2000倍 収穫前日まで 200～700 L/10 a 2回以内

10.0% SC 散布 5000倍 収穫3日前まで 200～700 L/10 a 2回以内

4.0% WP
配合剤35

散布 2000倍 収穫3日前まで 200～700 L/10 a 2回以内

あんず 10.0% SC 散布 2500倍 収穫3日前まで 200～700 L/10 a 3回以内 3回以内

2500～5000倍

2500倍

2500～5000倍

2500倍

4.0% WP
配合剤35

散布 2000倍 収穫14日前まで 200～700 L/10 a 3回以内

えだまめ 5.0% SC 3回以内

なし 3回以内

もも 2回以内

オクラ 5.0% SC 3回以内

しょうが 5.0% SC 3回以内

ネクタリン 2回以内

すもも 10.0% SC 散布 収穫3日前まで 200～700 L/10 a 3回以内 3回以内

3回以内うめ

10.0% SC 散布 収穫14日前まで 200～700 L/10 a 3回以内
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作物名 剤型 使用方法
希釈倍数

又は
使用量

使用時期 散布液量 使用回数
クロラントラニリプ

ロールを含む
農薬の総使用回数

クロラントラニリプロールの適用の範囲及び使用方法（国内）

2025年9月18日時点版

2500～5000倍

2500倍

いちご 5.0% SC 散布 2000倍 収穫前日まで 100～300 L/10 a 2回以内 2回以内

ふさすぐり 10.0% SC 散布 2500倍 収穫前日まで 200～700 L/10 a 2回以内 2回以内

ぶどう 10.0% SC 散布 5000倍 収穫前日まで 200～700 L/10 a 3回以内 3回以内

10.0% SC 散布 5000倍 収穫前日まで 200～700 L/10 a 3回以内

4.0% WP
配合剤35

散布 2000倍 収穫前日まで 200～700 L/10 a 3回以内

ごま 5.0% SC 散布 2000倍 収穫14日前まで 100～300 L/10 a 2回以内 2回以内

2000～4000倍

2000倍

しそ科葉菜類(え
ごま(葉)を除く)

5.0% SC 散布 2000倍 収穫前日まで 100～300 L/10 a 3回以内 3回以内

おうとう 10.0% SC 散布 収穫前日まで 200～700 L/10 a 3回以内 3回以内

WP：水和剤
GR：粒剤
SC：フロアブル
配合剤1：48.0%プロベナゾール
配合剤2：0.75%トリフルメゾピリム
配合剤3：0.75%トリフルメゾピリム・10.0%プロベナゾール

かき 3回以内

茶 10.0% SC 散布 摘採3日前まで 200～400 L/10 a 1回 1回

配合剤10：12.0%チアジニル
配合剤11：24.0%プロベナゾール
配合剤12：3.0%チフルザミド・24.0%プロベナゾール
配合剤13：3.0%ピメトロジン・10.0%プロベナゾール
配合剤14：6.0%ジノテフラン・4.0%トルプロカルブ
配合剤15：12.5%アミスルブロム

配合剤4：0.75%トリフルメゾピリム・2.0%イソチアニル
配合剤5：0.75%トリフルメゾピリム・2.0%ジクロベンチアゾクス
配合剤6：0.75%トリフルメゾピリム・4.0%トルプロカルブ
配合剤7：0.75%トリフルメゾピリム・4.5%シメコナゾール・4.0%トルプロカルブ
配合剤8：0.75%トリフルメゾピリム・6.0%チアジニル
配合剤9：0.75%トリフルメゾピリム・6.0%チアジニル・3.0%チフルザミド

配合剤22：12.0%イソプロチオラン
配合剤23：2.0%イミダクロプリド・2.0%イソチアニル
配合剤24：2.0%イミダクロプリド・2.0%イソチアニル・2.0%ペンフルフェン
配合剤25：20.0%プロベナゾール
配合剤26：3.0%チフルザミド・4.0%トリシクラゾール
配合剤27：3.0%ピメトロジン

配合剤16：0.75%トリフルメゾピリム・2.0%イソチアニル・2.0%ペンフルフェン
配合剤17：0.75%トリフルメゾピリム・2.0%イソチアニル・4.0%フラメトピル
配合剤18：0.75%トリフルメゾピリム・2.0%ジクロベンチアゾクス・1.5%フルキサピロキサド
配合剤19：0.75%トリフルメゾピリム・4.0%トリシクラゾール
配合剤20：1.5%クロチアニジン・2.0%イソチアニル
配合剤21：1.5%クロチアニジン・2.0%イソチアニル・4.0%フラメトピル

配合剤34：2.0%エマメクチン安息香酸塩
配合剤35：15.0%ジノテフラン
配合剤36：17.5%チアメトキサム
今回基準値設定依頼のあった適用の範囲及び使用方法を網掛けで示した。
－：規定されていない項目

配合剤28：3.0%ピメトロジン・3.0%チフルザミド・10.0%プロベナゾール
配合剤29：3.0%ピメトロジン・6.0%チアジニル
配合剤30：4.0%トリシクラゾール
配合剤31：5.0%ベンフラカルブ
配合剤32：6.0%ジノテフラン
配合剤33：6.0%ベンフラカルブ・10.0%プロベナゾール
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作物名 剤型 使用方法 使用時期 1回当たりの使用量 使用回数
栽培期間中の

総使用量

穀類
(とうもろこし及び稲を

除く。)
（Group 15）

18.4% SC 散布 収穫前日まで 0.026～0.098 lb ai/acre 4回以内
0.2 lb
ai/acre

とうもろこし 18.4% SC 散布 収穫14日前まで 0.026～0.098 lb ai/acre 4回以内
0.2 lb
ai/acre

さとうきび 18.4% SC 散布 収穫14日前まで 0.026～0.098 lb ai/acre 4回以内
0.2 lb
ai/acre

散布

植付時土壌処理

滴下処理

鱗茎野菜類
（Subgroup 3-07A

及び3-07B)
18.4% SC 散布 収穫前日まで 0.045～0.098 lb ai/acre 4回以内

0.2 lb
ai/acre

根菜類 18.4% SC 散布 収穫前日まで 0.045～0.098 lb ai/acre 4回以内
0.2 lb
ai/acre

仁果類
（Group 11-10)

35% WG 散布
収穫5日前まで
(mayhawは収穫
14日前まで)

0.055～0.099 lb ai/acre 3回以内
0.2 lb
ai/acre

核果類
（Group 12-12)

35% WG 散布 収穫10日前まで 0.066～0.099 lb ai/acre 3回以内
0.2 lb
ai/acre

ケインベリー類
（Subgroup 13-07A)

35% WG 散布 収穫3日前まで 0.066～0.099 lb ai/acre 3回以内
0.2 lb
ai/acre

ブッシュベリー類
（Subgroup 13-07B)

35% WG 散布 収穫前日まで 0.066～0.099 lb ai/acre 3回以内
0.2 lb
ai/acre

オイルシード類
（Group 20）

18.4% SC 散布 収穫前日まで 0.026～0.098 lb ai/acre 4回以内
0.2 lb
ai/acre

ナッツ類
（Group 14-12)

35% WG 散布 収穫10日前まで 0.044～0.099 lb ai/acre 4回以内
0.2 lb
ai/acre

コーヒー豆 35% WG 散布 収穫7日前まで 0.066～0.099 lb ai/acre 3回以内
0.2 lb
ai/acre

カカオ豆 35% WG 散布 収穫前日まで 0.066～0.099 lb ai/acre 3回以内
0.2 lb
ai/acre

スパイス類
（Subgroup 19B）

18.4% SC 散布 収穫前日まで 0.045～0.065 lb ai/acre 4回以内
0.2 lb
ai/acre

クロラントラニリプロールの適用の範囲及び使用方法（米国）

あぶらな属野菜
（Subgroup 5A及び5B)

18.4% SC 収穫3日前まで 0.045～0.098 lb ai/acre

4回以内
(滴下処理は2回以
内、ただし既に植
付時土壌処理を

行っている場合は
1回以内)

0.2 lb
ai/acre

acre：エーカー（1 acre = 約4,047 m2）

SC：フロアブル

WG：顆粒水和剤

ai：active ingredient（有効成分）

lb：ポンド（1 lb = 0.45359237 kg）
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作物名 剤型 使用方法 使用時期 1回当たりの使用量 使用回数

緑豆 35% WG 散布 収穫14日前まで 22.5 g ai/ha 2回以内

ai：active ingredient（有効成分）

クロラントラニリプロールの適用の範囲及び使用方法（豪州）

WG：顆粒水和剤
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作物名 剤型 使用方法 使用時期 1回当たりの使用量 使用回数
栽培期間中の

総使用量

アボカド 35% WG 散布 収穫14日前まで 3.15 g ai/100 L 2回以内 94.5 g ai/ha

クロラントラニリプロールの適用の範囲及び使用方法（ニュージーランド）

WG：顆粒水和剤

ai：active ingredient（有効成分）



剤型 使用量・使用方法 回数 経過日数

119 圃場A：<0.01

137 圃場B：<0.01

121 圃場A：<0.01

128 圃場B：<0.01

134 圃場C：<0.01

139 圃場D：<0.01

146 圃場E：<0.01

147 圃場F：<0.01

121 圃場A：0.01

128 圃場B：<0.01

134 圃場C：0.01

139 圃場D：<0.01

146 圃場E：<0.01

147 圃場F：<0.01

2000倍 散布 圃場A：<0.01

200 L/10 a 圃場B：<0.01

78 圃場A：<0.01

80 圃場B：<0.01

92 圃場C：<0.01

2000倍 散布 圃場A：<0.01

191～200 L/10 a 圃場B：<0.01

4000倍 散布 圃場A：0.02 (#)

200 L/10 a 圃場B：<0.01 (#)

圃場A：<0.01 (#)

圃場B：<0.01 (#)

圃場C：<0.01 (#)

圃場D：<0.01 (#)

圃場A：<0.01 

圃場B：<0.01 

圃場C：<0.01 

圃場D：<0.01 

16倍 0.8 L/10 a 圃場A：0.01

無人ﾍﾘｺﾌﾟﾀｰによる散布 圃場B：0.01

4000倍 散布 圃場A：<0.01

180,183 L/10 a 圃場B：<0.01

2000倍 散布 圃場A：<0.01

166,200 L/10 a 圃場B：<0.01

2000倍 散布 圃場A：<0.01

180,175 L/10 a 圃場B：<0.01

2000倍 散布 圃場A：<0.01

200 L/10 a 圃場B：<0.01

16倍 1.6 L/10 a 圃場A：<0.01

無人ﾍﾘｺﾌﾟﾀｰによる散布 圃場B：<0.01

2000倍 散布 圃場A：<0.01

195,200 L/10 a 圃場B：<0.01

5000倍 散布 圃場A：<0.01 (#)

222,243 L/10 a 圃場B：<0.01 (#)

圃場A：<0.01

圃場B：<0.01

2000倍 散布 1,3,7,15 圃場A：1.66

200 L/10 a 1,3,7,14 圃場B：1.00

2000倍 散布 1,3,7,15 圃場A：<0.01

200 L/10 a 1,3,7,14 圃場B：<0.01

2000倍 散布 圃場A：6.62 (1回,3日)

200 L/10 a 圃場B：6.50

2000倍 散布 圃場A：<0.01

200 L/10 a 圃場B：<0.01

2000倍 散布 圃場A：2.98

200 L/10 a 圃場B：3.28

2000倍 散布 圃場A：0.02 (3回,14日)

200 L/10 a 圃場B：0.03

水稲
（玄米）

3 50% SC
2.5 mL原液/種子1000粒

塗抹処理
1

未成熟とうもろこ
し(子実)

6 50% SC
7 mL原液/1 kg 乾燥種籾

塗抹処理
1

水稲
（籾米）

6

1,3,7

2
0.50% GR
+10.0% SC

1+3 30,45,60

2 5.0% SC 3

1,3,7

2 5.0% SC 3 1,3,7,14

50% SC
7 mL原液/1 kg 乾燥種籾

塗抹処理
1

2 5.0% SC 3

1,3,7,14

1,3,7,14

7,14,21

2 1,3,75.0% SC 3

1,3,7,14

5.0% SC

2 3

2

（別紙2-1）
クロラントラニリプロール作物残留試験一覧表（国内）

設定の
根拠等

1,3,7

2 3 1,3,7

かんしょ
（塊根）

かぶ
（根部）

かぶ
（葉部）

2 5.0% SC 3

はつかだいこん
（茎部）

2 5.0% SC 1

だいこん
（根部）

だいず
（乾燥子実）

いんげんまめ
（乾燥子実）

2 5.0% SC 2

とうもろこし
(乾燥子実)

2 5.0% SC 3

24

2

5.0% SC

農作物
試験

圃場数

試験条件
残留濃度（mg/kg）注1）

2 1.0% GR
50 g/箱

育苗箱処理
1

◎

2 3 7,14,21

◎

◎

2 7,14,21

4
4000倍 散布

177～189 L/10 a
3 7,14,21

4000倍 散布
177～200 L/10 a

　
さとうきび

（茎）

はつかだいこん
（根部）

2 5.0% SC 1

さといも
（塊茎）

だいこん
（葉部）

2 5.0% SC 3

やまのいも
（塊茎）

2 5.0% SC 3 1,3,7

2 5.0% SC 3 30,45,60

◎

3

7,14,21

1,3,7

6 kg株元 散布+
5000倍散布

278,200 L/10 a



剤型 使用量・使用方法 回数 経過日数

（別紙2-1）
クロラントラニリプロール作物残留試験一覧表（国内）

設定の
根拠等

農作物
試験

圃場数

試験条件
残留濃度（mg/kg）注1）

圃場A：<0.01

圃場B：<0.01

圃場C：<0.01

2000倍散布 圃場A：3.08

200 L/10 a 圃場B：1.22

圃場A：0.22（4回,3日)

圃場B：0.30（4回,3日)

圃場C：0.34

圃場D：0.09（4回,3日)

圃場A：0.24

圃場B：1.69

圃場A：0.08（4回,3日)

圃場B：0.08（4回,3日)

圃場C：0.04

圃場D：0.53

圃場A：0.31 (4回,3日)

圃場B：0.32

2000倍 散布 圃場A：3.04（2回,3日)

150,200 L/10 a 圃場B：1.22

2000倍 散布 圃場A：5.76

200 L/10 a 圃場B：1.02

2000倍 散布 圃場A：0.46

180,200 L/10 a 圃場B：1.56

2000倍 散布 圃場A：0.24（3回,3日)

300,210 L/10 a 圃場B：<0.01

圃場A：0.22

圃場B：0.18

圃場A：0.19（4回,3日)

圃場B：0.10（4回,3日)(#)

圃場A：0.60（4回,1日)(#)

圃場B：0.34（4回,1日)(#)

圃場A：0.25

圃場B：0.26

圃場A：0.35

圃場B：0.66

圃場A：0.54

圃場B：0.52

圃場A：2.73

圃場B：2.70

100倍 圃場A：<0.02 (1回,82日)

500 mL/ｾﾙﾄﾚｲ灌注 圃場B：<0.02 (1回,82日)

圃場A：1.00

圃場B：0.50

圃場A：0.72 

圃場B：0.53 

圃場A：2.51 (4回,7日)

圃場B：0.46 (4回,3日)

圃場A：1.24

圃場B：0.69

圃場A：2.24

圃場B：1.34

圃場A：1.91 (4回,3日)

圃場B：1.22

2000倍 散布 圃場A：1.83

200 L/10 a 圃場B：6.70

圃場A：6.98 ◎

圃場B：8.46

0.50% GR
+5.0% SC

1+35.0% SC

100倍 500 mL/ｾﾙﾄﾚｲ灌注
+2000倍 散布

200,250～300,202
L/10 a

1,3,7,14

2
0.50% GR
+5.0% SC

1 g/株 植穴処理
2000倍 散布

278～292,250 L/10 a
1+3 1,3,7,14

なばな
（茎葉）

2
8.7% SC
+5.0% SC

200倍500 mL/ｾﾙﾄﾚｲ灌注
+2000倍 散布

200,250～300 L/10 a
1+3 1,3,7

カリフラワー
（花蕾）

2 5.0% SC 3 1,3,7,14

2 5.0% SC
100倍 500 mL/ｾﾙﾄﾚｲ灌注

+2000倍 散布
267,250,271 L/10 a

1+3 1,3,7,14

みずな
（茎葉）

2 5.0% SC 2

タアサイ
（茎葉）

2 5.0% SC
100倍 500 mL/ｾﾙﾄﾚｲ灌注

+2000倍 散布
200 L/10 a

1+2 1,3,7,14

はなっこりー
（茎葉）

2

レタス
（茎葉）

2
100倍 500 mL/ｾﾙﾄﾚｲ灌注

+1000倍 散布
200 L/10 a

1+3 3,7,14,21

2
100倍 500 mL/ｾﾙﾄﾚｲ灌注

+1000倍 散布
223,250～300 L/10 a

1+3 1,3,7,14

2

5.0% SC

100倍 500 mL/ｾﾙﾄﾚｲ灌注
+1000倍 散布

199～203,197～201 L/10 a
1+3 1,3,7,14

5.0% SC
100倍 500 mL/ｾﾙﾄﾚｲ灌注

+2000倍 散布
300 L/10 a

1+2 1,3,7,14

2 5.0% SC
100倍 500 mL/ｾﾙﾄﾚｲ灌注

+1000倍 散布
250,300 L/10 a

1+3

茎ブロッコリー
（花蕾及び花茎）

2 5.0% SC
100倍 500 mL/ｾﾙﾄﾚｲ灌注

+2000倍 散布
200,240～260 L/10 a

1+3 1,3,7

1,3,7,14

2
0.50% GR
+5.0% SC

1 g/株 植穴処理
+2000倍 散布

273,160～250 L/10 a
1+3 1,3,7,14

ブロッコリー
（花蕾）

2 5.0% SC
100倍 500 mL/ｾﾙﾄﾚｲ灌注

+2000倍 散布
200,70～150 L/10 a

はくさい
（茎葉）

4 5.0% SC
100倍 500 mL/ｾﾙﾄﾚｲ灌注

+2000倍 散布
200,300 L/10 a

1+3

3,7,14,21

チンゲンサイ
（茎葉）

2 5.0% SC 2 1,3,7,14,21

こまつな
（茎葉）

2

キャベツ
(葉球)

4

1 g/株 植穴処理+
2000倍 散布

231,281 L/10 a
1+3 1,3,7,14

5.0% SC 2 1,3,7,14,21

3,7,14,21

1,3,7,14

2

クレソン
（茎葉）

2 5.0% SC 3 3,7,14

てんさい
（根部）

3 5.0% SC
4000倍 散布
200 L/10 a

2 1,7,14,21

1+3 3,7,14,21

1,3,7,14,21

1,3,7,14,21

あすっこ
（花・花茎）

2 5.0% SC 1 82,89,96

2
0.50% GR
+5.0% SC

1 g/株 植穴処理
+1000倍 散布

250～258,278～279 L/10 a
1+3 1,3,7,14

リーフレタス
（茎葉）

2

5.0% SC

2

2
100倍 500 mL/ｾﾙﾄﾚｲ灌注

+1000倍 散布
150,193.3 L/10 a

1+3 1,3,7,14

ひろしまな
（茎葉）

2 5.0% SC
100倍 500 mL/ｾﾙﾄﾚｲ灌注

+2000倍 散布
300 L/10 a

1+2 1,3,7,14



剤型 使用量・使用方法 回数 経過日数

（別紙2-1）
クロラントラニリプロール作物残留試験一覧表（国内）

設定の
根拠等

農作物
試験

圃場数

試験条件
残留濃度（mg/kg）注1）

2000倍 散布 圃場A：2.40 (2回,3日)

200 L/10 a 圃場B：2.31

圃場A：5.82 

圃場B：8.63 

2000倍 散布 圃場A：0.19

300 L/10 a 圃場B：0.29

2000倍 散布 圃場A：<0.01

300 L/10 a 圃場B：<0.01

2000倍 散布 圃場A：0.19

200 L/10 a 圃場B：0.61

圃場A：0.09

圃場B：0.26

2000倍 散布 圃場A：0.02

200 L/10 a 圃場B：0.02

2000倍 散布 圃場A：<0.01

300 L/10 a 圃場B：<0.01

2000倍 散布 圃場A：5.62

200,397  L/10 a 圃場B：6.10 (#)

圃場A：7.72 (2回,14日）

圃場B：5.10

2000倍 散布 圃場A：1.98

176,183 L/10 a 圃場B：1.18

圃場A：0.04 (4回,7日)

圃場B：0.16

圃場A：0.10 (4回,3日)

圃場B：0.06

圃場A：0.21

圃場B：0.35

圃場A：0.05

圃場B：0.22

圃場A：1.12 (4回,1日)

圃場B：2.50 (4回,1日)

圃場A：1.04 (4回,1日)

圃場B：1.26 (4回,1日)

圃場A：0.04

圃場B：0.06

2000倍 散布 圃場A：<0.01

300 L/10 a 圃場B：<0.01

2000倍 散布 圃場A：0.29

300 L/10 a 圃場B：0.12

2000倍 散布 圃場A：0.06注2）

300 L/10 a 圃場B：0.04注2）

2000倍 散布 圃場A：<0.01

200,250～251 L/10 a 圃場B：<0.01

2000倍 散布 圃場A：0.54 (3回,3日)

200,250～251 L/10 a 圃場B：0.48 (3回,3日)

2000倍 散布 圃場A：0.10注3）(3回,3日)

200,250～251 L/10 a 圃場B：0.10注3）

2000倍 散布 圃場A：<0.01

200 L/10 a 圃場B：<0.01

2000倍 散布 圃場A：0.12 (3回,3日）

300 L/10 a 圃場B：0.47

2000倍 散布 152.4, 圃場A：3.99 (3回,14日)

182.65～182.86 L/10 a 圃場B：3.99

2000倍 散布 圃場A：0.15

280,225～275 L/10 a 圃場B：0.27

2000倍 散布 圃場A：0.01 (3回,7日)

166,178～180 L/10 a 圃場B：<0.01

2000倍 散布 圃場A：0.26

200,181 L/10 a 圃場B：0.13

2000倍 散布 圃場A：0.18

168～194,183 L/10 a 圃場B：0.14 (3回,7日)

4000倍 散布 圃場A：0.12

150～200,200 L/10 a 圃場B：0.26

さやいんげん
（さや）

2 5.0% SC 3 1,3,7

えだまめ
（さや）

2 5.0% SC 3 3,7,14,21

1,3,7,14

しょうが
(根茎）

2 5.0% SC 3 1,3,7,14

さやえんどう
（さや）

2 5.0% SC 3 1,3,7

3

メロン
（果肉）

2 5.0% SC 3 1,3,7,14

メロン
（果皮）

2 5.0% SC 3 1,3,7,14

すいか
（果肉）

2 5.0% SC 3 1,3,7

すいか
（果皮）

2 5.0% SC 3 1,3,7

きゅうり
（果実）

2 5.0% SC
100倍 25 mL/ﾎﾟｯﾄ灌注

+1000倍 散布
200,300 L/10 a

1+3 1,7,14

甘長とうがらし
（果実）

2 5.0% SC
100倍 25 mL/ﾎﾟｯﾄ灌注

+1000倍 散布
180,300 L/10 a

1+3 1,3,7,14

ししとう
（果実）

2 5.0% SC
100倍 25 mL/ﾎﾟｯﾄ灌注

+1000倍 散布
281,300 L/10 a

1+3 1,3,7,14

なす
（果実）

2 5.0% SC
100倍 25 mL/ﾎﾟｯﾄ灌注

+1000倍 散布
200 L/10 a

1+2 1,7,14

120,135,150

ふき
（茎葉）

1+3

ピーマン
(果実)

2 5.0% SC
100倍 25 mL/ﾎﾟｯﾄ灌注

+1000倍 散布
200,250 L/10 a

1+2

アスパラガス
(若茎)

2 5.0% SC 3

1,7,14

1,7,14

ミニトマト
（果実）

2 5.0% SC
100倍 25 mL/ﾎﾟｯﾄ灌注

+2000倍 散布
250 L/10 a

1+3 1,3,7,14

トマト
（果実）

2 5.0% SC
100倍 25 mL/ﾎﾟｯﾄ灌注

+1000倍 散布
200 L/10 a

1,3,7

コリアンダー
（茎葉）

2 5.0% SC 1 3 ,7,14

ねぎ
（茎葉）

2

5.0% SC

3 3,7,14,21

2
100倍 500 mL/ｾﾙﾄﾚｲ灌注

+2000倍散布
192,180 L/10 a

1+3 1 ,3,7,14

らっきょう
（鱗茎）

2 5.0% SC 1 7,14,21

1+3 1,3,7,14

◎

◎

◎

◎

すいか
（果実）

2 5.0% SC 3 1,3,7

◎

◎

メロン
（果実）

2 5.0% SC 3 1,3,7,14

とうがん
（果実）

2 5.0% SC 3 1,3,7

ほうれんそう
（茎葉）

2 5.0% SC 3 1,3,7,14

オクラ
(果実)

2 5.0% SC

2

◎

パセリ
（茎葉）

2 5.0% SC 3 3,7,14

ふきのとう
（花穂）

2 5.0% SC 2

8.7% SC
+5.0% SC

200倍 500 mL/ｾﾙﾄﾚｲ灌注
+2000倍散布
200 L/10 a

1+1 7,14,21 ◎

にがうり
（果実）

2 5.0% SC 3 1,3,7,14

2 5.0% SC 3 3,7,14

サラダ菜
（茎葉）

2

5.0% SC

2 1,3,7,14,21

2
100倍 500m L/ｾﾙﾄﾚｲ灌注

+1000倍 散布
193.3,200 L/10 a



剤型 使用量・使用方法 回数 経過日数

（別紙2-1）
クロラントラニリプロール作物残留試験一覧表（国内）

設定の
根拠等

農作物
試験

圃場数

試験条件
残留濃度（mg/kg）注1）

2000倍 散布 圃場A：6.80

200 L/10 a 圃場B：13.6

2000倍 散布 圃場A：6.50（2回,3日）

200 L/10 a 圃場B：3.64

2000倍 散布 圃場A：1.38

300 L/10 a 圃場B：2.20

1,3,7,14 圃場A：14.4 (2回,1日)(#)

圃場B：8.32 (2回,1日)(#)

圃場C：7.26 (2回,1日)(#)

2000倍 散布 圃場A：0.66

300 L/10 a 圃場B：0.42

1000倍 散布 圃場A：0.04

300 L/10 a 圃場B：<0.01

2000倍 散布 圃場A：4.83

300 L/10 a 圃場B：3.25

圃場A：0.26 (3回,3日)

圃場B：0.10 (3回,3日)

圃場C：0.34

圃場D：0.18

圃場A：0.14 (3回,3日)

圃場B：0.15 (3回,3日)

圃場C：0.30

圃場D：0.16

5000倍 散布 圃場A：0.02 (2回,3日)

400,500 L/10 a 圃場B：<0.01 (2回,3日)

5000倍 散布 圃場A：<0.01

360,400 L/10 a 圃場B：<0.01

5000倍 散布 圃場A：1.38 (2回,3日)

400,500 L/10 a 圃場B：0.59 (2回,3日)

5000倍 散布 圃場A：1.14

360,400 L/10 a 圃場B：1.22

5000倍 散布 圃場A：0.22注4 (2回,3日)

400,500 L/10 a 圃場B：0.10注4）(2回,3日)

5000倍 散布 圃場A：0.18注4）

360,400 L/10 a 圃場B：0.19注4）

5000倍 散布 圃場A：0.11

400 L/10 a 圃場B：0.08

2500倍 散布 圃場A：0.62

625,400 L/10 a 圃場B：0.32 (3回,14日)

2500倍 散布 圃場A：0.04 (3回,14日)

500 L/10 a 圃場B：0.08

2500倍 散布 圃場A：0.44

313,400 L/10 a 圃場B：0.32

圃場A：0.38 (3回,3日)

圃場B：0.23 (3回,3日)

圃場C：0.12

圃場D：0.18

2000倍 散布 圃場A：0.22

200 L/10 a 圃場B：0.22

2500倍 散布 圃場A：0.88

250,111  L/10 a 圃場B：1.10 (#)

5000倍 散布 圃場A：0.13 (3回,3日)

300,500 L/10 a 圃場B：0.43 (3回,3日)

5000倍 散布 圃場A：0.06

500 L/10 a 圃場B：0.06 (3回,3日)

2000倍 散布 圃場A：0.04

200 L/10 a 圃場B：0.03

2000倍 散布 圃場A：27.5

400 L/10 a 圃場B：33.8

2000倍 散布 圃場A：16.9

400 L/10 a 圃場B：19.6

2000倍 散布 圃場A：8.08

200 L/10 a 圃場B：5.86

アマランサス
（茎葉）

2 5.0% SC 3 1,3,7,14

茶
（浸出液）

2 10.0% SC 1 3,7,14,21

バジル
（茎葉）

2 5.0% SC 3 1,3,7

かき
（果実）

2 10.0% SC 3 1,3,7,14

茶
（荒茶）

2 10.0% SC 1 3,7,14,21

いちご
（果実）

2 5.0% SC 2 1,7,14

ぶどう
（果実）

2 10.0% SC 3 1,3,7,14

ふさすぐり
（果実）

2 10.0% SC 2 1,3,7

ごま
（種子）

2 5.0% SC

おうとう
（果実）

4 10.0% SC
2500倍 散布

700,500,417,450 L/10 a
3

3,7,14,21

1,3,7,14

すもも
（果実）

2 10.0% SC 3 3,7,14,21

うめ
(果実)

2 10.0% SC 3 1 ,3 ,7 ,14

3

3,7,14,21

1,3,7,14

もも
（果皮）

2

10.0% SC

2 3,7,14,21

2 3 1,3,7,14

もも
（果肉）

2

10.0% SC

2 3,7,14,21

2 3 1,3,7,14

2 3 ,7 ,14

モロヘイヤ
（茎葉）

3 5.0% SC
2000倍 散布

480 ,420 ,750  L/10 a
2

未成熟そらまめ
（さや）

2 5.0% SC

なし
（果実）

4 10.0% SC
2500倍 散布

400,700,500 L/10 a
3

3,7,14,21

1,3,7,14

りんご
（果実）

4 10.0% SC
2500倍 散布

600,500,500,450 L/10 a

もも
（果実）

2

10.0% SC

1,3,7

えごま
（葉）

2 5.0% SC 3 1 ,3,7

つるむらさき
（茎葉）

2 5.0% SC 3 1,3,7

1,3,7

◎

◎

◎

◎

ネクタリン
（果実）

2 10.0% SC 2 3,7,14,21

3,7,14,21

2 3 1,3,7,14

未成熟ささげ
（未成熟さや）

2 5.0% SC 3 1,3,7,14

2

3 1,3,7,14

エンサイ
（葉茎）

2 5.0% SC 2

あんず
(果実)

2 10.0% SC 3 3,7,14,21



剤型 使用量・使用方法 回数 経過日数

（別紙2-1）
クロラントラニリプロール作物残留試験一覧表（国内）

設定の
根拠等

農作物
試験

圃場数

試験条件
残留濃度（mg/kg）注1）

2000倍 散布 圃場A：7.76

200 L/10 a 圃場B：17.3

　GR：粒剤
　SC：フロアブル
　(#)印で示した作物残留試験成績は、登録又は申請された適用の範囲内で行われていないことを示す。また、適用範囲内ではない試験条件を斜体で示した。

基準値の設定根拠及び暴露評価にも使用されているものに◎で示した。

注4）果肉、果皮及び種子の重量割合が不明のため、過去の作物残留試験等のデータからそれぞれの割合を果肉77%、果皮15%及び種子8%として果実全体の残留濃
度を算出した。また、種子の残留濃度は測定していないことから残留していないものとして算出した。

しそ
（茎葉）

2 5.0% SC 3 1,3,7

　今回、新たに提出された作物残留試験成績を網掛けで示した。

◎

注3）果肉及び果皮の重量割合が不明のため、過去の作物残留試験等のデータからそれぞれの割合を果肉88%及び果皮12%として果実全体の残留濃度を算出した。

注2）果肉及び果皮の重量割合が不明のため、過去の作物残留試験等のデータからそれぞれの割合を果肉77%及び果皮23%として果実全体の残留濃度を算出した。

注1）当該農薬の登録又は申請された適用の範囲内で最も多量に用い、かつ最終使用から収穫までの期間を最短とした場合の作物残留試験（いわゆる最大使用条
件下の作物残留試験）を複数の圃場で実施し、それぞれの試験から得られた残留濃度の最大値を示した。

   表中、最大使用条件下の作物残留試験条件に、アンダーラインを付しているが、経時的に測定されたデータがある場合において、収穫までの期間が最短の場
合にのみ最大残留濃度が得られるとは限らないため、最大使用条件以外で最大残留濃度が得られた場合は、その使用回数及び経過日数について（　）内に記載し
た。



剤型 使用量・使用方法 回数 経過日数

圃場A：0.225(#)

圃場B：0.192(#)

圃場C：0.183(#)

圃場D：0.254(#)

圃場E：0.409(#)

圃場A：1.96(#)

圃場B：1.91(#)

圃場C：1.93(#)

圃場A：1.16(#)

圃場B：1.49(#)

圃場C：0.786(#)

圃場A：5.4

圃場B：5.315

圃場C：2.615

圃場D：0.69

圃場E：12.04

圃場F：3.635

圃場G：3.955

圃場H：0.824

圃場I：2.085

圃場J：2.075

圃場K：7.69

圃場L：4.52

圃場M：7.1

15 圃場N：2.36

13 圃場A：1.7

圃場B：3.1

圃場C：3.1

圃場D：2.8

圃場E：3.7

圃場F：2.2

圃場G：3.8

圃場A：0.64

圃場B：0.28

圃場C：0.033

圃場D：0.51

圃場E：0.48

圃場F：0.066

圃場G：0.29

圃場H：1.1

圃場I：0.75

圃場J：2.9

圃場K：2.2

1 18.4% SC 112～116 g ai/ha散布 2 4 圃場A：0.10

圃場A：0.037

圃場B：0.078

圃場C：0.077

1 18.4% SC 113～114 g ai/ha散布 2 0,1 ,3,7,10 圃場A：0.67 (2回,1日)

圃場A：0.32

圃場B：0.30

圃場C：0.40

圃場D：0.38

圃場E：0.32

圃場F：0.41

圃場G：0.35

圃場H：0.12

圃場A：0.653(#)

圃場B：0.406(#)

圃場C：0.787(#)

圃場D：1.49(#)

圃場E：0.717(#)

◎

2 3

ブロッコリー
(花蕾) 8 18.4% SC 109～116 g ai/ha散布

1

5 18.4% SC 0.199～0.203  lb ai/acre散布 2

18.4% SC

1

（別紙2-2）
クロラントラニリプロール作物残留試験一覧表（米国）

大麦

キャベツ
(外葉なし)

とうもろこし
(茎葉)

14

110～118 g ai/ha散布 2

◎

農作物
 試験
圃場数

試験条件

3

13

18.4% SC 0.098～0.104 lb ai/acre散布 2

7

3 18.4% SC

15

小麦 5 18.4% SC 0.201～0.209  lb ai/acre散布 2

ソルガム 2

キャベツ
(外葉あり)

11 18.4% SC 110～118 g ai/ha散布 2 3
◎

設定
の根
拠等

◎

14

残留濃度（mg/kg）
注）

3 18.4% SC 0.200～0.207  lb ai/acre散布 2 1

3 18.4% SC 0.200～0.202  lb ai/acre散布 1

14
0.094～0.104 lb ai/acre散布 2

ねぎ



剤型 使用量・使用方法 回数 経過日数

（別紙2-2）
クロラントラニリプロール作物残留試験一覧表（米国）

農作物
 試験
圃場数

試験条件 設定
の根
拠等

残留濃度（mg/kg）
注）

1 35% WG 112 g ai/ha散布 2 0,7,14,21,28 圃場A：0.13

圃場A：0.022

圃場B：0.056

圃場C：0.11

圃場D：0.074

圃場E：0.038

圃場F：0.010

圃場G：0.012

圃場H：0.088

圃場I：0.045

圃場J：0.093

圃場K：0.061

圃場L：0.23

圃場M：0.078

圃場A：0.073

圃場B：0.072

圃場C：0.030

1 35% WG 113～115 g ai/ha散布 2 10 圃場A：0.054

圃場A：0.033

圃場B：0.059

圃場C：0.085

圃場A：0.026

圃場B：0.070

圃場C：0.10

圃場D：0.016

圃場E：0.12

圃場F：0.13

圃場G：0.070

1 35% WG 115.71～116.13 g ai/ha散布 2 1,3 ,8 ,10,14 圃場A：0.158

1 35% WG 111.69～112.42 g ai/ha散布 2 1,3 ,8 ,11,15 圃場A：0.318

圃場A：0.0720

圃場B：0.125

圃場A：0.247

圃場B：0.144

圃場C：0.132

圃場D：0.165

圃場E：0.0639

圃場F：0.0916

圃場G：0.101

圃場H：0.0827

圃場I：0.122

圃場A：0.106

圃場B：0.891

圃場C：0.142

圃場A：0.114

圃場B：0.132

圃場C：0.101

圃場A：0.0897

圃場B：0.105

圃場C：0.309

圃場D：0.183
1 35% WG  111～112 g ai/ha散布 2 0,5 ,10,14,21 圃場A：0.004

圃場A：0.026

圃場B：0.017

圃場C：0.067

圃場D：0.066
圃場E：0.006
圃場F：0.015

圃場G：0.006

圃場H：0.007

圃場I：0.007

圃場J：0.009

圃場A：0.011

圃場B：0.022
圃場C：0.049
圃場A：0.011

圃場B：0.029

圃場C：0.076

なし
(果実)

3 35% WG 112 g ai/ha散布 2 13

7 35% WG 112～113 g ai/ha散布 2 14

りんご
(果実)

13 35% WG 111～118 g ai/ha散布 2 14

3 35% WG 109～113 g ai/ha散布 2 15

2

35% WG  105～112 g ai/ha散布 2

2 11

◎

もも
(果実)

35% WG
110.35～115.85 g ai/ha散布

非イオン系展着剤加用
2 10

3 35% WG

29 35% WG

2 35% WG

10

110.69～112.34 g ai/ha散布 2

111.37～113.65 g ai/ha散布

4 35% WG

1010

10

10

9

すもも
(果実)

112～118 g ai/ha散布
非イオン系展着剤加用

2

3 35% WG
108～111 g ai/ha散布

野菜オイル加用

10

3

3 35% WG
112.42～115.47 g ai/ha散布

野菜オイル加用
2

109.77～115.87 g ai/ha散布



剤型 使用量・使用方法 回数 経過日数

（別紙2-2）
クロラントラニリプロール作物残留試験一覧表（米国）

農作物
 試験
圃場数

試験条件 設定
の根
拠等

残留濃度（mg/kg）
注）

圃場A：0.11

圃場B：0.18
圃場A：0.26
圃場B：0.10

圃場C：0.056

圃場D：0.36

圃場E：0.21

圃場F：0.45

圃場A：0.15
圃場B：0.48

圃場A：0.19

圃場B：0.57

1 35% WG 0.199  lb ai/acre散布 2 1,3 ,6 ,10,15 圃場A：0.171(#)

1 35% WG 0.099～0.103 lb ai/acre散布 2 1,3,7,10 圃場A：0.0902
圃場A：0.235
圃場B：0.481
圃場C：0.482
圃場D：0.513
圃場E：0.095
圃場A：0.049

圃場B：0.436

圃場A：0.176(#)
圃場B：0.122(#)
圃場C：0.163(#)
圃場D：0.108(#)
圃場E：0.206(#)
圃場F：0.132(#)
圃場G：0.749(#)
圃場H：0.840(#)
圃場I：0.181(#)

1 1,3,6,13 圃場A：0.234(#)

1 1,3,8,14 圃場A：0.460(#)

圃場A：0.79(#)
圃場B：0.12(#)
圃場C：0.21(#)
圃場D：0.030(#)
圃場E：0.82(#)
圃場F：0.16(#)

1 35% WG 110～118 g ai/ha散布 2 0,7,14,21,28 圃場A：0.078

1 35% WG 110～112 g ai/ha散布 2 0,6,14,20,25 圃場A：0.34(2回,6日)

1 35% WG 112 g ai/ha散布 2 20 圃場A：0.016
圃場A：0.022

圃場B：0.029

圃場C：0.047
圃場D：0.082
圃場E：0.049
圃場F：0.13
圃場G：0.083
圃場A：0.031
圃場B：0.054
圃場C：0.081

1 35% WG 112～113 g ai/ha散布 2 23 圃場A：0.006

1 35% WG 112～113 g ai/ha散布 2 9 圃場A：0.015
圃場A：0.003
圃場B：0.003
圃場C：0.007
圃場D：0.014
圃場E：0.009
圃場A：0.006
圃場B：0.007
圃場C：0.004
圃場D：0.006
圃場E：0.004

1 35% WG 111～112 g ai/ha散布 2 11 圃場A：0.008
圃場A：0.098
圃場B：0.115
圃場A：0.188
圃場B：0.205
圃場A：17.6(#)
圃場B：24.3(#)

  基準値の設定根拠及び暴露評価にも使用されているものに◎で示した。

0.097～0.100 lb ai/acre散布 2

3

112 g ai/ha散布
非イオン系展着剤加用

2

2

◎

112 g ai/ha散布
野菜オイル加用

3

ブルーベリー
(果実)

9

35% WG 0.198～0.212  lb ai/acre散布

綿実
(種子)

7 35% WG 109～114 g ai/ha散布 2 21

　(#)印で示した作物残留試験成績は、登録又は申請された適用の範囲内で行われていないことを示す。また、適用範囲内ではない試験条件を斜体で示した。

　WG：顆粒水和剤
　SC：フロアブル
ND：not dectected（検出限界0.003 mg/kg未満）

ディル
（種子）

2 18.4% SC 0.100～0.101  lb ai/acre散布 2 1

7,21

2
35% WG

コーヒー豆
(豆)

2

ひまわり
(種子)

1,3 ,7,14,21
 52.5 g ai/ha散布 3

アーモンド
(可食部)

10

22

5 35% WG 111～114 g ai/ha散布 2 10

16 18.4% SC 219～230  g ai/ha散布 1

3 35% WG 110～114 g ai/ha散布 2

　表中、最大使用条件下の作物残留試験条件に、アンダーラインを付しているが、経時的に測定されたデータがある場合において、収穫までの期間が最短の場合 にのみ最大残
留濃度が得られるとは限らないため、最大使用条件以外で最大残留濃度が得られた場合は、その使用回数及び経過日数について（　）内に記載した。

注）当該農薬の登録又は申請された適用の範囲内で最も多量に用い、かつ最終使用から収穫までの期間を最短とした場合の作物残留試験（いわゆる最大使用条件下の作物残留試
験）を複数の圃場で実施し、それぞれの試験から得られた残留濃度の最大値を示した。

◎

◎

◎

◎

◎

10

ペカン
(可食部) 5 35% WG 112～114 g ai/ha散布 2

2 35% WG

2

ブラックベリー
(果実)

2

10

10

9

◎

ラズベリー
(果実) 5 35% WG 0100～0.105 lb ai/acre散布 2

35% WG 112 g ai/ha散布 2

おうとう
(果実)

35% WG

111～112 g ai/ha散布 2

2

6 35% WG

1

2 35% WG

◎



剤型 使用量・使用方法 回数 経過日数

圃場A：0.42(#)

圃場B：0.32(#)

　基準値の設定根拠及び暴露評価にも使用されているものに◎で示した。

　表中、最大使用条件下の作物残留試験条件に、アンダーラインを付している。

（別紙2-3）
クロラントラニリプロール作物残留試験一覧表（豪州）

設定の
根拠等

　WG：顆粒水和剤

緑豆 2 35% WG 45 g ai/ha散布 2 ◎

農作物
 試験
圃場数

試験条件
残留濃度（mg/kg）

注）

　(#)印で示した作物残留試験成績は、登録又は申請された適用の範囲内で行われていないことを示す。また、適用範囲内ではない試験条件を斜体で示した。

注）当該農薬の登録又は申請された適用の範囲内で最も多量に用い、かつ最終使用から収穫までの期間を最短とした場合の作物残留試験（いわゆる最大使用条件
下の作物残留試験）を複数の圃場で実施し、それぞれの試験から得られた残留濃度の最大値を示した。

14



剤型 使用量・使用方法 回数 経過日数

1 1,7 ,14,21,28 圃場A：0.16 (2回,7日)

1 14 圃場A：0.15

1 1 ,7 ,14,21,28 圃場A：0.34 (3回,1日)(#)

1 14 圃場A：0.31(#)

　基準値の設定根拠及び暴露評価にも使用されているものに◎で示した。

（別紙2-4）
クロラントラニリプロール作物残留試験一覧表（ニュージーランド）

　WG：顆粒水和剤

注）当該農薬の登録又は申請された適用の範囲内で最も多量に用い、かつ最終使用から収穫までの期間を最短とした場合の作物残留試験（いわゆる最大使用条件
下の作物残留試験）を複数の圃場で実施し、それぞれの試験から得られた残留濃度の最大値を示した。

　表中、最大使用条件下の作物残留試験条件に、アンダーラインを付しているが、経時的に測定されたデータがある場合において、収穫までの期間が最短の場合
にのみ最大残留濃度が得られるとは限らないため、最大使用条件以外で最大残留濃度が得られた場合は、その使用回数及び経過日数について（　）内に記載し
た。

アボカド

設定の
根拠等

農作物
試験

圃場数

試験条件
残留濃度（mg/kg）

注）

　(#)印で示した作物残留試験成績は、登録又は申請された適用の範囲内で行われていないことを示す。また、適用範囲内ではない試験条件を斜体で示した。

35% WG  94.5 g ai/ha散布 2

35% WG
189  g ai/ha

散布
3

◎



農薬名 クロラントラニリプロール
（別紙3）

食品名
基準値

案
ppm

基準値
現行
ppm

登録
有無

国際
基準
ppm

作物残留試験成績等
ppm

zzz
米（玄米をいう。） 0.1 0.05 ○ ※1

zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A小麦 6 6 0.02 6.0 米国 【1.91,1.93,1.96(#)(米国大麦)】

大麦 6 6 0.02 6.0 米国 【小麦参照】

ライ麦 6 6 0.02 6.0 米国 【小麦参照】

とうもろこし 0.05 0.6 ○ 0.02 <0.01,<0.01(\)

そば 6 6 0.02 6.0 米国 【小麦参照】

その他の穀類 6 6 0.02 6.0 米国 【小麦参照】

zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A大豆 0.05 0.2 ○ 0.05

小豆類 0.7 1 ○ 0.3 0.7 豪州 【0.32,0.42(#)(豪州緑豆）】

えんどう 0.3 1 ○ 0.3

そら豆 0.3 1 ○ 0.3

らっかせい 0.06 0.06 0.06

その他の豆類 0.3 1 ○ 0.3

zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Aばれいしょ 0.02 0.02 0.02
さといも類（やつがしらを含む。） 0.05 0.05 ○ 0.02 <0.01,<0.01(\)

かんしょ 0.02 0.05 ○ 0.02

やまいも（長いもをいう。） 0.05 0.05 ○ 0.02 <0.01,<0.01(\)
こんにゃくいも 0.02 0.02 0.02
その他のいも類 0.02 0.02 0.02
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Aてんさい 0.02 0.02 ○ 0.02
さとうきび 14 14 ○ 0.5 14 米国 【0.69～12.04(n=21)

(米国とうもろこし茎葉)】
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Aだいこん類（ラディッシュを含む。）の根 0.5 0.5 ○ 0.5
だいこん類（ラディッシュを含む。）の葉 40 40 ○ 40
かぶ類の根 0.2 0.2 ○ 0.02 0.02,0.03(\)
かぶ類の葉 20 20 ○ 20
西洋わさび 0.02 0.02 0.02
クレソン 20 20 ○ 20
はくさい 20 20 ○ 20
キャベツ 4 4 ○ 2 4.0 米国 【0.033～2.9(n=12)

(米国キャベツ外葉あり)】

芽キャベツ 4 4 2 4.0 米国 【キャベツ参照】
ケール 20 20 ○ 20
こまつな 20 20 ○ 20
きょうな 20 20 ○ 20
チンゲンサイ 20 20 ○ 20
カリフラワー 4 4 ○ 2 4.0 米国 【キャベツ参照】
ブロッコリー 4 4 ○ 2 4.0 米国 【キャベツ参照】
その他のあぶらな科野菜 20 20 ○ 20
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Aごぼう 0.02 0.02 0.02
サルシフィー 0.02 0.02 0.02
アーティチョーク 2 2 2
チコリ 30 20 申 20 （レタス（サラダ菜及びちしゃを

含む。）参照）

エンダイブ 30 20 申 20 （レタス（サラダ菜及びちしゃを
含む。）参照）

しゅんぎく 20 20 20
レタス（サラダ菜及びちしゃを含む。） 30 20 ○・申 20 5.82,8.63(#)(サラダ菜)、

6.98(#)(リーフレタス)

その他のきく科野菜 30 20 ○・申 20 （レタス（サラダ菜及びちしゃを
含む。）参照）

zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Aねぎ（リーキを含む。） 3 3 ○ 3.0 米国 【0.406～1.49(#)(n=5)(米国)】

にら 3 3 3.0 米国 【ねぎ（リーキを含む。）参照】
アスパラガス 0.1 0.1 ○ 0.02,0.02(\)

参考基準値

国/地域
基準値

ppm



農薬名 クロラントラニリプロール
（別紙3）

食品名
基準値

案
ppm

基準値
現行
ppm

登録
有無

国際
基準
ppm

作物残留試験成績等
ppm

参考基準値

国/地域
基準値

ppm

その他のゆり科野菜 3 3 ○ 3.0 米国 【ねぎ（リーキを含む。）参照】
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Aにんじん 0.08 0.08 ○ 0.08
パースニップ 0.02 0.02 0.02
パセリ 15 15 ○ 5.10,7.72(\)
セロリ 15 15 ○ 7  （パセリ参照）
みつば 15 15 ○ （パセリ参照）
その他のせり科野菜 15 15 ○ 0.02 （パセリ参照）
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Aトマト 0.6 0.7 ○ 0.6

ピーマン 1 1 ○ 0.6 0.21,0.35(\)
なす 0.7 0.7 ○ 0.6 0.05,0.22(\)
その他のなす科野菜 20 20 ○ 20
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Aきゅうり（ガーキンを含む。） 0.3 0.3 ○ 0.3
かぼちゃ（スカッシュを含む。） 0.3 0.3 ○ 0.3
しろうり 0.3 0.3 0.3

すいか 0.1 ○

すいか（果皮を含む。） 0.3 ○ 0.3

メロン類果実 0.1 ○

メロン類果実（果皮を含む。） 0.3 ○ 0.3

まくわうり 0.1

まくわうり（果皮を含む。） 0.3 0.3

その他のうり科野菜 20 20 ○ 20
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Aほうれんそう 20 20 ○ 20
オクラ 0.7 0.7 ○ 0.6 0.15,0.27(\)
しょうが 0.05 0.05 ○ <0.01,0.01(\)
未成熟えんどう 2 2 ○ 2

未成熟いんげん 0.8 2 ○ 0.8

えだまめ 0.7 1 ○ 0.12,0.26(\)

zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Aマッシュルーム 0.6 0.6 0.6
しいたけ 0.6 0.6 0.6
その他のきのこ類 0.6 0.6 0.6
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Aその他の野菜 20 20 ○ 20
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Aみかん 0.2
みかん（外果皮を含む。） 0.7 0.7
なつみかんの果実全体 0.7 0.7 0.7
レモン 0.7 0.7 0.7
オレンジ（ネーブルオレンジを含む。） 0.7 0.7 0.7
グレープフルーツ 0.7 0.7 0.7
ライム 0.7 0.7 0.7
その他のかんきつ類果実 0.7 0.7 0.7
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Aりんご 1 1 ○ 0.4 0.34,0.18(\)
日本なし 1 1 ○ 0.4 1.2 米国 【0.010～0.23(n=17)(米国りん

ご))】
西洋なし 1 1 ○ 0.4 1.2 米国 【日本なし参照】

マルメロ 1 1 0.4 1.2 米国 【日本なし参照】
びわ #REF! 0.4

びわ（果梗を除き、果皮及び種子を含む。） 0.4 #REF! 0.4

zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Aもも 0.4 ○

もも（果皮及び種子を含む。） 3 ○ 1 2.5 米国 【0.056～0.45(n=8)(米国おうと
う)】

ネクタリン 3 4 ○ 1 2.5 米国 【もも（果皮及び種子を含む。）
参照】

あんず（アプリコットを含む。） 3 4 ○ 1 2.5 米国 【もも（果皮及び種子を含む。）
参照】

すもも（プルーンを含む。） 3 4 ○ 1 2.5 米国 【もも（果皮及び種子を含む。）
参照】



農薬名 クロラントラニリプロール
（別紙3）

食品名
基準値

案
ppm

基準値
現行
ppm

登録
有無

国際
基準
ppm

作物残留試験成績等
ppm

参考基準値

国/地域
基準値

ppm

うめ 1 1 ○ 1

おうとう（チェリーを含む。） 3 1 ○ 1 2.5 米国 【もも（果皮及び種子を含む。）
参照】

zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Aいちご 1 1 ○ 1
ラズベリー 2 2 1 1.8 米国 【0.0902～0.513(n=6)(米国ラズ

ベリー)】

ブラックベリー 2 2 1 1.8 米国 【ラズベリー参照】

ブルーベリー 3 3 1 2.5 米国 【0.108～0.840(#)(n=11)(米
国)】

クランベリー 3 3 1 2.5 米国 【ブルーベリー参照】
ハックルベリー 3 3 1 2.5 米国 【ブルーベリー参照】
その他のベリー類果実 3 3 ○ 1 0.88,1.10(\)（ふさすぐり）
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Aぶどう 1 2 ○ 1 0.13,0.43(\)

かき 0.3 0.3 ○ 0.06,0.06(\)
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Aアボカド 0.5 0.5 0.3 0.5 ﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝﾄﾞ 【0.15,0.16(ニュージーランド)】
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Aその他の果実 1 1 1
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Aひまわりの種子 2 2 2
ごまの種子 0.3 0.3 ○ 0.3 米国 【0.006～0.34(#)(n=14)(米国綿

実)】※2

べにばなの種子 2 2 2.0 米国 【0.030～0.82(n=6)(米国ひまわ
りの種子)】

綿実 0.3 0.3 0.3

なたね 2 2 2

その他のオイルシード 0.3 0.3 0.3 米国 【ごまの種子参照】※2
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Aぎんなん 0.02 0.02 0.02
くり 0.02 0.02 0.02
ペカン 0.02 0.02 0.02
アーモンド 0.02 0.02 0.02
くるみ 0.02 0.02 0.02
その他のナッツ類 0.02 0.02 0.02
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A茶 80 50 ○ 80

コーヒー豆 0.4 0.4 0.05 0.4 米国 【0.098～0.205(n=4)(米国)】
カカオ豆 0.08 0.08 0.08 米国 ※3 【0.003-0.015(n=6)(米国ペカ

ン)】※4

ホップ 40 40 40
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Aその他のスパイス 90 90 90 米国 【17.6,24.3(#)(米国ディル(種

子))】

zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Aその他のハーブ 25 25 ○ 20 7.76,17.3(\)（しそ）
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #### #N/A #N/A牛の筋肉 0.2 0.2 0.2
豚の筋肉 0.2 0.2 0.2
その他の陸棲哺乳類に属する動物の筋肉 0.2 0.2 0.2
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A牛の脂肪 0.3 0.3 0.2 0.3 米国 ※3 推：0.12
豚の脂肪 0.3 0.3 0.2 0.3 米国 ※3 【牛の脂肪参照】
その他の陸棲哺乳類に属する動物の脂肪 0.3 0.3 0.2 0.3 米国 ※3 【牛の脂肪参照】
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A牛の肝臓 0.3 0.3 0.2 0.3 米国 ※3 推：0.10
豚の肝臓 0.3 0.3 0.2 0.3 米国 ※3 【牛の肝臓参照】
その他の陸棲哺乳類に属する動物の肝臓 0.3 0.3 0.2 0.3 米国 ※3 【牛の肝臓参照】
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A



農薬名 クロラントラニリプロール
（別紙3）

食品名
基準値

案
ppm

基準値
現行
ppm

登録
有無

国際
基準
ppm

作物残留試験成績等
ppm

参考基準値

国/地域
基準値

ppm

牛の腎臓 0.2 0.2 0.2
豚の腎臓 0.2 0.2 0.2
その他の陸棲哺乳類に属する動物の腎臓 0.2 0.2 0.2
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A牛の食用部分 0.2 0.2 0.2
豚の食用部分 0.2 0.2 0.2
その他の陸棲哺乳類に属する動物の食用部分 0.2 0.2 0.2
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A乳 0.05 0.05 0.05
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A鶏の筋肉 0.02 0.02 0.02
その他の家きんの筋肉 0.02 0.02 0.02
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A鶏の脂肪 0.08 0.08 0.08
その他の家きんの脂肪 0.08 0.08 0.08
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A鶏の肝臓 0.07 0.07 0.07
その他の家きんの肝臓 0.07 0.07 0.07
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A鶏の腎臓 0.07 0.07 0.07
その他の家きんの腎臓 0.07 0.07 0.07
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A鶏の食用部分 0.07 0.07 0.07
その他の家きんの食用部分 0.07 0.07 0.07
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A鶏の卵 0.2 0.2 0.2
その他の家きんの卵 0.2 0.2 0.2
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A魚介類 0.05 0.05 推：0.05
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Aはちみつ 0.05 0.05 ※5
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Aとうがらし（乾燥させたもの） 5 ※6
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A

○：既に、国内において登録等がされているもの
斜線：食品区分を別途新設すること等に伴い、削除した食品区分、もしくは加工食品につき基準値を設定しないもの

(\)：基準値設定の根拠とした作物残留試験成績（最大値）

※2）現行の基準値はIT（インポートトレランス）申請当時の米国分類に基づいた基準値を参照して設定したものであり、現在も米国におい
て基準値が設定されていることを考慮し、現行の基準値を維持することとする。なお、米国におけるごまの種子及びその他のオイルシード
が属するオイルシード類subgroup 20Aの基準値は2.0 ppmに変更されている。

※3）現行の基準値は、IT申請当時の米国の基準値を参照して設定したものであり、現在も米国において基準値が設定されていることを考
慮し、現行の基準値を維持することとする。なお、米国における牛の脂肪及び肝臓の基準値は0.5 ppmに変更されている。

※4）カカオ豆の基準値については、外皮を含まないものに適用するものとする。

※1）「米」の基準値について；
国際基準における「Rice」については、「籾米」に対する基準値であり、我が国における「玄米」に相当する食品への基準は設定されていな
い。ただし、2014年のJMPRによる評価において、精米への加工係数が0.11、米ぬかへの加工係数が1.7と設定されている。また、米の基準
値設定のための試験データから、精米と米ぬかの重量比が88％：12％と算出されたことから、「米（玄米）」の基準値として0.1 ppmを設定す
ることとした。

太枠：本基準（暫定基準以外の基準）を見直した基準値

(#)：適用の範囲内で試験が行われていない作物残留試験成績

推：推定される残留濃度

申：農薬の登録申請等に伴い基準値設定依頼がなされたもの

※6）加工食品である「とうがらし（乾燥させたもの）」について、国際基準が設定されているが、加工係数を用いて原材料中の濃度に換算し
た値が当該原材料の基準値案を超えないことから、基準値を設定しないこととする。なお、本物質について、JMPRの評価書はとうがらし（乾
燥させたもの）の加工係数を7と算出している。

※5）「食品中の農薬の残留基準設定の基本原則について」（令和元年7月30日農薬・動物用医薬品部会（令和5年3月31日一部改訂））の
別添3「はちみつ中の農薬等の基準設定の方法について」に基づき設定。



（別紙4）

食品名
基準値案
(ppm)

国民全体
(1歳以上)

EDI

幼小児
(1～6歳)

EDI

妊婦
EDI

高齢者
(65歳以上）

EDI

米（玄米をいう。） 0.1 0.03 4.9 2.6 3.2 5.4zzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
小麦 6 1.93 115.4 85.5 133.2 96.3
大麦 6 1.93 10.2 8.5 17.0 8.5
ライ麦 6 1.93 0.2 0.2 1.0 0.2
とうもろこし 0.05 0.01 0.0 0.1 0.1 0.0
そば 6 1.93 2.1 1.0 3.5 2.1
その他の穀類 6 1.93 0.4 0.2 0.2 0.6zzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
大豆 0.05 0.01 0.4 0.2 0.3 0.5
小豆類 0.7 0.37 0.9 0.3 0.3 1.4
えんどう 0.3 0.0305 0.0 0.0 0.0 0.0
そら豆 0.3 0.0305 0.0 0.0 0.0 0.0
らっかせい 0.06 0.01 0.0 0.0 0.0 0.0
その他の豆類 0.3 0.0305 0.0 0.0 0.0 0.0zzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
ばれいしょ 0.02 0.01 0.4 0.3 0.4 0.4
さといも類（やつがしらを含む。） 0.05 0.01 0.1 0.0 0.0 0.1
かんしょ 0.02 0.01 0.1 0.1 0.1 0.1
やまいも（長いもをいう。） 0.05 0.01 0.0 0.0 0.0 0.0
こんにゃくいも 0.02 0.01 0.0 0.0 0.0 0.0
その他のいも類 0.02 0.01 0.0 0.0 0.0 0.0zzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
てんさい 0.02 0.01 0.3 0.3 0.4 0.3
さとうきび 14 3.1 304.4 259.2 384.7 310.6zzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
だいこん類（ラディッシュを含む。）の根 0.5 0.055 1.8 0.6 1.1 2.5
だいこん類（ラディッシュを含む。）の葉 40 10.5 17.9 6.3 32.6 29.4
かぶ類の根 0.2 0.025 0.1 0.0 0.0 0.1
かぶ類の葉 20 7.3 2.2 0.7 0.7 4.4
西洋わさび 0.02 0.01 0.0 0.0 0.0 0.0
クレソン 20 7.3 0.7 0.7 0.7 0.7
はくさい 20 7.3 129.2 37.2 121.2 157.7
キャベツ 4 0.495 11.9 5.7 9.4 11.8
芽キャベツ 4 0.495 0.0 0.0 0.0 0.0
ケール 20 7.3 1.5 0.7 0.7 1.5
こまつな 20 7.3 36.5 13.1 46.7 46.7
きょうな 20 7.3 16.1 2.9 10.2 19.7
チンゲンサイ 20 7.3 13.1 5.1 13.1 13.9
カリフラワー 4 0.495 0.2 0.1 0.0 0.2
ブロッコリー 4 0.495 2.6 1.6 2.7 2.8
その他のあぶらな科野菜 20 7.3 24.8 4.4 5.8 35.0zzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
ごぼう 0.02 0.01 0.0 0.0 0.0 0.0
サルシフィー 0.02 0.01 0.0 0.0 0.0 0.0
アーティチョーク 2 0.56 0.1 0.1 0.1 0.1
チコリ 30 6.98 0.7 0.7 0.7 0.7
エンダイブ 30 6.98 0.7 0.7 0.7 0.7
しゅんぎく 20 7.3 11.0 2.2 19.0 18.3
レタス（サラダ菜及びちしゃを含む。） 30 6.98 67.0 30.7 79.6 64.2
その他のきく科野菜 30 6.98 10.5 0.7 4.2 18.1zzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
ねぎ（リーキを含む。） 3 0.717 6.7 2.7 4.9 7.7
にら 3 0.717 1.4 0.6 1.3 1.5
アスパラガス 0.1 0.02 0.0 0.0 0.0 0.1
その他のゆり科野菜 3 0.717 0.4 0.1 0.1 0.9zzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
にんじん 0.08 0.02 0.4 0.3 0.5 0.4
パースニップ 0.02 0.01 0.0 0.0 0.0 0.0
パセリ 15 6.41 0.6 0.6 0.6 1.3
セロリ 15 6.41 7.7 3.8 1.9 7.7
みつば 15 6.41 2.6 0.6 0.6 3.2
その他のせり科野菜 15 6.41 1.3 0.6 1.9 1.9zzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
トマト 0.6 0.066 2.1 1.3 2.1 2.4
ピーマン 1 0.28 1.3 0.6 2.1 1.4
なす 0.7 0.135 1.6 0.3 1.4 2.3
その他のなす科野菜 20 7.3 8.0 0.7 8.8 8.8zzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A

クロラントラニリプロールの推定摂取量 （単位：µg／人／日）
暴露評価に
用いた数値
（ppm)
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食品名
基準値案
(ppm)

国民全体
(1歳以上)

EDI

幼小児
(1～6歳)

EDI

妊婦
EDI

高齢者
(65歳以上）

EDI

クロラントラニリプロールの推定摂取量 （単位：µg／人／日）
暴露評価に
用いた数値
（ppm)

きゅうり（ガーキンを含む。） 0.3 0.065 1.3 0.6 0.9 1.7
かぼちゃ（スカッシュを含む。） 0.3 0.065 0.6 0.2 0.5 0.8
しろうり 0.3 0.065 0.0 0.0 0.0 0.1
すいか（果皮を含む。） 0.3 0.065 0.5 0.4 0.9 0.7
メロン類果実（果皮を含む。） 0.3 0.065 0.2 0.2 0.3 0.3
まくわうり（果皮を含む。） 0.3 0.065 0.0 0.0 0.0 0.0
その他のうり科野菜 20 7.3 19.7 8.8 4.4 24.8zzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
ほうれんそう 20 7.3 93.4 43.1 103.7 127.0
オクラ 0.7 0.21 0.3 0.2 0.3 0.4
しょうが 0.05 0.01 0.0 0.0 0.0 0.0
未成熟えんどう 2 0.545 0.9 0.3 0.1 1.3
未成熟いんげん 0.8 0.16 0.4 0.2 0.0 0.5
えだまめ 0.7 0.19 0.3 0.2 0.1 0.5zzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
マッシュルーム 0.6 0.066 0.0 0.0 0.1 0.0
しいたけ 0.6 0.066 0.4 0.2 0.2 0.5
その他のきのこ類 0.6 0.066 0.7 0.3 0.7 0.8zzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
その他の野菜 20 7.3 97.8 46.0 73.7 102.9zzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
みかん（外果皮を含む。） 0.7 0.06 1.1 1.0 0.0 1.6
なつみかんの果実全体 0.7 0.06 0.1 0.0 0.3 0.1
レモン 0.7 0.06 0.0 0.0 0.0 0.0
オレンジ（ネーブルオレンジを含む。） 0.7 0.06 0.4 0.9 0.8 0.3
グレープフルーツ 0.7 0.06 0.3 0.1 0.5 0.2
ライム 0.7 0.06 0.0 0.0 0.0 0.0
その他のかんきつ類果実 0.7 0.06 0.4 0.2 0.2 0.6zzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
りんご 1 0.26 6.3 8.0 4.9 8.4
日本なし 1 0.072 0.5 0.2 0.7 0.6
西洋なし 1 0.072 0.0 0.0 0.0 0.0
マルメロ 1 0.072 0.0 0.0 0.0 0.0
びわ（果梗を除き、果皮及び種子を含む。） 0.4 0.07 0.0 0.0 0.1 0.0zzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
もも（果皮及び種子を含む。） 3 0.195 0.7 0.7 1.0 0.9
ネクタリン 3 0.195 0.0 0.0 0.0 0.0
あんず（アプリコットを含む。） 3 0.195 0.0 0.0 0.0 0.1
すもも（プルーンを含む。） 3 0.195 0.2 0.1 0.1 0.2
うめ 1 0.2 0.3 0.1 0.1 0.4
おうとう（チェリーを含む。） 3 0.195 0.1 0.1 0.0 0.1zzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
いちご 1 0.119 0.6 0.9 0.6 0.7
ラズベリー 2 0.358 0.0 0.0 0.0 0.0
ブラックベリー 2 0.358 0.0 0.0 0.0 0.0
ブルーベリー 3 0.181 0.2 0.1 0.1 0.3
クランベリー 3 0.181 0.0 0.0 0.0 0.0
ハックルベリー 3 0.181 0.0 0.0 0.0 0.0
その他のベリー類果実 3 0.99 0.1 0.1 0.2 0.1zzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
ぶどう 1 0.28 2.4 2.3 5.7 2.5
かき 0.3 0.06 0.6 0.1 0.2 1.1zzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
アボカド 0.5 0.155 0.0 0.0 0.0 0.1zzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
その他の果実 1 0.119 0.1 0.0 0.1 0.2zzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
ひまわりの種子 2 0.185 0.0 0.0 0.0 0.0
ごまの種子 0.3 0.052 0.0 0.0 0.0 0.0
べにばなの種子 2 0.185 0.0 0.0 0.0 0.0
綿実 0.3 0.049 0.0 0.0 0.0 0.0
なたね 2 0.295 1.7 1.1 1.6 1.4
その他のオイルシード 0.3 0.052 0.0 0.0 0.0 0.0zzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
ぎんなん 0.02 0.01 0.0 0.0 0.0 0.0
くり 0.02 0.01 0.0 0.0 0.0 0.0
ペカン 0.02 0.01 0.0 0.0 0.0 0.0
アーモンド 0.02 0.01 0.0 0.0 0.0 0.0
くるみ 0.02 0.01 0.0 0.0 0.0 0.0
その他のナッツ類 0.02 0.01 0.0 0.0 0.0 0.0zzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
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食品名
基準値案
(ppm)

国民全体
(1歳以上)

EDI

幼小児
(1～6歳)

EDI

妊婦
EDI

高齢者
(65歳以上）

EDI

クロラントラニリプロールの推定摂取量 （単位：µg／人／日）
暴露評価に
用いた数値
（ppm)

茶 80 24.5 161.7 24.5 90.7 230.3
コーヒー豆 0.4 0.152 0.5 0.0 0.0 0.4
カカオ豆 0.08 0.008 0.0 0.0 0.0 0.0
ホップ 40 10.9 1.1 1.1 1.1 1.1zzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
その他のスパイス 90 20.95 2.1 2.1 2.1 4.2zzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
その他のハーブ 25 12.53 11.3 3.8 1.3 17.5zzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A

陸棲哺乳類の肉類 0.3 2.7 2.0 3.0 1.9

陸棲哺乳類の食用部分（肉類除く） 0.3 0.18 0.3 0.1 0.9 0.2zzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
陸棲哺乳類の乳類 0.05 0.006 1.6 2.0 2.2 1.3zzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
家きんの肉類 0.08 0.028 0.6 0.4 0.6 0.5zzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
家きんの卵類 0.2 0.099 4.1 3.3 4.8 3.8
魚介類 0.05 0.016 1.5 0.6 0.9 1.8zzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
はちみつ 0.05 ● 0.05 0.0 0.0 0.1 0.1zzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A

計 1243.4 642.4 1231.1 1439.9
ADI比（％） 1.5 2.6 1.4 1.7

米（玄米をいう。）の暴露評価には、国際基準における「Rice（籾米）」のSTMRから基準値と同様の手法で算出した数値

を用いた。

牛の脂肪及び肝臓のSTMRは、米国での肉牛における最大飼料由来負荷72.6 ppmを用いて算出した。

EDI：推定一日摂取量（Estimated Daily Intake)

筋肉 0.009
脂肪　0.2

●：個別の作物残留試験がないことから、暴露評価を行うにあたり基準値（案）の数値を用いた。

国際基準を参照したものについては、JMPRの評価に用いられた残留試験データを用いてEDI試算をした。

「陸棲哺乳類の肉類」については、EDI試算では、畜産物中の平均的な残留農薬濃度を用い、摂取量の筋肉及び脂肪の比
率をそれぞれ80％、20％として試算した。

「魚介類」については、摂取する魚介類を内水面（湖や河川）魚介類、海産魚介類及び遠洋魚介類に分け、それぞれ海
産魚介類での推定残留濃度を内水面魚介類の1/5、遠洋魚介類での推定残留濃度を0として算出した係数（0.31）を推定
残留濃度に乗じた値を用いてEDI試算した。

EDI試算法：作物残留試験成績の中央値（STMR)等×各食品の平均摂取量
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農林水産省から厚生労働省へ農薬登録申請に係る連絡及び基準

設定依頼(新規：水稲、りんご等) 

厚生労働大臣から食品安全委員会委員長あてに残留基準設定に

係る食品健康影響評価について要請 

インポートトレランス申請(ばれいしょ、ほうれんそう等) 

食品安全委員会委員長から厚生労働大臣あてに食品健康影響評

価について通知 

薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会農薬・動物用医薬品部会 

初回農薬登録 

残留基準告示 

 

農林水産省から厚生労働省へ適用拡大申請に係る連絡及び基準

設定依頼(適用拡大：だいこん、かぶ等) 

インポートトレランス申請(米、かんきつ類、魚介類等) 

厚生労働大臣から食品安全委員会委員長あてに残留基準設定に

係る食品健康影響評価について要請 

食品安全委員会委員長から厚生労働大臣あてに食品健康影響評

価について通知 

薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会農薬・動物用医薬品部会 

残留基準告示 

 

インポートトレランス申請(みかん、ラズベリー等) 

農林水産省から厚生労働省へ適用拡大申請に係る連絡及び基準

設定依頼(適用拡大：さといも、やまのいも等) 

厚生労働大臣から食品安全委員会委員長あてに残留基準設定に

係る食品健康影響評価について要請 

農林水産省から厚生労働省へ適用拡大申請に係る連絡及び基準

設定依頼(適用拡大：かんしょ) 

インポートトレランス申請(ひまわり(種子)、なたね等) 

食品安全委員会委員長から厚生労働大臣あてに食品健康影響評

価について通知 

薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会農薬・動物用医薬品部会 

残留基準告示 

 

農林水産省から厚生労働省へ農薬登録申請に係る連絡及び基準

値設定依頼(適用拡大：オクラ及びしょうが) 

厚生労働大臣から食品安全委員会委員長あてに残留基準設定に

係る食品健康影響評価について要請 

インポートトレランス申請(小麦、たまねぎ等) 

食品安全委員会委員長から厚生労働大臣あてに食品健康影響評

価について通知 
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薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会農薬・動物用医薬品部会 

残留基準告示 

 

農林水産省から厚生労働省へ農薬登録申請に係る連絡及び基準

値設定依頼(適用拡大：せり科葉菜類(パセリを除く)及びパセ

リ) 

厚生労働大臣から食品安全委員会委員長あてに残留基準設定に

係る食品健康影響評価について要請 

食品安全委員会委員長から厚生労働大臣あてに食品健康影響評

価について通知 

薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会農薬・動物用医薬品部会 

残留基準告示 

 

薬事・食品衛生審議会への諮問（基本原則の一部改訂に伴う残

留基準設定） 

厚生労働大臣から食品安全委員会委員長あてに残留基準設定に

係る食品健康影響評価について要請 

食品安全委員会委員長から厚生労働大臣あてに食品健康影響評

価について通知 

薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会農薬・動物用医薬品部会 

残留基準告示 

 

農林水産省から消費者庁へ農薬登録申請に係る連絡及び基準設

定依頼（適用拡大：レタス類） 

食品衛生基準審議会へ諮問 

食品衛生基準審議会農薬・動物用医薬品部会  
 

 



● 食品衛生基準審議会農薬・動物用医薬品部会 

[委員] 

 大山  和俊  一般財団法人残留農薬研究所業務執行理事・化学部長 

○折戸  謙介    学校法人麻布獣医学園理事（兼）麻布大学獣医学部教授 

  加藤   くみ子  北里大学薬学部教授 

  近藤  麻子    日本生活協同組合連合会組織推進本部本部長 

  須恵   雅之  東京農業大学応用生物科学部教授 

 瀧本  秀美  国立研究開発法人医薬基盤・健康・栄養研究所理事 

  田口  貴章  国立医薬品食品衛生研究所食品部第一室長 

◎堤   智昭  国立医薬品食品衛生研究所食品部長 

 中島   美紀  金沢大学ナノ生命科学研究所（薬学系兼任）教授 

  野田   隆志  一般社団法人日本植物防疫協会技術顧問 

（◎：部会長、○：部会長代理） 



答申（案） 

クロラントラニリプロール

食品名 残留基準値

ppm
zzz #N/A米（玄米をいう。） 0.1

#N/A#N/A小麦 6

大麦 6

ライ麦 6

とうもろこし 0.05

そば 6

その他の穀類注1） 6

#N/A#N/A大豆 0.05

小豆類注2） 0.7

えんどう 0.3

そら豆 0.3

らっかせい 0.06

その他の豆類注3） 0.3

#N/A#N/Aばれいしょ 0.02

さといも類（やつがしらを含む。） 0.05

かんしょ 0.02

やまいも（長いもをいう。） 0.05

こんにゃくいも 0.02

その他のいも類注4） 0.02

#N/A#N/Aてんさい 0.02

さとうきび 14

#N/A#N/Aだいこん類（ラディッシュを含む。）の根 0.5

だいこん類（ラディッシュを含む。）の葉 40

かぶ類の根 0.2

かぶ類の葉 20

西洋わさび 0.02

クレソン 20

はくさい 20

クロラントラニリプロールについては、以下のとおり食品中の農薬の残留基準を設定するこ
とが適当である。

今回残留基準を設定する「クロラントラニリプロール」の規制対象は、クロラントラニリプ
ロールとする。



食品名 残留基準値

ppm
zzz #N/Aキャベツ 4

芽キャベツ 4

ケール 20

こまつな 20

きょうな 20

チンゲンサイ 20

カリフラワー 4

ブロッコリー 4

その他のあぶらな科野菜注5） 20

#N/A#N/Aごぼう 0.02

サルシフィー 0.02

アーティチョーク 2

チコリ 30

エンダイブ 30

しゅんぎく 20

レタス（サラダ菜及びちしゃを含む。） 30

その他のきく科野菜注6） 30

#N/A#N/Aねぎ（リーキを含む。） 3

にら 3

アスパラガス 0.1

その他のゆり科野菜注7） 3

#N/A#N/Aにんじん 0.08

パースニップ 0.02

パセリ 15

セロリ 15

みつば 15

その他のせり科野菜注8） 15

#N/A#N/Aトマト 0.6

ピーマン 1

なす 0.7

その他のなす科野菜注9） 20

#N/A#N/Aきゅうり（ガーキンを含む。） 0.3

かぼちゃ（スカッシュを含む。） 0.3

しろうり 0.3

すいか（果皮を含む。） 0.3

メロン類果実（果皮を含む。） 0.3

まくわうり（果皮を含む。） 0.3



食品名 残留基準値

ppm
zzz #N/Aその他のうり科野菜注10） 20

#N/A#N/Aほうれんそう 20

オクラ 0.7

しょうが 0.05

未成熟えんどう 2

未成熟いんげん 0.8

えだまめ 0.7

#N/A#N/Aマッシュルーム 0.6

しいたけ 0.6

その他のきのこ類注11） 0.6

#N/A#N/Aその他の野菜注12） 20

#N/A#N/Aみかん（外果皮を含む。） 0.7

なつみかんの果実全体 0.7

レモン 0.7

オレンジ（ネーブルオレンジを含む。） 0.7

グレープフルーツ 0.7

ライム 0.7

その他のかんきつ類果実注13） 0.7

#N/A#N/Aりんご 1

日本なし 1

西洋なし 1

マルメロ 1

びわ（果梗を除き、果皮及び種子を含む。） 0.4
#N/A#N/Aもも（果皮及び種子を含む。） 3

ネクタリン 3

あんず（アプリコットを含む。） 3

すもも（プルーンを含む。） 3

うめ 1

おうとう（チェリーを含む。） 3
#N/A#N/Aいちご 1

ラズベリー 2

ブラックベリー 2

ブルーベリー 3

クランベリー 3

ハックルベリー 3

その他のベリー類果実注14） 3
#N/A#N/A



食品名 残留基準値

ppm
zzz #N/Aぶどう 1

かき 0.3
#N/Aアボカド 0.5
#N/A#N/Aその他の果実注15） 1
#N/A#N/Aひまわりの種子 2

ごまの種子 0.3

べにばなの種子 2

綿実 0.3

なたね 2

その他のオイルシード注16） 0.3
#N/A#N/Aぎんなん 0.02

くり 0.02

ペカン 0.02

アーモンド 0.02

くるみ 0.02

その他のナッツ類注17） 0.02
#N/A#N/A茶 80

コーヒー豆 0.4

カカオ豆 0.08

ホップ 40
zzz #N/Azzz #N/Aその他のスパイス注18） 90
zzz #N/Azzz #N/Aその他のハーブ注19） 25
zzz #N/Azzz #N/A牛の筋肉 0.2

豚の筋肉 0.2

その他の陸棲哺乳類に属する動物注20）の筋肉 0.2
#N/A#N/A牛の脂肪 0.3

豚の脂肪 0.3

その他の陸棲哺乳類に属する動物の脂肪 0.3
zzz #N/Azzz #N/A牛の肝臓 0.3

豚の肝臓 0.3

その他の陸棲哺乳類に属する動物の肝臓 0.3

#N/A#N/A牛の腎臓 0.2

豚の腎臓 0.2

その他の陸棲哺乳類に属する動物の腎臓 0.2

#N/A#N/A牛の食用部分注21） 0.2

豚の食用部分 0.2

その他の陸棲哺乳類に属する動物の食用部分 0.2
zzz #N/Azzz #N/A



食品名 残留基準値

ppm
zzz #N/A乳 0.05
zzz #N/Azzz #N/A鶏の筋肉 0.02

その他の家きん注22）の筋肉 0.02

#N/A#N/A鶏の脂肪 0.08

その他の家きんの脂肪 0.08

#N/A#N/A鶏の肝臓 0.07

その他の家きんの肝臓 0.07

#N/A#N/A鶏の腎臓 0.07

その他の家きんの腎臓 0.07

#N/A#N/A鶏の食用部分 0.07

その他の家きんの食用部分 0.07
zzz #N/Azzz #N/A鶏の卵 0.2

その他の家きんの卵 0.2
zzz #N/Azzz #N/A魚介類 0.05
zzz #N/Azzz #N/Aはちみつ 0.05

#N/A #N/A



注4）「その他のいも類」とは、いも類のうち、ばれいしょ、さといも類（やつがしらを含
む。）、かんしょ、やまいも（長いもをいう。）及びこんにゃくいも以外のものをいう。

注1）「その他の穀類」とは、穀類のうち、米（玄米をいう。）、小麦、大麦、ライ麦、とう
もろこし及びそば以外のものをいう。

注2）「小豆類」には、いんげん、ささげ、サルタニ豆、サルタピア豆、バター豆、ペギア
豆、ホワイト豆、ライマ豆及びレンズ豆を含む。

注3）「その他の豆類」とは、豆類のうち、大豆、小豆類、えんどう、そら豆、らっかせい及
びスパイス以外のものをいう。

注16）「その他のオイルシード」とは、オイルシードのうち、ひまわりの種子、ごまの種
子、べにばなの種子、綿実、なたね及びスパイス以外のものをいう。

注5）「その他のあぶらな科野菜」とは、あぶらな科野菜のうち、だいこん類（ラディッシュ
を含む。）の根、だいこん類（ラディッシュを含む。）の葉、かぶ類の根、かぶ類の葉、西
洋わさび、クレソン、はくさい、キャベツ、芽キャベツ、ケール、こまつな、きょうな、チ
ンゲンサイ、カリフラワー、ブロッコリー及びハーブ以外のものをいう。

注6）「その他のきく科野菜」とは、きく科野菜のうち、ごぼう、サルシフィー、アーティ
チョーク、チコリ、エンダイブ、しゅんぎく、レタス（サラダ菜及びちしゃを含む。）及び
ハーブ以外のものをいう。

注7）「その他のゆり科野菜」とは、ゆり科野菜のうち、たまねぎ、ねぎ（リーキを含
む。）、にんにく、にら、アスパラガス、わけぎ及びハーブ以外のものをいう。

注8）「その他のせり科野菜」とは、せり科野菜のうち、にんじん、パースニップ、パセリ、
セロリ、みつば、スパイス及びハーブ以外のものをいう。

注9）「その他のなす科野菜」とは、なす科野菜のうち、トマト、ピーマン及びなす以外のも
のをいう。

注10）「その他のうり科野菜」とは、うり科野菜のうち、きゅうり（ガーキンを含む。）、
かぼちゃ（スカッシュを含む。）、しろうり、すいか、メロン類果実及びまくわうり以外の
ものをいう。

注11）「その他のきのこ類」とは、きのこ類のうち、マッシュルーム及びしいたけ以外のも
のをいう。

注12）「その他の野菜」とは、野菜のうち、いも類、てんさい、さとうきび、あぶらな科野
菜、きく科野菜、ゆり科野菜、せり科野菜、なす科野菜、うり科野菜、ほうれんそう、たけ
のこ、オクラ、しょうが、未成熟えんどう、未成熟いんげん、えだまめ、きのこ類、スパイ
ス及びハーブ以外のものをいう。

注13）「その他のかんきつ類果実」とは、かんきつ類果実のうち、みかん、なつみかん、な
つみかんの外果皮、なつみかんの果実全体、レモン、オレンジ（ネーブルオレンジを含
む。）、グレープフルーツ、ライム及びスパイス以外のものをいう。

注14）「その他のベリー類果実」とは、ベリー類果実のうち、いちご、ラズベリー、ブラッ
クベリー、ブルーベリー、クランベリー及びハックルベリー以外のものをいう。

注15）「その他の果実」とは、果実のうち、かんきつ類果実、りんご、日本なし、西洋な
し、マルメロ、びわ、もも、ネクタリン、あんず（アプリコットを含む。）、すもも（プ
ルーンを含む。）、うめ、おうとう（チェリーを含む。）、ベリー類果実、ぶどう、かき、
バナナ、キウィー、パパイヤ、アボカド、パイナップル、グアバ、マンゴー、パッションフ
ルーツ、なつめやし及びスパイス以外のものをいう。

注17）「その他のナッツ類」とは、ナッツ類のうち、ぎんなん、くり、ペカン、アーモンド
及びくるみ以外のものをいう。



注18）「その他のスパイス」とは、スパイスのうち、西洋わさび、わさびの根茎、にんに
く、とうがらし、パプリカ、しょうが、レモンの果皮、オレンジ（ネーブルオレンジを含
む。）の果皮、ゆずの果皮及びごまの種子以外のものをいう。

注19）「その他のハーブ」とは、ハーブのうち、クレソン、にら、パセリの茎、パセリの
葉、セロリの茎及びセロリの葉以外のものをいう。

注20）「その他の陸棲哺乳類に属する動物」とは、陸棲哺乳類に属する動物のうち、牛及び
豚以外のものをいう。

注21）「食用部分」とは、食用に供される部分のうち、筋肉、脂肪、肝臓及び腎臓以外の部
分をいう。

注22）「その他の家きん」とは、家きんのうち、鶏以外のものをいう。



平成 29 年９月７日開催部会 

クロラントラニリプロール 

 
今般の残留基準の検討については、農薬取締法に基づく適用拡大申請に伴う基準値設定依

頼及び畜産物への基準値設定依頼が農林水産省からなされたことに伴い、食品安全委員会に

おいて食品健康影響評価がなされたことを踏まえ、農薬･動物用医薬品部会において審議を

行い、以下の報告を取りまとめるものである。 

 

１．概要 

（１）品目名：クロラントラニリプロール[ Chlorantraniliprole(ISO) ] 

 

（２）用 途：殺虫剤 

アントラニリックジアミド系殺虫剤である。昆虫の筋小胞体膜のカルシウムチャネル

(リアノジン受容体)に作用してカルシウムイオンを放出させ、筋収縮を起こすことによ

り殺虫効果を示すと考えられている。 

 

（３）化学名及び CAS 番号 

3-Bromo-N-[4-chloro-2-methyl-6-(methylcarbamoyl)phenyl]-1- 

(3-chloropyridin-2-yl)-1H-pyrazole-5-carboxamide (IUPAC) 

1H-Pyrazole-5-carboxamide, 3-bromo-N-[4-chloro-2-methyl-6- 

[(methylamino)carbonyl]phenyl]-1-(3-chloro-2-pyridinyl)- 

 (CAS：No. 500008-45-7) 

 

（４）構造式及び物性 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

分 子 式 C18H14BrCl2N5O2 

分 子 量 483.14 

水溶解度 1.023 mg/L (20℃) 

分配係数 log10Pow ＝ 2.76 (20℃) 

 添付資料１



２．適用の範囲及び使用方法

本剤の適用の範囲及び使用方法は以下のとおり。

作物名及び適用病害虫名となっているものについては、今回農薬取締法（昭和 23 年法

律第 82 号）に基づく適用拡大申請がなされたものを示している。

（１）国内での使用方法

① 5.0%クロラントラニリプロールフロアブル

作物名
適用

病害虫名
希釈
倍数

使用
液量

使用
時期

本剤の
使用
回数

使用
方法

ｸﾛﾗﾝﾄﾗﾆﾘﾌﾟﾛｰﾙ
を含む農薬の
総使用回数

ｷｬﾍﾞﾂ

ｺﾅｶﾞ
ｱｵﾑｼ
ﾖﾄｳﾑｼ
ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ

ﾊｲﾏﾀﾞﾗﾉﾒｲｶﾞ
ﾈｷﾘﾑｼ類
ｶﾌﾞﾗﾊﾊﾞﾁ

100倍

ｾﾙ成型育苗ﾄﾚｲ
1箱又は

ﾍﾟｰﾊﾟｰﾎﾟｯﾄ1冊
(約30×60 cm、

使用土壌
約1.5～4 L)
当たり0.5 L

育苗期
後半
～定植
当日

1回 灌注

4回以内
(定植時までの
処理は1回以内、
散布は3回以内)

ｺﾅｶﾞ
ｱｵﾑｼ

ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ
ﾊｲﾏﾀﾞﾗﾉﾒｲｶﾞ

ｳﾜﾊﾞ類

500倍
苗地床

1 m2当たり2 L

ｺﾅｶﾞ
ｱｵﾑｼ
ﾖﾄｳﾑｼ
ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ

ﾊｲﾏﾀﾞﾗﾉﾒｲｶﾞ
ｳﾜﾊﾞ類
ｵｵﾀﾊﾞｺｶﾞ

2000倍 100～300 L/10 a
収穫前
日
まで

3回以内 散布

はくさい

ｺﾅｶﾞ
ｱｵﾑｼ
ﾖﾄｳﾑｼ

ﾊｲﾏﾀﾞﾗﾉﾒｲｶﾞ
ｶﾌﾞﾗﾊﾊﾞﾁ

100倍

ｾﾙ成型育苗ﾄﾚｲ
1箱又は

ﾍﾟｰﾊﾟｰﾎﾟｯﾄ1冊
(約30×60 cm、

使用土壌
約1.5～4L)
当たり0.5 L

育苗期
後半
～定植
当日

1回 灌注

ｺﾅｶﾞ
ｱｵﾑｼ
ﾖﾄｳﾑｼ
ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ

ﾊｲﾏﾀﾞﾗﾉﾒｲｶﾞ
ｶﾌﾞﾗﾊﾊﾞﾁ 2000倍 100～300 L/10 a

収穫
前日
まで

3回以内

散布

かぶ

ｺﾅｶﾞ

3回以内

非結球あぶら
な科葉菜類
(ﾀｱｻｲを除く)

2回以内 2回以内



① 5.0%クロラントラニリプロールフロアブル（つづき）

作物名
適用

病害虫名
希釈
倍数

使用
液量

使用
時期

本剤の
使用
回数

使用
方法

ｸﾛﾗﾝﾄﾗﾆﾘﾌﾟﾛｰﾙ
を含む農薬の
総使用回数

ﾀｱｻｲ

ｺﾅｶﾞ 2000倍 100～300 L/10 a
収穫
前日
まで

2回以内 散布 3回以内
(灌注は1回以内、
散布は2回以内)

ｵｵﾀﾊﾞｺｶﾞ

100倍

ｾﾙ成型育苗ﾄﾚｲ
1箱又は

ﾍﾟｰﾊﾟｰﾎﾟｯﾄ1冊
(約30×60 cm、

使用土壌
約1.5～4 L)
当たり0.5 L

育苗期
後半
～定植
当日

1回 灌注

あすっこ ｱｵﾑｼ 1回

だいこん
ｺﾅｶﾞ
ｱｵﾑｼ
ﾖﾄｳﾑｼ

ﾊｲﾏﾀﾞﾗﾉﾒｲｶﾞ
ｶﾌﾞﾗﾊﾊﾞﾁ
ﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ類

2000倍 100～300 L/10 a
収穫
前日
まで

3回以内

散布

3回以内

はつか
だいこん

1回 1回

ｶﾘﾌﾗﾜｰ
ｺﾅｶﾞ
ｱｵﾑｼ

ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ

3回以内 4回以内

(灌注は1回以

内、散布は3回以

内)

100倍

ｾﾙ成型育苗ﾄﾚｲ
1箱又は

ﾍﾟｰﾊﾟｰﾎﾟｯﾄ1冊
(約30×60 cm、

使用土壌
約1.5～4 L)
当たり0.5 L

育苗期
後半
～定植
当日

1回 灌注

ﾌﾞﾛｯｺﾘｰ

4回以内

(定植時までの

処理は1回以内、

散布は3回以内)

ｺﾅｶﾞ
ｱｵﾑｼ

ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ
ﾊｲﾏﾀﾞﾗﾉﾒｲｶﾞ

2000倍 100～300 L/10 a
収穫
前日
まで

3回以内 散布

はなっこりー ｱｵﾑｼ

100倍

ｾﾙ成型育苗ﾄﾚｲ
1箱又は

ﾍﾟｰﾊﾟｰﾎﾟｯﾄ1冊
(約30×60 cm、

使用土壌
約1.5～4 L)
当たり0.5 L

育苗期
後半
～定植
当日

1回 灌注 3回以内

(灌注は1回以

内、散布は2回以

内)

2000倍 100～300 L/10 a
収穫
前日
まで

2回以内 散布



① 5.0%クロラントラニリプロールフロアブル（つづき）

作物名
適用

病害虫名
希釈
倍数

使用
液量

使用
時期

本剤の
使用
回数

使用
方法

ｸﾛﾗﾝﾄﾗﾆﾘﾌﾟﾛｰﾙ
を含む農薬の
総使用回数

ﾚﾀｽ

ﾖﾄｳﾑｼ
ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ
ｵｵﾀﾊﾞｺｶﾞ

2000倍

100～300 L/10 a
収穫
前日
まで

3回以内 散布 4回以内
(定植時までの
処理は1回以内、
散布は3回以内)

ﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ類
1000～
2000倍

ﾖﾄｳﾑｼ
ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ
ｵｵﾀﾊﾞｺｶﾞ
ﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ類
ﾈｷﾘﾑｼ類

ﾋﾒﾌﾀﾃﾝﾖｺﾊﾞｲ

100倍

ｾﾙ成型育苗ﾄﾚｲ
1箱又は

ﾍﾟｰﾊﾟｰﾎﾟｯﾄ1冊
(約30×60 cm、

使用土壌
約1.5～4 L)
当たり0.5 L

育苗期
後半
～定植
当日

1回 灌注

非結球
ﾚﾀｽ

4回以内
(灌注は1回以

内、散布は3回以
内)

ﾖﾄｳﾑｼ
ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ
ｵｵﾀﾊﾞｺｶﾞ
ﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ類

2000倍

100～300 L/10 a
収穫
前日
まで

3回以内 散布

ﾄﾏﾄ

ﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ類
1000～
2000倍

4回以内
(定植時までの
処理は1回以内、
散布は3回以内)

ｵｵﾀﾊﾞｺｶﾞ 2000倍

ﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ類
ｺﾅｼﾞﾗﾐ類

100倍 1株当たり25 mL

育苗期
後半
～定植
当日

1回 灌注
200倍 1株当たり50 mL

ﾐﾆﾄﾏﾄ

100倍 1株当たり25 mL

4回以内
(灌注は1回以

内、
散布は3回以内)

200倍 1株当たり50 mL

ﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ類
ｵｵﾀﾊﾞｺｶﾞ

2000倍 100～300 L/10 a
収穫
前日
まで

3回以内 散布

なす

ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ
ﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ類
ﾈｷﾘﾑｼ類

100倍 1株当たり25 mL
育苗期
後半
～定植
当日

1回 灌注
3回以内

(定植時までの
処理は1回以内、
散布は2回以内)

ﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ類

200倍 1株当たり50 mL

1000～
2000倍

100～300 L/10 a
収穫
前日
まで

2回以内

散布
ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ
ｵｵﾀﾊﾞｺｶﾞ

2000倍

とうがらし類
1000～
2000倍

3回以内 3回以内

ﾋﾟｰﾏﾝ

2回以内
3回以内

(灌注は1回以
内、

散布は2回以内)
ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ
ｺﾅｼﾞﾗﾐ類

100倍 1株当たり25 mL

育苗期
後半
～定植
当日

1回 灌注



① 5.0%クロラントラニリプロールフロアブル（つづき）

作物名
適用

病害虫名
希釈
倍数

使用
液量

使用
時期

本剤の
使用
回数

使用
方法

ｸﾛﾗﾝﾄﾗﾆﾘﾌﾟﾛｰﾙ
を含む農薬の
総使用回数

きゅうり
ﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ類

100～
200倍

1株当たり25 mL
育苗期
後半
～定植
当日

1回 灌注
4回以内

(定植時までの
処理は1回以内、
散布は3回以内)

200倍 1株当たり50 mL

1000～
2000倍

100～300 L/10 a

収穫
前日
まで

3回以内

散布

ｳﾘﾉﾒｲｶﾞ 2000倍

ｽﾞｯｷｰﾆ ﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ類 1000倍

3回以内
ﾒﾛﾝ

すいか
ｵｵﾀﾊﾞｺｶﾞ
ﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ類

2000倍

とうがん

ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳいちご 2回以内 2回以内

ﾊﾟｾﾘ

収穫
7日前
まで

1回 1回

ﾖﾄｳﾑｼ

せり科葉菜類
(ﾊﾟｾﾘを除く)

ﾖﾄｳﾑｼ

らっきょう ﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ類
収穫
3日前
まで

3回以内

3回以内

ねぎ

ｼﾛｲﾁﾓｼﾞﾖﾄｳ
ﾈｷﾞｺｶﾞ

ﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ類

4回以内
(灌注は1回以内、
散布は3回以内)

ﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ類 100倍

ｾﾙ成型育苗ﾄﾚｲ1
箱又は

ﾍﾟｰﾊﾟｰﾎﾟｯﾄ1冊
(約30×60 cm、

使用土壌
約1.5～4 L)
当たり0.5 L

育苗期
後半
～定植
当日

1回 灌注

えだまめ

ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ
ﾏﾒｼﾝｸｲｶﾞ
ｳｺﾝﾉﾒｲｶﾞ

4000倍 100～300 L/10 a

収穫
3日前
まで

3回以内

散布

3回以内

だいず
収穫7
日前ま
で

2回以内 2回以内
16～32
倍

0.8 L/10 a

無人
ﾍﾘｺ
ﾌﾟﾀｰ
に
よる
散布



① 5.0%クロラントラニリプロールフロアブル（つづき）

作物名
適用

病害虫名
希釈
倍数

使用
液量

使用
時期

本剤の
使用
回数

使用
方法

ｸﾛﾗﾝﾄﾗﾆﾘﾌﾟﾛｰﾙ
を含む農薬の
総使用回数

未成熟
そらまめ

ﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ類
1000～
2000倍

100～300 L/10 a

収穫
前日
まで

3回以内

散布

3回以内さやいんげん
実えんどう
さやえんどう

ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ
ﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ類

2000倍

ｱﾏﾗﾝｻｽ
(茎葉)

ｼﾛｵﾋﾞﾉﾒｲｶﾞ

なばな
ｱｵﾑｼ

ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ

4回以内
(灌注は1回以内、
散布は3回以内)

やまのいも
ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ
ﾅｶﾞｲﾓｺｶﾞ

3回以内
かんしょ

ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ
2000～
4000倍

ﾅｶｼﾞﾛｼﾀﾊﾞ 4000倍

さといも
ｱｽﾊﾟﾗｶﾞｽ

ほうれんそう

ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ

2000倍

ﾓﾛﾍｲﾔ 2回以内 2回以内

ﾊﾞｼﾞﾙ
しそ

3回以内 3回以内
えごま(葉)

ふき 収穫
3日前
までｸﾚｿﾝ

(土耕栽培)
ｺﾅｶﾞ

ごま ｵｵﾀﾊﾞｺｶﾞ
収穫
14日前
まで

2回以内 2回以内

とうもろ
こし

ｱﾜﾉﾒｲｶﾞ
ｵｵﾀﾊﾞｺｶﾞ

収穫
前日
まで

3回以内 3回以内ｵｸﾗ
ｵｵﾀﾊﾞｺｶﾞ
ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ

しょうが ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ



② 10.0%クロラントラニリプロールフロアブル

作物名 適用病害虫名
希釈倍

数
使用液量 使用時期

本剤の

使用回

数

使用

方法

ｸﾛﾗﾝﾄﾗﾆﾘﾌﾟﾛｰ

ﾙを含む農薬

の総使用回数

りんご

ｼﾝｸｲﾑｼ類

ﾊﾏｷﾑｼ類

ｹﾑｼ類

ｷﾝﾓﾝﾎｿｶﾞ

ｷﾞﾝﾓﾝﾊﾓｸﾞﾘｶﾞ

ﾋﾒﾎﾞｸﾄｳ

2500～

5000 倍

200～700

L/10 a

収穫前日

まで

3 回

以内

散布

3 回以内

ﾖﾓｷﾞｴﾀﾞｼｬｸ 5000 倍

なし

ｹﾑｼ類

ｼﾝｸｲﾑｼ類

2500～

5000 倍

ﾊﾏｷﾑｼ類

ﾋﾒﾎﾞｸﾄｳ
5000 倍

かき

ﾊﾏｷﾑｼ類

ｹﾑｼ類

ﾋﾛﾍﾘｱｵｲﾗｶﾞ

ｶｷﾉﾍﾀﾑｼｶﾞ

ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ

ﾌﾀﾓﾝﾏﾀﾞﾗﾒｲｶﾞ

5000 倍

ぶどう

ﾊﾏｷﾑｼ類

ｹﾑｼ類

ﾓﾝｷｸﾛﾉﾒｲｶﾞ

ｸﾋﾞｱｶｽｶｼﾊﾞ

5000 倍

おうとう

ﾊﾏｷﾑｼ類

ｹﾑｼ類

2500～

5000 倍

ｵｳﾄｳｼｮｳｼﾞｮｳﾊﾞｴ 2500 倍

ｺｽｶｼﾊﾞ 5000 倍

うめ

ｹﾑｼ類
2500～

5000 倍
収穫 14日

前までﾊﾏｷﾑｼ類 2500 倍

ﾉｺﾒﾄｶﾞﾘｷﾘｶﾞ 5000 倍

すもも

ｼﾝｸｲﾑｼ類 2500 倍

収穫 3日

前までｹﾑｼ類

ﾊﾏｷﾑｼ類

2500～

5000 倍

あんず 2500 倍

もも ｼﾝｸｲﾑｼ類

ﾊﾏｷﾑｼ類

ﾓﾓﾊﾓｸﾞﾘｶﾞ

5000 倍

収穫前日

まで 2 回

以内
2 回以内

ﾈｸﾀﾘﾝ
収穫 3日

前まで



② 10.0%クロラントラニリプロールフロアブル（つづき）

作物名 適用病害虫名
希釈倍

数
使用液量 使用時期

本剤の

使用回

数

使用

方法

ｸﾛﾗﾝﾄﾗﾆﾘﾌﾟﾛｰ

ﾙを含む農薬

の総使用回数

さとう

きび
ｲﾈﾖﾄｳ 5000 倍

100～300

L/10 a

収穫 30日

前まで

3 回

以内
散布

4 回以内(粒剤

は 1 回以内、

水和剤は 3回

以内)

茶

ﾁｬﾉｺｶｸﾓﾝﾊﾏｷ

ﾁｬﾊﾏｷ

ﾖﾓｷﾞｴﾀﾞｼｬｸ

2000 倍

200～400

L/10 a

摘採 3日

前まで
1 回 散布 1 回

ﾁｬﾉﾎｿｶﾞ
2000～

4000 倍

ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ 4000 倍

③ 1.0%クロラントラニリプロール粒剤

作物名
適用病害

虫名
使用量 使用時期

本剤の

使用回数
使用方法

ｸﾛﾗﾝﾄﾗﾆﾘﾌﾟﾛｰﾙ

を含む農薬の

総使用回数

稲

(箱育苗)
ｺﾌﾞﾉﾒｲｶﾞ

育苗箱

(30×60×3 cm、

使用土壌約5 L)

1箱当たり50 g

移植当日 1回

育苗箱の上

から均一に

散布する

1回

④ 0.75%クロラントラニリプロール粒剤

作物名 適用病害虫名 使用量
使用

時期

本剤の

使用

回数

使用方法

ｸﾛﾗﾝﾄﾗﾆﾘﾌﾟﾛｰﾙ

を含む農薬の

総使用回数

稲

(箱育苗)

ﾂﾏｸﾞﾛﾖｺﾊﾞｲ

ｲﾈﾋﾒﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ

育苗箱(30×60×3

cm､使用土壌約 5

L)1 箱当たり 50 g

移植

当日

1 回

育苗箱の

上から均

一に散布

する
1 回

ﾆｶﾒｲﾁｭｳ

ｺﾌﾞﾉﾒｲｶﾞ

ﾌﾀｵﾋﾞｺﾔｶﾞ

ｲﾈﾂﾄﾑｼ

ｲﾈﾄﾞﾛｵｲﾑｼ

ｲﾈﾐｽﾞｿﾞｳﾑｼ

育苗箱(30×60×3

cm､使用土壌約 5

L)1 箱当たり 50 g

は種時

覆土前

～移植

当日

育苗箱(30×60×3

cm､使用土壌約 5

L)1 箱当たり 50 g

は種前

育苗箱の

床土に均

一に混和

する



⑤ 0.50%クロラントラニリプロール粒剤

作物名 適用病害虫名 使用量
使用

時期

本剤の

使用

回数

使用方法

ｸﾛﾗﾝﾄﾗﾆﾘﾌﾟﾛｰ

ﾙを含む農薬

の総使用回数

ｷｬﾍﾞﾂ

ｺﾅｶﾞ

ﾊｲﾏﾀﾞﾗﾉﾒｲｶﾞ

ｱｵﾑｼ

ｾﾙ成型育苗ﾄﾚｲ1箱

又はﾍﾟｰﾊﾟｰﾎﾟｯﾄ1

冊(約30×60 cm、

使用土壌約1.5～4

L)当たり50 g

育苗期

後半

～定植

当日

1回

本剤の所定量

をｾﾙ成型育苗

ﾄﾚｲ又はﾍﾟｰﾊﾟ

ｰﾎﾟｯﾄの上か

ら均一に散布

する

4回以内

(定植時まで

の処理は1回

以内、散布は

3回以内)

1 g/株

育苗期

後半～

定植時

株元散布

はくさい

ﾌﾞﾛｯｺﾘｰ

ｺﾅｶﾞ

ﾊｲﾏﾀﾞﾗﾉﾒｲｶﾞ

ｾﾙ成型育苗ﾄﾚｲ1箱

又はﾍﾟｰﾊﾟｰﾎﾟｯﾄ1

冊(約30×60 cm、

使用土壌約1.5～4

L)当たり50 g

育苗期

後半～

定植当

日

本剤の所定量

をｾﾙ成型育苗

ﾄﾚｲ又はﾍﾟｰﾊﾟ

ｰﾎﾟｯﾄの上か

ら均一に散布

する

4回以内

(定植時まで

の処理は1回

以内、散布は

3回以内)

1 g/株

育苗期

後半～

定植時

株元散布
ｱｵﾑｼ

ﾚﾀｽ
ﾅﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ

ｾﾙ成型育苗ﾄﾚｲ1箱

又はﾍﾟｰﾊﾟｰﾎﾟｯﾄ1

冊(約30×60 cm、

使用土壌約1.5～4

L)当たり50 g

育苗期

後半

～定植

当日

本剤の所定量

をｾﾙ成型育苗

ﾄﾚｲ又はﾍﾟｰﾊﾟ

ｰﾎﾟｯﾄの上か

ら均一に散布

する

1 g/株

育苗期

後半～

定植時

株元散布

ｵｵﾀﾊﾞｺｶﾞ

ﾄﾏﾄ
ﾈｷﾘﾑｼ類

ﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ類
きゅうり

なす
ﾈｷﾘﾑｼ類

ﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ類

3回以内

(定植時まで

の処理は1回

以内、散布は

2回以内)

さとう

きび
ﾒｲﾁｭｳ類 4～6 kg/10 a

植付時 植溝土壌混和
4回以内

(粒剤は1回

以内、水和剤

は3回以内)

生育期

ただし

最終倍

土まで

株元散布



⑥ 25.0%クロラントラニリプロール・12.5%アミスルブロム顆粒水和剤

作物名
適用病害虫

名

希釈

倍数
使用液量 使用時期

本剤の

使用

回数

使用

方法

ｸﾛﾗﾝﾄﾗﾆﾘﾌﾟﾛｰ

ﾙを含む農薬

の総使用回数

稲

(箱育苗)

ｲﾈﾄﾞﾛｵｲﾑｼ

ｲﾈﾐｽﾞｿﾞｳﾑｼ

500 倍

育苗箱(30×60

×3 cm､使用土壌

約 5 L)1 箱当た

り希釈液 500 ml
は種時～出

芽時 ただ

し､移植 15

日前まで

1 回
土壌

灌注
1回

1000

倍

育苗箱(30×60

×3 cm､使用土壌

約 5 L)1 箱当た

り希釈液 1 L

ﾌﾀｵﾋﾞｺﾔｶﾞ

ﾆｶﾒｲﾁｭｳ 500 倍

育苗箱(30×60

×3 cm､使用土壌

約 5 L)1 箱当た

り希釈液 500 ml
は種時

苗立枯病

(ﾋﾟｼｳﾑ菌)
1000

倍

育苗箱(30×60

×3 cm､使用土壌

約 5 L)1 箱当た

り希釈液 1 L

作物名 使用目的
希釈

倍数
使用液量 使用時期

本剤の

使用

回数

使用

方法

ｸﾛﾗﾝﾄﾗﾆﾘﾌﾟﾛｰ

ﾙを含む農薬

の総使用回数

稲

(箱育苗)
ﾑﾚ苗防止

500 倍

育苗箱(30×60

×3 cm､使用土壌

約 5 L)1 箱当た

り希釈液 500 ml
は種時～出

芽時 ただ

し､移植 15

日前まで

1 回
土壌

灌注
1回

1000

倍

育苗箱(30×60

×3 cm､使用土壌

約 5 L)1 箱当た

り希釈液 1 L



⑦ 8.7%クロラントラニリプロール・17.5%チアメトキサムフロアブル

作物名 適用病害虫名
希釈倍

数
使用液量

使用

時期

本剤の

使用

回数

使用

方法

ｸﾛﾗﾝﾄﾗﾆﾘﾌﾟﾛ

ｰﾙを含む農

薬の総使用

回数

ｷｬﾍﾞﾂ

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類

ｱｵﾑｼ

ﾊｲﾏﾀﾞﾗﾉﾒｲｶﾞ

ﾈｷﾞｱｻﾞﾐｳﾏ

ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ

ｺﾅｶﾞ

ﾈｷﾘﾑｼ類

ﾖﾄｳﾑｼ

1000 倍
苗地床 1 ㎡当

たり 2 L

は種時

～育苗

期後半

1 回 灌注

4 回以内(定

植時までの

処理は 1 回

以内､散布は

3 回以内)

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類

ﾈｷﾞｱｻﾞﾐｳﾏ

ｺﾅｶﾞ

ｱｵﾑｼ

ﾖﾄｳﾑｼ

ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ

ﾊｲﾏﾀﾞﾗﾉﾒｲｶﾞ

200 倍

ｾﾙ成型育苗ﾄﾚ

ｲ 1 箱又はﾍﾟｰ

ﾊﾟｰﾎﾟｯﾄ 1 冊

(約 30×60 cm､

使用土壌約

1.5～4 L)当た

り 0.5 L

育苗期

後半～

定植当

日

ｱｵﾑｼ

ｺﾅｶﾞ

ﾖﾄｳﾑｼ

ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類

ﾊｲﾏﾀﾞﾗﾉﾒｲｶﾞ

ｵｵﾀﾊﾞｺｶﾞ

4000 倍
100～300

L/10 a

収穫

3 日前

まで

3 回

以内
散布

はくさい

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類

ｺﾅｶﾞ

ﾊｲﾏﾀﾞﾗﾉﾒｲｶﾞ

ﾖﾄｳﾑｼ

ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ

ｷｽｼﾞﾉﾐﾊﾑｼ

ｶﾌﾞﾗﾊﾊﾞﾁ

200 倍

ｾﾙ成型育苗ﾄﾚ

ｲ 1 箱又はﾍﾟｰ

ﾊﾟｰﾎﾟｯﾄ 1 冊

(約 30×60 cm､

使用土壌約

1.5～4 L)当た

り 0.5 L

育苗期

後半～

定植当

日

1 回 灌注

ｺﾅｶﾞ

ﾖﾄｳﾑｼ

ﾊｲﾏﾀﾞﾗﾉﾒｲｶﾞ

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類

ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ

4000 倍
100～300

L/10 a

収穫

3 日前

まで

3 回以

内
散布

ﾌﾞﾛｯｺﾘｰ

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類

ﾈｷﾞｱｻﾞﾐｳﾏ

ｺﾅｶﾞ

ｱｵﾑｼ

ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ

ﾊｲﾏﾀﾞﾗﾉﾒｲｶﾞ

200 倍

ｾﾙ成型育苗ﾄﾚ

ｲ 1 箱又はﾍﾟｰ

ﾊﾟｰﾎﾟｯﾄ 1 冊

(約 30×60 cm､

使用土壌約

1.5～4 L)当た

り 0.5 L

育苗期

後半～

定植当

日

1 回 灌注



⑦ 8.7%クロラントラニリプロール・17.5%チアメトキサムフロアブル（つづき）

作物名 適用病害虫名
希釈

倍数
使用液量

使用

時期

本剤の

使用

回数

使用

方法

ｸﾛﾗﾝﾄﾗﾆﾘﾌﾟﾛ

ｰﾙを含む農

薬の総使用

回数

ﾚﾀｽ

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類

ｶﾌﾞﾗﾔｶﾞ

ﾖﾄｳﾑｼ

ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ

ｵｵﾀﾊﾞｺｶﾞ

ﾅﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ

ﾋﾒﾌﾀﾃﾝﾖｺﾊﾞｲ

200 倍

ｾﾙ成型育苗ﾄﾚ

ｲ 1 箱又はﾍﾟｰ

ﾊﾟｰﾎﾟｯﾄ 1 冊

(約 30×60 cm､

使用土壌約

1.5～4 L)当た

り 0.5 L

育苗期

後半～

定植当

日

1 回 灌注

4 回以内(定

植時までの

処理は 1 回

以内､散布は

3 回以内)

非結球

ﾚﾀｽ
200 倍

4 回以内(灌

注は 1回以

内､散布は 3

回以内)

ねぎ

ﾈｷﾞｱｻﾞﾐｳﾏ

ﾈｷﾞﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ

ﾀﾏﾈｷﾞﾊﾞｴ

ﾀﾈﾊﾞｴ

ﾈｷﾘﾑｼ類

200 倍

なばな

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類

ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ

ｺﾅｶﾞ

ｱｵﾑｼ

200 倍

⑧ 5.0%クロラントラニリプロール・2.0%エマメクチン安息香酸顆粒水和剤

作物名 適用病害虫名
希釈

倍数
使用液量

使用時

期

本剤の

使用

回数

使用

方法

ｸﾛﾗﾝﾄﾗﾆﾘﾌﾟﾛ

ｰﾙを含む農

薬の総使用

回数

ｷｬﾍﾞﾂ

ｺﾅｶﾞ

ｱｵﾑｼ

ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ

ﾊｲﾏﾀﾞﾗﾉﾒｲｶﾞ

ﾀﾏﾅｷﾞﾝｳﾜﾊﾞ

2000 倍
100～300

L/10 a

収穫

7 日前

まで
3 回

以内

散布

4 回以内(定

植時までの

処理は 1 回

以内､散布は

3 回以内)

はくさい

ｺﾅｶﾞ

ﾖﾄｳﾑｼ

ﾊｲﾏﾀﾞﾗﾉﾒｲｶﾞ

ﾌﾞﾛｯｺﾘｰ

ｺﾅｶﾞ

ｱｵﾑｼ

ﾖﾄｳﾑｼ

ﾚﾀｽ
ｵｵﾀﾊﾞｺｶﾞ

ﾅﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ

収穫

3 日前

まで
非結球

ﾚﾀｽ

2 回

以内
4 回以内(灌

注は 1回以

内､散布は 3

回以内)
ねぎ

ｼﾛｲﾁﾓｼﾞﾖﾄｳ

ﾈｷﾞﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ

収穫

7 日前

まで

3 回

以内



⑧ 5.0%クロラントラニリプロール・2.0%エマメクチン安息香酸顆粒水和剤（つづき）

作物名 適用病害虫名
希釈

倍数
使用液量

使用時

期

本剤の

使用

回数

使用

方法

ｸﾛﾗﾝﾄﾗﾆﾘﾌﾟﾛ

ｰﾙを含む農

薬の総使用

回数

きゅうり
ｳﾘﾉﾒｲｶﾞ

ﾄﾏﾄﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ

2000 倍
100～300

L/10 a

収穫

前日

まで

2 回

以内

散布

4 回以内(定

植時までの

処理は 1 回

以内､散布は

3 回以内)

かんしょ ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ 収穫

7 日前

まで

3 回

以内
3 回以内だいこん

ｱｵﾑｼ

ｺﾅｶﾞ

ﾒﾛﾝ ﾄﾏﾄﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ

収穫

前日

まで

2 回

以内
なす ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ

3 回以内(定

植時までの

処理は 1 回

以内､散布は

2 回以内)

⑨ 4.0%クロラントラニリプロール・15.0%ジノテフラン顆粒水和剤

作物名 適用病害虫名
希釈

倍数
使用液量

使用

時期

本剤の

使用

回数

使用

方法

ｸﾛﾗﾝﾄﾗﾆﾘﾌﾟﾛ

ｰﾙを含む農

薬の総使用

回数

ｷｬﾍﾞﾂ

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類

ｺﾅｶﾞ

ｱｵﾑｼ

ﾖﾄｳﾑｼ

ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ

ﾊｲﾏﾀﾞﾗﾉﾒｲｶﾞ

ｱｻﾞﾐｳﾏ類

100 倍

ｾﾙ成型育苗ﾄﾚ

ｲ 1 箱又はﾍﾟｰ

ﾊﾟｰﾎﾟｯﾄ 1 冊

(30×60 cm･使

用土壌約 1.5

～4.0 L)当た

り 0.5 L

定植前

日～定

植時

1 回 灌注

4 回以内(定

植時までの

処理は 1 回

以内､散布は

3 回以内)

はくさい

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類

ｺﾅｶﾞ

ｱｵﾑｼ

ﾖﾄｳﾑｼ

ﾊｲﾏﾀﾞﾗﾉﾒｲｶﾞ

ﾌﾞﾛｯｺﾘｰ

ｺﾅｶﾞ

ｱｵﾑｼ

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類

ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ

ﾚﾀｽ
ｵｵﾀﾊﾞｺｶﾞ

ｶﾌﾞﾗﾔｶﾞ

ﾅﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ



⑨ 4.0%クロラントラニリプロール・15.0%ジノテフラン顆粒水和剤（つづき）

作物名 適用病害虫名
希釈

倍数
使用液量

使用

時期

本剤の

使用

回数

使用

方法

ｸﾛﾗﾝﾄﾗﾆﾘﾌﾟﾛ

ｰﾙを含む農

薬の総使用

回数

非結球

ﾚﾀｽ

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類

ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ

ｵｵﾀﾊﾞｺｶﾞ

ｶﾌﾞﾗﾔｶﾞ

ﾅﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ
100 倍

ｾﾙ成型育苗ﾄﾚ

ｲ 1 箱又はﾍﾟｰ

ﾊﾟｰﾎﾟｯﾄ 1 冊

(30×60 cm･使

用土壌約 1.5

～4.0 L)当た

り 0.5 L

定植前

日～定

植時

1 回 灌注

4 回以内(灌

注は 1回以

内､散布は 3

回以内)

ねぎ

ﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ類

ｱｻﾞﾐｳﾏ類

ｼﾛｲﾁﾓｼﾞﾖﾄｳ

⑩ 1.5%クロラントラニリプロール・48.0%プロベナゾール顆粒水和剤

作物名 適用病害虫名 使用量
使用時

期

本剤の

使用

回数

使用方法

ｸﾛﾗﾝﾄﾗﾆﾘﾌﾟﾛｰﾙ

を含む農薬の

総使用回数

稲

いもち病

ｲﾈﾄﾞﾛｵｲﾑｼ

ｲﾈﾐｽﾞｿﾞｳﾑｼ

500 g/10 a 移植時 1 回

ﾍﾟｰｽﾄ肥料に

混合し側条施

肥田植機で施

用する｡

1 回

⑪ 0.75%クロラントラニリプロール・24.0%プロベナゾール粒剤

作物名 適用病害虫名 使用量 使用時期

本剤の

使用

回数

使用方法

ｸﾛﾗﾝﾄﾗﾆﾘﾌﾟﾛ

ｰﾙを含む農

薬の総使用

回数

稲

いもち病

ｲﾈﾐｽﾞｿﾞｳﾑｼ
1 kg/10 a

は種時

1 回

は種同時施

薬機を用い

て土中施用

する｡

1 回

いもち病

ｲﾈﾄﾞﾛｵｲﾑｼ
移植時 側条施用

稲

(箱育苗)

ｺﾌﾞﾉﾒｲｶﾞ
育苗箱(30×60

×3 cm､使用土

壌約 5 L)1箱当

たり 50 g

移植当日

育苗箱の上

から均一に

散布する｡

もみ枯細菌病

白葉枯病

内穎褐変病

ｲﾈﾋﾒﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ

移植 3日

前～移植

当日



⑪ 0.75%クロラントラニリプロール・24.0%プロベナゾール粒剤（つづき）

作物名 適用病害虫名 使用量 使用時期

本剤の

使用

回数

使用方法

ｸﾛﾗﾝﾄﾗﾆﾘﾌﾟﾛ

ｰﾙを含む農

薬の総使用

回数

稲

(箱育苗)

いもち病

ﾂﾏｸﾞﾛﾖｺﾊﾞｲ

ﾌﾀｵﾋﾞｺﾔｶﾞ

ｲﾈﾄﾞﾛｵｲﾑｼ

ｲﾈﾐｽﾞｿﾞｳﾑｼ

ﾆｶﾒｲﾁｭｳ

ｲﾈﾂﾄﾑｼ

育苗箱(30×60

×3 cm､使用土

壌約 5 L)1箱当

たり 50 g

緑化期～

移植当日
1 回

育苗箱の上

から均一に

散布する｡

1 回

（２）海外での使用方法

① 18.4%クロラントラニリプロールフロアブル（米国）

作物名
1 回当たりの

使用量

本剤の

使用回数

栽培期間

中の総使

用量

使用時期 使用方法

ｱｰﾃｨﾁｮｰｸ
0.045-0.098

lb ai/A
4 回以内

0.2 lbs

ai/A

収穫 3日前まで

散布ｱｽﾊﾟﾗｶﾞｽ 0.045-0.065

lb ai /A
収穫前日まで

鱗茎野菜類

あぶらな属

野菜

0.045-0.065

lb ai /A

4 回以内

(滴下処理は 2回以

内、ただし既に植付

時土壌処理を行っ

ている場合は1回以

内)

収穫 3日前まで

植付時土壌処理

0.045-0.098

lb ai /A
滴下処理

穀類

(とうもろこし

及び稲を除く)
0.045-0.065

lb ai /A
4 回以内

収穫 14 日前まで

散布
とうもろこし 収穫前日まで

綿実
0.045-0.098

lb ai /A
収穫 21 日前まで

うり科野菜

0.026-0.09

lb ai /A

4 回以内

(滴下処理は 2回以

内、ただし既に植付

時土壌処理を行っ

ている場合は1回以

内)

0.2 lb

ai/A
収穫前日まで

0.045-0.098

lb ai /A
植付時土壌処理

0.026-0.098

lb ai /A

滴下処理

果菜類

散布

0.045-0.098

lb ai /A

植付時土壌処理

滴下処理

葉菜類

(あぶらな属

野菜を除く)

0.045-0.098

lb ai /A

植付時土壌処理

滴下処理

散布



① 18.4%クロラントラニリプロールフロアブル（米国）（つづき）

作物名
1 回当たりの

使用量

本剤の

使用回数

栽培期間

中の総使

用量

使用時期 使用方法

ﾊｰﾌﾞ類 0.045-0.065

lb ai /A

4 回以内
0.2 lb

ai/A

収穫当日まで

散布

ﾎｯﾌﾟ

豆類

(大豆を除く)

0.045-0.098

lb ai /A
収穫前日まで

ﾐﾝﾄ

0.045-0.065

lb ai /A

収穫 3日前まで

らっかせい 収穫前日まで

ばれいしょ 収穫 14 日前まで

ｵｲﾙｼｰﾄﾞ 収穫 21 日前まで

ｽﾊﾟｲｽ類

収穫前日までいちご

だいず

さとうきび 収穫 14 日前まで

根菜類 収穫前日まで

ai：active ingredient(有効成分)

② 35%クロラントラニリプロール顆粒水和剤（米国）

作物名
1 回当たりの

使用量

本剤の

使用回数

栽培期間中の

総使用量
使用時期 使用方法

ﾊﾞﾅﾅ

0.066-0.099

lb ai /A
3 回以内

0.2 lb

ai /A

収穫前日まで

散布

ﾍﾞﾘｰ類

収穫前日まで

（caneberry は

収穫 3日前まで)

つる性果実類
収穫前日まで

かんきつ類

ｺｰﾋｰ豆 収穫 7日前まで

いちじく 収穫前日まで

ぶどう
0.044-0.099

lb ai /A
4 回以内 収穫 14 日前まで

ｵﾘｰﾌﾞ 0.066-0.099

lb ai /A
3 回以内 収穫前日まで

かき

仁果類
0.055-0.099

lb ai /A
4 回以内

収穫 5日前まで

(mayhaw は収穫

14 日前まで)

ざくろ 0.066-0.099

lb ai /A
3 回以内

収穫前日まで

核果類

収穫 10 日前まで
ﾅｯﾂ類

0.044-0.099

lb ai /A
4 回以内



② 35%クロラントラニリプロール顆粒水和剤（米国）（つづき）

作物名
1 回当たりの

使用量

本剤の

使用回数

栽培期間中の

総使用量
使用時期 使用方法

ﾄﾛﾋﾟｶﾙﾌﾙｰﾂ
0.066-0.099

lb ai /A
3 回以内

0.2 lb

ai /A

収穫前日まで

(ただし、ｱｾﾛﾗ、ｼﾞｬﾎﾞ

ﾁｶﾊﾞ、ﾗｲﾁ、ﾊﾟﾊﾟｲﾔ、

ﾊﾟｯｼｮﾝﾌﾙｰﾂは

収穫 10 日前まで)

散布

③ 18.4%クロラントラニリプロールフロアブル（EU）

作物名
1 回当たりの

使用量

本剤の

使用回数
栽培期間中の総使用量 使用時期 使用方法

なす 85 g ai/ha

3 回以内

255 g ai/ha

収穫 2日前

まで
散布

ｷｬﾍﾞﾂ
55～70 g/ha 210 g ai/ha

ﾌﾞﾛｯｺﾘｰ

きゅうり

85 g/ha

255 g ai/ha

ｽﾞｯｷｰﾆ

ﾚﾀｽ

ﾒﾛﾝ
70～85 g/ha

ﾋﾟｰﾏﾝ

ﾄﾏﾄ 85 g/ha

④ 35%クロラントラニリプロール顆粒水和剤（豪州）

作物名
1 回当たりの

使用量
本剤の使用回数 使用時期 使用方法

ひよこ豆

31.5 g ai/ha 2 回以内
収穫 14 日前

まで
散布緑豆

だいず

⑤ 35%クロラントラニリプロール顆粒水和剤（ニュージーランド）

作物名
1 回当たりの

使用量

本剤の

使用回数
栽培期間中の総使用量 使用時期 使用方法

ｱﾎﾞｶﾄﾞ 3.15 g ai/100 L 2 回以内 270 g ai/ha
収穫 14 日前

まで
散布

３．作物残留試験

（１）分析の概要

① 分析対象の化合物

・クロラントラニリプロール

② 分析法の概要

【国内】



試料からアセトニトリル・水(4：1)混液で抽出、又はアセトンで抽出し、酢酸エチ

ルに転溶する。SAX カラム及びスチレンジビニルベンゼン共重合体カラム、スチレン

ジビニルベンゼン共重合体・C18連結カラム又はフロリジルカラム及び PSA カラムを用

いて精製し、液体クロマトグラフ・質量分析計(LC-MS)又は液体クロマトグラフ・タ

ンデム型質量分析計(LC-MS/MS)で定量する｡

または、試料からアセトンで抽出し、凝固法、フロリジルカラム及び PSA カラムを

用いて精製した後、LC-MS で定量する。

または、試料に水を加え、アセトニトリルで抽出し、SAX・HLB 連結カラムを用いて

精製した後、LC-MS/MS で定量する｡

あるいは、試料からアセトンで抽出し、多孔性ケイソウ土カラム、グラファイトカ

ーボンカラム、フロリジルカラム、PSA カラム、スチレンジビニルベンゼン共重合体

カラム及び C18 カラムを用いて精製し、紫外分光光度型検出器付き高速液体クロマト

グラフ(HPLC-UV)で定量する。

定量限界 0.01 ppm

【海外】

試料に水を加え、アセトニトリル及びヘキサンで抽出し、アセトニトリル層を採る。

HLB カラムを用いて精製し、LC-MS/MS で定量する｡

または、試料に水を加え、アセトニトリルで抽出する。SAXカラム及びHLBカラムを

用いて精製した後、加熱してクロラントラニリプロールを2-[3-ブロモ-1-(3-クロロ

-2-ピリジニル)-1H-ピラゾール-5-イル]-6-クロロ-3,8-ジメチル-4(3H)- キナゾリ

ノン（以下、代謝物Oという）に変換し、電子捕獲型検出器付きガスクロマトグラフ

(GC-ECD)で定量する。

定量限界 0.01 ppm

代謝物O

（２）作物残留試験結果

国内で実施された作物残留試験の結果の概要については別紙 1-1、海外で実施された

作物残留試験の結果の概要については別紙 1-2～1-4 を参照。

４．魚介類への推定残留濃度

本剤については水系を通じた魚介類への残留が想定されることから、農林水産省から魚

介類に関する個別の残留基準の設定について要請されている。このため、本剤の水産動植

物被害予測濃度注 1)及び生物濃縮係数(BCF:Bioconcentration Factor)から、以下のとおり

魚介類中の推定残留濃度を算出した。



（１）水産動植物被害予測濃度

本剤が水田及び水田以外のいずれの場面においても使用されることから、水田

PECtier2 注 2)及び非水田 PECtier1 注 3)について算出したところ、水田 PECtier2 は 0.19

µg/L、非水田 PECtier1 は 0.0044 µg/L となったことから、水田 PECtier2 の 0.19 µg/L

を採用した。

（２）生物濃縮係数

本剤はオクタノール/水分配係数(log10Pow)が 2.76 であり、魚類濃縮性試験が実施さ

れていないことから、BCF については実測値が得られていない。このため、log10Pow か

ら、回帰式(log10BCF ＝ 0.80 × log10Pow － 0.52)を用いて 48.8 L/kg と算出された。

（３）推定残留濃度

（１）及び（２）の結果から、クロラントラニリプロールの水産動植物被害予測濃度：

0.19 µg/L、BCF：48.8 L/kg とし、下記のとおり推定残留濃度が算出された。 

推定残留濃度 ＝ 0.19 µg/L × ( 48.8 L/kg × 5 ) ＝ 0.04636 mg/kg ≒ 0.05 mg/kg 

注1)農薬取締法第3条第1項第6号に基づく水産動植物の被害防止にかかる農薬の登録保留基準設定

における規定に準拠

注 2)水田中や河川中での農薬の分解や土壌・底質への吸着、止水期間等を考慮して算出したもの。

注 3)既定の地表流出率、ドリフト率で河川中に流入するものとして算出したもの。

(参考)：平成19年度厚生労働科学研究費補助金食品の安心・安全確保推進研究事業「食品中に残留

する農薬等におけるリスク管理手法の精密化に関する研究」分担研究「魚介類への残留基

準設定法」報告書

５．畜産物への推定残留濃度

本剤については、飼料として給与した作物を通じ家畜の筋肉等への移行が想定されるこ

とから、農林水産省から畜産物に関する個別の残留基準の設定について要請されている。

このため、飼料の最大給与割合等から算出した飼料中の残留農薬濃度と動物飼養試験

の結果を用い、以下のとおり畜産物中の推定残留濃度を算出した。

（１）分析の概要

① 分析対象の化合物

・クロラントラニリプロール

・3-ブロモ-N-[4-クロロ-2-[[(ヒドロキシメチル)アミノ]カルボニル]-6-メチル

フェニル]-1-(3-クロロ-2-ピリジニル)-1H-ピラゾール-5-カルボキサミド

（以下、代謝物Cという）

・3-ブロモ-N-[4-クロロ-2-(ヒドロキシメチル)-6-[(メチルアミノ)カルボニル]

フェニル]-1-(3-クロロ-2-ピリジニル)-1H-ピラゾール-5-カルボキサミド

（以下、代謝物Dという）

・2-[3-ブロモ-1-(3-クロロ-2-ピリジニル)-1H-ピラゾール-5-イル]-6-クロロ-8-

(ヒドロキシメチル)-4(3H)-キナゾリノン

（以下、代謝物Eという）

・3-ブロモ-N-[4-クロロ-2-(ヒドロキシメチル)-6-[[(ヒドロキシメチル)アミノ）



カルボニル]フェニル]-1-(3-クロロ-2-ピリジニル)-1H-ピラゾール-5-

カルボキサミド

（以下、代謝物Gという）

・N-[2-(アミノカルボニル)-4-クロロ-6-メチルフェニル]-3-ブロモ-1-(3-クロロ

-2-ピリジニル)-1H-ピラゾール-5-カルボキサミド

（以下、代謝物Mという）

・2-[3-ブロモ-1-(3-クロロ-2-ピリジニル)-1H-ピラゾール-5-イル]-6-クロロ-8-

メチル-4(3H)- キナゾリノン

（以下、代謝物Nという）

・代謝物O

代謝物C 代謝物D 代謝物E

代謝物 G 代謝物 M 代謝物 N

② 分析法の概要

試料からアセトニトリル・水・ヘキサン(4：1：2)混液で抽出し、SAX カラム又は HLB

カラムを用いて精製した後、LC-MS/MS で定量する。

牛の試料ではクロラントラニリプロール、代謝物 D、G、N 及び O、鶏の試料ではク

ロラントラニリプロール、代謝物 C、E、M、N及び Oを分析した。

定量限界：0.01 ppm

（２）家畜残留試験（動物飼養試験）

NH

Cl

NH2

N
N

N

Br

Cl

O

O



① 乳牛における残留試験

乳牛（3頭/群）に対して、飼料中濃度として 1、3、10 及び 50 ppm に相当する量の

クロラントラニリプロールを含有するゼラチンカプセルを28日間にわたり摂食させ、

最終投与 1日後の筋肉、脂肪、肝臓及び腎臓に含まれるクロラントラニリプロール及

び代謝物濃度を測定した（検出限界：筋肉：0.003 ppm、脂肪：0.004 ppm、肝臓：0.005

ppm、腎臓：0.003 ppm）。また、乳については、乳を最終投与の 1、3、5、7、10、14、

21 及び 28 日後に搾乳し、14 及び 21 日後に採取した乳よりスキムミルク及びクリー

ム試料を調製し、クロラントラニリプロール及び代謝物濃度を測定した（検出限界：

0.003 ppm）。結果については表 1を参照。ほとんどの試料からは代謝物 N及び代謝物

Oは検出されなかった。

表 1．組織中のクロラントラニリプロール及び代謝物の残留濃度（mg/kg）
1 ppm

投与群

3 ppm

投与群

10 ppm

投与群

50 ppm

投与群

筋肉

クロラントラ

ニリプロール

<0.01

(<0.01)

<0.01

(<0.01)

<0.01

(<0.01)

0.029

(0.021)

代謝物 D
<0.01

(<0.01)

<0.01

(<0.01)

<0.01

(<0.01)

0.012

(0.011)

代謝物 G
<0.01

(<0.01)

<0.01

(<0.01)

<0.01

(<0.01)

<0.01

(<0.01)

脂肪

クロラントラ

ニリプロール

<0.01

(<0.01)

0.015

0.012

0.036

0.029

0.156

0.138

代謝物 D
<0.01

(<0.01)

<0.01

(<0.01)

<0.01

(<0.01)

0.020

(0.013)

代謝物 G
<0.01

(<0.01)

<0.01

(<0.01)

<0.01

(<0.01)

<0.01

(<0.01)

肝臓

クロラントラ

ニリプロール

<0.01

(<0.01)

0.014

0.011

0.035

0.029

0.133

0.127

代謝物 D
<0.01

(<0.01)

<0.01

(<0.01)

0.019

(0.017)

0.050

0.045

代謝物 G
<0.01

(<0.01)

<0.01

(<0.01)

<0.01

(<0.01)

<0.01

(<0.01)

腎臓

クロラントラ

ニリプロール

<0.01

(<0.01)

<0.01

(<0.01)

0.035

0.022

0.081

0.068

代謝物 D
<0.01

(<0.01)

不明

0.005

0.011

0.010

0.042

0.039

代謝物 G
<0.01

(<0.01)

<0.01

(<0.01)

<0.01

(<0.01)

0.014

0.012

乳注)

クロラントラ

ニリプロール
<0.01 <0.01 <0.01 0.022

代謝物 D <0.01 <0.01 0.012 0.035

代謝物 G <0.01 <0.01 <0.01 0.012

スキムミルク注)

クロラントラ

ニリプロール
<0.01 <0.01 <0.01 0.016

代謝物 D <0.01 <0.01 0.013 0.028

代謝物 G <0.01 <0.01 <0.01 0.012



表 1．組織中のクロラントラニリプロール及び代謝物の残留濃度（mg/kg）（つづき）
1 ppm

投与群

3 ppm

投与群

10 ppm

投与群

50 ppm

投与群

クリーム注)

クロラントラ

ニリプロール
<0.01 0.013 0.026 0.108

代謝物 D <0.01 <0.01 0.08 0.275

代謝物 G <0.01 <0.01 <0.01 <0.01

上段：最大残留濃度 下段：平均的な残留濃度

注)乳、スキムミルク及びクリームは平均的な残留濃度

② 産卵鶏における残留試験

産卵鶏（10 羽/群）に対して、飼料中濃度として 3、9 及び 30 ppm に相当する量の

クロラントラニリプロールを含有するゼラチンカプセルを 28 日間にわたり摂食させ

た後、筋肉、肝臓並びに皮膚及び脂肪に含まれるクロラントラニリプロール及び代謝

物濃度を測定した。また、鶏卵については、投与期間中毎日採卵し、3～6日毎にクロ

ラントラニリプロール及び代謝物濃度を測定した（定量限界：0.01 ppm）。結果につ

いては表 2を参照。

表 2．組織中のクロラントラニリプロール及び代謝物の残留濃度（mg/kg）
投与量 3 ppm 投与群 9 ppm 投与群 30 ppm 投与群

摂餌量を考慮した投与量 4.8 ppm 18.8 ppm 51.9 ppm

筋肉

クロラントラ

ニリプロール

0.016

(0.011)

0.036

(0.027)

0.054

(0.049)

代謝物 C
0.014

(0.010)

0.033

(0.028)

0.610

(0.052)

代謝物 M
0.018

(0.013)

0.032

(0.031)

0.075

(0.064)

代謝物 E
<0.01

(<0.01)

<0.01

(<0.01)

<0.01

(<0.01)

代謝物 N ND
<0.01

(<0.01)

<0.01

(<0.01)

代謝物 O ND ND ND

肝臓

クロラントラ

ニリプロール

0.054

(0.038)

0.122

(0.092)

0.178

(0.147)

代謝物 C
0.060

(0.042)

0.132

(0.113)

0.222

(0.199)

代謝物 M
0.082

(0.062)

0.194

(0.153)

0.372

(0.286)

代謝物 E
0.026

(0.021)

0.065

(0.060)

0.200

(0.159)

代謝物 N
<0.010

(<0.010)

0.019

(0.018)

0.035

(0.031)

代謝物 O ND ND ND



表 2．組織中のクロラントラニリプロール及び代謝物の残留濃度（mg/kg）（つづき）
投与量 3 ppm 投与群 9 ppm 投与群 30 ppm 投与群

摂餌量を考慮した投与量 4.8 ppm 18.8 ppm 51.9 ppm

皮膚及

び脂肪

クロラントラ

ニリプロール

0.066

(0.043)

0.141

(0.095)

0.212

(0.168)

代謝物 C
0.032

(0.019)

0.089

(0.068)

0.101

(0.092)

代謝物 M
0.072

(0.046)

0.116

(0.103)

0.236

(0.204)

代謝物 E
<0.01

(<0.01)

<0.01

(<0.01)

<0.01

(<0.01)

代謝物 N ND
<0.01

(<0.010)

0.018

(0.163)

代謝物 O ND
<0.01

(<0.01)

<0.01

(<0.01)

鶏卵

クロラントラ

ニリプロール

0.162

(0.112)

0.512

(0.185)

0.680

(0.397)

代謝物 C
0.077

(0.057)

0.220

(0.106)

0.490

(0.243)

代謝物 M
0.071

(0.053)

0.193

(0.105)

0.365

(0.215)

代謝物 E
0.015

(0.010)

0.033

(0.023)

0.077

(0.050)

代謝物 N
0.069

(0.051)

0.183

(0.100)

0.375

(0.222)

代謝物 O
0.028

(0.016)

0.073

(0.029)

0.100

(0.060)

ND：検出限界（0.003 ppm）未満

上段：最大残留濃度 下段：平均的な残留濃度

JMPRは肉牛及び乳牛におけるMDB注1)をそれぞれ36 ppm 及び30 ppmと評価している。

また、STMR dietary burdenをそれぞれ18 ppm及び17 ppmと評価している。また、家き

んでは、産卵鶏及び肉用鶏においてMDBとSTMR dietary burdenをそれぞれ4.8 ppm及び

1.454 ppm、3.6 ppm及び0.869 ppmと評価している。

日本では肉牛及び乳牛におけるMDBをそれぞれ17.17 ppm 及び5.97 ppmと評価してい

る。また、家きんでは、産卵鶏及び肉用鶏においてMDBとSTMR dietary burdenを1.38 ppm

及び1.90 ppmと評価している。

注1)最大理論的飼料由来負荷（Maximum Dietary Burden：MDB）: 飼料として用いられる全ての飼

料品目に残留基準まで残留していると仮定した場合に、飼料の摂取によって畜産動物が暴露さ

れうる最大量。飼料中残留濃度として表示される。

注2)平均飼料負荷（STMR dietary burden又はmean dietary burden）: 飼料として用いられる全て

の飼料品目に農薬が平均的に残留していると仮定した場合に（作物残留試験から得られた残留

濃度の中央値を試算に用いる）、飼料の摂取によって畜産動物が暴露されうる最大量。飼料中

残留濃度として表示される。

(３）推定残留濃度

乳牛、肉牛及び産卵鶏について、JMPR の MDB 及び STMR dietary burden と各試験にお



ける投与量から、畜産物中の推定最大残留濃度を算出した。結果については表 4-1 及び

4-2 を参照。

表 4-1．畜産物中の推定残留濃度；牛（mg/kg）

筋肉 脂肪 肝臓 腎臓 乳

乳牛
0.019

(0.0091)

0.098

(0.048)

0.083

(0.026)

0.058

(0.030)

0.013

(0.008)

肉牛
0.022

(0.0094)

0.117

(0.051)

0.097

(0.028)

0.065

(0.031)

上段：最大残留濃度 下段：平均的な残留濃度

表 4-2．畜産物中の推定残留濃度；鶏（mg/kg）

筋肉 脂肪 肝臓 腎臓 卵

肉用鶏
0.005

(0.002)

0.02

(0.008)

0.016

(0.007)
－

産卵鶏
0.016

(0.008)

0.066

(0.032)

0.054

(0.029)
－

0.162

(0.08)

－ ：分析せず。

上段：最大残留濃度 下段：平均的な残留濃度

６．ADI 及び ARfD の評価

食品安全基本法（平成 15 年法律第 48 号）第 24 条第 1項第 1号の規定に基づき、食品

安全委員会あて意見を求めたクロラントラニリプロールに係る食品健康影響評価におい

て、以下のとおり評価されている。

（１）ADI

無毒性量：158 mg/kg 体重/day（発がん性は認められなかった。）

(動物種) 雄マウス

(投与方法) 混餌

(試験の種類) 発がん性試験

(期間) 18 か月間

安全係数：100

ADI：1.5 mg/kg 体重/day

（２）ARfD 設定の必要なし

クロラントラニリプロールの単回経口投与等により生ずる可能性のある毒性影響は

認められなかったため、急性参照用量(ARfD)は設定する必要がないと判断した。

７．諸外国における状況

JMPR における毒性評価が行われ、2008 年に ADI が設定され、ARfD は設定の必要なしと

されている。国際基準は穀類、葉菜類等に設定されている。

米国、カナダ、EU、豪州及びニュージーランドについて調査した結果、米国においてり

んご、びわ等に、カナダにおいてりんご、あんず等に、EU においてりんご、ナッツ類等

に、豪州においてぶどう、レタス等に、ニュージーランドにおいてアボカド、ばれいしょ



等に基準値が設定されている。

８．基準値案

（１）残留の規制対象

クロラントラニリプロールとする。

なお、食品安全委員会による食品健康影響評価においても、農産物、畜産物及び魚介

類中の暴露評価対象物質としてクロラントラニリプロール(親化合物のみ)を設定して

いる。

(２）基準値案

別紙 2のとおりである。

（３）暴露評価

1日当たり摂取する農薬等の量のADIに対する比は、以下のとおりである。詳細な暴

露評価は別紙3参照。

TMDI／ADI(%)注)

一般(1 歳以上) 5.0

幼小児(1～6 歳) 9.6

妊婦 4.9

高齢者(65 歳以上) 5.5

注）各食品の平均摂取量は、平成 17～19 年度の食品摂取頻度・摂取量

調査の特別集計業務報告書による。

TMDI 試算は、基準値案×各食品の平均摂取量の総和として計算した。



（別紙1-1）

剤型 使用量・使用方法 回数 経過日数

119 圃場A：<0.01

137 圃場B：<0.01

2000倍 散布 圃場A：<0.01

200 L/10 a 圃場B：<0.01

2000倍 散布 圃場A：<0.01

191-200 L/10 a 圃場B：<0.01

4000倍 散布 圃場A：0.03 (3回,7日)(#)注2）

200 L/10 a 圃場B：<0.01 (3回,7日)(#)

16倍 0.8 L/10 a 圃場A：0.01

無人ﾍﾘｺﾌﾟﾀｰによる散布 圃場B：0.01

2000倍 散布 圃場A：<0.01

166,200 L/10 a 圃場B：<0.01

2000倍 散布 圃場A：<0.01

180,175 L/10 a 圃場B：<0.01

2000倍 散布 圃場A：<0.01

195,200 L/10 a 圃場B：<0.01

5000倍 散布 圃場A：<0.01

222,243 L/10 a 圃場B：<0.01

(茎） 6kg株元 散布+ 圃場A：<0.01

5000倍散布
278, 200 L/10 a

圃場B：<0.01

2000倍 散布 1,3,7,15 圃場A：1.78

200 L/10 a 1,3,7,14 圃場B：1.29

2000倍 散布 1,3,7,15 圃場A：<0.01

200 L/10 a 1,3,7,14 圃場B：<0.01

2000倍 散布 圃場A：6.62 (1回,3日)

200 L/10 a 圃場B：6.50

2000倍 散布 圃場A：<0.01

200 L/10 a 圃場B：<0.01

2000倍 散布 圃場A：3.21

200 L/10 a 圃場B：3.36

2000倍 散布 圃場A：0.02 (3回,14日)

200 L/10 a 圃場B：0.03

2000倍散布 圃場A：3.08

200 L/10 a 圃場B：1.22

圃場A：0.12（4回,7日)

圃場B：0.12（4回,3日)

圃場C：0.04

圃場D：0.76

圃場A：0.32 (4回,3日)

圃場B：0.36

圃場A：0.26（4回,3日)

圃場B：0.46（4回,3日)

圃場C：0.36

圃場D：0.10（4回,3日)

圃場A：0.29

圃場B：2.00

2000倍 散布 圃場A：3.18

150,200 L/10 a 圃場B：1.29

2000倍 散布 圃場A：5.76

200 L/10 a 圃場B：1.02

2000倍 散布 圃場A：0.54

180,200 L/10 a 圃場B：1.80

圃場A：0.20（4回,3日)

圃場B：0.10（4回,3日)(#)

圃場A：0.65（4回,1日)(#)

圃場B：0.37（4回,1日)(#)

圃場A：0.30

圃場B：0.30

さとうきび

5.0%
フロアブル

100倍500 mL/ｾﾙﾄﾚｲ灌
注

+1000倍 散布
250,300 L/10 a

1+3 1,3,7,14

0.50%粒剤
+5.0%フロアブル

1 g/株 植穴処理
+2000倍 散布

273,160～250 L/10 a
1+3 1,3,7,14

1,3,7,14,21

5.0%
フロアブル

2 1,3,7,14,21

5.0%
フロアブル

100倍500 mL/ｾﾙﾄﾚｲ灌
注

+2000倍 散布
200,70～150 L/10 a

1+3 3,7,14,21

1,3,7,14

100倍500 mL/ｾﾙﾄﾚｲ灌
注

+2000倍 散布
200,300 L/10 a

1 g/株 植穴処理
2000倍 散布

278-292,250 L/10 a

5.0%
フロアブル

2 1,3,7,14,21

1+3 1,3,7,14

4
5.0%

フロアブル

0.50%粒剤
+5.0%フロアブル

3,7,14,21

1,3,7,14

1+3

1+3

2

100倍500 mL/ｾﾙﾄﾚｲ灌
注

+2000倍 散布
200,250～300,202

L/10 a

5.0%
フロアブル

1+3

3,7,14,21

1,3,7,14

4

5.0%
フロアブル

3

3

1,3,7,14

1,3,7,14

5.0%
フロアブル

3 3,7,14

5.0%
フロアブル

1 1,3,7

1 1,3,7

5.0%
フロアブル

5.0%
フロアブル

3 30,45,60

1+3 30,45,60

5.0%
フロアブル

5.0%
フロアブル

3

3

0.50%粒剤+
10.0%フロアブル

10.0%
フロアブル

3 1,3,7

5.0%
フロアブル

3 1,3,7

5.0%
フロアブル

3 1,3,7

5.0%
フロアブル

1,3,7,14

1,3,7,14

5.0%
フロアブル

3

2

7,14,21

7,14,21

1

5.0%
フロアブル

5.0%
フロアブル

3

3

1.0%
粒剤

50 g/箱
育苗箱処理

2

2

2

2

2

2

2

0.50%粒剤
+5.0%フロアブル

1 g/株 植穴処理+
2000倍 散布

231,281 L/10 a

5.0%
フロアブル

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

最大残留量（ppm）注１）

水稲
（玄米）

2

2

2

だいこん
（根部）

だいこん
（葉部）

クロラントラニリプロール作物残留試験一覧表

農作物
試験

圃場数

試験条件

ブロッコリー
（花蕾）

未成熟とうもろこ
し(子実)

とうもろこし
(乾燥子実)

だいず
（乾燥子実）

かんしょ
（塊根）

はくさい
（茎葉）

さといも
（塊茎）

やまのいも
（塊茎）

はつかだいこん
（茎部）

かぶ
（根部）

かぶ
（葉部）

クレソン
（茎葉）

キャベツ
(葉球)

はつかだいこん
（根部）

こまつな
（茎葉）

みずな
（茎葉）

チンゲンサイ
（茎葉）



（別紙1-1）

剤型 使用量・使用方法 回数 経過日数
最大残留量（ppm）注１）

クロラントラニリプロール作物残留試験一覧表

農作物
試験

圃場数

試験条件

2000倍 散布 圃場A：0.26（3回,3日)

300,210 L/10 a 圃場B：<0.01

圃場A：0.22

圃場B：0.18

圃場A：0.54

圃場B：0.52

圃場A：2.73

圃場B：2.70

圃場A：3.00 (4回,7日)

圃場B：0.60 (4回,3日)

圃場A：1.26

圃場B：0.80

圃場A：1.94 (4回,3日)

圃場B：1.28

2000倍 散布 圃場A：1.83

200 L/10 a 圃場B：6.70

圃場A：6.98

圃場B：8.46

2000倍 散布 圃場A：2.40 (2回,3日)

200 L/10 a 圃場B：2.31

圃場A：5.82

圃場B：8.63

2000倍 散布 圃場A：0.19

300 L/10 a 圃場B：0.29

2000倍 散布 圃場A：0.21

200 L/10 a 圃場B：0.66

圃場A：0.09

圃場B：0.26

2000倍 散布 圃場A：0.02

200 L/10 a 圃場B：0.02

2000倍 散布 圃場A：5.62

200,397  L/10 a 圃場B：6.10 (#)

2000倍 散布 圃場A：1.98

176,183 L/10 a 圃場B：1.18

圃場A：0.04 (4回,7日)

圃場B：0.19

圃場A：0.12 (4回,3日)

圃場B：0.07

圃場A：0.22

圃場B：0.38

圃場A：0.06

圃場B：0.26

圃場A：1.12 (4回,1日)(#)

圃場B：2.50 (4回,1日)(#)

圃場A：1.04 (4回,1日)(#)

圃場B：1.26 (4回,1日)(#)

5.0%
フロアブル

100倍25 mL/ﾎﾟｯﾄ灌注
+1000倍 散布

180,300 L/10 a
1+3 1,3,7,14

5.0%
フロアブル

100倍25 mL/ﾎﾟｯﾄ灌注
+1000倍 散布
200 L/10 a

1+2 1,7,14

5.0%
フロアブル

100倍25 mL/ﾎﾟｯﾄ灌注
+1000倍 散布

281,300 L/10 a
1+3 1,3,7,14

5.0%
フロアブル

100倍25 mL/ﾎﾟｯﾄ灌注
+2000倍 散布
250 L/10 a

1+3 1,3,7,14

5.0%
フロアブル

100倍25 mL/ﾎﾟｯﾄ灌注
+1000倍 散布

200,250 L/10 a
1+2 1,7,14

5.0%
フロアブル

1 3 ,7,14

5.0%
フロアブル

100倍25 mL/ﾎﾟｯﾄ灌注
+1000倍 散布
200 L/10 a

1+3 1,7,14

5.0%
フロアブル

3 1,3,7

5.0%
フロアブル

1 7,14,21

5.0%
フロアブル

3 3,7,14

3 3,7,14,21

5.0%
フロアブル

100倍500 mL/ｾﾙﾄﾚｲ灌
注

+2000倍散布
192,180 L/10 a

1+3 1 ,3,7,14

1,3,7,14

1,3,7,14

2 1,3,7,14,21

100倍500m L/ｾﾙﾄﾚｲ灌
注

+1000倍 散布
193.3,200 L/10 a

5.0%
フロアブル

1+3 1,3,7,14

0.50%粒剤
+5.0%フロアブル

1+3

1+3

1+3

2 1,3,7,14,21

5.0%
フロアブル

1+3

3,7,14,21

1,3,7,14

5.0%
フロアブル

100倍500 mL/ｾﾙﾄﾚｲ灌
注

+1000倍 散布
200 L/10 a

100倍500 mL/ｾﾙﾄﾚｲ灌
注

+1000倍 散布
223,250～300 L/10 a

1 g/株 植穴処理
+1000倍 散布

250～258,278～279
L/10 a

100倍500 mL/ｾﾙﾄﾚｲ灌
注

+1000倍 散布
150,193.3 L/10 a

5.0%
フロアブル

100倍500 mL/ｾﾙﾄﾚｲ灌
注

+2000倍 散布
300 L/10 a

1+2 1,3,7,14

5.0%
フロアブル

100倍500 mL/ｾﾙﾄﾚｲ灌
注

+2000倍 散布
200 L/10 a

1+2 1,3,7,14

5.0%
フロアブル

5.0%
フロアブル

3 1,3,7,14

100倍500 mL/ｾﾙﾄﾚｲ灌
注

+2000倍 散布
267,250,271 L/10 a

1+3 1,3,7,14

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

サラダ菜
（茎葉）

ふき
（茎葉）

ねぎ
（茎葉）

アスパラガス
(若茎)

パセリ
（茎葉）

2

2

2

2

はなっこりー
（茎葉）

タアサイ
（茎葉）

レタス
（茎葉）

リーフレタス
（茎葉）

カリフラワー
（花蕾）

コリアンダー
（茎葉）

トマト
（果実）

ミニトマト
（果実）

ピーマン
(果実)

なす
（果実）

ししとう
（果実）

甘長とうがらし
（果実）



（別紙1-1）

剤型 使用量・使用方法 回数 経過日数
最大残留量（ppm）注１）

クロラントラニリプロール作物残留試験一覧表

農作物
試験

圃場数

試験条件

圃場A：0.05

圃場B：0.07

2000倍 散布 圃場A：<0.01

300 L/10 a 圃場B：<0.01

2000倍 散布 圃場A：0.33

300 L/10 a 圃場B：0.14

2000倍 散布 圃場A：<0.01

200,250～251 L/10 a 圃場B：<0.01

2000倍 散布 圃場A：0.54 (3回,3日)

200,250～251 L/10 a 圃場B：0.48 (3回,3日)

2000倍 散布 圃場A：<0.01

200 L/10 a 圃場B：<0.01

2000倍 散布 152.4, 圃場A：4.10 (3回,14日)

182.65～182.86 L/10 a 圃場B：4.66

2000倍 散布 圃場A：0.15

280,225～275 L/10 a 圃場B：0.27

2000倍 散布 圃場A：0.01 (3回,7日)

166,178～180 L/10 a 圃場B：<0.01

2000倍 散布 圃場A：0.26

200,181 L/10 a 圃場B：0.13

2000倍 散布 圃場A：0.19

168～194,183 L/10 a 圃場B：0.14 (3回,7日)

4000倍 散布 圃場A：0.14

150～200,200 L/10 a 圃場B：0.32

1000倍 散布 圃場A：0.04

300 L/10 a 圃場B：<0.01

2000倍 散布 圃場A：0.04

200 L/10 a 圃場B：0.03

1,3,7,14 圃場A：14.4 (2回,1日)(#)

圃場B：8.32 (2回,1日)(#)

圃場C：7.26 (2回,1日)(#)

2000倍 散布 圃場A：6.80

200 L/10 a 圃場B：13.6

圃場A：0.31 (3回,3日)

圃場B：0.10 (3回,3日)

圃場C：0.37

圃場D：0.18

圃場A：0.16 (3回,3日)

圃場B：0.18 (3回,3日)

圃場C：0.33

圃場D：0.17

5000倍 散布 圃場A：0.02 (2回,3日)

400,500 L/10 a 圃場B：<0.01 (2回,3日)

5000倍 散布 圃場A：<0.01

360,400 L/10 a 圃場B：<0.01

5000倍 散布 圃場A：1.67 (2回,3日)

400,500 L/10 a 圃場B：0.70 (2回,3日)

5000倍 散布 圃場A：1.42

360,400 L/10 a 圃場B：1.34

5000倍 散布 圃場A：0.11

400 L/10 a 圃場B：0.08

2500倍 散布 圃場A：0.62

625,400 L/10 a 圃場B：0.32 (3回,14日)

2500倍 散布 圃場A：0.04 (3回,14日)

500 L/10 a 圃場B：0.08

2500倍 散布 圃場A：0.44

313,400 L/10 a 圃場B：0.32

圃場A：0.38 (3回,3日)

圃場B：0.23 (3回,3日)

圃場C：0.12

圃場D：0.18

3,7,14,21

4

1,3,7,14

3,7,14,21

3 3,7,14,21

10.0%
フロアブル

3 1 ,3 ,7 ,14

2 3,7,14,21

3 1,3,7,14

10.0%
フロアブル

2 3,7,14,21

3

3,7,14,21

1,3,7,14

10.0%
フロアブル

2 3,7,14,21

3 1,3,7,14

2500倍 散布
400,700,500 L/10 a

5.0%
フロアブル

5.0%
フロアブル

5.0%
フロアブル

5.0%
フロアブル

5.0%
フロアブル

5.0%
フロアブル

5.0%
フロアブル

3

5.0%
フロアブル

5.0%
フロアブル

3 1,3,7

3 1,3,7,14

1,3,7

5.0%
フロアブル

3 1,3,7

1,3,7,14

メロン
（果皮）

2
5.0%

フロアブル
3 1,3,7,14

5.0%
フロアブル

5.0%
フロアブル

100倍25 mL/ﾎﾟｯﾄ灌注
+1000倍 散布

200,300 L/10 a
1+3 1,7,14

3

あんず
(果実)

2

2 3

10.0%
フロアブル

2500倍 散布
700,500,417,450

L/10 a
3

2

10.0%
フロアブル

10.0%
フロアブル

10.0%
フロアブル

2

2

2

10.0%
フロアブル

2

2

2

2

2

4

4

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

きゅうり
（果実）

すいか
（果肉）

メロン
（果肉）

とうがん
（果実）

ほうれんそう
（茎葉）

すいか
（果皮）

もも
（果肉）

オクラ
(果実)

しょうが
(根茎）

えだまめ
（さや）

さやえんどう
（さや）

さやいんげん
（さや）

未成熟そらまめ
（さや）

もも
（果皮）

ネクタリン
（果実）

すもも
（果実）

おうとう
（果実）

うめ
(果実)

ごま
（種子）

モロヘイヤ
（茎葉）

えごま
（葉）

りんご
（果実）

なし
（果実）

3 1,3,7,14

3 1,3,7,14

3 1,3,7

3 1,3,7

3 3,7,14,21

3 1,3,7,14

2 3,7,14

5.0%
フロアブル

3
2000倍 散布

480 ,420 ,750  L/10 a
2

1,3,7

5.0%
フロアブル

5.0%
フロアブル

3 1,3,7

10.0%
フロアブル

3,7,14,21

1,3,7,14

3
2500倍 散布

600,500,500,450
L/10 a
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剤型 使用量・使用方法 回数 経過日数
最大残留量（ppm）注１）

クロラントラニリプロール作物残留試験一覧表

農作物
試験

圃場数

試験条件

2000倍 散布 圃場A：0.23

200 L/10 a 圃場B：0.30

5000倍 散布 圃場A：0.16 (3回,3日)

300,500 L/10 a 圃場B：0.51 (3回,3日)

5000倍 散布 圃場A：0.07

500 L/10 a 圃場B：0.07 (3回,7日)

2000倍 散布 圃場A：29.8

400 L/10 a 圃場B：38.6

2000倍 散布 圃場A：16.9

400 L/10 a 圃場B：19.6

2000倍 散布 圃場A：8.08

200 L/10 a 圃場B：5.86

2000倍 散布 圃場A：7.76

200 L/10 a 圃場B：17.3

2000倍 散布 圃場A：<0.01

300 L/10 a 圃場B：<0.01

100倍 圃場A：<0.02 (1回,82日)

500 mL/ｾﾙﾄﾚｲ灌注 圃場B：<0.02 (1回,82日)

2000倍 散布 圃場A：4.83

300 L/10 a 圃場B：3.25

圃場A：1.00

圃場B：0.50

8.7%フロアブル
+5.0%フロアブル

200倍500 mL/ｾﾙﾄﾚｲ灌
注

+2000倍 散布
200,250～300 L/10 a

1+3 1,3,7

3 3,7,14
5.0%

フロアブル

5.0%
フロアブル

5.0%
フロアブル

1 82,89,96

1,3,7,143

5.0%
フロアブル

5.0%
フロアブル

3

3

1,3,7

1,3,7

10.0%
フロアブル

3 1,3,7,14

10.0%
フロアブル

10.0%
フロアブル

1

1

3,7,14,21

3,7,14,21

1,7,14

10.0%
フロアブル

3 1,3,7,14

バジル
（茎葉）

しそ
（茎葉）

らっきょう
（鱗茎）

あすっこ
（花・花茎）

アマランサス
（茎葉）

なばな
（茎葉）

2

2

2

2

ぶどう
（果実）

かき
（果実）

いちご
（果実）

茶
（荒茶）

茶
（浸出液）

2

2

2

2

2

2

5.0%
フロアブル

2

2

注２）(＃)印で示した作物残留試験成績は、申請の範囲内で試験が行われていない。なお、適用範囲内ではない試験条件を斜体で示した。
注３）今回、新たに提出された作物残留試験成績に網を付けて示している。

注１）最大残留量：当該農薬の申請の範囲内で最も多量に用い、かつ最終使用から収穫までの期間を最短とした場合の作物残留試験（い
わゆる最大使用条件下の作物残留試験）を複数の圃場で実施し、それぞれの試験から得られた残留量。（参考：平成１０年８月７日付
「残留農薬基準設定における暴露評価の精密化に係る意見具申」）
  表中、最大使用条件下の作物残留試験条件に、アンダーラインを付しているが、経時的に測定されたデータがある場合において、収穫
までの期間が最短の場合にのみ最大残留量が得られるとは限らないため、最大使用条件以外で最大残留量が得られた場合は、その使用数
及び経過日数について（　）内に記載した。
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剤型 使用量・使用方法 回数 経過日数

1 35%顆粒水和剤  49 g ai/ha散布 3 0,7 ,14,21,28 圃場A：<0.003(#)
注2）

1 35%顆粒水和剤  50～52 g ai/ha散布 3 0,7,15,21,28 圃場A：<0.003(#)

1 35%顆粒水和剤  74～76 g ai/ha散布 3 0,1 ,3 ,7 ,14,21 圃場A：0.003(#)

1 35%顆粒水和剤  76 g ai/ha散布 3 0,1 ,3 ,7 ,14,21 圃場A：<0.003(#)

1 35%顆粒水和剤  380 g ai/ha散布 3 14 圃場A：0.003(#)

圃場A：ND(#)

圃場B：ND(#)

圃場C：ND(#)

圃場D：ND(#)

圃場E：ND(#)

圃場F：ND(#)

圃場G：0.004(#)

圃場H：ND(#)

圃場I：ND(#)

圃場J：ND(#)

圃場K：ND(#)

圃場L：ND(#)

圃場M：ND(#)

圃場N：ND(#)

圃場O：ND(#)

圃場P：ND(#)

圃場Q：0.003(#)

圃場R：ND(#)

圃場S：ND(#)

圃場T：0.003(#)

圃場U：ND(#)

圃場A：0.003(#)

圃場B：ND(#)

圃場C：0.004(#)

圃場D：ND(#)

圃場A：0.64(#)

圃場B：0.28(#)

圃場C：0.033(#)

圃場D：0.51(#)

圃場E：0.48(#)

圃場F：0.066(#)

圃場G：0.29(#)

圃場H：1.1(#)

圃場I：0.75(#)

圃場J：2.9

圃場K：2.2

1 18.4%フロアブル 112～116 g ai/ha散布 2 4 圃場A：0.10(#)

圃場A：0.037(#)

圃場B：0.078(#)

圃場C：0.077(#)

1 18.4%フロアブル 113～114 g ai/ha散布 2 0,1,3,7,10 圃場A：0.67(2回,1日)(#)

圃場A：0.32(#)

圃場B：0.30(#)

圃場C：0.40(#)

圃場D：0.38(#)

圃場E：0.32(#)

圃場F：0.41(#)

圃場G：0.35(#)

圃場H：0.12(#)

圃場A：1.7(#)

圃場B：4.6(#)

圃場C：1.2(#)

圃場D：5.6(#)

圃場E：2.9(#)

圃場F：3.7(#)

圃場G：4.8(#)

圃場H：2.2(#)

からしな
(茎葉)

8 18.4%フロアブル
112～116 g ai/ha

散布
2 3

ブロッコリー
(花蕾) 8 18.4%フロアブル

109～116 g ai/ha
散布

2 3

キャベツ
(外葉なし)

3 18.4%フロアブル
110～118 g ai/ha

散布
2 3

14

15

キャベツ
(外葉あり)

11 18.4%フロアブル
110～118 g ai/ha

散布
2 3

ばれいしょ
(塊茎) 21

4

35%顆粒水和剤

35%顆粒水和剤

3 73～78 g ai/ha散布

 73～78 g ai/ha散布 3

クロラントラニリプロール作物残留試験一覧表（米国）

農作物
試験

圃場数

試験条件
最大残留量（ppm）

注１）
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剤型 使用量・使用方法 回数 経過日数

クロラントラニリプロール作物残留試験一覧表（米国）

農作物
試験

圃場数

試験条件
最大残留量（ppm）

注１）

1 18.4%フロアブル 111～113 g ai/ha散布 2 0,1,3,7,10 圃場A：0.56(#)

圃場A：2.4(#)

圃場B：1.3(#)

圃場C：0.43(#)

圃場D：2.2(#)

圃場E：0.012(#)

圃場F：0.004(#)

圃場A：0.47(#)

圃場B：0.043(#)

圃場C：0.39(#)

圃場A：6.2(#)

圃場B：3.2(#)

圃場C：3.9(#)

圃場D：4.5(#)

圃場E：5.3(#)

圃場F：4.0(#)

圃場G：3.9(#)

圃場A：0.99(#)

圃場B：2.6(#)

圃場C：2.1(#)

圃場D：3.6(#)

圃場E：2.1(#)

圃場F：1.4(#)

圃場G：3.6(#)

圃場A：2.5(#)

圃場B：0.25(#)

圃場C：0.19(#)

1 18.4%フロアブル 110～113 g ai/ha散布 2 0,1,3,7,10 圃場A：3.7(#)

圃場B：6.8(#)

圃場C：8.6(#)

圃場D：7.4(#)

圃場E：5.6(#)

圃場F：8.9(#)

圃場G：7.3(#)

1 18.4%フロアブル 113  g ai/ha散布 2 0,1,3,7,10 圃場A：0.14(#)

圃場A：0.071(#)

圃場B：0.040(#)

圃場C：0.018(#)

圃場D：0.032(#)

圃場E：0.040(#)

圃場F：0.032(#)

圃場G：0.18(#)

圃場H：0.14(#)

圃場I：0.092(#)

圃場J：0.14(#)

圃場K：0.14(#)

圃場L：0.044(#)

圃場M：0.059(#)

圃場N：0.051(#)

圃場O：0.061(#)

圃場P：0.11(#)

圃場Q：0.095(#)

圃場R：0.10(#)

圃場S：0.082(#)

圃場A：0.11(#)

圃場B：0.069(#)

圃場C：0.024(#)

圃場D：0.090(#)

圃場E：0.013(#)

圃場F：0.022(#)

圃場G：0.019(#)

圃場H：0.11(#)

圃場I：0.13(#)

圃場J：0.18(#)

圃場K：0.14(#)

ピーマン
(果実)

11 18.4%フロアブル
105～119 g ai/ha

散布
2 1

トマト
(果実) 19 18.4%フロアブル

106～120 g ai/ha
散布

2 1

ほうれんそう
(茎葉) 6 18.4%フロアブル

110～118 g ai/ha
散布

2 1

セルリー
(茎葉)

(外葉なし)
3 18.4%フロアブル

112～114 g ai/ha
散布

2 1

セルリー
(茎葉)

(外葉あり)
7 18.4%フロアブル

112～118 g ai/ha
散布

2 1

リーフレタス
(茎葉)

7 18.4%フロアブル
112～116 g ai/ha

散布
2 1

レタス
(茎葉)

(外葉なし)
3 18.4%フロアブル

110～118 g ai/ha
散布

2 1

レタス
(茎葉)

(外葉あり) 6 18.4%フロアブル
109～115 g ai/ha

散布
2 1
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剤型 使用量・使用方法 回数 経過日数

クロラントラニリプロール作物残留試験一覧表（米国）

農作物
試験

圃場数

試験条件
最大残留量（ppm）

注１）

圃場A：0.21(#)

圃場B：0.019(#)

圃場C：0.035(#)

圃場D：0.066(#)

圃場E：0.059(#)

圃場F：0.41(#)

圃場G：0.063(#)

圃場H：0.13(#)

圃場I：0.069(#)

1 18.4%フロアブル 118～119 g ai/ha散布 2 0,1,3,7,10 圃場A：0.022(#)

圃場A：0.076(#)

圃場B：0.011(#)

圃場C：0.015(#)

圃場D：0.006(#)

圃場E：0.012(#)

圃場F：0.076(#)

圃場A：0.090(#)

圃場B：0.027(#)

圃場C：0.065(#)

圃場D：0.10(#)

圃場E：0.081(#)

圃場F：0.052(#)

マスクメロン
(果実)

1 18.4%フロアブル 113～114 g ai/ha散布 2 1 圃場A：0.010(#)

圃場A：0.017(#)

圃場B：0.081(#)

圃場C：0.023(#)

圃場D：0.054(#)

圃場E：0.076(#)

圃場F：0.040(#)

1 35%顆粒水和剤 112  g ai/ha散布 2 0,7,14,21,28 圃場A：0.13(#)

圃場A：0.022(#)

圃場B：0.056(#)

圃場C：0.11(#)

圃場D：0.074(#)

圃場E：0.038(#)

圃場F：0.010(#)

圃場G：0.012(#)

圃場H：0.088(#)

圃場I：0.045(#)

圃場J：0.093(#)

圃場K：0.061(#)

圃場L：0.23(#)

圃場M：0.078(#)

圃場A：0.073(#)

圃場B：0.072(#)

圃場C：0.030(#)

1 35%顆粒水和剤 113～115 g ai/ha散布 2 10 圃場A：0.054(#)

圃場A：0.033(#)

圃場B：0.059(#)

圃場C：0.085(#)

圃場A：0.026(#)

圃場B：0.070(#)

圃場C：0.10(#)

圃場D：0.016(#)

圃場E：0.12(#)

圃場F：0.13(#)

圃場G：0.070(#)

カンタロープ
(果実)

6 18.4%フロアブル
110～121 g ai/ha

散布
2 1

ペポカボチャ
(果実)

6 18.4%フロアブル

きゅうり
(果実) 6 18.4%フロアブル

109～124 g ai/ha
散布

2 1

とうがらし
(果実)

9 18.4%フロアブル
109～119 g ai/ha

散布
2 1

108～121 g ai/ha
散布

2 1

りんご
(果実)

13 35%顆粒水和剤

3 35%顆粒水和剤

111～118 g ai/ha
散布

109～113 g ai/ha
散布

2

2

14

15

なし
(果実)

3 35%顆粒水和剤
112 g ai/ha

散布
2 13

7 35%顆粒水和剤
112～113 g ai/ha

散布
2 14
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剤型 使用量・使用方法 回数 経過日数

クロラントラニリプロール作物残留試験一覧表（米国）

農作物
試験

圃場数

試験条件
最大残留量（ppm）

注１）

1 35%顆粒水和剤 116.13～115.71 g ai/ha散布 2 1,3,8,10,14 圃場A：0.158(#)

1 35%顆粒水和剤 111.69～112.42 g ai/ha散布 2 1,3,8,11,15 圃場A：0.318(#)

圃場A：0.0720(#)

圃場B：0.125(#)

圃場A：0.247(#)

圃場B：0.144(#)

圃場C：0.132(#)

圃場D：0.165(#)

圃場E：0.0639(#)

圃場F：0.0916(#)

圃場G：0.101(#)

圃場H：0.0827(#)

圃場I：0.122(#)

圃場A：0.106(#)

圃場B：0.891(#)

圃場C：0.142(#)

圃場A：0.114(#)

圃場B：0.132(#)

圃場C：0.101(#)

圃場A：0.0897(#)

圃場B：0.105(#)

圃場C：0.309(#)

圃場D：0.183(#)

1 35%顆粒水和剤  111～112 g ai/ha散布 2 0,5,10,14,21 圃場A：0.004(2回,10日)(#)

圃場A：0.026(#)

圃場B：0.017(#)

圃場C：0.067(#)

圃場D：0.066(#)

圃場E：0.006(#)

圃場F：0.015(#)

圃場G：0.006(#)

圃場H：0.007(#)

圃場I：0.007(#)

圃場J：0.009(#)

圃場A：0.011(#)

圃場B：0.022(#)

圃場C：0.049(#)

圃場A：0.011(#)

圃場B：0.029(#)

圃場C：0.076(#)

圃場A：0.11(#)

圃場B：0.18(#)

圃場A：0.26(#)

圃場B：0.10(#)

圃場C：0.056(#)

圃場D：0.36(#)

圃場E：0.21(#)

圃場F：0.45(#)

圃場A：0.15(#)

圃場B：0.48(#)

圃場A：0.19(#)

圃場B：0.57(#)

11

もも
(果実)

2 35%顆粒水和剤
110.69～112.34 g ai/ha

散布
2 9

9 35%顆粒水和剤
111.37～113.65 g ai/ha

散布
2 10

3 35%顆粒水和剤
112.42～115.47 g ai/ha

散布
野菜オイル加用

2 10

3 35%顆粒水和剤
110.35～115.85 g ai/ha

散布
非イオン系展着剤加用

2 10

4 35%顆粒水和剤
109.77～115.87 g ai/ha

散布
2

すもも
(果実)

10 35%顆粒水和剤
 105～112g ai/ha

散布
2 10

3

3

35%顆粒水和剤
108～111 g ai/ha

散布
野菜オイル加用

2 10

35%顆粒水和剤
112～118 g ai/ha

散布
非イオン系展着剤加用

2 10

おうとう
(果実)

2

6

2

2

35%顆粒水和剤

35%顆粒水和剤

35%顆粒水和剤

35%顆粒水和剤

112  g ai/ha
散布

111～112 g ai/ha
散布

112 g ai/ha散布
野菜オイル加用

112 g ai/ha散布
非イオン系展着剤加用

2

2

2

2

9

10

10

10



（別紙1-2）

剤型 使用量・使用方法 回数 経過日数

クロラントラニリプロール作物残留試験一覧表（米国）

農作物
試験

圃場数

試験条件
最大残留量（ppm）

注１）

1 35%顆粒水和剤 115.60～118.95 g ai/ha散布 2 1,2,7,13,23 圃場A：0.0403(#)

1 35%顆粒水和剤 111.85～112.01 g ai/ha散布 2 1,4,7,15,20 圃場A：0.429(#)

圃場A：0.522(#)

圃場B：0.199(#)

圃場A：0.0826(#)

圃場B：0.0415(#)

圃場C：0.0933(#)

圃場D：0.175(#)

圃場E：0.335(#)

圃場F：0.257(#)

圃場G：0.108(#)

圃場H：0.0440(#)

圃場I：0.0426(#)

圃場J：0.0364(#)

圃場A：0.0442(#)

圃場B：0.0445(#)

圃場A：0.0909(#)

圃場B：0.0408(#)

圃場A：0.477(#)

圃場B：0.119(#)

圃場C：0.189(#)

1 35%顆粒水和剤
108.12～108.26 g ai/ha散布

野菜オイル加用
2 15 圃場A：0.371(#)

1 35%顆粒水和剤
107.90～108.35 g ai/ha散布

非イオン系展着剤加用
2 15 圃場A：0.461(#)

1 35%顆粒水和剤 110～118 g ai/ha散布 2 0,7,14,21,28 圃場A：0.078(#)

1 35%顆粒水和剤 110～112 g ai/ha散布 2 0,6,14,20,25 圃場A：0.34(2回,6日)(#)

1 35%顆粒水和剤 112  g ai/ha散布 2 20 圃場A：0.016(#)

圃場A：0.022(#)

圃場B：0.029(#)

圃場C：0.047(#)

圃場D：0.082(#)

圃場E：0.049(#)

圃場F：0.13(#)

圃場G：0.083(#)

圃場A：0.031(#)

圃場B：0.054(#)

圃場C：0.081(#)

1 35%顆粒水和剤 112～113 g ai/ha散布 2 23 圃場A：0.006(#)

圃場A：12(#)

圃場B：6.4(#)

圃場C：3.3(#)

圃場D：4.1(#)

圃場E：2.4(#)

圃場A：1.1(#)

圃場B：13(#)

圃場A：0.11（2回,1日)(#)

圃場B：0.13(2回,1日)(#)

圃場C：0.19(#)

圃場D：0.15(2回,1日)(#)

圃場E：0.13(2回,日)(#)

圃場A：0.11(#)

圃場B：0.081(#)

圃場C：0.11(#)

圃場D：0.30(#)

圃場A：0.088(#)

圃場B：0.25(#)

圃場C：0.093(#)

圃場D：0.16(#)

圃場E：0.19(#)

圃場F：0.024(#)

圃場A：0.055(#)

圃場B：0.031(#)

圃場C：0.12(#)

圃場D：0.083(#)

ぶどう
(果実)

2 35%顆粒水和剤
111.08～115.15 g ai/ha

散布
2 13

10 35%顆粒水和剤
108.82～114.80 g ai/ha

散布
14

2

2

3

35%顆粒水和剤
111.69～114.06 g ai/ha散布

野菜オイル加用
2 14

35%顆粒水和剤
112.25～114.86 g ai/ha散布

非イオン系展着剤加用
2 14

35%顆粒水和剤
107.90～114.01 g ai/ha

散布
2 15

綿実
(種子)

7 35%顆粒水和剤
109～114 g ai/ha

散布
2 21

3 35%顆粒水和剤
110～114 g ai/ha

散布
2 22

綿実
(綿花残渣)

5

2

35%顆粒水和剤

35%顆粒水和剤

109～113 g ai/ha
散布

110～114 g ai/ha
散布

2

2

21

22

グリーンビーン
(さや)

5 35%顆粒水和剤
59.66～60.52 g ai/ha

散布
2 0,1,7,14,21

4 35%顆粒水和剤
57.72～61.59 g ai/ha

散布
2 1

6 35%顆粒水和剤
38.86～40.91 g ai/ha

散布
2 1,3

4 35%顆粒水和剤
38.12～40.86 g ai/ha

散布
2 1



（別紙1-2）

剤型 使用量・使用方法 回数 経過日数

クロラントラニリプロール作物残留試験一覧表（米国）

農作物
試験

圃場数

試験条件
最大残留量（ppm）

注１）

1 18.4%フロアブル 110～112 g ai/ha散布 2 13 圃場A：ND(#)

1 18.4%フロアブル 559～567g ai/ha散布 2 13 圃場A：ND(#)

圃場A：ND(#)

圃場B：ND(#)

圃場C：ND(#)

圃場D：ND

圃場A：0.005(#)

圃場B：0.009(#)

1 18.4%フロアブル 554～567 g ai/ha散布 2 15 圃場A：ND(#)

圃場A：<0.010(#)

圃場B：<0.010(#)

圃場A：<0.010(#)

圃場B：<0.010(#)

圃場C：<0.010(#)

圃場D：<0.010(#)

圃場E：<0.010(#)

圃場F：<0.010(#)

圃場G：<0.010(#)

圃場H：<0.010(#)

圃場I：<0.010(#)

圃場J：<0.010(#)

1 18.4%フロアブル 0.099～0.103 lb ai/A散布 4 15 圃場A：<0.010(#)

1 18.4%フロアブル 0.10 1 lb ai/A散布 5 14 圃場A：<0.010(#)

圃場A：5.4(#)

圃場B：5.315(#)

圃場C：2.615(#)

圃場D：0.69(#)

圃場E：12.04(#)

圃場F：3.635(#)

圃場G：3.955(#)

圃場H：0.824(#)

圃場I：2.085(#)

圃場J：2.075(#)

圃場K：7.69(#)

圃場L：4.52(#)

圃場M：7.1(#)

15 圃場N：2.36(#)

13 圃場A：1.7(#)

圃場B：3.1(#)

圃場C：3.1(#)

圃場D：2.8(#)

圃場E：3.7(#)

圃場F：2.2(#)

圃場G：3.8(#)

1 51.85%フロアブル  550 g ai/ha土壌処理 2 113 圃場A：0.063(#)

1 51.85%フロアブル  560 g ai/ha散布 2 116 圃場A：0.040(#)

1 51.85%フロアブル  560 g ai/ha土壌処理 2 117 圃場A：0.057(#)

1 51.85%フロアブル  561 g ai/ha散布 2 120 圃場A：0.010(#)

1 51.85%フロアブル  546 g ai/ha土壌処理 2 120 圃場A：0.049(#)

1 51.85%フロアブル  1077 g ai/ha土壌処理 2 120 圃場A：0.037(#)

圃場A：0.051(#)

圃場B：0.050(#)

圃場C：0.072(#)

圃場D：0.087(#)

1 51.85%フロアブル  560 g ai/ha土壌処理 2 123 圃場A：0.029(#)

1 51.85%フロアブル  560 g ai/ha土壌処理 2 127 圃場A：0.052(#)

1 51.85%フロアブル  560 g ai/ha土壌処理 2 130 圃場A：0.028(#)

1 51.85%フロアブル  561 g ai/ha土壌処理 2 134 圃場A：0.030(#)

1 51.85%フロアブル  561 g ai/ha土壌処理 2 138 圃場A：0.046(#)

1 51.85%フロアブル  561 g ai/ha散布 2 143 圃場A：0.033(#)

1 51.85%フロアブル  561 g ai/ha土壌処理 2 148 圃場A：0.031(#)

1 51.85%フロアブル  1121 g ai/ha土壌処理 2 148 圃場A：0.048(#)

1 5%フロアブル  20 g ai/ha散布 6 0,1,3,7,14 圃場A：3.080(#)

1 5%フロアブル  40 g ai/ha散布 6 0,1,3,7,14 圃場A：11.036(#)

圃場A：0.049

圃場B：0.436

とうもろこし
(穀粒)

4 18.4%フロアブル
105～112 g ai/ha

散布
2 14

2 18.4%フロアブル
108～116 g ai/ha

散布
2 15

2 18.4%フロアブル
0.100～0.109 lb ai/A

散布
4 13

10 18.4%フロアブル
0.095～0.109 lb ai/A

散布
4 14

とうもろこし
(茎葉)

14

7

18.4%フロアブル
0.098～0.104 lb ai/A

散布
2

13

14

18.4%フロアブル
0.094～0.104 lb ai/A

散布
2

14

15

稲
(穀粒)

4 51.85%フロアブル  560 g ai/ha散布 2 122

Polebeans
(さや)

ブラックベリー
(果実)

2 35%顆粒水和剤
0.097～0.100 lb ai/A

散布
2 3



（別紙1-2）

剤型 使用量・使用方法 回数 経過日数

クロラントラニリプロール作物残留試験一覧表（米国）

農作物
試験

圃場数

試験条件
最大残留量（ppm）

注１）

1 35%顆粒水和剤
0.099～0.103 lb ai/A

散布
2 1,3,7,10 圃場A：0.0902

圃場A：0.235

圃場B：0.481

圃場C：0.482

圃場D：0.513

圃場E：0.095

2000倍散布 圃場A：0.23

200L/10a 圃場B：0.30

圃場A：0.176(#)

圃場B：0.122(#)

圃場C：0.163(#)

圃場D：0.108(#)

圃場E：0.206(#)

圃場F：0.132(#)

圃場G：0.749(#)

圃場H：0.840(#)

圃場I：0.181(#)

1 35%顆粒水和剤
0.198～0.212 lb ai/A

散布
2 1,3,6,13 圃場A：0.234(#)

1 35%顆粒水和剤
0.198～0.212 lb ai/A

散布
2 1,3,8,14 圃場A：0.460(#)

圃場A：4.61(#)

圃場B：4.64(#)

圃場C：5.68(#)

圃場D：5.33(#)

圃場E：2.22(#)

圃場A：0.098

圃場B：0.115

圃場A：0.188

圃場B：0.205

圃場A：0.006(#)

圃場B：0.007(#)

圃場C：0.004(#)

圃場D：0.006(#)

圃場E：0.004(#)

1 35%顆粒水和剤 111～112 g ai/ha散布 2 11 圃場A：0.008(#)

1 35%顆粒水和剤 112～113 g ai/ha散布 2 9 圃場A：0.015(#)

圃場A：0.003(#)

圃場B：0.003(#)

圃場C：0.007(#)

圃場D：0.014(#)

圃場E：0.009(#)

圃場A：1.0

圃場B：0.83

圃場C：0.14

圃場D：0.25

圃場E：0.34

圃場F：0.23

圃場A：0.79

圃場B：0.12

圃場C：0.21

圃場D：0.030

圃場E：0.82

圃場F：0.16

圃場A：0.136

圃場B：0.123

圃場C：0.097

圃場D：<0.01

圃場E：0.118

圃場F：0.407

圃場G：0.145

圃場H：0.161

圃場I：0.121

圃場A：0.640

圃場B：0.476

圃場C：0.444

圃場D：0.611

ラズベリー
(果実)

5 35%顆粒水和剤
0100～0.105 lb ai/A

散布
2 3

いちご
(果実)

2 5%フロアブル 2 1,7,14

ブルーベリー
(果実)

9 35%顆粒水和剤
0.198～0.212 lb ai/A

散布
2 1

ミント
(茎葉)

5 35%顆粒水和剤
0.097～0.103 lb ai/A

散布
2 3

コーヒー豆
(豆)

2

2

35%顆粒水和剤  52.5 g ai/ha散布 3 7,21

35%顆粒水和剤  52.5 g ai/ha散布 3 1,3,7,14,21

アーモンド
(可食部)

5 35%顆粒水和剤
111～114 g ai/ha

散布
2 10

ペカン
(可食部) 5 35%顆粒水和剤

112～114 g ai/ha
散布

2 10

なたね
(種子)

6 18.4%フロアブル  219～231 g ai/ha散布 1 1

ひまわり
(種子)

6 18.4%フロアブル  219～230 g ai/ha散布 1 1

さやいんげん 9 18.4%フロアブル
0.192～0.204 lb ai/A

散布
2 1

さやえんどう 4 18.4%フロアブル
0.201～0.205 lb ai/A

散布
2 1



（別紙1-2）

剤型 使用量・使用方法 回数 経過日数

クロラントラニリプロール作物残留試験一覧表（米国）

農作物
試験

圃場数

試験条件
最大残留量（ppm）

注１）

だいず
（乾燥子実）

1 18.4%フロアブル  0.1 lb ai/A散布 2 1 圃場A：0.19

圃場A：11

圃場B：10

圃場C：17

圃場D：6.8

圃場E：3.8

圃場F：18

圃場A：0.23

圃場B：0.031

圃場C：0.051

圃場D：0.046

圃場E：0.027

圃場F：0.071

圃場A：0.653

圃場B：0.406

圃場C：0.787

圃場D：1.49

圃場E：0.717

圃場A：0.004

圃場B：0.012

圃場C：<0.003

圃場D：0.003

圃場E：<0.003

圃場F：0.034

圃場A：1.96

圃場B：1.91

圃場C：1.93

圃場A：1.16

圃場B：1.49

圃場C：0.786

圃場A：0.225

圃場B：0.192

圃場C：0.183

圃場D：0.254

圃場E：0.409

圃場A：0.101

圃場B：0.0972

圃場C：0.0899

圃場D：0.125

圃場E：0.119

パパイヤ 1 35%顆粒水和剤  0.207 lb ai/Acre散布 2 1,3,7,10,14 圃場A：0.288

ライチ 1 35%顆粒水和剤  0.200 lb ai/Acre散布 2 1,3,6,9,13 圃場A：0.451

おうとう 1 35%顆粒水和剤  0.199 lb ai/Acre散布 2 1,3,6,10,15 圃場A：0.171

圃場A：17.6

圃場B：24.3

ND：not dectected（検出限界0.003 ppm未満）
注２）(＃)印で示した作物残留試験成績は、申請の範囲内で試験が行われていない。なお、適用範囲内ではない試験条件を斜体で示した。

注１）最大残留量：当該農薬の申請の範囲内で最も多量に用い、かつ最終使用から収穫までの期間を最短とした場合の作物残留試験（いわゆる最大使用
条件下の作物残留試験）を複数の圃場で実施し、それぞれの試験から得られた残留量。（参考：平成１０年８月７日付「残留農薬基準設定における暴露
評価の精密化に係る意見具申」）
  表中、最大使用条件下の作物残留試験条件に、アンダーラインを付しているが、経時的に測定されたデータがある場合において、収穫までの期間が最
短の場合にのみ最大残留量が得られるとは限らないため、最大使用条件以外で最大残留量が得られた場合は、その使用回数及び経過日数について（　）
内に記載した。

ラディッシュ
(葉部)

6 18.4%フロアブル
0.200～0.208 lb ai/A

散布
2 1

ラディッシュ
(根部)

6 18.4%フロアブル
0.200～0.208 lb ai/A

散布
2 1

ねぎ 5 18.4%フロアブル
0.199～0.203 lb ai/A

散布
2 1

らっかせい 6 18.4%フロアブル  0.200 lb ai/A散布 2 1

大麦 3 18.4%フロアブル
0.200～0.207 lb ai/A

散布
2 1

ソルガム 3 18.4%フロアブル
0.200～0.202 lb ai/A

散布
2 1

小麦 5 18.4%フロアブル
0.201～0.209 lb ai/A

散布
2 1

ディル
（種子）

2 18.4%フロアブル
0.100～0.101 lb ai/A

散布
2

ザクロ

1

5 35%顆粒水和剤
0.194～0.206 lb ai/A

散布
2 1



（別紙1-3）

剤型 使用量・使用方法 回数 経過日数

圃場A：<0.005

圃場B：0.14

圃場A：0.42

圃場B：0.32

圃場A：0.013

圃場B：<0.005

圃場C：0.027

1 18.4%フロアブル  20g ai/ha散布 2 0,1,3,6,14 圃場A：0.47(2回,14日)

1 18.4%フロアブル  112g ai/ha散布 2 0,1,3,6,14 圃場A：1.32(2回,14日)

圃場A：0.09

圃場B：0.03

圃場A：0.24

圃場B：0.11

1 18.4%フロアブル  20g ai/ha散布 2 0,1,3,7,12 圃場A：<0.01

1 18.4%フロアブル  112g ai/ha散布 2 0,1,3,7,12 圃場A：<0.01

1 18.4%フロアブル  20g ai/ha散布 2 0,1,3,7,14 圃場A：0.09

1 18.4%フロアブル  112g ai/ha散布 2 0,1,7 圃場A：0.31

1 18.4%フロアブル  20g ai/ha散布 2 0,1,3,7 圃場A：0.11

1 18.4%フロアブル  112g ai/ha散布 2 0,1,7 圃場A：0.24

緑豆

ひよこ豆 14

注）最大残留量：当該農薬の申請の範囲内で最も多量に用い、かつ最終使用から収穫までの期間を最短とした場合の作物残留試験（いわ
ゆる最大使用条件下の作物残留試験）を複数の圃場で実施し、それぞれの試験から得られた残留量。（参考：平成１０年８月７日付「残
留農薬基準設定における暴露評価の精密化に係る意見具申」）
  表中、最大使用条件下の作物残留試験条件に、アンダーラインを付しているが、経時的に測定されたデータがある場合において、収穫
までの期間が最短の場合にのみ最大残留量が得られるとは限らないため、最大使用条件以外で最大残留量が得られた場合は、その使用回
数及び経過日数について（　）内に記載した。

クロラントラニリプロール作物残留試験一覧表（豪州）

農作物
試験

圃場数

試験条件
最大残留量（ppm）注）

2 35%顆粒水和剤  140g ai/ha散布 2

2 35%顆粒水和剤  140g ai/ha散布 2 14

だいず 3 35%顆粒水和剤  140g ai/ha散布 2 14

スナップえんどう

さやえんどう

2 18.4%フロアブル  20g ai/ha散布 2

グリーンピース

さやいんげん

いんげんまめ

0,1,3,7,14

2 18.4%フロアブル  112g ai/ha散布 2 0,1,3,7,14



（別紙1-4）

剤型 使用量・使用方法 回数 経過日数

1 35%顆粒水和剤  94.5 g ai/ha散布 2 1 ,7 ,14,21,28 圃場A：0.16(2回,7日)（#）注2）

1 35%顆粒水和剤  94.5 g ai/ha散布 2 14 圃場A：0.15

1 35%顆粒水和剤  189 g ai/ha散布 3 1 ,7 ,14,21,28 圃場A：0.34(3回,1日)（#）

1 35%顆粒水和剤  189 g ai/ha散布 3 14 圃場A：0.31

アボカド

注２）(＃)印で示した作物残留試験成績は、申請の範囲内で試験が行われていない。なお、適用範囲内ではない試験条件を斜体で示した。

注１）最大残留量：当該農薬の申請の範囲内で最も多量に用い、かつ最終使用から収穫までの期間を最短とした場合の作物残留試験（い
わゆる最大使用条件下の作物残留試験）を複数の圃場で実施し、それぞれの試験から得られた残留量。（参考：平成１０年８月７日付
「残留農薬基準設定における暴露評価の精密化に係る意見具申」）
  表中、最大使用条件下の作物残留試験条件に、アンダーラインを付しているが、経時的に測定されたデータがある場合において、収穫
までの期間が最短の場合にのみ最大残留量が得られるとは限らないため、最大使用条件以外で最大残留量が得られた場合は、その使用回
数及び経過日数について（　）内に記載した。

クロラントラニリプロール作物残留試験一覧表（ニュージーランド）

農作物
試験

圃場数

試験条件
最大残留量（ppm）注１）



農薬名 クロラントラニリプロール （別紙２）

食品名
基準値

案
ppm

基準値
現行
ppm

登録
有無

国際
基準
ppm

作物残留試験成績等
ppm

zzz
米（玄米をいう。） 0.05 0.05 ○ <0.01,<0.01
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
小麦 6 6 0.02 6.0 米国 【0.183-0.409(n=5)(小麦)

（1.91,1.93,1.96）（大麦）
（0.786,1.16,1.49）（ソルガム）(米国)】

大麦 6 6 0.02 6.0 米国 【米国小麦、大麦、ソルガム参照】
ライ麦 6 6 0.02 6.0 米国 【米国小麦、大麦、ソルガム参照】
とうもろこし 0.6 0.6 ○ 0.6
そば 6 6 0.02 6.0 米国 【米国小麦、大麦、ソルガム参照】
その他の穀類 6 6 0.02 6.0 米国 【米国小麦、大麦、ソルガム参照】
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
大豆 0.2 0.2 ○ 0.05 <0.01,0.03($)
小豆類 1 1 【0.32,0.42(緑豆）（豪州)】
えんどう 1 1 【小豆類参照】
そら豆 1 1 【小豆類参照】
らっかせい 0.06 0.06 0.06 0.06 米国 【<0.003-0.034(n=6)(米国)】
その他の豆類 1 1 【小豆類参照】
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
ばれいしょ 0.02 0.02 0.02
さといも類（やつがしらを含む。） 0.05 0.05 ○ 0.02 <0.01,<0.01
かんしょ 0.05 0.05 ○ 0.02 <0.01,<0.01
やまいも（長いもをいう。） 0.05 0.05 ○ 0.02 <0.01,<0.01
こんにゃくいも 0.02 0.02 0.02
その他のいも類 0.02 0.02 0.02zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
てんさい 0.02 0.02 0.02
さとうきび 14 14 ○ 0.5 14 米国 【0.69-12.04(#)(n=21)

(とうもろこし茎葉)(米国)】zzz
#N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A

#N/A
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
だいこん類（ラディッシュを含む。）の根 0.5 0.5 ○ 0.5
だいこん類（ラディッシュを含む。）の葉 40 40 ○ 40
かぶ類の根 0.2 0.2 ○ 0.02 0.02,0.03($)
かぶ類の葉 20 20 ○ 20
西洋わさび 0.02 0.02 0.02
クレソン 20 20 ○ 20
はくさい 20 20 ○ 20
キャベツ 4 4 ○ 2 4.0 米国 【0.033-1.1(n=11)

(外葉あり)、0.037,0.077,0.078
(外葉なし)(米国)】

芽キャベツ 4 4 2 4.0 米国 【米国キャベツ参照】
ケール 20 20 ○ 20
こまつな 20 20 ○ 20
きょうな 20 20 ○ 20
チンゲンサイ 20 20 ○ 20
カリフラワー 4 4 ○ 2 4.0 米国 【米国キャベツ参照】
ブロッコリー 4 4 ○ 2 4.0 米国 【米国キャベツ参照】
その他のあぶらな科野菜 20 20 ○ 20
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
ごぼう 0.02 0.02 0.02
サルシフィー 0.02 0.02 0.02

アーティチョーク 2 4 2

チコリ 20 20 20
エンダイブ 20 20 20
しゅんぎく 20 20 20
レタス（サラダ菜及びちしゃを含む。） 20 20 ○ 20
その他のきく科野菜 20 20 ○ 20
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
ねぎ（リーキを含む。） 3 3 ○ 3.0 米国 【0.406-1.49(n=5)(米国)】
にら 3 3 3.0 米国 【米国ねぎ参照】
アスパラガス 0.1 0.1 ○ 0.02,0.02
その他のゆり科野菜 3 3 ○ 3.0 米国 【米国ねぎ参照】
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A

参考基準値

外国
基準値

ppm



農薬名 クロラントラニリプロール （別紙２）

食品名
基準値

案
ppm

基準値
現行
ppm

登録
有無

国際
基準
ppm

作物残留試験成績等
ppm

参考基準値

外国
基準値

ppm

にんじん 0.08 0.08 0.08
パースニップ 0.02 0.02 0.02
パセリ 15 13 ○・申 5.62,6.10(#)($)
セロリ 15 13 申 7 【パセリ参照】
みつば 15 申 【パセリ参照】
その他のせり科野菜 15 13 申 0.02 【パセリ参照】
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
トマト 0.7 0.7 ○ 0.6 ※１
ピーマン 1 1 ○ 0.6 1 EU 0.22,0.38
なす 0.7 0.7 ○ 0.6 0.06,0.26($)
その他のなす科野菜 20 20 ○ 20
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
きゅうり（ガーキンを含む。） 0.3 0.3 ○ 0.3
かぼちゃ（スカッシュを含む。） 0.3 0.3 ○ 0.3
しろうり 0.3 0.3 0.3
すいか※2 0.1 0.1 ○
メロン類果実※2 0.1 0.1 ○
まくわうり※2 0.1 0.1
その他のうり科野菜 20 20 ○ 20zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
ほうれんそう 20 20 ○ 20
オクラ 0.7 0.7 ○ 0.6 0.15,0.27
しょうが 0.05 0.05 ○ <0.01,0.01
未成熟えんどう 2 2 ○ 2

未成熟いんげん 2 0.8 ○ 2
えだまめ 1 1 ○ 0.14,0.32($)
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
マッシュルーム 0.6 0.6 0.6
しいたけ 0.6 0.6 0.6
その他のきのこ類 0.6 0.6 0.6zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
その他の野菜 20 20 ○ 20
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
みかん※3 0.2 0.1
なつみかんの果実全体 0.7 0.5 0.7

レモン 0.7 0.5 0.7

オレンジ（ネーブルオレンジを含む。） 0.7 0.5 0.7

グレープフルーツ 0.7 0.5 0.7

ライム 0.7 0.5 0.7

その他のかんきつ類果実 0.7 0.5 0.7
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
りんご 1 1 ○ 0.4 1.2 米国 【0.010(#)-0.23(#)(n=17)(米国)】
日本なし 1 1 ○ 0.4 1.2 米国 【米国西洋なし参照】
西洋なし 1 1 ○ 0.4 1.2 米国 【0.016(#)-0.13(#)(n=11)(米国)】
マルメロ 1 1 0.4 1.2 米国 【米国りんご及び西洋なし参照】
びわ 0.4 0.4
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
もも※4 0.4 0.4 ○ 4.0 米国 【0.0639(#)-0.891(#)(n=23)(米国)】
ネクタリン 4 4 ○ 1 4.0 米国 【米国もも、すもも、おうとう参照】
あんず（アプリコットを含む。） 4 4 ○ 1 4.0 米国 【米国もも、すもも、おうとう参照】
すもも（プルーンを含む。） 4 4 ○ 1 4.0 米国 【0.004(#)-0.076(#)(n=17)(米国)】
うめ 1 1 ○ 1 0.32, 0.44
おうとう（チェリーを含む。） 1 1 ○ 1 【0.056(#)-0.57(#)(n=12)(米国)】
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
いちご 1 1 ○ 1
ラズベリー 2 2 1 1.8 米国 【0.0902(#)-0.513(#)(n=6)(米国)】
ブラックベリー 2 2 1 1.8 米国 【0.049(#),0.436(#)(n=2)(米国)】
ブルーベリー 3 3 1 2.5 米国 【0.108(#)-0.840(#)(n=11)(米国)】
クランベリー 3 3 1 2.5 米国 【米国ブルーベリー参照】
ハックルベリー 3 3 1 2.5 米国 【米国ブルーベリー参照】
その他のベリー類果実 3 3 1 2.5 米国 【米国ブルーベリー参照】
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
ぶどう 2 2 ○ 1 0.16,0.51($)
かき 0.3 0.3 ○ 0.07,0.07
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
アボカド 0.5 0.5 0.5 ニュージーランド 【0.15-0.34(#)(n=4)(ﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝﾄﾞ)】zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
その他の果実 1 1 1
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A



農薬名 クロラントラニリプロール （別紙２）

食品名
基準値

案
ppm

基準値
現行
ppm

登録
有無

国際
基準
ppm

作物残留試験成績等
ppm

参考基準値

外国
基準値

ppm

ひまわりの種子 2 2 2 2.0 米国 【0.030-0.82(n=6)(米国)】
ごまの種子 0.3 0.3 ○ 【米国綿実参照】
べにばなの種子 2 2 2.0 米国 【米国ひまわり及びなたね参照】
綿実 0.3 0.3 0.3 0.3 米国 【0.006-0.34(#)(n=14）（米国）】
なたね 2 2 2 2.0 米国 【0.14-1.0(n=6)(米国)】
その他のオイルシード 0.3 0.3 【米国綿実参照】
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
ぎんなん 0.02 0.02 0.02
くり 0.02 0.04 0.02

ペカン 0.02 0.04 0.02

アーモンド 0.02 0.04 0.02

くるみ 0.02 0.04 0.02
その他のナッツ類 0.02 0.04 0.02
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
茶 50 50 ○ 29.8,38.6（荒茶）
コーヒー豆 0.4 0.4 0.05 0.4 米国 【0.098-0.205(n=4)(米国)】

カカオ豆※5 0.08 0.08 0.08 米国 【米国カカオ豆基準値参照】
ホップ 40 40 40zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
その他のスパイス 90 90 【17.6,24.3(ﾃﾞｨﾙ(種子))(米国)】
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
その他のハーブ 25 25 ○ 20 7.76,17.3($)（しそ）
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
牛の筋肉 0.2 0.2 0.2 推：0.02
豚の筋肉 0.2 0.2 0.2 【牛の筋肉参照】
その他の陸棲哺乳類に属する動物の筋肉 0.2 0.2 0.2 【牛の筋肉参照】
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
牛の脂肪 0.3 0.3 0.2 推：0.12
豚の脂肪 0.3 0.3 0.2 【牛の脂肪参照】
その他の陸棲哺乳類に属する動物の脂肪 0.3 0.3 0.2 【牛の脂肪参照】
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
牛の肝臓 0.3 0.3 0.2 推：0.10
豚の肝臓 0.3 0.3 0.2 【牛の肝臓参照】
その他の陸棲哺乳類に属する動物の肝臓 0.3 0.3 0.2 【牛の肝臓参照】
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
牛の腎臓 0.2 0.2 0.2 推：0.07
豚の腎臓 0.2 0.2 0.2 【牛の腎臓参照】
その他の陸棲哺乳類に属する動物の腎臓 0.2 0.2 0.2 【牛の腎臓参照】
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
牛の食用部分 0.2 0.2 0.2 【牛の腎臓参照】
豚の食用部分 0.2 0.2 0.2 【牛の腎臓参照】
その他の陸棲哺乳類に属する動物の食用部分 0.2 0.2 0.2 【牛の腎臓参照】
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
乳 0.05 0.05 0.05 推：0.01
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
鶏の筋肉 0.02 0.02 0.02 推：0.016
その他の家きんの筋肉 0.02 0.02 0.02
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
鶏の脂肪 0.08 0.01 申 0.08 推：0.066
その他の家きんの脂肪 0.08 0.01 申 0.08
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
鶏の肝臓 0.07 0.02 申 0.07 推：0.054
その他の家きんの肝臓 0.07 0.02 申 0.07
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
鶏の腎臓 0.07 0.02 0.07

その他の家きんの腎臓 0.07 0.02 0.07
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
鶏の食用部分 0.07 0.02 0.07
その他の家きんの食用部分 0.07 0.02 0.07zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
鶏の卵 0.2 0.2 0.2 推：0.162
その他の家きんの卵 0.2 0.2 0.2

#N/A



農薬名 クロラントラニリプロール （別紙２）
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案
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魚介類 0.05 0.05 推：0.05
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A

(#)これらの作物残留試験は、申請の範囲内で試験が行われていない。

($)これらの作物残留試験は、試験成績のばらつきを考慮し、この印をつけた残留値を基準値策定の根拠とした。

「作物残留試験」欄に「推」の記載のあるものは、推定残留濃度であることを示している。

申請（国内における登録、承認等の申請、ｲﾝﾎﾟｰﾄﾄﾚﾗﾝｽ申請）以外の理由により本基準（暫定基準以外の基準）を見直す基準値案については、太
枠線で囲んで示した。

※2すいか、メロン類果実及びまくわうりにおいては、国際基準の残留基準に加工係数0.3（可食部係数。果実全体の残留量に対する果肉の残留量
の比）を乗じた値を基準値案とした。
※3みかんにおいては、国際基準の残留基準に加工係数0.24（可食部係数。果実全体の残留量に対する果肉の残留量の比）を乗じた値を基準値
案とした。
※4ももにおいては、米国の残留基準に国内残留試験より算出した加工係数0.1（可食部係数。果実全体の残留量に対する果肉の残留量の比）を乗
じた値を基準値案とした。

※5カカオ豆の基準値については、外皮を含まないものに適用するものとする。

「登録有無」の欄に「申」の記載があるものは、国内で農薬の登録申請等の基準値設定依頼がなされたものであることを示している。

※1平成21年3月当時の米国基準値を参照した現行基準値を維持する。



（別紙３）

食品名
基準値案
(ppm)

一般
(1歳以上)

TMDI

幼小児
(1～6歳)

TMDI

妊婦
TMDI

高齢者
(65歳以上)

TMDI
米（玄米をいう。） 0.05 8.2 4.3 5.3 9.0zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
小麦 6 358.8 265.8 414.0 299.4
大麦 6 31.8 26.4 52.8 26.4
ライ麦 6 0.6 0.6 3.0 0.6
とうもろこし 0.6 2.8 3.2 3.6 2.6
そば 6 6.6 3.0 10.8 6.6
その他の穀類 6 1.2 0.6 0.6 1.8zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
大豆 0.2 7.8 4.1 6.3 9.2
小豆類 1 2.4 0.8 0.8 3.9
えんどう 1 0.1 0.1 0.1 0.1
そら豆 1 0.7 0.2 0.8 0.8
らっかせい 0.06 0.1 0.0 0.0 0.1
その他の豆類 1 0.1 0.1 0.1 0.1zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
ばれいしょ 0.02 0.8 0.7 0.8 0.7
さといも類（やつがしらを含む。） 0.05 0.3 0.1 0.1 0.4
かんしょ 0.05 0.3 0.3 0.6 0.5
やまいも（長いもをいう。） 0.05 0.2 0.0 0.1 0.2
こんにゃくいも 0.02 0.0 0.0 0.0 0.0
その他のいも類 0.02 0.0 0.0 0.0 0.0zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
てんさい 0.02 0.7 0.6 0.8 0.7
さとうきび 14 1374.8 1170.4 1737.4 1402.8zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
だいこん類（ラディッシュを含む。）の根 0.5 16.5 5.7 10.3 22.9
だいこん類（ラディッシュを含む。）の葉 40 68.0 24.0 124.0 112.0
かぶ類の根 0.2 0.6 0.2 0.0 1.0
かぶ類の葉 20 6.0 2.0 2.0 12.0
西洋わさび 0.02 0.0 0.0 0.0 0.0
クレソン 20 2.0 2.0 2.0 2.0
はくさい 20 354.0 102.0 332.0 432.0
キャベツ 4 96.4 46.4 76.0 95.2
芽キャベツ 4 0.4 0.4 0.4 0.4
ケール 20 4.0 2.0 2.0 4.0
こまつな 20 100.0 36.0 128.0 128.0
きょうな 20 44.0 8.0 28.0 54.0
チンゲンサイ 20 36.0 14.0 36.0 38.0
カリフラワー 4 2.0 0.8 0.4 2.0
ブロッコリー 4 20.8 13.2 22.0 22.8
その他のあぶらな科野菜 20 68.0 12.0 16.0 96.0zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
ごぼう 0.02 0.1 0.0 0.1 0.1
サルシフィー 0.02 0.0 0.0 0.0 0.0
アーティチョーク 2 0.2 0.2 0.2 0.2
チコリ 20 2.0 2.0 2.0 2.0
エンダイブ 20 2.0 2.0 2.0 2.0
しゅんぎく 20 30.0 6.0 52.0 50.0
レタス（サラダ菜及びちしゃを含む。） 20 192.0 88.0 228.0 184.0
その他のきく科野菜 20 30.0 2.0 12.0 52.0zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
ねぎ（リーキを含む。） 3 28.2 11.1 20.4 32.1
にら 3 6.0 2.7 5.4 6.3
アスパラガス 0.1 0.2 0.1 0.1 0.3
その他のゆり科野菜 3 1.8 0.3 0.6 3.6zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
にんじん 0.08 1.5 1.1 1.8 1.5
パースニップ 0.02 0.0 0.0 0.0 0.0
パセリ 15 1.5 1.5 1.5 3.0
セロリ 15 18.0 9.0 4.5 18.0
みつば 15 6.0 1.5 1.5 7.5
その他のせり科野菜 15 3.0 1.5 4.5 4.5zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
トマト 0.7 22.5 13.3 22.4 25.6

クロラントラニリプロール推定摂取量 （単位：μg／人／day)



（別紙３）

食品名
基準値案
(ppm)

一般
(1歳以上)

TMDI

幼小児
(1～6歳)

TMDI

妊婦
TMDI

高齢者
(65歳以上)

TMDI

クロラントラニリプロール推定摂取量 （単位：μg／人／day)

ピーマン 1 4.8 2.2 7.6 4.9
なす 0.7 8.4 1.5 7.0 12.0
その他のなす科野菜 20 22.0 2.0 24.0 24.0zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
きゅうり（ガーキンを含む。） 0.3 6.2 2.9 4.3 7.7
かぼちゃ（スカッシュを含む。） 0.3 2.8 1.1 2.4 3.9
しろうり 0.3 0.2 0.0 0.0 0.3
すいか 0.1 0.8 0.6 1.4 1.1
メロン類果実 0.1 0.4 0.3 0.4 0.4
まくわうり 0.1 0.0 0.0 0.0 0.1
その他のうり科野菜 20 54.0 24.0 12.0 68.0zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
ほうれんそう 20 256.0 118.0 284.0 348.0
オクラ 0.7 1.0 0.8 1.0 1.2
しょうが 0.05 0.1 0.0 0.1 0.1
未成熟えんどう 2 3.2 1.0 0.4 4.8
未成熟いんげん 2 4.8 2.2 0.2 6.4
えだまめ 1 1.7 1.0 0.6 2.7zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
マッシュルーム 0.6 0.3 0.2 0.7 0.1
しいたけ 0.6 3.6 1.8 1.9 4.4
その他のきのこ類 0.6 6.1 2.8 6.3 6.8zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
その他の野菜 20 268.0 126.0 202.0 282.0zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
みかん 0.2 3.6 3.3 0.1 5.2
なつみかんの果実全体 0.7 0.9 0.5 3.4 1.5
レモン 0.7 0.4 0.1 0.1 0.4
オレンジ（ネーブルオレンジを含む。） 0.7 4.9 10.2 8.8 2.9
グレープフルーツ 0.7 2.9 1.6 6.2 2.5
ライム 0.7 0.1 0.1 0.1 0.1
その他のかんきつ類果実 0.7 4.1 1.9 1.8 6.7zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
りんご 1 24.2 30.9 18.8 32.4
日本なし 1 6.4 3.4 9.1 7.8
西洋なし 1 0.6 0.2 0.1 0.5
マルメロ 1 0.1 0.1 0.1 0.1
びわ 0.4 0.2 0.1 0.8 0.2zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
もも 0.4 1.4 1.5 2.1 1.8
ネクタリン 4 0.4 0.4 0.4 0.4
あんず（アプリコットを含む。） 4 0.8 0.4 0.4 1.6
すもも（プルーンを含む。） 4 4.4 2.8 2.4 4.4
うめ 1 1.4 0.3 0.6 1.8
おうとう（チェリーを含む。） 1 0.4 0.7 0.1 0.3zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
いちご 1 5.4 7.8 5.2 5.9
ラズベリー 2 0.2 0.2 0.2 0.2
ブラックベリー 2 0.2 0.2 0.2 0.2
ブルーベリー 3 3.3 2.1 1.5 4.2
クランベリー 3 0.3 0.3 0.3 0.3
ハックルベリー 3 0.3 0.3 0.3 0.3
その他のベリー類果実 3 0.3 0.3 0.6 0.3zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
ぶどう 2 17.4 16.4 40.4 18.0
かき 0.3 3.0 0.5 1.2 5.5zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
アボカド 0.5 0.2 0.1 0.1 0.2zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
その他の果実 1 1.2 0.4 0.9 1.7zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
ひまわりの種子 2 0.2 0.2 0.2 0.2
ごまの種子 0.3 0.3 0.3 0.3 0.2
べにばなの種子 2 0.2 0.2 0.2 0.2
綿実 0.3 0.0 0.0 0.0 0.0
なたね 2 11.8 7.4 10.8 9.2
その他のオイルシード 0.3 0.0 0.0 0.0 0.0zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A



（別紙３）

食品名
基準値案
(ppm)

一般
(1歳以上)

TMDI

幼小児
(1～6歳)

TMDI

妊婦
TMDI

高齢者
(65歳以上)

TMDI

クロラントラニリプロール推定摂取量 （単位：μg／人／day)

ぎんなん 0.02 0.0 0.0 0.0 0.0
くり 0.02 0.0 0.0 0.0 0.0
ペカン 0.02 0.0 0.0 0.0 0.0
アーモンド 0.02 0.0 0.0 0.0 0.0
くるみ 0.02 0.0 0.0 0.0 0.0
その他のナッツ類 0.02 0.0 0.0 0.0 0.0zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
茶 50 330.0 50.0 185.0 470.0
コーヒー豆 0.4 1.3 0.0 0.1 1.0
カカオ豆 0.08 0.0 0.0 0.0 0.0
ホップ 40 4.0 4.0 4.0 4.0zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
その他のスパイス 90 9.0 9.0 9.0 18.0zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
その他のハーブ 25 22.5 7.5 2.5 35.0zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
陸棲哺乳類の肉類 0.3 17.3 12.9 19.3 12.3

陸棲哺乳類の食用部分（肉類除く） 0.3 0.4 0.2 1.4 0.3

陸棲哺乳類の乳類 0.05 13.2 16.6 18.2 10.8zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
家きんの肉類 0.08 1.7 1.2 1.8 1.3zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
家きんの卵類 0.2 8.3 6.6 9.6 7.6zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
魚介類 0.05 4.7 2.0 2.7 5.7

計 4119.9 2386.0 4303.7 4642.7
ADI比（％） 5.0 9.6 4.9 5.5

「陸棲哺乳類の肉類」については、TMDI計算では、牛・豚・その他の陸棲哺乳類に属する動物の筋肉、
脂肪の摂取量にその範囲の基準値案で最も高い値を乗じた。

TMDI：理論最大1日摂取量（Theoretical Maximum Daily Intake)
TMDI試算法：基準値案×各食品の平均摂取量



(参考)

これまでの経緯
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平成２１年 ９月２８日

平成２２年 ７月１２日

平成２２年 ７月１４日

平成２２年 ８月１１日

平成２３年 ６月１６日

平成２４年１２月２８日

平成２４年 ４月１６日

平成２４年 ５月 ９日

平成２４年 ７月１８日

平成２４年１０月２４日

平成２４年１０月３１日

平成２４年１１月１２日

平成２５年１０月２２日

平成２６年 １月２４日

平成２６年 ３月２０日

平成２６年 ３月２７日

平成２６年 ６月２４日

平成２７年 ５月１９日

農林水産省から厚生労働省へ農薬登録申請に係る連絡及び基

準設定依頼(新規：水稲、りんご等)

厚生労働大臣から食品安全委員会委員長あてに残留基準設定

に係る食品健康影響評価について要請

インポートトレランス申請(ばれいしょ、ほうれんそう等)

食品安全委員会委員長から厚生労働大臣あてに食品健康影響

評価について通知

初回農薬登録

残留農薬基準告示

農林水産省から厚生労働省へ適用拡大申請に係る連絡及び基

準設定依頼(適用拡大：だいこん、かぶ等)

インポートトレランス申請(米、かんきつ類、魚介類等)

厚生労働大臣から食品安全委員会委員長あてに残留基準設定

に係る食品健康影響評価について要請

食品安全委員会委員長から厚生労働大臣あてに食品健康影響

評価について通知

残留農薬基準告示

インポートトレランス申請(みかん、ラズベリー等)

農林水産省から厚生労働省へ適用拡大申請に係る連絡及び基

準設定依頼(適用拡大：さといも、やまのいも等)

厚生労働大臣から食品安全委員会委員長あてに残留基準設定

に係る食品健康影響評価について要請

農林水産省から厚生労働省へ適用拡大申請に係る連絡及び基

準設定依頼(適用拡大：かんしょ)

インポートトレランス申請(ひまわり(種子)、なたね等)

食品安全委員会委員長から厚生労働大臣あてに食品健康影響

評価について通知

残留農薬基準告示

農林水産省から厚生労働省へ農薬登録申請に係る連絡及び基

準値設定依頼(適用拡大：オクラ及びしょうが)

厚生労働大臣から食品安全委員会委員長あてに残留基準設定

に係る食品健康影響評価について要請

インポートトレランス申請(小麦、たまねぎ等)

食品安全委員会委員長から厚生労働大臣あてに食品健康影響

評価について通知

残留農薬基準告示



平成２８年 ７月 １日

平成２８年１１月１４日

平成２９年 ４月１８日

平成２９年 ８月２５日

平成２９年 ９月 ７日

農林水産省から厚生労働省へ農薬登録申請に係る連絡及び基

準値設定依頼(適用拡大：せり科葉菜類(パセリを除く)及びパ

セリ)

厚生労働大臣から食品安全委員会委員長あてに残留基準設定

に係る食品健康影響評価について要請

食品安全委員会委員長から厚生労働大臣あてに食品健康影響

評価について通知

薬事・食品衛生審議会へ諮問

薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会農薬・動物用医薬品部会

● 薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会農薬・動物用医薬品部会

[委員]

○穐山 浩 国立医薬品食品衛生研究所食品部長

石井 里枝 埼玉県衛生研究所化学検査室長

井之上 浩一 立命館大学薬学部薬学科臨床分析化学研究室准教授

折戸 謙介 麻布大学獣医学部生理学教授

魏 民 大阪市立大学大学院医学研究科分子病理学准教授

佐々木 一昭 東京農工大学大学院農学研究院動物生命科学部門准教授

佐藤 清 元 一般財団法人残留農薬研究所理事

佐野 元彦 東京海洋大学海洋生物資源学部門教授

永山 敏廣 明治薬科大学薬学部薬学教育研究センター基礎薬学部門教授

根本 了 国立医薬品食品衛生研究所食品部第一室長

二村 睦子 日本生活協同組合連合会組織推進本部長

宮井 俊一 一般社団法人日本植物防疫協会技術顧問

由田 克士 大阪市立大学大学院生活科学研究科公衆栄養学教授

吉成 浩一 静岡県立大学薬学部衛生分子毒性学分野教授

(○：部会長)



答申（案） 

クロラントラニリプロール

残留基準値

食品名

ppm
zzz #N/A米（玄米をいう。） 0.05

#N/A#N/A小麦 6
大麦 6
ライ麦 6
とうもろこし 0.6
そば 6

その他の穀類注1） 6
#N/A#N/A大豆 0.2

小豆類注2） 1

えんどう 1
そら豆 1
らっかせい 0.06

その他の豆類注3） 1
#N/A#N/Aばれいしょ 0.02

さといも類（やつがしらを含む。） 0.05
かんしょ 0.05
やまいも（長いもをいう。） 0.05
こんにゃくいも 0.02

その他のいも類注4） 0.02
#N/A#N/Aてんさい 0.02

さとうきび 14
#N/A#N/Aだいこん類（ラディッシュを含む。）の根 0.5

だいこん類（ラディッシュを含む。）の葉 40
かぶ類の根 0.2
かぶ類の葉 20
西洋わさび 0.02
クレソン 20
はくさい 20
キャベツ 4
芽キャベツ 4
ケール 20
こまつな 20
きょうな 20
チンゲンサイ 20
カリフラワー 4
ブロッコリー 4

その他のあぶらな科野菜注5） 20
#N/A#N/Aごぼう 0.02

サルシフィー 0.02
アーティチョーク 2
チコリ 20
エンダイブ 20
しゅんぎく 20
レタス（サラダ菜及びちしゃを含む。） 20

その他のきく科野菜注6） 20
#N/A#N/A

注6）「その他のきく科野菜」とは、きく科野菜のう
ち、ごぼう、サルシフィー、アーティチョーク、チコ
リ、エンダイブ、しゅんぎく、レタス及びハーブ以外
のものをいう。

注1）「その他の穀類」とは、穀類のうち、米、小麦、
大麦、ライ麦、とうもろこし及びそば以外のものをい
う。

注2）いんげん、ささげ、サルタニ豆、サルタピア豆、
バター豆、ペギア豆、ホワイト豆、ライマ豆及びレン
ズを含む。

注3）「その他の豆類」とは、豆類のうち、大豆、小豆
類、えんどう、そら豆、らっかせい及びスパイス以外
のものをいう。

注4）「その他のいも類」とは、いも類のうち、ばれい
しょ、さといも類、かんしょ、やまいも及びこんにゃく
いも以外のものをいう。

注5）「その他のあぶらな科野菜」とは、あぶらな科
野菜のうち、だいこん類の根、だいこん類の葉、か
ぶ類の根、かぶ類の葉、西洋わさび、クレソン、はく
さい、キャベツ、芽キャベツ、ケール、こまつな、きょ
うな、チンゲンサイ、カリフラワー、ブロッコリー及び
ハーブ以外のものをいう。



残留基準値

食品名

ppm
ねぎ（リーキを含む。） 3
にら 3
アスパラガス 0.1

その他のゆり科野菜注7） 3
#N/A#N/Aにんじん 0.08

パースニップ 0.02
パセリ 15
セロリ 15
みつば 15

その他のせり科野菜注8） 15
#N/A#N/Aトマト 0.7

ピーマン 1
なす 0.7

その他のなす科野菜注9） 20
#N/A#N/Aきゅうり（ガーキンを含む。） 0.3

かぼちゃ（スカッシュを含む。） 0.3
しろうり 0.3
すいか 0.1
メロン類果実 0.1
まくわうり 0.1

その他のうり科野菜注10） 20
#N/A#N/Aほうれんそう 20

オクラ 0.7
しょうが 0.05
未成熟えんどう 2
未成熟いんげん 2
えだまめ 1

#N/A#N/Aマッシュルーム 0.6
しいたけ 0.6

その他のきのこ類注11） 0.6
#N/A#N/Aその他の野菜注12） 20
#N/A#N/Aみかん 0.2

なつみかんの果実全体 0.7
レモン 0.7
オレンジ（ネーブルオレンジを含む。） 0.7
グレープフルーツ 0.7
ライム 0.7

その他のかんきつ類果実注13） 0.7
#N/A#N/Aりんご 1

日本なし 1
西洋なし 1
マルメロ 1
びわ 0.4

#N/A#N/Aもも 0.4
ネクタリン 4
あんず（アプリコットを含む。） 4
すもも（プルーンを含む。） 4
うめ 1
おうとう（チェリーを含む。） 1

#N/A#N/A

注12）「その他の野菜」とは、野菜のうち、いも類、て
んさい、さとうきび、あぶらな科野菜、きく科野菜、ゆ
り科野菜、せり科野菜、なす科野菜、うり科野菜、ほ
うれんそう、たけのこ、オクラ、しようが、未成熟えん
どう、未成熟いんげん、えだまめ、きのこ類、スパイ
ス及びハーブ以外のものをいう。

注13）「その他のかんきつ類果実」とは、かんきつ類
果実のうち、みかん、なつみかん、なつみかんの外
果皮、なつみかんの果実全体、レモン、オレンジ、
グレープフルーツ、ライム及びスパイス以外のもの
をいう。

注7）「その他のゆり科野菜」とは、ゆり科野菜のう
ち、たまねぎ、ねぎ、にんにく、にら、アスパラガス、
わけぎ及びハーブ以外のものをいう。

注8）「その他のせり科野菜」とは、せり科野菜のう
ち、にんじん、パースニップ、パセリ、セロリ、みつ
ば、スパイス及びハーブ以外のものをいう。

注9）「その他のなす科野菜」とは，なす科野菜のう
ち、トマト、ピーマン及びなす以外のものをいう。

注10）「その他のうり科野菜」とは、うり科野菜のう
ち、きゅうり、かぼちゃ、しろうり、すいか、メロン類果
実及びまくわうり以外のものをいう。

注11）「その他のきのこ類」とは、きのこ類のうち、
マッシュルーム及びしいたけ以外のものをいう。



残留基準値

食品名

ppm
いちご 1
ラズベリー 2
ブラックベリー 2
ブルーベリー 3
クランベリー 3
ハックルベリー 3

その他のベリー類果実注14） 3
#N/A#N/Aぶどう 2

かき 0.3
#N/A#N/Aアボカド 0.5
#N/A#N/Aその他の果実注15） 1
#N/A#N/Aひまわりの種子 2

ごまの種子 0.3
べにばなの種子 2
綿実 0.3
なたね 2

その他のオイルシード注16） 0.3
#N/A#N/Aぎんなん 0.02

くり 0.02
ペカン 0.02
アーモンド 0.02
くるみ 0.02

その他のナッツ類注17） 0.02
#N/A#N/A茶 50

コーヒー豆 0.4

カカオ豆注18） 0.08

ホップ 40zzz
#N/A

zzz
#N/Aその他のスパイス注19） 90

その他のハーブ注20） 25zzz
#N/A

zzz
#N/A牛の筋肉 0.2

豚の筋肉 0.2

その他の陸棲哺乳類に属する動物注21）の筋肉 0.2
#N/A#N/A牛の脂肪 0.3

豚の脂肪 0.3
その他の陸棲哺乳類に属する動物の脂肪 0.3zzz

#N/A
zzz

#N/A牛の肝臓 0.3
豚の肝臓 0.3
その他の陸棲哺乳類に属する動物の肝臓 0.3

#N/A#N/A牛の腎臓 0.2
豚の腎臓 0.2
その他の陸棲哺乳類に属する動物の腎臓 0.2

#N/A#N/A牛の食用部分注22） 0.2

豚の食用部分 0.2
その他の陸棲哺乳類に属する動物の食用部分 0.2zzz

#N/A
zzz

#N/A乳 0.05zzz
#N/A

zzz
#N/A鶏の筋肉 0.02

その他の家きん注23）の筋肉 0.02
#N/A#N/A

注19）「その他のスパイス」とは、スパイスのうち、西
洋わさび、わさびの根茎、にんにく、とうがらし、パ
プリカ、しょうが、レモンの果皮、オレンジの果皮、
ゆずの果皮及びごまの種子以外のものをいう。
注20）「その他のハーブ」とは、ハーブのうち、クレソ
ン、にら、パセリの茎、パセリの葉、セロリの茎及び
セロリの葉以外のものをいう。

注21）「その他の陸棲哺乳類に属する動物」とは、
陸棲哺乳類に属する動物のうち、牛及び豚以外の
ものをいう。

注22）「食用部分」とは、食用に供される部分のう
ち、筋肉、脂肪、肝臓及び腎臓以外の部分をいう。

注23）「その他の家きん」とは、家きんのうち、鶏以
外のものをいう。

注14）「その他のベリー類果実」とは、ベリー類果実
のうち、いちご、ラズベリー、ブラックベリー、ブルー
ベリー、クランベリー及びハックルベリー以外のもの
をいう。

注15）「その他の果実」とは、果実のうち、かんきつ
類果実、りんご、日本なし、西洋なし、マルメロ、び
わ、もも、ネクタリン、あんず、すもも、うめ、おうとう、
ベリー類果実、ぶどう、かき、バナナ、キウィー、パ
パイヤ、アボカド、パイナップル、グアバ、マン
ゴー、パッションフルーツ、なつめやし及びスパイス
以外のものをいう。

注18）カカオ豆の基準値については、外皮を含ま
ないものに適用するものとする。

注17）「その他のナッツ類」とは、ナッツ類のうち、ぎ
んなん、くり、ペカン、アーモンド及びくるみ以外の
ものをいう。

注16）「その他のオイルシード」とは、オイルシード
のうち、ひまわりの種子、ごまの種子、べにばなの
種子、綿実、なたね及びスパイス以外のものをい
う。



残留基準値

食品名

ppm
鶏の脂肪 0.08
その他の家きんの脂肪 0.08

#N/A#N/A鶏の肝臓 0.07
その他の家きんの肝臓 0.07

#N/A#N/A鶏の腎臓 0.07
その他の家きんの腎臓 0.07

#N/A#N/A鶏の食用部分 0.07
その他の家きんの食用部分 0.07
zzz #N/Azzz #N/A鶏の卵 0.2
その他の家きんの卵 0.2
zzz #N/Azzz #N/A魚介類 0.05



令和７年 11 月 28 日開催部会 

ジニトルミド 
 

 今般の残留基準の検討については、食品中の動物用医薬品等のポジティブリスト制度導入

時に新たに設定された基準値（いわゆる暫定基準）の見直しについて、食品安全委員会にお

いて厚生労働大臣からの依頼に係る食品健康影響評価がなされたことを踏まえ、農薬・動物

用医薬品部会において審議を行い、以下の報告を取りまとめるものである。 

 
１．概要 

（１）品目名：ジニトルミド[ Dinitolmide ] 
        

（２）分 類：動物用医薬品 

 

（３）用 途：抗原虫薬 
   ニトロトルエン系の抗原虫薬である。コクシジウム原虫のスポロゾイト～メロゾイト

の時期に分裂増殖を抑制すると考えられている。 
国内では、動物用医薬品として、鶏のコクシジウム症の予防を目的とした、ジニトル

ミド及びグリカルピラミドを有効成分とする製剤が承認されている。 

海外では、米国、カナダ、豪州等で使用されている。 

国内外において、ヒト用医薬品として使用されていない。 

    

（４）化学名及びCAS番号 
   2-Methyl-3,5-dinitrobenzamide（IUPAC） 

 

   Benzamide, 2-methyl-3,5-dinitro-（CAS：No.148-01-6） 

   
（５）構造式及び物性 
 

 

 

 

 

 

 

           分 子 式   C8H7N3O5 

           分 子 量   225.16 

            



２．適用の範囲及び使用方法 

  本剤の適用の範囲及び使用方法は以下のとおり。 
 
（１）国内での使用方法 

製剤 対象動物及び使用方法 休薬期間 

ジニトルミド及び

グリカルピラミド

を有効成分とする

飼料添加剤 

鶏（産卵鶏を除く。） 

飼料1 t当たりジニトルミ

ドとして125 g以下の量を

均一に混じて経口投与す

る。 

7 日 

 

（２）海外での使用方法 

製剤 対象動物及び使用方法 
使用国 

休薬期間 

ジニトルミドを有

効成分とする飼料

添加剤注) 

肉用鶏 

飼料1 t当たりジニトルミ

ドとして113.5 gの量を均

一に混じて経口投与す

る。 

米国 

0日 

 

育成鶏 

（産卵鶏） 

（14週齢以下） 

コクシジウムの感染状況

及び日齢に応じて飼料1 t

当たりジニトルミドとし

て36.3～113.5 gの量を均

一に混じて経口投与する。 

肉用七面鳥 

（14から16週齢まで） 

コクシジウム症で重症の

ひなには飼料1 t当たりジ

ニトルミドとして170.3 g

の量及び通常のひなには

113.5 gの量を均一に混じ

て経口投与する。 

    注)配合剤として、バンベルマイシン、バシトラシン及びリンコマイシンが使用されている。 

 

３．対象動物における分布及び代謝 
（１）鶏における分布及び代謝 

① 鶏（白色レグホン種）に14C（カルバモイル基）標識ジニトルミドを混餌投与（飼料

中濃度として125 ppm）し、鶏におけるジニトルミドの代謝経路を推定するため、採取

した排泄物中の代謝物を検索した。 

排泄物のアセトン抽出溶液からペーパークロマトグラフィーにより各代謝物を分離

し、標準化合物との比較を行い、さらに、オートラジオグラフを作成して、各領域の

放射活性を液体シンチレーション計数装置（LSC）で測定した。さらに、エタノールに



よる抽出、単離を行い、昇華及び結晶化により精製したサンプルについて質量分析及

びX線解析を実施した。排泄物中に検出された代謝物の結果を示した（表1）。 
14C（カルバモイル基）標識ジニトルミドを混餌投与した鶏の排泄物中の主要生成物

として、ジニトルミド未変化体、3-アミノ-5-ニトロ-o-トルアミド（3-ANOT）、5-アミ

ノ-3-ニトロ-o-トルアミド（5-ANOT）、3-アミノ-5-ニトロ-o-トルイル酸（3-ANOTA）

が検出され、さらに5-アミノ-3-ニトロ-o-トルイル酸（5-ANOTA）並びにジアミノ化合

物である3,5-ジアミノ-o-トルアミド（DAOT）及び3,5-ジアミノ-o-トルイル酸（DAOTA）

が検出された。また、3,5-ジニトロ-o-トルイル酸（DNOTA）がしばしば痕跡程度に検

出された。（Smith, Agricultural and Food Chemistry, 7: 461-471,（1964）） 

    

表 1. 鶏における 14C 標識ジニトルミド混餌投与後の排泄物中代謝物濃度（%） 

代謝物 %TRR1) 

3,5-ジニトロ-o-トルアミド（DNOT）2) 14.6±2.3(10) 

3-アミノ-5-ニトロ-o-トルアミド（3-ANOT） 22.2±2.1(10) 

3-アミノ-5-ニトロ-o-トルイル酸（3-ANOTA） 20.5±1.9(10) 

5-アミノ-3-ニトロ-o-トルアミド（5-ANOT） 32.0±3.7(10) 

5-アミノ-3-ニトロ-o-トルイル酸（5-ANOTA）  5.7±1.5(10) 

3,5-ジアミノ-o-トルアミド（DAOT）  2.9±1.1(10) 

3,5-ジアミノ-o-トルイル酸（DAOTA）  3.8±0.8(10) 

3,5-ジニトロ-o-トルイル酸（DNOTA） 痕跡(10) 

     1) %TRR：総放射性残留物（TRR：Total Radioactive Residues）濃度に対する比率（%） 
数値は平均±標準偏差（SD）を示し、括弧内は検体数を示す。 

      2) ジニトルミド未変化体（親化合物） 

 

② 鶏（白色レグホン種）に14C（カルバモイル基）標識ジニトルミド（3.15 mCi/mmol）

を8週間混餌投与（飼料中濃度として125 ppm）後、採取した肝臓のホモジネートにお

ける代謝物をペーパークロマトグラフィー及びスポットテストにより検索した。 

肝臓ホモジネートからアセトンで容易に抽出される主要な遊離放射性物質として、

ジニトルミド未変化体が検出された。また、肝臓ホモジネートの強酸性下（pH 1.5）

のペプシン消化による加水分解処理によって分離された組織結合性放射性物質の大部

分は、アミノ-ニトロ-o-トルアミド（ANOT）であることが示された。ANOTには、2つの

異性体3-ANOT及び5-ANOTが存在するが、本試験でのペーパークロマトグラフィーの条

件では識別できなかった。（Smith et al., Agricultural and Food Chemistry, 11: 

253-256, （1963）） 

 

③ 鶏肝臓100 gに0.2 mol/Lリン酸緩衝生理食塩水100 mLを加えて調整したホモジネー

ト液にジニトルミド30 mg及び14C（カルバモイル基）標識ジニトルミド0.57 mg（9.46 

mCi/mmol）を加えて39℃で6時間反応後、ホモジネート中に生成された化合物を分析し

た。 



ホモジネートのアセトン抽出物をさらにジエチルエーテルで抽出し、エーテル相と

水相に分け、エーテル相及び水相からそれぞれサンプルⅠ及びサンプルⅡの分析物を

得た。 

3-ANOT及び5-ANOTの標準化合物とサンプルⅠの結晶形のX線解析及び近赤外線分析

により、サンプルⅠが3-ANOTに一致していることが示された。また、サンプルⅡとジ

ニトルミド未変化体の標準化合物の近赤外線分析の比較したところ両者は同一である

ことが示された。 

ジニトルミドと鶏肝臓ホモジネートとのインキュベーションにおいて、ニトロ基の

還元により、3-ANOTの生成が示された。また、鶏における代謝では、通常3-ANOTは組

織に結合して存在することが示唆された。（Smith et al., Agricultural and Food 

Chemistry,11: 257-260, （1963）） 

 

【代謝物略称一覧】 

略称 
JECFA評価書の 

略称 化学名 

3-ANOT － 3-アミノ-5-ニトロ-o-トルアミド 

－：JECFA で評価されていない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                   3-ANOT 

 
注）残留試験の分析対象、残留の規制対象及び暴露評価対象となっている代謝物について構造式を明記し

た。 
 
４．対象動物における残留試験 

（１）分析の概要 

 【国内】 

  ① 分析対象物質 

   ・ジニトルミド 

 

  ② 分析法の概要 

    組織からアセトニトリルで抽出し、遠心分離して得られた上澄液をさらにアセトニ

トリル/ヘキサン分配を行い、アルミナ（中性）カラムを用いて精製した後、紫外分



光光度型検出器付き高速液体クロマトグラフ（HPLC-UV）で定量する。 

    または、組織からクロロホルム・酢酸エチル（1：1）混液で抽出し、脂肪について

はガラスろ過器でろ過し、アルミナ（中性）カラムを用いて精製した後、HPLC-UVで

定量する。 

 

       定量限界： 0.1  mg/kg 

              検出限界： 0.01 mg/kg 

 

【海外】 

① 分析対象物質 

・ジニトルミド 

・3-ANOT 

 
② 分析法の概要 

ⅰ）ジニトルミド 

     組織からアセトン及びベンゼンで抽出し、アルミナカラムを用いて精製した後、

ジメチルホルムアミド存在下で1,3-ジアミノプロパンを添加し、比色定量する。 

 

定量限界：筋肉及び肝臓 0.1 mg/kg 

 

ⅱ）3-ANOT 

組織を塩酸存在下酵素（フィシン）で処理した後、炭酸水素ナトリウム及びアセ

トンを加えて抽出し、アルミナカラム及びイオン交換カラムを用いて精製した後、

ジアゾ化及びN-1-ナフチルエチレンジアミン二塩酸塩とのカップリング反応により

比色定量する。 

 

定量限界： 筋肉及び肝臓 0.1 mg/kg 

 

（２）残留試験結果 
  ① 鶏（白色レグホン種、約7週齢雄、供試数不明）に、 14C（カルバモイル基）標識ジ

ニトルミド（3.15 mCi/mmol）を3日間又は7日間混餌投与（飼料中濃度として125 ppm）

し、それぞれの期間の最終投与0、12、24及び48時間又は0、72及び96時間後に採取し

た筋肉、脂肪、肝臓、腎臓、心臓、筋胃及び皮膚における総放射活性濃度を燃焼法で

測定した（表2）。（Smith et al., Agricultural and Food Chemistry, 11: 247-251,

（1963）） 

 

 

 



 

表2. 鶏における14C（カルバモイル基）標識ジニトルミド混餌投与後の組織中総放射活性濃度（mg/kg） 

試料 

3日間投与 7日間投与 

投与後時間（時間） 投与後時間（時間） 

0 12 24 48 0 72 96 

大腿筋 1.8 0.2 0.1 <0.1 2.3 0.1 <0.1 

胸筋 1.8 0.2 0.1 <0.1 2.1 0.1 0.1 

脂肪 0.9 0.1 <0.1 <0.1 1.2 0.1 <0.1 

肝臓 5.3 1.8 1.0 0.7 6.3 0.6 0.4 

腎臓 4.9 1.3 0.7 0.7 6.5 0.5 0.3 

心臓 1.7 0.4 0.1 0.1 2.5 0.1 <0.1 

筋胃 1.8 0.2 0.1 0.1 2.3 0.1 0.1 

皮膚 1.6 0.3 0.1 0.1 1.5 0.1 0.1 

 

② 鶏（白色レグホン種、雄、2週齢、9羽）に、14C（カルバモイル基）標識ジニトルミ

ド（3.15 mCi/mmol）を8週間混餌投与（飼料中濃度として125 ppm）し、最終投与0、

12、24及び96時間後に採取した筋肉、脂肪、肝臓、腎臓、心臓、筋胃及び皮膚におけ

る総放射活性濃度を燃焼法で測定した（表3）。（Smith et al., Agricultural and Food 

Chemistry, 11: 247-251,（1963）） 

 

表3. 鶏における14C（カルバモイル基）標識ジニトルミド8週間混餌投与後の試料中の総放射活性濃度

（mg/kg） 

試料1) 
投与後時間（時間） 

0 12 24 96 

胸筋 1.6 0.2 0.1 0.1 

大腿筋 1.5 0.2 0.1 0.1 

脂肪 0.9 0.1 0.1 0.1 

肝臓 5.1 3.6 3.0 1.4 

腎臓 5.0 1.3 1.2 1.2 

心臓 1.5 0.2 0.2 0.1 

筋胃 1.4 0.2 0.2 0.2 

皮膚 1.4 0.4 0.3 0.2 

     1) 検体数不明、数値は平均値 

 

③ 鶏（白色レグホン種雄及び白色ロック種）に、14C（カルバモイル基）標識ジニトル

ミドを8週間混餌投与（飼料中濃度として125 ppm）し、最終投与0、12、24及び96時間

後に採取した組織におけるジニトルミド及び3-ANOTの放射活性濃度を測定した。最終

投与0時間後に採取した筋肉及び肝臓における残留物の濃度を下記に示した（表4）。ジ

ニトルミドは最終投与12時間以内に全ての組織からほぼ完全に排出されることが抽

出法及び放射性同位元素分析法を用いて示された。投与12時間後における組織中には

抽出できない放射性物質（ジニトルミドではない）が若干存在していた。これは筋肉



で最も低く0.1 mg/kg以下、肝臓で最も高く4.2 mg/kg以下であった。これらの残留放

射能は、ジニトルミドの代謝物3-ANOTであることが確認されている。フタリド類、フ

タル酸、サリチル酸、トルイル酸、メタジニトロ化合物、ジアミノトルアミドなど、

他の可能性のある代謝物が有意な量に存在することはなかった。（企業提出資料, 2025

年）  

 

表4. 鶏における14C（カルバモイル基）標識ジニトルミド8週間混餌投与0時間後の試料1)中のジニ

トルミド及び3-ANOT濃度（mg/kg） 

分析対象物 筋肉 肝臓 

ジニトルミド 1.2～1.8 1.7 

3-ANOT 0.26～0.34 3.5 

ジニトルミド+3-ANOT＊ 2 5.2 

1）検体数は不明 

＊合計濃度の最大値 

   

  ④ 鶏（白色レグホン種、成鶏、体重2.02 kg、2.23 kg、2.39 kg、1羽/群）にジニトルミドを

15日間混餌投与（飼料中濃度として125 ppm）し、最終投与5日後に採取した胸肉及びもも肉に

おけるジニトルミドの残留濃度をHPLC-UVで測定した。または7日連続投与後、3日間休薬し、

さらに7日間連続投与（飼料中濃度として125 ppm）し、または、ジニトルミドを7日間混餌投

与（飼料中濃度として250 ppm）し、それぞれ最終投与直後に採取した胸肉及びもも肉におけ

るジニトルミドの残留濃度をHPLC-UVで測定した。推奨用量の2倍である250 mg/kg飼料の7日

間投与では、胸肉で 0.218 mg/kg、もも肉では 0.435 mg/kgの残留がみられたが、125 mg/kg

飼料の7日間投与後及び15日間投与後5日間休薬経過時では、胸肉及びもも肉とも 0.05 mg/kg

未満であった。（国内企業提出資料, 1998年） 

 

⑤ 鶏（白色レグホン種、18羽、体重410～580 g）にジニトルミド・グリカルピラミド

混合製剤添加飼料（飼料中濃度として、ジニトルミド125 ppm及びグリカルピラミド60 

ppm）を7日間不断給餌で投与し、投与7日後に採取した筋肉、脂肪、肝臓及び腎臓にお

けるジニトルミド及びグリカルピラミド濃度をHPLC-UVで測定した。 

投与7日後に採取した鶏における筋肉、脂肪、肝臓及び腎臓中のジニトルミド及びグ

リカルピラミド濃度は検出限界(0.005 mg/kg)未満であった。（農林水産省, 2003年） 

 

⑥ 鶏（系統不明、雌雄各200羽/群）に、リンコマイシン・ジニトルミド混合飼料（飼

料1 t中、リンコマイシン0、2又は4 g及び各々ジニトルミド113.4 g含む。）を53日間

投与し、最終投与日に採取した筋肉（皮膚及び脂肪を含む。）及び肝臓におけるジニト

ルミド及び3-ANOT、ジニトルミド及びリンコマイシン濃度を比色定量法で測定した

（表5）。 

リンコマイシン非含有とリンコマイシン含有飼料において肝臓及び筋肉中のジニト

ルミド及び3-ANOT濃度に顕著な差はみられなかった。また、リンコマイシン、ジニト



ルミド及び3-ANOTを添加した対照組織のジニトルミド及び3-ANOTの回収試験では、リ

ンコマイシンの影響はみられなかった。（Zoamix® and Lincomix®, Freedom of 

Information Summary, NADA 141-489, （2018）） 

 

表5. 鶏におけるジニトルミド・リンコマイシン混合飼料投与後のジニトルミド及び3-ANOTの組織中濃

度1) 

群 

飼料中の有効成分量（g/t飼料） 組織中濃度（mg/kg）2) 

リンコマイシン ジニトルミド ジニトルミド 3-ANOT 

ジニトルミド 

及び3-ANOTの 

合計 

1 0 113.4 
0.20±0.16(3) 

0.35±0.37(3) 

0.13±0.05(3) 

0.40±0.06(3) 

0.34±0.16(3) 

0.74±0.33(3) 

2 2 113.4 
- 

- 

- 

- 

- 

- 

3 4 113.4 
0.14±0.03(3) 

0.38±0.17(3) 

0.26±0.23(3) 

0.39±0.08(3) 

0.39±0.24(3) 

0.77±0.21(3) 

1) 数値は分析値又は平均値±SDを示し、括弧内は検体数を示す。 

なお、全ての検体において分析値が定量されている場合にのみ、平均値±SDを算出した。 

2) 上段は筋肉（皮膚及び脂肪を含む筋肉）、下段は肝臓の値 

-：データ非提示 

   

⑦  七面鳥（3週齢）に、バシトラシン・ジニトルミド混合飼料（飼料1 t中バシトラシ

ン亜鉛49.5 g及びジニトルミド170.3 g含む）を9.5週間投与し、最終投与日に採取し

た筋肉及び肝臓におけるジニトルミド及び3-ANOT濃度を比色・吸光光度法で測定し

た。 

筋肉におけるジニトルミド及び3-ANOT濃度はそれぞれ平均0.5 mg/kg（範囲0.36～

0.65 mg/kg）及び平均0.6 mg/kg（範囲0.50～0.65 mg/kg）であった。（Zoamix® and 

BMD®, Freedom of Information summary, NADA 141-085, （1998）） 

  

５．許容一日摂取量（ADI）の評価 

  食品安全基本法（平成15年法律第48号）第24条第2項の規定に基づき､食品安全委員会あ

て意見を求めたジニトルミドに係る食品健康影響評価において、以下のとおり評価されて

いる。 

 

（１）毒性学的ADIについて 

   ADI：0.006 mg/kg体重/日 

    （動物種）   ラット 

    （投与方法）  混餌投与 



    （無毒性量）  3 mg/kg体重/日 

    （試験の種類）慢性毒性試験 

    （期間）   2年間 

    （安全係数） 500（各種毒性試験で得られたNOAELの最小値は、ラットの2年間慢
性毒性試験の3 mg/kg体重/日であった。ラットの2年間慢性毒性試
験においては、発がん性の有無を判断することは適切ではないと
考えられた。また、生殖発生毒性試験においては、評価項目、動
物匹数が少なく生殖発生毒性の十分な評価ができなかった。以上
を総合的に勘案し、追加の安全係数として5を用いることが適当と
判断した。） 

  

（２）微生物学的ADIについて 

   本成分についての微生物学的影響調査結果において、供試された11菌種において9菌

種のMIC50が＞128 µg/mL、2菌種のMIC50が128 µg/mLであったことから、微生物学的ADIの

設定は不要と判断された。 

 

（３）ADIの設定について 

   微生物学的ADIの設定が不要であることから、毒性学的ADIを採用し、ADIは0.006 

mg/kg体重/日とする。 

 

６．諸外国における状況 

  JECFAにおける毒性評価はなされておらず、国際基準も設定されていない。 

  米国、カナダ、EU、豪州及びニュージーランドについて調査した結果、米国及びカナダ

において鶏及び七面鳥に、豪州において家きんに基準値が設定されている。 
 

７．残留規制 

（１）残留の規制対象 
   ジニトルミド及び代謝物3-ANOT注）とする。 
 

   対象動物における代謝試験の結果から、最終投与直後に筋肉及び肝臓においてジニ

トルミド及び3-ANOTが検出されること、および残留試験においても両物質が検出され

ることから、また、3-ANOTは組織と結合し、ジニトルミドより長期間残留することか

ら、残留の規制対象をジニトルミド及び代謝物3-ANOTとする。 

 
   注）代謝物3-ANOTは分子量比でジニトルミドに換算しない。 

 
（２）基準値案 
   別紙 1 のとおりである。 
 

 



８．暴露評価 
（１）暴露評価対象 
   ジニトルミド及び代謝物3-ANOT注）とする。 

 

   対象動物における代謝試験の結果から、最終投与直後に筋肉及び肝臓においてジニ

トルミド及び3-ANOTが検出されること、および残留試験においても両物質が検出され

ることから、また、3-ANOTは組織と結合し、ジニトルミドより長期間残留することか

ら、暴露評価対象をジニトルミド及び代謝物3-ANOTとする。 

 

   注）代謝物3-ANOTは分子量比でジニトルミドに換算しない。 

 

（２）暴露評価結果 
  ① 長期暴露評価 

    1日当たり摂取する動物用医薬品の量のADIに対する比は、以下のとおりである。詳

細な暴露評価は別紙2参照。 

 

 TMDI／ADI(%)注） 

国民全体（1歳以上） 21.9 

幼小児（1～6歳） 51.5 

妊婦 21.9 

高齢者（65歳以上） 16.5 

注）各食品の平均摂取量は、平成17～19年度の食品摂取頻度・摂取量調査の特別集計 

業務報告書による。 

TMDI試算法：基準値案×各食品の平均摂取量 

 



動物用医薬品　　　　　ジニトルミド
（別紙1）

食品名
基準値

案
ppm

基準値
現行
ppm

承認
有無

国際
基準
ppm

残留試験成績等
ppm

鶏の筋肉 3 0.1 ○ 3 米国
【総放射活性濃度：2.1, 2.3（７日間投与後

0日）（米国）】

その他の家きんの筋肉 3 3 【鶏の筋肉参照】
#N/A #N/A #N/A #N/A #N/A

鶏の脂肪 2 2 ○ 2 米国
【総放射活性濃度：1.2（７日間投与後0日）

（米国）】

その他の家きんの脂肪 2 3 【鶏の脂肪参照】
#N/A #N/A #N/A #N/A #N/A

鶏の肝臓 6 0.1 ○ 6 米国
【総放射活性濃度：6.3（７日間投与後0日)

（米国）】

その他の家きんの肝臓 6 4 【鶏の肝臓参照】
#N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A

鶏の腎臓 6 6 ○ 6 米国 【鶏の肝臓参照】

その他の家きんの腎臓 6 6 【鶏の肝臓参照】
#N/A #N/A #N/A #N/A #N/A

鶏の食用部分 6 6 ○ 【鶏の肝臓参照】

その他の家きんの食用部分 6 6 【鶏の肝臓参照】

参考基準値

国/地域
基準値

ppm

○：既に、国内において承認等がされているもの

網掛け：ポジティブリスト制度導入時に海外の基準値等を参照し暫定的に設定した基準値（暫定基準）



（別紙2）

食品名
基準値案
(ppm)

国民全体
(1歳以上)

TMDI

幼小児
(1～6歳)
TMDI

妊婦
TMDI

高齢者
(65歳以上)

TMDI

鶏の筋肉
*

3

鶏の脂肪
*

2
鶏の肝臓 6 4.2 3.0 0.0 4.8
鶏の腎臓 6 0.0 0.0 0.0 0.0
鶏の食用部分 6 11.4 7.2 17.4 8.4

その他の家きんの筋肉
*

3

その他の家きんの脂肪
*

2

その他の家きんの肝臓
*

6

その他の家きんの腎臓
*

6

その他の家きんの食用部分
*

6

72.3 51.0 76.8 55.5
21.9 51.5 21.9 16.5

41.759.440.8

TMDI試算法：基準値案×各食品の平均摂取量

TMDI：理論最大一日摂取量（Theoretical Maximum Daily Intake）

*各部位のうち、最も高い基準値案を暴露評価に用いた。

ジニトルミドの推定摂取量（単位：µg/人/日）

計
ADI 比（％）

56.1

0.6 0.0 0.0 0.6



（参考） 

これまでの経緯 

 
平成１７年１１月２９日 

令和 ２年 ２月１３日 

 

令和 ７年 ６月 ４日 

 

令和 ７年１１月１９日 

令和 ７年１１月２８日 

残留基準告示 

厚生労働大臣から食品安全委員会委員長あてに残留基準設定

に係る食品健康影響評価について要請 

食品安全委員会委員長から内閣総理大臣あてに食品健康影響

評価について通知 

食品衛生基準審議会へ諮問 

食品衛生基準審議会農薬・動物用医薬品部会 

 

 



● 食品衛生基準審議会農薬・動物用医薬品部会 

[委員] 

 大山  和俊  一般財団法人残留農薬研究所業務執行理事・化学部長 

○折戸  謙介    学校法人麻布獣医学園理事（兼）麻布大学獣医学部教授 

  加藤   くみ子  北里大学薬学部教授 

  近藤  麻子    日本生活協同組合連合会組織推進本部本部長 

  須恵   雅之  東京農業大学応用生物科学部教授 

 瀧本  秀美  国立研究開発法人医薬基盤・健康・栄養研究所理事 

  田口  貴章  国立医薬品食品衛生研究所食品部第一室長 

◎堤   智昭  国立医薬品食品衛生研究所食品部長 

 中島   美紀  金沢大学ナノ生命科学研究所（薬学系兼任）教授 

  野田   隆志  一般社団法人日本植物防疫協会技術顧問 

（◎：部会長、○：部会長代理） 



答申（案）  

ジニトルミド

食品名 残留基準値

ppm

鶏の筋肉 3

その他の家きん注1）の筋肉 3

#N/A#N/A鶏の脂肪 2

その他の家きんの脂肪 2

#N/A#N/A鶏の肝臓 6

その他の家きんの肝臓 6

#N/A#N/A鶏の腎臓 6

その他の家きんの腎臓 6

#N/A#N/A鶏の食用部分注2） 6

その他の家きんの食用部分 6

#N/A #N/A

ジニトルミドについては、以下のとおり食品中の動物用医薬品の残留基準を設定することが
適当である。

今回残留基準を設定する「ジニトルミド」の規制対象は、ジニトルミド及び代謝物3-ANOT
【3-アミノ-5-ニトロ-o -トルアミド】とする。

注2）「食用部分」とは、食用に供される部分のうち、筋肉、脂肪、肝臓及び腎臓以外の部分をい
う。

注1）「その他の家きん」とは、家きんのうち、鶏以外のものをいう。



再評価               令和７年 11 月 28 日開催部会 

フェリムゾン 
 

 今般の残留基準の検討については、農林水産大臣から食品安全委員会に対し、農薬取締

法（昭和23年法律第82号）に基づく農薬の再評価に係る食品健康影響評価の要請がなされ

たことに伴い、食品安全委員会から内閣総理大臣及び農林水産大臣に食品健康影響評価の

結果の通知がなされたこと並びに農林水産省から消費者庁に農薬の再評価に係る連絡及び

畜産物への基準値設定依頼がなされたことから、農薬・動物用医薬品部会（以下「本部

会」という。）において審議を行い、以下の報告を取りまとめるものである。  

なお、今般の残留基準の設定に当たって、現行の残留基準の見直しが行われることか

ら、本部会での審議後に内閣総理大臣から食品安全委員会に対して食品健康影響評価の要

請を行うこととしている。 

 
１．概要 
（１）品目名：フェリムゾン[ Ferimzone (ISO) ] 

 
（２）分 類：農薬 

 
（３）用 途：殺菌剤 

水稲用殺菌剤である。いもち病菌等の膜機能又は脂質生合成系に作用して、菌糸生育

及び胞子形成を阻害することで殺菌効果を示すと考えられている。 

 

（４）化学名及びCAS番号 

(Z)-4,6-Dimethyl-2-{2-[1-(o-tolyl)ethylidene]hydrazineyl}pyrimidine (IUPAC) 

 

      Ethanone, 1-(2-methylphenyl)-, 2-(4,6-dimethyl-2-pyrimidinyl)hydrazone, 

       (1Z)- (CAS：No. 89269-64-7) 

 

（５）構造式及び物性 

 

 

 

 

 

 
 
 
   分 子 式  C15H18N4 

   分 子 量  254.33 
   水溶解度  2.08 × 10-1 g/L（20℃） 

分配係数  log10Pow ＝ 2.9 (25℃) 



 

CH3

C N
H3C

N

N
CH3

CH3

N
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２．適用の範囲及び使用方法 
本剤の国内における適用の範囲及び使用方法は、別紙1のとおり。 

 
３．代謝試験 

（１）植物代謝試験 

植物代謝試験が、水稲で実施されており、可食部である玄米における総残留はごく

わずかであった。 

 

（２）家畜代謝試験 

家畜代謝試験が、泌乳山羊で実施されており、可食部で親化合物の残留が認められ

たが、10%TRR注）以上認められる代謝物はなかった。 

 

注）%TRR：総放射性残留物（TRR：Total Radioactive Residues）濃度に対する比率（%） 

 

【代謝物略称一覧】 

略称 
JMPR評価書

の略称 
化学名 

B － (E)-2-メチルアセトフェノン(4,6-ジメチルピリミジン-2-イル)ヒドラゾン 

D － N-(4,6-ジメチルピリミジン-2-イル)アセトヒドラジド 

K － o-アセチル安息香酸 

M － α-ヒドロキシ-o-トルイル酢酸 

Y － 2-(ヒドロキシメチル)アセトフェノン 

－：JMPRで評価されていない。 

 

 

 

 

 

 

代謝物B                代謝物D                        

 

 

 

 

 

 

代謝物K           代謝物M          代謝物Y 

 
注）残留試験の分析対象、残留の規制対象及び暴露評価対象となっている代謝物について構造式を明記し

た。 



 
４．作物残留試験 

（１）分析の概要 

① 分析対象物質 

・フェリムゾン 

・代謝物B 

 

② 分析法の概要 

 
    ｉ）フェリムゾン及び代謝物B 

試料からメタノールで抽出し、多孔性ケイソウ土カラムを用いて精製後又はn-ヘキ

サンに転溶後、アルミナ（中性）カラム及びシリカゲルを用いて精製した後、紫外分

光光度型検出器付き高速液体クロマトグラフ（HPLC-UV）で定量する。 

または、メタノールで抽出し、多孔性ケイソウ土カラムを用いて精製後、必要に応

じてn-ヘキサンに転溶後、アセトニトリル/ヘキサン分配を行い、フロリジルカラム

を用いて精製した後、HPLC-UVで定量する。 

または、試料に水を加え膨潤させた後、メタノールで抽出し、n-ヘキサンに転溶後、

アセトニトリル/ヘキサン分配を行い、フロリジルカラム及び必要に応じてグラファ

イトカーボン/トリメチルアミノプロピルシリル化シリカゲル（SAX）/エチレンジア

ミン-N-プロピルシリル化シリカゲル（PSA）積層カラムを用いて精製した後、HPLC-

UV又は液体クロマトグラフ・質量分析計（LC-MS）で定量する。 

あるいは、試料に水及び0.5 mol/L塩酸を加え膨潤させた後、アセトニトリルで抽

出し、オクタデシルシリル化シリカゲル（C18）カラム及びグラファイトカーボン/PSA

積層カラムで精製した後、液体クロマトグラフ・タンデム型質量分析計（LC-MS/MS）

で定量する。 

なお、代謝物Bの分析値は、換算係数1.00を用いてフェリムゾン濃度に換算した値

として示した。 

 

定量限界：フェリムゾン 0.004～0.01 mg/kg 

     代謝物B      0.004～0.01 mg/kg（フェリムゾン換算濃度） 

 

（２）作物残留試験結果  

国内作物残留試験については、水稲の試験成績を追加した。試験成績の概要を別紙2

に示す。 

 
５．魚介類における推定残留濃度 

本剤については水系を通じた魚介類への残留が想定されることから、本剤の水域環境

中予測濃度注1）及び生物濃縮係数（BCF：Bioconcentration Factor）から、以下のとおり

魚介類中の推定残留濃度を算出した。 



 
 

（１）水域環境中予測濃度 

本剤は水田及び水田以外のいずれの場合においても使用される。水田PECtier2注2)及

び非水田PECtier1注3)は、それぞれ1.3 µg/L及び0.012 µg/Lと示されていることから、

水田PECtier2の1.3 µg/Lを採用した。 

 

（２）生物濃縮係数 

本剤はオクタノール/水分配係数（log10Pow）が2.9であり、魚類濃縮性試験が実施さ

れていないことから、BCF については実測値が得られていない。このため、log10Pow 

から、回帰式（log10BCF ＝ 0.80 × log10Pow － 0.52）を用いて 63 L/kgと算出され

た。 

 

なお、代謝物B はフェリムゾン（親化合物）のE異性体であることから、log10Powは

親化合物と同等であると推察される。 

 

（３）推定残留濃度 

（１）及び（２）の結果から、フェリムゾンの水域環境中予測濃度：1.3 µg/L、

BCF：63 L/kgとし、下記のとおり推定残留濃度を算出した。 

 

      推定残留濃度 ＝ 1.3 µg/L × (63 L/kg × 5) ＝ 409.5 µg/kg ＝ 0.41 mg/kg 

 

注1）農薬取締法第4条第1項第8号に基づく水域の生活環境動植物の被害防止に係る農薬の登録

基準設定における規定に準拠 

  注2）水田中や河川中での農薬の分解や土壌・底質への吸着、止水期間等を考慮して算出 

  注3）既定の地表流出率、ドリフト率で河川中に流入するものとして算出 

（参考）平成19年度厚生労働科学研究費補助金食品の安心・安全確保推進研究事業「食品中に残留

する農薬等におけるリスク管理手法の精密化に関する研究」分担研究「魚介類への残留基準

設定法」報告書 

 

６．畜産物における推定残留濃度 

  本剤については、飼料として給与した作物を通じ家畜の筋肉等への移行が想定されるこ 

 とから、飼料中の残留農薬濃度及び動物飼養試験の結果を用い、以下のとおり畜産物中の 

 推定残留濃度を算出した。 

 

（１）分析の概要 

① 分析対象物質 

   ・フェリムゾン 

   ・代謝物B 

   ・代謝物D 

   ・代謝物K 



 
   ・代謝物M 

   ・代謝物Y 

 

②  分析法の概要 

ⅰ）フェリムゾン、代謝物B、代謝物D及び代謝物Y 

・筋肉、肝臓及び腎臓 

試料からアセトニトリル・水（1：1）混液及びアセトニトリルで抽出し、Enhanced 

Matrix Removal（EMR）-Lipid・PSA連結カラム及びベンゼンスルホニルプロピルシ

リル化シリカゲル（SCX）カラムで精製した後、LC-MS/MSで定量する。 

 

・脂肪 

試料からn-ヘキサン・アセトン（4：1）混液及びアセトンで抽出し、アセトニト

リル/ヘキサン分配を行い、EMR-Lipid・PSA連結カラムで精製した後、LC-MS/MSで

定量する。 

 

・乳 

試料からアセトン及びアセトン・水（1：1）混液で抽出し、SAXカラム及びSCXカ

ラムで精製した後、LC-MS/MSで定量する。 

なお、代謝物B、代謝物D及び代謝物Yの分析値は、それぞれ換算係数1.00、1.41

及び1.69を用いてフェリムゾン濃度に換算した値として示した。 

 

定量限界：筋肉、脂肪、肝臓、腎臓及び乳 

フェリムゾン 0.01 mg/kg 

     代謝物B    0.01 mg/kg（フェリムゾン換算濃度） 

          代謝物D    0.01 mg/kg（フェリムゾン換算濃度） 

代謝物Y    0.01 mg/kg（フェリムゾン換算濃度） 

 

ii）代謝物K及び代謝物M 

・筋肉、肝臓及び腎臓 

試料からアセトニトリル・水（1：1）混液及びアセトニトリルで抽出し、EMR-Lipid

カラム及びC18カラムで精製した後、LC-MS/MSで定量する。 

 

    ・脂肪 

試料からギ酸酸性n-ヘキサン・アセトン（4：1）混液及びギ酸酸性アセトンで抽

出し、アセトニトリル/ヘキサン分配を行い、EMR-Lipidカラム及びC18カラムで精製

した後、LC-MS/MSで定量する。 

 

 



 
・乳 

試料からアセトン及びアセトン・水（1：1）混液で抽出し、SAXカラム及びスチ

レンジビニルベンゼンポリマーゲル（ポリマー系）カラムで精製した後、LC-MS/MS

で定量する。 

なお、代謝物K及び代謝物Mの分析値は、それぞれ換算係数1.55及び1.53を用いて

フェリムゾン濃度に換算した値として示した。 

 

定量限界：筋肉、脂肪、肝臓、腎臓及び乳 

代謝物K    0.01 mg/kg（フェリムゾン換算濃度） 

代謝物M    0.01 mg/kg（フェリムゾン換算濃度） 

 

（２）家畜残留試験（動物飼養試験） 

  ① 乳牛を用いた残留試験 

乳牛（ホルスタイン種、体重545～784 kg、3頭/群）に対して、飼料中濃度として

14.7、44.1及び147 ppmに相当する量のフェリムゾンを含むカプセルを1日2回に分け

て28日間にわたり強制経口投与し、最終投与後に筋肉（脇腹、腰部及び後脚）、脂肪

（皮下、大網膜及び腎周囲）、肝臓及び腎臓に含まれるフェリムゾン、代謝物B、代謝

物D、代謝物K、代謝物M及び代謝物Yの濃度をLC-MS/MSで測定した。乳については、投

与開始日から1、3、5、7、10、14、18、21、24及び28日に採取し、乳に含まれるフェ

リムゾン、代謝物B、代謝物D、代謝物K、代謝物M及び代謝物Yの濃度をLC-MS/MSで測

定した。147 ppm相当群の腎臓においてのみ代謝物Kが最大0.04 mg/kg（平均0.03 

mg/kg）で認められたが、14.7及び44.1 ppm投与群については定量限界（0.01 mg/kg）

未満であった。また、全ての投与群において、フェリムゾン、代謝物B、代謝物D、代

謝物M及び代謝物Yは、乳汁並びにいずれの臓器及び組織においても定量限界（0.01 

mg/kg）未満であった。 

 

（３）飼料中の残留農薬濃度 

飼料及び飼料添加物の成分規格等に関する省令（昭和51年農林省令第35号）に定める

飼料一般の成分規格や飼料となる作物の残留試験成績等を基に、飼料の最大給与割合等

を考慮して最大飼料由来負荷注1）が算出されている。最大飼料由来負荷は、乳牛におい

て3.8511 ppm、肉牛において6.1467 ppm と示されている。また平均的飼料由来負荷注
 

2）

は、乳牛において2.0097 ppm、肉牛において3.7787 ppm と示されている。 

 

注1）最大飼料由来負荷（Maximum dietary burden）：飼料の原料に農薬が最大まで残留している

と仮定した場合に、飼料の摂取によって畜産動物が暴露されうる最大濃度。飼料中濃度として

表示される。 

注2) 平均的飼料由来負荷（Mean dietary burden）：飼料の原料に農薬が平均的に残留していると

仮定した場合に（作物残留試験から得られた残留濃度の中央値を試算に用いる）、飼料の摂取

によって畜産動物が暴露されうる平均濃度。飼料中濃度として表示される。 



 
（４）推定残留濃度 

牛について、最大及び平均的飼料由来負荷と家畜残留試験結果から、畜産物中の推定

残留濃度を算出した。結果は表1を参照。 

 

表1．畜産物中の推定残留濃度：牛（mg/kg） 

 筋肉 脂肪 肝臓 腎臓 乳 

牛 
<0.0004 

(<0.0003) 

<0.0004 

(<0.0003) 

<0.0004 

(<0.0003) 

<0.0004 

(<0.0003) 

<0.0003 

(<0.0001) 

上段：最大残留濃度   下段括弧内：平均的な残留濃度  
 

７．許容一日摂取量（ADI）及び急性参照用量（ARfD）の評価 

食品安全基本法（平成15年法律第48号）第24条第3項の規定に基づき、農林水産大臣か

ら食品安全委員会あて意見を求めたフェリムゾンに係る食品健康影響評価において、以下

のとおり評価されている。 

 

（１）ADI 

ADI：0.019 mg/kg体重/日 

（ADI設定根拠資料）慢性毒性/発がん性併合試験 

（動物種）   ラット   

（期間）     2年間 

（投与方法）  混餌 

（無毒性量） 1.94 mg/kg体重/日 

（安全係数） 100 

 

   ラットを用いた2年間慢性毒性/発がん性併合試験において、雌雄ラットで鼻腔扁平上

皮癌の発生頻度増加が認められた。刺激性のある本剤の鼻粘膜に対する長期ばく露によ

り炎症性変化が誘発され、細胞が損傷、修復を繰り返し、持続的な細胞増殖の亢進及び

化生へと進んだ結果と考えられた。各種メカニズム試験及び遺伝毒性試験の結果から、

ラットにおいて認められた腫瘍の発生機序は遺伝毒性メカニズムとは考え難く、評価に

当たり閾値を設定することが可能であると考えられた。 

 

（２）ARfD 

ARfD ：0.3 mg/kg体重  

（ARfD 設定根拠資料①）一般薬理試験 

（動物種）  マウス 

（期間）   単回 

（投与方法） 強制経口 

（無毒性量） 30 mg/kg体重 



 
（ARfD 設定根拠資料②）一般薬理試験 

（動物種）  ウサギ 

（期間）   単回 

（投与方法） 強制経口 

（無毒性量） 30 mg/kg体重 

 

（ARfD 設定根拠資料③）慢性毒性試験 

（動物種）  イヌ 

（期間）   1年間 

（投与方法） カプセル経口 

（無毒性量） 30 mg/kg体重/日 

 

（安全係数） 100 

 

８．諸外国における状況 

JMPRにおける毒性評価はなされておらず、国際基準も設定されていない。 

米国、カナダ、EU、豪州及びニュージーランドについて調査した結果、いずれの国及

び地域においても基準値が設定されていない。 

 

９．残留規制 

（１）残留の規制対象 

農産物及び魚介類にあっては、フェリムゾン及び代謝物Bとし、畜産物にあっては、

フェリムゾンとする。 

 

植物代謝試験において、可食部である玄米で認められた総放射性残留はごくわずか

であった。作物残留試験の結果、フェリムゾンの残留が認められ、代謝物Bはフェリム

ゾンより高い残留が認められる場合があったことから、農産物にあっては残留の規制

対象はフェリムゾン及び代謝物Bとする。 

家畜代謝試験において、泌乳山羊では可食部でフェリムゾンの残留が認められたが

代謝物Bの残留は認められなかったことから、畜産物にあっては残留の規制対象はフェ

リムゾンのみとする。 

 

（２）基準値案 

別紙3のとおりである。 

 

１０．暴露評価 

（１）暴露評価対象 

農産物及び魚介類にあっては、フェリムゾン及び代謝物Bとし、畜産物にあっては、

フェリムゾンとする。 



 
 

植物代謝試験において、可食部である玄米で認められた総放射性残留はごくわずか

であった。作物残留試験の結果、フェリムゾンの残留が認められ、代謝物Bはフェリム

ゾンより高い残留が認められる場合があったことから、農産物にあっては暴露評価対

象はフェリムゾン及び代謝物Bとする。 

家畜代謝試験において、泌乳山羊では可食部でフェリムゾンの残留が認められたが

代謝物Bの残留は認められなかったことから、畜産物にあっては暴露評価対象はフェリ

ムゾンのみとする。 

 

なお、食品安全委員会は、食品健康影響評価において、農産物及び魚介類中の暴露評

価対象物質をフェリムゾン（親化合物）及び代謝物B、畜産物中の暴露評価対象物質を

フェリムゾン（親化合物のみ）としている。 

 

（２）暴露評価結果 

①  長期暴露評価 

1日当たり摂取する農薬の量のADIに対する比は、以下のとおりである。詳細な暴露

評価は別紙4参照。 

 

 EDI／ADI(%)注） 

国民全体（1歳以上） 14.2 

幼小児（1～6歳） 24.4 

妊婦 8.5 

高齢者（65歳以上）   15.5 

注）各食品の平均摂取量は、平成17～19年度の食品摂取頻度・摂取量調査の特別集計

業務報告書による。 

   EDI試算法：作物残留試験成績の中央値（STMR）等×各食品の平均摂取量 
 

②  短期（1日経口）暴露評価 

各食品の短期推定摂取量（ESTI）を算出したところ、国民全体（1歳以上）及び幼

小児（1～6歳）のそれぞれにおける摂取量はARfDを超えていない注）。詳細な暴露評価

は別紙5-1及び5-2参照。 

 

注）基準値案、作物残留試験における最高残留濃度（HR）又は中央値（STMR）を用い、平成

17～19年度の食品摂取頻度・摂取量調査及び平成22年度の厚生労働科学研究の結果に基づ

き ESTIを算出した。 



（別紙1）

作物名 剤型 使用方法
希釈倍数
又は

使用量
使用時期 散布液量 使用回数

フェリムゾン
を含む農薬の
総使用回数

30.0% WP 散布 1000倍 収穫7日前まで 60～150 L/10 a 2回以内

30倍 3 L/10 a

8倍 800 mL/10 a

原液 120 mL/10 a

無人ヘリコプター
による散布

8倍 収穫7日前まで 800 mL/10 a 2回以内

空中散布 30倍 収穫14日前まで 3 L/10 a 2回以内

無人ヘリコプター
による散布

8倍 収穫14日前まで 800 mL/10 a 2回以内

1000倍 60～150 L/10 a

300倍 25 L/10 a

無人航空機による
散布

8倍 収穫7日前まで 800 mL/10 a 2回以内

30倍 3 L/10 a

8倍 800 mL/10 a

1000倍 60～150 L/10 a

300倍 25 L/10 a

無人航空機による
散布

8倍 収穫7日前まで 800 mL/10 a 2回以内

1000倍 60～150 L/10 a

300倍 25 L/10 a

無人ヘリコプター
による散布

8倍 収穫14日前まで 800 mL/10 a 2回以内

30倍 3 L/10 a

8倍 800 mL/10 a

1000倍 60～150 L/10 a

300倍 25 L/10 a

無人航空機による
散布

8倍 収穫14日前まで 800 mL/10 a 2回以内

30倍 3 L/10 a

8倍 800 mL/10 a

1000倍 60～150 L/10 a

300倍 25 L/10 a

無人ヘリコプター
による散布

8倍 収穫7日前まで 800 mL/10 a 2回以内

空中散布 8倍 収穫7日前まで 800 mL/10 a 2回以内

1000倍 60～150 L/10 a

300倍 25 L/10 a

無人ヘリコプター
による散布

8倍 収穫7日前まで 800 mL/10 a 2回以内

空中散布 収穫7日前まで 2回以内

フェリムゾンの適用の範囲及び使用方法（国内）

2025年11月13日時点版

空中散布 収穫7日前まで 2回以内

空中散布 収穫7日前まで 2回以内

散布 収穫7日前まで 2回以内
15.0% SC
配合剤4

20.0% SC
配合剤1

20.0% SC
配合剤2

散布 収穫7日前まで 2回以内
15.0% SC
配合剤3

2回以内稲

散布

散布 収穫14日前まで 2回以内
15.0% SC
配合剤5

空中散布 収穫14日前まで 2回以内

散布 収穫14日前まで 2回以内
15.0% SC
配合剤6

収穫7日前まで 2回以内15.0% SC
配合剤8

散布

収穫7日前まで 2回以内
15.0% SC
配合剤7



（別紙1）

作物名 剤型 使用方法
希釈倍数
又は

使用量
使用時期 散布液量 使用回数

フェリムゾン
を含む農薬の
総使用回数

フェリムゾンの適用の範囲及び使用方法（国内）

2025年11月13日時点版

1000倍 60～150 L/10 a

300倍 25 L/10 a

無人ヘリコプター
による散布

8倍 収穫14日前まで 800 mL/10 a 2回以内

30倍 3 L/10 a

8倍 800 mL/10 a

原液 120 mL/10 a

1000倍 60～150 L/10 a

300倍 25 L/10 a

無人ヘリコプター
による散布

8倍 収穫7日前まで 800 mL/10 a 2回以内

1000倍 60～150 L/10 a

300倍 25 L/10 a

無人ヘリコプター
による散布

8倍 収穫14日前まで 800 mL/10 a 2回以内

15.0% WP
配合剤12

散布 500倍 収穫14日前まで 60～150 L/10 a 2回以内

1000倍 60～150 L/10 a

300倍 25 L/10 a

無人航空機による
散布

8倍 収穫7日前まで 800 mL/10 a 2回以内

2.0% DP
配合剤14

散布 3～4 kg/10 a 収穫7日前まで － 2回以内

2.0% DP
配合剤15

散布 3～4 kg/10 a 収穫14日前まで － 2回以内

2.0% DP
配合剤16

散布 3～4 kg/10 a 収穫7日前まで － 2回以内

2.0% DP
配合剤17

散布 3～4 kg/10 a 収穫14日前まで － 2回以内

4 kg/10 a

3～4 kg/10 a

4 kg/10 a

3～4 kg/10 a

4 kg/10 a

3～4 kg/10 a

4 kg/10 a

3～4 kg/10 a

4 kg/10 a

3～4 kg/10 a

2.0% DP
配合剤23

散布 3～4 kg/10 a 収穫7日前まで － 2回以内

4 kg/10 a

3～4 kg/10 a

散布 収穫7日前まで 2回以内

2.0% DP
配合剤22

散布 収穫14日前まで － 2回以内

2回以内

2.0% DP
配合剤24

散布

2回以内

15.0% SC
配合剤10

散布 収穫14日前まで 2回以内
15.0% SC
配合剤9

2.0% DP
配合剤20

散布 収穫14日前まで － 2回以内

散布 収穫7日前まで 2回以内
13.5% SC
配合剤13

2.0% DP
配合剤18

稲

収穫7日前まで － 2回以内

2.0% DP
配合剤19

散布 収穫7日前まで － 2回以内

2.0% DP
配合剤21

散布 収穫7日前まで － 2回以内

散布 収穫14日前まで － 2回以内

散布 収穫14日前まで 2回以内
15.0% SC
配合剤11

空中散布 収穫7日前まで
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作物名 剤型 使用方法
希釈倍数
又は

使用量
使用時期 散布液量 使用回数

フェリムゾン
を含む農薬の
総使用回数

フェリムゾンの適用の範囲及び使用方法（国内）

2025年11月13日時点版

2.0% DP
配合剤25

散布 3～4 kg/10 a 収穫14日前まで － 2回以内

4 kg/10 a

3～4 kg/10 a

4 kg/10 a

3～4 kg/10 a

配合剤27：2.0%カルタップ・0.15%クロチアニジン・0.30%バリダマイシン・1.5%フサライド

2.0% DP
配合剤26

散布 収穫7日前まで － 2回以内
2回以内

2.0% DP
配合剤27

散布 収穫21日前まで － 2回以内

配合剤15：0.30%バリダマイシン・1.5%フサライド
配合剤16：0.35%ジノテフラン・1.5%フサライド
配合剤17：0.50%エチプロール・1.5%フサライド
配合剤18：0.50%エトフェンプロックス・0.30%バリダマイシン・1.5%フサライド

配合剤7：6.6%クロチアニジン・15.0%フサライド
配合剤8：6.6%クロチアニジン・8.0%トリシクラゾール
配合剤9：6.6%クロチアニジン・8.0%トリシクラゾール・5.0%バリダマイシン
配合剤10：8.0%トリシクラゾール
配合剤11：8.0%トリシクラゾール・5.0%バリダマイシン

稲

配合剤24：0.50%トリシクラゾール
配合剤25：0.50%トリシクラゾール・0.30%バリダマイシン
配合剤26：1.5%フサライド

－：規定されていない項目

配合剤19：0.50%エトフェンプロックス・0.50%トリシクラゾール
配合剤20：0.50%エトフェンプロックス・0.50%トリシクラゾール・0.30%バリダマイシン
配合剤21：0.50%エトフェンプロックス・1.5%フサライド
配合剤22：0.50%クロチアニジン・0.50%メトキシフェノジド・0.30%バリダマイシン・1.5%フサライド
配合剤23：0.50%クロチアニジン・1.5%フサライド

WP：水和剤
SC：フロアブル
DP：粉剤

配合剤13：9.0%ジノテフラン・13.5%フサライド
配合剤12：5.0%エトフェンプロックス・2.5%バリダマイシン・10.0%フサライド

配合剤1：15.0%フサライド
配合剤2：5.0%バリダマイシン・15.0%フサライド
配合剤3：10.0%ジノテフラン・15.0%フサライド
配合剤4：15.0%フサライド
配合剤5：5.0%エチプロール・15.0%フサライド
配合剤6：5.0%バリダマイシン・15.0%フサライド

配合剤14：0.15%クロチアニジン・1.5%フサライド



剤型 使用量・使用方法 回数 経過日数

圃場A:0.405 (2回,21日) 圃場A:*0.093/*0.3125 (*2回,21日)

圃場B:0.435 (2回,21日) 圃場B:*0.0955/*0.339 (*2回,21日)

圃場C:0.34 (2回,21日) 圃場C:*0.087/*0.2505 (*2回,21日)

35 圃場A:0.06 (1回,35日)(#) 圃場A:*0.013/*0.050 (*1回,35日)(#)

75 圃場B:<0.01 (1回,75日)(#) 圃場B:*<0.005/*<0.005 (*1回,75日)(#)

圃場A:0.025 (2回,30日) 圃場A:*0.005/*0.017 (*2回,30日)

圃場B:<0.01 (2回,30日) 圃場B:*<0.005/*<0.005 (*2回,30日)

圃場A:0.095 (2回,28日) 圃場A:*0.021/*0.074 (*2回,28日)

圃場B:0.435 (2回,28日) 圃場B:*0.0965/*0.3395 (*2回,28日)

圃場C:0.275 (2回,28日) 圃場C:*0.069/*0.2055 (*2回,28日)

圃場A:0.95 (2回,21日) 圃場A:*0.330/*0.618 (*2回,21日)

圃場B:1.145 (2回,21日) 圃場B:*0.295/*0.852 (*2回,21日)

圃場A:0.757 (3回,14日)(#) 圃場A:*0.1995/**0.5785 (*3回,14日, **3回,28日)(#)

圃場B:1.295 (3回,14日)(#) 圃場B:*0.3465/*0.9475(#) (*3回,14日)

圃場A:0.8565 (4回,28日)(#) 圃場A:*0.1765/*0.678 (*4回,28日)(#)

圃場B:1.055 (4回,21日)(#) 圃場B:*0.321/*0.738 (*4回,21日)(#)

圃場A:0.75 (3回,28日)(#) 圃場A:*0.194/**0.578 (*3回,21日. **3回,28日)(#)

圃場B:0.75 (3回,21日) (#) 圃場B:*0.182/*0.570 (*3回,21日)(#)

圃場C:0.57 (3回,28日)(#) 圃場C:**0.194/*0.414 (*3回,21日, **3回,28日)(#)

圃場D:0.68 (3回,21日) (#) 圃場D:*0.172/*0.510 (*3回,21日)(#)

圃場E:0.35 (3回,21日) (#) 圃場E:*0.065/*0.280 (*3回,21日)(#)

圃場F:0.17 (3回,21日) (#) 圃場F:*0.036/*0.137 (*3回,21日)(#)

圃場G:0.44 (3回,21日) (#) 圃場G:*0.118/*0.323 (*3回,21日)(#)

圃場H:0.69 (3回,28日)(#) 圃場F:*0.243/*0.450 (*3回,28日)(#)

圃場A:0.63 圃場A:0.32/*0.38 (*2回,28日)

圃場B:0.81 (2回,14日) 圃場B:*0.345/**0.49 (*2回,14日、**2回,28日)

圃場A:0.145 (2回,14日) 圃場A:*0.058/**0.102 (*2回,14日、**2回,28日)

圃場B:0.615 (2回,28日) 圃場B:*0.125/*0.492 (*2回,28日)

21,31 圃場A:0.205 (2回,21日)(#) 圃場A:*0.081/*0.1235 (*2回,21日)(#)

21,27 圃場B:0.29 (2回,21日)(#) 圃場B:*0.103/*0.189 (*2回,21日)(#) 

35 圃場A:0.13 (1回,35日) 圃場A:*0.024/*0.103 (*1回,35日)

75 圃場B：<0.01 (1回,75日) 圃場B:*<0.005/*<0.005 (*1回,75日)

圃場A:0.43 (2回,28日) 圃場A:*0.089/*0.3425 (*2回,28日)

圃場B:0.595 (2回,28日) 圃場B:0.172/*0.457 (*2回,28日)

圃場A:0.16 (2回,30日) 圃場A:*0.050/**0.112 (*2回,21日, **2回,30日)

圃場B:0.20 (2回,21日) 圃場B:*0.0555/*0.147 (*2回,21日)

圃場C:0.13 (2回,21日) 圃場C:*0.034/*0.100 (*2回,21日)

圃場D:0.18 (2回,21日) 圃場D:*0.028/*0.152 (*2回,21日)

圃場A:0.105 (2回,14日) 圃場A:0.020/*0.0825 (*2回,14日)

圃場B:0.14 (2回,28日) 圃場B:0.030/*0.119 (*2回,28日)

圃場A:0.09 (2回,21日) 圃場A:*0.026/*0.066 (*2回,21日)

圃場B:0.08 (2回,21日) 圃場B:*0.012/*0.064 (*2回,21日)

圃場A:0.07 圃場A:0.013/0.061

圃場B:0.19 圃場B:0.046/0.147

1 6 圃場A:0.09 (2回,6日) (#) 圃場A:*0.016/*0.076 (*2回,6日) (#)

圃場A:0.24 (2回,21日) 圃場A:*0.0475/*0.192 (*2回,21日)

圃場B:0.01 (2回,21日) 圃場B:*0.0055/*<0.005 (*2回,21日)

圃場A:0.095 (1回,21日) 圃場A:*0.029/*0.0625 (*1回,21日)

圃場B:0.20 (1回,21日) 圃場B:*0.052/*0.148 (*1回,21日)

圃場C:0.27 (1回,30日) 圃場C:*0.062/*0.204 (*1回,30日)

圃場D:0.23 (1回,21日) 圃場D:*0.079/**0.176 (*1回,21日, **1回,30日)

圃場E:0.21 (1回,30日) 圃場E:*0.070/*0.144 (*1回,30日)

21,27,45 圃場A:0.225 (2回,21日) 圃場A:*0.081/*0.1425 (*2回,21日)

21,30,45 圃場B:0.47 (2回,30日) 圃場B:*0.106/*0.368 (*2回,30日)

圃場C:0.32 (2回,30日) 圃場C:*0.070/**0.252 (*2回,21日, **2回,30日)

圃場D:0.64 (2回,21日) 圃場D:0.193/0.443 (*2回,21日)

圃場E:0.44 (2回,30日) 圃場E:*0.115/*0.327 (*2回,30日)

圃場F:0.38 (2回,30日) 圃場F:*0.074/*0.302 (*2回,30日)

圃場A:0.5835 (3回,21日)(#) 圃場A:*0.162/*0.420 (*3回,21日)(#)

圃場B:0.620 (3回,21日)(#) 圃場B:*0.165/*0.4525 (*3回,21日)(#)

圃場A:0.345 (2回,28日) 圃場A:*0.0755/*0.267 (*2回,28日)

圃場B:0.68 (2回,28日) 圃場B:*0.153/*0.528 (*2回,28日)

　WP：水和剤
　DP：粉剤

　SC：フロアブル

2 2.0% DP 2 21,30,45
散布

4 kg/10 a

2 30.0% WP 2 30,45
1000倍散布
150 L/10 a

1000倍散布
150 L/10 a

2 7,14,28,45

4
1000倍散布
150 L/10 a

2

21,30,45

2

3 30.0% WP
1000倍散布
150 L/10 a

（別紙2）
フェリムゾンの作物残留試験一覧表（国内）

農作物
試験

圃場数

試験条件 各化合物の残留濃度の合計（mg/kg）
注

1）
各化合物の残留濃度（mg/kg）

注2）

【フェリムゾン/代謝物B】

設定
の根
拠等

2 30.0% WP
1500倍散布
120 L/10 a

1

2
15.0% SC

300倍散布
25 L/10 a

2
7

  表中、最大使用条件下の作物残留試験条件に、アンダーラインを付しているが、経時的に測定されたデータがある場合において、収穫までの期間が最短の場合にのみ最大残留濃度が得られるとは
限らないため、最大使用条件以外で最大残留濃度が得られた場合は、その使用回数及び経過日数について（　）内に記載した。

2 2.0% DP
散布

4 kg/10 a

　代謝物Bの残留濃度は、フェリムゾン濃度に換算した値で示した。

　(#)印で示した作物残留試験成績は、登録又は申請された適用の範囲内で行われていないことを示す。また、適用範囲内ではない試験条件を斜体で示した。

　今回、新たに提出された作物残留試験成績を網掛けで示した。
基準値の設定根拠及び暴露評価にも使用されているものに◎で示した。
注1）フェリムゾン及び代謝物Bの合計濃度（フェリムゾンに換算した値）を示した。

注2）当該農薬の登録又は申請された適用の範囲内で最も多量に用い、かつ最終使用から収穫までの期間を最短とした場合の作物残留試験（いわゆる最大使用条件下の作物残留試験）を複数の圃場で
実施し、それぞれの試験から得られた残留濃度の最大値を示した。

2 7,14,28,45

水稲
（玄米）

21,28

30.0% WP
1000倍散布
150 L/10 a

3 21,28

2 20.0% SC
原液空中散布
0.12 L/10 a

1

2 20.0% SC
6.6倍無人ヘリ散布

0.8 L/10 a
2

2

2 2.0% DP
散布

4 kg/10 a
3

散布
4 kg/10 a

21,30

21,30,44

21,30,45

5 1

26

2.0% DP

2 28

2 30.0% WP
1000倍散布
150 L/10 a

2 21,30,45

2

30.0% WP
1000倍散布

143,150 L/10 a

3 14,21,28

2 4 21,28

20.0% SC
8倍無人ヘリ散布
960 mL /10 a

2 7,14,28,45

2 30.0% WP
1000倍散布
150 L/10 a

2 7,14,28,45 ◎

8

21

2
300倍散布
25 L/10 a

2 21

3
30.0% WP
＋2.0% DP

1000倍散布
150 L/10 a

＋散布　4 kg/10 a
1＋1 21

15.0% SC

15.0% SC

15.0% SC

15.0% SC

◎

2
300倍 散布
25 L/10 a

2 7,14,28,45



農薬名 フェリムゾン
（別紙3）

食品名
基準値

案
ppm

基準値
現行
ppm

登録
有無

国際
基準
ppm

作物残留試験成績等
ppm

zzz
米（玄米をいう。） 3 2 ○ 0.63～1.19(n=4)※

zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A牛の筋肉 0.01 申 推：<0.0004

豚の筋肉 0.01 申 （牛の筋肉参照）

その他の陸棲哺乳類に属する動物の筋肉 0.01 申 （牛の筋肉参照）

zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A牛の脂肪 0.01 申 推：<0.0004

豚の脂肪 0.01 申 （牛の脂肪参照）

その他の陸棲哺乳類に属する動物の脂肪 0.01 申 （牛の脂肪参照）

zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A牛の肝臓 0.01 申 推：<0.0004

豚の肝臓 0.01 申 （牛の肝臓参照）

その他の陸棲哺乳類に属する動物の肝臓 0.01 申 （牛の肝臓参照）

zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A牛の腎臓 0.01 申 推：<0.0004

豚の腎臓 0.01 申 （牛の腎臓参照）

その他の陸棲哺乳類に属する動物の腎臓 0.01 申 （牛の腎臓参照）

zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A牛の食用部分 0.01 申 （牛の肝臓参照）

豚の食用部分 0.01 申 （牛の肝臓参照）

その他の陸棲哺乳類に属する動物の食用部分 0.01 申 （牛の肝臓参照）

zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A乳 0.01 申 推：<0.0003

zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A魚介類 0.5 0.5 推：0.41
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A

参考基準値

○：既に、国内において登録等がされているもの

太枠：本基準（暫定基準以外の基準）を見直した基準値

推：推定される残留濃度

申：農薬の登録申請等に伴い基準値設定依頼がなされたもの

国/地域
基準値

ppm

※)プロポーショナリティ (proportionality) の原則に基づき、処理濃度の比例性を考慮して換算した値を評価に用いた。なお、GAPに適合
した使用量として、30.0%WPの1000倍散布を基に換算した。



（別紙4）

食品名
基準値案
(ppm)

国民全体
(1歳以上)

EDI

幼小児
(1～6歳)

EDI

妊婦
EDI

高齢者
(65歳以上)

EDI

米（玄米をいう。） 3 0.835 137.1 71.6 87.9 150.5zzz #N/A ### #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ### #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A

陸棲哺乳類の肉類 0.01 0.0 0.0 0.0 0.0

陸棲哺乳類の食用部分（肉類除く） 0.01 0.0003 0.0 0.0 0.0 0.0zzz #N/A ### #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ### #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
陸棲哺乳類の乳類 0.01 0.0001 0.0 0.0 0.0 0.0zzz #N/A ### #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ### #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
魚介類 0.5 0.1271 11.8 5.0 6.8 14.6

計 149.0 76.6 94.7 165.1
ADI比（％） 14.2 24.4 8.5 15.5

筋肉　0.0003
脂肪　0.0003

「魚介類」については、摂取する魚介類を内水面（湖や河川）魚介類、海産魚介類及び遠洋魚介類に分け、それぞれ海
産魚介類での推定残留濃度を内水面魚介類の1/5、遠洋魚介類での推定残留濃度を0として算出した係数（0.31）を推定
残留濃度に乗じた値を用いてEDI試算した。

「陸棲哺乳類の肉類」については、EDI試算では、畜産物中の平均的な残留農薬濃度を用い、摂取量の筋肉及び脂肪の比
率をそれぞれ80％、20％として試算した。

EDI試算法：作物残留試験成績の中央値（STMR)等×各食品の平均摂取量

フェリムゾンの推定摂取量 （単位：µg／人／日）
暴露評価に用
いた数値
（ppm)

米（玄米をいう。）については、プロポーショナリティ (proportionality) の原則に基づき、処理濃度の比例性を考慮
して換算した値を評価に用いた。

EDI：推定一日摂取量（Estimated Daily Intake)



食品名
（基準値設定対象）

食品名
（ESTI推定対象）

基準値案
(ppm)

ESTI
(μg/kg体重)

ESTI/ARfD
(%)

米（玄米をいう。） 米 3 ○ 0.835 5.3 2

ESTI：短期推定摂取量（Estimated Short-Term Intake）

ESTI/ARfD(%)の値は、有効数字1桁（値が100を超える場合は有効数字2桁）とし四捨五入して算出した。

（別紙5-1）

フェリムゾンの推定摂取量（短期）：国民全体(1歳以上)

評価に用いた
数値
(ppm)

○：作物残留試験における中央値（STMR）を用いて短期摂取量を推計した。

米（玄米をいう。）については、プロポーショナリティ (proportionality) の原則に基づき、処理濃度の比例性を考慮して換算した値を評価に用いた。



食品名
（基準値設定対象）

食品名
（ESTI推定対象）

基準値案
(ppm)

ESTI
(μg/kg体重)

ESTI/ARfD
(%)

米（玄米をいう。） 米 3 ○ 0.835 9.0 3

フェリムゾンの推定摂取量（短期）：幼小児(1～6歳)

評価に用いた
数値
(ppm)

ESTI：短期推定摂取量（Estimated Short-Term Intake）

ESTI/ARfD(%)の値は、有効数字1桁（値が100を超える場合は有効数字2桁）とし四捨五入して算出した。

（別紙5-2）

米（玄米をいう。）については、プロポーショナリティ (proportionality) の原則に基づき、処理濃度の比例性を考慮して換算した値を評価に用いた。

○：作物残留試験における中央値（STMR）を用いて短期摂取量を推計した。



 
（参考） 

これまでの経緯 

 

平成 ３年１１月 １日 

平成１７年１１月２９日 

平成２０年 １月２４日 

平成２０年 ２月 ５日 

 

平成２０年１１月１３日 

 

平成２１年 ６月１９日 

平成２２年 ４月 ６日 

 

平成２３年 ４月１４日 

 

平成２３年 ６月 ８日 

 

平成２４年 ２月２３日 

 

平成２４年 ６月２２日 

平成２５年 ７月 ２日 

 

令和 ５年１０月２５日 

 

令和 ６年１０月３０日 

 

令和 ７年１１月１３日 

令和 ７年１１月１３日 

 

令和 ７年１１月１９日 

令和 ７年１１月２８日 

初回農薬登録 

残留基準告示 

農林水産省より厚生労働省へ基準設定依頼（魚介類） 

厚生労働大臣から食品安全委員会委員長あてに残留基準設定

に係る食品健康影響評価について要請 

食品安全委員会委員長から厚生労働大臣あてに食品健康影響

評価について通知 

薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会農薬・動物用医薬品部会 

残留基準告示 

 

農林水産省から厚生労働省へ農薬登録申請に係る連絡及び基

準値設定依頼(適用拡大：稲) 

厚生労働大臣から食品安全委員会委員長あてに残留基準設定

に係る食品健康影響評価について要請 

食品安全委員会委員長から厚生労働大臣あてに食品健康影響

評価について通知 

薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会農薬・動物用医薬品部会 

残留基準告示 

 

農林水産大臣から食品安全委員会委員長あてに農薬の再評価

に係る食品健康影響評価について要請 

食品安全委員会委員長から内閣総理大臣及び農林水産大臣あ

てに食品健康影響評価について通知 

農林水産省から消費者庁へ農薬の再評価に係る連絡 

農林水産省から消費者庁へ基準値設定依頼（対象動物：牛、豚

及びその他の陸棲哺乳類に属する動物） 

食品衛生基準審議会へ諮問 

食品衛生基準審議会農薬・動物用医薬品部会 

 



● 食品衛生基準審議会農薬・動物用医薬品部会 

[委員] 

 大山  和俊  一般財団法人残留農薬研究所業務執行理事・化学部長 

○折戸  謙介    学校法人麻布獣医学園理事（兼）麻布大学獣医学部教授 

  加藤   くみ子  北里大学薬学部教授 

  近藤  麻子    日本生活協同組合連合会組織推進本部本部長 

  須恵   雅之  東京農業大学応用生物科学部教授 

 瀧本  秀美  国立研究開発法人医薬基盤・健康・栄養研究所理事 

  田口  貴章  国立医薬品食品衛生研究所食品部第一室長 

◎堤   智昭  国立医薬品食品衛生研究所食品部長 

 中島   美紀  金沢大学ナノ生命科学研究所（薬学系兼任）教授 

  野田   隆志  一般社団法人日本植物防疫協会技術顧問 

（◎：部会長、○：部会長代理） 



答申（案） 

フェリムゾン

食品名 残留基準値

ppm
zzz #N/A米（玄米をいう。） 3

#N/A#N/A牛の筋肉 0.01

豚の筋肉 0.01

その他の陸棲哺乳類に属する動物注1）の筋肉 0.01
#N/A#N/A牛の脂肪 0.01

豚の脂肪 0.01

その他の陸棲哺乳類に属する動物の脂肪 0.01
zzz #N/Azzz #N/A牛の肝臓 0.01

豚の肝臓 0.01

その他の陸棲哺乳類に属する動物の肝臓 0.01

#N/A#N/A牛の腎臓 0.01

豚の腎臓 0.01

その他の陸棲哺乳類に属する動物の腎臓 0.01

#N/A#N/A牛の食用部分注2） 0.01

豚の食用部分 0.01

その他の陸棲哺乳類に属する動物の食用部分 0.01
zzz #N/Azzz #N/A乳 0.01
zzz #N/Azzz #N/A魚介類 0.5

#N/A #N/A
注1）「その他の陸棲哺乳類に属する動物」とは、陸棲哺乳類に属する動物のうち、牛及び豚
以外のものをいう。

注2）「食用部分」とは、食用に供される部分のうち、筋肉、脂肪、肝臓及び腎臓以外の部分
をいう。

今回残留基準を設定する「フェリムゾン」の規制対象は、農産物及び魚介類にあっては、
フェリムゾン及び代謝物B【(E )-2-メチルアセトフェノン(4,6-ジメチルピリミジン-2-イル)
ヒドラゾン】とし、畜産物にあっては、フェリムゾンとする。ただし、代謝物Bはフェリムゾ
ンの濃度に換算するものとする。

フェリムゾンについては、以下のとおり食品中の農薬の残留基準を設定することが適当であ
る。



再評価               令和７年 11 月 28 日開催部会 

ペントキサゾン 
 

 今般の残留基準の検討については、農林水産大臣から食品安全委員会に対し、農薬取締法 

（昭和23年法律第82号）に基づく農薬の再評価に係る食品健康影響評価の要請がなされたこ

とに伴い、食品安全委員会から農林水産大臣及び内閣総理大臣に食品健康影響評価の結果の

通知がなされたこと並びに農林水産省から消費者庁に農薬の再評価に係る連絡がなされた

ことから、農薬・動物用医薬品部会（以下「本部会」という。）において審議を行い、以下

の報告を取りまとめるものである。 

なお、今般の残留基準の設定に当たって、現行の残留基準の見直しが行われることから、 

本部会での審議後に内閣総理大臣から食品安全委員会に対して食品健康影響評価の要請を 

行うこととしている。 

 
１．概要 
（１）品目名：ペントキサゾン[ Pentoxazone (ISO) ] 

 
（２）分 類：農薬 

 
（３）用 途：除草剤 

オキサゾリジン環を有するオキサゾリジンジオン系の除草剤であり、クロロフィル生

合成経路中のプロトポルフィリノーゲンオキシダーゼを阻害する。その結果として、光

存在下で活性酸素を発生させることにより、細胞構成成分の酸化的な破壊をおこし、細

胞構造を破壊して植物を枯死させると考えられている。 

 

（４）化学名及び CAS 番号 

3-[4-Chloro-5-(cyclopentyloxy)-2-fluorophenyl]-5-(propan-2-ylidene) 

oxazolidine-2,4-dione（IUPAC） 

 

2,4-Oxazolidinedione, 3-[4-chloro-5-(cyclopentyloxy)-2-fluorophenyl]-5- 

(1-methylethylidene)- （CAS：No. 110956-75-7） 

 

（５）構造式及び物性 
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   分 子 式  C17H17ClFNO4 

   分 子 量  353.77 
   水溶解度  2.16 × 10-4 g/L (25℃) 

分配係数  log10Pow ＝ 4.66 (25℃，pH 6) 
 

２．適用の範囲及び使用方法 
本剤の国内における適用の範囲及び使用方法は、別紙 1のとおり。 
 

３．代謝試験 

（１）植物代謝試験 

植物代謝試験が、水稲で実施されており、可食部で親化合物の残留は認められず、

10%TRR注）以上認められた代謝物はなかった。 

 

注）%TRR：総放射性残留物（TRR：Total Radioactive Residues）濃度に対する比率（%） 

 

【代謝物略称一覧】 

略称 
JMPR評価書の

略称 
化学名 

VI － 
N-(4-クロロ-2-フルオロ-5-ヒドロキシフェニル)-2-ヒドロキシ- 

3-メチルブタナミド 

XII － 
N-(4-クロロ-5-シクロペンチルオキシ-2-フルオロフェニル)-2- 

ヒドロキシ-3-メチルブタナミド 

XIII － 4-クロロ-5-シクロペンチルオキシ-2-フルオロアニリン 

－：JMPRで評価されていない。 

 

 

 

 

 

 

 

代謝物VI                           代謝物XII 

 

 

 

 

 

 

 

代謝物XIII 

注）残留試験の分析対象となっている代謝物について構造式を明記した。 



 
 

 

４．作物残留試験 

（１）分析の概要 

① 分析対象物質 

・ペントキサゾン 

・代謝物VI 

・代謝物VI（抱合体を含む。） 

・代謝物XII 

・代謝物XIII 

 

② 分析法の概要 

ⅰ）ペントキサゾン 

試料を水で膨潤後、アセトン又はアセトニトリルで抽出する。オクタデシルシリ

ル化シリカゲル（C18）カラム及びシリカゲルカラムを用いて精製し、紫外分光光度

型検出器付き液体クロマトグラフ（HPLC-UV）又は液体クロマトグラフ・タンデム

型質量分析計（LC-MS/MS）で定量する。 

または、試料を水で膨潤後、アセトニトリルで抽出し、n-ヘキサン転溶後、アセ

トニトリル/ヘキサン分配する。シリカゲルカラム又はグラファイトカーボンカラ

ム、フロリジルカラム及びシリカゲルカラムを用いて精製し、HPLC-UV で定量する。 

 

定量限界：0.01 mg/kg 

 

ⅱ）代謝物VI 

試料を水で膨潤後、アセトニトリルで抽出する。溶媒を留去後、C18カラム、シリ

カゲルカラム及びアミノプロピルシリル化シリカゲル（NH2）カラムを用いて精製

し、HPLC-UVで定量する。 

 

定量限界：0.01 mg/kg 

 

ⅲ）代謝物VI（抱合体を含む。） 

試料を水で膨潤後、アセトン・50 mmol/L酢酸緩衝液（pH 5.0）（4：1）混液で抽

出し、溶媒を留去後、ジクロロメタンで洗浄し、β－グルコシダーゼで酵素加水分

解を行う。反応終了後、酢酸エチル画分（代謝物VI）と水溶性画分（未反応代謝物

VI抱合体）に分配する。 

酢酸エチル画分は溶媒留去後、C18カラム及びNH2カラムを用いて精製し、HPLC-UV

で定量する。 

水溶性画分は水を減圧留去後、アセチル化し、ヘキサン転溶した後、高感度窒素・

リン検出器付きガスクロマトグラフ（GC-NPD）でジアセチル化された代謝物VIを定

量する。 



 
 

 

定量限界：0.01 mg/kg（代謝物VIとして） 

代謝物VI抱合体の総アグリコン濃度としての定量限界：0.01 mg/kg 

 

植物代謝試験結果より、酵素加水分解によって80%以上が化合物VI単体として生

成し、残りの20%以下が未反応化合物VIを誘導体化して定量していることから、HPLC

で得られた結果が主であると判断し、定量限界を0.01 mg/kgとした。 

 

ⅳ）代謝物XII 

試料を水で膨潤後、アセトニトリルで抽出し、溶媒を留去後、C18カラム及びシリ

カゲルカラム又はC18カラム、シリカゲルカラム及びフロリジルカラムを用いて精製

し、HPLC-UVで定量する。 

 

定量限界：0.01 mg/kg 

 

ⅴ）代謝物 XIII 

試料を水で膨潤後、アセトニトリルで抽出し、ヘキサン分配後ピリジン及び無水

トリフルオロ酢酸を添加し誘導体化（TFA 化）する。溶媒を留去後フロリジルカラ

ム及びスチレンジビニルベンゼン重合体カラムを用いて精製し、電子捕獲型検出器

付きガスクロマトグラフ（GC-ECD）で定量する。 

 

定量限界：0.01 mg/kg 

 

（２）作物残留試験結果  

国内作物残留試験については、移植水稲の試験成績を追加した。試験成績の概要を別

紙2に示す。 

 

５．魚介類における推定残留濃度 

本剤については水系を通じた魚介類への残留が想定されることから、本剤の水域環境中

予測濃度注1)及び生物濃縮係数（BCF：Bioconcentration Factor）から、以下のとおり魚介

類中の推定残留濃度を算出した。 

 

（１）水域環境中予測濃度 

本剤は水田においてのみ使用される。ペントキサゾンの水田PECtier2注2）は、0.025 

µg/Lと示されている。 

 

（２）生物濃縮係数 
14C標識ペントキサゾン（第一濃度区：0.01 mg/L、第二濃度区：0.1 mg/L）を用いた

14日間の取込期間及び14日間の排泄期間を設定したニジマスの魚類濃縮性試験が実施

された。ペントキサゾンの分析の結果から、BCFss注3）は504 L/kg（第一濃度区）、608 L/kg



 
 

 

（第二濃度区）、BCFk注4）は470 L/kg（第一濃度区）、616 L/kg（第二濃度区）と示され

ている。 

 

（３）推定残留濃度 

（１）及び（２）の結果から、ペントキサゾンの水域環境中予測濃度：0.025 µg/L、

BCF：616 L/kgとし、下記のとおり推定残留濃度を算出した。 

 

推定残留濃度 ＝ 0.025 µg/L × (616 L/kg × 5) ＝ 77.0 µg/kg ＝ 0.077 mg/kg 

 

注1）農薬取締法第4条第1項第8号に基づく水域の生活環境動植物の被害防止に係る農薬登録基準設

定における規定に準拠 

注2）水田中や河川中での農薬の分解や土壌・底質への吸着、止水期間等を考慮して算出 

   なお、ペントキサゾンの止水期間は7日に設定されている 

注3）定常状態における被験物質の魚体中濃度と水中濃度の比で求められた BCF 

注4）被験物質の取込速度定数と排泄速度定数から求められた BCF 

（参考）・平成19年度厚生労働科学研究費補助金食品の安心・安全確保推進研究事業「食品中に残留

する農薬等におけるリスク管理手法の精密化に関する研究」分担研究「魚介類への残留基

準設定法」報告書 

・農薬の登録申請に関する告示・通知等. 農薬の登録申請において提出すべき資料について

(平成31年3月29日付け30消安第6278号農林水産省消費・安全局長通知)（最終改正令和6年

4月1日） 

 

６．許容一日摂取量（ADI）及び急性参照用量（ARfD）の評価 

食品安全基本法（平成15年法律第48号）第24条第3項の規定に基づき、農林水産大臣か

ら食品安全委員会あて意見を求めたペントキサゾンに係る食品健康影響評価において、以

下のとおり評価されている。 

 

（１）ADI 

ADI：0.23 mg/kg体重/日 

（ADI 設定根拠資料）慢性毒性試験 

（動物種）   イヌ 

（期間）     1年間 

（投与方法）  混餌投与 

（無毒性量） 23.1 mg/kg体重/日 

（安全係数） 100 

 

（２）ARfD   設定の必要なし 

 

   ペントキサゾンの単回経口投与等により生ずる可能性のある毒性影響は認められな

かったことから、急性参照用量（ARfD）は設定する必要がないと判断した。 

 



 
 

 

７．諸外国における状況 

JMPR における毒性評価はなされておらず、国際基準も設定されていない。 

米国、カナダ、EU、豪州及びニュージーランドについて調査した結果、いずれの国及

び地域においても基準値は設定されていない。 

 

８．残留規制 

（１）残留の規制対象 

ペントキサゾンとする。 

 

植物代謝試験において、可食部で10%TRR以上認められた代謝物はなかった。水稲を用

いた作物残留試験においてペントキサゾンの分析が行われているが、玄米では定量限界

未満であった。また、水稲を用いた一部の作物残留試験において代謝物VI（抱合体を含

む。）、代謝物XII及び代謝物XIIIの分析が行われているが、玄米中ではいずれも定量限

界未満であったことから、規制対象はペントキサゾンのみとする。 

 

（２）基準値案 

別紙3のとおりである。 

 

９．暴露評価 

（１）暴露評価対象 

ペントキサゾンとする。 

 

植物代謝試験において、10%TRR以上認められた代謝物はなかった。水稲を用いた一部

の作物残留試験において代謝物VI（抱合体を含む。）、代謝物XII及び代謝物XIIIの分析

が行われているが、玄米中ではいずれも定量限界未満であったことから、暴露評価対象

をペントキサゾンとする。 

 

なお、食品安全委員会は、食品健康影響評価において、農産物及び魚介類中の暴露評

価対象物質をペントキサゾン（親化合物のみ）としている。 

 

  



 
 

 

（２）暴露評価結果 

① 長期暴露評価 

1日当たり摂取する農薬の量の ADI に対する比は、以下のとおりである。詳細な暴

露評価は別紙4参照。 

 

 EDI／ADI(%)注） 

国民全体（1歳以上） 0.0 

幼小児（1～6歳） 0.0 

妊婦 0.0 

高齢者（65歳以上）   0.0 

注）各食品の平均摂取量は、平成17～19年度の食品摂取頻度・摂取量調査の特別集

計業務報告書による。 

   EDI試算法：作物残留試験成績の中央値（STMR）等×各食品の平均摂取量 
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作物名 剤型 使用方法 使用量 使用時期 散布液量 使用回数
ペントキサゾン
を含む農薬の
総使用回数

500 mL/10 a
植代後～移植前7日又は
移植直後～ノビエ1葉期
ただし、移植後30日まで

300 mL/10 a
移植直後～ノビエ1葉期
ただし、移植後30日まで

植代時に原液のま
ま散布し混和す

る。
植代時(移植7日前まで)

田植同時散布機で
施用

移植時

8.3% GR

水口施用又は水田
に小包装(パック)
のまま投げ入れ

る。

小包装(パック)10
個(300 g)/10 a

植代後～移植前7日又は
移植直後～ノビエ1葉期
ただし、移植後30日まで

－ 1回

原液湛水散布又は
水口施用

植代後～移植前7日又は
移植直後～ノビエ1葉期
ただし、移植後30日まで

田植同時散布機で
施用

移植時

原液湛水散布又は
水口施用

植代後～移植前7日又は
移植直後～ノビエ発生始
期 ただし、移植後30日

まで

田植同時散布機で
施用

移植時

湛水散布
植代後～移植前7日又は
移植直後～ノビエ1葉期
ただし、移植後30日まで

田植同時散布機で
施用

移植時

湛水散布

植代後～移植前7日又は
移植直後～ノビエ発生始
期 ただし、移植後30日

まで

田植同時散布機で
施用

移植時

湛水散布又は無人
航空機による散布

200 g/10 a

水田に小包装
(パック)のまま投

げ入れる。

小包装(パック)10
個(200 g)/10 a

10.0% GR
配合剤2

水田に小包装
(パック)のまま投

げ入れる。

小包装(パック)10
個(200 g)/10 a

移植後3日～ノビエ4葉期
ただし、移植後30日まで

－ 1回

10.0% GR
配合剤3

水田に小包装
(パック)のまま投

げ入れる。

小包装(パック)10
個(200 g)/10 a

移植後3日～ノビエ3葉期
ただし、移植後30日まで

－ 1回

2回以内移植水稲

15.0% GR
配合剤1

移植直後～ノビエ3.5葉
期 ただし、移植後30日

まで
－ 1回

1.5% GR 1 kg/10 a － 2回以内

500 mL/10 a － 2回以内

2.9% SC 500 mL/10 a － 2回以内

ペントキサゾンの適用の範囲及び使用方法（国内）
2025年10月17日時点版

8.6% SC

原液湛水散布

－ 2回以内

500 mL/10 a

5.0% SC

2.5% GR 1 kg/10 a － 2回以内
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作物名 剤型 使用方法 使用量 使用時期 散布液量 使用回数
ペントキサゾン
を含む農薬の
総使用回数

ペントキサゾンの適用の範囲及び使用方法（国内）
2025年10月17日時点版

9.75% GR
配合剤4

水田に小包装
(パック)のまま投

げ入れる。

小包装(パック)10
個(400 g)/10 a

移植直後～ノビエ1.5葉
期 ただし、移植後30日

まで
－ 1回

500 mL/10 a

300 mL/10 a(少量
散布)

植代時に原液のま
ま散布し混和す

る。
植代時(移植前7日まで)

300 mL/10 a(少量
散布)

8.0% DT
配合剤6

水田に小包装
(パック)のまま投

げ入れる。

小包装(パック)10
個(250 g)/10 a

移植後3日～ノビエ2.5葉
期 ただし、移植後30日

まで
－ 1回

湛水散布、湛水周
縁散布又は無人航
空機による散布

250 g/10 a
移植直後～ノビエ2.5葉
期 ただし、移植後30日

まで

移植後3日～ノビエ2.5葉
期 ただし、移植後30日

まで

移植直後～ノビエ2.5葉
期 ただし、移植後30日

まで

8.0% GR
配合剤8

湛水散布、湛水周
縁散布又は無人ヘ
リコプターによる

散布

250 g/10 a
移植直後～ノビエ2.5葉
期 ただし、移植後30日

まで
－ 1回

移植後3日～ノビエ2.5葉
期 ただし、移植後30日

まで

移植直後～ノビエ2.5葉
期 ただし、移植後30日

まで

湛水散布、湛水周
縁散布又は無人航
空機による散布

400 g/10 a

水田に小包装
(パック)のまま投

げ入れる。

小包装(パック)10
個(400 g)/10 a

原液湛水散布又は
水口施用

移植直後～ノビエ1.5葉
期 ただし、移植後30日

まで

田植同時散布機で
施用

移植時

移植水稲 2回以内

湛水散布、湛水周
縁散布又は無人ヘ
リコプターによる

散布

250 g/10 a － 1回

7.5% GR
配合剤10

移植直後～ノビエ3葉期
ただし、移植後30日まで

－ 1回

8.0% DT
配合剤7

－ 1回
水田に小包装

(パック)のまま投
げ入れる。

小包装(パック)10
個(250 g)/10 a

8.0% GR
配合剤9

7.3% SC
配合剤11

500 mL/10 a － 1回

8.2% SC
配合剤5

原液湛水散布
植代後～移植前7日又は
移植直後～ノビエ1葉期
ただし、移植後30日まで

－ 1回
500 mL/10 a

田植同時散布機で
施用

移植時
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作物名 剤型 使用方法 使用量 使用時期 散布液量 使用回数
ペントキサゾン
を含む農薬の
総使用回数

ペントキサゾンの適用の範囲及び使用方法（国内）
2025年10月17日時点版

原液湛水散布又は
水口施用

植代後～移植前7日又は
移植直後～ノビエ1葉期
ただし、移植後30日まで

植代時に原液のま
ま散布し混和す

る。
植代時(移植7日前まで)

田植同時散布機で
施用

移植時

原液湛水散布
移植直後～ノビエ1.5葉
期 ただし、移植後30日

まで

田植同時散布機で
施用

移植時

湛水散布、湛水周
縁散布又は無人航
空機による散布

300 g/10 a

水田に小包装
(パック)のまま投

げ入れる。

小包装(パック)10
個(300 g)/10 a

湛水散布又は無人
航空機による散布

400 g/10 a

水田に小包装
(パック)のまま投

げ入れる。

小包装(パック)10
個(400 g)/10 a

6.0% DT
配合剤16

湛水散布、湛水周
縁散布、水口施用
又は無人ヘリコプ
ターによる散布

250 g/10 a
移植直後～ノビエ1葉期
ただし、移植後30日まで

－ 1回

原液湛水散布、水
口施用又は無人航
空機による滴下

移植直後～ノビエ3.5葉
期 ただし、移植後30日

まで

田植同時散布機で
施用

移植時

5.7% SC
配合剤18

原液湛水散布又は
無人ヘリコプター

による滴下
500 mL/10 a

移植後5日～ノビエ3葉期
ただし、移植後30日まで

－ 1回

5.0% SC
配合剤19

原液湛水散布又は
無人航空機による

滴下
500 mL/10 a

移植後3日～ノビエ3葉期
ただし、移植後30日まで

－ 1回

2回以内移植水稲

6.25% GR
配合剤15

移植後3日～ノビエ3葉期
ただし、移植後30日まで

－ 1回

5.7% SC
配合剤17

500 mL/10 a － 1回

7.0% SC
配合剤13

500 mL/10 a － 1回

6.67% GR
配合剤14

移植後3日～ノビエ3葉期
ただし、移植後30日まで

－ 1回

7.2% SC
配合剤12

500 mL/10 a － 1回
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作物名 剤型 使用方法 使用量 使用時期 散布液量 使用回数
ペントキサゾン
を含む農薬の
総使用回数

ペントキサゾンの適用の範囲及び使用方法（国内）
2025年10月17日時点版

移植後3日～ノビエ1.5葉
期 ただし、移植後30日

まで

移植直後～ノビエ1.5葉
期 ただし、移植後30日

まで

田植同時散布機で
施用

移植時

20個(1 kg)/10 a

10個(500 g)/10 a

5個(250 g)/10 a

植代後～移植前7日又は
移植直後～ノビエ発生始
期 ただし、移植後30日

まで

原液湛水散布
植代後～移植前7日又は
移植直後～ノビエ1葉期
ただし、移植後30日まで

植代時に原液のま
ま散布し混和す

る。
植代時(移植7日前まで)

田植同時散布機で
施用

移植時

湛水散布
移植直後～ノビエ2葉期
ただし、移植後30日まで

田植同時散布機で
施用

移植時

4.0% GR
配合剤24

水田に小包装
(パック)のまま投

げ入れる。

小包装(パック)10
個(500 g)/10 a

移植直後～ノビエ1.5葉
期 ただし、移植後30日

まで
－ 1回

原液湛水散布又は
水口施用

植代後～移植前7日又は
移植直後～ノビエ1葉期
ただし、移植後30日まで

田植同時散布機で
施用

移植時

原液湛水散布
300 mL/10 a(少量

散布)

原液湛水散布又は
水口施用

田植同時散布機で
施用

移植時

4.0% SC
配合剤27

原液湛水散布又は
無人ヘリコプター

による滴下
500 mL/10 a

植代後～移植前7日又は
移植直後～ノビエ1葉期
ただし、移植後30日まで

－ 1回

湛水散布
移植直後～ノビエ1.5葉
期 ただし、移植後30日

まで

田植同時散布機で
施用

移植時

2回以内移植水稲

500 mL/10 a

3.9% GR
配合剤28

1 kg/10 a － 1回

4.0% SC
配合剤25

500 mL/10 a － 1回

4.0% SC
配合剤26

移植直後～ノビエ1葉期
ただし、移植後30日まで

－ 1回

4.0% EC
配合剤22

500 mL/10 a － 1回

4.0% GR
配合剤23

1 kg/10 a － 1回

4.5% TB
配合剤21

水田に投げ入れ
る。

植代後～移植前7日又は
移植直後～ノビエ1葉期
ただし、移植後30日まで

－ 1回

4.5% GR
配合剤20

湛水散布

1 kg/10 a － 1回
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湛水散布
移植直後～ノビエ1.5葉
期 ただし、移植後30日

まで

田植同時散布機で
施用

移植時

湛水散布
移植直後～ノビエ1.5葉
期 ただし、移植後30日

まで

田植同時散布機で
施用

移植時

3.9% SC
配合剤31

原液湛水散布、水
口施用又は無人航
空機による滴下

500 mL/10 a
移植後3日～ノビエ3葉期
ただし、移植後30日まで

－ 1回

原液湛水散布
移植直後～ノビエ1.5葉
期 ただし、移植後30日

まで

田植同時散布機で
施用

移植時

原液湛水散布
植代後～移植前7日又は
移植直後～ノビエ1葉期
ただし、移植後30日まで

植代時に原液のま
ま散布し混和す

る。
植代時(移植7日前まで)

田植同時散布機で
施用

移植時

3.8% SC
配合剤34

原液湛水散布 500 mL/10 a
移植後3日～ノビエ4葉期
ただし、移植後30日まで

－ 1回

3.7% SC
配合剤35

原液湛水散布、水
口施用又は無人航
空機による滴下

500 mL/10 a
移植後3日～ノビエ3葉期
ただし、移植後30日まで

－ 1回

湛水散布又は無人
航空機による散布

移植直後～ノビエ3葉期
ただし、移植後30日まで

田植同時散布機で
施用

移植時

2回以内移植水稲

3.8% SC
配合剤33

500 mL/10 a － 1回

3.0% GR
配合剤36

1 kg/10 a － 1回

3.9% GR
配合剤30

1 kg/10 a － 1回

3.9% SC
配合剤32

500 mL/10 a － 1回

3.9% GR
配合剤29

1 kg/10 a － 1回
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原液湛水散布
移植直後～ノビエ3葉期
ただし、移植後30日まで

田植同時散布機で
施用

移植時

移植後5日～ノビエ3葉期
ただし、移植後30日まで

移植直後～ノビエ3葉期
ただし、移植後30日まで

田植同時散布機で
施用

移植時

湛水散布又は無人
航空機による散布

移植直後～ノビエ3葉期
ただし、移植後30日まで

田植同時散布機で
施用

移植時

湛水散布又は無人
航空機による散布

移植直後～ノビエ3葉期
ただし、移植後30日まで

田植同時散布機で
施用

移植時

湛水散布
移植直後～ノビエ3葉期
ただし、移植後30日まで

田植同時散布機で
施用

移植時

湛水散布
移植直後～ノビエ3葉期
ただし、移植後30日まで

田植同時散布機で
施用

移植時

湛水散布又は無人
航空機による散布

移植直後～ノビエ3葉期
ただし、移植後30日まで

田植同時散布機で
施用

移植時

湛水散布又は無人
航空機による散布

移植直後～ノビエ3葉期
ただし、移植後30日まで

田植同時散布機で
施用

移植時

湛水散布
移植直後～ノビエ4葉期
ただし、移植後30日まで

田植同時散布機で
施用

移植時

移植水稲 2回以内

2.0% GR
配合剤45

1 kg/10 a － 1回

2.0% GR
配合剤41

1 kg/10 a － 1回

2.0% GR
配合剤42

1 kg/10 a － 1回

2.5% GR
配合剤39

1 kg/10 a － 1回

2.5% GR
配合剤40

1 kg/10 a － 1回

2.0% GR
配合剤43

1 kg/10 a － 1回

2.0% GR
配合剤44

1 kg/10 a － 1回

2.8% SC
配合剤37

500 mL/10 a － 1回

2.8% SC
配合剤38

原液湛水散布

500 mL/10 a － 1回



（別紙1）

作物名 剤型 使用方法 使用量 使用時期 散布液量 使用回数
ペントキサゾン
を含む農薬の
総使用回数

ペントキサゾンの適用の範囲及び使用方法（国内）
2025年10月17日時点版

湛水散布又は無人
ヘリコプターによ

る散布

湛水散布又は無人
航空機による散布

田植同時散布機で
施用

移植時

湛水散布
移植直後～ノビエ1.5葉
期 ただし、移植後30日

まで

田植同時散布機で
施用

移植時

湛水散布
植代後～移植前7日又は
移植直後～ノビエ1葉期
ただし、移植後30日まで

田植同時散布機で
施用

移植時

10.0% GR
配合剤2

水田に小包装
(パック)のまま投

げ入れる。

小包装(パック)10
個(200 g)/10 a

稲1葉期～ノビエ4葉期
ただし、収穫90日前まで

－ 1回

10.0% GR
配合剤3

水田に小包装
(パック)のまま投

げ入れる。

小包装(パック)10
個(200 g)/10 a

稲1葉期～ノビエ3葉期
ただし、収穫90日前まで

－ 1回

8.0% DT
配合剤6

水田に小包装
(パック)のまま投

げ入れる。

小包装(パック)10
個(250 g)/10 a

稲1葉期～ノビエ2.5葉期
ただし、収穫90日前まで

－ 1回

湛水散布、湛水周
縁散布又は無人航
空機による散布

250 g/10 a

水田に小包装
(パック)のまま投

げ入れる。

小包装(パック)10
個(250 g)/10 a

8.0% GR
配合剤8

湛水散布、湛水周
縁散布又は無人ヘ
リコプターによる

散布

250 g/10 a
稲1葉期～ノビエ2.5葉期
ただし、収穫90日前まで

－ 1回

8.0% GR
配合剤9

湛水散布、湛水周
縁散布又は無人ヘ
リコプターによる

散布

250 g/10 a
稲1葉期～ノビエ2.5葉期
ただし、収穫90日前まで

－ 1回

原液湛水散布
湛水直播の代かき後～は

種前7日

代かき時に原液の
まま散布し混和す

る。

湛水直播の代かき時(は
種7日前まで)

湛水散布、湛水周
縁散布又は無人航
空機による散布

300 g/10 a

水田に小包装
(パック)のまま投

げ入れる。

小包装(パック)10
個(300 g)/10 a

2回以内移植水稲

直播水稲 2回以内

1回

6.67% GR
配合剤14

稲1葉期～ノビエ3葉期
ただし、収穫90日前まで

－ 1回

8.0% DT
配合剤7

稲1葉期～ノビエ2.5葉期
ただし、収穫90日前まで

－ 1回

7.2% SC
配合剤12

300 mL/10 a －

1.5% GR
配合剤47

3 kg/10 a － 1回

1.5% GR
配合剤48

1 kg/10 a － 1回

2.0% GR
配合剤46

1 kg/10 a

移植直後～ノビエ1葉期
ただし、移植後30日まで

－ 1回



（別紙1）

作物名 剤型 使用方法 使用量 使用時期 散布液量 使用回数
ペントキサゾン
を含む農薬の
総使用回数

ペントキサゾンの適用の範囲及び使用方法（国内）
2025年10月17日時点版

湛水散布又は無人
航空機による散布

400 g/10 a

水田に小包装
(パック)のまま投

げ入れる。

小包装(パック)10
個(400 g)/10 a

5.7% SC
配合剤17

原液湛水散布又は
無人航空機による

滴下
500 mL/10 a

稲1.5葉期～ノビエ3.5葉
期 ただし、収穫90日前

まで
－ 1回

5.0% SC
配合剤19

原液湛水散布又は
無人航空機による

滴下
500 mL/10 a

稲1葉期～ノビエ3葉期
ただし、収穫90日前まで

－ 1回

原液湛水散布
湛水直播の代かき後～は

種前7日

代かき時に原液の
まま散布し混和す

る。

湛水直播の代かき時(は
種7日前まで)

3.9% GR
配合剤28

湛水散布 1 kg/10 a
稲1葉期～ノビエ1.5葉期
ただし、収穫90日前まで

－ 1回

3.9% SC
配合剤31

原液湛水散布又は
無人航空機による

滴下
500 mL/10 a

稲1葉期～ノビエ3葉期
ただし、収穫90日前まで

－ 1回

3.8% SC
配合剤34

原液湛水散布 500 mL/10 a
稲1葉期～ノビエ4葉期

ただし、収穫90日前まで
－ 1回

3.7% SC
配合剤35

原液湛水散布又は
無人航空機による

滴下
500 mL/10 a

稲1葉期～ノビエ3葉期
ただし、収穫90日前まで

－ 1回

3.0% GR
配合剤36

湛水散布又は無人
航空機による散布

1 kg/10 a
稲1.5葉期～ノビエ3葉期
ただし、収穫90日前まで

－ 1回

稲1.5葉期～ノビエ3葉期
ただし、収穫90日前まで

稲1葉期～ノビエ3葉期
ただし、収穫90日前まで

2.8% SC
配合剤38

原液湛水散布 500 mL/10 a
稲1.5葉期～ノビエ3葉期
ただし、収穫90日前まで

－ 1回

2.5% GR
配合剤39

湛水散布又は無人
航空機による散布

1 kg/10 a
稲1.5葉期～ノビエ3葉期
ただし、収穫90日前まで

－ 1回

2.5% GR
配合剤40

湛水散布又は無人
航空機による散布

1 kg/10 a
稲1葉期～ノビエ3葉期

ただし、収穫90日前まで
－ 1回

2.0% GR
配合剤41

湛水散布 1 kg/10 a
稲1葉期～ノビエ3葉期

ただし、収穫90日前まで
－ 1回

2.0% GR
配合剤42

湛水散布 1 kg/10 a
稲1葉期～ノビエ3葉期

ただし、収穫90日前まで
－ 1回

2.0% GR
配合剤43

湛水散布又は無人
航空機による散布

1 kg/10 a
稲1葉期～ノビエ3葉期

ただし、収穫90日前まで
－ 1回

2.0% GR
配合剤44

湛水散布又は無人
航空機による散布

1 kg/10 a
稲1葉期～ノビエ3葉期

ただし、収穫90日前まで
－ 1回

2.0% GR
配合剤45

湛水散布 1 kg/10 a
稲1葉期～ノビエ4葉期

ただし、収穫90日前まで
－ 1回

直播水稲 2回以内

1回

4.0% EC
配合剤22

300 mL/10 a － 1回

2.8% SC
配合剤37

原液湛水散布 500 mL/10 a －

6.25% GR
配合剤15

稲1葉期～ノビエ3葉期
ただし、収穫90日前まで

－ 1回



（別紙1）

作物名 剤型 使用方法 使用量 使用時期 散布液量 使用回数
ペントキサゾン
を含む農薬の
総使用回数

ペントキサゾンの適用の範囲及び使用方法（国内）
2025年10月17日時点版

ひえ(水田移植
栽培)

2.9% SC 原液湛水散布 500 mL/10 a

植代後～移植前7日又は
移植直後～ノビエ発生始
期 ただし、移植後30日

まで

－ 2回以内 2回以内

－：規定されていない項目

配合剤43：0.90%プロピリスルフロン
配合剤44：0.90%プロピリスルフロン・9.0%ブロモブチド
配合剤45：3.0%フェンキノトリオン・0.90%プロピリスルフロン
配合剤46：9.0%ブロモブチド
配合剤47：0.20%シクロスルファムロン
配合剤48：5.0%ブタクロール

配合剤37：0.56%ピリミノバックメチル・17.0%ブロモブチド・0.93%ベンスルフロンメチル
配合剤38：0.83%ピリミノバックメチル・17.0%ブロモブチド・1.3%ベンスルフロンメチル
配合剤39：0.50%トリアファモン・2.0%ベンゾビシクロン
配合剤40：3.0%フェンキノトリオン・1.0%メタゾスルフロン
配合剤41：0.45%ピリミノバックメチル・9.0%ブロモブチド・0.51%ベンスルフロンメチル
配合剤42：0.45%ピリミノバックメチル・9.0%ブロモブチド・0.75%ベンスルフロンメチル

配合剤31：1.7%プロピリスルフロン
配合剤32：3.9%ベンゾビシクロン
配合剤33：22.9%ダイムロン
配合剤34：5.7%フェンキノトリオン・1.7%プロピリスルフロン
配合剤35：1.7%プロピリスルフロン・16.8%ブロモブチド
配合剤36：10.0%ダイムロン・1.0%メタゾスルフロン

配合剤25：18.0%ACN
配合剤26：18.0%ブロモブチド
配合剤27：20.0%ピラゾレート
配合剤28：0.50%シクロスルファムロン・2.0%ベンゾビシクロン
配合剤29：0.90%イマゾスルフロン・15.0%ダイムロン
配合剤30：0.90%イマゾスルフロン・9.0%ブロモブチド

配合剤19：6.0%フェンキノトリオン・2.0%メタゾスルフロン
配合剤20：0.60%シクロスルファムロン
配合剤21：15.0%クミルロン
配合剤22：12.0%ブタクロール
配合剤23：0.30%ピラゾスルフロンエチル・21.0%ベンチオカーブ
配合剤24：4.0%ベンゾビシクロン

配合剤13：1.7%イマゾスルフロン・16.3%ブロモブチド
配合剤14：3.0%プロピリスルフロン・30.0%ブロモブチド
配合剤15：7.5%フェンキノトリオン・2.5%メタゾスルフロン
配合剤16：24.0%ブロモブチド
配合剤17：0.94%トリアファモン・3.8%ベンゾビシクロン
配合剤18：19.0%ダイムロン・1.9%メタゾスルフロン

配合剤7：1.8%ピリミノバックメチル・36.0%ブロモブチド・3.0%ベンスルフロンメチル
配合剤8：1.8%ピリミノバックメチル・36.0%ブロモブチド・2.0%ベンスルフロンメチル
配合剤9：1.8%ピリミノバックメチル・36.0%ブロモブチド・3.0%ベンスルフロンメチル
配合剤10：25.0%ダイムロン・2.5%メタゾスルフロン
配合剤11：1.7%イマゾスルフロン・28.0%ダイムロン
配合剤12：28.0%ダイムロン

配合剤1：2.5%トリアファモン・10.0%ベンゾビシクロン
配合剤2：15.0%フェンキノトリオン・4.5%プロピリスルフロン
配合剤3：4.5%プロピリスルフロン
配合剤4：2.25%イマゾスルフロン・22.5%ブロモブチド
配合剤5：27.4%クミルロン
配合剤6：1.8%ピリミノバックメチル・36.0%ブロモブチド・2.0%ベンスルフロンメチル

SC：フロアブル
GR：粒剤
DT：豆つぶ剤
TB：錠形剤
EC：乳剤



剤型 使用量・使用方法 回数 移植後日数 経過日数

25 圃場A:<0.01/<0.01/<0.01/<0.01/<0.01

31 圃場B:<0.01/<0.01/<0.01/<0.01/<0.01

25 圃場A:<0.01/<0.01/<0.01/<0.01/<0.01

31 圃場B:<0.01/<0.01/<0.01/<0.01/<0.01

7 121 圃場A:<0.01/-/-/-/-

7 97 圃場B:<0.01/-/-/-/-

30 98 圃場A:<0.01/-/-/-/-

30 74 圃場B:<0.01/-/-/-/-

30,39,54 60,75,84 圃場A:<0.01/-/-/-/-

30,54,69 60,75,99 圃場B:<0.01/-/-/-/-

25 圃場A:<0.01/<0.01/<0.01/<0.01/<0.01

31 圃場B:<0.01/<0.01/<0.01/<0.01/<0.01

25 圃場A:<0.01/<0.01/<0.01/<0.01/<0.01

31 圃場B:<0.01/<0.01/<0.01/<0.01/<0.01

25 圃場A:<0.01/<0.01/<0.01/<0.01/－

31 圃場B:<0.01/<0.01/<0.01/<0.01/－

25 圃場A:<0.01/<0.01/<0.01/<0.01/－(#)

31 圃場B:<0.01/<0.01/<0.01/<0.01/－(#)

25 90 圃場A:<0.01/－/－/－/－(#)

25 101 圃場B:<0.01/－/－/－/－(#)

5 135 圃場A:<0.01/－/－/－/－

5 128 圃場B:<0.01/－/－/－/－

　SC：フロアブル
　GR：粒剤
　TB：錠形剤
　EC：乳剤

2 8.6% SC 2 ◎

移植水稲
（玄米）

500 mL/10 a
（移植後30日）
原液湛水処理

500 mL/10 a
（移植後30～69日）

原液湛水処理

2 8.6% SC
500 mL/10 a

（移植後7日）
原液湛水処理

1

2 8.6% SC 2 ◎

3 kg/10 a
（移植後25～31日）

湛水施用

3 kg/10 a
（移植後25～31日）

湛水施用

2 9.0% EC

　-：分析せず

2
500 mL/10 a

（移植後25日）
湛水施用

2 2.9% SC 2
ひえ

（脱穀種子）

注1）当該農薬の登録又は申請された適用の範囲内で最も多量に用い、かつ最終使用から収穫までの期間を最短とした場合の作物残留試験（いわ
ゆる最大使用条件下の作物残留試験）を複数の圃場で実施し、それぞれの試験から得られた残留濃度の最大値を示した。

  表中、最大使用条件下の作物残留試験条件に、アンダーラインを付した。

　(#)印で示した作物残留試験成績は、登録又は申請された適用の範囲内で行われていないことを示す。また、適用範囲内ではない試験条件を斜
体で示した。
　今回、新たに提出された作物残留試験成績を網掛けで示した。
  基準値の設定根拠及び暴露評価にも使用されているものに◎で示した。

◎
500 mL/10 a

（移植後5日）
湛水施用

1 91

4.5% TB
20個/10 a(50 g/個)
（移植後25～31日）

湛水施用

91

8.6% SC 1 91

2 8.6% SC 2 91

2 91 ◎

◎

2 4.5% TB
20個/10 a(50 g/個)
（移植後25～31日）

湛水施用

2

500 mL/10 a
（移植後25～31日）

湛水施用

2

（別紙2）
ペントキサゾンの作物残留試験一覧表（国内）

農作物
試験

圃場数

試験条件 各化合物の残留濃度（mg/kg）注1）

【ペントキサゾン/代謝物VI/
代謝物VI抱合体/代謝物XII/代謝物XIII】

設定
の根
拠等

500 mL/10 a
（移植後25～31日）

湛水施用

◎

2 1.5% GR 1 91

2 1.5% GR 2



農薬名 ペントキサゾン
（別紙3）

食品名
基準値
案
ppm

基準値
現行
ppm

登録
有無

国際
基準
ppm

作物残留試験成績等
ppm

zzz
米（玄米をいう。） 0.01 0.05 ○ <0.01（#）(n=10)

zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Aその他の穀類 0.05 0.05 ○ <0.01,<0.01(\)（ひえ）
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A魚介類 0.08 0.08 推：0.077
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A

国/地域
基準値
ppm

参考基準値

○：既に、国内において登録等がされているもの

太枠：本基準（暫定基準以外の基準）を見直した基準値

(#)：適用の範囲内で試験が行われていない作物残留試験成績

推：推定される残留濃度

(\)：基準値設定の根拠とした作物残留試験成績（最大値）



（別紙4）

食品名
基準値案
(ppm)

国民全体
(1歳以上)

EDI

幼小児
(1～6歳)

EDI

妊婦
EDI

高齢者
(65歳以上）

EDI

米（玄米をいう。） 0.01 0.01 1.6 0.9 1.1 1.8zzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
その他の穀類 0.05 0.01 0.0 0.0 0.0 0.0zzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
魚介類 0.08 0.024 2.2 0.9 1.3 2.7

計 3.9 1.8 2.4 4.6
ADI比（％） 0.0 0.0 0.0 0.0

ペントキサゾンの推定摂取量 （単位：µg／人／日）
暴露評価に
用いた数値
（ppm)

EDI：推定一日摂取量（Estimated Daily Intake)

「魚介類」については、摂取する魚介類を内水面（湖や河川）魚介類、海産魚介類及び遠洋魚介類に分け、それぞれ海
産魚介類での推定残留濃度を内水面魚介類の1/5、遠洋魚介類での推定残留濃度を0として算出した係数（0.31）を推定
残留濃度に乗じた値を用いてEDI試算した。

EDI試算法：作物残留試験成績の中央値（STMR)等×各食品の平均摂取量



 
 

 

（参考） 

これまでの経緯 
 
平成 ９年１２月２２日 

平成１１年１１月２２日 

平成１８年 ５月 ８日 

 

平成１８年 ５月２３日 

 

平成２１年 ３月 ２日 

平成２１年１０月２２日 

 

平成２２年 ３月２４日 

平成２２年１１月 ９日 

 

令和 ５年１０月２５日 

 

令和 ７年 １月２２日 

 

令和 ７年１０月１７日 

令和 ７年１１月１９日 

令和 ７年１１月２８日 

初回農薬登録 

残留基準告示 

農林水産省より厚生労働大臣へ農薬登録申請に係る基準設定

依頼(適用拡大：ひえ) 

厚生労働大臣から食品安全委員会委員長あてに残留基準設定

に係る食品健康影響評価について要請 

農林水産省より厚生労働大臣へ基準設定依頼（魚介類） 

食品安全委員会委員長から厚生労働大臣あてに食品健康影響

評価について通知 

薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会農薬・動物用医薬品部会 

残留基準告示 

 

農林水産大臣から食品安全委員会委員長あてに農薬の再評価 

に係る食品健康影響評価について要請 

食品安全委員会委員長から内閣総理大臣及び農林水産大臣あ

てに食品健康影響評価について通知 

農林水産省から消費者庁へ農薬の再評価に係る連絡 

食品衛生基準審議会へ諮問 

食品衛生基準審議会農薬・動物用医薬品部会 

 



● 食品衛生基準審議会農薬・動物用医薬品部会 

[委員] 

 大山  和俊  一般財団法人残留農薬研究所業務執行理事・化学部長 

○折戸  謙介    学校法人麻布獣医学園理事（兼）麻布大学獣医学部教授 

  加藤   くみ子  北里大学薬学部教授 

  近藤  麻子    日本生活協同組合連合会組織推進本部本部長 

  須恵   雅之  東京農業大学応用生物科学部教授 

 瀧本  秀美  国立研究開発法人医薬基盤・健康・栄養研究所理事 

  田口  貴章  国立医薬品食品衛生研究所食品部第一室長 

◎堤   智昭  国立医薬品食品衛生研究所食品部長 

 中島   美紀  金沢大学ナノ生命科学研究所（薬学系兼任）教授 

  野田   隆志  一般社団法人日本植物防疫協会技術顧問 

（◎：部会長、○：部会長代理） 



答申（案） 

ペントキサゾン

食品名 残留基準値

ppm
zzz #N/A米（玄米をいう。） 0.01

#N/A#N/Aその他の穀類注1） 0.05

#N/A#N/A魚介類 0.08
#N/A #N/A

ペントキサゾンについては、以下のとおり食品中の農薬の残留基準を設定することが適当で
ある。

今回残留基準を設定する「ペントキサゾン」の規制対象は、ペントキサゾンとする。

注1）「その他の穀類」とは、穀類のうち、米（玄米をいう。）、小麦、大麦、ライ麦、とう
もろこし及びそば以外のものをいう。



 令和７年 11 月 28 日開催部会 
 

メピコートクロリド 

 

 今般の残留基準の検討については、関連企業から「国外で使用される農薬等に係る残留基

準の設定及び改正に関する指針について」に基づく残留基準の設定要請がなされたことに伴

い、食品安全委員会において内閣総理大臣からの依頼に伴う食品健康影響評価がなされたこ

とを踏まえ、農薬・動物用医薬品部会において審議を行い、以下の報告を取りまとめるもの

である。 

 

１．概要 

（１）品目名：メピコートクロリド[ Mepiquat chloride (ISO) ]  

 

（２）分 類：農薬 

 

（３）用 途：植物成長調整剤 

ヘテロ系の植物成長調整剤である。植物体内におけるジベレリンの生合成を阻害する

ことにより成長を抑制すると考えられている。 

 

（４）化学名及びCAS番号 

1,1-Dimethylpiperidinium chloride（IUPAC) 

 

Piperidinium, 1,1-dimethyl-, chloride (1:1)（CAS：No. 24307-26-4） 

 

（５）構造式及び物性 

 
             
 
 
 
 
 
 

分 子 式  C7H16ClN 

分 子 量  149.66 
水溶解度  ＞5.0 × 10² g/L（20℃） 

分配係数  log10Pow ＝ -3.45（20℃、脱イオン水) 

      log10Pow ＝ -3.20（20℃、pH 4) 

      log10Pow ＝ -3.55（20℃、pH 7) 
      log10Pow ＝ -3.14（20℃、pH 10) 

 



２．適用の範囲及び使用方法 

  本剤の国内における適用の範囲及び使用方法は別紙1-1、海外における適用の範囲及び

使用方法は別紙1-2及び1-3のとおり。 

 

３．代謝試験 

（１）植物代謝試験 

植物代謝試験が小麦、大麦、ぶどう、なたね及び綿実で実施され、可食部で親化合

物の残留が認められ、10%TRR注1）を超える代謝物はなかった。 

 

注）%TRR：総放射性残留物（TRR：Total Radioactive Residues）濃度に対する比率（%） 

 

（２）家畜代謝試験 

家畜代謝試験が、泌乳山羊及び産卵鶏で実施されており、可食部では、親化合物の

残留が認められている。可食部で10%TRR以上認められた代謝物は、代謝物B（泌乳山羊

の肝臓及び乳）であった。 

 

【代謝物略称一覧】 

略称 JMPR評価書の略称 化学名 

B  4-Hydroxymepiquat 4-ヒドロキシ-1,1-ジメチルピペリジニウムイオン 

C Methyl piperidine メチルピペリジン 

 

 

 

                 

                            

 

 

代謝物B             代謝物C 

 

注）残留試験の分析対象、残留の規制対象及び暴露評価対象となっている代謝物について構造式を明記し

た。 

 

４．作物残留試験 

（１）分析の概要 

【国内】 

① 分析対象物質 

・メピコートクロリド 

・メピコートクロリド（代謝物Cを含む。）注） 

 

 
 

 



注）代謝物Cが残留する場合にメピコートクロリドとして測定される。 

 

② 分析法の概要 

ⅰ) メピコートクロリド（代謝物Cを含む。） 

試料から、メタノール・0.5 mol/L塩酸（3：1）混液で抽出し、強酸性陽イオン

交換カラムを用いて精製した後、イオンペア試薬（ジピクリルアミン）を添加し

てジクロロメタンに転溶する。ジクロロメタンを留去し、残留物に2 mol/L塩酸を

加えてジクロロメタンで洗浄した後、ジエタノールアミン・ヘキサメチルリン酸

トリアミド混合液中で加熱することによりメピコートクロリドを代謝物Cに変換

する。蒸留してn-ヘキサンに捕集し定容した後、必要に応じてホスホロ亜塩素酸

o-フェニレン、次いで水酸化ナトリウム溶液で分液洗浄し、高感度窒素・リン検

出器付きガスクロマトグラフ（GC-NPD）又はアルカリ熱イオン化検出器付きガス

クロマトグラフ（GC-FTD）で定量する。なお、代謝物Cの分析値は、換算係数1.51

を用いてメピコートクロリド濃度に換算した値として示した。 

 

定量限界：0.03～0.1 mg/kg(メピコートクロリド換算濃度) 

 

ⅱ）メピコートクロリド 

試料から、メタノール・0.5 mol/L塩酸（3：1）混液で抽出し、必要に応じてカ

ルボキシエチルシリル化シリカゲルカラム又はジビニルベンゼン-N-ビニルピロ

リドン共重合体カラム及びエチレンジアミントリ酢酸カリウムプロピルシリ化

シリカゲルカラムを用いて精製した後、液体クロマトグラフ・質量分析計（LC-MS）

又は液体クロマトグラフ・タンデム型質量分析計（LC-MS/MS）で定量する。 

  

定量限界：0.01 mg/kg 

 

【海外】 

① 分析対象物質 

・メピコートクロリド 

 

② 分析法の概要 

ⅰ) メピコートクロリド 

試料から、メタノール・水・2 mol/L塩酸（13：6：1）混液で抽出し、アルミ

ナカラムを用いて精製した後、LC-MS/MSで定量する。 

または、メタノール・0.5 mol/L塩酸（3：1）混液で抽出し、塩基性下でn-ヘ

キサン及びジクロロメタンで洗浄する。ジピクリルアミン複合体としてジクロ

ロメタンに転溶した後、2 mol/L塩酸で抽出する。ジクロロメタンで洗浄した



後、アルミナカラムを用いて精製し、電気伝導度検出器付きイオンクロマトグ

ラフで定量する。 

あるいは、試料を水で膨潤した後、メタノールで抽出し、遠心分離により固

形分を除去した後、メタノール・水（1：1）混液で希釈及び再遠心して得た上

澄みをLC-MS/MSで定量する。 

 

定量限界: 0.01～0.1 mg/kg 

  

（２）作物残留試験結果 

国内作物残留試験については、ぶどうの試験成績を追加した。試験成績の概要を別紙

2-1に示す。 

海外作物残留試験については、綿実の試験成績を追加した。試験成績の概要を別紙

2-2及び2-3に示す。 

 

５. 畜産物における推定残留濃度 

  本剤については、飼料として給与した作物を通じ家畜の筋肉等への移行が想定されるこ

とから、飼料中の残留濃度及び動物飼養試験の結果を用い、以下のとおり畜産物中の推定

残留濃度を算出した。 

 

（１）分析の概要 

① 分析対象物質 

・メピコートクロリド 

    

②  分析法の概要 

試料に2 mol/L塩酸を加え、アセトン・水（2：1）混液に一晩浸漬して抽出する。

ジクロロメタンで洗浄した後、1 mol/L水酸化ナトリウム溶液を加えて塩基性下でジ

ピクリルアミン含有ジクロロメタンに転溶する。2 mol/L塩酸で抽出し、アルミナカ

ラムで精製した後、電気伝導度検出器付きイオンクロマトグラフで定量する。 

    

定量限界：0.05 mg/kg 

 

（２）家畜残留試験（動物飼養試験） 

①  乳牛を用いた残留試験 

乳牛（ホルスタイン種、3頭/時点）に対して、飼料中濃度として13、65及び195 

ppmに相当する量のメピコートクロリドを含むカプセルを28日間にわたり強制経口

投与し、筋肉、脂肪、肝臓、腎臓及び乳に含まれるメピコートクロリドの濃度を測

定した。結果は表1を参照。 

  



表1.乳牛の試料中の残留濃度（mg/kg） 

 13 ppm投与群 65 ppm投与群 195 ppm投与群 

筋肉 
<0.05（最大） 

<0.05（平均） 

   0.12 （最大） 

  0.098（平均） 

0.30 （最大） 

0.24 （平均） 

脂肪 
<0.05（最大） 

<0.05（平均） 

0.053（最大） 

0.050（平均） 

0.36 （最大） 

0.16 （平均） 

肝臓 
0.19（最大） 

0.14（平均） 

0.73 （最大） 

0.63 （平均） 

1.6  （最大） 

1.3  （平均） 

腎臓 
0.20（最大） 

0.15（平均） 

1.2  （最大） 

0.93 （平均） 

2.4  （最大） 

2.2  （平均） 

乳注） <0.05（平均） <0.05 （平均） 0.095（平均） 

定量限界：0.05 mg/kg 

注）投与期間中に採取した乳中の濃度を1頭ずつ別々に算出し、その平均値を求めた。 

 

上記の結果に関連して、EFSAは、乳牛及び肉牛の最大飼料由来負荷注）をそれぞ

れ12.9及び30.2 ppmと評価している。 

また、EFSAは、豚の最大飼料由来負荷を1.14 ppmと評価している。 

JMPRは、乳牛及び肉牛の最大飼料由来負荷をそれぞれ1.8及び2.4 ppm（メピコ

ートカチオン濃度）と評価している。 

 

注）最大飼料由来負荷（Maximum dietary burden）：飼料の原料に農薬が最大まで残留してい

ると仮定した場合に、飼料の摂取によって畜産動物が暴露されうる最大濃度。飼料中濃度

として表示される。 

 

②  産卵鶏を用いた残留試験 

産卵鶏（白色レグホン種、15羽/時点）に対して、メピコートクロリドが飼料中濃

度として1.0、5.0及び15 ppmとなるように28日間にわたり強制経口投与し、筋肉、皮

膚、脂肪、肝臓及び卵に含まれるメピコートクロリド濃度を測定した。結果は表2を

参照。 

 



表2.産卵鶏の試料中の残留濃度（mg/kg） 

 1.0 ppm投与群 5.0 ppm投与群 15 ppm投与群 

筋肉 
<0.05（最大） 

<0.05（平均） 

<0.05（最大） 

<0.05（平均） 

 <0.05 （最大） 

 <0.05 （平均） 

皮膚 
<0.05（最大） 

<0.05（平均） 

<0.05（最大） 

<0.05（平均） 

 <0.05 （最大） 

 <0.05 （平均） 

脂肪 
<0.05（最大） 

<0.05（平均） 

<0.05（最大） 

<0.05（平均） 

 <0.05 （最大） 

 <0.05 （平均） 

肝臓 
<0.05（最大） 

<0.05（平均） 

<0.05（最大） 

<0.05（平均） 

 <0.05 （最大） 

 <0.05 （平均） 

卵 
<0.05（最大） 

<0.05（平均） 

<0.05（最大） 

<0.05（平均） 

0.10 （最大） 

0.074（平均） 

定量限界：0.05 mg/kg 

 

上記の結果に関連して、EFSAは、産卵鶏の最大飼料由来負荷を0.83 ppmと評価

している。 

JMPRは、家きんの最大飼料由来負荷を0.56 ppm（メピコートカチオン濃度）と

評価している。 

 

（３）推定残留濃度 

牛及び豚について、最大飼料由来負荷及び家畜残留試験結果から、畜産物中の推定残

留濃度を算出した。結果は表3-1及び3-2を参照。 

 

表3-1.畜産物中の推定残留濃度：牛（mg/kg） 

 筋肉 脂肪 肝臓 腎臓 乳 

牛 
0.073 

 (0.066） 

0.051 

（0.050） 

0.369 

（0.526）* 

0.531 

（0.408） 

<0.05 

(<0.130）* 

上段：最大残留濃度   下段括弧：平均的な残留濃度 

*：平均的な残留濃度の肝臓及び乳は、メピコートクロリド及び代謝物Bを含む。家畜残留試験にお

いて代謝物Bが測定されていないため、家畜代謝試験から算出した親化合物に対する代謝物Bの

換算係数（肝臓0.74、乳1.6）を用いて、親化合物に代謝物Bの濃度を加えて、残留濃度を算出し

た。 

 

表3-2.畜産物中の推定残留濃度：豚（mg/kg） 

 筋肉 脂肪 肝臓 腎臓 

豚 
<0.004 

（<0.004） 

<0.004 

（<0.004） 

0.017 

（0.021）* 

0.018 

（0.013） 

上段：最大残留濃度   下段括弧：平均的な残留濃度 

*：平均的な残留濃度の肝臓は、メピコートクロリド及び代謝物Bを含む。家畜残留試験において代

謝物Bが測定されていないため、家畜代謝試験から算出した親化合物に対する代謝物Bの換算係



数（肝臓0.74）を用いて、親化合物に代謝物Bの濃度を加えて、残留濃度を算出した。 

 

なお、産卵鶏については、筋肉、脂肪、肝臓、腎臓及び卵における推定最大残

留濃度と平均的な残留濃度は、いずれも定量限界未満（0.05 mg/kg）であった。 

 

６．許容一日摂取量（ADI）及び急性参照用量（ARfD）の評価 

食品安全基本法（平成15年法律第48号）第24条第1項第1号の規定に基づき、食品安全委

員会あて意見を求めたメピコートクロリドに係る食品健康影響評価において、以下のと

おり評価されている。 

 

（１）ADI 

ADI：0.3 mg/kg体重/日 

    （ADI設定根拠資料）発達神経毒性試験 

    （動物種）  ラット 

    （期間）   母動物：妊娠6日～哺育10日 

           児動物：生後11～21日 

    （投与方法） 強制経口 

    （無毒性量） 30 mg/kg体重/日 

   （安全係数） 100 

 

（２）ARfD 

ARfD：0.3 mg/kg体重 

    （ARfD設定根拠資料）発達神経毒性試験 

    （動物種）  ラット 

    （期間）   母動物：妊娠6日～哺育10日 

           児動物：生後11～21日 

    （投与方法） 強制経口 

    （無毒性量） 30 mg/kg体重/日 

   （安全係数） 100 

 

７．諸外国における状況 

JMPRにおける毒性評価が行われ、2023年にADI及びARfDが設定されている。国際基準

は、ぶどう、綿実等に設定されている。米国、カナダ、EU、豪州及びニュージーランド

について調査した結果、米国においてぶどう、綿実等に、EUにおいて小麦、ぶどう等

に、豪州において綿実等に、ニュージーランドにおいて穀類に、それぞれ基準値が設定

されている。 

 



８．残留規制 

（１）残留の規制対象 

メピコートクロリドとする。 

 

植物代謝試験において、主な残留物は親化合物であり、作物残留試験においても親化

合物の残留が認められ、分析の指標として親化合物のみで十分であると考えられること

から、農産物の残留の規制対象はメピコートクロリドのみとする。 

家畜代謝試験において、主な残留物は親化合物であり、家畜残留試験においても、肝

臓、腎臓、乳及び卵で、親化合物の残留が認められたため、畜産物の残留の規制対象は、

メピコートクロリドとする。 

 

（２）基準値案 

別紙3のとおりである。 

 

９．暴露評価 

（１）暴露評価対象 

農産物にあっては、メピコートクロリドとし、畜産物にあっては、メピコートクロリ

ド及び代謝物Bとする。  

 

植物代謝試験において、主な残留物は親化合物であり、10%TRR以上認められた代謝

物はなかったことから、農産物の暴露評価対象には代謝物を含めず、メピコートクロ

リドのみとする。 

家畜代謝試験において、可食部で10%TRR以上認められた代謝物は、代謝物B（泌乳山

羊の肝臓及び乳）であった。家畜残留試験において、代謝物Bは測定されていないが、

国際基準の暴露評価対象を踏まえ、代謝物Bを畜産物の暴露評価対象に含めることとす

る。 

 

なお、食品安全委員会は、食品健康影響評価において、農産物中の暴露評価対象物質

をメピコートクロリド（親化合物のみ）としている。 

 

（２）暴露評価結果 

① 長期暴露評価 

1日当たり摂取する農薬の量のADIに対する比は、以下のとおりである。詳細な暴

露評価は別紙4参照。 

  



 EDI／ADI(%)注） 

国民全体（1歳以上） 0.6 

幼小児（1～6歳） 1.8 

妊婦 0.7 

高齢者（65歳以上）   0.5 

注）各食品の平均摂取量は、平成17～19年度の食品摂取頻度・摂取量調査の特別集計業

務報告書による。 

   EDI試算法：作物残留試験成績の中央値（STMR）等×各食品の平均摂取量 

 

② 短期（1日経口）暴露評価 

各食品の短期推定摂取量（ESTI）を算出したところ、国民全体（1歳以上）及び幼

小児（1～6歳）のそれぞれにおける摂取量はARfDを超えていない注）。詳細な暴露評価

は別紙5-1及び5-2参照。 

 

注）基準値案、作物残留試験における最高残留濃度（HR）又は作物残留試験における中央値（STMR)

を用い、平成17～19年度の食品摂取頻度・摂取量調査及び平成22年度の厚生労働科学研究の結

果に基づきESTIを算出した。 

 



（別紙1-1）

ぶどう(2倍体米国系
品種)

44.0% SL 散布 500～800倍
新梢展開葉7～11枚時

(開花始期まで)
100～150 L/10 a 2回以内 2回以内

ぶどう(3倍体品
種)[ナガノパープル

を除く]
44.0% SL 散布 500～800倍

新梢展開葉7～11枚時
(開花始期まで)

100～150 L/10 a 2回以内 2回以内

1000～2000倍
新梢展開葉7～11枚時

(開花始期まで)
100～150 L/10 a

1000倍 300 L/10 a

500倍 150 L/10 a

ぶどう(デラウエア
(施設栽培))

44.0% SL 散布 800～1000倍
新梢展開葉7～11枚時

(開花始期まで)
100～150 L/10 a 1回 1回

1500～2000倍 200～250 L/10 a

800～1000倍 100～150 L/10 a

500～800倍
新梢展開葉7～11枚時

(開花始期まで)
100～150 L/10 a

500倍
満開10～20日後 ただ
し、収穫60日前まで

150 L/10 a

ぶどう(2倍体欧州系
品種)[シャインマス

カットを除く]
44.0% SL 散布 1000～2000倍

新梢展開葉7～11枚時
(開花始期まで)

100～150 L/10 a 2回以内 2回以内

1000倍
満開10～20日後 ただ
し、収穫60日前まで

300 L/10 a

500～800倍
新梢展開葉7～11枚時

(開花始期まで)
100～150 L/10 a

500倍
満開10～20日後 ただ
し、収穫60日前まで

150 L/10 a

ぶどう(巨峰(施設栽
培))

44.0% SL 散布 500～800倍
新梢展開葉7～11枚時

(開花始期まで)
100～150 L/10 a 2回以内 2回以内

1000倍 300 L/10 a

500～800倍 100～150 L/10 a

ぶどう(巨峰系4倍体
品種)[巨峰、ピオー

ネを除く]
44.0% SL 散布 500～800倍

新梢展開葉7～11枚時
(開花始期まで)

100～150 L/10 a 2回以内 2回以内

SL：液剤

ぶどう(巨峰(露地栽
培))

44.0% SL 散布
新梢展開葉7～11枚時

(開花始期まで)
2回以内 2回以内

ぶどう(ナガノパープ
ル)

44.0% SL 散布 2回以内 2回以内

ぶどう(ピオーネ) 44.0% SL 散布 2回以内 2回以内

1回

ぶどう(シャインマス
カット)

44.0% SL 散布 2回以内 2回以内

満開10～20日後 ただ
し、収穫60日前まで

ぶどう(デラウエア
(露地栽培))

44.0% SL 散布
新梢展開葉7～11枚時

(開花始期まで)
1回

メピコートクロリドの適用の範囲及び使用方法（国内）

2025年9月18日時点版

作物名 剤型 使用方法 希釈倍数 使用時期 使用回数

メピコートク
ロリドを含む
農薬の総使用

回数

散布液量
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作物名 剤型 使用方法 使用時期 使用量
本剤の使
用回数

メピコートク
ロリドを含む
農薬の総使用

回数

止葉節が可視化できる段階まで(BBCH39)、
または

出穂まで(BBCH51)

2.0 L/ha (610 g ai/ha）
または

1.5 L/ha（457.5 g ai/ha）
1回 1回

止葉節が可視化できる段階まで(BBCH39)
＋

止葉節の可視化や穂の形成進行まで
（BBCH47）

1.0～1.5 L/ha（305～457.5 g
ai/ha）

＋
0.5～1.0 L/ha (152.5～305 g

ai/ha）

1回
＋
1回

2回

止葉節が可視化できる段階まで(BBCH39)、
または

出穂まで(BBCH51)

2.0 L/ha（610 g ai/ha）
または

1.5 L/ha（457.5 g ai/ha）
1回 1回

止葉節が可視化できる段階まで(BBCH39)
＋

止葉節の可視化や穂の形成進行まで
（BBCH51）

1.0～1.5 L/ha（305～457.5 g
ai/ha）

＋
0.5～1.0 L/ha (152.5～305 g

ai/ha）

1回
＋
1回

2回

春大麦
305 g/L SL
配合剤1

散布
止葉節が可視化できる段階まで(BBCH39)、

または
出穂まで(BBCH51)

1.5 L/ha（457.5 g ai/ha）
または

1.0 L/ha (305 g ai/ha）
1回 1回

冬ライ麦
305 g/L SL
配合剤1

散布 止葉節が可視化できる段階まで(BBCH39) 2.0 L/ha（610 g ai/ha） 1回 1回

春期は茎の開始から黄蕾期まで（BBCH31〜
59）

1.4 L/ha (294 g ai/ha） 1回 1回

秋期は第3〜9葉展開期まで（BBCH13〜19)
＋

春期は茎の開始から黄蕾期まで（BBCH31〜
59）

1.4 L/ha (294 g ai/ha）
＋

1.4 L/ha (294 g ai/ha）

1回
＋
1回

2回

ai：active ingredient（有効成分）

メピコートクロリドの適用の範囲及び使用方法（UK）

SL：液剤

冬小麦

配合剤1：155 g/L エテホン（2-クロロエチルホスホン酸）

配合剤2：30 g/L メトコナゾール

冬大麦

305 g/L SL
配合剤1

散布

305 g/L SL
配合剤1

散布

冬なたね
210 g/L SL
配合剤2

散布
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作物名 剤型 使用方法
希釈倍数又
は使用量

使用時期 散布液量 使用回数

0.1～0.2　L/ha
（25～50 g ai/ha）

出芽後約25〜30日目の栄養成長期から
開始、7〜10日間隔で適用。収穫40日

前まで。
10回以内

2.0　L/ha
（500 g ai/ha）

1回

1.0　L/ha
（250 g ai/ha）

2回

ai：active ingredient（有効成分）
今回基準値設定依頼のあった適用の範囲及び使用方法を網掛けで示した。

メピコートクロリドの適用の範囲及び使用方法（ブラジル）

SL：液剤

綿実 250 g/L SL
出芽後120〜125日目に、1.0 L/haを2
回施用するか、2.0 L/haを1回施用す

る。収穫40日前まで。

地上散布：200～300 L／
航空散布：30～40 L

散布
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剤型 使用量・使用方法 回数 経過日数

500倍希釈
250  L/10 a

開花26日前散布
141 圃場A：<0.04 (§)(#)

500倍希釈
100L/10 a

開花26日前散布
116 圃場B：0.07

100 圃場A：0.32

111 圃場B：0.10

ぶどう（巨峰）
（施設,有袋）（果実）

1 44.0% SL
500倍希釈
150 L/10a

満開から40日又は61日後に2回目散布
2 21,28,42,56 圃場A：1.42(2回,42日）(#)

500倍希釈
150 L/10 a

満開から73日又は94日後に2回目散布
1,2 21,28,42,56 圃場A：0.82(2回,56日)(#)

500倍希釈
150 L/10 a

着果期から66日又は86日後に2回目散
布

1,2 21,28,41,55 圃場B：0.64(2回,55日)(#）

500倍希釈
150 L/10

満開から73日又は94日後に2回目散布 2 21,28,42,56 圃場C：1.32（2回,56日)(#)

500倍希釈
150 L/10 a

満開から59日後及び80日後に2回目散
布

21,28,42,56 圃場A：1.80（2回,56日)(#)

500倍希釈
150 L/10 a

開花終了から47日及び68日後に2回目
散布

21,28,42,56 圃場B：0.69（2回,56日)(#)

500倍希釈
100 L/10 a

満開から15日後に2回目散布
66,73,80 圃場A：0.77(2回,80日)

500倍希釈
100 L/10 a

満開から14日後に2回目散布
75,82,89 圃場B：0.64(2回,75日)

ぶどう（クイーンニー
ナ）

(施設,有袋）（果実）
1 44.0% SL

500倍希釈
150 L/10 a

果粒肥大期に散布
1 21,28,42,56 圃場A：1.90 (1回,56日)（#）

500倍希釈
150 L/10 a

満開から67日又は80日後に2回目散布
21,28,42,56 圃場A：0.67（2回,56日)(#)

500倍希釈
150 L/10 a

満開から66日後又は87日後に2回目散
布

21,28,42,56 圃場B：3.37（2回,56日)(#)

104 圃場A：0.12(#)

89 圃場B：0.30(#)

63,77,91 圃場A：0.18 (1回,63日)

63,77,91 圃場B：0.84 (1回,63日)

SL：液剤

ぶどう（巨峰）
（露地,有袋）（果実）

ぶどう（巨峰）
（施設,無袋）（果実）

(#)印で示した作物残留試験成績は、登録又は申請された適用の範囲内で行われていないことを示す。また、適用範囲内ではない試験条件を斜体で示した。

今回、新たに提出された作物残留試験成績を網掛けで示した。

注）当該農薬の登録又は申請された適用の範囲内で最も多量に用い、かつ最終使用から収穫までの期間を最短とした場合の作物残留試験（いわゆる最大使用条件下の作物残留試験）を複
数の圃場で実施し、それぞれの試験から得られた残留濃度の最大値を示した。

ぶどう（シャインマス
カット）(施設,有袋）

（果実）
2

44.0%
SL

2

ぶどう(ピオーネ）
(施設,無袋）（果実）

2 44.0% SL 2

ぶどう(ピオーネ）
(施設,有袋又は傘か

け）（果実）

ぶどう（デラウエア）
(施設,無袋）（果実）

2 44.0% SL 1

(§)同一圃場から採取された１つのサンプルを２つの分析機関に分けて測定されており、結果を平均値として示したため、実際の定量限界とは異なる。

表中、最大使用条件下の作物残留試験条件に、アンダーラインを付しているが、経時的に測定されたデータがある場合において、収穫までの期間が最短の場合にのみ最大残留濃度が得ら
れるとは限らないため、最大使用条件以外で最大残留濃度が得られた場合は、その使用回数及び経過日数について（　）内に記載した。

基準値の設定根拠及び暴露評価にも使用されているものに◎をつけている。

2 44.0% SL 1

2 44.0% SL 1

2 44.0% SL 1
500倍希釈
150 L/10 a

新梢展開葉7～11枚時散布

2 44.0% SL 1,2

3 44.0% SL

メピコートクロリドの作物残留試験一覧表（国内）

農作物
試験

圃場数

試験条件
残留濃度（mg/kg）

注）

500倍希釈
150 L/10 a

新梢展開葉7～11枚時散布

800倍希釈
150 L/10 a

新梢展開葉7～11枚時散布

設定の
根拠等

◎

◎
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剤型 使用量・使用方法 回数 経過日数

751 g ai/ha
(BBCH 49～51)

70 圃場A：0.33 ◎

813  g ai/ha
(BBCH 55～59)

67 圃場B：1.67(#)

768 g ai/ha
(BBCH 49～51)

65 圃場C：1.10(#) ◎

763 g ai/ha
(BBCH 49～51)

70 圃場D：0.61(#) ◎

741 g ai/ha
(BBCH 49～51)

65 圃場E：0.84 ◎

768 g ai/ha
(BBCH 55～59)

65 圃場F：1.82(#)

737 g ai/ha
(BBCH 49)

73 圃場G：0.59 ◎

754 g ai/ha
(BBCH 49～51)

73 圃場H：0.56 ◎

756.3 g ai/ha
(BBCH 49)

59 圃場I：0.30 ◎

734.9 g ai/ha
(BBCH 49)

57 圃場J：0.20 ◎

817.6  g ai/ha
(BBCH 49)

89 圃場K：0.23(#) ◎

756.3 g ai/ha
(BBCH 49)

57 圃場L：0.76 ◎

765. 5 g ai/ha
(BBCH 49)

59 圃場M：0.75(#) ◎

774.7 g ai/ha
(BBCH 49)

59 圃場N：0.19(#) ◎

774.7 g ai/ha
(BBCH 49)

59 圃場O：0.58(#) ◎

1 305 g/L SL
789.2 g ai/ha

(BBCH 49)
59 圃場P：0.08(#) ◎

1 305 g/L SL
812.1 g ai/ha

(BBCH 49)
68 圃場Q：1.07(#) ◎

1 305 g/L SL
441.5 g ai/ha
(BBCH 49)

（非イオン性界面活性剤使用)
59 圃場P：0.17

475.8 g ai/ha
(BBCH 49)

（非イオン性界面活性剤使用)
55 圃場A：0.64

446.1 g ai/ha
(BBCH 49)

（非イオン性界面活性剤使用)
57 圃場B：0.92

751.1  g ai/ha
(BBCH 49)

55 圃場A：0.94(#)

678.6  g ai/ha
(BBCH 49)

57 圃場B：1.16(#)

786 g ai/ha
(BBCH 49)

54 圃場C：0.09(#)

782 g ai/ha
(BBCH 49)

56 圃場D1：0.39(#)

824 g ai/ha
(BBCH 49)

49 圃場D2：1.04(#)

794 g ai/ha
(BBCH 49)

58 圃場D3：0.53(#)

51 圃場E：1.26(#)

54 圃場F：6.30(#)
注1）

2 305 g/L SL

2
817.6  g ai/ha

(BBCH 39)
305 g/L SL

冬小麦
(穀粒）

7

8

305 g/L SL

春大麦
(穀粒）

設定の
根拠等

1

1

1

1

1

メピコートクロリドの作物残留試験一覧表（EU）

農作物
試験

圃場数

試験条件
残留濃度（mg/kg）

305 g/L SL

2

305 g/L SL
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剤型 使用量・使用方法 回数 経過日数

設定の
根拠等

メピコートクロリドの作物残留試験一覧表（EU）

農作物
試験

圃場数

試験条件
残留濃度（mg/kg）

1
450.6 g ai/ha
(BBCH 49)

（非イオン性界面活性剤使用)
1 56 圃場A：0.29

735.8 g ai/ha
(BBCH 49)

56 圃場A：0.40

780.3 g ai/ha
(BBCH 39)

78 圃場B：0.13(#)

796.1 g ai/ha
(BBCH 39)

55 圃場A：0.20(#)

790.0 g ai/ha
(BBCH 39)

50 圃場B：<0.05(#)

817.6 g ai/ha
(BBCH 37～39)

49 圃場C：<0.05(#)

756.3 g ai/ha
(BBCH 39)

53 圃場D：1.72

774.7 g ai/ha
(BBCH 39)

55 圃場E：0.13(#)

765.5 g ai/ha
(BBCH 39)

53 圃場F：0.76(#)

294.0 g ai/ha
(BBCH 55)

89 圃場A：1.88

294.0 g ai/ha
(BBCH 59)

82 圃場B：1.14

294.0 g ai/ha
(BBCH 59)

102 圃場C：1.38

294.0 g ai/ha
(BBCH 55)

109 圃場D：0.97

294.0 g ai/ha
(BBCH 55)

108 圃場E：0.76

294.0 g ai/ha
(BBCH 59)

87 圃場A：0.61

294.0 g ai/ha
(BBCH 59)

89 圃場B：0.47

294.0 g ai/ha
(BBCH 55)

79 圃場C：0.21

294.0 g ai/ha
(BBCH 53)

113 圃場D：0.61

294.0 g ai/ha
(BBCH 57)

57 圃場A：1.3

294.0 g ai/ha
(BBCH 53)

53 圃場B：1.2

294.0 g ai/ha
(BBCH 59)

84 圃場A：1.10

294.0 g ai/ha
(BBCH 59)

92 圃場B：1.50

なたね
（種子）

2

210 g/L SL

◎

1

◎

1

基準値の設定根拠及び暴露評価にも使用されているものに◎で示した。

注1）生育期の初期の降雨量が非常に多く、後期には降雨量非常に少なかったため、作物の生長に影響があった。

2 210 g/L SL

SL：液剤

2 210 g/L SL 2

(#)印で示した作物残留試験成績は、登録又は申請された適用の範囲内で行われていないことを示す。また、適用範囲内ではない試験条件を斜体で示した。

冬大麦
(穀粒）

305 g/L SL

2

6

2

4

2

210 g/L SL

5



（別紙2-3）

剤型 使用量・使用方法 回数 経過日数

50,60,70 圃場A：4.22（10回,70日）

50,60,70 圃場B：6.55（10回,70日）

50,60,70 圃場C：6.75（10回,50日）

50,60,70 圃場D：5.21（10回,50日）

50,60,70 圃場E：7.31（10回,60日）

40,50,60 圃場A：8.88（11回,60日）

40,50,60 圃場B：10.5（11回,60日）

40,50,60 圃場C：18.4（11回,60日）

40,50,60 圃場D：13.1

40,50,60 圃場E：16.1（11回,50日）

基準値の設定根拠及び暴露評価にも使用されているものに◎で示した。

注）当該農薬の登録又は申請された適用の範囲内で最も多量に用い、かつ最終使用から収穫までの期間を最短とした場合の作物残留試験（いわゆる最大使用条件下の作物残留試
験）を複数の圃場で実施し、それぞれの試験から得られた残留濃度の最大値を示した。

表中、最大使用条件下の作物残留試験条件に、アンダーラインを付しているが、経時的に測定されたデータがある場合において、収穫までの期間が最短の場合にのみ最大残留濃度
が得られるとは限らないため、最大使用条件以外で最大残留濃度が得られた場合は、その使用回数及び経過日数について（　）内に記載した。

今回、新たに提出された作物残留試験成績を網掛けで示した。

SL：液剤

5 250 g/L SL 10

5 250 g/L SL
10
+
1

◎

0.2 L/ha散布
(50.0 g ai/ha)

0.2 L/ha散布
+2.0 L/ha散布
(50.0 g ai/ha

+500.0 g ai/ha)

綿実
（種子）

設定の
根拠等

メピコートクロリドの作物残留試験一覧表（ブラジル）

農作物
試験

圃場数

試験条件
残留濃度（mg/kg）

注）



農薬名 メピコートクロリド （別紙3）

食品名
基準値
案
ppm

基準値
現行
ppm

登録
有無

国際
基準*
ppm

作物残留試験成績等
ppm

zzz
小麦 3 3 3 EU 【0.08～1.10(#)(n=15)（EU冬小麦）】

大麦 3 4 【<0.05～1.72(#)(n=8)（EU冬大麦）】

ライ麦 3 3 3 EU 【小麦参照】
その他の穀類 3 3 【小麦参照】
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Aぶどう 6 5 ○ 4 0.64～3.37（n=5）

zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A綿実 40 2 IT 4 40 ブラジル 【8.88～18.4(n=5)（ブラジル)】

なたね 3 4 【0.21～1.88(n=13)(EU)】

zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A牛の筋肉 0.09 0.09 0.01 0.09 EU 【推:0.073】
豚の筋肉 0.05 0.05 0.01 0.05 EU 【推:<0.004】
その他の陸棲哺乳類に属する動物の筋肉 0.09 0.09 0.01 0.09 EU 【牛の筋肉参照】
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A牛の脂肪 0.06 0.06 0.01 0.06 EU 【推:0.051】
豚の脂肪 0.05 0.05 0.01 0.05 EU 【推:<0.004】
その他の陸棲哺乳類に属する動物の脂肪 0.06 0.06 0.01 0.06 EU 【牛の脂肪参照】
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A牛の肝臓 0.5 0.5 0.04 0.5 EU 【推:0.369】
豚の肝臓 0.05 0.05 0.04 0.05(§) EU 【推:0.017】
その他の陸棲哺乳類に属する動物の肝臓 0.5 0.5 0.04 0.5 EU 【牛の肝臓参照】
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A牛の腎臓 0.8 0.8 0.04 0.8 EU 【推:0.531】
豚の腎臓 0.05 0.05 0.04 0.05(§) EU 【推:0.018】
その他の陸棲哺乳類に属する動物の腎臓 0.8 0.8 0.04 0.8 EU 【牛の腎臓参照】
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A牛の食用部分 0.8 0.8 0.04 0.8 EU 【牛の腎臓参照】
豚の食用部分 0.05 0.05 0.04 0.05 EU 【豚の腎臓参照】
その他の陸棲哺乳類に属する動物の食用部分 0.8 0.8 0.04 0.8 EU 【牛の腎臓参照】
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A乳 0.06 0.06 0.008 0.06(§) EU 【推:<0.05】
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A鶏の筋肉 0.05 0.05 0.008 0.05 EU 【推:<0.05】
その他の家きんの筋肉 0.05 0.05 0.008 0.05 EU 【鶏の筋肉参照】
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A鶏の脂肪 0.05 0.05 0.008 0.05 EU 【推:<0.05】
その他の家きんの脂肪 0.05 0.05 0.008 0.05 EU 【鶏の脂肪参照】
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A鶏の肝臓 0.05 0.05 0.008 0.05 EU 【推:<0.05】
その他の家きんの肝臓 0.05 0.05 0.008 0.05 EU 【鶏の肝臓参照】
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A鶏の腎臓 0.05 0.05 0.008 0.05 EU 【鶏の肝臓参照】
その他の家きんの腎臓 0.05 0.05 0.008 0.05 EU 【鶏の肝臓参照】
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A鶏の食用部分 0.05 0.05 0.008 0.05 EU 【鶏の肝臓参照】
その他の家きんの食用部分 0.05 0.05 0.008 0.05 EU 【鶏の肝臓参照】
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A鶏の卵 0.05 0.05 0.008 0.05(§) EU 【推:<0.05】
その他の家きんの卵 0.05 0.05 0.008 0.05(§) EU 【鶏の卵参照】
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Aはちみつ 0.05 ※1

zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A

参考基準値

国/地域
基準値
ppm



農薬名 メピコートクロリド （別紙3）

食品名
基準値
案
ppm

基準値
現行
ppm

登録
有無

国際
基準*
ppm

作物残留試験成績等
ppm

参考基準値

国/地域
基準値
ppm

干しぶどう 20 ※2
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A

○：既に、国内において登録等がされているもの

太枠：本基準（暫定基準以外の基準）を見直した基準値

*：国際基準はメピコートカチオンとしての濃度で示している。

IT：海外で設定されている基準値を参照するようインポートトレランス申請されたもの

斜線：食品区分を別途新設すること等に伴い、削除した食品区分、もしくは加工食品につき基準値を設定しないもの

※2）加工食品である「干しぶどう」について、国際基準が設定されているが、加工係数を用いて原材料中の濃度に換算した値が当該原材料
の基準値案を超えないことから、基準値を設定しないこととする。なお、本物質について、JMPRは干しぶどうの加工係数を3.9と算出してい
る。

※1）「食品中の農薬の残留基準設定の基本原則について」（令和6年6月25日農薬・動物用医薬品部会）の別添3「はちみつ中の農薬等の
基準値設定の方法について」に基づき設定。

(§)：「豚の肝臓」、「豚の腎臓」、「乳」、「鶏の卵」及び「その他の家きんの卵」の基準値については、前回基準値設定当時のEUの基準値を
示す。



（別紙4）

食品名
基準値案
(ppm)

国民全体
(1歳以上)

EDI

幼小児
(1～6歳)

EDI

妊婦
EDI

高齢者
(65歳以上)

EDI

小麦 3 0.580 34.7 25.7 40.0 28.9
大麦 3 0.165 0.9 0.7 1.5 0.7
ライ麦 3 0.580 0.1 0.1 0.3 0.1
その他の穀類 3 0.580 0.1 0.1 0.1 0.2zzz #N/A ### #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ### #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
ぶどう 6 0.82 7.1 6.7 16.6 7.4zzz #N/A ### #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ### #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
綿実 40 13.1 1.3 1.3 1.3 1.3
なたね 3 1.1 6.5 4.1 5.9 5.1zzz #N/A ### #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ### #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A

陸棲哺乳類の肉類 0.09 3.6 2.7 4.0 2.6

陸棲哺乳類の食用部分（肉類除く） 0.8 0.526 0.7 0.4 2.5 0.5zzz #N/A ### #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ### #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
陸棲哺乳類の乳類 0.06 0.13 34.3 43.2 47.4 28.1zzz #N/A ### #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ### #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
家きんの肉類 0.05 0.05 1.1 0.8 1.1 0.8zzz #N/A ### #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ### #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
家きんの卵類 0.05 0.05 2.1 1.7 2.4 1.9zzz #N/A ### #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ### #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
はちみつ 0.05 ● 0.05 0.0 0.0 0.1 0.1zzz #N/A ### #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A

計 92.5 87.4 123.2 77.5
ADI比（％） 0.6 1.8 0.7 0.5

メピコートクロリドの推定摂取量 （単位：µg／人／日）
暴露評価に
用いた数値
（ppm)

EDI：推定一日摂取量（Estimated Daily Intake)

「陸棲哺乳類の肉類」については、EDI試算では、畜産物中の平均的な残留農薬濃度を用い、摂取量の筋肉及び脂肪の
比率をそれぞれ80％、20％として試算した。

EDI試算法：作物残留試験成績の中央値（STMR)等×各食品の平均摂取量

筋肉　0.066
脂肪　0.050

●：個別の作物残留試験がないことから、暴露評価を行うにあたり基準値（案）の数値を用いた。

畜産物の暴露評価に用いた数値には、暴露評価対象であるメピコートクロリド及び代謝物Bをメピコートクロリドに換
算した濃度の合計濃度を用いた。



食品名
（基準値設定対象）

食品名
（ESTI推定対象）

基準値案
(ppm)

ESTI
(μg/kg体重)

ESTI/ARfD
(%)

小麦 小麦 3 ○ 0.580 0.8 0

大麦 3 ○ 0.165 0.1 0

麦茶 3 ○ 0.165 0.1 0

ぶどう ぶどう 6 ○ 3.37 45.4 20

はちみつ はちみつ 0.05 0.05 0.0 0

○：作物残留試験における最高残留濃度（HR）又は中央値（STMR）を用いて短期摂取量を推計した。

○を付していない食品については、基準値案の値又は暴露評価対象物質の残留濃度から推定される基準値に相当する値を使用した。

ESTI：短期推定摂取量（Estimated Short-Term Intake）

ESTI/ARfD(%)の値は、有効数字1桁（値が100を超える場合は有効数字2桁）とし四捨五入して算出した。

（別紙5-1）

メピコートクロリドの推定摂取量（短期）：国民全体(1歳以上)

評価に用い
た数値
(ppm)

大麦



食品名
（基準値設定対象）

食品名
（ESTI推定対象）

基準値案
(ppm)

ESTI
(μg/kg体重)

ESTI/ARfD
(%)

小麦 小麦 3 ○ 0.580 1.7 1

大麦 3 ○ 0.165 0.1 0

麦茶 3 ○ 0.165 0.3 0

ぶどう ぶどう 6 ○ 3.37 103.2 30

はちみつ はちみつ 0.05 0.05 0.1 0

ESTI/ARfD(%)の値は、有効数字1桁（値が100を超える場合は有効数字2桁）とし四捨五入して算出した。

（別紙5-2）

○：作物残留試験における最高残留濃度（HR）又は中央値（STMR）を用いて短期摂取量を推計した。

○を付していない食品については、基準値案の値又は暴露評価対象物質の残留濃度から推定される基準値に相当する値を使用した。

メピコートクロリドの推定摂取量（短期）：幼小児(1～6歳)

評価に用いた
数値
(ppm)

大麦

ESTI：短期推定摂取量（Estimated Short-Term Intake）



（参考） 

これまでの経緯 
 

平成 ３年 ４月 １日 初回農薬登録 

平成１７年１１月２９日 残留基準告示 

平成２５年１１月１１日 厚生労働大臣から食品安全委員会委員長あてに残留基準設定に

係る食品健康影響評価について要請 

平成２５年１１月２４日 農林水産省から厚生労働省へ農薬登録申請に係る連絡及び基準

値設定依頼（適用拡大：ぶどう） 

平成２８年 ７月１１日 厚生労働大臣から食品安全委員会委員長あてに残留基準設定に

係る食品健康影響評価について要請 

平成２９年 ３月 ７日 食品安全委員会委員長から厚生労働大臣あてに食品健康影響評

価について通知 

平成２９年 ８月 ２日 薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会農薬・動物用医薬品部会 

平成３０年 ３月３０日 残留基準告示 

 

令和 ６年１２月２７日 インポートトレランス申請（綿実） 

令和 ７年 １月２９日 内閣総理大臣から食品安全委員会委員長あてに残留基準設定に

係る食品健康影響評価について要請 

令和 ７年 ７月 １日 食品安全委員会委員長から内閣総理大臣あてに食品健康影響評

価について通知 

令和 ７年１１月１９日 食品衛生基準審議会へ諮問 

令和 ７年１１月２８日 食品衛生基準審議会農薬・動物用医薬品部会 



● 食品衛生基準審議会農薬・動物用医薬品部会 

[委員] 

 大山  和俊  一般財団法人残留農薬研究所業務執行理事・化学部長 

○折戸  謙介    学校法人麻布獣医学園理事（兼）麻布大学獣医学部教授 

  加藤   くみ子  北里大学薬学部教授 

  近藤  麻子    日本生活協同組合連合会組織推進本部本部長 

  須恵   雅之  東京農業大学応用生物科学部教授 

 瀧本  秀美  国立研究開発法人医薬基盤・健康・栄養研究所理事 

  田口  貴章  国立医薬品食品衛生研究所食品部第一室長 
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答申（案） 

メピコートクロリド

食品名 残留基準値

ppm

#N/A小麦 3

大麦 3

ライ麦 3

その他の穀類注1） 3

#N/A#N/Aぶどう 6
#N/A#N/A綿実 40

なたね 3
#N/Azzz #N/A牛の筋肉 0.09

豚の筋肉 0.05

その他の陸棲哺乳類に属する動物注2）の筋肉 0.09
#N/A#N/A牛の脂肪 0.06

豚の脂肪 0.05

その他の陸棲哺乳類に属する動物の脂肪 0.06
zzz #N/Azzz #N/A牛の肝臓 0.5

豚の肝臓 0.05

その他の陸棲哺乳類に属する動物の肝臓 0.5

#N/A#N/A牛の腎臓 0.8

豚の腎臓 0.05

その他の陸棲哺乳類に属する動物の腎臓 0.8

#N/A#N/A牛の食用部分注3） 0.8

豚の食用部分 0.05

その他の陸棲哺乳類に属する動物の食用部分 0.8
zzz #N/Azzz #N/A乳 0.06
zzz #N/Azzz #N/A鶏の筋肉 0.05

その他の家きん注4）の筋肉 0.05

#N/A#N/A鶏の脂肪 0.05

その他の家きんの脂肪 0.05

#N/A#N/A鶏の肝臓 0.05

その他の家きんの肝臓 0.05

#N/A

メピコートクロリドについては、以下のとおり食品中の農薬の残留基準を設定することが適
当である。

今回残留基準を設定する「メピコートクロリド」の規制対象は、メピコートクロリドとす
る。



食品名 残留基準値

ppm

#N/A鶏の腎臓 0.05

その他の家きんの腎臓 0.05

#N/A#N/A鶏の食用部分 0.05

その他の家きんの食用部分 0.05
zzz #N/Azzz #N/A鶏の卵 0.05

その他の家きんの卵 0.05
zzz #N/Azzz #N/Aはちみつ 0.05
zzz #N/A

注3）「食用部分」とは、食用に供される部分のうち、筋肉、脂肪、肝臓及び腎臓以外の部分
をいう。

注4）「その他の家きん」とは、家きんのうち、鶏以外のものをいう。

注2）「その他の陸棲哺乳類に属する動物」とは、陸棲哺乳類に属する動物のうち、牛及び豚
以外のものをいう。

注1）「その他の穀類」とは、穀類のうち、米（玄米をいう。）、小麦、大麦、ライ麦、とう
もろこし及びそば以外のものをいう。


